
東
方
學
報

京
都
第
九
八
册

(二
〇
二
三
)
：
一
八
一
-三
一
三
頁

梁
武
�
﹁
斷
酒
肉
�
﹂
譯
�

｢中
國
在
家
の
佛
敎
觀
：
�
�
宣
 
﹃
廣
弘


集
﹄
を
讀
む
﹂
硏
究
班

【
一
︑
序
︼

本
稿
は
京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
�
共
同
硏
究
班
﹁
中
國
在
家
の
佛
敎
觀
：

�
�
宣
 
﹃
廣
弘


集
﹄
を
讀
む
﹂
(二
〇
二
〇
年
四
�
～
二
〇
二
四
年
三
�
)
硏

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
︒
本
硏
究
班
は
︐
こ
れ
に
先
行
す
る
共
同
硏
究
班
﹁
中

國
在
家
の
敎
理
と
經
典
﹂
(二
〇
一
六
年
四
�
～
二
〇
二
〇
年
三
�
)
の
實
績
を
蹈

ま
え
︐
�
の
�
宣
 
﹃
廣
弘


集
﹄
の
譯
�
作
成
を
續
行
し
て
い
る
︒
特
に
在

家
佛
敎
徒
と
し
て
王
侯
貴
族
の
佛
敎
觀
の
特
�
が
現
れ
る
著
営
を
取
り
上
げ
︐

原
�
に
校
勘
と
譯
�
を
施
し
︐
六
�
隋
�
在
家
佛
敎
�
の
特
色
を
具
體
�
に
知

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
︒

本
硏
究
班
で
會
讀
す
る
﹃
廣
弘


集
﹄
の
原
�
校
勘
は
�
硏
究
班
の
方
針
に

從
う
︒
木
版
大
藏
經
を
め
ぐ
る
�
年
の
動
向
に
つ
い
て
は
﹁
中
國
在
家
の
敎
理

と
經
典
﹂
硏
究
班
�
﹁
沈
�
﹁
南
齊
禪
林
寺
尼
淨
秀
行
狀
﹂
譯
�
﹂
(﹃
東
方
學

報
﹄
京
都
九
五

=

淨
秀
行
狀
二
〇
二
〇
：
冒
頭
一
八
九
～
一
九
〇
頁
)
を
參
照
さ
れ
た

い
︒本

班
は
︐
二
〇
二
〇
年
九
�
よ
り
二
〇
二
一
年
十
二
�
の
�
�
金
�
︐
梁
武

�
﹁
斷
酒
肉
�
﹂
の
 
體
を
二
十
二
囘
に
分
け
︐
譯
�
稿
を
準
備
し
た
︒
各
囘

擔
當
者
は
︐
古
"
隆
一
︐
魏
藝
︐
趙
ウ
ニ
ル
︐
中
西
俊
英
︐
$
山
園
︐
久
永
昂

央
︐
倉
本
尙
德
︐
$
山
園
︐
ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
︐
河
上
'
由

子
︐
中
西
竜
也
︐
魏
藝
︐
趙
ウ
ニ
ル
︐
倉
本
尙
德
︐
$
山
園
︐
$
山
園
︐
稻
本

泰
生
︐
中
村
愼
之
介
︐
$
山
園
︐
趙
ウ
ニ
ル
︐
魏
藝
︐
趙
ウ
ニ
ル
で
あ
る
︒
本

稿
は
︐
擔
當
者
が
作
成
し
た
�
(
稿
を
基
に
︐
班
長
の
$
山
園
が
譯
語
と
語
釋

の
表
記
を
瓜
一
�
に
修
訂
し
た
︒

｢斷
酒
肉
�
﹂
は
︐
篤
信
の
在
家
信
者
︐
蕭
衍

(四
六
四
～
五
四
九
)
︐
す
な
わ

ち
梁
の
初
代
皇
�
武
�

(在
位
五
〇
二
～
五
四
九
)
が
食
肉
と
飮
酒
の
是
非
を
)

題
と
し
て
︐
酒
肉
を
攝
る
べ
か
ら
ず
と
說
く
大
乘
の
經
典

(ス
ー
ト
ラ
)
で
あ

る
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄﹃
央
掘
+
羅
經
﹄﹃
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
經
﹄
と
︐
肉
食
を
一

部
,
め
る
律
典

(ヴ
ィ
ナ
ヤ
︐
聲
聞
乘
の
立
場
か
ら
出
家
敎
團
の
日
々
の
生
活
規
則
を

定
め
た
規
則
集
)
と
の
關
係
を
論
じ
︐
食
肉
飮
酒
の
 
面
�
撤
廢
を
出
家
者
た

ち
に
實
踐
さ
せ
よ
う
と
し
た
-
錄
で
あ
る
︒
そ
こ
に
は
武
�
の
論
說
の
ほ
か
︐
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食
肉
飮
酒
の
是
非
を
1
る
出
家
者
と
の
問
答
や
︐
關
連
經
典
の
�
言
そ
の
他
も

揭
載
さ
れ
て
い
る
︒

｢斷
酒
肉
�
﹂
の
內
容
・
5
義
・
成
立
時
6
を
取
り
上
げ
た
)
な
先
行
硏
究

に
︐
�
端

(一
九
七
九
a
)
(一
九
七
九
b
)
︐
諏
訪

(一
九
八
八
)
(一
九
九
七
)
︐

顏
尙
�

(一
九
八
八
)
(一
九
九
九
)
︐
陳
思
7

(二
〇
一
三
)
︐
7
8

(二
〇
二
一
)

(二
〇
二
三
)
が
あ
る
︒

ま
た
︐﹁
斷
酒
肉
�
﹂
と
同
じ
語
彙
・
語
法
を
示
す
同
時
代
�
獻
と
し
て
︐

﹁
東
都
發
願
�
﹂
(
黃
・
吳
一
九
九
五
︐
郭
麗
英
一
九
九
三
)
と
﹃
慈
悲
�
場
懺
法
﹄

十
卷

(李
秀
花
二
〇
〇
八
︐
$
山
二
〇
二
一
)
が
あ
る
︒﹃
慈
悲
�
場
懺
法
﹄
の
大

;
は
梁
代
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
︐
一
部
に
�
か
な
が
ら
も
後
代
の
補

足
を
含
む

(
$
山
二
〇
二
一
)
︒﹁
斷
酒
肉
�
﹂
と
い
う
書
名
を


記
し
て
引
用
す

る
後
代
の
�
獻
に
﹃
釋
門
自
鏡
錄
﹄
二
卷
が
あ
る
︒﹃
釋
門
自
鏡
錄
﹄
は
大
正

藏
で
﹇
�
﹈
懷
信
 
と
す
る
の
は
確
實
で
な
く
︐
む
し
ろ
︐
武
周
6
末
か
ら
玄

宗
時
代
初
年
の
閒
に
成
立
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
︐
 
者
は
﹇
�
﹈
5
祥

で
あ
ろ
う
と
い
う
說
も
あ
る

(西
山
一
九
九
五
)
︒
?
に
︐
書
名
を


記
せ
ず
に

自
ら
の
�
に
@
々
裏
に
取
り
A
ん
で
﹁
斷
酒
肉
�
﹂
の
語
句
を
用
い
る
�
獻
と

し
て
︐﹇
�
﹈
�
世
の
﹃
法
苑
珠
林
﹄
と
﹃
諸
經
C
集
﹄
が
あ
る
︒
こ
れ
に
つ

い
て
は
本
稿
︻
三
・
二
︑
語
�
︼
で
取
り
上
げ
る
︒

本
稿
に
收
め
る
現
代
日
本
語
譯
は
︐
六
種
の
木
版
大
藏
經
本
﹃
廣
弘


集
﹄

に
收
め
る
梁
武
�
﹁
斷
酒
肉
�
﹂
に
基
づ
く
︒
原
則
と
し
て
高
麗
大
藏
經
初
雕

本

(十
二
世
紀
)
を
底
本
と
す
る
︒
他
の
版
本
の
讀
み
も
勿
論
D
用
で
あ
る
が
︐

高
麗
大
藏
經
初
雕
本
で
內
容
を
理
解
可
能
な
場
合
は
︐
恣
5
�
な
取
E
F
擇
を

せ
ず
︐
可
能
な
限
り
初
雕
本
の
字
を
G
用
し
た
︒
ど
う
し
て
も
他
本
の
字
に
從

う
必
C
が
あ
る
場
合
に
限
り
︐
初
雕
本
以
外
の
字
を
G
擇
し
た
︒
校
勘
記
に
記

す
版
本
六
種
を
年
代
順
に
示
す
な
ら
ば
以
下
の
H
り
で
あ
る
︒

底
本

高
麗
大
藏
經
初
雕
本

(一
〇
一
一
頃
～
一
〇
八
七
)

對
校
本

金
藏
廣
"
寺
本

(
一
一
四
九
～
一
一
七
三
頃
)

毘
盧
大
藏
經

=

福
州
開
元
寺
版

(一
一
四
八
)

=

大
正
怨
脩
大
藏
經
校
勘
﹁
宮
﹂
本

(
宮
內
省
一
九
三
〇
：
九
〇
～
九
一
頁
)

思
溪
大
藏
經

=

大
正
怨
脩
大
藏
經
校
勘
﹁
宋
﹂
本

(一
二
三
九
)

高
麗
大
藏
經
再
雕
本

(
一
二
三
六
～
一
二
五
一
)

磧
砂
大
藏
經

(
南
宋
～
元
頃
)

以
上
六
本
は
北
宋
開
寶
藏
系
の
高
麗
初
雕
本
・
再
雕
本
・
金
藏
と
江
南
諸
藏

系
の
毘
盧
藏
・
思
溪
藏
・
磧
砂
藏
の
二
種
に
大
別
さ
れ
る

(竺
沙
二
〇
〇
一
)
︒

そ
こ
で
本
稿
校
勘
記
で
は
系
瓜
・
年
代
の
雙
方
を
考
慮
し
J
の
順
に
排
列
す
る
︒

開
寶
藏
系

1
高
麗
大
藏
經
初
雕
本

略
號
﹁
麗
初
﹂

2
金
藏
廣
"
寺
本

略
號
﹁
金
﹂

3
高
麗
大
藏
經
再
雕
本

略
號
﹁
麗
再
﹂

江
南
諸
藏

4
毘
盧
大
藏
經

略
號
﹁
毘
﹂

5
思
溪
大
藏
經

略
號
﹁
思
﹂

6
磧
砂
大
藏
經

略
號
﹁
磧
﹂

こ
の
よ
う
な
排
列
順
に
基
づ
い
て
先
ず
冒
頭
に
︐
G
用
し
た
版
本
の
字
を
略

號
で
示
し
︐
以
下
︐
G
用
し
な
か
っ
た
衣
本
を
﹁
：
﹂
で
區
切
っ
て
列
擧
す
る
︒

校
勘
記
を
作
る
に
當
た
っ
て
常
に
惱
ま
し
い
問
題
と
な
る
の
は
︐
衣
體
字
の

K
い
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
5
味
を
衣
に
す
る
字
と
そ
う
で
な
い
字
に
大
別
し
︐

5
味
の
相
L
を
示
さ
な
い
漢
字
は
正
字
で
瓜
一
表
記
す
る
も
の
と
す
る
︒
そ
の

例
を
順
不
同
に
N
つ
か
擧
げ
る
と
︐
礙

(
㝵
・
碍
・
礙
)
︐
殺

(
煞
・
殺
)
︐
陀

(
陁
・
陀
)
︐
無

(无
・
無
)
︐
慚

(慙
・
慚
)
︐
禮

(禮
・
禮
)
︐
爾

(
尒
・
爾
)
︐
答

(荅
・
答
)
︐
斷

(斷
・
斷
)
︐
亂

(亂
・
亂
)
︐
宜

(
冝
・
宜
)
︐
群

(羣
・
群
)
︐
熏

(
薰
・
熏
)
な
ど
で
あ
る
︒
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原
�
表
記
の
原
則

一
︐
原
�
の
句
讀
に
は
︐
�
末
を
示
す
﹁
︒﹂
と
︐
句
末
を
示
す
﹁
︐﹂
と
︐
列

擧
を
示
す
﹁
︑﹂
(現
代
中
國
語
﹁
頓
號
﹂
)
の
三
種
を
用
い
る
︒

二
︐
必
C
に
應
じ
て
︐
原
�
の
�
言
を
﹁

﹂
で
括
り
︐
そ
れ
が
引
用
等
の
一

ま
と
ま
り
の
�
言
で
あ
る
こ
と
を
示
す
︒﹃

﹄
は
書
名
を
表
す
︒

三
︐
原
�
中
に
︿

﹀
で
示
し
た
�
言
は
︐
原
�
中
の
夾
�
で
あ
る

(﹁
子
�
﹂

と
も
言
う
︒
日
本
語
﹁
割
�
﹂
︐
英
語

“
in
te
rlin
e
a
r
n
o
te
”
)
︒

現
代
語
譯
の
原
則

一
︐
現
代
語
譯
は
︐
原
�
に
な
る
た
け
忠
實
で
_
易
な
`
語
譯
を
心
懸
け
る
︒

二
︐
譯
�
の
句
讀
に
は
︐
�
末
を
示
す
﹁
︒﹂
と
︐
句
末
を
示
す
﹁
︐﹂
と
︐
列

擧
を
示
す
﹁
・
﹂
(原
�
中
の
﹁
︑﹂
に
相
當
)
の
三
種
を
用
い
る
︒

三
︐﹁

﹂
a
び
﹃

﹄
の
b
い
方
は
原
�
表
記
に
從
う
︒

四
︐
原
�
に
な
い
語
を
譯
�
に
補
う
場
合
は
︐
そ
れ
を
︹

︺
で
示
す
︒
譯
語

の
言
い
奄
え
や
說


︐
原
語
の
表
記
を
補
う
場
合
は
︐
そ
れ
を

(
)
で
示
す
︒

五
︐
原
�
が
イ
ン
ド
語
の
漢
字
c
寫
で
あ
る
場
合
︐
原
則
と
し
て
︐
そ
の
譯
�

に
は
漢
字
c
寫
に
對
應
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
片
假
名
表
記
を
用
い
る
︒

例
え
ば
﹁
£
葉
﹂
は
カ
ー
シ
ャ
パ
と
譯
し
︐
パ
ー
リ
語
形
カ
ッ
サ
パ
は
用
い
な

い
︒﹁
d
e
﹂
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
形
の
ダ
ル
マ
と
し
︐
パ
ー
リ
語
形
の
ダ

ン
マ
は
用
い
な
い
︒
漢
字
c
寫
に
對
應
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
形
を
確
定
し

難
く
︐
推
測
に
よ
る
想
定
形
で
あ
る
場
合
は
︐
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
表
記
の
冒

頭
に
﹁
*﹂
を
付
す
︒
ま
た
一
部
例
外
�
に
パ
ー
リ
語
形
を
示
す
場
合
も
あ
る
︒

他
の
略
號

S
k
t.

S
a
n
sk
rit=

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

=

泳
語

大
正

大
正
藏

=

大
正
怨
脩
大
藏
經

原
�
直
後
に
付
す
﹁
(大
正
X
・
Y
Z
中
～
下
)
﹂
は
大
正
怨
脩
大

藏
經
の
册
と
頁
で
あ
る
︒
例
え
ば
﹁
(
大
正
一
二
・
四
五
中
～

下
)
﹂
は
大
正
怨
脩
大
藏
經
第
十
二
卷
四
五
頁
中
段
～
下
段
を

5
味
す
る
︒

(
$
山

園
)

【
二
︑
原
�
と
校
勘
記
︼

【
二
・
一
︑
原
�
︼

｢斷
酒
肉
�
｣

梁
高
祖(1
)

【①
︼弟

子
蕭
衍
敬
白
諸
大
德
僧
尼
︑
諸
義
學
僧
尼
︑
諸
寺
三
官
︒

夫
匡
正
佛
法
︐
是
黑
衣
人
事
︐
迺
非
弟
子
白
衣
�
t
︒
但
﹃
經
﹄
敎
亦
云
︐

﹁
佛
法
寄
囑
人
王
﹂︒
是
以
弟
子
不
得
無
言
︒
今
日
諸
僧
尼
開
5
聽
u
︐
勿
生
疑

閉
︐
內
懷
忿
衣
︒

【①
a
︼凡

出
家
人
�
以
衣
於
外
�
者
︐
正
以
信
因
︑
果
︑﹃
經(2
)
﹄︒
�


信
︐
是
佛

說
﹃
經
﹄
言
︐﹁
行
十
惡
者
︐
u
於
惡
報
︒
行
十
善
者
︐
u
於
善
報
﹂︒
此
是

﹃
經
﹄
敎
大
5
︒
如
是
若
言(3
)
︐
出
家
人
v
嗜
飮
酒
︐
噉
食
魚
肉
︐
是
則
爲
行
同

於
外
�
︐
而
復
不
a
︒

何
謂
同
於
外
�
︒
外
�
執
斷
︑
常
見
︐
無
因
無
果
︐
無
施
無
報
︒
今
佛
弟

子
甘
酒(4
)
嗜
肉
︐
不
畏
罪
因
︐
不
畏
苦
果
︒
卽
是
不
信
因
︐
不
信
果
︐
與
無
施
無

報
者
︐
復
何
以
衣
︒
此
事
與
外
�
是
同(5
)
︒
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而
D
不
a
外
�
是
何
︒
外
�
各
信
其
師
︐
師
�
言
是
︐
弟
子
言
是
︒
師
�

言
非
︐
弟
子
言
非
︒﹃
𣵀
槃
經
﹄
言
︐﹁
£
葉
︐
我
今
日
制
諸
弟
子
不
得
食
一
切

肉
﹂
︐
而
今
出
家
人
︐
v
自
噉
肉
︒﹃
戒
律
﹄
言
︐﹁
飮
酒
︐
犯
波
夜
提
﹂
︐
v
自

飮
酒
︐
無
�
疑
難
︒
此
事
L
於
師
敎
︐
一
不
a
外
�
︒

印
外
�
雖
復
z
僻
︐
持
牛
狗
戒(

6
)
︐
既
u
戒
已
︐
後
必
不
犯
︒
今
出
家
人
既

u
戒
已
︐
輕
於
衛
犯
︒
是
二
不
a
外
�
︒

印
外
�
雖
復
五
熱
炙
身
︐
投
淵
赴
火
︐
窮
諸
苦
行
︐
未
必
皆
噉
食
眾
生
︒

今
出
家
人
噉
食
魚
肉
︒
是
三
不
a
外
�
︒

印
外
�
行
其
衣
學
︐
雖
不
當
理
︐
各
|
師
法
︐
無
D
}
藏
︒
今
出
家
人
噉

食
魚
肉
︐
於
�
親
者(

7
)
乃
自
和
光
︐
於
�
疎
者
則
D
隱
~
︒
如
是
爲
行
︐
四
不
a

外
�
︒印

外
�
各
宗
�
執
︐
各
重
其
法
︐
乃
自
高
聲
大
唱
云
︐﹁
不
如
我
�
眞
﹂
︐

於
諸
衣
人
無
�
忌
憚
︒
今
出
家
人
︐
或
復
年
時
已
長
︐
或
復
素
爲
物
宗
︐
噉
食

魚
肉
︐
極
自
艱
難
︐
或
~
弟
子
︐
或
~
同
學
︐
或
~
白
衣
︐
或
~
寺
官
︐
懷
挾

z
志
︐
崎
嶇
}
藏
︒
然
後
方
得
一
�
噉
食
︒
如
此
爲
行
︐
五
不
a
外
�
︒

印
復
外
�
直
�
逕
行
︐
能
長
己
徒
眾
惡
︐
不
能
長
衣
部
惡
︒
今
出
家
人
噉

食
魚
肉
︐
或
爲
白
衣
弟
子
之
�
聞
見
︐
內
無
慙
愧
︐
方
�
z
說
云
︐﹁
佛
敎
爲

法
︐
本
存
7
因
︒
在
於
卽
日
︐
未
皆
悉
斷
︒
以
錢
買
肉
︐
非
己
自
殺
︐
此
亦
非

�
﹂︒
白
衣
愚
癡
︐
聞
是
僧
說
︐
謂
眞
實
語
︐
�
復
信
u
︐
自
行
不
善
︐
增
廣

諸
惡
︒
是
則
六
不
a
外
�
︒

印
外
�
雖
復
非
法
說
法
︐
法
說
非
法
︐
各
信
﹃
經
書
﹄
︐
死
不
L
背
︒
今

出
家
人
︐
噉
食
魚
肉
︒
或
云
﹁
肉
非
己
殺
︐
v
自
得
噉
︒
以
錢
買
肉
︐
亦
復
非

�
﹂︒
如
是
說
者
︐
是
事
不
然(

8
)
︒﹃
𣵀
槃
經
﹄
云
︐﹁
一
切
肉
悉
斷
︐
a
自
死
者
﹂︒

自
死
者
v
斷
︐
何
況
不
自
死
者
︒﹃
楞
伽
經
﹄
云
︐﹁
爲
利
殺
眾
生
︐
以
財
網
諸

肉
︐
二
業
俱
不
善
︐
死
墮
叫
呼
獄
﹂︒
何
謂
﹁
以
財
網
肉
﹂︒
陸
設
罝
罘(9
)
︐
水
設

網
罟
︐
此
是
以
網
網
肉
︒
若
於
屠
殺
人
閒
︐
以
錢
買
肉
︒
此
是
﹁
以
財
網
肉
﹂︒

若
令
此
人
不
以
財
網
肉
者
︐
|
惡
律
儀
︐
捕
�
眾
生
︐
此
人
爲
當
專
自
供
口
︐

亦
復
別
D
�
擬
︒
若
別
D
�
擬
︐
向
食
肉
者
豈
無
殺
分
︒
何
得
云
我
不
殺
生
︒

此
是
灼
然
L
背
﹃
經
﹄
�
︒
是
則(10
)
七
不
a
外
�
︒

印
復
外
�
同
其
法
者
和
合
︐
衣
其
法
者
苦
治
︐
令
行
禁
止
︐
莫
不
�
從
︒

今
出
家
人
︐
或
爲
師
長
︐
或
爲
寺
官
︐
自
開
酒
禁
︐
噉
食
魚
肉
︐
不
復
能
得
施

其
敎
戒(11
)
︒
裁
欲(12
)
發
言
︐
他
卽
譏
刺
云
︐﹁
師
向
亦
爾
︐
寺
官
亦
爾
﹂︒
心
懷
內
熱
︐

默
然
低
頭
︐
面
赤
汗
出
︐
不
復
得
言
︒
身
既
D
瑕
︐
不
能
伏
物
︒
�
復
e
何(13
)
直

爾
止
�(14
)
︒
�
以
在
寺
者
乖
L
︐
u
�
者
放
逸
︒
此
是
八
不
a
外
�
︒

印
外
�
u
人
施
與
︐
如
己
法
u
︒
烏
戒
人
u
烏
戒
施(15
)
(16
)
︐
鹿
戒
人
u
鹿
戒
施
︒

烏
戒
人
(
不
}
戒
u
鹿
戒
施
︒
鹿
戒
人
(
不
}
戒
u
烏
戒
施
︒
今
出
家
人
云
︐

﹁
我
能
精
�
﹂︑﹁
我
能
苦
行
﹂︒
一
時
}
相
︐
誑
諸
白
衣
︒
出
卽
飮
酒
︐
開
眾
惡

門
︒
入(17
)
卽
噉
肉
︐
集
眾
苦
本
︒
此
是
九
不
a
外
�
︒

印
外
�
雖
復
顚
倒
︐
無
如
是
眾
事
︒

【①
b
︼酒

者
何(18
)
也
︒
謂
是
臭
氣
水
穀
︐
失
其
正
性
︐
成
此
別
氣(19
)
︒
眾
生
以
罪
業
因

緣
故
︐
u
此
惡
觸
︒
此
非
正
眞
�
法
︐
亦
非
甘
露
上
味
︒

云
何
出
家
僧
尼
v
生
躭(20
)
嗜
︒
僧
尼
�
白
衣
五
戒
︐
令
不
飮
酒
︐
令
不
妄
語
︒

云
何
�
自
飮
酒
︐
L
�
�
誓
︒
七
眾
戒
︑
八
戒
齋
︑
五
�
七
聚
︑
長
短
律
儀
︐

於
何
科
中
而
出
此
�
︒
其
餘
眾
僧
︐
故
復
可
可
︒
至
學
﹃
律
﹄
者
︐
彌
不
宜
爾
︐

且
開
放
逸
門
︐
集
眾
惡
本
︒
若
白
衣
人
甘
此
狂
藥
︐
出
家
人
v
當
呵(21
)
止
︐
云

﹁
某
甲
汝
就
我
u
五
戒
︐
不
應
如
是
﹂︒
若
非
u
戒
者
︐
亦
應
云
﹁
檀
越
︐
酒
是

惡
本
︐
酒
是
+
事
︒
檀
越
︐
今
日
幸
可
不
飮
﹂︒
云
何
出
家
人
而
應
自
飮
︒

【①
c
︼尼

羅
�
陀
地
獄
︐
身
如
段
肉
︐
無
D
識
知
︒
此
是
何
人
︒
皆
飮
酒
者
︒
出
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家
僧
尼
︐
豈
可
不
深
信
﹃
經
﹄
敎
︐
自
棄
正
法
︐
行
於
z
�
︐
長
眾
惡
根
︐
�

地
獄
苦
︒
|
行
如
此
︐
豈
不
內
愧
︒
v
�
如
來
衣
︐
u
人
信
施
︒
居
處
塔
寺
︐

仰
對
�
宴
︒
若
飮
酒
食
肉
︐
如
是
等
事
︐
出
家
之
人
不
a
居
家
︒
何
故
如
是
︒

在
家
人
雖
飮
酒
噉
肉
︐
無
犯
戒
罪
︒
此
一
不
a
居
家
人(22
)
︒

在
家
人
雖
復
飮
酒
噉
肉
︐
各
D
丘
窟
︐
(
不
以
此
仰
觸
�
宴
︒
此
是
二
不

a
居
家
人(
23
)
︒

在
家
人
雖
復
飮
酒
噉
肉
︐
(
不
吐
泄
寺
舍
︒
此
是
三
不
a
居
家
人(24
)
︒

在
家
人
雖
復
飮
酒
噉
肉
︐
無
D
譏
�(25
)
︒
出
家
人
若
飮
酒
噉
肉
︐
b
人
輕
賤

佛
法
︒
此
是
四
不
a
居
家
人(
26
)
︒

在
家
人
雖
復
飮
酒
噉
肉
︐
門
行(
27
)
井
竈
︐
各
安
其
鬼
︒
出
家
人
若
飮
酒
噉
肉
︐

臭
氣
薰
蒸
︐
一
切
善
神
皆
悉
7
離
︐
一
切
眾
+
皆
悉
歡
喜
︒
此
是
五
不
a
居
家

人(
28
)
︒

在
家
人
雖
復
飮
酒
噉
肉
︐
自
破
財
產
︐
不
破
他
財
︒
出
家
人
飮
酒
噉
肉
︐

自
破
善
法
︐
破
他
福
田
︒
是
則
六
不
a
居
家
人(29
)
︒

在
家
人
雖
復
飮
酒
噉
肉
︐
皆
是
自
力
�
辦
︒
出
家
人
若
飮
酒
噉
肉
︐
皆
他

信
施
︒
是
則
七
不
a
居
家
人(
30
)
︒

在
家
人
雖
復
飮
酒
噉
肉
︐
是
常
罪
業(31
)
︐
?
非
衣
事
︒
出
家
人
若
飮
酒
噉
肉
︐

眾
+
外
�
各
得
其
�
︒
是
則
八
不
a
居
家
人(32
)
︒

在
家
人
雖
復
如
此
飮
酒
噉
肉
︐
v
故
不
失
世
業
︐
大
耽
昏
者
︐
此
則
不
得
︒

出
家
人
若
飮
酒
噉
肉
︐
若
多
若
少
︐
皆
斷
佛
種
︒
是
則
九
不
a
居
家
人(33
)
︒

不
a
外
�
不
a
居
家
︐
略
出
�
以
各
D
九
事
︒
論
欲(34
)
�
患
︐
條
液
甚
多
︐

可
以
例
推
︐
不
復
具
言
︒

【①
d
︼今

日
大
德
僧
尼
︐
今
日
義
學
僧
尼
︐
今
日
寺
官
︐
宜
自
警
戒
嚴
淨
徒
眾
︐

若
其
懈
怠
不
�
佛
敎
︐
v
是
梁
國
�
戶
一
民(35
)
︒
弟
子
今
日
力
能
治
制
︐
若
v
不

依
佛
法
︒
是
諸
僧
官
宜
依
法
問
︒

京
師
頃
年
-
﹃
大
𣵀
槃
經
﹄
︐
法
輪
相
續
�
是
不
斷
︐
至
於
聽
u
動
D
千

計
︒
今
日
重
令
法
雲
法
師
爲
諸
僧
尼
-
﹁
四
相
品
﹂
四
中
少
分
︐
諸
僧
尼
常
聽

﹃
𣵀
槃
經
﹄
爲
當
︿
曾
聞
︒
此
說
爲
當
不
聞
︒
若
已
曾
聞
︐
不
應
L
背
︒
若
未

曾
聞
︐
今
宜
憶
持(36
)
﹀︒﹃
佛
經
﹄
中
究
悦
說
︐﹁
斷
一
切
肉
︐
迺(37
)
至
自
死
者
︐
亦

不
許
食
﹂︒
何
況
非
自
死
者
︒

諸
僧
尼
出
家
名
佛
弟
子
︐
云
何
今
日
不
從
師
敎
︒﹃
經
﹄
言
︐﹁
食
肉
者
︐

斷
大
慈
種
﹂︒
何
謂
﹁
斷
大
慈
種
﹂︒
凡
大
慈
者
︐
皆
令
一
切
眾
生
同
得
安
樂
︒

若
食
肉
者
︐
一
切
眾
生
皆
爲
怨
對
同
不
安
樂
︒

若
食
肉
者
︐
是
7
離
聲
聞
法
︒
若
食
肉
者
︐
是
7
離
辟
荏
佛
法
︒
若
食
肉

者
︐
是
7
離
菩
¡
法
︒
若
食
肉
者
︐
是
7
離
菩
¡(38
)
�
︒
若
食
肉
者
︐
是
7
離
佛

果
︒
若
食
肉
者
︐
是
7
離
大
𣵀
槃
︒

若
食
肉
者
︐
障
生
六
欲
天
︒
何
況
𣵀
槃
果
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
四
禪
法
︒

若
食
肉
者
︐
是
障
︿
四
空
法
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
戒
法
︒
若(39
)
﹀
食
肉
者
︐
是
障

定
法
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
5
法
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
信
根
︒
若
食
肉
者
︐
是
障

�
根
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
念
根
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
定
根
︒
若
食
肉
者
︐
是
障

5
根
︒擧

C
爲
言
︐
障
三
十
七
�
品
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
四
眞
諦
︒
若
食
肉
者
︐

是
障
十
二
因
緣
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
六
波
羅
蜜
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
四
弘
誓
願
︒

若
食
肉
者
︐
是
︿
障
四
攝
法
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
四
無
量
心(40
)
﹀︒
若
食
肉
者
︐

是
障
四
無
礙
智
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
三
三
昧
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
八
解
脫
︒
若

食
肉
者
︐
是
障
九
J
第
定
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
六
神
H
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
百

八
三
昧
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
一
切
三
昧
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
海
印
三
昧
︒
若
食

肉
者
︐
是
障
首
楞
嚴
三
昧
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
金
剛
三
昧
︒
若
食
肉
者
︐
是
障

五
眼
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
十
力
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
四
無
�
畏
︒
若
食
肉
者
︐

是
障
十
八
不
共
法
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
一
切
種
智
︒
若
食
肉
者
︐
是
障
無
上
菩
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提
︒

何
以
故
︒
若
食
肉
者
︐
障
菩
提
心
︐
無
D
菩
¡
法
︒
以
食
肉
故
︐
障
不
能

得
初
地
︒
以
食
肉
故
︐
障
不
能
得
二
地
︐
乃(41
)
至
障
不
能
得
十
地
︒
以
無
菩
¡
法(42
)

故
︐
無
四
無
量
心
︒
無
四
無
量
心
故
︐
無
D
大
慈
大
悲
︒
以
是
因
緣
︐
佛
子
不

續
︒
�
以
﹃
經
﹄
言
︐﹁
食
肉
者
︐
斷
大
慈
種
﹂︒

諸
出
家
人
雖
復
不
能
行
大
慈
大
悲
︐
究
悦
菩
¡
行
︒
成
就
無
上
菩
提
︐
何

爲
不
能
忍
此
臭
腥(
43
)
︐
修
聲
聞
︑
辟
荏
佛
�
︒
鴟
�
嗜
鼠
︐
蝍
蛆(44
)
甘
螮(45
)
︒
以
此
而

推
︐
何
可
嗜
著(
46
)
︒
至
於
豺
犬(
47
)
︑
野
干(
48
)
︐
皆
知
嗜
肉
︒
人
�
D
知
︐
"
諸
眾
生
︐

�(
49
)
與
此
等
同
甘
臭
腥(
50
)
︒
豈
直
常
懷
殺
心
斷
大
慈
種
︒
凡
食
肉
者
︐
自
是
可
鄙
︒

諸
大
德
僧
諸
解
義
者
-(
51
)
﹃
𣵀
槃
經
﹄︒
何
可
不
慇
懃
︒
此
句
令
聽
u
者
心
得
悟

解
︒

印
D
一
種
愚
癡
之
人
云
︐﹁
我
止
噉
魚
︐
實
不
食
肉
﹂︒
亦
應
開
示
︒
此
處

不
殊
水
陸
︐
眾
生
同
名
爲
肉
︒
諸
聽
-
者
︐
豈
可
不
審
諦
u
持
如
說
修
行
︒
凡

食
肉
者
︐
如
�
�
說(
52
)
︒
此
皆
是
7
事
︐
未
爲
�
切
︒

諸
大
德
僧
尼
︐
當
知(
53
)
噉
食
眾
生
者
是
+
行
︒
噉
食
眾
生
是
地
獄
種
︒
噉
食

眾
生
是
恐
怖
因
︒
噉
食
眾
生
是
斷
命
因
︒
噉
食
眾
生
是
自
燒
因
︒
噉
食
眾
生
是

自
煑
因
︒
噉
食
眾
生
是
自
炮
因
︒
噉
食
眾
生
是
自
炙
因
︒
噉
食
眾
生
是
自
割
因
︒

噉
食
眾
生
是
自
剝
因
︒
噉
食
眾
生
是
斷
頭
因
︒
噉
食
眾
生
是
斷
手
因
︒
噉
食
眾

生
是
斷
足
因
︒
噉
食
眾
生
是
破
腹
因
︒
噉
食
眾
生
是
破
背
因
︒
噉
食
眾
生
是
刳

腸(
54
)
因
︒
噉
食
眾
生
是
碎
髓
因
︒
噉
食
眾
生
是
抉(55
)
目
因
︒
噉
食
眾
生
是
割
 
因
︒

噉
食
眾
生
是
截
耳
因
︒

噉
食
眾
生
是
貧
窮
因
︒
噉
食
眾
生
是
下
賤
因
︒
噉
食
眾
生
是
凍
¡
因
︒
噉

食
眾
生
是
醜
陋
因
︒
噉
食
眾
生
是
𦗤
因
︒
噉
食
眾
生
是
¢
因
︒
噉
食
眾
生
是
瘖

因
︒
噉
食
眾(
56
)
生
是
瘂
因
︒
噉
食
眾
生
是
跛
因
︒
噉
食
眾
生
是
蹇
因
︒
噉
食
眾
生

是
瘡
因
︒
噉
食
眾
生
是
殺(
57
)
因
︒
噉
食
眾
生
是
疥
因
︒
噉
食
眾
生
是
癬
因
︒
噉
食

眾
生
是
雑(
58
)
因
︒
噉
食
眾
生
是
癭
因
︒
噉
食
眾
生
是
瘑
因
︒
噉
食
眾
生
是
疵
因
︒

噉
食
眾
生
是
癕
因
︒
噉
食
眾
生
是
癤
因
︒
噉
食
眾
生
是
痔
因
︒
噉
食
眾
生
是
疽

因
︒
噉
食
眾
生
是
瘻(59
)
因
︒
噉
食
眾
生
是
癩
因
︒

噉
食
眾
生
是
致
蚤
因
︒
噉
食
眾
生
是
致
虱
因
︒
噉
食
眾
生
是
致
蚊
因
︒
噉

食
眾
生
是
致
虻
因
︒

噉
食
眾
生
是
¥
詠
蟲
因
︒
噉
食
眾
生
是
¥
惡
獸
因
︒
噉
食
眾
生
是
病
痩
因
︒

啖(60
)
食
眾
生
是
¦
熱
因
︒

噉
食
眾
生(61
)
是
頭
痛
因
︒
噉
食
眾
生
是
心
痛
因
︒
噉
食
眾
生
是
腹
痛
因
︒
噉

食
眾
生
是
胸
痛
因
︒
噉
食
眾
生
是
背
痛
因
︒
噉
食
眾
生
是
手
痛
因
︒
噉
食
眾
生

是
足
痛
因
︒
噉
食
眾
生
是
髓
痛
因
︒
噉
食
眾
生
是
腸
痛
因
︒

噉
食
眾
生
是
筋
縮
因
︒
噉
食
眾
生
是
胃
反
因
︒
噉
食
眾
生
是
§
絕
因
︒
噉

食
眾
生
是
血
液
因
︒
噉
食
眾
生
是
咽
塞
因
︒
噉
食
眾
生
是
喉
痛
因
︒
噉
食
眾
生

是
風
病
因
︒
噉
食
眾
生
是
水
病
因
︒
噉
食
眾
生
是
四
大
不
©
ª
因
︒
噉
食
眾
生

是
五
不
©
ª
因
︒
噉
食
眾
生
是
六
腑(62
)
不
©
ª
因
︒
噉
食
眾
生
是
顚(63
)
因
︒
噉
食
眾

生
是
狂
因
︒
噉
食
眾
生
︐
乃
至
是
四
百
四
病
︐
一
切
眾
苦(64
)
因
︒

噉
食
眾
生
是
熱
因
︒
噉
食
眾
生
是
惱
因
︒
噉
食
眾
生
是
u
壓
因
︒
噉
食
眾

生
是
¥
水
因
︒
噉
食
眾
生
是
¥
火
因
︒
噉
食
眾
生
是
¥
風
因
︒
噉
食
眾
生
是
¥

偸
因
︒
噉
食
眾
生
是
¥
劫
因
︒
噉
食
眾
生
是
¥
«
因
︒
噉
食
眾
生
是
鞭
因
︒
噉

食
眾
生
是
杖
因
︒
噉
食
眾
生
是
笞
因
︒
噉
食
眾
生
是
督
因
︒
噉
食
眾
生
是
罵
因
︒

噉
食
眾
生
是
辱
因
︒
噉
食
眾
生
是
繫
因
︒
噉
食
眾
生
是
¬
因
︒
噉
食
眾
生
是
幽

因
︒
噉
食
眾
生
是
閉
因
︒

噉
食
眾
生
是
生
苦
因
︒
噉
食
眾
生
是
老
苦
因
︒
噉
食
眾
生
是
病
苦
因
︒
噉

食
眾
生
是
死
苦
因
︒
噉
食
眾
生
是
怨
憎
會
苦
因
︒
噉
食
眾
生
是
愛
別
離
苦
因
︒

噉
食
眾
生
是
求
不
得
苦
因
︒
噉
食
眾
生
是
五
u
陰
苦
因
︒

噉
食
眾
生
是
行
苦
因
︒
噉
食
眾
生
是
壞
苦
因
︒
噉
食
眾
生
是
苦
苦
因
︒

噉(65
)
食
眾
生
是
想
地
獄
因
︒
噉
食
眾
生
是
黑
繩
地
獄
因
︒
噉
食
眾
生
是
眾
合

地
獄
因
︒
噉
食
眾
生
是
叫
喚
地
獄
因
︒
噉
食
眾
生
是
大
叫
喚
地
獄
因
︒
噉
食
眾
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生
是
熱
地
獄
因
︒
噉
食
眾
生
是
大
熱
地
獄
因
︒
噉
食
眾
生
是
阿
 
地
獄
因
︒
噉(66
)

食
眾
生
是
八
¦
八
熱
地
獄
因
︒
乃
至
是
八
萬
四
千
鬲
子
地
獄
因
︐
乃
至
是
不
可

說
不
可
說
鬲
子
地
獄
因
︒

噉
食
眾
生
乃
至
是
一
切
¡
鬼
因
︒
噉
食
眾
生
乃
至
是
一
切
畜
生
因
︒

當
知
¡
鬼
D
無
量
苦
︒
當
知
畜
生
D
無
量
苦
︒
畜
生
蹔(67
)
生
蹔(68
)
死
爲
物
�
�
︒

生
時
D
無
量
怖
畏
︐
死
時
D
無
量
怖
畏
︒
此
皆
是
殺
業
因
緣
︐
u
如
是
果
︒
若

欲
具
列
殺
果
︐
展
轉
不
窮
盡
︐
大
地
草
木
亦
不
能
容
u
︒
向
來
�
說
雖
復
多
¯
︐

擧
C
爲
言
︐
同
一
苦
果
︒
中(
69
)
自
D
輕
重
︒
�
以
今
日
致
眾
苦
果
︐
皆
由
殺
業
惱

�
眾
生
︒
略
擧
一
隅
︐
粗
言
少
分
︒

諸
大
德
僧
尼
︑
諸
義
學
僧
尼
︑
諸
寺
三
官
︐
復
當
應
思
一
大
事
︒
若
b
噉

食
眾
生
父
︐
眾
生
亦
報
︐
噉
食
其
父
︒
若
噉
食
眾
生
母
︐
眾
生
亦
報
︐
噉
食
其

母
︒
若
噉
食
眾
生
子
︐
眾
生
亦
報
︐
噉
食
其
子
︒
如
是
怨
對
︐
報
相
噉
食
︐
歷(70
)

劫
長
夜
︐
無
D
窮
已
︒
如
﹃
經
﹄
說
︐﹁
D
一
女
人
︐
五
百
世
�
狼
兒
︐
狼
兒

亦
五
百
世
�
其
子
︒
印
D
女
人
五
百
世
斷
鬼
命
根
︐
鬼
亦
五
百
世
斷
其
命
根
﹂︒

如
此
皆
是
﹃
經
﹄
說
︐
不
可
不
信
︒
其
餘
相
報
︐
推
列(71
)
可
知
︒

諸
大
德
僧
尼
︑
諸
義
學
僧
尼
︑
諸
寺
三
官
︐
印
D
一
大
事
︐
當
應
信
u
︒

從
無
始
以(
72
)
來
︐
至
于
此
生
︐
經(
73
)
歷
六
�
︐
備
諸
果
報
︐
一
切
親
緣
±
一
切
處
︐

直
以
經
生
歷
死
︐
神


�
障
︐
是
諸
眷
屬
不
復
相
識
︒
今
日
眾
生
︐
或
經
是
父

母
︐
或
經
是
師
長
︐
或
經
是
兄
弟
︐
或
經
是
姉
妹
︐
或
經
是
兒
孫
︐
或
經
是
²

友
︐
而
今
日
無
D
�
眼(
74
)
︐
不
能
分
別
︐
³
相
噉
食
︐
不
自
覺
知
︒
噉
食
之
時
︐

此
物
D
靈
︐
卽
生
忿
恨
︐
³
成
怨
對
︒
向
者
至
親
︐
³
成
至
怨
︒
如
是
之
事
︐

豈
可
不
思
︒
暫
爭
舌
端
一
時
少
味
︐
永
與
宿
親
長
爲
怨
對
︐
可
爲
痛
心
︐
難
以

言
說
︒
白
衣
居
家
︐
未
可
ª
�
︒
出
家
學
人
︐
被
如
來
衣
︐
|
菩
¡
行
︐
宜
應

深
思
︒諸

大
德
僧
尼
︑
諸
義
學
僧
尼
︑
諸
寺
三
官
︐
印
復
當
思
一
事
︒
凡
噉
食
眾

生
︐
是
一
切
眾
生
惡
知
識
︐
是
一
切
眾
生
怨
家
︐
如
是
怨
家
±
滿
六
�
︒
若
欲

修
行
︐
皆
爲
障
難
︒
一
︑
理
中
障
難
︒
二
︑
事
中
障
難
︒

何
者
是
理
中
障
難
︒
以
業
因
緣
自
生
障
難
︐
令
此
行
人
愚
癡
無
5
︐
不
知

出
C
︐
無
D
方
�
︒
設
値
善
知
識
︐
不
能
信
u
︒
設
復
信
u
︐
不
能
|
行
︒
此

是
理
中
障
難
︒

事
中
障
者
︐
此
諸
怨
對
︐
或
在
惡
鬼
中
︐
或
在
詠
獸
中
︐
或
在
D
大
力
神

中
︐
或
在
大
力
龍
中
︐
或
在
+
中
︐
或
在
天
中
︐
如
是
處
處
來
作
留
難
︒
設
令

修
行(75
)
︐
´
善
知
識
︐
深
心
信
u
︐
ª
欲
|
行
︐
�
復
難
µ
︒
或
引
入
z
�
︐
或

惱
令
心
亂
︒
修
戒
︑
修
定
︑
修
5
︐
修
諸
功
德
︐
常
不
淸
淨
︐
常
不
滿
足
︒
皆

是
舊
怨
µ
諸
對
障
︒
此
是
事
中
障
難
︒

如
是
之
事
︐
印
宜
深
心
思(
76
)
︒
但
以
一
噉
食
眾
生
因
緣
︐
能
7
離
一
切
佛
法
︐

D
如
是
種
種
�
患
︒
貪
詠
亦
如
是
︒
瞋
詠
亦
如
是
︒
癡
詠(77
)
如
是
︒
三
詠
等
分
︐

皆
同
�
患
︒
相
與
宜
深
自
覺
察
︐
善
思
方
�
︒

弟
子
蕭
衍
︐
印
復
敬
白
諸
大
德
僧
尼
︑
諸
義
學
僧
尼
︑
諸
寺
三
官
︱
︱
︐

北
山
蔣
�
︐
v
且
去
殺
︒
若
以
不
殺
祈
願
︐
輙(78
)
得
上(79
)
敎
︒
若
以
殺(80
)
祈
願
︐
輙(81
)
不

得
敎
想
︒
今
日
大
眾
已
應
聞
知
︒
弟
子
已
勒
諸
4
祝(82
)
a
以
百
姓
凡
諸
群
祀
︒
若

D
祈
報
者
︐
皆
不
得
薦
生
類
︒
各
盡
º
心
︐
止
修
蔬
供
︒
蔣
�
今
日
行
菩
¡
�
︐

諸
出
家
人
云
何
反
食
眾
生
︐
行
諸
+
行
︒
一
日
北
山
爲
蔣
�
齋
︐
�
以
皆
»
¼

食
僧
者
︐
正
以
幽
靈
悉
能
鑒
見
︒
若
不
¼
食
僧
︐
作
¼
食
½
︐
將
恐
蔣
�
鮫(83
)
賤

佛
法
︐
怪
¾
弟
子
︒
是
»
法
師
︐
當
見
此
5
︒

弟
子
蕭
衍
︐
印
敬
白
大
德
僧
尼
︑
諸
義
學
者
︑
一
切
寺
官(84
)

︱
︱
︐
弟
子

蕭
衍
︐
於
十
方
一
切
諸
佛
�
︐
於
十
方
一
切
�
法
�
︐
於
十
方
一
切
¿
僧
�
︐

與
諸
僧
尼
︐
共
申(85
)
�
誓
︒
今
日
僧
眾
³
寺
已
後
︐
各
各
檢
勒
︐
b
依
佛
敎
︒
若

復(86
)
飮
酒
噉
肉
不
如
法
者
︐
弟
子
當
依
王
法
治
問
︒
諸
僧
尼
若
披(87
)
如
來
衣
︐
不
行

如
來
行
︐
是
假
名
僧
︐
與
«
盜(88
)
不
衣
︒

如
是
行
者
v
是
弟
子
國
中
�
戶
一
民
︐
今
日
以
王
力
足
相
治
問
︒
若
爲
外

司
聽
察
�
得
︐
若
爲
寺
家
自
相
糺
擧
︐
不
問
年
時
老
少
︐
不
問
門
徒
多
少
︐
弟
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子
當
令
寺
官
集
僧
眾
︐
鳴
揵(
89
)
槌
︐
E
戒
³
俗
︐
著
在
家
�
︐
依
﹃
𣵀
槃
經
﹄
³

俗
策
b
︒
唯
取(
90
)
老
舊
者
︑
�
多
門
徒
者
︐
此
二
種
人
︐
�
宜
先
問
︒
何
以
故
︒

治
一
無
行
小
僧
︐
不
足
以
改
革
物
心
︒
治
如
是
一
大
僧
︐
足
以
驚
動
視
聽
︒
推

計
名
德
大
僧
︐
不
應
D
此
︐
設
令
D
此
︐
當
依
法
治
問
︒
其
餘
小
僧
故
自
妄
言
︒

今
日
集
會
︐
此
是
大
事
因
緣
︒
非
直
一
切
諸
佛
在
此
︐
非
直
一
切
�
法
在

此
︐
非
直
一
切
¿
僧
在
此
︐
諸(
91
)
天
亦
應
±
滿
虛
空
︐
諸
仙
亦
應(92
)
±
滿
虛
空
︐
護

世
四
王
亦
應
在
此
︒
金
剛
密
迹
︑
大
辯
天
神
︑
功
德
天
神
︑
韋
駄
天
神
︑
毘
紐

天
神
︑
e
醯
首
羅
︑
散
脂
大
將
︑
地
神
堅
牢
︑
£
毘
羅
王
︑
孔
雀
王
︑
封
頭
王
︑

富
尼
跋
陀
羅
伽
王
︑
阿
修
羅
伽
王
︑
e
尼
跋
陀
羅
伽
王
︑
金
毘
羅
王
︑
十
方
二

十
八
部
夜
叉
神
王
︑
一
切
持
咒
神
王
︑
六
方
大
護
都
b
安
國
︐
如
是
一
切
D
大

神
足
力
︑
D
大
威
德
力
︐
以
如(
93
)
是
一
切
善
神
︐
±
滿
虛
空
︒
五
方
龍
王
︑
娑
竭

龍
王
︑
阿
耨
龍
王
︑
難
陀
龍
王
︑
跋
難
陀
龍
王
︑
伊
c
滿
龍
王
︐
如
是
一
切
菩

¡
龍
王
︐
亦
應
±
滿
在
此
︒
天
︑
龍
︑
夜
叉
︑
揵(94
)
闥
婆
王
︑
阿
修
羅
王
︑
£
婁(95
)

羅
王
︑
緊
c
羅
王
︑
e
睺
羅
伽
王
︑
人
非
人
等
︐
如
是
一
切
D
大
神
足
力
︑
D

大
威
德
力
八
部
神
王
︐
皆
應
在
此
︒
今
日
︐
土
地
︑
山
川
︑
Ä
4
諸
神
︐
亦
應

畟(
96
)
塞
虛
空
︒
如
是
幽
顯
︐
莫
不
鑒
觀
︒

唯
無
瑕
者
︐
可
以
戮
人
︒
唯
自
淨
者
︐
可
以
淨
人
︒
弟
子
今
日
昌(97
)
言
此
事
︐

僧
尼
必
當
D
不
_
色
︒
設
令
刳
心
擲
地
︐
以
示
僧
尼(98
)
︐
正
數(99
)
片
肉
︐
無
以
取
信
︒

古
人
D
言
︐﹁
非
知
之
難
︐
其
在
行
之(
100
)
﹂︒

弟
子
蕭
衍
︐
雖
在
居
家
︐
不
持(
101
)

戒
︐
今
日
當
先
自
爲
誓
︐
以


本
心

︱
︱
︐
弟(
102
)
子
蕭
衍
︐
從
今
以(
103
)
去
︐
至
于
�
場
︐
若
飮
酒
放
逸
︐
µ
諸
婬
欲
︐
欺

誑
妄
語
︐
噉
食
眾
生
︐
乃
至
飮
於
É
︑
蜜
a
以
蘇(
104
)
︑
酪
︐
願
一
切
D
大
力
鬼
神
︐

先
當
苦
治
蕭
衍
身
︐
然
後
將
付
地
獄
︐
閻
羅
王
與
種
種
苦
︐
乃
至
眾
生
皆
成
佛

盡
︒
弟
子
蕭
衍
v
在
阿
 
地
獄
中
︒
僧
尼
若
D
飮
酒
噉
魚
肉
者
而
不
悔
�
︐
一

切
大
力
鬼
神
亦
應
如
此
治
問
︐
增
廣
善
眾
︐
淸
淨
佛
�
︒
若
未
爲
幽
司
之
�
治

問
︐
v
在
世
者
︐
弟
子
蕭
衍
當
如
法
治
問
︐
驅
令
³
俗
︐
與
居
家
衣
︐
隨
時
役

b
︒

願
今
日
二
部
僧
尼
︐
各
³
本
寺
︐
匡
正(
105
)
正
佛
法
︐
和
合
時
眾
︐
皆
令
聽

﹃
經(
106
)
﹄
者
如
說
修
行
︐
不
可
復
令
斷
大
慈
種
︐
b
佛
子
不
續
︒
若
D
犯
法
破
戒

者
︐
皆
依
僧
制
如
法
治
問
︒
若
D
容
u
不
相
治
擧(
107
)
者
︐
當
反
任
罪
︒
印
僧
尼
寺

D
事
四
天
王
︑
£
毘
羅
神
︐
v
設
鹿
頭
a
羊
肉
等
︐
是
事
不
可
︐
t
宜
禁
斷
︒

若
不
禁
斷
︐
寺
官
任
咎
亦
同
�
科
︒
別
宣
5
︿
是
義
論
悦
︒
宣
5
如
此
﹀︒

弟
子
蕭
衍
敬
白
諸
大
德
僧
尼
︑
諸
義
學
僧
尼
︑
諸
寺
三
官
︒
向
已
粗
陳
魚

肉
障
纍
︐
招
致
苦
果
︒
今
重
復
欲
H
白
一
言
︒
閻
�
提
壽
云
百
二
十
︐
至
於
世

閒
︐
罕
聞
其
人
︒
�
變
零
落
︐
亦
無
宿
少
︒﹃
經
﹄
言
︐﹁
以
一
念
頃
︐
D
六
十

刹
c
﹂︒
生
老
無
常
︐
謝
不
移
時
︒
蹔(
108
)
D
諸
根
︐
俄
然
衰
滅
︒
三
¯
等
苦
︐
倏

忽
�
a
︒
欲
離
地
獄
︐
其
事
甚
難
︒
戒
德
淸
淨
︐
v
懼
不
免
︒
況
於
衛
犯
︐
安

可
免
乎
︒

雖
復
長
齋
¼
食
︐
不
勤
方
�
︐
欲
免
苦
報
︐
亦
無
是
處
︒
何
以
故
爾
︒
此

生
雖
可
不
犯
眾
罪
︐
後
報
業
强
︐
現
無
方
�
︐
三
¯
等
苦
︐
不
能
�
止(
109
)
︒
況
復

飮
酒
噉
食
眾
生
︒

諸
僧
尼
必
信
佛
語
︐
宜
自
力
勵
︒
若
云
¼
食
爲
難
︐
此
是
信
心
Õ
少
︒
若

D
信
心
︐
宜
應
自
强
︒
D
決
定
心
︐
¼
食
何
難
︒
¼
蔬
︑
魚
肉
︐
俱
是
一
惑
︒

心
若
能
安
︐
�
是
甘
露
上
味
︒
心
若
不
安
︐
�
是
臭
穢
下
食
︒
�
以
﹃
𣵀
槃

經
﹄
言
︐﹁
u
食
之
時
︐
令
作
子
肉(
110
)
想
﹂︒
如
俱
非
惑
︐
豈
須
此
法
︒

且
置
7
事
︐
止
借
�
喩
︒
今
已
能
蔬
食
者
︐
懕(
111
)
惡
血
腥
︒
甚(
112
)
於
不
能
蔬
食

者
︐
懕(
113
)
惡
¼
茹
︒
事
等
如
此
︐
宜
應
自
力
︒
迴
不
善
惑
以
爲
善
惑
︒
就
善
惑
中

重
爲
方
�
︒
食
¼
子
想
︐
以
如
是
心
︐
�
得
決
定
︒
凡
不
能
離
魚
肉
者
︐
皆
云

﹁
¼
蔬
冷
︐
令(
114
)
人
虛
乏
︒
魚
肉
溫
︐
於
人
補
益
﹂︒
作
如
是
說
︐
皆
是
倒
見
︒

今
試
復
粗
言
︐
其
事
不
爾
︒
若
久
食
¼
人
︐
榮
衞
液
H
︒
凡
如
此
人
︐
法

多
患
熱
︒
榮
衞
液
H
︐
則
能
飮
食
︐
以
飮
食
故
︐
氣
力
閏
滿
︐
是
則
¼
蔬
不
冷
︐

能
D
補
益
︒
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諸
苦
行
人
︐
亦
皆
¼
蔬
︐
多
悉
患
熱
︐
類
皆
堅
强
︐
神


淸
爽(
115
)
︐
少
於
昬

疲
︒
凡
魚
爲
性(
116
)
類
皆
多
冷
︐
血
腥
爲
法
︐
增
長
百
疾
︐
�
以
食
魚
肉
者
︐
神



理
當
昬
濁
︐
四
體
法
皆
沉
重
︒
無
論
方
招
後
報
︐
D
三
¯
苦
︐
卽
時
四
大
︐
Ù

D
不
a
︒
此
豈
非
惑
者
用(
117
)
心
︐
各
D
�
執
︒
甘
魚
肉
者
︐
�
謂
爲
溫
爲
補
︐
此

是
倒
見
︐
事
不
可
信
︒

復
D
一
種
人
︐
食
¼
以
爲
冷
︐
�
復
解
素
︒
此
是
行
者
未
得
¼
5
︐
¼
與

魚
肉
︐
如
水
與
火
︒
食
¼
裁(
118
)
欲
得
力
︐
復
噉
魚
肉
︒
魚
肉
腥
臊
︐
能
滅
¼
力
︐

�
以
惑
者
云
︐﹁
¼
爲
性
冷
﹂︒

凡
數
解
素
人
︐
�
不
得
¼
蔬
之
力
︐
Ú
不
得
魚
肉
z
益
︐
法
多
羸
冷
︐
少

D
堪
能
︒

是
諸
僧
尼
︐
復
當
知
一
事
︒
凡
食
魚
肉
是
+
境
界
︐
行
於
+
行
︐
心
不
決

定
︐
多
D
留
難
︐
內
外
眾
+
共(
119
)
相
嬈
作
︒
�
以
行
者
思
念
魚
肉
︒
酒
是
+
漿
︐

故
不
待
言
︒
凡
食
魚
肉
嗜
飮
酒
者
︐
善
神
7
離
︐
內
無
正
氣
︒
如
此
等
人
︐
法

多
衰
惱
︒

復
D
一
種
人
︐
雖
能
¼
食
︐
恃
此
憍
慢
︐
多
於
瞋
恚
︐
好
生
貪
求
︒
如
是

之
人
︐
亦
墮
+
界
︐
多
於
衰
惱
︒

印
D
一
種
人
︐
外
行
似
熟
︐
內
心
麁
惡
︐
見
人
"
己
︐
常
懷
忿
嫉
︐
�
行

不
善
︐
皆
悉
}
相
︒
如
是
等
人
亦
行
+
界
︐
雖
復
¼
蔬
︐
亦
多
衰
惱
︒

若
心
力
決
正
蔬
食
苦(
120
)
節(
121
)
︐
如
是
等
人
多
爲
善
力
�
扶
︐
法
多
堪
能
︒
D
不

直
者
︐
宜
應
思
覺
︒
勿
以
不
決
定
心
︐
6
決
定
人
︒

諸
大
德
僧
尼
︐
D
行
業
巳
成
者
︐
今
日
以
去
︐
善
相
開
Ý
︒
令
未
得
者
︐

今
去
皆
得
︒
若
巳
|
行
︐
願
堅
志
力
︒
若
未
曾
行
︐
願
皆
改
革
︒

今
日
相
與
共
爲
菩
提
種
子
︐
勿
怪
弟
子
蕭
衍
向
來
�
白
︒

【②
︼寺

官
三
百
六
十
八
人
︑
宿
德
二
十
五
人
︑
義
學
五
百
七
十
四
人
︑
Ý
師
三

十
九
人
︐

右
牒
眾
僧
合
一
千
六
人
︐

寺
官
三
百
六
十
九
人
︑
義
學
六
十
八
人
︑
Ý
師
五
人
︐
右
牒
合
尼
僧
四
百

四
十
二
人
︐

幷(
122
)
右
牒
僧
尼
合
一
千
四
百
四
十
八
人
︐
竝
以
五
�
二
十
二
日
五
?
︐
一
唱

到
鳳
莊
門
︒

【③
︼

【③
a
︼二

十
三
日
旦
︐
光
宅
寺
法
雲
︐
於
華
林
殿
�
登
東
向
高
座
爲
法
師
︐
瓦
官

寺
5


︐
登
西
向
高
座
爲
都
-
︒
唱
﹃
大
𣵀
槃
經
﹄
四
相
品
四
分
之
一
︐
陳

﹁
食
肉
者
斷
大
慈
種
﹂
義
︐
法
雲
解
釋
︒
輿
駕
親
御
︐
地
鋪
席
位
於
高
座
之
北
︒

僧
尼
二
眾
︐
各
以
J
列
坐
︒

【③
b
︼-

畢
︐
耆
闍
寺
�
澄
︐
印
登
西
向
高
座
︐
唱
此
﹁
斷
肉
之
�
﹂
︐
J
唱
�

傳
之
語
︒

【③
c
︼唱

悦
︐
印
禮
拜
懺
悔
︐
�
設
中
食
︒
悦
出
︒

二
十
三
日
會
︐
其
後
諸
僧
尼
或
v
云
︐﹁﹃
律
﹄
中
無
斷
肉
事
︐
a
懺
悔
食

肉
法
﹂︒

【④
︼其

�
二
十
九
日
︐
印
敕
»
義
學
僧
一
百
四
十
一
人
︑
義
學
尼
五
十
七
人
於

華
林
華
光
殿
︐
b
莊
嚴
寺
法
超
︑
奉
º
寺
僧
辯
︑
光
宅
寺
寶
度
等
三
律
師
昇(
123
)
高
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座
︐
御
席
地
施
座
︐
餘
僧
尼
亦
爾
︒

【④
a
︼

制
旨
問
法
超
等
三
律
師
曰
︐﹁
古
人
云
︐﹁
止
沸
莫
若
去
薪
︒
息
�
莫
若
無
言
﹂︒

弟
子
無
言
︐
乃
復
甚
易
︐
但
欲
成
人
之
美
︐
b
佛
種
相
續
︐
與
諸
僧
尼
︐
共
弘

法
敎
︐
ß
卽
事
中
︐
亦
不
得
默
已
︒
故
今
集
會
︐
於
大
眾
�
︐
求
﹃
律
﹄
中
5
︒

聞
諸
僧
�
︐﹁﹃
律
﹄
中
無
D(
124
)
斷
肉
法
︐
印
無
懺
悔
食
肉
法
﹂︒
諸
律
師
︐
從
來

作
若
爲
開
Ý(
125
)
︐
b
人
致
D
此
疑
﹂︒

法
超
奉
答
︐﹁﹃
律
﹄
敎
是
一
︐
而
人
取
�
下
之
旨
不
同
︒
法
超
�
解
︐﹃
律
﹄

雖
許
噉
三
種
淨
肉
︐
而
5
實
欲
永
斷
︒
何
以
知
之
︐
先


斷
十
種
不
淨
肉
︐
J

令
食
三
種
淨
肉
︐
末(
126
)
令
食
九
種
淨
肉
︒
如
此
漸
制
︒
�
是
5
欲
永
斷
︒
法
超
常

日
-
︐
恒
作
如
此
說
﹂︒

制
印
問
僧
辯
︐﹁
法
師
︐
復
作
若
爲
開
Ý
﹂︒

僧
辯
奉
答
︐﹁
僧
辯
從
來
�
解
大
5
︐
亦
不
衣
法
超
︒
但
敎
D
深
淺
︐
階
à
引

物
︒
若
論
噉
三
種
淨
肉
︐
理
當
是
�
︐
但
敎
既
未
極
︐
�
以
許
其
如
此
﹂︒

制
印
問
寶
度
︐﹁
法
師
︐
復
若
爲
開
Ý
﹂︒

寶
度
奉
答
︐﹁
愚
短
�
解
︐
只
是
漸
敎
︒
�
以
﹃
律
﹄
�
許
噉
三
種
淨
肉
︐
若

﹃
𣵀
槃
﹄
究
悦
︐


於
正
理
︐
不
許
食
肉
︒
若
利
根
者
︐
於
三
種
淨
肉
︐
敎
卽

得
悉
不
食
解
︒
若
鈍
根
之
人
︐
方
待
後
敎(
127
)
﹂︒

制
印
問
法
超
︐﹁
法
師
向
答
是
�
外
5
︒
若
依
﹃
律
﹄
�
︐
作
若
爲
á
﹂︒

奉
答
︐﹁
常
日
解
義
︐
只
作
向
者
�
說
﹂︒

制
問
僧
辯
︐﹁
法
師
5
復
云
何
︒
同
超
法
師
不
﹂︒

奉
答
︐﹁
同
法
超
�
解
﹂︒

制
問
法
超
︐﹁
法
師
從
來
作
此
解
﹃
律
﹄
︐
諸
律
師
竝
皆
噉
肉
︐
爲
不
噉
肉
﹂︒

法
超
奉
答
︐﹁
不
知
餘
人
竝
若
爲
︐
法
超
從
來
自
不
食
肉
﹂︒

制
問
僧
辯
︐﹁
法
師
復
食
肉
不
﹂︒

僧
辯
奉
答
︐﹁
昔
恒
不
食
肉
︐
中
年
疾
病
︐
D
時
暫
開
﹂︒

制
問
寶
度
︐﹁
法
師
復
云
何
﹂︒

奉
答
︐﹁
本
�
定
林
︐
末
移
光
宅
︐
二
處
不
得
�
肉
︒
若
在
餘
處
︐
爲
疾
病
亦

不
免
開
﹂︒

問
︐﹁
-
﹃
律
﹄
時
噉
肉
不
﹂︒

奉
答
︐﹁
-
時
必
D
徒
眾
︐
於
徒
眾
中
不
敢
﹂︒

問
︐﹁
不
敢
D
兩
義
︒
爲
不
敢
食
︐
爲
不
敢
不
食
﹂︒

制
印
問
僧
辯
法
師
︐﹁
常
日
-
﹃
律
﹄
時
︐
爲
當
許
徒
眾
食
肉
︐
爲
當
不
許
︒

若
不
許
噉
肉
︐
D
食
肉
者
︐
應
駈(
128
)
â
去
︒
若
許
者
︐
作
若
爲
說
﹂︒

奉
答
︐﹁
若
�
敎
解
︐
不
 
言
不
許
︒
若
論
其
5
︐
未(
129
)
常(
130
)
開
許
﹂︒

問
︐﹁
今
正
問
︒
�
敎
時
︐
爲
許
︐
爲
不
許
﹂︒

答
︐﹁
�
敎
不
�
﹂︒

問
︐﹁
不
�
︐
是
許
︐
爲
是
不
許
﹂︒

答
︐﹁
引
其
向
理
︐
許
其
得
食
三
種
淨
肉
﹂︒

問
︐﹁
見
殺
亦
可
不
見
︐
聞
殺
亦
可
不
聞
︒
疑
作
若
爲
得
免
﹂︒

答
︐﹁
若
見
因
緣
︐
不
假
疑
︒
聞
因
緣
︐
亦
不
假
疑
︐
唯
´
得
者
疑
﹂︒

問
︐﹁
以
錢
買
魚
肉
︐
是
疑
︐
非
疑(
131
)
﹂︒

答
︐﹁
若
理
中
︐
理
自
是
疑
﹂︒

問
︐﹁
不
得
以
理
中
見
答
︒
若
理
中
爲
論
︐
眾
僧
不
應
市
魚
肉
︒
今
�
問
事
中

是
疑
不
﹂︒

答
︐﹁
若
�
敎
︐
非
疑
﹂︒

問
︐﹁
市
中
人
爲
誰
殺
﹂︒

答
︐﹁
乃
爲
買
者
殺
︒
但
買
者
不
作
此
想
﹂︒

問
︐﹁
買
肉
者
︐
此
人
既
不
惛(
132
)
亂
︐
豈
得
不
知
是
爲
買
者
殺
而
不
作
此
想
﹂︒

答
︐﹁
于
時
作
現
死
肉
心
﹂︒

問
︐﹁
爲
自
死
詺(
133
)
作
死
︐
爲
殺
詺
作
死
﹂︒
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答
︐﹁
此
旨
是
理
中
言
︒
�
敎
辯
︐
只
得
如
此
﹂︒

問
︐﹁
法
師
既
爲
人
-
說
︐
爲
人


Ý
︐
爲
人
法
城
︐
云
何
言
只
得
如
此
︒
但

問
︐
作
5
b
人
買
時
︐
作
若
爲
5
﹂︒

答
︐﹁
買
自
死
者
5
﹂︒

問
︐﹁
若
自
死
者
處
處
應
D
︐
寺
中
亦
應
D
自
死
者
︐
何
假
½
屠
肉
家
買
﹂︒

答
︐﹁
理
中
居
然
是
疑
﹂︒

問
︐﹁
若
理
中
居
然
是
疑
者
︐
云
何
得
不
疑
肉
食
﹂︒

僧
辯
無
復
對
︒

制
印
問
︐﹁
此
肉
爲
當
作
肉
味
︐
爲
當
作
¼
味
﹂︒

僧
辯
奉
答
︐﹁
v
作
肉
味
﹂︒

問
︐﹁
爲
是
慈
心
故
食
肉
︐
無
慈
心
故
食
肉
﹂︒

答
︐﹁
此
非
慈
心
﹂︒

問
︐﹁
若
非
慈
心
︐
豈
得
非
殺
耶
﹂︒

答
︐﹁
理
中
常
應
不
得
︐
�
事
故
如
此
﹂︒

問
︐﹁﹃
律
﹄
敎
欲
b
人
出
離
不
﹂︒

答
︐﹁
令
人
出
離
﹂︒

問
︐﹁
食
肉
得
出
離
不
﹂︒

答
︐﹁
不
得
﹂︒

問
︐﹁
若
爾
︐
云
何
令
食
肉
﹂︒

答
︐﹁
爲
淺
行
者
說
︐
引
其
令
深
﹂︒

問
︐﹁
爲
具
足
戒
者
說
︐
爲
不
具
足(
134
)
者
說
﹂︒

答
︐﹁
爲
具
足
者
說
﹂︒

問
︐﹁
既
爲
具
足
者
說
︐
不
爲
越
蒙
︐
云
何
令(
135
)
食
肉
而
是
引
其
令
深
﹂︒

答
︐﹁
初
敎
如
此
︐
非
是
極
敎
﹂︒

問
︐﹁
云
何
初
敎
敎
具
足
戒
人
﹂︒
答
︐﹁
僧
辯
�
解
正
自
齊
此
﹂︒

制
印
問
︐﹁﹃
律
﹄
敎
µ
何
時
﹂︒

僧
辯
奉
答
︐﹁
µ
八
年
已
後
至
𣵀
槃
﹂︒

問
︐﹁
若
如
此
﹃
𣵀
槃
經
﹄
D
斷
肉
︐﹃
楞
伽
經
﹄
D
斷
肉
︐﹃
央
掘
e
羅
經
﹄

亦
斷
肉
︐﹃
大
雲
經
﹄︑﹃
¬
象
經
﹄
竝
斷
肉
︒﹃
律
﹄
若
至
﹃
𣵀
槃
﹄
云
何
無
斷

肉
事
﹂︒

答
︐﹁﹃
律
﹄
接
續
初
敎
︐
�
以
如
此
﹂︒

問
︐﹁﹃
律
﹄
既
云
接
續
初
敎
至
於
𣵀
槃
︐
既
至
𣵀
槃
則
應
言
斷
肉
﹂︒

答
︐﹁
若
制
敎
邊
︐
此
是
接
續
初
敎
︐
H
於
五
時
︐
不
言
一
切
皆
同
︒
僧
辯
解

正
齊
此
﹂︒

問
︐﹁
法
師
既
是
大
律
師
︐
爲
眾
開
Ý
︒
今
日
大
眾
取
á
︐
法
師
不
得
言
齊
此
︒

齊
此
亦
不
得
�
︐
不
齊
此
亦
不
得
�
︒
只
問
此
是
優
波
離
﹃
律
﹄
不
﹂︒

答
︐﹁
是
﹂︒

問
︐﹁
佛
般
泥
洹
時
︐
優
波
離
既
親
在
坐(
136
)
︐
云
何
﹃
律
﹄
�
不
斷
食
肉
﹂︒

答
︐﹁
此
是
接
續
�
�
敎
﹂︒

問
︐﹁
若
言
接
�
敎
︐
�
敎
亦
不


食
肉
︒
且
𣵀
槃
�
£
葉
已
持
修
行
不
食
肉

法
︒﹃
律
﹄
若
衣
此
︐
則
非
優
波
離
﹃
律
﹄
︐
是
衣
部
家
﹃
律
﹄︒
云
何
用
此
-

說
以
æ
群
僧
﹂︒

僧
辯
不
復
奉
答
︒

制
問
寶
度
法
師
︐﹁
說
既
同
德
同
行
︐
云
何
解
此
語
﹂︒

寶
度
奉
答
︐﹁
若
﹃
律
﹄
中
事
是
優
波
離
�
出
︐﹃
經
﹄
事
悉
是
阿
難
�
出
﹂︒

問
︐﹁
若
爾
﹃
律
﹄
中
事
�
當
皆
不
出
﹃
經
﹄﹂︒

答
︐﹁
若
﹃
經
﹄
中
事
牽
﹃
律
﹄
︐﹃
律
﹄
中
事
牽
﹃
經
﹄﹂︒

問
︐﹁
佛
說
﹃
經
﹄
時
D
�
制
�
︐
�
集
以
爲
﹃
律
﹄
︐
何
處
方
復
牽
﹃
律
﹄︒

若
﹃
經
﹄
皆
牽
﹃
律
﹄
︐
是
則
說
﹃
經
﹄
應
在
﹃
律
﹄
後
﹂︒

答
︐﹁
只
言
﹃
經
﹄
中
D


戒
處
︐
愚
謂
應
相
關
涉
﹂︒

問
︐﹁
若
論
相
涉
︐
三
藏
義
何
嘗
不
相
涉
︒
修
多
羅
中
亦
D
毗
尼
與
毗
曇
︒
毗

尼
中
亦
D
修
多
羅
與
毗
曇
︒
毗
曇
中
亦
D
修
多
羅
與
毗
尼
︒
不
言
無
此
義
︒
但
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問
法
師
︐
今
�
-
﹃
律
﹄
是
優
波
離
﹃
律
﹄
︐
義
不
L
﹃
經
﹄
不
﹂︒

答
︐﹁
今
�
-
是
優
波
離
﹃
律
﹄
與
﹃
經
﹄
不
L
﹂︒

問
︐﹁
若
是
優
波
離
﹃
律
﹄
不
L
﹃
經
﹄
者
︐
則
斷
肉
義
不
應
衣
﹃
𣵀
槃
﹄﹂︒

答
︐﹁﹃
𣵀
槃
經
﹄
顯
斷
肉
︐﹃
律
﹄
�
雖
不


︐
而
優
波
離
5
未
常
開
肉
﹂︒

問
︐﹁﹃
律
﹄
既
是
具
敎
︐
優
波
離
既
不
開
肉
︐﹃
律
﹄
何
得
無
�
︒
法
師
此
解

殊
爲
�
Ú
︐
只
可
爲
寺
中
沙
彌
︑
式
叉
e
尼
說
︐
不
得
以
此
答
弟
子
﹂︒

答
︐﹁
寶
度
愚
解
︐
正
自
極
此
﹂︒

【④
b
︼

制
印
問
︐﹁
下
座
諸
律
師
︐
復
云
何
解
﹂︒

龍
光
寺
�
恩
奉
答
︐﹁﹃
律
﹄
�
不
斷
︐﹃
𣵀
槃
經
﹄
方
斷(
137
)
﹂︒

問
︐﹁
法
師
�
-
是
誰
﹃
律
﹄﹂︒

答
︐﹁
是
佛
﹃
律
﹄﹂︒

問
︐﹁
�
引
乃
極
弘
曠
︐
只
未
知
此
﹃
律
﹄
是
優
波
離
﹃
律
﹄
不
﹂︒

答
︐﹁
優
波
離
仰
営
佛
﹃
律
﹄﹂︒

問
︐﹁
優
波
離
悉
集
佛
�
說
不
﹂︒

答
︐﹁
集
�
四
時
︐
不
集
𣵀
槃
時
﹂︒

問
︐﹁
若
爾
︐
£
葉
c
得
語
阿
難
�
﹁
佛
從
何
處
說
法
︒
至
﹃
𣵀
槃
﹄
時
︐
集

修
多
羅
藏
﹂
︐
語
優
波
離
�
﹁
佛
從
何
處
說
法
︒
至
﹃
𣵀
槃
﹄
時
︐
集
毘
尼
藏
﹂
︐

云
何
得
言
唯
取
�
四
時
不
取
𣵀
槃
﹂︒

答
︐﹁
𣵀
槃
時
不
復
制
戒
﹂︒

問
︐﹁﹃
𣵀
槃
﹄
云
︐﹁
夫
食
肉
者
︐
斷
大
慈
種
﹂
︐﹁
我
從
今
日
制
諸
弟
子
︐
不

得
復
食
一
切
肉
﹂
︐﹁
一
切
悉
斷
a
自
死
者
﹂︒
如
此
制
斷
︐
是
戒
非
戒
﹂︒

�
恩
不
復
奉
答
︒

制
印
問
︐﹁
諸
律
師
親
自
-
﹃
律
﹄
︐
諸
大
法
師
盡
-
﹃
大
𣵀
槃
經
﹄︒
云
何
D

時
解
素
︒
素
是
何
義
︒
若
不
解
是
素
︐
解
則
非
素
︒
素
若
b
得
不
素
︐
戒
既
是

淨
︐
亦
可
得
b
淨
爲
不
淨
不
︒
諸
-
律
師
親
L
此
敎
︒
外
書
�
云
﹁
自
踰
短

垣
﹂︑﹁
竊
鯵
書
法
﹂
︐
正
是
此
義
﹂︒

宣
武
寺
法
寵
奉
答
︐﹁
閉
穢
門
稱
爲
素
︐
開
穢
門
稱
不
素
﹂︒

問
︐﹁
若
爾
︐
眾
僧
云
何
開
穢
門
﹂︒

答
︐﹁
實
自
不
應
得
開
︐
但
貪
欲
�
深
︐
�
以
如
此
﹂︒

問
︐﹁
云
何
懺
悔
﹂︒

答
︐﹁
懇
惻
至
心
是
爲
懺
悔
︒
若
能
懺
悔
︐
是
大
丈
夫
﹂︒

問
︐﹁
諸
學
人
卽
時
懺
悔
不
︒
故
如
弟
子
»
諸
法
師
動
至
千
數
︐
Ý
師
唱
Ý
令

懺
悔
者
︐
于
時
諸
法
師
懺
悔
以(
138
)
不
﹂︒

答
︐﹁
c
得
不
懺
悔(
139
)
﹂︒

問
︐﹁
若
懺
悦
出
寺
︐
?
食
肉
不
﹂︒

答
︐﹁
居
然
不
食
︒
但
其
中
D
無


多
者
︐
或
亦
不
免
?
食
﹂︒

問
︐﹁
出
寺
?
食
︐
何
如
發
初
作
者
輕
重
﹂︒

答
︐﹁
一
種
﹂︒

問
︐﹁
云
何
一
種
︒
初
直
爾
而
食
︐
後
已
經
於
諸
佛
�
誓
︐
方
復
?
噉
︐
云
何

一
種
﹂︒

答
︐﹁
初
人
無
慚
愧
︐
後
人
D
慚
愧
︐
乃
得
D
"
初
人
義
﹂︒

問
︐﹁
若
爾
︐
但
先
�
慚
愧
︐
痛
打
�
人
︐
而
�
我
慚
愧
汝
我
打
汝
︐
我
慚
愧

汝
我
食
汝
﹂︒

答
︐﹁
如
大
z
見
人
無
慚
愧
︐
其
既
知
慚
愧
︐
故
知
差
不
慚
者
﹂︒

問
︐﹁
先
�
慚
愧
而
v
噉
食
︐
此
是
知
而
故
犯
︐
非
謂
慚
愧
︒
若
b
先
時
不
知
︐

或
是
�
è
後
方
µ
愧
︐
乃
是
慚
愧
︒
豈
非
知
而
故
犯
︐
其
罪
大
於
不
知
︒
印
復

慚
愧
︐
不
得
重
犯
︒
如
其
重(
140
)
犯
︐
復
是
L
破
初
心
︒
論
此
爲
罪
︐
�
以
彌
大
﹂︒

答
︐﹁﹃
經
﹄
D
º
�
︐
耆
婆
云
︐﹁
汝
D
慚
愧
︐
故
罪
可
滅
﹂︒
慚
愧
卽
是
淸
白

法
︒

問(
141
)
︐﹁
法
師
是
得
﹃
經
﹄
言
︐
不
得
其
5
︒
此


若
作
罪
後
方
知
慚
愧
此
爲
白
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法
︐
不
言
發
初
慚
愧
而
故
作
罪
以
爲
白
法
﹂︒

答
︐﹁﹃
經
﹄
印
�
慚
愧
爲
上
�
︒
若
爾
︐
�
D
非
上
�
義
﹂︒

問
︐﹁
義
亦
如
此
︒
若
正
作
罪
︐
雖
云
慚
愧
︐
(
無
�
益
︒
若
作
罪
後
能
生
慚

愧
者
︐
乃
是
上
�
﹂︒

法
寵
無
復
答
︒

法
寵
奉
答
事
畢
︐
三
律
師
竝
下
︒

【④
c
︼印(
142
)
敕
始
興
寺
景
猷
昇
高
座
︐
讀
﹃
楞
伽
﹄︑﹃
央
掘
+(
143
)
羅
經
﹄
�


斷
肉

﹃
經
﹄
�
︒
今
載
如
左
︒

【④
c
0
︼

『大(
144
)
般
𣵀
槃
經
﹄
四
相
品
上
第
七
︿
此
品
今
�
二
十
三
日
會
已
唱
此
�
︐

法
雲
法
師
解
說
︒
今
二
十
九
日
不
復
重
唱(
145
)
〉
︱
︱
︐

爾
時
£
葉
菩
¡
白
佛
言
︐﹁
世
�
︐
食
肉
之
人
不
應
施
肉
︒
何
以
故
︒
我

見
不
食
肉
者
D
大
功
德
﹂︒

佛
讚
£
葉
︐﹁
善
哉
︐
善
哉
︒
汝
今
乃
能
善
知
我
5
︒
護
法
菩
¡
應
當
如

是
︒
善
男
子
︐
從
今
日
始
︐
不
聽
聲
聞
弟
子
食
肉
︒
若
u
檀
越
信
施
之
時
︐
應

觀
是
食
如
子
肉
想
﹂︒

£
葉
菩
¡
復
白
佛
言
︐﹁
世
�
︐
云
何
如
來
不
聽
食
肉
﹂︒

｢善
男
子
︐
夫
食
肉
者
︐
斷
大
慈
種
﹂︒

£
葉
印
言
︐﹁
如
來
何
故
先
聽
比
丘
食
三
種
淨
肉
﹂︒

｢£
葉
︐
是
三
種
淨
肉
隨
事
漸
制
﹂︒

£
葉
菩
¡
復
白
佛
言
︐﹁
世
�
︐
何
因
緣
故
十
種
不
淨
乃
至
九
種
淸
淨
而

復
不
聽
﹂︒

佛
吿
£
葉
︐﹁
亦
是
因
事
漸
J
而
制
︒
當
知
卽
是
現
斷
肉
義
﹂︒

£
葉
菩
¡
復
白
佛
言
︐﹁
云
何
如
來
稱
讚
魚
肉
爲
美
食
耶
﹂︒

｢善
男
子
︐
我
亦
不
說
魚
肉
之
屬
爲
美
食
也
︒
我
說
甘
蔗
︑
粳
米
︑
石
蜜
︑

一
切
穀
麥
a
黑
石
蜜
︑
É
︑
酪
︑
蘇(
146
)
︑
油
以
爲
美
食
︒
雖
說
應
畜
種
種
衣
�
︐

�
應
畜
者
︐
C
是
壞
色
︒
何
況
貪
著
是
魚
肉
味
﹂︒

£
葉
復
言
︐﹁
如
來
若
制
不
食
肉
者
︐
彼
五
種
味
︐
É
︑
酪
︑
酪
漿
︑
生

蘇(
147
)
︑
熟
蘇(
148
)
︑
胡
'
油
等
︐
a
諸
衣
�
︑
憍
奢
耶
衣
︑
珂
貝(
149
)
︑
皮
革
︑
金
銀
盂
器
︐

如
是
等
物
亦
不
應
u
﹂︒

｢善
男
子
︐
不
應
同
彼
尼
揵(
150
)
�
見
︒
如
來
�
制
一
切
禁
戒
︐
各
D
衣
5(
151
)
故
︐

聽
﹁
食
三
種
淨
肉
﹂︒
衣
想
故
︐﹁
斷
十
種
肉
﹂︒
衣
想
故(
152
)
︐﹁
一
切
悉
斷
︐
a
自

死
者
﹂︒£

葉
︐
我
從
今
日
制
諸
弟
子
不
得
復
食
一
切
肉
也
︒

£
葉
︐
其
食
肉
者
︐
若
行
︑
若
�
︑
若
坐
︑
若
臥
︐
一
切
眾
生
聞
其
肉
氣
︐

悉
生
恐
怖
︐
譬
如
D
人
�
師
子
已
︐
眾
人
見
之
︐
聞
師
子
臭
︐
亦
生
恐
怖
︒

善
男
子
︐
如
人
噉
蒜
︐
臭
穢
�(
153
)
惡
︐
餘
人
見
之
︐
聞
臭
E
去
︐
設
7
見
者
︐

v
不
欲
視
︒
況
當
�
之
︐
諸
食
肉
者
亦
復
如
是
︒
一
切
眾
生
聞
其
肉
氣
︐
悉
皆

恐
怖
︐
生
畏
死
想
︒
水
陸
空
行
D
命
之
類
︐
悉
E
之
走
︐
咸
言
此
人
是
我
等
怨
︒

是
故
菩
¡
不
|
食
肉
︐
爲
度
眾
生
︐
示
現
食
肉
︒
雖
現
食
之
︐
其
實
不
食
︒
善

男
子
︐
如
是
菩
¡
淸
淨
之
食
v
尙
不
食
︐
況
當
食
肉
︒

善
男
子
︐
我
𣵀
槃
後
︐
無
量
百
歲
︐
四
�
¿
人
悉
復
𣵀
槃
︒
正
法
滅
後
︐

於
宴
法
中
當
D
比
丘
︐
似(
154
)
宴
持
﹃
律
﹄
少
讀(
155
)
誦
﹃
經
﹄
︐
貪
嗜
飮
食
︐
長
養
其

身
︒
其
�
被
�(
156
)
︐
麁
陋
醜
惡
︐
形
容
憔
悴
︐
無
D
威
德
︐
放
畜
牛
羊
︐
擔
�
薪

草
︐
頭
鬚(
157
)
髮
爪(
158
)
悉
皆
長
利
︐
雖
�
袈
裟
︐
v
如
獵
師
︐
細
視
徐
行
︐
如
猫
伺
鼠
︐

常
唱
是
言
︐﹁
我
得
羅
漢
﹂
︐
多
諸
病
苦
︐
眠
臥
糞
穢
︒
外
現
賢
善
︐
內
懷
貪
嫉(
159
)
︐

如
u
瘂
法
婆
羅
門
等
︐
實
非
沙
門
現
沙
門
宴
︐
z
見
熾
盛
︐
誹
謗
正
法
︒
如
是

等
人
︐
破
壞
如
來
�
制
戒
律
︑
正
行
威
儀
︐
說
解
脫
果
︐
離(
160
)
不(
161
)
淨
法
︒
a
壞
甚

深
祕
密
之
敎
︐
各
自
隨
5
︐
反
說
﹃
經
﹄﹃
律
﹄
︐
而
作
是
言
︐﹁
如
來
皆
聽
我
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等
食
肉
﹂︒
自
生
此
論
言
﹁
是
佛
說
﹂
︐
互
共
諍(
162
)
訟
︐
各
自
稱
﹁
是
沙
門
釋
子
﹂︒

善
男
子
︐
爾
時
︐
復
D
諸
沙
門
等
貯
聚
生
穀
︐
u
取
肉
魚(
163
)
︐
手
自
作
食
︐

執
持
油
瓶
︐
寶
蓋
︑
革
屣
︐
親
�
國
王
︑
大
臣
︑
長
者
︐
占
相
星
宿
︐
懃
修
醫

�
︐
畜
養
奴
婢
︒
金
銀
︑
瑛
璃
︑
硨
磲
︑
碼
瑙
︑
頗
梨
︑
眞
珠
︑
珊
瑚
︑
琥
珀
︑

璧
玉
︑
珂
貝
︑
種
種
果(
164
)
蓏
︐
學
諸
曳
藝
︒
畫
師
泥
作
︐
�
書
敎
學
︒
種
ñ(
165
)
根
栽
︐

蠱(
166
)
�
咒
幻(
167
)
︐
和
合
諸
藥
︐
作
倡(
168
)
曳
樂
︐
香
花
治
身
︐
摴
蒲
圍
碁
︐
學
諸
工
巧
︒

若
D
比
丘
能
離
如
是
諸
惡
事
者
︐
當
說
是
人
眞
我
弟
子
﹂︒

爾
時
︐
£
葉
復
白
佛
言
︐﹁
世
�
︐
諸
比
丘
︑
比
丘
尼
︑
優
婆
塞
︑
優
婆

夷
︐
因
他
而
活
︒
若
乞
食
時
︐
得
雜(
169
)
肉
食
︐
云
何
得
食
︐
應
淸
淨
法
﹂︒

佛
言
£
葉(
170
)
︐﹁
當
以
水
洗(
171
)
令
與
肉
別
︐
然
後
乃
食
︒
若
其
食
器
爲
肉
�
汚
︐

但
b
無
味
︐
聽
用
無
罪
︒
若
見
食
中
多
D
肉
者
︐
則
不
應
u
︒
一
切
現
肉
︐
悉

不
應
食
︒
食
者
得
罪
︒
我
今
唱
是
斷
肉
之
制
︒
若
廣
說
者
︐
則
不
可
盡
︒
𣵀
槃

時
到
︐
是
故
略
說
︒
是
則
名
爲
能
隨
問
答
﹂︒

【④
c
1
︼

『楞(
172
)
伽
阿
跋
多
羅
寶
經(
173
)
﹄
卷
第
四
︱
︱
︐

爾
時
︐
大
5
菩
¡
以
偈
問
言
︐

｢彼
諸
菩
¡
等
︐
志
求
佛
�
者
︐
酒
肉
a
與
葱
︐
飮
食
爲
云
何
︒

惟(
174
)
願
無
上
�
︐
哀
愍
爲
演
說
︒
愚
夫
�
貪
著(
175
)
︐
臭
穢
無
名
稱
︒

虎
狼
�
甘
嗜
︐
云
何
而
可
食
︒
食
者
生
諸
�
︐
不
食
爲
福
善
︒

惟(
176
)
願
爲
我
說
︐
食
不
食
罪
福
﹂︒

大
5
菩
¡
說
偈
問
已
︐
復
白
佛
言
︐﹁
惟(
177
)
願
︐
世
�
︐
爲
我
等
說
食
不
食

肉
功
德
�
惡
︒
我
a
諸
菩
¡
︐
於
現
在
︑
未
來
當
爲
種
種
悕
¾
肉
食
眾
生
︐
分

別
說
法
︐
令
彼
眾
生
慈
心
相
向
︒
得
慈
心
已
︐
各
於
�
地
淸
淨


了
︐
疾
得
究

悦
無
上
菩
提
︒
聲
聞
緣
覺
自
地
止
息
已
︐
亦
得
ò
成
無
上
菩
提
︒

惡
z
論
法
諸
外
�
輩
︐
z
見
斷
常
顚
倒
計
著(
178
)
︐
尙
D
�
法
︐
不
聽
食
肉
︒

況
復
如
來
世
閒
救
護
︐
正
法
成
就
︐
而
食
肉
耶
﹂︒

佛
吿
大
5
︐﹁
善
哉
善
哉
︐
諦
聽
諦
聽
︒
善
思
念
之
︐
當
爲
汝
說
﹂︒

大
5
白
佛
︐﹁
唯
然
u
敎
﹂︒

佛
吿
大
5
︐﹁
D
無
量
因
緣
不
應
食
肉
︒
然
我
今
當
爲
汝
略
說
︒
謂
一
切

眾
生
從
本
已
來
︐
展
轉
因
緣
︐
常
爲
六
親
︒
以
親
想
故
︐
不
應
食
肉
︒
驢
騾
︑

駱
駝
︑
狐
︑
狗
︑
牛
︑
馬
︑
人
︑
獸
等
肉
︐
屠
者
雜
賣
故
︐
不
應
食
肉
︒
不
淨

氣
分
︐
�
生
長
故
︐
不
應
食
肉
︒
眾
生
聞
氣
悉
生
恐
怖
︐
如
栴
陀
羅
a
譚
婆
等
︐

狗
見
憎
惡
︐
驚
怖
群
吠
故
︐
不
應
食
肉
︒
印
令
脩
行
者
慈
心
不
生
故
︐
不
應
食

肉
︒
凡
愚
�
嗜
臭
穢
不
淨
︐
無
善
名
稱
故
︐
不
應
食
肉
︒
令
諸
呪
ó
不
成
就
故
︐

不
應
食
肉
︒
以
殺
生
者
見
形
µ
識
︐
深
味
著
故
︐
不
應
食
肉
︒
彼
食
肉
者
︐
諸

天
�
棄
故
︐
不
應
食
肉
︒
令
口
氣
臭
故
︐
不
應
食
肉
︒
多
惡
夢
故
︐
不
應
食
肉
︒

空
閑
林
中
︐
虎
狼
聞
香
故
︐
不
應
食
肉
︒
令
飮
食
無
節
故
︐
不
應
食
肉
︒
令
脩

行
者
不
生
厭
離
故
︐
不
應
食
肉
︒

我
常
說
言
︐
凡
�
飮
食
︒
作
食
子
肉
想
︐
作
�
藥
想
︐
故
不
應
食
肉
︒
聽

食
肉
者
︐
無
D
是
處
︒

復
J
︐
大
5
︐
�
去
D
王
︒
名
師
子
蘇
陀
娑
︒
食
種
種
肉
︐
ô
至
食
人
︒

臣
民
不
堪
︐
卽
�
謀
反
︐
斷
其
俸
祿
︒
以
食
肉
者
D
如
是
�
故
︐
不
應
食
肉
︒

復
J
︐
大
5
︐
凡
諸
殺
者
︐
爲
財
利
故
︐
殺
生
屠
販
︒
彼
諸
愚
癡
食
肉
眾

生
︐
以
錢
爲
網
︐
而
捕
諸
肉
︒
彼
殺
生
者
︐
若
以
財
物
︐
若
以
鈎
網
︐
取
彼
空

行
︑
水
陸
眾
生
︒
種
種
殺
�
屠
販
求
利
︒
大
5
︐
亦
無
不
殺
︑
不
求
︑
不
想
︐

而
D
魚
肉
︒
以
是
義
故
︐
不
應
食
肉
︒
大
5
︐
我
D
時
說
�
五
種
肉
︐
或
制
十

種
︒
今
於
此
﹃
經
﹄
一
切
種
︑
一
切
時
開
除
方
�
︐
一
切
悉
斷
︒
大
5
︐
如
來
︑

應
供
︑
等
正
覺
︐
尙
無
�
食
︒
況
食
魚
︑
肉
︐
亦
不
敎
人
︒
以
大
悲
�
行
故
︐

視
一
切
眾
生
︐
v
如
一
子
︒
是
故
不
聽
令
食
子
肉
︒

爾
時
︐
世
�
欲
重
宣
此
義
︐
而
說
偈
言
︐

曾
悉
爲
親
屬
︐
鄙
穢
不
淨
雜
︐
不
淨
�
生
長
︐
聞
氣
悉
恐
怖
︒
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一
切
肉
與
葱
︐
a
諸
韭
蒜
等
︐
種
種
放
逸
酒
︐
修
行
常
7
離
︒

亦
常
離
'
油
︐
a(
179
)
諸
穿
孔
床
︐
以
彼
諸
細
蟲
︐
於
中
極
恐
怖
︒

飮
食
生
放
逸
︐
放
逸
生
諸
覺
︐
從
覺
生
貪
欲
︐
是
故
不
應
食
︒

由
食
生
貪
欲
︐
貪
令
心
õ
醉
︐
õ
醉
長
愛
欲
︐
生
死
不
解
脫
︒

爲
利
殺
眾
生
︐
以
財
網
諸
肉
︐
二
俱
是
惡
業
︐
死
墮
叫
呼
獄
︒

若
無
敎(
180
)
想
求
︐
則
無
三
淨
肉
︐
彼
非
無
因
D
︐
是
故
不
應
食
︒

彼
諸
修
行
者
︐
由
是
悉
7
離
︐
十
方
佛
世
�
︐
一
切
咸
訶(
181
)
責
︒

展
轉
?
相
食
︐
死
墮
虎
狼
類
︐
臭
穢(
182
)
可
厭
惡
︐
�
生
常
愚
癡
︒

多
生
旃(
183
)
陀
羅
︐
獵
師
譚
婆
種
︐
或
生
陀
夷
尼
︐
a
諸
肉
食
性
︒

羅
刹
猫
狸
等
︐
±
於
是
中
生
︒﹃
¬
象
﹄
與
﹃
大
雲
﹄
︐﹃
央
掘
利
+(
184
)
羅
﹄
︐

a
此
﹃
楞
伽
經
﹄
︐
我
悉
制
斷
肉
︒
諸
佛
a
菩
¡
︐
聲
聞
�
訶(
185
)
責
︒

食
已
無
慚
愧
︐
生
生
常
癡
冥
︐
先
說
見
聞
疑
︐
已
斷
一
切
肉
︒

妄
想
不
覺
知
︐
故
生
食
肉
處
︐
如
彼
貪
欲
�
︐
障
閡(
186
)
¿
解
脫
︐

酒
肉
葱
韭
蒜(
187
)
︐
悉
爲
¿
�
障
︒

未(
188
)
來
世
眾
生
︐
於
肉
愚
癡
說
︐
言
此
淨
無
罪
︐
佛
聽
我
等
食
︒

食
如
�
藥
想
︐
亦
如
食
子
肉
︐
知
足
生
厭
離
︐
修
行
行
乞
食
︒

安
�
慈
心
者
︐
我
說
常
厭
離
︐
虎
狼
諸
惡
獸
︐
恒
可
同
ö
止
︒

若
食
諸(
189
)
血
肉
︐
眾
生
悉
恐
怖
︐
是
故
修
行
者
︐
慈
心
不
食
肉
︒

食
肉
無
慈
5(
190
)
︐
永
背
正
解
脫
︐
a
L
¿
表
相
︐
是
故
不
應
食
︒

得
生
泳
志
種
︐
a
諸
修
行
處
︐
智
5
富
貴
家
︐
斯
由
不
食
肉
︒

【④
c
2
．
1
︼

『央
掘
+(
191
)
羅
經
﹄
第
一
卷
︱
︱
︐

上
座
£
葉
E(
192
)
種
種
甘
膳
之
食
︐
E
肉
味
食
︐
u
持
修
行
不
食
肉
法
︒

【④
c
2
．
2
︼

『央
掘
+
羅
經
﹄
第
四
卷(
193
)
(
194
)
(
195
)

︱
︱
︐

�
殊
師
利
白
佛
言
︐﹁
世
�
︐
因
如
來
藏
故
︐
諸
佛
不
食
肉
耶
﹂︒

佛
言
︐﹁
如
是
︒
一
切
眾
生
︐
無
始
生
死
︐
生
生
輪
轉
︐
無
非
父
母
︑
兄

弟
︑
姉
妹
︐
v
如
曳
兒
變
易
無
常
︒
自
肉
他
肉
︐
則
是
一
肉
︒
是
故
諸
佛
悉
不

食
肉
︒
復
J
︐
�
殊
師
利
︐
一
切
眾
生
界
︑
我
界
︐
卽
是
一
界
︒
�
宅
之
肉
︐

卽
是
一
肉
︒
是
故
諸
佛
悉
不
食
肉
﹂︒

�
殊
師
利
白
佛
言
︐﹁
世
�
︐
珂
貝
︑
臘(
196
)
蜜
︑
皮
革
︑
繒
綿
︐
非
自
界
肉

耶
﹂︒佛

吿
�
殊
師
利
︐﹁
勿
作
是
語
︒
如
來
7
離
一
切
世
閒
︒
如
來
不
食
︒
若

言
|
�
世
閒
物
者
︐
無
D
是
處
︒
若
|
�
者
︐
是
方
�
法
︒
若
物
展
轉
來
者
︐

則
可
|
�
︒
若
物
�
出
處
︐
不
可
|
�
︒
若
展
轉
來
離
殺
者
手
︐
則
可
|
�
﹂︒

�
殊
師
利
白
佛
言
︐﹁
今
此
城(
197
)
中
D
一
皮
︐
師
能
作
革
屣
︐
D
人
買
施
︐

是
展
轉
來
︐
佛
當
u
不
︒
復
J
︐
世
�
︐
若
自
死
牛
︐
牛
)
從
栴
陀
羅
取
皮
︐

持
付
皮
師
︐
師(
198
)
作
革
屣
︐
施
持
戒
人
︐
此
展
轉
來
︐
可
|
�
不
﹂︒

佛
吿
�
殊
師
利
︐﹁
若
自
死
牛
︐
牛
)
持
皮
︐
用
作
革
屣
︐
施
持
戒
人
爲

應
u
不
︒
若
不
u
者
︐
是
比
丘
法
︒
若
u
者
︐
非
慈
悲
︐
然
不
破
戒(
199
)
﹂︒

【④
d
︼唱

﹃
經
﹄
悦
︐
制
印
語
諸
僧
�
︐﹁
諸
小
僧
輩
看
﹃
經
﹄
未
±
︐
互
言
無

斷
肉
語
︒
今
日
此
﹃
經
﹄
言
何
�
�
︒
�
以
唱
此
革
屣
�
者
︐
本
5
乃
不
在
此
︒

正
爲
此
二
十
三
日
︐
法
雲
法
師
-
﹃
𣵀
槃
﹄
斷
肉
事
︒

于
時
僧
正
5
超
︑
法
寵
法
師(
200
)
難
云
︐﹁
若
﹃
經
﹄
�
︐
究
悦
斷
一
切
肉
︐

乃
至
自
死
不
得
食
者
︐
此
則
同
尼
揵(
201
)
斷
皮
革
︐
不
得
着(
202
)
革
屣
︒
若
開
皮
革
得
着

革
屣
者
︐
亦
應
開
食
肉
﹂︒

法
雲
法
師
乃
已
D
H
釋
︐
而
二
法
師
難
5
未
已(
203
)
︒
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于
時
自
仍
H
云
︐﹁
ù若
是
¿
人
故
自
不
着
此
物
︐
若
中
行
人
亦
不
着
此
︐

着
此
皆(
204
)
下
行
人
ú︒
�
以
不
同
尼
揵
者
︐
語
D
�
含
︒
若
無
'
紵
之
û
︐
亦
D

開
皮
革
義
論
︒
D
'
紵
處
︐
大
慈
者
乃
實
應
不
着
︒
但
此
事
與
食
肉
不
得
類(
205
)
同
︒

凡
着
一
革
屣
︐
經
久
不
壞
︒
若
食
噉
眾
生
︐
就
一
食
中
︐
�
�
無
量
身
命
︒
況

日
日
餐
咀
︐
數
若
恒
沙
︐
亦
不
可
得
用
革
屣
以
竝
斷
肉
︒

于
時
諸
僧
乃
無
復
½
復
︐
恐
諸
小
僧
執
以
爲
疑
︐
方
成
巨
�
︒
�
以
唱
此

不
u
革
屣
�
︐
正
欲
釋
一
日
�
疑
︐
非
關
�
制
︒

凡
噉
肉
者
︐
是
大
罪
障
︒﹃
經
﹄
�
�
︐
ù昔
與
眾
生
經
爲
父
母
親
屬
ú
︐

眾
僧
c
不
思
︐
此
v
忍
食
噉
眾
生
︐
已
不(
206
)
能
投
身
¡
虎
︐
割
肉
貿
鷹
︐
云
何
反

?
噉
他
身
分
︒

諸
僧
a
領
徒
眾
法
師
︐
諸
尼
a
領
徒
眾
者
︐
各
³
本
寺
宣
吿
諸
小
僧
尼
︐

令
知
此
5
﹂︒

制
說
此
語
悦
︐
僧
尼
行
�
︐
禮
拜
懺
悔
︐
設
會
事
畢
出
︒

【⑤
︼

【⑤
a
︼其

晚
︐
印
敕
員
外
散
騎
常
侍
太
子
左
衞
�(
207
)
周
E
曰
︐﹁
法
寵
�
言
慚
愧
而

食
眾
生
︒
此
是
﹃
經
﹄
中
�


羅
刹
ý
女
云
﹁
我
念
汝
我
食
汝
﹂︒
法
寵
此
心
︐

卽
是
﹃
經
﹄
之
羅
刹
﹂︒

【⑤
b
︼印

敕
E
云
︐﹁
僧
辯
�
�
自
死
肉
︐
若
如
此
說
︐
鴟
︑
鵶(
208
)
︑
鳩
︑
鴿
︐
觸

處(
209
)
不
死
︐
c
不
見
D
一
自
死
者
︒
麞(
210
)
︑
鹿
︑
雉
︑
兔
︐
閏
滿
野
澤
︐
亦
不
甞(
211
)
見

D
一
自
死
者
︒
而
覔(
212
)
死
肉
︐
其
就
屠
殺
家
︒
覔
死
魚
︐
必
就
罾
網
處
︒
若
非
殺

生
︐
豈
D
死
肉
︒﹃
經
﹄
言
﹁
買
肉
與
自
殺
︐
此
罪
一
等
﹂︒
我
本
不
自
爲
︐
正

爲
諸
僧
尼
作
離
苦
因
緣
﹂︒

【⑤
c
︼印

敕
E
云
︐﹁
眾
生
�
以
不
可
殺
生
︐
凡
一
眾
生
具
八
萬
戶
蟲
︒﹃
經
﹄
亦

說
D
八
十
億
萬
戶
蟲
︒
若
斷
一
眾
生
命
︐
卽
是
斷
八
萬
戶
蟲
命
︒
自
死
眾
生
印

不
可
食
者
︐
�
�(
213
)
附
蟲
雖
已
滅
謝
︐
後
�
附
蟲
︐
其
數
復
眾
︒
若
煑(
214
)
若
炙
︐
此

斷
附
蟲
︐
皆
無
復
命
︒
利
舌
端
少
味
︐
�
無
量
眾
生
︒
其
中
小
者
︐
非
肉
眼
能

觀
︒
其
中
大
者
︐
灼(
215
)
然
共
見
︒
滅
慈
悲
心
︐
增
長
惡
詠
︐
其(
216
)
實
非
沙
門
釋
子
�

可
應
行
﹂︒

【⑤
d
︼印

敕
E
云
︐﹁
眾
僧
食
肉
︐
罪
劇
白
衣
︒
白
衣
食
肉
︐
乃
不
免
地
獄
︐
而

止
是
一
罪
︒
至
於
眾
僧
食
肉
︐
既
犯
性
罪
︐
印
傷
戒
律
︐
以
此
爲
言
D
兩
重
罪
︒

若
是
學
問
眾
僧
食
肉
者
︐
此
爲
惡
業
︐
復
倍
於
�
︐
�
以
如
此
︐
既
親
d

﹃
經
﹄
敎
︐
爲
人
-
說
︐
口
稱
慈
悲
︐
心
懷
詠
�
︒
非
是
不
知
︐
知
而
故
犯
︒

言
行
既
L
︐
卽
成
詭
妄
︒
論
學
問
人
食
肉
︐
則
罪
D
三
重
︒
�
以
貴
於
解
義
︐

正
爲
如
說
修
行
︒
反
復
噉
食
魚
肉
︐
þ
�
生
類
︒
作
惡
知
識
︐
µ
眾
怨
對
︐
�

墮
地
獄
︐
疾
於
攛
矛(
217
)
︒
善
惡
報
應
︐
必
也
不
�
︒
凡
出
家
人
︐
實
宜
深
思
﹂︒

【⑤
e
︼印

敕
E
云
︐﹁
聲
聞
u
律
儀
戒
︐
本
制
身
口
七
荏
︒
一
u
之
後
︐
乃
至
睡

眠
︑
悶
等
︐
律
儀
恒
生
︐
念
念
得
未
曾
得
律
儀
︒
�
以
爾
者
︐
睡
眠
等
非
µ
惡

心
︐
故
不
損
不
失
︐
乃
至
常
生
︒
若
µ
欲
殺(
218
)
心
︐
於
聲
聞
法
雖
不
失
身
口
戒
︐

而
於
戒
D
損
︐
非
唯
損
不
殺
戒
︐
亦
ß
汚
餘
戒
︒
至
於
手
夾
︑
齒
齧
︑
動
身
︑

口
業
︐
則
失
身
口
戒
︒
爾
時
︐
律
儀
無
作
卽
斷
不
續
︒
既
失
不
殺
戒
︐
亦
損
汚

餘
戒
︒
�
以
爾
者
︐
旃
陀
羅
人
爲
屠
肉
時
︐
爲
何
等
人
殺
︐
正
爲
食
者
︒
若
食

肉
者(
219
)
卽
D
殺
分
︐
於
不
殺
戒
卽
成
D
缺
︒
若
謂
於
善
律
儀
u
殺
生
分
︐
於
不
殺

戒
無
�
缺
者
︐
是
不
善
律
儀
人
持
八
戒
齋
︒
是
惡
律
儀
︐
v
應
相
續
︒
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若
惡
律
儀
人
持
八
戒
齋
︐
惡
律
儀
不
復
相
續
者
︐
是
知
善
律
儀
人
u
諸
殺

分
︒
是
不
殺
戒
︐
卽
時
�
缺
︐
別
解
脫
戒
不
復
解
脫
︒
惡
律
儀
人
無
論
持
八
戒

齋
︐
但
µ
一
念
善
心
︐
惡
律
儀
卽
斷
︒
若
一
念
不
斷
︐
多
念
亦
應
不
斷
︒
若
多

念
斷
︐
是
知
一
念
時
斷
︒
善
律
儀
人
︐
其
事
亦
爾
︐
無
論
u
諸
殺
分
︐
D
少
殺

分
︐
不
殺
律
儀
卽
時
亦
斷(
220
)
︒
菩
¡
人
持
心
戒
︐
故
自
無(
221
)
D
食
眾
生
理
︒
若
缺
聲

聞
戒
︐
(
不
免
地
獄
等
苦
︒

【
二
・
二
︑
校
勘
記
︼

(1
)

｢梁
高
祖
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
梁
高
祖
武
皇
�
﹂
毘
・
思
・
磧

(2
)

｢信
因
︑
果
︑
經
﹂
麗
初
：﹁
信
因
︑
信
果
︑
信
經
﹂
金
・
麗
再
・
毘
・

思
・
磧

(3
)

｢如
是
若
言
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
如
是
若
﹂
毘
・
思
・
磧

(4
)

｢甘
酒
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
)
a
び
校
勘

(宋
本

=

思
︐
宮
本

=

毘
)

﹁
酣
酒
﹂
は
è
り

(5
)

｢是
同
﹂
麗
初
：﹁
見
同
﹂
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧

(6
)

｢牛
狗
戒
﹂
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
牛
佝
戒
﹂
麗
初

(7
)

｢
�
親
﹂
毘
・
思
・
磧
：﹁
親
�
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再

(8
)

｢﹃
𣵀
槃
經
﹄
云
︐
⁝
⁝
此
是
灼
然
L
背
﹃
經
﹄
�
﹂﹇
�
行
句
﹈﹇
�
﹈

�
世
﹃
法
苑
珠
林
﹄
卷
九
三
﹁
是
故
﹃
𣵀
槃
經
﹄
云
︐﹁
一
切
肉

者
悉
斷
︐
a
自
死
者
﹂︒
自
死
v
斷
︐
何
況
不
自
死
者
︒
印
﹃
楞

伽
經
﹄
云
︐﹁
爲
利
殺
衆
生
︒
以
財
網
諸
肉
︐
二
業
俱
不
善
︐
死

�
噭
呼
獄
﹂︒
何
謂
以
財﹅

網
肉
︒
陸
設
罝
罘
︐
水
設
網
罟
︒
此
是

以
網﹅

網
肉
︒
若
於
屠
殺
人
閒
︐
以
錢
買
肉
︐
此
是
以
財
網
肉
︒
若

令﹅

此
人
不
以
財
網
肉
者
︐
|
惡
律
儀
︐
捕
�
衆
生
︒
此
人
爲
當
專

自
供
口
︐
亦
復
別
D
�
擬
︒
若
別
D
�
擬
︐
向
食
肉
者
豈
無
殺
分
︒

何
得
云
﹁
我
不
殺
生
﹂︒
此
是
灼
然
L
背
﹃
經
﹄
�
﹂
(
大
正
五

三
・
)
︒
�
世
﹃
諸
經
C
集
﹄
卷
一
七
﹁
是
故
﹃
𣵀

槃
經
﹄
云
︐

﹁
一
切
肉
者
悉
斷
︐
a
自
死
者
﹂
v﹅

斷﹅

︐
何
況
不
自
死
者
︒
印

﹃
楞
伽
經
﹄
云
︐﹁
爲
利
殺
眾
生
︐
以
財
網
諸
肉
︐
二
業
俱
不
善
︐

死
墮
叫
呼
獄
﹂︒
何
謂
以
利﹅

網
肉
︒
陸
設
罝
罘
︐
水
設
網
罟
︐
此

是
以
利﹅

網
肉
︒
何
謂
以
財
網
肉
︒
若
於
屠
殺
人
閒
︐
以
錢
買
肉
︐

此
是
以
財
網
肉
︒
若
今
此
人
不
以
財
網
肉
者
︐
|
惡
律
儀
︐
捕
�

眾
生
︐
此
人
爲
當
專
自
供
口
︐
亦
復
別
D
�
擬
︒
若
別
D
�
擬
︐

向
食
肉
者
豈
無
殺
分
︒
何
得
云
﹁
我
不
殺
生
﹂︒
此
是
灼
然
L
背

﹃
經
﹄
�
﹂
(大
正
五
四
・
一
五
五
下
)
︒

(9
)

｢
罝
罘
﹂﹇
參
考
﹈﹇
�
﹈
5
琳
﹃
一
切
經
c
義
﹄
卷
九
九
﹁
罝
罘
︿
䊢

z
反
︒﹃
郭
�
爾
�
﹄
云
︐
罝
︐
v
�
也
︒﹃
考
聲
﹄
︐
罝
︐
免
網

也
︒﹃
說
�
﹄
︐
或
作
㯰
鯖
寡
︒
下
扶
留
反
︒﹃
¨
�
禮
記
﹄
云
︐

取
獸
罘
也
︒﹃
說
�
﹄
︐
亦
取
兔
罟
也
︒﹃
¨
�
周
禮
﹄
云
︐
罟
︐

卽
網
﹀﹂
(大
正
五
四
・
九
二
一
中
)
︒

(10
)

｢是
則
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
：﹁
是
﹂
思
・
磧

(11
)

｢戒
﹂
麗
初
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
誡
﹂
金
・
釋
門
自
鏡
錄

(12
)

｢裁
欲
﹂
麗
初
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
讒
欲
﹂
金
・
釋
門
自
鏡
錄

(13
)

｢
e
何
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
e
訶
﹂
釋
門
自
鏡
錄

(14
)

｢止
�
﹂
麗
初
・
金
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
止
作
﹂
麗
再
：﹁
止
存
﹂
釋
門

自
鏡
錄

(15
)

｢施
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧

★
大
正
藏
校
勘

(
宋
本

=

思
)
﹁
施
u
﹂
は
è
り

(16
)

｢鹿
戒
人
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
：﹁
鹿
戒
人
u
﹂
思
・
磧

(17
)

｢入
﹂
麗
再
・
思
・
磧
：﹁
出
﹂
麗
初
・
金
・
毘
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(18
)

｢何
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
是
何
﹂
毘
・
思
・
磧

(19
)

｢別
氣
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
別
味
﹂
釋
門
自
鏡
錄

(20
)

｢
躭
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
耽
﹂
毘
・
思
・
磧

(21
)

｢當
呵
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
當
訶
﹂
釋
門
自
鏡
錄

(22
)

｢居
家
人
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
在
家
﹂
釋
門
自
鏡
錄

(23
)

｢居
家
人
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
在
家
﹂
釋
門
自
鏡
錄

(24
)

｢居
家
人
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
在
家
﹂
釋
門
自
鏡
錄

(25
)

｢譏
�
﹂
金
・
麗
再
・
毘
・
磧
：﹁
N
�
﹂
麗
初

(26
)

｢居
家
人
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
在
家
﹂
釋
門
自
鏡
錄

(27
)

｢門
行
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
門
戶
﹂
釋
門
自
鏡
錄

(28
)

｢居
家
人
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
在
家
人
﹂
釋
門
自
鏡

錄

(29
)

｢居
家
人
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
在
家
人
﹂
釋
門
自
鏡

錄

(30
)

｢居
家
人
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
在
家
人
﹂
釋
門
自
鏡

錄

(31
)

｢罪
業
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
業
﹂
毘
・
思
・
磧

(32
)

｢居
家
人
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
在
家
人
﹂
釋
門
自
鏡

錄

(33
)

｢居
家
人
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
在
家
人
﹂
釋
門
自
鏡

錄

(34
)

｢欲
論
﹂
毘
・
思
・
磧
：﹁
論
欲
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再

(35
)

｢民
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
思
・
磧
：﹁
人
﹂

(36
)

[曾
聞
︐
此
說
︐
爲
當
不
聞
︒
若
已
曾
聞
不
應
L
背
︒
若
未
曾
聞
今
宜

憶
持
﹈
麗
初

(地
の
�
)
・
金

(夾
�
)
・
麗
再

(夾
�
)
・
思

(行
替

え
)
・
毘

(行
替
え
)
・
磧

(行
替
え
)
／
(地
の
�
)
同
じ
︒

(37
)

｢迺
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
乃
﹂
毘
・
思
・
磧

(38
)

｢¡
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
提
﹂
毘
・
思
・
磧

(39
)

｢四
空
法
︒
若
食
肉
者
是
障
戒
法
︒
若
﹂
麗
初

(地
の
�
)
・
金

(夾

�
)
・
麗
再

(地
の
�
)
・
思

(地
の
�
)
・
毘

(
地
の
�
)
・
磧

(地
の

�
)
(字
の
�
)

(40
)

〈障
四
攝
法
︒
若
食
肉
者
是
障
四
無
量
心
﹀
麗
初

(地
の
�
)
・
金

(夾

�
)
・
麗
再

(
夾
�
)
・
思

(地
の
�
)
・
毘

(地
の
�
)
・
磧

(地
の

�
)
(地
の
�
)

(41
)

｢乃
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
思
・
磧
：﹁
迺
﹂
毘

(42
)

｢以
無
菩
¡
法
﹂
麗
初
・
麗
再
：﹁
以
無
菩
¡
﹂
金
：﹁
法
無
菩
¡
法
﹂

毘
・
思
・
磧

(43
)

｢
臭
腥
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
腥
臭
﹂
釋
門
自
鏡
錄

(44
)

｢
蝍
蛆
﹂﹇
參
考
﹈﹇
�
﹈
5
琳
﹃
一
切
經
c
義
﹄
卷
九
九
﹁
蝍
蛆
︿
上

甑
力
反
︒
下
子
餘
反
︒﹃
許
叔
重
淮
南
子
﹄
云
︐
蝍
蛆
︐
一
名
吳

公
也
︒﹃
說
�
﹄
︐
竝
從
蟲
︐
卽
︑
且
皆
聲
﹀﹂
(
大
正
五
四
・
九
二
一

中
)
︒

(45
)

｢甘
螮
﹂﹇
參
考
﹈﹇
�
﹈
5
琳
﹃
一
切
經
c
義
﹄
卷
九
九
﹁
甘
螮
︿
怚

太
反
︒﹃
考
聲
﹄
︐
螮
︐
蛇
也
︒﹃
�
韻
﹄
︐
亦
蛇
也
︒
或
作
帶
也
﹀﹂

(大
正
五
四
・
九
二
一
中
)
︒

(46
)

｢嗜
﹂
麗
初
：﹁
嗜
着
﹂
金
・
麗
再
：﹁
嗜
著
﹂
毘
・
思
・
磧

(47
)

｢豺
犬
﹂﹇
參
考
﹈﹇
�
﹈
5
琳
﹃
一
切
經
c
義
﹄
卷
九
九
﹁
豺
犬
︿
床

皆
反
︒﹃
郭
�
爾
�
﹄
云
︐
豺
︐
脚
似
狗
也
︒﹃
說
�
﹄
︐
狼
屬
也
︒

從
豸
才
聲
︒
豸
c
池
爾
反
︒
﹃
︹
廣
弘
�
︺
集
﹄
從
犬
作
錆
︐
無
此

字
︐
非
也
﹀﹂
(
大
正
五
四
・
九
二
一
中
)
︒

(48
)

｢野
干
﹂
5
琳
・
釋
門
自
鏡
錄
：﹁
犴
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・

磧
︒
[
�
﹈
5
琳
﹃
一
切
經
c
義
﹄
卷
九
九
﹁
野
干
︿
¸
¦
反
︒
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郭
璞
曰
︐
射
干
能
緣
木
也
︒
﹃
廣
志
﹄
云
︐
�
果
於
危
巖
高
木
也
︒

﹃
︹
廣
弘
�
︺
集
﹄
從
犬
作
﹁
犴
﹂
︐
非
也
﹀﹂
(大
正
五
四
・
九
二
一

中
)
︒

(49
)

｢
�
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
何
﹂
釋
門
自
鏡
錄

(50
)

｢
臭
腥
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
臭
穢
﹂
釋
門
自
鏡
錄

(51
)

｢誦
﹂
麗
初
：﹁
-
﹂
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧

(52
)

｢
�
說
﹂
釋
門
自
鏡
錄
：﹁
說
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧

(53
)

｢當
知
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
若
﹂
釋
門
自
鏡
錄

(54
)

｢腸
﹂
麗
初
・
金
・
毘
：﹁
腹
﹂
麗
再
・
思
・
磧
︒
[參
考
﹈

(55
)

｢抉
﹂
麗
再
・
思
・
磧
・
釋
門
自
鏡
錄
：﹁
決
﹂
麗
初
・
金
・
毘

(56
)

｢
噉
食
眾
生
是
瘖
因
噉
食
眾
﹂
麗
再
夾
�

(57
)

｢
殺
﹂
5
琳
：﹁
瘍
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
︒
[
�
﹈
5
琳

﹃
一
切
經
c
義
﹄
卷
九
九
﹁
是
殺
︿
盈
隻
反
︒﹃
考
聲
﹄
︐
歷
殺
︐

皮
上
病
也
︒
正
從
疒
︒
﹃
︹
廣
弘
�
︺
集
﹄
作
瘍
︐
俗
字
也
﹀﹂
(大

正
五
四
・
九
二
一
中
)
︒

(58
)

｢
雑
﹂
：﹁
癅
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
︒
[
�
﹈
5
琳
﹃
一
切

經
c
義
﹄
卷
九
九
﹁
是
雑
︿
柳
周
反
︒﹃
廣
�
﹄
云
︐
雑
︐
病
也
︒



野
王

(﹃
玉
�
﹄
)
云
︐
腫
結
不
潰
散
也
︒﹃
說
�
﹄
︐
腫
也
︒
從

皐
畱
聲
︒
﹃
︹
廣
弘
�
︺
集
﹄
作
癅
︐
俗
字
﹀﹂
(大
正
五
四
・
九
二
一

中
)
︒

(59
)

｢
薩
﹂
5
琳
：﹁
瘻
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
︒
[
�
﹈
5
琳

﹃
一
切
經
c
義
﹄
卷
九
九
﹁
是
薩
︿
樓
豆
反
︒﹃
郭
璞
山
海
經
﹄
云
︐

捌
︐︷
癕
︸
也
︒﹃
說
�
﹄
︐
頸
腫
也
︒
從
皐
婁
聲
︒
﹃
︹
廣
弘
�
︺

集
﹄
作
﹁
瘻
﹂
︐
俗
字
﹀﹂
(大
正
五
四
・
九
二
一
下
)
︒

(60
)

｢啖
﹂
麗
初
・
金
：﹁
噉
﹂
麗
再
・
毘
・
思
・
磧

(61
)

｢
噉
食
眾
生
是
¦
熱
因
噉
食
眾
生
﹂
麗
再
夾
�

(62
)

｢腑
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
思
：﹁
府
﹂
毘
・
磧

(63
)

｢顚
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
思
：﹁
癲
﹂
毘
・
磧

(64
)

｢苦
因
﹂
麗
初
・
金
・
毘
・
思
・
磧
：
：﹁
因
﹂
麗
再

(65
)

｢
噉
食
眾
生
是
想
地
獄
因
⁝
⁝
大
熱
地
獄
因
﹂﹇
�
行
句
﹈﹃
慈
悲
�
場

懺
法
﹄
卷
九
：
今
日
�
場
同
業
大
眾
︐
重
復
至
心
五
體
投
地
︐
�

爲
十
方
盡
虛
空
界
︐
一
切
地
獄
︑
飮
銅
地
獄
︑
眾﹅

合﹅

地﹅

獄﹅

︑
叫﹅

喚﹅

地﹅

獄﹅

︑
大﹅

叫﹅

喚﹅

地﹅

獄﹅

︑
熱﹅

地﹅

獄﹅

︑
大﹅

熱﹅

地﹅

獄﹅

︑
炭
坑
燒
林
︐
如
是

等
無
量
無
邊
眷
屬
等
獄
︐
今
日
現
u
苦
眾
生
︿
某
甲
﹀
等
︐
以
菩

提
心
︐
�
代
歸
依
世
閒
大
慈
悲
父
︒
(
大
正
四
五
・
九
五
九
上
︒
$
山

二
〇
二
一
：
三
九
七
～
三
九
六
頁
)
︒

(66
)

｢
噉
食
眾
生
是
八
¦
八
熱
地
獄
因
︒
乃
至
是
八
萬
四
千
鬲
子
地
獄
因
﹂

﹇
�
行
句
﹈﹃
慈
悲
�
場
懺
法
﹄
卷
一
﹁
印
復
無
始
以
來
︐
至
于
今

日
︐
以
三
不
善
根
µ
四
顛
倒
︐
�
作
五
�
︐
行
於
十
惡
︐
熾
然
三

詠
︐
長
養
八
苦
︐
�
八﹅

¦﹅

︑
八﹅

熱﹅

諸
地﹅

獄﹅

因﹅

︐
�
八﹅

萬﹅

四﹅

千﹅

鬲﹅

子﹅

地﹅

獄﹅

因﹅

︐
�
一
切
畜
生
因
︐
�
一
切
¡
鬼
因
︐
�
人
天
生
老
病
死

種
種
苦
因
︐
u
於
六
�
無
量
苦
果
︐
難
可
堪
忍
︐
不
可
聞
見
﹂

(大
正
四
五
・
九
二
七
中
︒
$
山
二
〇
二
一
：
三
九
七
～
三
九
六
頁
)
︒

(67
)

｢
蹔
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
暫
﹂
毘
・
思
・
磧

(68
)

｢
蹔
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
暫
﹂
毘
・
思
・
磧

(69
)

｢中
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
但
苦
中
﹂
毘
・
思
・
磧

(70
)

[
�
行
句
﹈﹇
�
﹈
�
世
﹃
法
苑
珠
林
﹄
卷
九
三
﹁
歷
劫
長
夜
︐
無
D
窮

已
︐
如
上
﹃
論
﹄
說
︐﹁
D
一
女
人
五
百
世
�
狼
兒
︐
狼
兒
亦
五

百
世
�
其
母
﹂
︐
印
﹁
D
女
人
︐
五
百
世
斷
鬼
命
根
︐
鬼
亦
五
百

世
斷
其
命
根
﹂
(大
正
五
三
・
九
七
〇
下
)
︒﹃
諸
經
C
集
﹄
卷
一
七

﹁
歷
劫
長
夜
︐
無
D
窮
已
︐
如
﹃
婆﹅

沙﹅

論﹅

﹄
說
︐﹁
D
一
女
人
五
百

世
�
狼
兒
︐
狼
兒
亦
五
百
世
�
其
子
︒
印
D
女
人
五
百
世
斷
鬼
命
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根
︐
鬼
亦
五
百
世
斷
其
命
根
﹂︒

(71
)

｢推
列
﹂
麗
初
・
思
・
磧
：﹁
推
例
﹂
金
・
麗
再
・
毘
：﹁
準
例
﹂
釋
門

自
鏡
錄

(72
)

｢以
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
已
﹂
毘
・
思
・
磧

(73
)

[
�
行
句
﹈﹇
�
﹈
�
世
﹃
法
苑
珠
林
﹄
卷
九
三
﹁
故
知
經
歷
六
�
︐
備

u
怨
報
︐
或
經
爲
師
長
︐
或
是
父
母
︐
或
是
兄
弟
︐
或
是
姉
妹
︐

或
是
兒
孫
︐
或
是
²
友
︐
今
是
凡
身
各
無
�
眼
︐
不
能
分
別
︒
³

相
噉
食
︐
不
自
覺
知
︒
噉
食
之
時
︐
此
物
D
靈
︐
卽
生
瞋
恨
︐
³

成
怨
讐
︐
骨
肉
至
親
反
變
成
怨
︒
如
是
之
事
︐
豈
可
不
思
︒
暫
爭

舌
端
一
時
少
味
︐
永
與
慈﹅

親
長
爲
怨
對
︒
可
爲
痛
心
︐
難
以
言

說
﹂
(大
正
五
三
・
九
七
〇
下
)
︒
�
世
﹃
諸
經
C
集
﹄
卷
一
七
﹁
故

知
經
歷
六
�
︐
備
u
怨
報
︒
或
經
爲
師
長
︐
或
是
父
母
︐
或
是
兄

弟
︐
或
是
姉
妹
︐
或
是
兒
孫
︐
或
是
²
友
︐
今
是
凡
身
各
無
�
眼
︐

不
能
分
別
︐
³
相
噉
食
︐
不
自
覺
知
︒
噉
食
之
時
︐
此
物
D
靈
︐

卽
生
瞋
恨
︐
³
成
怨
讐
︒
骨
肉
至
親
反
變
成
怨
︒
如
是
之
事
︐
豈

可
不
思
︒
暫
爭
舌
端
一
時
少
味
︐
永
與
怨﹅

親
長
爲
怨
對
︒
可
爲
痛

心
︐
難
以
言
說
﹂
(大
正
五
四
・
一
五
五
下
)
︒

(74
)

｢無
D
�
眼
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
無
�
眼
力
﹂
釋
門

自
鏡
錄

(75
)

｢修
行
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
思
・
磧
：﹁
値
﹂
毘

(76
)

｢深
心
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
深
﹂
毘
・
思
・
磧

(77
)

｢
詠
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
詠
亦
﹂
毘
・
思
・
磧

(78
)

｢輙
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
輒
﹂
毘
・
思
・
磧

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
)
﹁
輒
﹂
は
è
り

(79
)

｢上
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
思
・
磧
：﹁
止
﹂
毘

(80
)

｢
殺
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
殺
生
﹂
毘
・
思
・
磧

(81
)

｢輙
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
輒
﹂
毘
・
思
・
磧

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
)
﹁
輒
﹂
は
è
り

(82
)

｢
祝
﹂
麗
初
・
金
・
毘
・
思
・
磧
・
思
：﹁
祀
﹂
麗
再

(83
)

｢
鮫
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
惡
﹂
毘
・
思
・
磧

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
)
﹁
惡
﹂
は
è
り

(84
)

｢寺
官
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
：﹁
寺
三
官
﹂
思
・
磧

(85
)

｢申
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
伸
﹂
毘
・
思
・
磧

(86
)

｢復
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
復
D
﹂
毘
・
思
・
磧

(87
)

｢披
﹂
麗
初
・
毘
・
思
・
金
・
磧
：﹁
被
﹂
麗
再

(88
)

｢
«
盜
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
盜
戒
﹂
毘
・
思
・
磧

(89
)

｢
揵
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
犍
﹂
毘
・
思
・
磧

(90
)

｢取
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
�
﹂
毘
・
思
・
磧

(91
)

｢
諸﹅

天﹅

亦
應
±
滿
虛
空
︐
諸﹅

仙﹅

亦
應
±
滿
虛
空
︐
護﹅

世﹅

四﹅

王﹅

亦
應
在
此
﹂

⁝
⁝
﹁
一
切
持﹅

咒﹅

神
王
︑
六
方
大
護
都
b
安
國
︒
如
是
一
切
D
大

神
足
力
︑
D
大
威
德
力
︑
以
如
是
一
切
善
神
︐
±
滿
虛
空
︒
五﹅

方﹅

龍﹅

王﹅

﹂﹇
�
行
句
﹈
梁
武
�
﹁
東
都
發
願
�
﹂
(
黃
�
・
吳
洩
一
九
九

五
：
二
八
四
頁
)
﹁
弟
子
蕭
衍
今
日
於
十
方
盡
虛
空
界
一
切
三
寶
�
︐

諸﹅

天﹅

︑
諸﹅

仙﹅

︑
聰


正
直
護﹅

法﹅

善
神
︐
十
方
無
邊
一
切
幽
顯
︐
不

可
說
言
廣
大
眾
中
︐
慚
愧
懺
悔
︐
功
德
淸
淨
﹂
(李
秀
花
二
〇
〇

八
：
三
六
頁
︒
$
山
二
〇
一
〇
：
三
九
八
頁
)
︒﹃
慈
悲
�
場
懺
法
﹄
卷

一
﹁
今
日
�
場
同
業
大
眾
︐
宜
各
慇
重
︐
µ
勇
猛
心
︐
不
放
逸
心
︐

安
�
心
︑
大
心
︑
"
心
︑
大
慈
悲
心
︑
樂
善
心
︑
歡
喜
心
︑
報
恩

心
︑
度
一
切
心
︑
守
護
一
切
心
︑
救
護
一
切
心
︑
同
菩
¡
心
︑
等

如
來
心
︐
一
心
志
5
︐
五
體
投
地
︒
奉
爲
國
王
︑
�
)
︑
土
地
人

民
︑
父
母
︑
師
長
︑
上
中
下
座
善
惡
知
識
︑
諸﹅

天﹅

︑
諸﹅

仙﹅

︐
護﹅

世﹅

四﹅

王﹅

︐
)
善
罰
惡
︐
守
護
︐
持﹅

呪﹅

︐
五﹅

方﹅

龍﹅

王﹅

︑
龍
神
八
部
︐
廣
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a
十
方
無
窮
無
盡
含
靈
�
識
水
陸
︑
空
界
一
切
眾
生
︒
(大
正
四

五
・
九
二
三
中
︒
徐
立
强
一
九
九
八
：
二
〇
〇
～
二
〇
一
頁
︒
$
山
二
〇

一
〇
：
三
九
八
頁
)
︒
同
卷
﹁
國
王
︑
�
)
︑
土
地
人
民
︑
父
母
︑

師
長
︑
信
施
檀
越
︑
善
惡
知
識
︑
諸﹅

天﹅

︑
諸﹅

仙﹅

︑
聰


正
直
︑
天

地
虛
空
︑
護﹅

世﹅

四﹅

王﹅

︑
)
善
罰
惡
︑
守
護
持﹅

呪﹅

︑
五﹅

方﹅

龍﹅

王﹅

︑
龍

神
八
部
︒
︐
廣
a
十
方
無
窮
無
盡
一
切
眾
生
︑
重
復
歸
依
十
方
盡

虛
空
界
一
切
諸
佛
︿
一
拜
﹀
︐
歸
依
十
方
盡
虛
空
界
一
切
�
法

︿
一
拜
﹀
︐
歸
依
十
方
盡
虛
空
界
一
切
賢
¿
︿
一
拜
﹀︒﹂
(大
正
四

五
・
九
二
四
上
～
中
︒
$
山
二
〇
一
〇
：
三
九
八
頁
)
︒﹃
同
﹄
同
卷

﹁
奉
爲
D
識
神
以
來
︐
至
于
今
身
︐
經
生
父
母
︐
歷
劫
親
緣
︑
和

尙
︑
阿
闍
梨
︑
同
壇
�
證
上
中
下
座
︑
信
施
檀
越
︑
善
惡
知
識
︑

諸﹅

天﹅

︑
諸﹅

仙﹅

︑
護﹅

世﹅

四﹅

王﹅

︑
)
善
罰
惡
︑
守
護
︐
持﹅

呪﹅

︑
五﹅

方﹅

龍﹅

王﹅

︑
龍
神
八
部
︐
廣
a
十
方
無
窮
無
盡
一
切
眾
生
︐
歸
依
世
閒
大

慈
悲
父
﹂
(九
二
五
上
～
中
)
︒﹃
同
﹄
卷
二
﹁
國
王
︑
�
)
︑
父
母
︑

師
長
︑
歷
劫
親
緣
︑
一
切
眷
屬
︑
善
惡
知
識
︑
諸﹅

天﹅

︑
諸﹅

仙﹅

︑
護﹅

世﹅

四﹅

王﹅

︑
)
善
罰
惡
︑
守
護
持﹅

呪﹅

︑
五﹅

方﹅

龍﹅

王﹅

︑
龍
神
八
部
︑
一

切
靈
Ø
︑
�
去
現
在
窮
未
來
際
一
切
怨
親
a
非
怨
親
︑
四
生
六
�

一
切
眾
生
︐
歸
依
世
閒
大
慈
悲
父
﹂
(大
正
四
五
・
九
三
一
中
)
︒

(92
)

錯
鯵

︱
︱
金
藏
﹁
應
±
滿
虛
空
護
世
四
王
⁝
⁝
亦
應
±
滿
在
此
天
﹂

十
二
行

(大
正
五
二
・
二
九
七
下
⁝
⁝
二
九
八
上
)
と
﹁


本
心
弟
蕭

衍
⁝
⁝
僧
尼
各
³
本
寺
正
佛
法
﹂
十
二
行

(大
正
五
二
・
二
九
八
上

⁝
⁝
二
九
八
上
)
が
閒
十
一
行
を
挾
み
�
轉
︒

(93
)

｢以
如
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
如
﹂
毘
・
思
・
磧

(94
)

｢
揵
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
乹
﹂
毘
・
思
・
磧

(95
)

｢婁
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
樓
﹂
毘
・
思
・
磧

(96
)

｢
畟
﹂
麗
初
：﹁
仄
﹂
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
側
﹂
釋
門
自
鏡
錄

(97
)

｢昌
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
唱
﹂
毘
・
思
・
磧

(98
)

｢
僧
尼
﹂
麗
初
・
金
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
僧
﹂
麗
再

(99
)

｢正
數
﹂
中
�

寺
經
：﹁
丐
數
﹂
毘
・
思
・
磧
：﹁
與
數
﹂
麗
初
・
麗

再
：﹁
數
﹂
金

(
100
)

[
�
行
句
﹈﹃
釋
門
自
鏡
錄
﹄
卷
下
﹁
弟
子
蕭
衍
︐
印
敬
白
諸
大
德
僧
尼
︒

﹁
弟
子
蕭
衍
於
十
方
佛
法
僧
�
︐
與
諸
僧
尼
共
申
�
誓
︒
今
日
集

會
此
是
大
事
因
緣
︒
非
直
一
切
諸
佛
在
此
︐
一
切
法
僧
在
此
︐
諸

天
︐
護
世
四
王
︐
金
剛
密
迹
︐
e
醯
首
羅
︐
散
脂
大
將
︐
十
方
一

切
八
部
龍
神
︐
D
大
神
足
︐
D
大
威
德
︐
皆
應
在
此
側
塞
虛
空
︒

如
是
幽
顯
莫
不
鑑
觀
︒
古
人
D
言
︐﹁
非
知
之
難
︐
其
在
行
之
﹂﹂

(大
正
五
一
・
八
一
六
下
)
︒

(
101
)

｢持
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
持
禁
﹂
毘
・
思
・
磧

(
102
)

｢弟
子
⁝
⁝
﹂﹇
�
行
句
﹈﹇
南
宋
﹈
志
磐
﹃
佛
祖
瓜
紀
﹄
卷
三
七
﹁
上

集
諸
沙
門
︐
製
�
立
誓
永
斷
酒
食
︒
其
略
云
︐﹁
弟
子
蕭
衍
︐
從

今
已
去
︐
若
飮
酒
放
逸
︐
啖
食
眾
生
︐
乃
至
É
蜜
酥
酪
︐
願
一
切

鬼
神
先
當
苦
治
弟
子
︐
將
付
地
獄
︒
眾
生
成
佛
︐
v
在
阿
 
︒
僧

尼
飮
酒
食
肉
︐
亦
應
如
此
加
治
﹂︒
是
時
復
集
僧
尼
一
千
四
百
四

十
八
人
︐
於
華
林
殿
»
雲
法
師
-
﹃
𣵀
槃
經
﹄
中
食
肉
斷
大
慈
悲

種
子
之
�
︒
上
親
席
地
︐
與
眾
同
聽
﹂
(
大
正
四
九
・
三
四
九
中
)
︒

(
103
)

｢以
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
已
﹂
毘
・
思
・
磧

(
104
)

｢蘇
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
酥
﹂
毘
・
思
・
磧

(
105
)

｢匡
正
﹂
麗
初
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
正
﹂
金

(
106
)

｢經
﹂
麗
初
：﹁
經
法
﹂
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧

(
107
)

｢治
擧
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
擧
治
﹂
毘
・
思
・
磧

(
108
)

｢
蹔
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
暫
﹂
毘
・
思
・
磧

(
109
)

｢止
﹂
麗
初
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
正
﹂
金
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(
110
)

｢子
肉
﹂
麗
再
・
思
・
磧
：﹁
子
﹂
麗
初
・
金
・
毘

(
111
)

｢
懕
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
厭
﹂
毘
・
思
・
磧

(
112
)

｢甚
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
其
﹂
毘
・
思
・
磧

(
113
)

｢
懕
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
厭
﹂
毘
・
思
・
磧

(
114
)

｢令
﹂
毘
・
思
・
磧
：﹁
於
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再

(
115
)

｢爽
﹂
麗
初
・
毘
・
磧
・
思
・
麗
再
：﹁
䔪
﹂
金

(
116
)

｢性
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
生
﹂
毘
・
磧
・
思

(
117
)

｢用
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
因
﹂
毘
・
磧
・
思

(
118
)

｢裁
﹂
麗
初
・
麗
再
：﹁
纔
﹂
金
・
毘
・
磧
・
思

(
119
)

｢
+
共
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
)
﹁
共
+
﹂
は
è
り

(
120
)

｢苦
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
︐
校
勘
な
し
)
﹁
若
﹂
は
è
り

(
121
)

｢
節
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
到
﹂
毘
・
磧
・
思

(
122
)

｢
幷
右
牒
僧
尼
合
一
千
四
百
四
十
八
人
︒
二
十
三
日
旦
︐
光
宅
寺
法
雲
︐

於
華
林
殿
�
登
東
向
高
座
爲
法
師
︐
瓦
官
寺
5


︐
登
西
向
高
座

爲
都
-
︒
唱
﹃
大
𣵀
槃
經
﹄
四
相
品
四
分
之
一
︐
陳
﹁
食
肉
者
斷

大
慈
種
﹂
義
︐
法
雲
解
釋
︒
輿
駕
親
御
︐
地
鋪
席
位
於
高
座
之
北
︒

僧
尼
二
眾
︐
各
以
J
列
坐
﹂

[比
-
﹈﹃
釋
門
自
鏡
錄
﹄
卷
下
﹁
于
時
僧
尼
一
千
四
百
四
十
八
人
︐

集
華
林
殿
�
︐
令
光
宅
寺
雲
法
師
昇
座
︐
-
﹃
𣵀
槃
經
﹄﹁
四
相

品
﹂
四
分
之
一
︐
陳
﹁
食
肉
者
斷
大
慈
種
﹂
義
︒
御
親
席
地
在
高

座
北
︒
後
印
集
義
學
僧
尼
二
百
人
於
華
光
殿
︐
令
諸
律
學
沙
門
昇

高
座
︐
御
地
鋪
而
坐
制
旨
︒
問
曰
︐
集
大
眾
求
律
中
5
︒
聞
諸
僧

�
﹁﹃
律
﹄
中
無
斷
肉
法
︒
印
無
懺
悔
食
肉
法
﹂
(大
正
五
一
・
八
一

八
上
)

(
123
)

｢昇
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
升
﹂
毘
・
思
・
磧

(
124
)

｢斷
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
斷
酒
﹂
毘
・
思
・
磧

(
125
)

｢開
Ý
﹂
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
開
示
Ý
﹂
麗
初

(
126
)

｢末
﹂
麗
初
・
金
：﹁
未
﹂
麗
再
・
毘
・
思
・
磧

(
127
)

[參
考
﹈﹃
釋
門
自
鏡
錄
﹄
卷
下
﹁
律
師
法
超
奉
答
︐﹁
敎
是
一
而
︐
人

取
不
同
︒
律
雖
許
三
種
淨
肉
︐
5
欲
永
斷
︒
何
以
知
之
︒
先


斷

十
種
不
淨
︐
J
令
食
三
種
淨
肉
︐
末
令
食
九
種
淨
肉
︒
如
是
漸
制
︒

�
是
5
欲
永
斷
﹂︒
印
問
僧
辯
答
︐﹁
但
敎
D
淺
深
︐
階
à
引
物
︒

理
當
是
�
︒
但
敎
未
極
﹂︒
印
問
︐﹁
其
食
肉
者
︐
爲
是
慈
悲
心
無

慈
悲
心
﹂︒
答
︐﹁
此
非
慈
悲
﹂︒
印
問
︐﹁
律
敎
欲
b
人
出
離
不
﹂︒

答
︐﹁
令
人
出
離
﹂︒
印
問
︐﹁
食
肉
得
出
離
否
﹂︒
答
︐﹁
不
得
﹂︒

印
問
︐﹁
寶
度
律
師
如
何
﹂︒
答
曰
︐﹁
愚
短
�
解
︐
只
是
漸
敎
︒

�
以
律
�
︐
許
噉
三
種
淨
肉
︒
若
𣵀
槃
究
悦
︐
不
許
食
肉
︒
若
利

根
者
︐
於
三
種
淨
肉
︐
敎
卽
得
不
食
︒
若
鈍
根
人
︐
方
待
後
敎
﹂

(大
正
五
一
・
八
一
八
上
)
︒
以
上
の
下
線
部
は
の
下
線
部
は
﹃
廣
弘



集
﹄
諸
本
に
な
い
︒

(
128
)

｢駈
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
驅
﹂
毘
・
思
・
磧

(
129
)

｢未
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
思
・
磧
：﹁
夫
﹂
毘

(
130
)

｢常
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
嘗
﹂
毘
・
思
・
磧

(
131
)

｢非
疑
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
不
﹂
毘
・
思
・
磧

(
132
)

｢
惛
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
昬
﹂
毘
・
思
・
磧

(
133
)

｢
詺
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
不
﹂
毘
・
思
・
磧

(
134
)

｢具
足
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
具
﹂
毘
・
思
・
磧

(
135
)

｢令
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
：﹁
今
答
﹂
思
・
磧

(
136
)

｢坐
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
座
﹂
毘
・
思
・
磧

(
137
)

｢斷
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
斷
肉
經
﹂
毘
・
思
・
磧
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(
138
)

｢以
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
已
﹂
毘
・
思
・
磧
︒

(
139
)

｢懺▯

悔▯

﹂
金
・
麗
再

(
�
後
;
角
ア
キ
)
：﹁
懺
﹂
麗
初
・
毘
・
思
・

磧
︒

(
140
)

｢重
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
・
釋
門
自
鏡
錄
︒
懷
信
﹃
釋

門
自
鏡
錄
﹄
卷
下
﹁
印
復
慚
愧
︐
不
得
重
犯
︒
如
其
重
犯
︐
罪
?

彌
大
﹂
(大
正
五
一
・
八
一
八
中
)
︒

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
)
a
び
校
勘

(宋
本

=

思
)
﹁
直
﹂
は

è
り

(
141
)

｢問
︐
法
師
是
⁝
⁝
法
寵
無
復
答
︒
法
寵
奉
答
事
畢
︐
三
律
師
竝
下
｣

『釋
門
自
鏡
錄
﹄
該
當
部
は
右
�
を
﹁
�
與
諸
大
德
½
�
數
�
︐

皆
不
能
答
﹂
と
記
記
す
る
︒

(
142
)

【④
c
︼﹁
印
敕
始
興
寺
景
猷
昇
高
座
﹂
⁝
⁝
︻
④
d
︼
末
尾
﹁
制
說
此

語
悦
︐
僧
尼
行
�
︐
禮
拜
懺
悔
︐
設
會
事
畢
出
｣

こ
の
箇
�
を

﹃
釋
門
自
鏡
錄
﹄
卷
下
は
﹁
印
敕
景
猷
昇
高
座
︐
讀
﹃
楞
伽
﹄︑

﹃
鴦
掘
e
羅
﹄︑﹃
𣵀
槃
﹄
等
﹃
經
﹄
︐


斷
肉
義
︒
唱
﹃
經
﹄
�
悦
︐

設
會
畢
出
﹂
と
略
記

(
143
)

｢
+
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
e
﹂
毘
・
思
・
磧

(
144
)

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
四
﹁
四
相
品
﹂
第
七
之
一

(大
正
一
二
・
六
二

六
中
～
下
)
︒﹇
參
考
﹈
北
本

(曇
無
讖
譯
)
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
四

﹁
如
來
性
品
﹂
第
四
之
一

(大
正
一
二
・
三
八
六
中
～
下
)
︒

(
145
)

｢此
品
⁝
⁝
不
復
重
唱
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
思
・
磧
：﹁
な
し
﹂
毘

(
146
)

｢蘇
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
酥
﹂
毘
・
思
・
磧

(
147
)

｢蘇
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
酥
﹂
毘
・
思
・
磧

(
148
)

｢蘇
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
酥
﹂
毘
・
思
・
磧

(
149
)

｢貝
﹂
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
眞
﹂
麗
初

(
150
)

｢
揵
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
乾
﹂
毘
・
思
・
磧

(
151
)

｢
衣
5
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
思
・
磧
：﹁
衣
5
衣
5
﹂
毘

★
大
正
藏
校
勘
記

(
宮
本

=

毘
)
﹁
衣
5
﹂
は
è
り

(
152
)

｢
衣
想
故
斷
十
種
肉
衣
想
故
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
衣

想
故
﹂
毘

(
153
)

｢
�
﹂
麗
初
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
可
﹂
金
・
麗
再

(
154
)

｢似
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
・
北
本
諸
本
：﹁
貌
﹂
南
本
諸

本

(
155
)

｢讀
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
思
・
磧
・
北
本
諸
本
・
南
本
諸
本
：﹁
讚
﹂

毘

(
156
)

｢
�
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
磧
・
北
本
諸
本
・
南
本
諸
本
：﹁
復
﹂

思

(
157
)

｢鬚
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
磧
・
毘
・
思
・
北
本
諸
本
・
南
本
麗
再
：

﹁
鬢
﹂
南
本
宋

(
158
)

｢髮
爪
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
・
北
本
諸

本
・
南
本
麗

再
：﹁
爪
髮
﹂
南
本
宋

(
159
)

｢嫉
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
・
北
本
諸
本
・
南
本
麗
再
：

﹁
疾
﹂
南
本
宋

(
160
)

｢離
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
・
北
本
麗
再
・
南
本
諸
本
：

﹁
雜
﹂
北
本
宋

(
161
)

｢不
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
・
北
本
諸
本
・
南
本
麗
再
：

﹁
淸
﹂
南
本
宋

(
162
)

｢諍
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
・
北
本
諸
本
・
南
本
麗
再
：

﹁
爭
﹂
南
本
宋

(
163
)

｢肉
魚
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
南
本
諸
本
：﹁
魚
肉
﹂
毘
・
思
・
磧
・
北

本
諸
本

(
164
)

｢果
﹂
麗
再
・
毘
・
思
・
北
本
諸

本
・
南
本
宋
：﹁
菓
﹂
麗
初
・
金
・
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磧
・
南
本
麗
再

(
165
)

｢
ñ
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
北
本
諸
本
・
南
本
諸
本
：﹁
殖
﹂
毘
・
思
・

磧

(
166
)

｢蠱
﹂
麗
初
・
金
・
毘
・
磧
・
北
本
諸
本
・
南
本
諸
本
：﹁
蟲
﹂
麗
再
・

思

(
167
)

｢幻
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
・
北
本
麗
本
・
北
本
宋
・
南

本
諸
本
：﹁
ó
﹂
北
本
宮

(
168
)

｢倡
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
・
北
本
麗
本
・
北
本
宋
・
南

本
諸
本
：﹁
唱
﹂
北
本
宮

(
169
)

｢雜
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
北
本
諸
本
・
南
本
諸
本
：﹁
離
﹂
毘
・
思
・

磧

(
170
)

｢佛
言
£
葉
︐﹂
と
句
切
っ
た
︒﹇
參
考
﹈
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
四

﹁
佛﹅

言﹅

£﹅

葉﹅

︐﹁
善﹅

男﹅

子﹅

︐
汝
今
不
應
作
如
是
言
︒
燈
滅
盡
已
無
D

方
�
︒
如
來
亦
爾
︒
既
滅
度
已
︐
無
D
方
�
︒
⁝
⁝
﹂
(大
正
一

二
・
六
三
〇
上
)
︒

(
171
)

｢洗
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
思
・
磧
・
北
本
諸
本
・
南
本
諸
本
：﹁
洒
﹂

毘

(
172
)

[南
�
宋
﹈
求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
經
﹄
卷
四
﹁
一
切
佛

語
心
品
﹂
第
四

(大
正
第
一
六
卷
第
六
七
〇
號
︒
大
正
一
六
・
五
一
三

中
～
下
)

(
173
)

｢楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
經
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
思
・
磧
・
楞
伽
經

(
衣
本

な
し
)
：﹁
楞
伽
經
﹂
毘

(
174
)

｢惟
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
楞
伽
經

(
衣
本
な
し
)
：﹁
唯
﹂
毘
・
思
・
磧

(
175
)

｢
著
﹂
毘
・
楞
伽
經

(
衣

本
な
し
)
：﹁
着
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
嗜
﹂

思
・
磧

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
)
﹁
著
﹂
は
è
り

(
176
)

｢惟
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
楞
伽
經

(
衣
本
な
し
)
：﹁
唯
﹂
毘
・
思
・
磧

(
177
)

｢惟
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
楞
伽
經

(
衣
本
な
し
)
：﹁
唯
﹂
毘
・
思
・
磧

(
178
)

｢
著
﹂
毘
・
思
・
磧
・
楞
伽
經

(
衣
本
な
し
)
：﹁
着
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
)
﹁
著
﹂
は
è
り

(
179
)

｢
a
﹂
麗
初
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
反
﹂
金

(
180
)

｢
敎
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
殺
﹂
毘
・
思
・
磧

(
181
)

｢訶
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
：﹁
呵
﹂
思
・
磧
・
楞
伽
經
麗
初

(
182
)

｢穢
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
︐
校
勘
無
し
)
﹁
穩
﹂
は
è
り

(
183
)

｢旃
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
思
・
磧
：﹁
栴
﹂
毘
・
楞
伽
經
麗
初

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
︐
校
勘
無
し
)
﹁
栴
﹂
は
è
り

(
184
)

｢
+
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
：﹁
e
﹂
思
・
磧

(
185
)

｢訶
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
：﹁
呵
﹂
思
・
磧
・
楞
伽
經
麗
初

(
186
)

｢
閡
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
礙
﹂
毘
・
思
・
磧
・
楞
伽
經
麗
初

(
187
)

｢蒜
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
䔉
﹂
思
・
磧
：﹁
等
﹂
毘

(
188
)

﹃
廣
弘


集
﹄
卷
二
六

(
大
正
五
二
・
三
〇
二
中
～
下
)
︒
求
c
跋
陀
羅
譯

﹃
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
經
﹄
卷
㈣

(大
正
一
六
・
五
一
四
中
)
︒
求
c
跋

陀
羅
譯
﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
卷
一

(大
正
二
・
五
二
一
中
)
︒
同
譯

﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
卷
四

(
大
正
二
・
五
四
〇
下
～
五
四
一
上
)
︒

(
189
)

｢
諸
﹂
麗
初
・
金
・
思
・
磧
・
楞
伽
麗
再
・
楞
伽
毘
・
楞
伽
思
：﹁
故
﹂

麗
再
・
毘

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
)
a
び
校
勘
記

(宋
本

=

思
)
は
è
り

(
190
)

｢5
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
悲
﹂
楞
伽
麗
再
・
楞
伽

毘
・
楞
伽
思

(
191
)

｢
+
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
磧
：﹁
e
﹂
毘
・
思

(
192
)

｢
E
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
棄
E
﹂
央
掘
麗
再
・
央
掘
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毘
・
央
掘
思

(
193
)

｢央
掘
+
羅
經
第
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
磧
：﹁
第
﹂
毘
・
思

(
194
)

｢四
﹂﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
卷
四
に
基
づ
く
訂
正
：﹁
二
﹂
麗
初
・
金
・
麗

再
・
毘
・
思
・
磧

(
195
)

｢卷
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
卷
云
﹂
毘
・
思
・
磧

(
196
)

｢臘
﹂
麗
初
・
金
：
麗
再
・
磧
：﹁
蠟
﹂
毘
・
思

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
︐
校
勘
無
し
)
﹁
獵
﹂
は
è
り

(
197
)

｢
城
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
央
掘
麗
再
・
央
掘
毘
・
央
掘
思
：﹁
域
﹂

毘
・
思
・
磧

(
198
)

｢師
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
皮
師
﹂
毘
：﹁
皮
師
師
﹂
思
・
磧
：﹁
b
﹂

央
掘
麗
再
・
央
掘
毘
・
央
掘
思

(
199
)

｢
u
者
︐
⁝
⁝
不
u
者
﹂
麗
初
：﹁
不
u
者
︐
⁝
⁝
若
u
者
﹂
金
・
麗

再
：﹁
不
u
者
︐
⁝
⁝
u
者
﹂
毘
・
思
・
磧
・
央
掘
麗
再
・
央
掘

毘
・
央
掘
思

(
200
)

｢5
超
︑
法
寵
法
師
﹂
麗
初
・
麗
再
・
思
・
磧
：﹁
5
超
法
師
︑
寵
法

師
﹂
金
：﹁
5
招
︑
法
寵
法
師
﹂
毘

(
201
)

｢尼
揵
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
尼
乹
﹂
毘
・
思
・
磧
︒
以
下
同

(
202
)

｢着
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
著
﹂
毘
・
思
・
磧
︒
以
下
同

(
203
)

｢已
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
了
﹂
毘
・
思
・
磧

(
204
)

｢皆
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
皆
是
﹂
毘
・
思
・
磧

(
205
)

｢
類
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
頓
﹂
毘
・
思
・
磧

★
大
正
藏
校
勘

(宮
本

=

毘
)
﹁
類
﹂
は
è
り

(
206
)

｢已
不
﹂
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
不
﹂

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
︐
校
勘
無
し
)
﹁
己
﹂
は
è
り

(
208
)

｢
鵶
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
�
﹂
毘
・
思
・
磧

(
209
)

｢觸
處
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
處
空
﹂
釋
門
自
鏡
錄

(
210
)

｢
麞
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
)
﹁
獐
﹂
は
è
り

(
211
)

｢甞
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
曾
﹂
毘
・
思
・
磧

(
212
)

｢
覔
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
覓
﹂
毘
・
思
・
磧

(
213
)

｢
�
�
﹂
麗
初
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
�
﹂
金
・
麗
再

(
214
)

｢
煑
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
)
﹁
煮
﹂
は
è
り

(
215
)

｢灼
﹂
麗
初
・
金
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
炳
﹂
麗
再

(
216
)

｢其
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
此
﹂
毘
・
思
・
磧

(
217
)

｢
攛
矛
﹂
毘
・
思
・
磧
：﹁
藪
鉾
﹂
(=

﹁
笑
鉾
﹂
)
麗
初
：﹁
祥
矛
﹂
金
・

麗
再

(
218
)

｢
殺
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
殺
﹂
毘
・
思
・
磧
︒
以
下
同

(
219
)

｢肉
者
﹂
麗
初
・
毘
・
思
・
磧
：﹁
肉
﹂
金
・
麗
再

(
220
)

｢斷
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
・
毘
・
思
・
磧

★
大
正
藏
本
�

(=

麗
再
︐
校
勘
無
し
)
﹁
爾
﹂
は
è
り

(
221
)

｢無
﹂
麗
初
・
金
・
麗
再
：﹁
無
﹂
毘
・
思
・
磧

【
三
︑
現
代
語
譯
と
語
�
︼

【
三
・
一
︑
現
代
語
譯
︼

梁
の
高
祖

(武
�
)
﹁
斷
酒
肉
�
﹂

【①

�
言
︼

弟
子

わ
た
く
し

蕭
衍
が
︐
大
い
な
る
德
を
も
つ
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
︐
敎
義
に
H
じ

た
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
︐
諸
寺
の
三
官(1
)
の
方
々
に(2
)
︐
つ
つ
し
ん
で
申
し
上
げ
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る
︒
佛
法
を
た
だ
す
こ
と
は
︐
黑
衣
︹
を
着
た
出
家
︺
の
方
々
の
お
仕
事
で

あ
っ
て
︐
も
ち
ろ
ん
弟
子

わ
た
く
し

ど
も
在
家
が
氣
を
も
む
こ
と
で
は
な
い
︒
し
か
し
︐

﹃
經
典
﹄
の
敎
え
に
も(

3
)
﹁
佛
の
敎
え
は
人
君
を
賴
り
と
す
る
﹂
と
あ
る(4
)
︒
そ
れ

ゆ
え
弟
子

わ
た
く
し

も
口
を
つ
ぐ
む
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
︒
本
日
︐
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
皆
さ

ん
に
は
︐
心
を
開
い
て
聞
き
入
れ
︐
ど
う
か
疑
い
や
拒
絕
の
氣
持
ち
を
µ
こ
し

た
り(

5
)
︐
心
に
怒
り
を
懷
い
た
り
さ
れ
ぬ
よ
う
に
︒

【①
a

今
の
出
家
者

み

な

さ

ん

が
衣
敎
徒
よ
り
も
劣
る
九
つ
の
缺
點
︼

そ
も
そ
も
出
家
者
が
外
�
と
衣
な
る
理
由
は
︐
原
因
・
結
果
と
﹃
經
﹄
を
信

ず
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
︒
そ
の
信
仰
を


ら
か
に
す
る
も
の
は
︐
ま
さ
に
佛

が
說
か
れ
て
﹃
經
﹄
に
記
さ
れ
た
言
葉
に(6
)
︐﹁
十
惡
を
行
う
者
は
惡
し
き
報
い

を
u
け
︐
十
善
を
行
う
者
は
善
き
報
い
を
u
け
る
﹂
と
あ
る(7
)
︒
こ
れ
ぞ
﹃
經

典
﹄
の
敎
え
の
本
旨
で
あ
る
︒
も
し
こ
の
言
葉
H
り
な
ら
ば
︐
出
家
者

み

な

さ

ん

が
な
お

も
飮
酒
を
嗜
み
︐
魚
や
肉
を
食
す
る
の
は(8
)
︐
外
�
と
同
じ
行
い
に
他
な
ら
ず
︐

?
に
は
外
�
に
も
a
ば
ぬ
こ
と
に
な
る
︒

｢外
�
と
同
じ
﹂
と
は
何
か
︒
外
�
は
斷
見
や
常
見
を
固
持
し
て
お
り(9
)
︐︹
彼

ら
に
と
っ
て
は
︺
原
因
も
結
果
も
な
く
︐
布
施
も
果
報
も
な
い
︒
い
ま
︐
佛
弟

子
で
あ
り
な
が
ら
酒
を
歡
び
肉
を
味
わ
う
の
は
︐
そ
れ
が
罪
と
な
り
原
因
を
生

む
行
爲
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
ず
︐︹
い
ず
れ
來
世
の
︺
苦
と
な
り
結
果
と
な
る

こ
と
を
恐
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
︒
原
因
も
お
そ
れ
ず
結
果
も
お
そ
れ
な
い
の
で
あ

れ
ば
︐
爲
し
た
こ
と
と
そ
の
報
い
を
,
め
な
い
者
た
ち
と
︐
ど
う
L
う
の
か
︒

こ
れ
で
は
外
�
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
︒

で
は
︐︹
先
営
の
︺﹁
外
�
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ
が
あ
る
と
は
何
か
︒
外

�
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
師
を
信
じ
︐
師
が
正
し
い
と
言
う
こ
と
な
ら
︐
弟
子
も

そ
れ
は
正
し
い
と
言
い
︐
師
が
閒
L
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ら
︐
弟
子
も
そ

れ
は
閒
L
っ
て
い
る
と
言
う
︒︹
一
方
︺﹃︹
大
︺
𣵀

槃

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

經
﹄
に
﹁
カ
ー
シ
ャ

パ
よ
︐
私
は
今
日
︐
あ
ら
ゆ
る
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
と
弟
子
に
命
ず
る
こ
と

に
す
る
﹂
と
あ
る
の
に(10
)
︐
い
ま
出
家
者

み

な

さ

ん

は
そ
れ
で
も
な
お
好
き
"
手
に
肉
を
食

す
る
︒
戒
律
に
は
﹁
酒
を
飮
む
こ
と
は

波
夜
提

パ
ー
ヤ
ッ
テ
ィ
カ

(墮
)
の
罪(11
)
を
犯
す
こ
と
に

な
る
﹂
と
言
う
の
に(12
)
︐
そ
れ
で
も
な
お
好
き
"
手
に
酒
を
飮
み
︐︹
仲
閒
か
ら
︺

怪
し
ま
れ
る
こ
と
も
な
い
︒
こ
れ
は
︐
師
︹
で
あ
る
ブ
ッ
ダ
︺
の
敎
え
に
背
い

て
お
り
︐
こ
れ
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
外
�
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ
の
第
一
で

あ
る
︒

?
に
︐
外
�
は
è
り
.
っ
て
お
り
︐
牛
の
戒
・
犬
の
戒(13
)
等
と
い
う
も
の
を

守
っ
て
い
る
が
︐
い
っ
た
ん
戒
を
守
っ
た
な
ら
ば
︐
そ
の
後
は
決
し
て
戒
を
犯

さ
な
い
︒︹
し
か
る
に
︺
今
︐
出
家
者

み

な

さ

ん

は
︐
戒
を
u
け
て
も
︐
輕
々
し
く
戒
を

犯
す
︒
こ
れ
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
外
�
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ
の
第
二
で
あ

る
︒?

に
︐
外
�
は
五
種
の
熱
で
身
を
燒
か
れ
た
り(14
)
︐
川
の
深
み
に
身
を
投
げ
た

り
火
に
飛
び
A
ん
だ
り(15
)
︐
樣
々
な
苦
行
で
自
ら
を
痛
め
つ
け
る
が
︐
必
ず
し
も

皆
が
生
あ
る
物(16
)
を
食
す
る
わ
け
で
は
な
い
︒︹
し
か
る
に
︺
今
︐
出
家
者

み

な

さ

ん

は
︐

魚
や
肉
を
食
す
る
︒
こ
れ
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
外
�
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ

の
第
三
で
あ
る
︒

?
に
︐
外
�
は
衣
端
の
學
を
實
踐
し
︐
も
ち
ろ
ん
�
理
に
は
當
た
ら
な
い
も

の
の
︐
そ
れ
ぞ
れ
師
か
ら
u
け
繼
い
だ
敎
え
を
|
っ
て
お
り
︐
隱
し
立
て
す
る

こ
と
は
な
い
︒︹
し
か
る
に
︺
今
︐
出
家
者

み

な

さ

ん

は
︐
魚
や
肉
を
食
し
︐
親
し
い
相

手
に
は
顏
色
を
や
わ
ら
げ(17
)
︐
親
し
く
な
い
相
手
に
は
隱
そ
う
と
す
る
︒
こ
の
よ

う
な
行
い
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
外
�
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ
の
第
四
で
あ
る
︒

?
に
︐
外
�
は
自
分
の
信
ず
る
對
象
を
大
切
に
し
︐
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た
ち
の

敎
え
を
重
ん
じ
︐︹
敎
え
を
衣
に
す
る
相
手
に
對
し
て
は
︺
聲
高
に
﹁
我
々
の

�
が
眞
實
で
あ
る
の
に
は
a
ば
な
い
﹂
な
ど
と
)
張
す
る(18
)
︒
敎
え
を
衣
に
す
る

相
手
に
對
し
て
憚
る
こ
と
が
な
い
︒︹
し
か
る
に
︺
今
︐
出
家
者

み

な

さ

ん

は
︐
年
齡
が
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長
じ
て
い
た
り
︐
ま
た
日
頃
か
ら
皆
に
敬
わ
れ
な
が
ら
も(19
)
︐
魚
や
肉
を
食
し
︐

自
ら
大
變
な
目
に
あ
っ
て
︐
弟
子
の
眼
を
~
け
︐
仲
閒
の
眼
を
~
け
︐
在
家
の

眼
を
~
け
︐
寺
官
の
眼
を
~
け
て
︐
z
惡
な
氣
持
ち
を
懷
き
な
が
ら
危
險
を
冒

し
て(
20
)
惡
事
を
隱
す(
21
)
︒
こ
う
し
て
は
じ
め
て
何
と
か
H
り
拔
け
て
食
す
る
︒
こ
の

よ
う
な
行
い
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
外
�
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ
の
第
五
で
あ

る
︒ま

た
︐
外
�
は
心
に
思
っ
た
ま
ま
に
行
動
し(22
)
︐
自
分
た
ち
の
仲
閒
の
樣
々
な

惡
を
增
長
さ
せ
る
が(
23
)
︐
そ
れ
以
外
の
集
團
の
惡
を
增
長
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
︒︹
し
か
る
に
︺
今
︐
出
家
者

み

な

さ

ん

は
魚
や
肉
を
食
し
て
︐
在
家
の
弟
子
に
見
た

り
聞
か
れ
た
り
す
る
と
︐
心
に
恥
じ
る
こ
と
も
な
く
︐
z
說
を
言
い
繕
っ
て
︐

﹁
ブ
ッ
ダ
が
法
と
し
て
敎
え
を
說
か
れ
た
時
︐
も
と
も
と
7
く
�
世
の
因
が

あ
っ
た
︒︹
だ
か
ら
︺
ブ
ッ
ダ
の
當
時
に
あ
っ
て
は
︐
ま
だ
す
べ
て
︹
肉
食
を
︺

禁
じ
た
わ
け
で
は
な
い(
24
)
︒
金
を
拂
っ
て
肉
を
買
う
な
ら
︐
そ
れ
は
自
分
が
殺
し

た
わ
け
で
な
い
の
で
︐
氣
に
す
る
こ
と
は
な
い
﹂
な
ど
と
言
う
︒
在
家
は
愚
か

な
も
の
で
︐
こ
う
い
う
僧
の
說
法
を
聞
い
て
︐
眞
實
の
言
葉(25
)
と
思
っ
て
し
ま
い
︐

そ
の
ま
ま
信
じ
て
�
膺
し
︐
自
ら
善
く
な
い
こ
と
を
行
っ
て
︐
樣
々
な
惡
事
を

廣
げ
て
し
ま
う
︒
こ
れ
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
外
�
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ
の

第
六
で
あ
る
︒

ま
た
︐
外
�
は
︐
正
し
く
な
い
こ
と
を
正
し
い
と
說
き
︐
正
し
い
こ
と
を
正

し
く
內
と
說
く(
26
)
け
れ
ど
も
︐
各
々
︹
自
/
の
︺﹃
經
﹄
を
篤
く
信
じ
︐
命
を
か

け
て
︹﹃
經
﹄
說
に
︺
背
く
ま
い
と
努
め
る
︒︹
し
か
る
に
︺
今
︐
出
家
者

み

な

さ

ん

は
︐

魚
や
肉
を
食
し
︐
こ
う
言
う
者
も
い
る
︐﹁
自
分
で
殺
し
た
肉
で
は
な
い
の
で
︐

自
分
で
そ
の
肉
を
食
し
て
も
よ
い
︒
金
錢
を
拂
っ
て
肉
を
買
う
こ
と
も
好
か
ら

ぬ
こ
と
で
は
な
い
﹂︒
こ
の
よ
う
な
說
は
正
し
く
な
い
︒﹃︹
大
︺
𣵀

槃

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

經
﹄

に
言
う
︐﹁
あ
ら
ゆ
る
肉
類
を
す
べ
て
止
め
る
べ
し
︒
自
然
死
し
た
動
物
の
肉

も
含
む(
27
)
﹂︒
自
然
死
し
た
動
物(
28
)
の
肉
を
食
す
る
こ
と
す
ら
止
め
る
べ
き
な
ら
︐

況
ん
や
自
然
死
し
た
の
で
な
い
動
物
の
肉
は
言
う
ま
で
も
な
い
︒﹃
ラ
ン
カ
ー

︹
ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
︺
經
﹄
に
言
う
︐﹁
利
益
の
た
め
命
あ
る
生
き
も
の
を
屠
殺
す

る
こ
と
︐
財
に
よ
っ
て
諸
の
肉
を
網
で
取
る
こ
と
︐
こ
の
二
種
の
行
い
は
共
に

不
善
な
る
︹
惡
し
き
︺
行
い
で
︐
死
後
︐
叫
喚
地
獄
に
墮
ち
る(29
)
﹂︒
何
を
金
錢

に
よ
っ
て
肉
を
網
で
取
る
と
言
う
か
︒
山
野
で
兔
や
獸
を
取
る
網
を
設
け
︐
川

や
海
に
魚
等
を
取
る
網
を
設
け
る
こ
と
︐
こ
れ
は
網
に
よ
っ
て
肉
を
取
る
こ
と

で
あ
る
︒
も
し
も
屠
殺
人
の
と
こ
ろ
で
金
錢
に
よ
っ
て
肉
を
買
え
ば
︐
財
に

よ
っ
て
肉
を
取
る
こ
と
で
あ
る
︒
も
し
こ
れ
ら
の
金
錢
の
た
め
に
肉
を
取
ら
な

い
よ
う
に
さ
せ
れ
ば
︐
惡
し
き
規
律
︹
と
は
何
か
︺
を
|
い
︐
命
あ
る
生
き
も

の
を
捕
え
て
殺
し
て
︐
自
ら
の
口
を
滿
た
す
た
め
︐
別
の
こ
と
を
し
よ
う
と
す

る
︒
も
し
別
の
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
︐
以
�
に
肉
食
し
た
者
に
︐
ど

う
し
て
殺
生
の
分
が
な
い
の
か
︒
私
は
殺
し
て
い
な
い
な
ど
と
ど
う
し
て
言
え

よ
う
︒
こ
れ
は



ら
か
に
﹃
經
﹄
の
敎

え
に
背
い
て
い
る
︒
こ
れ
が
︐

︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
外
�
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ
の
第
七
で
あ
る
︒

?
に
ま
た
︐
外
�
は
自
/
の
敎
え
に
一
致
す
る
者
と
合
5
し
て
仲
良
く
し(30
)
︐

自
/
の
敎
え
に
背
く
者
に
は
嚴
し
く
行
い
を
改
め
さ
せ(31
)
自
分
に
必
ず
從
わ
さ
せ

る
︒︹
し
か
る
に
︺
今
︐
出
家
者

み

な

さ

ん

は
︐
師
と
な
っ
た
り
︐
寺
官(32
)
と
な
っ
た
り
︐

酒
の
誡
め
を
自
ら
0
め
た
り
︐
魚
肉
を
食
す
る
こ
と
を
︹
許
︺
し
︐
そ
の
敎
戒(33
)

を
他
人
に
は
も
う
施
せ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
︒
何
か
を
發
言
し
よ
う
と

す
れ
ば
︐
た
ち
ま
ち
他
者
に
︐﹁
師
も
以
�
は
そ
う
︹
私
と
同
じ
︺
だ
っ
た
﹂

﹁
寺
官
も
そ
う
だ
っ
た
﹂
と
非
難
さ
れ
る
︒
す
る
と
心
は
︹
恥
ず
か
し
さ
で
︺

火
照
り
︐
沈
默
低
頭
し
︐
ま
っ
赤
な
顏
で
大
汗
を
か
き
︹
何
も
︺
言
え
な
く
な

る
︒︹
我
が
︺
身
に
�
ち
が
あ
る
か
ら
に
は
︐
命
あ
る
生
き
も
の
を
©
伏(34
)
す
る

こ
と
な
ど
で
き
ぬ
︒
す
ぐ
に
無
關
心
を
裝
い(35
)
そ
の
ま
ま
で
い
る
︒
こ
の
よ
う
な

理
由
で
寺
に
�
ま
う
者
は
︹
戒
律
に
︺
L
反
し
︐
修
行
を
u
け
る
者
た
ち
は
や

り
た
い
放
題
で
あ
る
︒
こ
れ
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
外
�
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
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ろ
の
第
八
で
あ
る
︒

?
に
ま
た
︐
外
�
は
他
人
か
ら
布
施
を
u
け
る
時
︐
自
ら
と
規
則
を
同
じ
く

す
る
︹
人
か
ら
布
施
を
︺
u
け
る
︒
烏
戒
︹
を
守
る
︺
人
は
烏
戒
を
︹
守
る

人
︺
か
ら
布
施
を
u
け
︐
鹿
戒
︹
を
自
ら
守
る
︺
人
は
鹿
戒
を
︹
守
る
人
︺
か

ら
布
施
を
u
け
る(
36
)
︒
烏
戒
︹
を
守
る
︺
人
が
ô
に
︹
自
ら
の
︺
戒
を
隱
し
た
ま

ま
鹿
戒
︹
を
守
る
人
︺
か
ら
布
施
を
u
け
る
こ
と
は
な
い
し
︐
鹿
戒
︹
を
守

る
︺
人
が
ô
に
︹
自
ら
の
︺
戒
を
隱
し
た
ま
ま
烏
戒
︹
を
守
る
人
︺
か
ら
布
施

を
u
け
る
こ
と
は
な
い
︒︹
し
か
る
に
︺
今
︐
出
家
者

み

な

さ

ん

は
︐﹁
我
は
精
�
生
活
が

で
き
る
﹂﹁
我
は
苦
行
生
活
が
で
き
る
﹂
と
言
い
な
が
ら
︐
一
時
�
に
︹
本
當

は
そ
れ
を
で
き
な
い
と
い
う
︺
眞
實
を
隱
し
て
在
家
者
た
ち
を
誑
か
す
︒︹
寺

院
か
ら
︺
出
た
¯
端
に
酒
を
飮
み
︐
あ
ら
ゆ
る
惡
行
の
門
を
許
容
す
る(37
)
︒︹
そ

し
て
寺
院
に
︺
戾
っ
た
¯
端
に
肉
を
食
し
︐
あ
ら
ゆ
る
苦
の
源
を
我
が
身
に
集

め
る
︒
こ
れ
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
外
�
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ
の
第
九
で
あ

る
︒ま

た
︐
外
�
に
は
�
轉
し
た
è
解
こ
そ
あ
れ
︐
こ
の
よ
う
な
事
は
︹
た
と
い

外
�
の
身
で
あ
っ
て
も
︺
決
し
て
し
な
い
の
で
あ
る
︒

【①
b

酒
に
つ
い
て
︼

酒
と
は
何
か
︒
臭
水
と
穀
物
の
發
酵
し
た
物
で
あ
り
︐
も
と
の
性
質
を
失
い
︐

別
の
質
に
變
æ
し
て
し
ま
う
︒
命
あ
る
生
き
も
の
は
罪
深
き
行
い
の
直
接
�
原

因
と
閒
接
�
原
因
に
依
っ
て
︐
こ
の
惡
し
き
︹
酒
と
の
︺
接
觸
を
u
け
る
︒
こ

れ
は
正
し
く
眞
實
な
る
修
行
の
�
で
も
な
く
︐
甘
露
の
上
味
で
も
な
い
︒

ど
う
し
て
出
家
の
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

は
酒
に
耽
溺
す
る
の
か
︒
比
丘
・
比
丘
尼

は
在
家
に
五
戒(
38
)
を
�
け
︐
飮
酒
さ
せ
ず
︐
妄
語
さ
せ
な
い
︒
そ
れ
な
の
に
ど
う

し
て
自
ら
は
飮
酒
し
︐
誓
い
に
背
く
の
か
︒︹
戒
に
は
︺
七
眾
戒(39
)
・
八
戒
齋(40
)
・

五
�
七
聚(
41
)
・
長
6
の
禁
戒
や
短
6
の
禁
戒(42
)
な
ど
︹
樣
々
な
範
疇
が
あ
る
が
︺
︐

こ
れ
ら
の
何
れ
の
區
分
に
こ
の
�
は
現
れ
る
の
か
︒
ほ
か
の
僧
眾
な
ら
ば
大
め

に
見
る(43
)
こ
と
も
あ
る
が
︐
殊
に
律
を
學
ぶ
者
な
ら
放
蕩
の
門
戶
を
開
放
し
︐
諸

惡
の
源
を
我
が
身
に
集
め
る
な
ど
︐
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
︒
も
し

在
家
者
が
こ
の
︹
酒
と
い
う
︺
狂
藥
に
甘
ん
ず
る
な
ら
︐
出
家
者
は
叱
咤
し
て

止
め
さ
せ
︐﹁
某
甲
よ
︐
あ
な
た
は
わ
た
く
し
に
就
い
て
五
戒
を
u
け
た
︐
ま

さ
に
こ
う
す
る
べ
き
で
は
な
い
﹂
と
言
う
べ
き
で
あ
る
し
︐
も
し
︹
相
手
が
︺

u
戒
し
て
い
る
︹
佛
敎
信
徒
︺
で
な
い
な
ら
ば
︐﹁
檀

越

ダ
ー
ナ
パ
テ
ィ

よ
︐
酒
は
惡
の
根

源
︐
酒
は
+
物
マ
ー
ラ

で
あ
る
︒
檀
越
よ
︐
今
日
は
な
る
べ
く
飮
ま
な
い
こ
と
﹂
と
言

う
べ
き
で
あ
る
︒︹
況
ん
や
︺
出
家
者
自
身
が
︹
酒
を
︺
飮
む
な
ど
あ
っ
て
は

な
ら
ぬ
︒

【①
c

今
の
出
家
者

み

な

さ

ん

が
在
家
者
よ
り
も
劣
る
九
つ
の
缺
點
︼

ニ
ラ
ル
ブ
ダ
地
獄(44
)
で
は
︐︹
そ
こ
に
�
ま
う
者
た
ち
の
︺
體
軀
は
單
な
る
肉

の
塊(45
)
と
同
じ
で
︐
物
事
を
,
識
す
る
力
が
な
い
︒
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
︹
罪
を

犯
し
た
︺
人
か
︹
と
言
う
な
ら
︺
︐
皆
︐
酒
を
飮
ん
だ
人
た
ち
な
の
で
あ
る
︒

︹
そ
う
で
あ
る
な
ら
︺
出
家
の
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

は
︐﹃
經
﹄
の
敎
え
を
深
く
信
じ

ず
に
お
れ
よ
う
か
︒
自
ら
正
し
き
敎
え
を
棄
て
z
�
を
行
い
︐
あ
ら
ゆ
る
惡
の

根
源
を
增
長
さ
せ
︐
地
獄
の
苦
︹
し
い
果
報
を
招
く
︺
罪
を
�
る
︒
日
頃
し
て

い
る
行
い
が
こ
の
よ
う
な
ら
ば
︐
い
っ
た
い
心
で
恥
ず
か
し
く
思
わ
ず
︐
そ
れ

で
も
ま
だ
袈
裟
を
着
用
し
て
︐
他
人
か
ら
布
施
を
u
け
︐
寺
院
に
居
�
し
て
�

き
佛
宴
と
向
き
合
う
こ
と
な
ど
ど
う
し
て
で
き
よ
う
か
︒
酒
を
飮
み
肉
を
食
す

る
と
い
っ
た
こ
の
よ
う
な
事
︹
を
す
る
な
ら
︺
︐
出
家
者

み

な

さ

ん

は
在
家
者
に
も
a
ば

な
い
の
で
あ
る
︒
ど
う
し
て
そ
う
な
の
か
︒

在
家
者
が
酒
を
飮
み
肉
を
食
し
た
と
こ
ろ
で
︐
そ
れ
を
罪
と
規
定
す
る
罪
が

な
い
︹
か
ら
禁
止
す
る
手
段
が
な
い
︒
し
か
し
出
家
者

み

な

さ

ん

が
酒
を
飮
ん
だ
り
肉
を

食
し
た
り
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
佛
說
の
經
典
に


�
が
あ
る
か
ら
︐
酒
や
肉
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は
禁
止
と
定
ま
っ
て
い
る
︺︒
こ
れ
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
在
家
者
に
も
a
ば
な

い
﹂
と
こ
ろ
の
第
一
で
あ
る
︒

在
家
者
が
酒
を
飮
み
肉
を
食
し
た
と
こ
ろ
で
︐
そ
れ
ぞ
れ
居
�
す
る
家
宅(46
)
が

あ
り
︐︹
穢
れ
た
身
の
ま
ま
︺
佛
宴
に
向
き
合
う
こ
と
は
ô
に
な
い
︒︹
し
か
る

に
出
家
者

み

な

さ

ん

が
同
じ
こ
と
を
す
れ
ば
︐
穢
れ
た
身
を
佛
宴
の
�
に
曝
す
こ
と
に
な

る
︺︒
こ
れ
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
在
家
者
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ
の
第
二
で

あ
る
︒

在
家
者
が
酒
を
飮
み
肉
を
食
し
た
と
こ
ろ
で
︐
寺
の
舍
屋
に
ま
で
へ
ど
を
吐

い
た
り
排
泄
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
︹
︒
し
か
し
出
家
者

み

な

さ

ん

が
大
酒
を
飮
み
肉

を
大
食
い
す
れ
ば
寺
の
中
で
へ
ど
を
吐
い
た
り
排
泄
し
た
り
し
て
し
ま
う
︺︒

こ
れ
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
在
家
者
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ
の
第
三
で
あ
る
︒

在
家
者
は
酒
を
飮
み
肉
食
し
た
と
こ
ろ
で
︐︹
世
人
が
殊
?
に
︺
�
惡
す
る

よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
︒︹
し
か
る
に
︺
出
家
者

み

な

さ

ん

が
酒
を
飮
み
肉
食
す
れ
ば
︐

人
は
佛
法
を
輕
く
見
く
び
る
よ
う
に
な
る
の
だ
︒
こ
れ
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
在

家
者
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ
の
第
四
で
あ
る
︒

在
家
者
が
酒
を
飮
み
肉
食
し
た
と
こ
ろ
で
︐
家
の
出
入
り
口
や
家
の
中(47
)
に
そ

れ
ぞ
れ
守
り
神
が
安
�
し
て
い
る
︹
か
ら
︐
家
が
惡
鬼
に
攻
め
ら
れ
た
り
は
し

な
い
︒
し
か
る
に
︺
出
家
者

み

な

さ

ん

が
酒
を
飮
み
肉
食
す
れ
ば
︐
酒
や
肉
の
臭
さ
が
あ

た
り
一
面
を
}
い
︐
あ
ら
ゆ
る
善
神
は
7
く
離
れ
︐
あ
ら
ゆ
る
+
物

マ
ー
ラ

が
皆
︐
歡

喜
雀
5
す
る
︒
こ
れ
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
在
家
者
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ
の

第
五
で
あ
る
︒

在
家
者
が
酒
を
飮
み
肉
を
食
し
た
と
こ
ろ
で
︐
自
分
の
財
產
を
損
失
す
る

︹
だ
け
で
あ
り(
48
)
︺
︐
他
人
の
財
產
は
損
失
さ
せ
な
い
︒︹
し
か
る
に
︺
出
家
者

み

な

さ

ん

が

酒
を
飮
み
肉
食
す
れ
ば
︐
自
ら
の
善
き

法
お
し
え

を
壞
し
な
が
ら
︐
他
人
の
福
田

(
福
德
を
生
じ
る
素
地
)
ま
で
壞
し
て
し
ま
う(49
)
︒
こ
れ
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
在
家

者
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ
の
第
六
で
あ
る
︒

在
家
者
が
酒
を
飮
み
肉
を
食
し
た
と
こ
ろ
で
︐
皆
︐
自
分
の
金
錢
を
拂
っ
て

食
す
る
︹
だ
け
で
あ
る
︒
し
か
る
に
︺
出
家
者

み

な

さ

ん

が
酒
を
飮
み
肉
を
食
す
れ
ば
︐

そ
れ
は
す
べ
て
他
人
の
布
施
の
お
陰
で
あ
る
︒
こ
れ
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
在
家

者
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ
の
第
七
で
あ
る
︒

在
家
者
が
酒
を
飮
み
肉
を
食
し
た
と
こ
ろ
で
︐
そ
れ
は
彼
ら
の
日
頃
の
惡
い

行
い
で
あ
り
︐
ま
っ
た
く
特
別
な
こ
と(50
)
で
は
な
い
︒︹
し
か
る
に
︺
出
家
者

み

な

さ

ん

が

酒
を
飮
み
肉
を
食
す
れ
ば
︐
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
+
物
マ
ー
ラ

や
外
�(51
)
が
そ
れ
ぞ
れ
都
合

の
良
い
機
會
を
得
て
し
ま
う
︒
こ
れ
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
在
家
者
に
も
a
ば
な

い
﹂
と
こ
ろ
の
第
八
で
あ
る
︒

在
家
者
が
こ
の
よ
う
に
酒
を
飮
み
肉
を
食
し
た
と
こ
ろ
で
︐
元
來
︐
先
祖
か

ら
代
々
傳
わ
る
事
業(52
)
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
︒
そ
こ
ま
で
馱
目
な
在
家
人
な
ど

い
や
し
な
い
︒︹
し
か
る
に
︺
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︹
酒
を
飮
み
肉
を
食
す
れ
ば
︺
多
か

れ
少
な
か
れ
︐
皆
︐
佛
と
な
る
た
め
の
種
子

(潛
在
�
な
力
・
可
能
性
)
を
�
斷

し
て
し
ま
う(53
)
︒
こ
れ
が
︐︹
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺﹁
在
家
者
に
も
a
ば
な
い
﹂
と
こ
ろ
の

第
九
で
あ
る
︒

〔以
上
︐
出
家
者

み

な

さ

ん

が
︺
外
�
に
も
在
家
に
も
a
ば
な
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
︐

槪
ね
九
條
ず
つ
事
由
を
示
し
た
︒
樣
々
な
罪
�
に
つ
い
て
︐
具
體
�
な
こ
と
ま

で
論
じ
た
い
氣
持
ち
は
山
山
だ
が
︐
事
例
か
ら
推
察
で
き
る
の
で
︐
そ
の
詳
し

い
說


は
繰
り
�
さ
な
い
︒

【①
d

『大
般
𣵀
槃
經
﹄
四
相
品
﹁
食
肉
者
︐
斷
大
慈
種
﹂︼

今
日
の
大
い
な
る
德
を
も
つ
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

︐
今
日
の
敎
義
に
H
じ
た

比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

︐
今
日
の
寺
官
︹
の
方
々
︺
よ
︐︹
み
な
さ
ん
は
︺
自
ら
多
く

の
人
を
�
5
さ
せ
嚴
し
く
汚
れ
を
除
去
せ
し
め
る
べ
き
で
あ
り
︐
も
し
﹇
人
々

が
﹈
怠
慢
か
ら
佛
の
敎
え
に
從
わ
な
い
な
ら
︐︹
み
な
さ
ん
も
︺
梁
國
の
戶
を

�
む
百
姓
の
一
人
と
な
っ
て
し
ま
う
︒
い
ま
︐
弟
子

わ
た
く
し

は
力
を
盡
く
し
て
國
制
を
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治
め
て
い
る
が
︐
そ
れ
で
も
佛
の
敎
え
に
︹
完
 
に
は
︺
依
據
で
き
て
い
な
い
︒

こ
こ
に
居
ら
れ
る
諸
の
僧
官
た
ち
よ
︐
佛
の
敎
え
に
依
據
さ
れ
る
が
よ
い
︒

�
頃
︐
都
で
は
﹃
大

𣵀

槃

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

經
﹄
(=

『大
般
𣵀
槃
經
﹄
)
を
-
じ
︐
法
輪
は
繼

續
し
て
絕
え
る
こ
と
な
く
︐
聽
-
者
の
數
は
千
を
も
っ
て
數
え
る
;
で
あ
る
︒

本
日
︐
改
め
て
再
び
法
雲
法
師
に
諸
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
た
め
に
︐︹﹃
大
𣵀
槃

經
﹄
の
︺﹁
四
相
品
﹂
の
四
分
の
一
を
-
ず
る
よ
う
依
賴
し
た
︒
諸
比
丘
・
比

丘
尼
は
い
つ
も
﹃︹
大
︺
𣵀
槃
經
﹄
を
聽
聞
し
て
い
る
が
︐︿
こ
れ
か
ら
-
ず
る

﹃
大
𣵀
槃
經
﹄
の
一
節
を
�
に
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
﹀
だ
ろ
う
か(54
)
︐︿
な
い
だ
ろ

う
か
︒
も
し
�
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
︐︹
食
肉
を
禁
ず
る
敎
え
に
︺
背

く
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
︒
一
方
︐
以
�
に
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
︐

今
こ
そ
し
か
と
心
に
留
め
︹
守
︺
る
が
よ
い
﹀︒︹﹃
大
𣵀
槃
經
﹄
は
︺﹃
佛
經
﹄

究
極
の
境
地(
55
)
と
し
て
﹁
す
べ
て
の
肉
を
禁
ず
る
︒
自
然
死
し
た
︹
動
物
︺
を
食

す
る
こ
と
さ
え
許
さ
れ
な
い
︒
況
ん
や
自
然
死
し
た
の
で
な
い
︹
動
物
の
︺
肉

に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い(
56
)
﹂
と
說
い
て
い
る
︒

諸
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

は
出
家
し
て
佛
弟
子
と
名
乘
る
の
に
︐
一
體
ど
う
し
て
今
︐

師

(ブ
ッ
ダ
)
の
敎
え
に
從
わ
な
い
の
か
︒﹃︹
大
𣵀
槃
︺
經
﹄
は
︐﹁
肉
を
食
す

る
と
大
い
な
る
慈
し
み
を
育
む
種
子
を
斷
滅
し
て
し
ま
う(57
)
﹂
と
営
べ
て
い
る
︒

﹁
大
い
な
る
慈
し
み
を
育
む
種
子
を
斷
滅
す
る
﹂
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
︒

そ
も
そ
も
大
い
な
る
慈
し
み
を
持
つ
者

(菩
¡
の
修
行
者
)
は
︐
す
べ
て
の
命
あ

る
生
き
も
の
を
等
し
く
安
樂
の
境
地
へ
と
Ý
く
︒
も
し
肉
を
食
す
れ
ば
︐
す
べ

て
の
命
あ
る
生
き
も
の
が
肉
を
食
す
る
者
を
宿
敵
と
見
な
し
︐
安
樂
で
は
い
ら

れ
な
く
な
る
︒

肉
を
食
す
れ
ば
︐
聲
聞
乘

(小
乘
)
の
敎
え(58
)
か
ら
大
き
く
外
れ
る
︒
肉
を
食

す
れ
ば
︐
辟
荏
佛
乘

(獨
覺
乘
︐
一
人
悟
り
す
ま
し
他
を
救
濟
し
よ
う
と
し
な
い
覺

者
)
の
敎
え
か
ら
も
大
き
く
外
れ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
菩
¡

(利
他
行
を
�
先

し
て
行
う
大
乘
の
修
行
者
)
の
敎
え
か
ら
も
大
き
く
外
れ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐

こ
れ
は
菩
¡
の
修
行
か
ら
も
大
き
く
外
れ
る(59
)
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
自
ら
成
佛
す

る
と
い
う
悟
り
の
成
果
か
ら
も
大
き
く
外
れ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
洩
大
な

𣵀

槃

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

か
ら
も
大
き
く
外
れ
る
︒

も
し
肉
を
食
す
れ
ば
︐
六
種
の
欲
界
に
生
ま
れ
變
わ
る
こ
と(60
)
を
妨
げ
る
︒
況

ん
や
𣵀
槃
と
い
う
修
行
成
果
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐

四
種
の
精
神
瓜
御
の
敎
え
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︿
四
空
の
敎
え
を
妨
げ

る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
禁
戒
の
敎
え
を
妨
げ
る
﹀︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
精
神
瓜
御

の
敎
え
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
智
5
の
敎
え
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ

ば
︐
信
仰
の
力(61
)
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
精
�
す
る
力
を
妨
げ
る
︒
肉
を

食
す
れ
ば
︐
記
憶
す
る
力
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
精
神
瓜
御
の
力
を
妨

げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
智
5
の
力
を
妨
げ
る
︒

つ
ま
り
C
點
を
営
べ
る
と
︐
三
十
七
�
品(62
)
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
四

眞
諦
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
十
二
因
緣
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐

六
波
羅
蜜
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
四
つ
の
大
き
い
誓
願
を
妨
げ
る
︒
肉

を
食
す
れ
ば
︐︿
四
攝
法
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
四
無
量
心
を
妨
げ
る
﹀︒

肉
を
食
す
れ
ば
︐
四
つ
の
自
由
自
在
の
智(63
)
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
三
つ

の
三
昧

(空
三
昧
・
無
相
三
昧
・
無
作
三
昧(64
)

)
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
八

種
の
解
脫
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
九
つ
の
修
行
段
階
を
妨
げ
る
︒
肉
を

食
す
れ
ば
︐
六
つ
の
神
H
力
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
百
八
三
昧
を
妨
げ

る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
一
切
三
昧
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
海
印
三
昧(65
)
を

妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
首
楞
嚴
三
昧
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
金
剛

三
昧
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
五
眼
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
十
の

能
力(66
)
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
四
無
�
畏
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐

十
八
不
共
法
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
︐
一
切
種
智
を
妨
げ
る
︒
肉
を
食
す

れ
ば
︐
こ
の
上
な
い
菩
提
を
妨
げ
る
︒

な
ぜ
か
︒
も
し
肉
を
食
す
れ
ば
︐
菩
提
心
を
妨
げ
︐
菩
¡
の
敎
え
が
<
え
て
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な
く
な
る
︒
肉
を
食
す
る
か
ら
︐
そ
れ
が
妨
げ
と
な
っ
て
初
地(67
)

(菩
¡
十
地
の

初
段
階
)
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
︐
肉
を
食
す
る
か
ら
︐
そ
れ
が
妨
げ
と
な
っ

て
二
地

(十
地
の
第
二
段
階
)
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
︐
果
て
は
︹
?
に
︺
妨
げ

が
生
じ
て
十
地

(十
地
の
第
十
段
階
)
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
で
に
至
る
︒

菩
¡
の
法
が
な
い
の
で
︐
四
無
量
心
も
無
く
︐
四
無
量
心
が
無
い
の
で
︐
大
い

な
る
慈
し
み
も
大
い
な
る
同
�
心
も
な
い
︒
こ
の
因
緣
に
よ
っ
て
佛
の
息
子

︹
と
し
て
の
修
行
が
︺
續
か
な
い
︒
そ
の
よ
う
な
理
由
で
︐﹃︹
大
𣵀
槃
︺
經
﹄

は
︐﹁
肉
を
食
す
る
こ
と
は
大
慈
の
種
を
斷
っ
て
し
ま
う
﹂
と
說
く
の
で
あ
る
︒

諸
出
家
者
は
大
い
な
る
慈
し
み
と
大
い
な
る
同
�
心
を
行
動
で
示
す
こ
と
が

で
き
な
い
と
し
て
も
︐︹
大
い
な
る
慈
し
み
と
大
い
な
る
同
�
心
は
︺
�
高
の

境
地
の
菩
¡
修
行
で
あ
る
︒
こ
の
上
な
い
ボ
ー
デ
ィ

(菩
提

=

目
覺
め
)
を
成
就

す
る
の
に
︐
ど
う
し
て
こ
の
臭
い
物

(肉
)
を
忍
び
︐
聲
聞
︑
辟
荏
佛
の
�
を

修
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
︒
鴟
と
�
は
鼠
を
好
ん
で
食
べ
︑
蝍
蛆
は
螮

を
甘
い
と
美
味
し
く
食
す
る(
68
)
︒
こ
の
こ
と
か
ら
推
察
し
て
み
る
と
︐
何
を
好
む

の
が
よ
い
か
︒
豺
・
犬
・
野
干
ま
で
す
べ
て
を
知
っ
て
い
な
が
ら
そ
の
肉
を
樂

し
む
︒
人
は
�
も
,
識
能
力
の
あ
る
存
在
で
あ
り
︐
他
の
命
あ
る
生
き
も
の
よ

り
優
れ
て
い
る
が
︐
ほ
と
ん
ど
こ
れ
ら

(動
物
)
と
同
じ
く
臭
い
肉
を
樂
し
み
︐

一
體
何
故
に
︐
�
段
︐
殺
心
を
�
い
て
大
い
な
る
慈
し
み
の
種
子
を
敢
え
て
E

て
て
し
ま
う
の
か
︒
そ
も
そ
も
肉
を
食
す
る
こ
と
は
そ
れ
;
ま
で
卑
し
む
べ
き

こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
︒
大
い
な
る
德
を
も
つ
僧
團
の
方
々
よ
︐
敎
理
に
H
じ

た
方
々
よ
︐﹃︹
大
︺
𣵀

槃

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

經
﹄
を
-
じ
︐
ど
う
し
て
憂
え
痛
ま(69
)
な
い
で
お
ら

れ
よ
う
か
︒
こ
の
句
は
︐
そ
れ
を
聞
き
入
れ
た
方
々
が
心
の
奧
底
か
ら
深
く
悟

り
理
解
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
て
く
れ
る
︒

ま
た
︐
愚
か
で
�
理
を
知
ら
な
い
人
々(70
)
の
中
に
は
︐﹁
私
は
魚
を
食
す
る
だ

け
で
︐
肉
は
實
際
に
は
食
べ
な
い
﹂
と
も
言
う
人
も
い
る
︒
そ
こ
で
ま
た
再
び

說


を
開
陳
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
︒
こ
の
︹
佛
敎
の
︺
�
理
で
は
︹
水
の
肉
と
陸
の

肉
と
を
︺
區
別
せ
ず(71
)
︐
水
と
陸
の
命
あ
る
生
き
も
の
を
共
に
肉
と
名
付
け
る
の

で
あ
る
︒
聽
-
の
方
々
よ
︐
詳
細
に
︹
敎
え
を
︺
u
け
て
記
憶
し
︐
敎
說
の
H

り
に
修
行
し
な
い
で
良
か
ろ
う
か
︒
そ
も
そ
も
肉
を
食
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

�
に
說
い
た
H
り
で
あ
る
︒
こ
こ
の
皆
々
は
こ
れ
︹
肉
食
と
そ
の
果
報
︺
を

︹
自
分
に
は
︺
無
緣
の
こ
と
と
し
︐
切
實
な
こ
と
と
は
捉
え
て
い
な
い(72
)
︒

大
い
な
る
德
を
も
つ
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
よ
︐
こ
う
知
る
べ
し
︒
命
あ
る

生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
+
物
マ
ー
ラ

の
行
い
で
あ
る(73
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す

る
こ
と
は
地
獄
へ
生
ま
れ
る
原
因
で
あ
る(74
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と

は
恐
怖
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
命
を
斷
つ
原
因

で
あ
る(75
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
自
ら
を
燒
く
原
因
で
あ
る(76
)
︒
命

あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
自
ら
を
煮
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も

の
を
食
す
る
こ
と
は
自
ら
を
炮
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る

こ
と
は
自
ら
を
炙
る
原
因
で
あ
る(77
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
自
ら

の
體
を
切
り
割
く
原
因
で
あ
る(78
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
自
ら
の

皮
膚
を
剝
ぐ
原
因
で
あ
る(79
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
頭
を
斷
ち
切

る
原
因
で
あ
る(80
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
手
を
斷
ち
切
る
原
因
で

あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
足
を
斷
ち
切
る
原
因
で
あ
る
︒
命

あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
腹
を
破
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の

を
食
す
る
こ
と
は
背
中
を
破
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ

と
は
腸
を
刳
く
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
骨
髓
を
碎

く
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
目
を
抉
る
原
因
で
あ
る
︒

命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
 
を
割
く
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も

の
を
食
す
る
こ
と
は
耳
を
切
る
原
因
で
あ
る
︒

命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
貧
困
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も

の
を
食
す
る
こ
と
は
身
を
や
つ
す
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る

こ
と
は
凍
え
¡
え
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
醜
く
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な
る
原
因
で
あ
る(
81
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
耳
が
聞
こ
え
な
く
な

る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
目
が
見
え
な
く
な
る
原

因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
聲
が
出
な
く
な
る
原
因
で
あ

る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
話
が
で
き
な
く
な
る
原
因
で
あ
る
︒

命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
片
足
が
不
自
由
な
原
因
で
あ
る(82
)
︒
命
あ
る

生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
步
け
な
い
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食

す
る
こ
と
は
︹
皮
膚
の
で
き
も
の
が
︺
æ
膿
す
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き

も
の
を
食
す
る
こ
と
は
︹
皮
膚
の
で
き
も
の
が
æ
膿
し
て
︺
た
だ
れ
る
原
因
で

あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
か
ゆ
み
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る

生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
皮
膚
病
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食

す
る
こ
と
は
︹
體
表
部
の
︺
腫
れ
物
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食

す
る
こ
と
は
︹
頸
部
の
︺
腫
れ
物
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す

る
こ
と
は
腫
れ
物
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
あ
ざ

の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
︹
皮
膚
の
︺
腫
れ
物
の

炎
症
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
︹
皮
膚
の
︺
腫
れ

物
の
膿
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
痔
の
原
因
で
あ

る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
出
來
物
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生

き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
首
の
出
來
物
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を

食
す
る
こ
と
は
癩
病
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
蚤

が
わ
く
原
因
で
あ
る(
83
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
虱
が
わ
く
原
因
で

あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
蚊
に
刺
さ
れ
る
原
因
で
あ
る
︒
命

あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
虻
に
刺
さ
れ
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き

も
の
を
食
す
る
こ
と
は
詠
蟲
に
¥
´
し
て
し
ま
う
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き

も
の
を
食
す
る
こ
と
は
怪
物
に
¥
´
し
て
し
ま
う
原
因
で
あ
る(84
)
︒
命
あ
る
生
き

も
の
を
食
す
る
こ
と
は
痩
せ
哀
え
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す

る
こ
と
は
¦
さ
や
暑
さ
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は

頭
痛
の
原
因
で
あ
る(85
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
憂
い
の
原
因
で
あ

る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
腹
痛
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き

も
の
を
食
す
る
こ
と
は
胸
痛
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ

と
は
背
痛
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
手
痛
の
原
因

で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
足
痛
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る

生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
髓
痛
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す

る
こ
と
は
腸
痛
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
筋
萎
縮

の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
胃
液
が
�
液
す
る
原
因

で
あ
る(86
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
§
が
絕
た
れ
る
原
因
で
あ
る
︒

命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
出
血
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の

を
食
す
る
こ
と
は
飮
み
下
せ
な
い
こ
と
の
原
因
で
あ
る(87
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を

食
す
る
こ
と
は
喉
の
痛
み
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と

は
︹
四
大
の
う
ち
︺
風
大
︹
が
强
す
ぎ
る
こ
と
︺
に
基
づ
く
病
氣
の
原
因
で
あ

る(88
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
︹
四
大
の
う
ち
﹈
水
大
︹
が
强
す
ぎ

る
こ
と
﹈
に
基
づ
く
病
氣
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と

は
︹
地
水
火
風
の
﹈
四
大
が
整
っ
て
い
な
い
原
因
で
あ
る(89
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の

を
食
す
る
こ
と
は
五
臟
が
整
っ
て
い
な
い
原
因
で
あ
る(90
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を

食
す
る
こ
と
は
六
腑
が
整
っ
て
い
な
い
原
因
で
あ
る(91
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食

す
る
こ
と
は
顚
倒
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
發
狂

の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
︐
四
百
四
病
の
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
苦
し
み
に
至
る
原
因
で
あ
る
︒

命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
發
熱
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も

の
を
食
す
る
こ
と
は
惱
み
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と

は
︹
物
理
�
な
︺
壓
力
を
u
け
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る

こ
と
は
水
難
に
¥
う
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
火
事

に
¥
う
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
暴
風
に
¥
う
原
因
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で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
泥
棒
に
¥
う
原
因
で
あ
る
︒
命

あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
强
奪
者
に
¥
う
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き

も
の
を
食
す
る
こ
と
は
盜
«
に
¥
う
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す

る
こ
と
は
鞭
打
ち
さ
れ
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は

棍
棒
で
叩
か
れ
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
笞
で
打

た
れ
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
咎
め
ら
れ
る
原
因

で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
罵
ら
れ
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ

る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
辱
め
ら
れ
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の

を
食
す
る
こ
と
は
牢
屋
に
つ
な
が
れ
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食

す
る
こ
と
は
監
禁
さ
れ
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は

幽
閉
さ
れ
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
閉
じ
A
め
ら

れ
る
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
生
ま
れ
る
苦
し
み
の

原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
老
い
る
苦
し
み
の
原
因
で

あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
病
を
わ
ず
ら
う
苦
し
み
の
原
因
で

あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
死
ぬ
と
い
う
苦
し
み
の
原
因
で
あ

る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
怨
み
憎
ん
で
い
る
者
と
出
會
う
苦
し

み
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
愛
す
る
者
と
別
離
す

る
苦
し
み
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
求
め
る
物
が

得
ら
れ
な
い
苦
し
み
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
五

つ
の
C
素
に
基
づ
く
苦
し
み
の
原
因
で
あ
る(92
)
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ

と
は
︹
無
常
に
基
づ
く
不
安
感
の
な
か
で
︺
生
存
し
て
い
る
苦
し
み
の
原
因
で

あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
︹
自
分
に
と
っ
て
好
ま
し
い
對
象

が
︺
壞
れ
て
ゆ
く
苦
し
み
の
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と

は
苦
痛
と
い
う
︹
感
覺
�
な
︺
苦
し
み
の
原
因
で
あ
る
︒

命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
想
地
獄
︹
に
生
ま
れ
る
︺
原
因
で
あ
る(93
)
︒

命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
黑
繩
地
獄
︹
に
生
ま
れ
る
︺
原
因
で
あ
る
︒

命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
眾
合
地
獄
︹
に
生
ま
れ
る
︺
原
因
で
あ
る
︒

命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
叫
喚
地
獄
︹
に
生
ま
れ
る
︺
原
因
で
あ
る
︒

命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
大
叫
喚
地
獄
︹
に
生
ま
れ
る
︺
原
因
で
あ

る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
熱
地
獄
︹
に
生
ま
れ
る
︺
原
因
で
あ

る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
大
熱
地
獄
︹
に
生
ま
れ
る
︺
原
因
で

あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
阿
 
地
獄
︹
に
生
ま
れ
る
︺
原
因

で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
八
¦
地
獄
や
八
熱
地
獄(94
)
︹
に
生

ま
れ
る
︺
原
因
で
あ
り
︐
八
萬
四
千
鬲
子
地
獄(95
)
や
不
可
說
不
可
說
鬲
子
地
獄

︹
に
生
ま
れ
る
︺
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
︐
あ
ら

ゆ
る
¡
鬼
︹
に
生
ま
れ
る
︺
原
因
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と

は
︐
あ
ら
ゆ
る
畜
生
︹
に
生
ま
れ
る
︺
原
因
で
あ
る
︒

¡
鬼
に
は
際
限
の
な
い
苦
し
み
が
あ
る
と
知
る
べ
し
︒
畜
生
に
は
際
限
な
き

苦
し
み
が
あ
る
と
知
る
べ
し
︒
畜
生
は
生
ま
れ
た
¯
端
に
死
に
½
き
︐
命
あ
る

生
き
も
の
に
危
�
を
加
え
ら
れ
る
︒
生
ま
れ
た
時
に
は
際
限
な
き
恐
怖
が
あ
り
︐

死
に
ゆ
く
時
に
も
際
限
な
き
恐
怖
が
あ
る
︒
こ
れ
ら
は
す
べ
て
殺
生
の
業
が
因

緣
と
な
っ
て
そ
う
し
た
果
報
を
u
け
る
の
で
あ
る
︒
殺
生
の
︹
業
に
基
づ
く
︺

果
報
を
詳
し
く
列
擧
し
よ
う
と
す
れ
ば
︐
關
連
す
る
事
柄
が
多
く
て
営
べ
盡
く

せ
な
い
︒
大
地
す
べ
て
に(96
)
︹
竝
べ
て
も
︺
足
り
な
い
;
で
あ
る
︒
こ
れ
ま
で
說

い
て
き
た
內
容
で
は
︐︹
果
報
に
至
る
︺
�
は
多
い
が
︐
肝
C
を
営
べ
れ
ば
︐

同
じ
一
つ
の
苦
し
み
を
結
果
と
す
る
︒
そ
の
中
に
輕
重
の
差
は
あ
る
も
の
の
︐

現
在
の
樣
々
な
苦
し
み
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
理
由
は
︐
す
べ
て
殺
生
の

業
に
依
る
以
上
︐
命
あ
る
生
き
も
の
を
惱
ま
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
︐
鯵
略
に
そ

の
一
面
を
示
し
︐
大
ま
か
に
そ
の
一
部
を
営
べ
た
︒

大
い
な
る
德
を
も
つ
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
︐
敎
義
に
H
じ
た
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・

比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
︐
諸
寺
の
三
官
の
方
々
よ
︐
?
に
一
つ
の
重
C
な
こ
と
を
考
え

ね
ば
な
ら
ぬ
︒
も
し
命
あ
る
他
の
生
き
も
の
の
父
の
肉
を
食
す
る
な
ら
︐
そ
の
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命
あ
る
生
き
も
の
も
仕
�
し
に
汝
の
父
親
を
食
す
る
︒
も
し
命
あ
る
生
き
も
の

の
母
の
肉
を
食
す
る
な
ら
︐
そ
の
命
あ
る
生
き
も
の
も
仕
�
し
に
汝
の
母
を
食

す
る
︒
も
し
命
あ
る
生
き
も
の
の
子
の
肉
を
食
す
る
な
ら
︐
そ
の
命
あ
る
生
き

も
の
も
仕
�
し
に
そ
の
︹
子
を
食
っ
た
者
︺
の
子
を
食
す
る
︒
こ
う
し
て
怨
敵

は
仕
�
し
に
相
手
を
食
い
�
す(
97
)
︒︹
い
つ


け
る
や
も
知
ら
ぬ
︺
永
久

と

わ

の
夜
の

よ
う
な
時
を
經
1
り
︐
盡
き
果
て
る
こ
と
が
な
い(98
)
︒
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
﹃
經
﹄

に
說
く
よ
う
に
︐﹁
あ
る
女
が
た
と
い
五
百
囘
生
ま
れ
變
わ
っ
て
も
狼
の
子
に

危
�
を
加
え
る
な
ら
︐
狼
の
子
も
五
百
囘
生
ま
れ
變
わ
っ
て
そ
の
女
の
子
供
に

危
�
を
加
え
る
︒
?
に
ま
た
︐
女
が
た
と
い
五
百
囘
生
ま
れ
變
わ
っ
て
も
鬼
靈

の
命
を
損
な
う
な
ら
︐
鬼
靈
も
五
百
囘
生
ま
れ
變
わ
っ
て
そ
の
︹
女
︺
の
命
を

損
な
う(
99
)
﹂︒
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
す
べ
て
﹃
經
﹄
に
說
か
れ
て
い
る
H
り
で
︐

信
じ
ぬ
わ
け
に
は
行
か
ぬ
︒
そ
れ
以
外
の
報
い
も
推
し
て
知
る
べ
し
︒

大
い
な
る
德
を
も
つ
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
︐
敎
義
に
H
じ
た
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・

比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
︐
諸
寺
の
三
官
の
方
々
よ
︐
?
に
一
つ
の
C
點
を
信
じ
u
け
と

め
ね
ば
な
ら
な
い(
100
)
︒︹
命
あ
る
生
き
も
の
は
︺
始
め
も
分
か
ら
ぬ
︹
太
古
︺
か

ら
今
生
に
至
る
ま
で
︐︹
天
・
人
・
畜
生
・
¡
鬼
・
阿
修
羅
・
地
獄
と
い
う
︺

六
種
の
行
き
場
を
經
1
り
實
に
樣
々
な
果
報
を
u
け
る
︒
一
切
︹
の
命
あ
る
生

き
も
の
︺
は
︹
數
限
り
な
い
輪
迴
轉
生
を
繰
り
�
す
中
で
︐
必
ず
一
度
は
︺
親

し
い
緣
者
と
し
て
あ
ち
こ
ち
に
い
た
の
に
︐
た
だ(
101
)
︐
輪
迴
を
繰
り
�
す
︹
閒(
102
)
︺
︐

本
來
の
心
に
障
�
を
き
た
し(
103
)
︐
こ
れ
ら
︹
曾
て
の
︺
仲
閒
た
ち
は(
104
)
︐︹
今
眼
の

�
に
い
る
︺
相
手
が
︹
誰
で
あ
っ
た
の
か
︺
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
︒
今
の
世
の
命
あ
る
生
き
も
の
は
︐
昔
︐
父
母
で
あ
り
︐
昔
︐
先
生
で
あ
り
︐

昔
︐
兄
弟
で
あ
り
︐
昔
︐
姉
妹
で
あ
り
︐
昔
︐
子
孫
で
あ
り
︐
昔
︐
友
人
で

あ
っ
た
の
に(
105
)
︐
し
か
し
今
は
正
し
く
見
る
目
を
失
い(
106
)
︐︹
敵
味
方
の
︺
區
別
が

つ
か
ず
︐
J
か
ら
J
へ
と(
107
)
︹
肉
を
︺
食
し
︐
そ
の
こ
と
が
自
ら
分
か
ら
な
い(
108
)
︒

︹
命
あ
る
生
き
も
の
の
肉
を
︺
食
す
る
時
︐︹
そ
の
生
き
も
の
に
︺
,
知
す
る
力

が
あ
れ
ば
︐
た
ち
ま
ち
恨
み
つ
ら
み
を
µ
こ
し
︐
怨
敵
を
增
や
す
︒
以
�
は
一

番
親
し
か
っ
た
者
が
今
は
一
番
の
怨
敵
と
な
る(
109
)
︒
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
︒
暫
し
舌
先
の
ほ
ん
の
�
か
の
味
を
欲
し
が
り
︐
永
え
に

宿
世
の
親
者
と
怨
敵
と
な
る
︹
結
果
を
招
く
︺︒
何
と
痛
ま
し
い
こ
と
か
︐
筆

舌
に
盡
く
し
難
い
︒
俗
�
を
着
た
在
家
者
は
修
行
の
�
に
ª
う
生
き
方
が
で
き

な
い(
110
)
︒
し
か
し
出
家
し
佛
�
を
學
ぶ
者
は
︐
如
來
と
同
じ
衣
を
身
に
纏
い
︐
菩

¡
の
修
行
を
實
踐
す
る
の
だ
か
ら
︐
深
く
思
い
を
致
す
べ
き
で
あ
る
︒

大
い
な
る
德
を
も
つ
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
︐
敎
義
に
H
じ
た
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・

比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
︐
諸
寺
の
三
官
の
方
々
よ
︐
?
に
一
つ
の
こ
と
を
考
え
ね
ば
な

ら
ぬ
︒
い
っ
た
い
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
の
は
︐
あ
ら
ゆ
る
命
あ
る
生
き

も
の
に
と
っ
て
の
惡
し
き
仲
閒

(修
行
妨
�
者
)
で
あ
る
︒
命
あ
る
生
き
も
の

す
べ
て
の
怨
敵
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
怨
敵
は
六
�
の
至
る
�
に
い
る
︒
修
行

し
よ
う
と
す
る
と
︐
そ
れ
ら
は
皆
な
妨
げ
と
な
る
︒︹
妨
げ
に
は
二
種
あ
り
︺
︐

一
は
�
理
に
存
す
る
妨
げ
で
あ
り
︐
二
は
實
際
の
具
體
�
な
事
柄
に
存
す
る
妨

げ
で
あ
る(
111
)
︒

�
理
に
存
す
る
妨
げ
と
は
何
か
︒
行
爲
の
因
果
性
に
よ
っ
て
自
ず
と
妨
げ
を

生
じ
︐
修
行
者
を
無
癡
蒙
昧
に
さ
せ
︐︹
õ
い
か
ら
︺
拔
け
出
る
肝
C
を
分
か

ら
な
く
さ
せ
︐
そ
の
對
策
を
失
わ
せ
る(
112
)
︒
た
と
い
善
き
修
行
仲
閒
に
1
り
會
っ

て
も
︐︹
そ
の
言
葉
を
︺
信
じ
u
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒
そ
し
て
信
じ

u
け
止
め
た
と
し
て
も
︐
繰
り
�
し
何
度
も
實
踐
し
續
け
る
こ
と
が
で
き
な
い(
113
)
︒

こ
れ
が
︐
�
理
に
存
す
る
妨
げ
で
あ
る
︒

實
際
の
具
體
�
事
柄
に
存
す
る
妨
げ
と
は
︹
何
か
︺︒
こ
れ
ら
の
怨
敵
ど
も

は
惡
し
き
鬼
靈
の
中
に
い
る
こ
と
も
あ
り
︐
詠
を
も
つ
猛
獸
の
中
に
い
る
こ
と

も
あ
り
︐
强
力
な
守
護
神
の
中
に
い
る
こ
と
も
あ
り
︐
强
力
な
龍(
114
)
の
中
に
い
る

こ
と
も
あ
り
︐︹
佛
法
の
敵
で
あ
る
︺
+
物(
115
)
の
中
に
い
る
こ
と
も
あ
り
︐︹
六
�

の
う
ち
︐
天
界
の
︺
神
々
の
中
に
い
る
こ
と
も
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
︐
こ
こ
か
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し
こ
で
困
難
を
仕
掛
け
て
く
る(
116
)
︒
た
と
い
修
行
し
て
善
き
修
行
仲
閒
に
出
會
い
︐

︹
そ
の
言
葉
を
︺
心
に
深
く
信
じ
u
け
止
め
︐
欲
¾
を
節
制
し(
117
)
︐
繰
り
�
し
何

度
も
實
踐
し
續
け
た
と
こ
ろ
で
︐
す
ぐ
に
困
難
が
生
ま
れ
︐
z
惡
な
�
に
引
き

A
ま
れ
る
こ
と
も(
118
)
︐︹
修
行
者
の
心
に
殘
る
︺
煩
惱
が
心
を
亂
す
こ
と(
119
)
も
あ
る
︒

行
爲
の
節
制

(﹁
戒
﹂
)
を
修
め
︐
精
神
の
制
御

(﹁
定
﹂
)
を
修
め
︐
正
し
い
智

5

(﹁
5
﹂
)
を
修
め
︐
諸
の
高
德
の
善
行
を
修
め(
120
)
︹
よ
う
と
努
め
て
も
︺
︐
絕
え

ず
汚
れ
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
︐
い
つ
も
閏
足
す
る
こ
と
が
な
い
︒
こ
れ
ら
は
す
べ

て
古
い
︹
宿
世
の
︺
怨
念
が
對
立
障
�
を
生
じ
る
の
で
あ
る(
121
)
︒
こ
れ
が
︐
實
際

の
具
體
�
事
柄
に
存
す
る
妨
げ
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
深
く
思
念
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
︒
た
っ
た
一
度
で
も
命
あ
る

生
き
も
の
を
食
し
た
因
緣

え
に
し

に
よ
っ
て
︐
佛
の
正
し
い
敎
え
を
す
べ
て
7
ざ
け(
122
)
︐

こ
う
し
た
樣
々
な
苦
痛(
123
)
が
生
ま
れ
る
︒
貪
欲
と
い
う
詠
物
も
同
じ
︐
忿
怒
と
い

う
詠
物
も
同
じ
︐
無
癡
と
い
う
詠
物
も
同
じ
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
三
種
の
詠
物

(貪
欲
・
忿
怒
・
無
癡
)
が
皆
︐
活
發
に
働
く
と(
124
)
︐
誰
で
も
苦
痛
を
u
け
る
︒
皆

と
も
に(
125
)
深
く
思
念
し
︐
う
ま
く
手
立
て
を
-
ず
べ
し(
126
)
︒

弟
子

わ
た
く
し

蕭
衍
は
︐
?
に
ま
た
︐
大
い
な
る
德
を
も
つ
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
︐

敎
義
に
H
じ
た
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
︐
諸
寺
の
三
官
の
方
々
に
︐
つ
つ
し
ん

で
申
し
上
げ
る(
127
)

︱
︱
︐
北
山

(鍾
山
)
の
蔣
�
へ
の
犧
牲
を
獻
供
す
る
こ
と
す

ら
取
り
や
め
る(
128
)
︒
も
し
何
も
殺
生
せ
ず
に
祈
願
す
れ
ば
︐
そ
の
都
度
︐
素
晴
ら

し
い
敎
え
を
得
ら
れ
よ
う
が
︐
も
し
殺
生
︹
し
て
犧
牲
を
供
え
る
こ
と
︺
に

よ
っ
て
祈
願
す
れ
ば
︐
敎
え
を
想
念
で
き
な
い(
129
)
︒
今
日
こ
の
大
眾
は
既
に
聞
き

a
ん
で
い
る
に
L
い
な
い
が
︐
弟
子

わ
た
く
し

は
既
に
4
の
神
子(
130
)
や
人
民
の
大
奧
の
祀
事(
131
)

を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
︒
豐
作
祈
願
の
祭
り(
132
)
に
︐
生
き
も
の
を
供
犧
し
て
は
な

ら
ぬ(
133
)
︒
各
自
º
5
を
盡
く
し
て
蔬
¼(
134
)
を
獻
供
す
る
だ
け
に
せ
よ
︒
蔣
�
は
今
や

菩
¡
�
を
行
じ
て
お
ら
れ
る
︒
ど
う
し
て
出
家
者
た
ち
が
︐
反
對
に
︐
命
あ
る

生
き
も
の
を
食
し
︐
+
物
の
行
い
を
し
て
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か(
135
)
︒
他
日
︐
北

山
で
蔣
�
へ
の
齋
會
を
行
い
︐︹
そ
の
時
︺
¼
食
の
僧(
136
)
を
招
く
︹
つ
も
り
だ
が
︺

そ
の
理
由
は
︐
見
え
な
い
神
靈
た
ち
は
︹
誰
が
何
を
し
て
い
る
か
︐
何
を
食
し

て
い
る
か
を
︺
す
べ
て
は
っ
き
り
お
見
H
し(
137
)
で
あ
る
か
ら
だ
︒
も
し
¼
食
し
て

い
な
い
僧
に
¼
食
︹
の
ふ
り
を
さ
せ
て
︺
齋
會
に
½
か
せ
れ
ば
︐
蔣
�
は
佛
法

を
忌
み
�
い(
138
)
︐
弟
子

わ
た
く
し

を
胡
散
臭
い
輩
と
思
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か(
139
)
︒
こ
こ
に
い

る
法
師
た
ち
よ
︐
ど
う
か
︹
わ
た
く
し
の
︺
こ
の
思
い
を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ

き
た
い
︒

弟
子

わ
た
く
し

蕭
衍
は
︐
大
い
な
る
德
を
も
つ
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
︐
敎
義
に
H
じ

た
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
︐
諸
寺
の
三
官
の
方
々
に
︐
つ
つ
し
ん
で
申
し
上
げ

る
︱
︱
︐
弟
子

わ
た
く
し

蕭
衍
は
︐
十
方
の
一
切
の
諸
佛
�
に
於
い
て
︐
十
方
の
一
切

の
�
法
の
�
に
於
い
て
︐
十
方
の
一
切
の
¿
僧
の
�
に
於
い
て
︐
諸
の
比
丘
・

比
丘
尼
と
共
に
か
さ
ね
て
誓
�
す
る
︒
今
日
︐
僧
眾
が
寺
に
歸
っ
た
後
︐
各
々

が
そ
れ
ぞ
れ
誓
っ
た
こ
と
を
點
檢
し
佛
の
敎
え
に
從
う
よ
う
に
さ
せ
よ
う
︒

︹
そ
れ
で
も
︺
も
し
酒
を
飮
み
肉
を
食
っ
て
︐︹
佛
敎
の
︺
法
に
L
う
よ
う
な
者

は
︐
私
は
王
の
法
に
則
っ
て
審
問
す
る
だ
ろ
う
︒
比
丘
・
比
丘
尼
た
ち
が
如
來

の
衣
を
身
に
着
け
な
が
ら
如
來
行
を
行
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
︐
こ
れ
は
名
ば
か

り
の
僧(
140
)
で
あ
っ
て
︐
盜
«
と
同
じ
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
な
行
者
で
も
や
は
り
我
が
國
の
一
民
で
あ
る
の
で
︐
今
日
︐

︹
弟
子

わ
た
く
し

蕭
衍
は
︺
王
の
權
力
で
審
問(
141
)
す
る
こ
と
は
で
き
る
︒
も
し
︹
佛
法
の
︺

外
の
役
人(
142
)
と
し
て
得
た
も
の
を
觀
察
し(
143
)
︐
あ
る
い
は
も
し
寺
家
と
し
て
自
ら
罪

を
數
え
上
げ(
144
)
さ
せ
る
の
な
ら
ば
︐
年
齡
や
弟
子
の
數
に
關
わ
ら
ず
に
行
う
べ
き

で
あ
っ
て
︐
私
は
寺
官
に
︹
飮
酒
噉
肉
し
佛
法
に
L
う
︺
僧
た
ち
を
集
め
さ
せ
︐

鐘
を
鳴
ら
し
て
︐
戒
を
E
て
て
³
俗
さ
せ
︐
在
家
の
�
を
着
さ
せ
︐﹃︹
大
︺

𣵀

槃

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

經
﹄
に
あ
る
よ
う
に(
145
)
︐
³
俗
さ
せ
鞭
打
っ
て
b
役
さ
せ
る(
146
)
だ
ろ
う
︒

〔そ
の
よ
う
な
處
罰
對
象
と
な
る
者
は
︺
年
長
の
者
と
︐
�
も
門
徒
が
多
い

も
の
を
取
り
上
げ
︐
こ
の
二
種
の
人
を
ま
ず
審
問
す
べ
し
︒
な
ぜ
な
ら
ば
一
人
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の
大
し
て
行
を
積
ん
で
い
な
い
僧
を
處
罰
し
て
も
人
心
を
改
め
る
に
は
效
果
が

な
い
か
ら
で
あ
り
︐
こ
の
よ
う
な
影
C
力
の
强
い
僧
を
處
罰
す
れ
ば
︐
他
の
僧

た
ち
を
驚
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
︒
名
の
あ
る
大
僧
を
©
べ
て
も
︐

そ
の
よ
う
な
者
は
い
な
い
は
ず
で
あ
る
が
︐
も
し
そ
の
よ
う
な
者
が
い
た
な
ら

ば
︹
王
︺
法
に
よ
っ
て
審
問
す
べ
し
︒
そ
の
他
の
小
僧
は
依
然
と
し
て
︹
飮
酒

噉
肉
し
て
い
な
い
と
︺
噓
を
つ
く
︹
の
で
當
然
處
罰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(
147
)
︺︒

今
日
の
集
會
は
大
い
な
る
因
緣
に
よ
る
も
の
で
あ
る
︒
た
だ
一
切
の
諸
佛
が

こ
こ
に
い
る
だ
け
で
は
な
く
︐
た
だ
一
切
の
�
法
が
こ
こ
に
あ
る
だ
け
で
は
な

く
︐
た
だ
一
切
の
¿
僧
が
こ
こ
に
い
る
だ
け
で
は
な
く
︐
諸
の
天
部
や
︐
諸
の

仙
人
が
虛
空
に
滿
ち
て
お
り
︐
四
天
王
も
ま
た
こ
こ
に
い
る
だ
ろ
う
︒
金
剛
密

迹(
148
)
︐
大
辯
天
神
︐
功
德
天
神
︐
韋
駄
天
神
︐

毘
紐

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ

天
神
︐
e
醯
首
羅

マ
ヘ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ

︐
散
脂

大
將
︐
地
神
堅
牢
︐
£
樓
羅

ガ

ル

ダ

王
︐
孔
雀
王(
149
)
︐
封
頭
王(
150
)
︐
富
尼
跋
陀
羅
伽
王
︐

阿
修
羅
伽

ア

シ

ュ

ラ

カ

王
︐
e
尼
跋
陀
羅
伽

マ

ニ

バ

ド

ラ

カ

王
︐
金
毘
羅

ク
ン
ビ
ー
ラ

王
︐
十
方
二
十
八
部
の
夜
叉

ヤ
ク
シ
ャ

神
王
︐

一
切
持
咒
神
王
︐
六
方
大
護
都
b
安
國
と
い
っ
た
︐
こ
う
し
た
一
切
の
︐
大
神

足
力
を
も
ち
︐
大
威
德
力
を
も
つ
一
切
の
善
き
神
々
が
虛
空
に
滿
ち
滿
ち
て
い

る
︒
五
方
龍
王(
151
)
や
︐
沙
羯
羅

サ

ー

ガ

ラ

龍
王
︐

阿

耨

ア
ナ
ヴ
ァ
タ
プ
タ

龍
王
︐
難
陀

ナ
ン
ダ

龍
王
︐
跋
難
陀

ウ
パ
ナ
ン
ダ

龍

王
︐
伊
c
滿
龍
王(
152
)
︐
こ
の
よ
う
な
一
切
の

菩

¡

ボ
ー
デ
ィ
サ
ト
ヴ
ァ

龍
王
も
︐
こ
こ
に
滿
ち
滿

ち
て
い
る
に
L
い
な
い
︒
天
︐
龍
︐
夜
叉

ヤ
ク
シ
ャ

︐
乾
闥
婆

ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ

王
︐
阿
修
羅

ア

シ

ュ

ラ

王
︐
£
樓
羅

ガ

ル

ダ

王
︐
緊
c
羅

キ

ン

ナ

ラ

王
︐
e
睺
羅
伽

マ

ホ

ー

ラ

ガ

王
︐
人
非
人
と
い
っ
た
一
切
の
大
神
足
が
い
て
︐

大
威
德
力
の
あ
る
八
部
の
神
王(
153
)
も
皆
こ
こ
に
い
る
に
L
い
な
い
︒
今
日
︐
土
地

や
山
川
や
祠
堂
の
諸
の
神
が
虛
空
に
整
然
と
滿
ち
滿
ち
て
い
る
に
L
い
な
い
︒

こ
の
よ
う
な
幽
か
そ
け

き
も
の
ま
で
し
か
と
觀
察
せ
よ
︒

穢
れ
な
き
者
だ
け
が
人
を
Y
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
た
だ
自
ら
淸
ら
か
な

者
だ
け
が
人
を
淸
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
弟
子

わ
た
く
し

が
今
日
こ
の
よ
う
な
立

/
な
こ
と
を
言
え
ば(
154
)
︐
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

に
は
必
ず
不
滿
の
樣
子
が
あ
ろ
う
︒
た

と
い
心
臟
を
刳
り
拔
い
て
地
に
擲
ち
︐
比
丘
・
比
丘
尼
に
正
に
數
片
の
肉
と

な
っ
て
示
し(
155
)
︹
本
心
を
示
し
︺
て
も
信
用
は
得
ら
れ
ま
い
︒
古
人
が
︐﹁
知
る

こ
と
が
難
し
い
の
で
は
な
く
︐
行
う
こ
と
が
難
し
い
の
だ(
156
)
﹂
と
言
っ
て
い
る
H

り
で
あ
る
︒

弟
子

わ
た
く
し

蕭
衍
は
在
家
の
身
で
あ
り
︹
出
家
者

み

な

さ

ま

の
よ
う
に
完
 
な
︺
戒
を
保
っ
て

い
な
い
け
れ
ど
も
︐
今
日
︐
ま
ず
自
ら
誓
い
を
立
て
︐
そ
れ
に
よ
っ
て
本
心(
157
)
を



ら
か
に
す
る
︱
︱
弟
子

わ
た
く
し

蕭
衍
は
︐
今
よ
り
以
後
︐
菩
提

ボ
ー
デ
ィ
(
158
)(悟

り
・
目
覺
め
)

を
獲
得
す
る
ま
で
︐
も
し
飮
酒
し
て
心
を
な
お
ざ
り
に
し(
159
)
︐
樣
々
な
淫
欲(
160
)
を
お

こ
し
︐
人
を
欺
い
て
虛
言
を
吐
き(
161
)
︐
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
を
食
ら
い
︐
?
に
は
É

や
蜂
蜜(
162
)
︐
酥
︑
酪(
163
)

(
É
を
發
酵
さ
せ
た
も
の
)
を
飮
む
な
ら
ば
︐
願
わ
く
は
一
切

の
大
い
な
る
力
を
D
す
る
鬼
神
よ(
164
)
︐
先
ず
蕭
衍

わ
た
く
し

の
身
を
嚴
し
く
處
罰(
165
)
し
︐
そ
の

後
︐
私
を
地
獄
に
[
り
︐
閻
羅
王
が
樣
々
な
苦
を
與
え
︐
命
あ
る
生
き
も
の
が

皆
︐
成
佛
し
つ
く
す
ま
で
︐
弟
子

わ
た
く
し

蕭
衍
を
阿
 
地
獄
に
繫
ぎ
置
き
た
ま
え
︒
僧

尼
に
も
し
飮
酒
し
て
魚
や
肉
を
食
し
た
の
に
懺
悔(
166
)
し
な
い
者
が
あ
れ
ば
︐
一
切

の
大
い
な
る
力
を
D
す
る
鬼
神
た
ち
も
︐
私
に
對
し
て
す
る
の
と
同
樣
に
︐
彼

ら
を
罪
に
問
い
處
罰
し
︐
善
良
な
る
徒
眾
を
增
や
し(
167
)
︐
佛
�(
168
)
を
淸
め
よ
う
︒
も

し
︐
い
ま
だ
幽
冥
世
界
の
役
人(
169
)
に
よ
っ
て
處
罰
し
審
問
さ
れ
ず
︐
な
お
こ
の
世

に
い
る
者
が
い
れ
ば
︐
弟
子

わ
た
く
し

蕭
衍
は
法
に
從
っ
て
處
罰
し
︐
强
制
�
に
³
俗
さ

せ
︐
在
家
の
衣
�
を
與
え
︐
時
宜
に
應
じ
て(
170
)
勞
役
さ
せ
よ
う(
171
)
︒

願
わ
く
は
今
日
こ
こ
に
い
る
二
部(
172
)
の
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

眾
と
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

眾
よ
︐
各
々
寺
に
戾

り
︐
佛
法
を
正
し(
173
)
︐
今
の
僧
團
の
©
和
を
圖
り
︐﹃
經
﹄
の
敎
え
を
聽
く
者
た

ち
す
べ
て
に
︹﹃
經
﹄
に
︺
說
か
れ
る
そ
の
ま
ま
に
修
行
さ
せ
よ
︒
大
い
な
る

慈
し
み
を
育
む
種
子

(潛
在
力
)
を
斷
ち(
174
)
︐
佛
を
︹
繼
承
す
る
︺
子
孫
を
斷
絕(
175
)

さ
せ
て
は
な
ら
ぬ
︒
も
し
法
を
犯
し
戒
を
破
る
者
が
あ
れ
ば
︐
皆
︐
僧
制
に

從
っ
て
規
定
H
り
に
罪
に
問
い
︐
處
罰
せ
よ
︒
も
し
u
け
容
れ
て
許
し
︐
檢
擧

し
處
罰
し
な
い
者
が
あ
れ
ば(
176
)
︐
そ
の
者
に
も
か
え
っ
て
罪
を
�
わ
せ
る(
177
)
︒
ま
た
︐

比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
寺
に
︐
四
天
王(
178
)
・
£
毘
羅

カ

ピ

ラ

神(
179
)
を
祀
っ
て
い
な
が
ら
︐
な
お
鹿

東 方 學 報

216



の
頭
や
羊
の
肉
等
を
︹
供
物
と
し
て
︺
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
︐
あ
っ

て
は
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
か
ら
す
ぐ
に
禁
斷
す
べ
し
︒
も
し
禁
斷
し
な
け
れ
ば
︐

寺
官(
180
)
に
咎
が
a
び
︐
先
の
罪
と
同
樣
で
あ
る
か
ら
︐
各
別
に
5
を
営
べ
よ
︿
こ

の
敎
義
の
論
営
は
(
わ
る
︒
こ
の
よ
う
に
5
を
営
べ
よ
﹀︒

弟
子

わ
た
く
し

蕭
衍
が
︐
大
い
な
る
德
を
も
つ
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
︐
敎
義
に
H
じ

た
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
︐
諸
寺
の
三
官
の
方
々
に
︐
つ
つ
し
ん
で
申
し
上
げ

る
︒
既
に
先
に
︐
魚
肉
は
煩
惱
の
障
�
で
あ
り(
181
)
︐
苦
と
い
う
結
果
を
招
く(
182
)
と
い

う
こ
と
を
あ
ら
ま
し
営
べ
た
︒
今
こ
こ
で
も
う
一
度
重
ね
て
C
點
の
み
を
申
し

上
げ
た
い(
183
)
︒︹
こ
の
︺
ジ
ャ
ン
ブ
ド
ゥ
ヴ
ィ
ー
パ
で
は
壽
命
は
︹
せ
い
ぜ
い
︺

百
二
十
歲
と
言
わ
れ
る(
184
)
が
︐
實
際
こ
の
世
閒
で
そ
の
よ
う
な
人
が
い
る
と
は
聞

か
な
い(
185
)
︒︹
命
あ
る
生
き
も
の
は
︺
變
わ
り
果
て
衰
え
︐
ず
っ
と
若
い
ま
ま
の

者
な
ど
い
な
い(
186
)
︒﹃
經
﹄
に
︐﹁
一
念
の
�
か
な
閒
に
六
十
ク
シ
ャ
ナ
が
�
ぎ

る
﹂
と
言
わ
れ
る(
187
)
︒
生
ま
れ
て
は
老
い
︐
死
に
︐
ま
た
た
く
閒
に
時
は
�
ぎ
行

く(
188
)
︒
一
時
︐
感
覺
器
官
を
供
え
た
︹
身
を
得
て
も
︺
た
ち
ま
ち
<
滅
す
る(
189
)
︒

︹
地
獄
・
¡
鬼
・
畜
生
と
い
う
︺
三
つ
の
行
き
先(
190
)
等
の
苦
し
み
は
︐
忽
ち
身
に

a
ぶ(
191
)
︒
地
獄
︹
の
苦
し
み
︺
を
離
れ
た
く
と
も
︐
そ
れ
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
︒

戒
律
と
德
目
が
淸
ら
か
で
あ
っ
て
さ
え
︹
地
獄
か
ら
︺
免
れ
る
こ
と
は
︹
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
と
︺
恐
れ
る
︒
況
ん
や
︹
禁
戒
を
︺
破
っ
た
り
す
る
な
ら
ば
言

う
ま
で
も
な
い
︒

長
6
に
渡
っ
て
身
を
淸
め
て
¼
食
し
た
と
し
て
も(
192
)
︐
な
す
べ
き
方
策
に
努
め

な
け
れ
ば(
193
)
︐
苦
と
い
う
果
報
を
免
れ
た
く
と
も
︐
 
く
無
理
で
あ
る(
194
)
︒
ど
う
し

て
そ
う
で
あ
る
の
か
︒
こ
の
︹
地
に
︺
生
ま
れ
て
樣
々
な
罪
を
犯
さ
ず
に
い
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
け
れ
ど
も
︐
後
報

(來
來
世
と
そ
れ
以
後
の
果
報
)
︹
を
生

む
︺
行
爲
の
力
は
强
い
の
で
︐
今
は
︹
そ
れ
ら
の
果
報
を
防
ぐ
た
め
の
︺
何
ら

も
手
立
て
な
く(
195
)
︐
三
つ
の
行
き
先
等
の
苦
し
み
を
�
斷
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ぬ
︒

況
ん
や
酒
を
飮
み
︐
命
あ
る
生
き
も
の
︹
の
肉
︺
を
食
す
る
な
ら
v
?
で
あ
る
︒

比
丘

ビ
ク
シ
ュ

眾
と
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

眾
は
確
か
に
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
を
信
じ
て
い
る(
196
)
︹
の
だ
か

ら
︺
︐
自
ら
努
め
て
精
勵
す
る
が
よ
い(
197
)
︒
も
し
¼
食
は
困
難
と
思
う
な
ら
︐
信

仰
心
が
Õ
](
198
)
で
あ
る
︒
も
し
信
仰
心
が
あ
る
な
ら
︐
自
ら
努
力
す
べ
し(
199
)
︒
心
に

堅
い
確
信
を
も
て
ば(
200
)
︐
¼
食
す
る
こ
と
が
ど
う
し
て
困
難
で
あ
ろ
う
か
︒
野
¼

や
粗
末
な
も
の
︹
を
食
す
る
の
も
︺
肉
や
魚
︹
を
食
す
る
の
も
︺
ど
ち
ら
も
同

じ
一
つ
の
︹
食
欲
に
基
づ
く
︺
煩
い
で
あ
る(
201
)
︒
心
を
安
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
︐︹
野
¼
や
粗
末
な
食
物
は
︺
甘
露
の
よ
う
な
美
味
で
あ
る(
202
)
︒
心
が
安

ら
か
で
な
い
な
ら
︐︹
野
¼
や
粗
末
な
食
物
は
︺
臭
く
て
穢
れ
た
不
味
い
食
物

で
あ
る(
203
)
︒
そ
れ
故
に
﹃︹
大
︺
𣵀

槃

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

經
﹄
は
﹁
食
事
を
︹
布
施
で
︺
u
け
取

る
時
は
︐
あ
た
か
も
子
の
肉
を
︹
も
ら
っ
て
食
す
る
よ
う
な
︺
氣
持
ち
に
な

れ
﹂
と
言
う(
204
)
︒
も
し
︹
¼
食
も
肉
食
も
︺
ど
ち
ら
も
煩
い
で
な
い
な
ら
︐
ど
う

し
て
こ
の
よ
う
な
敎
え
が
必
C
で
あ
ろ
う
か
︒

ひ
と
ま
ず
7
大
な
事
柄
は
さ
て
お
き
︐
卑
�
な
喩
え
の
み
を
b
っ
て
み
よ
う(
205
)
︒

現
時
點
で
既
に
¼
食
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
者
は
︐
血
な
ま
ぐ
さ
い
も
の
を

忌
み
�
う(
206
)
︒
¼
食
で
き
な
い
者
の
中
で
甚
だ
し
い
者
は
︐
野
¼(
207
)
を
忌
み
�
う
︒

萬
事
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
︐
自
ら
努
め
勵
む
が
よ
い
︒︹
肉
食
も
¼
食
も
煩

い
な
ら
︺
不
善
な
る
煩
い

(
肉
食
)
を
や
め
て
善
な
る
煩
い

(
¼
食
)
に
代
え

よ(
208
)
︒
善
な
る
煩
い
に
卽
し
て
︑
?
に
な
す
べ
き
方
策
を
行
い
な
さ
い(
209
)
︒
野
¼
を

食
し
︹
そ
の
時
に
?
に
︺
子
肉
を
食
す
が
如
く
に
想
念
す
る
︱
︱
こ
の
よ
う

な
心
で
す
れ
ば
︐
堅
い
決
5
を
得
ら
れ
る
︒
お
よ
そ
肉
や
魚
を
斷
つ
こ
と
が
で

き
な
い
者
た
ち
は
︐﹁
野
¼
は
體
を
冷
や
し
︐
人
を
虛
]
に
す
る
︒
魚
肉
は
體

を
溫
め
︐
人
に
滋
養
を
補
う(
210
)
﹂
と
言
う
︒
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
は
︐
皆
︐
�

轉
し
た
も
の
の
見
方
で
あ
る(
211
)
︒

い
ま
試
み
に
大
略
を
営
べ
れ
ば(
212
)
︑
こ
れ
は
事
實
で
は
な
い
︒

長
い
閒
は
¼
食
を
續
け
て
來
た
人
に
於
い
て
は
血
液
と
生
氣(
213
)
が
活
發
に
な
っ

て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
人
々
の
場
合
は
�
剩
な
﹁
熱(
214
)
﹂
が
生
じ
る
こ
と
が
多
い
︒

梁武�「斷酒肉�」譯�
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︹
實
は
︺
血
液
と
生
氣
が
活
發
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
︑
食
し
た
も
の
は
<
æ

出
來
る
よ
う
に
な
る(
215
)
︒
<
æ
出
來
る
と
體
力
が
滿
ち
て
來
る
の
で
︑
¼
食
は
體

が
冷
え
A
み
�
ぎ
る
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
效
果
は
な
い
︒
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
た

め
の
助
け
に
な
る(
216
)
︒

苦
行
者
た
ち
は
皆
¼
食
す
る
の
で
︑
悉
く
�
剩
な
﹁
熱
﹂
を
生
じ
る
こ
と
が

多
い
が
︑
大
體(
217
)
忍
耐
力
が
强
く
︑
精
神(
218
)
は
淸
ら
か
で


る
く
︑
ま
れ
に
疲
れ
る
︒

凡
そ
魚
に
は
體
を
冷
た
く
し
や
す
い
性
質
が
あ
り
︒
血
な
ま
ぐ
さ
い(
219
)

(魚
や
肉
)

は
樣
々
な
病
氣
を
µ
こ
す
の
が
常
で
あ
る(
220
)
︒
故
に
魚
や
肉
を
食
す
る
人
は
精
神

�(
221
)
に
怠だ
る

い
狀
態
に
な
る
し
︑
體
の
手
足(
222
)
が
一
律
に
皆
重
く
な
る
こ
と
が
あ
る
︒

勿
論
後
報
も
招
く(
223
)
︑
三
惡
�
の
苦
し
み
等
が
あ
る
︒
そ
の
時
に(
224
)
す
ぐ
體
を
`
成

す
る
四
つ
の
C
素(
225
)
の
接
觸
が
な
く
な
る
︒
こ
れ
は
õ
妄
し
て
い
る
者
の
心
の
用

い
方
に
︑
そ
れ
ぞ
れ
に
執
着
が
あ
る
の
に
他
な
ら
ぬ
︒
魚
や
肉
を
食
す
る
人
は
︐

︹
魚
や
肉
は
︺
體
を
溫
め
︹
榮
養
を
︺
補
給
す
る
と
考
え
る
が
︑
信
じ
る
わ
け

に
は
行
か
ぬ
︒

ま
た
他
の
人
た
ち
は
︐
¼
食
は
體
を
冷
た
く
す
る
と
考
え
︐
¼
食
を
止
め
て

︹
肉
食
に
戾
り(
226
)
︺
︐
彼(
227
)
ら
は
¼
食
を
止
め
る(
228
)
︒
こ
う
し
た
修
行
者
は
野
¼
の
5
味

を
理
解
し
て
い
な
い
︒
野
¼
と
魚
や
肉
は
︐
水
と
火
の
よ
う
な
も
の
︒
野
¼
を

食
す
る
︹
者
︺
は
少
し
で
も
力
を
付
け
た
い
と
思
う
と
︐
ま
た
魚
や
肉
を
食
す

る
こ
と
︹
に
戾
っ
て
し
ま
う
︺
け
れ
ど
も
︐
魚
や
肉
の
生
臭
さ(
229
)
は
︐
野
¼
の
效

果
を
<
滅
さ
せ
て
し
ま
う
︒
故
に
è
解
し
た
者
は
︐﹁
野
¼
の
性
質
は
冷
で
あ

る
﹂
と
思
い
A
む
︒

¼
食
を
止
め
て
︹
肉
食
に
︺
何
度
も
戾
る
人
は
︐︹
¼
食
の
方
向
に
︺
�
ん

で
も
︐
野
¼
の
效
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
︐︹
肉
食
の
方
向
に
︺
戾
っ

て
も
︐
魚
や
肉
の
良
か
ら
ぬ
利
益
も
得
ら
れ
な
い
︒﹁
冷
﹂︹
の
性
質
︺
を
か
な

り
滅
ぼ
す
が
︐︹
そ
の
代
わ
り
に
︺
利
點(
230
)
は
�
か
に
留
ま
る
︒

こ
こ
に
い
る
大
い
な
る
德
を
も
つ
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
よ
︐
?
に
知
る
べ

き
一
事
が
あ
る
︒
魚
や
肉
を
食
す
る
こ
と
は
+
羅

マ
ー
ラ

(
+
物
)
の
領
域(
231
)
で
あ
り
︐

+
羅
の
行
い
を
す
る
と
︐
心
が
安
定
せ
ず
︐
困
難(
232
)
の
數
が
增
え
︐
心
の
內
で
も

外
で
も
多
く
の
+
羅
が
一
緖
に
︹
修
行
者
を
︺
混
亂
さ
せ
る
︒
そ
れ
故
に
修
行

者
は
魚
や
肉
︹
を
欲
し
い
と
︺
思
う
よ
う
に
な
る
︒
酒
は
+
羅
の
飮
み
物
で
あ

る
こ
と
︐
言
う
ま
で
も
な
い(
233
)
︒
凡
そ
魚
や
肉
を
食
す
る
や
酒
を
飮
む
人
々
か
ら
︐

善
き
神
々
は
離
れ
去
り
︐
體
內
に
正
氣(
234
)
が
な
く
な
る
︒
こ
の
よ
う
な
人
々
は

︹
修
行
し
て
も
︺
敎
え
は
J
々
に
減
Ú
し
て
し
ま
う
︒

?
に
一
部
の
人
々
は
︐
¼
食
す
る
と
は
言
え
︐
そ
れ
に
よ
っ
て
傲
慢
と
な
り
︐

よ
く
腹
を
立
て
︐
欲
¾
の
强
い
傾
向
が
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
人
々
も
+
羅
の
領

域
に
落
ち
A
み
︐
多
く
の
惱
み
を
か
か
え
る
︒

ま
た
別
の
人
々
は
︐
外
觀
�
に
修
行
に
成
熟(
235
)
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
︐

心
の
中
は
粗
惡
で
あ
る(
236
)
︒
他
人
よ
り
自
分
の
方
が
"
れ
て
い
る
と
見
て
取
る
と(
237
)
︐

心
中
は(
238
)
む
ら
む
ら
と
怒
り
に
燃
え
上
が
る(
239
)
︒
振
る
舞
い
は
ま
っ
た
く
善
か
ら
ず
︐

心
の
內
實
は
隱
�
し
た
ま
ま
で
あ
る(
240
)
︒
こ
の
よ
う
な
人
々
は
+
羅
の
領
域
で
行

動
す
る
か
ら
︐
¼
食
し
て
も
惱
み
が
多
い
︒

も
し
5
志
力(
241
)
が
正
し
く
定
ま
り(
242
)
¼
食
し
て
節
操
を
守
る
な
ら
︐
こ
の
よ
う
な

人
は
善
の
力
に
荏
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
︐
多
く
の
事
柄
に
堪
能
で
あ
る
︒
正

し
く
な
い
人
は(
243
)
よ
く
考
え
る
が
よ
い
︒
確
信
な
き
心
で(
244
)
︐
確
信
の
あ
る
人
に
な

ろ
う
な
ど
と
す
る
な
︒

大
い
な
る
德
を
も
つ
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
方
々
よ
︐
戒
律
の
規
定
に
從
っ
た(
245
)
行

い
が
で
き
る
方
々
は
︐
今
日
か
ら
︹
將
來
ま
で
︺
善
き
Ý
き
が
で
き
る
で
あ
ろ

う(
246
)
︒
ま
だ
そ
こ
ま
で
d
し
て
な
い
者
は
︐
今
後
そ
う
で
き
る
よ
う
心
懸
け
て
い

た
だ
き
た
い
︒
す
で
に
|
得
さ
れ
た
者
は
堅
く
强
い
5
志
を
得
て
欲
し
い
︒
ま

だ
そ
れ
を
果
た
し
て
い
な
い
者
は
今
す
ぐ
自
ら
を
改
革
し
て
欲
し
い
︒

本
日
は
皆
の
者
た
ち
と
共
に
菩
提

ボ
ー
デ
ィ

を
育
む
種
子
を
作
る
︒
以
上
弟
子

わ
た
く
し

蕭
衍
が

申
し
上
げ
た
こ
と
を
け
っ
し
て
惡
5
に
取
ら
ぬ
よ
う
に
︒
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【②

五
�
二
十
二
日
の
五
?(
247
)
︼

〔男
性
の
︺
寺
官(
248
)
三
百
六
十
八
人
︐
宿
德
二
十
五
人
︐
義
學
五
百
七
十
四

人
︐
Ý
師(
249
)
三
十
九
人
︐
以
上
︐
登
錄
さ
れ
た
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

眾
は
都
合
一
千
六
人
︒

〔女
性
の
︺
寺
官
三
百
六
十
九
人
︐
義
學
六
十
八
人
︐
Ý
師
五
人
︐
以
上
︐

登
錄
さ
れ
た
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

眾
は
都
合
四
百
四
十
二
人
︒

以
上
合
わ
せ
て
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

と
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

の
都
合
一
千
四
百
四
十
八
人
が
皆
︐
五
�

二
十
三
日
の
五
?

(夜


け
直
�
)
︐︹
陛
下
の
︺
號
令
で
︹
華
林
園
の
︺
鳳
莊

門(
250
)
に
到
着
し
た
︒

【③

二
十
三
日
の
早
�
︼

【③
a

『大
𣵀

槃

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

經
﹄﹁
四
相
品
﹂
四
分
の
一
を
-
ず
る
︼

〔夜
が


け
た
︺
二
十
三
日
の
早
�
に
︐
光
宅
寺
の
法
雲(
251
)
は
華
林
園(
252
)
の
殿
�(
253
)

に
︹
し
つ
ら
え
た
︺
東
向
き
の
高
座
に
登
っ
て
法
師(
254
)
と
な
り
︐
瓦
官
寺
の
5

(
255
)

は
︐
西
向
き
の
高
座
に
登
っ
て
都
-
と
な
っ
た
︒︹
5


は
︺﹃
大

𣵀

槃

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

經
﹄

四
相
品
の
四
分
の
一
を
讀
み
上
げ
︐
肉
を
食
す
る
と
大
い
な
る
慈
し
み
を
育
む

種
子

(潛
在
力
)
を
斷
滅
す
る(
256
)
﹂
と
い
う
敎
義
を
陳
べ
︐
法
雲
が
解
釋
を
加
え

た
︒
皇
�
陛
下
が
出
御
し
︐
地
に
席
を
設
け
︐
そ
の
席
位
は
高
座
の
北
と
し
た
︒

比
丘
眾
と
比
丘
尼
眾
が
そ
れ
ぞ
れ
順
に
參
列
し
た
︒

【③
b

-
義
の
(
了
︼

-
義
が
(
わ
る
と
︐
耆
闍
寺
の
�
澄(
257
)
が
西
向
き
の
高
座
に
登
り
︐﹁
斷
肉
の

�
﹂
を
讀
み
上
げ
︐
J
に
︹
法
雲
が
︺
解
說
し
た
言
葉
を
復
唱
し
た
︒

【③
c

Ú
出
︼

唱
え
(
わ
る
と
︐︹
皆
で
︺
禮
拜
懺
悔
し
︐︹
參
列
者
に
︺
�
ね
く
中
食
を
設

け
た
︒︹
そ
れ
ら
が
す
べ
て
︺
(
わ
る
と
︹
皆
︺
Ú
出
し
た
︒

〔こ
の
よ
う
に
︺
二
十
三
日
に
法
會
を
開
い
た
が
︐
そ
の
後
も
︐
諸
の
比

丘
・
比
丘
尼
に
は
な
お
﹁
律
中
に
は
肉
︹
食
︺
を
禁
斷
す
る
こ
と
も
︐
ま
た
肉

食
を
懺
悔
す
る
法
も
無
い
﹂
と
言
い
︹
武
�
の
お
考
え
に
從
お
う
と
し
な
か
っ

た
者
た
ち
が
い
た
︺︒

【④

二
十
九
日
の
問
答
︼

〔そ
こ
で
武
�
は
︺
同
�
二
九
日
に(
258
)
︐
再
び
敕
を
下
し
︐
義
學
の
僧
一
百
四

十
一
人
︐
義
學
の
尼
五
七
人
を
華
林
園
の
華
光
殿
に
招
き
︐
莊
嚴
寺
の
法
超(
259
)
・

奉
º
寺
の
僧
辯(
260
)
・
光
宅
寺
の
寶
度(
261
)
の
三
律
師
を
高
座
に
昇
ら
せ
た
︒︹
陛
下
は
︺

地
に
b
い
た
座
に
お
坐
り
に
な
り
︐
他
の
比
丘
・
比
丘
尼
も
同
樣
に
︹
地
に

坐
︺
し
た
︒

【④
a

三
律
師
と
の
問
答
︼

〔武
�
は
︺
制
旨(
262
)
し
て
法
超
ら
三
律
師
に
問
う
︱
︱
｢古
人
は
︐﹁
沸
い
た
湯

を
止
め
よ
う
と
思
え
ば
︐
薪
を
取
り
去
る
の
が
一
番
で
あ
る
︒
�
失
を
行
う
ま

い
と
す
れ
ば
︐
何
も
言
わ
な
い
の
が
一
番
で
あ
る(
263
)
﹂
と
言
っ
て
い
る
︒
弟
子
と

し
て
は
言
わ
ず
に
濟
む
な
ら
い
と
も
容
易
い
が
︐
そ
う
は
い
っ
て
も
︹
人
の
上

に
立
つ
も
の
と
し
て
︺
人
の
善
行
を
成
す
を
喜
び(
264
)
︐
佛
種
を
繼
續
さ
せ(
265
)
︐
諸
の

比
丘
・
比
丘
尼
と
共
に
敎
え
を
弘
め
よ
う
と
思
う
と
︐︹
僧
侶
の
肉
食
︺
と
い

う
事
柄
を
默
,
し
た
ま
ま
に
は
で
き
ぬ(
266
)
︒
そ
こ
で
今
︹
諸
の
比
丘
・
比
丘
尼

と
︺
集
合
し
︐
大
眾
の
面
�
で
﹃
律
﹄︹
に
說
か
れ
る
釋
�
︺
の
眞
5
を
究



し
よ
う
と
思
う
︒
聞
く
と
こ
ろ
︐
諸
僧
は
﹁﹃
律
﹄
の
中
に
は
肉
食
を
斷
て
と

い
う
決
ま
り
は
な
く
︐
食
肉
を
懺
悔

(
吿
白
改
正
)
せ
よ
と
い
う
決
ま
り
も
な

い
﹂
と
言
う
者
も
い
る
と
か(
267
)
︒
さ
て
諸
の
律
師
は
︐
か
ね
て
よ
り
ど
の
よ
う
な(
268
)

敎
Ý
を
行
い
︐
人
々
を
こ
の
よ
う
な
疑
い
を
�
く
に
到
ら
せ
た
の
か
﹂︒

法
超
は
お
答
え
申
し
上
げ
る
︱
︱

｢﹃
律
﹄
の
敎
え
は
一
つ
で
ご
ざ
い
ま
す
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が
︐
人
々
の
︐﹃
律
﹄
�
に
祕
め
ら
れ
た
5
味
に
對
す
る
解
釋
は
︐
同
じ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
︒
法
超
の
理
解
と
し
ま
し
て
は
︐﹃
律
﹄
は
三
種
の
淨
肉
を
食
す

る
こ
と
を
許
し
て
お
り
ま
す
が
︐
し
か
し
そ
の
本
5
と
し
て
は
︹
食
肉
を
︺
永

7
に
禁
斷
し
た
い
の
で
あ
る
と
︒
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
分
か
る
か
と
言
い
ま

す
と
︐
先
に
十
種
の
不
淨
肉
の
禁
斷
を
說
き


か
し
︐
J
い
で
三
種
の
淨
肉
を

食
べ
さ
せ
︐
�
後
に
︹﹃
大
𣵀
槃
經
﹄
の
中
で
︺
九
種
の
淨
肉
を
許
さ
れ
ま
し

た(
269
)
︒
こ
の
よ
う
に
︹
肉
食
の
是
非
は
︺
段
階
�
に
定
め
ら
れ
ま
し
た(
270
)
︒︹
と
す

れ
ば
﹃
律
﹄
の
︺
5
圖
は
︹
肉
食
を
︺
永
7
に
禁
斷
す
る
も
の
︒
法
超

わ
た
く
し

は
常
の

-
義
で
い
つ
も
こ
の
よ
う
に
說


し
て
お
り
ま
す
﹂︒

陛
下
は
?
に
僧
辯
に
問
う
︱
︱
｢法
師
よ
︐
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
敎
Ý
さ

れ
て
い
る
の
か
﹂︒

僧
辯
が
お
答
え
申
し
上
げ
る
︱
︱
｢
僧
辯

わ
た
く
し

の
か
ね
て
よ
り
の
理
解
の
大
5
は
︐

法
超
と
衣
な
り
ま
せ
ん
︒
し
か
し
敎
え
に
は
深
淺
が
あ
り
︐
段
階
を
も
っ
て
命

あ
る
生
き
も
の
を
Ý
く
の
み(
271
)
︒
三
種
の
淨
肉
を
食
べ
︹
て
良
い
か
︺
を
論
じ
る

の
で
あ
れ
ば
︐
理
と
し
て
こ
れ
は
�
失
で
す
が
︐
し
か
し
︹﹃
律
﹄
の
段
階
で

は
釋
�
の
︺
敎
え
は
︹
常
�
敎
と
い
う
︺
極
地
に
到
d
し
て
お
ら
ず
︐
そ
の
た

め
︹﹃
律
﹄
で
は
三
種
淨
肉
を
食
す
る
こ
と
を
︺
比
丘
・
比
丘
尼
に
お
許
し
に

な
っ
た
の
で
す
﹂︒

陛
下
は
?
に
寶
度
に
問
う
︱
︱
｢法
師
よ
︐
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
敎
Ý
さ

れ
て
い
る
の
か
﹂︒

寶
度
は
お
答
え
申
し
上
げ
る
︱
︱
｢愚
短
︹
な
拙
僧
の
︺
の
理
解
と
し
て
は
︐

た
だ(
272
)
こ
れ
は
漸
敎(
273
)
と
い
う
だ
け
の
こ
と
︒
そ
の
た
め
﹃
律
﹄
�
で
は
三
種
淨
肉

を
食
す
る
こ
と
を
許
し
て
も
︐﹃
𣵀

槃

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

﹄
と
い
う
�
上
の
敎
え
に
お
い
て
は
︐

正
し
い
敎
え
を


ら
か
に
し
︐
肉
食
を
許
さ
な
い
の
で
す
︒
利
根
の
人
は(
274
)
︐
三

種
淨
肉
に
つ
い
て
敎
え
を
u
け
る
と
︐
す
ぐ
に
す
べ
て
︹
肉
は
︺
食
べ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
解
釋
に
至
る
で
し
ょ
う
︒
鈍
根
の
人
は
︐
後
敎

(す
な
わ
ち

﹃
大
𣵀
槃
經
﹄
の
說
く
敎
え
)
を
待
っ
て
は
じ
め
て
︹
肉
食
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
を
理
解
す
る
の
で
す
︺﹂︒

陛
下
は
再
び
法
超
に
問
う
︱
︱
｢法
師
の
先
の
�
答
は
﹃
律
﹄
�
に
︹
@
々

裏
に
︺
A
め
ら
れ
た
5
味
で
あ
っ
た
︒
も
し
﹃
律
﹄
の


�
に
依
據
し
て
︹
肉

食
を
禁
止
す
べ
き
か
ど
う
か
を
論
じ
る
な
ら
︺
︐
ど
の
よ
う
な
á
を
下
す
の
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢︹
私
は
︺
常
に
日
々
︹
先
の
よ
う
に
︺
解
釋
し
て
お
り
ま
す

の
で
︐︹
此
度
の
ご
下
問
に
も
︺
先
の
解
釋
を
繰
り
�
す
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
﹂︒

陛
下
は
僧
辯
に
問
う
︱
︱
｢法
師
の
5
見
は
い
か
が
か
︒
超
法
師
と
同
じ

か
﹂︒〔

僧
辯
は
︺
お
答
え
申
し
上
げ
る
︱
︱
｢法
超
の
解
釋
と
同
じ
で
ご
ざ
い
ま

す
﹂︒陛

下
は
法
超
に
問
う
︱
︱
｢法
師
が
か
ね
て
よ
り
こ
の
よ
う
に
﹃
律
﹄
を
解

し
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
︐
諸
の
律
師
も
竝
び
に
皆
肉
を
食
す
る
か
︐
そ
れ
と
も

肉
を
食
さ
な
い
の
だ
ろ
う
か
﹂︒

法
超
は
お
答
え
申
し
上
げ
る
︱
︱
｢餘
人
が
ど
の
よ
う
な
︹
解
釋
を
し
て
い

る
の
か
︺
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
︐
法
超

わ
た
く
し

は
か
ね
て
よ
り
自
ら
食
肉
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
﹂︒

陛
下
は
僧
辯
に
問
う
︱
︱
｢法
師
も
肉
を
食
す
る
の
か
﹂︒

僧
辯
は
お
答
え
申
し
上
げ
る
︱
︱
｢昔
は
 
く
肉
を
食
し
ま
せ
ん
で
し
た
が(
275
)
︐

中
年(
276
)
に
病
氣
に
な
り(
277
)
︐
し
ば
し
解
禁
し
て
︹
肉
を
食
︺
し
ま
し
た
﹂︒

陛
下
は
寶
度
に
問
う
︱
︱
｢法
師
は
ど
う
か
﹂︒

〔寶
度
は
︺
お
答
え
申
し
上
げ
る
︱
︱
｢元
は
定
林
寺
に
�
み
︐
後
に
光
宅

寺
に
移
り
ま
し
た
が
︐
二
寺
で
は
肉
を
︹
食
膳
に
︺
�
め
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
︒
も
し
他
の
寺
に
い
た
な
ら
︐
病
氣
に
な
っ
た
時
は
︹
肉
食
を
︺
解
禁
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
﹂︒

〔武
�
は
︺
問
う
︱
︱
｢﹃
律
﹄
を
-
じ
る
際
︐
肉
を
食
す
る
の
か
﹂︒
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〔寶
度
は
︺
お
答
え
申
し
上
げ
る
︱
︱
｢︹﹃
律
﹄
を
︺
-
じ
る
時
は
必
ず
弟

子
た
ち
が
い
ま
す
か
ら
︐
彼
ら
の
�
で
�
ん
で
は
し
ま
せ
ん
﹂︒

問
う
︱
︱
｢﹁
�
ん
で
は
し
ま
せ
ん
﹂
に
は
5
味
が
二
つ
が
あ
る
が
︐︹
汝

は
︺
�
ん
で
は
食
さ
な
い
と
い
う
︹
5
味
︺
か
︐
そ
れ
と
も
�
ん
で
は
食
し
な

い
こ
と
を
し
な
い
と
い
う
︹
5
味
︺
か
︒︹
曖
昧
な
�
答
を
し
て
は
い
け
な

い
︺﹂︒

ま
た
︐
陛
下
は
僧
辯
法
師
に
問
う
︱
︱
｢常
日
頃
︐﹃
律
﹄
を
-
じ
る
際
に
︐

弟
子
た
ち
が
肉
を
食
す
る
の
を
許
す
か
︐
許
さ
な
い
の
か
︒
も
し
許
さ
な
い
と

す
る
と
︐
肉
を
食
べ
た
者
を
︹
敎
團
か
ら
︺
c
放(
278
)
す
べ
き
か
︒
も
し
許
す
と
す

れ
ば
ど
う
說


す
る
の
か
﹂︒

〔
僧
辯
は
︺
お
答
え
申
し
上
げ
る
︱
︱
｢も
し
︹﹃
律
﹄
の
�
(
�
な
5
圖
を

問
わ
ず
︐
段
階
�
に
Ý
く
﹃
律
﹄
の
︺
敎
え
に
焦
點
を
當
て
て(
279
)
解
釋
す
る
場
合

は
︐︹
食
肉
の
︺
不
許
可
を
例
外
な
し
に
言
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん(
280
)
︒
も
し

そ
の
︹﹃
律
﹄
に
つ
い
て
ブ
ッ
ダ
が
�
(
�
に
︺
5
圖
し
た
こ
と
を
論
じ
る
場

合
︐︹
私
は
︺
こ
れ
ま
で
許
し
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
﹂︒

問
う
︱
︱
｢今
度
は
︹
あ
れ
こ
れ
問
わ
ず
に
︺
ず
ば
り
訊
ね
よ
う
︐︹﹃
律
﹄

の
︺
敎
え
に
焦
點
を
當
て
た
時
は
︐
許
す
の
か
︐
許
さ
な
い
の
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢︹﹃
律
﹄
の
︺
敎
え
に
焦
點
を
當
て
れ
ば
︐︹
肉
を
食
べ
よ
う

と
す
る
出
家
者
を
︺
�
さ
え
ぎ

り
は
し
ま
せ
ん
﹂︒

問
う
︱
︱
｢�
り
は
し
な
い
と
は
︐︹
食
肉
を
制
止
せ
ず
︐
か
つ
︺
許
す
と

い
う
こ
と
か
︐︹
制
止
し
な
い
け
れ
ど
も
︺
許
さ
な
い
と
い
う
こ
と
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢︹﹃
律
﹄
は
�
(
�
に
肉
食
の
禁
止
を
5
圖
し
て
い
る
と
い

う
︺
�
理
に
向
か
っ
て
︹
命
あ
る
生
き
も
の
を
︺
Ý
く(
281
)
際
は
︐
彼
が
三
種
の
淨

肉
を
食
す
こ
と
を
許
し
ま
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢︹
自
分
の
た
め
に
︺
殺
す
と
こ
ろ
を
見
た
ら
︐
い
っ
た
い
見
な

か
っ
た
こ
と
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
︒︹
自
分
の
た
め
に
︺
殺
し
た
と
い

う
こ
と
を
聞
い
た
ら
︐
い
っ
た
い
聞
か
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
か
︒︹
自
分
の
た
め
に
殺
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
︺
疑
い
は
︐
ど
う
し
て

免
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か(
282
)
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢も
し
︹
肉
が
如
何
に
自
然
死
し
た
も
の
か
と
い
う
︺
因
緣
を

見
れ
ば
︐
疑
う
必
C
は
あ
り
ま
せ
ん(
283
)
︒︹
肉
が
自
分
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
と
い
う
︺
因
緣
を
聽
い
た
場
合
も
︐
疑
う
必
C
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
た

だ
︹
そ
う
し
た
因
緣
が
不


な
ま
ま
︺
偶
然
に
︹
肉
を
︺
得
た
者
だ
け
が
︹
そ

の
肉
は
自
分
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
︺
疑
う
の
で
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢金
錢
で
魚
や
肉
を
買
う
場
合
︐︹
そ
の
魚
・
肉
は
自
分
の
た
め

に
殺
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
︺
疑
う
の
か
︐
疑
わ
な
い
の
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢も
し
︹
一
般
に
因
緣
が
不


な
ま
ま
得
た
肉
は
疑
わ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
︺
�
理
の
J
元
に
お
い
て
な
ら(
284
)
︐
�
理
と
し
て
自
ず
と
疑
う
こ

と
に
な
り
ま
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢
�
理
の
J
元
で
見
解
︹
を
立
て
て
︺
答
え
て
は
な
ら
ぬ
︒
も
し

�
理
の
J
元
で
論
じ
れ
ば
︐︹
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
か
ら
︺
僧
た
ち
は
魚

や
肉
を
買
う
べ
き
で
は
な
い
︒︹
だ
が
︺
い
ま
問
う
て
い
る
の
は
︐︹
市
場
で
肉

を
買
う
と
い
う
具
體
�
な
場
面
︐
そ
う
い
う
︺
現
實
の
J
元
で
︹
市
場
の
魚
や

肉
が
自
分
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
︺
疑
う
か
否
か
で
あ
る(
285
)
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢も
し
︹﹃
律
﹄
の
︺
敎
え
に
焦
點
を
當
て
れ
ば
︐︹﹃
律
﹄
で

肉
を
買
う
こ
と
自
體
は
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
︺
疑
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん(
286
)
﹂︒問

う
︱
︱
｢市
場
の
者
は
誰
の
た
め
に
殺
す
の
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢他
な
ら
ぬ
︹
肉
を
︺
買
う
人
の
た
め
に
殺
し
ま
す
︒
し
か
し

買
う
人
は
こ
の
よ
う
な
︹
誰
の
た
め
に
殺
し
た
の
か
と
い
う
︺
思
い
を
µ
こ
し

た
り
は
し
ま
せ
ん
﹂︒

問
う
︱
︱
｢肉
を
買
う
者
は
︐
こ
の
者
が
理
性
を
失
っ
て
い
る(
287
)
わ
け
で
は
な
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い
な
ら
ば
︐
ど
う
し
て
買
う
者
の
た
め
に
殺
し
た
こ
と
を
知
ら
ず
︐
こ
の
よ
う

な
思
い
を
µ
こ
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
よ
う
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢︹
市
場
で
肉
を
買
お
う
と
す
る
︺
こ
の
時
に
は
︐︹
こ
の
肉

は
︺
今
死
ん
で
い
る
肉
だ
と
の
思
い
を
µ
こ
し
ま
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢︹﹁
今
死
ん
で
い
る
﹂
と
い
う
そ
の
﹁
死
﹂
と
は
︺
自
然
死
を
死

と
い
う(
288
)
の
か
︐
屠
殺
を
死
と
い
う
の
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢こ
の
趣
旨

(今
死
ん
で
い
る
肉
だ
と
の
思
い
を
µ
こ
す
と
い
う
こ

と
)
は
︐︹
一
般
に
そ
う
な
る
は
ず
だ
と
い
う
︺
�
理
の
J
元
で
言
っ
た
の
で

す
が
︐︹﹃
律
﹄
の
︺
敎
え
に
焦
點
を
當
て
て
辨
解
し
て
も
︐︹﹃
律
﹄
は
︐
市
場

で
肉
を
買
う
時
︐
自
然
死
し
た
肉
と
思
う
か
︐
殺
さ
れ
た
肉
と
思
う
か
等
の
問

題
を
K
わ
な
い
の
で
︺
た
だ
こ
の
よ
う
で
し
か
あ
り
得
ま
せ
ん

(自
然
死
か
屠

殺
か
を
問
題
に
せ
ず
︐
た
だ
︐
今
死
ん
で
い
る
肉
だ
と
の
思
い
を
µ
こ
す
︐
と
し
か
答
え

ら
れ
ま
せ
ん(289
)

)
﹂︒

問
う
︱
︱
｢法
師
は
︐
人
の
た
め
に
-
義
し
︐
人
の
た
め
に


ら
か
な
Ý
き(
290
)

手
と
な
り
︐
人
の
た
め
に
法
の
城(
291
)
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︐
ど
う
し
て
た
だ

こ
の
よ
う
で
し
か
あ
り
得
な
い
と
言
う
の
か
︒
專
ら
︹
今
は
こ
れ
以
上
そ
の
こ

と
を
c
究
せ
ず
J
の
問
い
の
み
を
敢
え
て
︺
問
う
こ
と
に
し
よ
う
︐
5
圖
を
µ

こ
し
て
人
に
買
わ
せ
る
時
は
︐
ど
ん
な
5
圖
を
µ
こ
す
の
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢自
然
死
し
た
肉
を
買
お
う
と
い
う
5
圖
で
す(
292
)
﹂︒

問
う
︱
︱
｢自
然
死
し
た
肉
で
あ
れ
ば
︐
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
︒
寺

の
中
に
も
自
然
死
し
た
肉
は
あ
る
は
ず(
293
)
︒
な
ら
ば
ど
う
し
て
屠
殺
業
者
の
と
こ

ろ
に
行
っ
て
買
う
必
C
が
あ
る
の
か(
294
)
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢
�
理
の
J
元
で
は
︐︹
そ
こ
ら
に
あ
る
肉
は
自
然
死
し
た
も

の
で
は
な
い
︺
疑
い
が


ら
か
に
あ
る
か
ら
で
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢も
し
�
理
の
J
元
で
︹
そ
こ
ら
の
肉
に
︐
自
然
死
し
た
も
の
で

は
な
い
︺
疑
い
が


ら
か
に
あ
る
な
ら
ば
︐︹
市
場
の
肉
は
︺
な
ぜ
疑
わ
い
も

せ
ず
に
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
﹂
︒

僧
辯
か
ら
�
答
は
な
か
っ
た
︒

?
に
詔
を
下
し
て
問
う
︱
︱
｢こ
の
肉

(
自
然
死
し
た
動
物
の
肉
)
は
︐
肉
の

味
が
す
る
の
か
︐
そ
れ
と
も
野
¼
の
味
が
す
る
の
か
﹂︒

僧
辯
は
お
答
え
申
し
上
げ
る
︱
︱
｢や
は
り
肉
の
味
が
し
ま
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢
慈
し
み
の
心
あ
る
が
故
に
肉
を
食
す
る
の
か
︐
慈
し
み
の
心
な

き
が
故
に
肉
を
食
す
る
の
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢
慈
し
み
の
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん(
295
)
﹂︒

問
う
︱
︱
｢も
し
慈
し
み
の
心
で
な
い
な
ら
︐
ど
う
し
て
殺
さ
れ
て
い
な
い

も
の

(自
然
死
し
た
肉
)
を
得
よ
う
と
す
る
の
か
︹
慈
し
み
の
心
が
あ
る
か
ら
で

は
な
い
の
か
︐
そ
れ
な
ら
ば
そ
も
そ
も
ど
ん
な
肉
も
食
す
る
べ
き
で
は
な
い
︺﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢
�
理
の
J
元
で
は
︐︹
殺
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
自
然
死
し
た

も
の
で
あ
れ
︺
ど
ん
な
場
合
で
も
︹
肉
を
︺
得
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
り
ま

す
︒
が
︐︹﹃
律
﹄
が
自
分
の
た
め
に
殺
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
食
べ
て
よ
い
と

定
め
て
い
る
と
い
う
︺
現
實
に
焦
點
を
當
て
る(
296
)
が
故
に
そ
の
よ
う
に
し
ま
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢﹃
律
﹄
の
敎
え
は
人
を
煩
惱
や
輪
迴
の
苦
し
み
か
ら
離
脫(
297
)
さ
せ

る
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢人
を
煩
惱
や
輪
迴
の
苦
し
み
か
ら
離
脫
さ
せ
ま
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢食
肉
で
煩
惱
や
輪
迴
の
苦
し
み
か
ら
離
脫
で
き
る
の
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢で
き
ま
せ
ん
﹂︒

問
う
︱
︱
｢も
し
そ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
︐
な
ぜ
食
肉
さ
せ
る
の
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢ま
だ
高
い
境
地
に
至
っ
て
い
な
い
修
行
者(
298
)
の
た
め
に
︹
食
肉

を
︺
說
い
て
︐
彼
を
Ý
き
深
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
か
ら
で
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢具
足
戒
を
u
け
た
者
の
た
め
に
︹
食
肉
を
︺
說
く
の
か
︐
そ
れ

と
も
具
足
戒
を
u
け
て
い
な
い
者
の
た
め
に
說
く
の
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢具
足
戒
を
u
け
た
者
の
た
め
に
說
き
ま
す
﹂︒
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問
う
︱
︱
｢具
足
戒
を
u
け
た
者
の
た
め
に
說
き
︐
越
子
や
�
理
に
疎
い
者

た
ち
の
た
め
に
は
說
か
な
い
の
な
ら
︐
ど
う
し
て
食
肉
さ
せ
る
こ
と
が
彼
を
Ý

い
て
深
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢ま
さ
に
初
心
者
の
た
め
の
敎
え
が
こ
の
よ
う
で
あ
り
ま
し
て
︐

究
極
の
敎
え(
299
)
で
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂︒

問
う
︱
︱
｢ど
う
し
て
初
心
者
の
た
め
の
敎
え
を
︐
具
足
戒
を
u
け
た
者
に

敎
え
る
の
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢
僧
辯

わ
た
く
し

が
理
解
す
る
�

(の
﹃
律
﹄
)
で
は
︐
ま
さ
に
自
ず
と
こ

の
︹
初
心
者
の
た
め
の
敎
え
︺
と
等
し
く
な
る
か
ら
で
す
﹂︒

〔武
�
は
︺
ま
た
問
う
︱
︱
｢︹
ブ
ッ
ダ
が
定
め
た
︺﹃
律
﹄
の
敎
え
が
µ

こ
っ
た
の
は
何
時
か
﹂︒

僧
辯
は
お
答
え
申
し
上
げ
る
︱
︱
｢︹
佛
が
初
め
て
成
�
し
て
︺
八
年
後
か

ら
𣵀

槃

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

︹
の
際
︺
に
至
る
ま
で(
300
)
で
す
﹂︒

〔武
�
は
︺
問
う
︱
︱
｢も
し
そ
う
な
ら
ば
︐﹃︹
大
︺
𣵀
槃
經
﹄
に
斷
肉

︹
の
事
︺
が
あ
り
︐﹃
ラ
ン
カ
ー
︹
ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
︺
經
﹄
に
も
斷
肉
︹
の
こ

と
︺
が
あ
り(
301
)
︐﹃
ア
ン
グ
リ
マ
ー
リ
ー
ヤ(
302
)
經
﹄
に
も
斷
肉
︹
の
こ
と
︺
が
あ
り(
303
)
︐

﹃
大
雲
經(
304
)
﹄
と
﹃
¬
象
經
﹄
に
も
斷
肉
︹
の
こ
と
︺
が
あ
る(
305
)
︒
そ
れ
な
の
に
︐

﹃
律
﹄
か
ら
𣵀
槃
に
至
る
ま
で
な
ぜ
﹃
律
﹄
に
は
 
く
斷
肉
の
規
定
が
な
い
の

か
﹂︒〔

僧
辯
は
︺
答
え
る
︱
︱
｢﹃
律
﹄
は
�
初
の
說
法
と
繫
が
る
か
ら
そ
う
な
の

で
す
﹂︒

〔武
�
は
︺
問
う
︱
︱
｢﹃
律
﹄
が
既
に
�
初
の
說
法
と
繫
が
り

𣵀

槃

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

に
ま

で
至
っ
た
と
言
う
か
ら
に
は
︑
𣵀
槃
に
至
っ
た
か
ら
に
は
斷
肉
せ
ね
ば
な
る
ま

い
﹂︒〔

僧
辯
は
︺
答
え
る
︱
︱
｢も
し
︹
ブ
ッ
ダ
の
敎
え
︺
の
範
圍
を
規
定
す
る

な
ら
ば(
306
)
︐
こ
れ
は
�
初
の
說
法
に
繫
が
る
し
︐
五
時
︹
の
敎
え
︺
に
も
H
じ
ま

す
が
︐
す
べ
て
︹
の
敎
え
︺
が
皆
同
じ
と
は
言
え
ま
せ
ん
︒
僧
辨

わ
た
く
し

の
見
解
は
以

上
の
H
り
で
す
﹂︒

〔武
�
は
言
う
〕
︱
︱
｢法
師
は
大
律
師
で
あ
る
か
ら
︐
あ
ら
ゆ
る
命
あ
る
生

き
も
の
を
Ý
き
悟
ら
せ
て
い
る
︒
今
日
︐
大
眾
︹
の
�
に
︺
á
釋
を
取
る
と
︐

法
師
よ
︐︹
あ
な
た
の
見
解
は
︺
以
上
の
H
り
と
は(
307
)
言
え
な
い
︒︹
あ
な
た
の
答

え
が
︺
以
上
の
H
り
と
し
て
も
︐
�
(
�
歸
結
と
な
ら
な
い
し
︐
以
上
の
H
り

で
は
な
い
と
し
て
も
︐
�
(
�
歸
結
と
は
な
ら
な
い
︒
今
は
た
だ
︐
こ
れ
は
ウ

パ
ー
リ
の
﹃
律り
つ

﹄
(︱
︱
ブ
ッ
ダ
が
般
𣵀
槃
し
た
後
に
弟
子
た
ち
が
第
一
結
集
を
し
た

時
に
ウ
パ
ー
リ
が
誦
え
て
弟
子
た
ち
 
員
に
示
し
た
﹃

律
ヴ
ィ
ナ
ヤ

』
︱
︱
)
で
あ
る
の
か
︐

そ
う
で
な
い
の
か
を
i
ね
た
い
﹂︒

〔
僧
辯
は
︺
答
え
る
︱
︱
｢そ
う
で
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢
佛
ブ
ッ
ダ

が

般
𣵀

槃

パ
リ
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

し(
308
)
た
時
︐
ウ
パ
ー
リ
が
そ
の
場
に
い
た
か
ら

に
は
︐
ど
う
し
て
︹
ウ
パ
ー
リ
が
誦
え
た
︺﹃
律
﹄
の
�
中
に
肉
食
が
禁
止
さ

れ
て
い
な
い
の
か
﹂︒

〔
僧
辯
は
︺
答
え
る
︱
︱
｢こ
れ

(
ウ
パ
ー
リ
の
﹃
律
﹄
)
は
︐︹
𣵀
槃
よ
り
︺

以
�
の
︐
�
接
す
る
時
6
の
敎
え
と
︹﹃
律
﹄
は
︺
繫
が
る
か
ら
で
す
﹂︒

〔武
�
は
?
に
︺
問
う
︱
︱
｢も
し
︹﹃
律
﹄
と
︺
�
接
す
る
敎
え
と
繫
が
る

と
言
う
な
ら
︐
そ
の
�
接
す
る
敎
え
に
も
肉
食
︹
し
て
も
よ
い
と
は
︺


記
し

て
い
な
い
︒
ひ
と
ま
ず
𣵀
槃
の
�
︐
カ
ー
シ
ャ
パ
は
肉
食
し
な
い
で
修
行
す
る

と
い
う
敎
え
を
已
に
u
け
て
い
る
︹
の
は
確
か
で
あ
る(
309
)
︺︒﹃
律
﹄
が
も
し
そ
れ

と
衣
な
る
な
ら
ば
︐︹﹃
律
﹄
は
︺
ウ
パ
ー
リ
の
﹃
律
﹄
で
は
な
く
︐
�
屬
を
衣

に
す
る
者

(外
�
等
)
の
﹃
律
﹄
で
あ
る
︹
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
︒

も
し
そ
う
な
ら
︺
一
體
ど
う
し
て
そ
れ

(
�
屬
を
衣
に
す
る
者
の
﹃
律
﹄
)
を
b
っ

て
-
說
し
僧
た
ち
を
敎
æ
す
る
の
か

(
筋
が
H
ら
な
い
)
﹂︒

僧
辯
は
ま
た
も
お
答
え
申
し
上
げ
な
か
っ
た(
310
)
︒

〔武
�
は
︺
寶
度
法
師
に
問
う
︱
︱
｢
既
に
德
が
同
じ
行
も
同
じ
で
あ
る
と
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說
い
て
い
る
︒
ど
の
よ
う
に
此
の
語
を
理
解
す
る
の
か
﹂︒

寶
度
は
お
答
え
申
し
上
げ
る
︱
︱
｢例
え
ば
﹃
律
﹄
に
關
す
る
事
柄
は
す
べ

て
ウ
パ
ー
リ
に
よ
る

結
集

け
つ
じ
ゅ
う

で
あ
り
︐﹃
經
﹄
に
關
す
る
事
柄
は
す
べ
て
ア
ー
ナ

ン
ダ
の
結
集
で
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢も
し
そ
う
な
ら
︐﹃
律
﹄
に
關
す
る
事
柄
は
す
べ
て
﹃
經
﹄︹
の

範
圍
︺
か
ら
出
る
こ
と
が
な
い
の
か
﹂︒

〔寶
度
は
︺
答
え
る
︱
︱
｢例
え
ば
﹃
經
﹄
中
の
事
は
﹃
律
﹄
に
關
わ
り
︐

﹃
律
﹄
中
の
事
は
﹃
經
﹄
に
引
か
れ
ま
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢佛
は
﹃
經
﹄
を
說
く
時
︐︹
行
爲
規
範
を
︺
定
め
る
�
が
あ
り
︐

そ
れ
が
集
ま
っ
て
﹃
律
﹄
と
な
る
の
だ
が
︐︹﹃
經
﹄
は
︺
ど
の
;
度
ま
で

﹃
律
﹄
と
關
わ
る
の
か
︒
も
し
﹃
經
﹄
が
す
べ
て
﹃
律
﹄
を
關
わ
る
な
ら
ば
︐

﹃
經
﹄
を
說
い
た
の
は
﹃
律
﹄
よ
り
後
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
﹂︒

〔寶
度
は
︺
答
え
る
︱
︱
｢專
ら
﹃
經
﹄
中
に
戒

(=

『律
﹄
の
敎
え
)
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
箇
�
も
あ
る
と
言
う
の
は
︐

愚
わ
た
く
し

は
ま
さ
に
︹﹃
經
﹄
と
﹃
律
﹄

と
は
︺
互
い
に
關
わ
り
合
う
に
L
い
な
い
と
い
う
5
味
と
思
い
ま
す
﹂︒

〔武
�
が
?
に
︺
問
い
か
け
る
︱
︱
｢も
し
關
わ
り
合
い
を
論
ず
る
な
ら
ば
︐

︹﹃
經
﹄・﹃
律
﹄・﹃
論
﹄
と
い
う
︺
三
藏
︹
の
︺
敎
義
の
す
べ
て
が
關
わ
り
合
う

に
L
い
な
い
︒﹃
ス
ー
ト
ラ

(經(311
)

)
﹄
の
中
に
も
﹃
ヴ
ィ
ナ
ヤ

(律
)
﹄
と
﹃
ア
ビ

ダ
ル
マ

(論
)
﹄︹
に
繫
が
る
敎

え
︺
が
あ
る
︒﹃
ヴ
ィ
ナ
ヤ
﹄
の
中
に
も

﹃
ス
ー
ト
ラ
﹄
と
﹃
ア
ビ
ダ
ル
マ
﹄︹
に
繫
が
る
敎
え
︺
が
あ
る
︒﹃
ア
ビ
ダ
ル

マ
﹄
の
中
に
も
﹃
ス
ー
ト
ラ
﹄
と
﹃
ヴ
ィ
ナ
ヤ
﹄︹
に
繫
が
る
敎
え
︺
が
あ
る
︒

こ
の
義
が
な
い
と
は
言
わ
な
い
の
で
あ
る
︒
但
し
︐
法
師
よ
︐
訊
ね
た
い
︐
汝

が
い
ま
-
じ
て
い
る
﹃
律
﹄
は
ウ
パ
ー
リ
の
﹃
律
﹄
で
あ
り
︐
そ
の
敎
義
は

﹃
經
﹄
に
背
く
の
か
﹂︒

〔寶
度
は
︺
答
え
る
︱
︱
｢い
ま
-
じ
て
い
る
の
は
ウ
パ
ー
リ
の
﹃
律
﹄
で

あ
り
︐﹃
經
﹄
に
背
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂︒

問
う
︱
︱
｢も
し
ウ
パ
ー
リ
の
﹃
律
﹄
で
あ
り
︐﹃
經
﹄
と
L
い
が
な
い
な

ら
ば
︐
斷
肉
の
義
が
ま
さ
に
﹃︹
大
︺
𣵀
槃
經
﹄
と
衣
な
る
は
ず
が
な
か
ろ
う
﹂︒

〔寶
度
は
︺﹁
答
え
る
︐﹃︹
大
︺
𣵀
槃
經
﹄
で
は
斷
肉
の
�
は


確
で
あ
り
︐

﹃
律
﹄
�
で
は
︹
斷
肉
の
�
は
︺


確
で
あ
り
ま
せ
ん
が
︐
ウ
パ
ー
リ
の
5
圖

と
し
て
は
常
に
肉
︹
食
︺
を
許
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂︒

問
う
︱
︱
｢﹃
律
﹄
が
具
體
�
な
敎
え
で
あ
っ
て
ウ
パ
ー
リ
が
肉
食
を
許
し

て
い
な
い
か
ら
に
は
︐
い
っ
た
ど
う
し
て
﹃
律
﹄
に
︹
斷
肉
の
︺
�
が
な
い
の

か
︒
法
師
の
解
釋
は
行
爲
の
規
律
と
な
り(
312
)
寺
の
沙
彌(
313
)
・
式
叉
e
尼(
314
)
に
說
く
だ
け

な
ら
よ
か
ろ
う
が
︐
弟
子

わ
た
く
し

(武
�
)
の
質
問
に
は
答
え
て
い
な
い
﹂︒

〔寶
度
は
︺
答
え
る
︱
︱
｢寶
度
の
愚
見
し
ま
す
と
こ
ろ
︐
ま
こ
と
に
仰
せ

の
H
り
で
す
﹂︒

【④
b

下
座
の
諸
律
師
と
の
問
答
︼

陛
下
は
ま
た
下
に
座
っ
て
い
る
諸
律
師
に
問
い
か
け
る
︱
︱
｢︹
法
師
た
ち

よ
︐
汝
等
は
︺
ど
う
解
す
る
か
﹂︒

〔下
座
の
律
師
を
代
表
し
て
︐
ま
ず
︺
龍
光
寺
の
�
恩(
315
)
が
お
答
え
申
し
上
げ

る
︱
︱
｢﹃
律
﹄
�
に
︹
肉
食
を
︺
禁
斷
す
る
の
で
は
な
く
︐︹
佛
は
�
後
に
︺

﹃︹
大
︺
𣵀
槃
經
﹄
で
初
め
て
︹
肉
食
を
︺
禁
止
し
ま
し
た
﹂︒

〔武
�
は
︺
問
う
︱
︱
｢︹
�
恩
︺
法
師
よ
︐
今
︹
汝
の
︺
言
う
︹﹃
律
﹄︺
と

は
誰
の
﹃
律
﹄
か
﹂︒

〔
�
恩
は
︺
答
え
る
︱
︱
｢こ
れ
は
ブ
ッ
ダ
の
﹃
律
﹄
で
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢︹﹃
律
﹄
が
︺
引
か
れ
る
の
は
き
わ
め
て
幅
廣
い
が
︐
た
だ
こ
の

﹃
律
﹄
が
ウ
パ
ー
リ
の
﹃
律
﹄
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い
﹂︒

〔
�
恩
は
︺
答
え
る
︱
︱
｢ウ
パ
ー
リ
は
ブ
ッ
ダ
を
�
敬
し
な
が
ら
︐
ブ
ッ

ダ
の
︹
制
し
た
︺﹃
律
﹄
を
営
べ
ま
し
た
﹂︒

〔武
�
は
︺
訊
ね
る
︱
︱
｢ウ
パ
ー
リ
は
佛
の
說
い
た
︹﹃
律
﹄
の
敎
え
︺
を
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す
べ
て
結
集

け
つ
じ
ゅ
う

し
た
の
か
﹂︒

〔
�
恩
は
︺
答
え
る
︱
︱
｢︹
釋
�
が
說
法
し
た
五
6
の
う
ち
︺
先
の
四
6

︹
の
敎
え
︺
は
結
集
し
ま
し
た
が
︐
𣵀
槃
の
時
6
︹
の
敎
え
︺
は
︹
ウ
パ
ー
リ

は
︺
結
集
し
ま
せ
ん
で
し
た
﹂︒

〔武
�
は
?
に
︺
問
う
︱
︱
｢も
し
そ
う
な
ら
ば
︐
い
っ
た
い
ど
う
し
て(
316
)

カ
ー
シ
ャ
パ
は
ア
ー
ナ
ン
ダ
に
﹁
佛
は
ど
こ
で
說
法
し
た
の
か
︒
𣵀
槃
の
時
に

至
っ
て
修
多
羅
藏
を
結
集
し
た
︹
の
か
︺﹂
と
語
っ
た
の
か
︒
そ
し
て
︹
一
體

ど
う
し
て
︺
ウ
パ
ー
リ
に
︐﹁
佛
は
ど
こ
で
說
法
し
た
の
か
︒
𣵀
槃
の
時
に

な
っ
て
毘
尼
藏
を
結
集
し
た(
317
)
︹
の
か
︺﹂
と
語
っ
た
の
か
︒
ど
う
し
て
た
だ
先

の
四
6
の
み
を
取
り
︐
𣵀
槃
の
時
6
は
取
ら
な
か
っ
た
の
か
﹂︒

〔
�
恩
は
︺
答
え
る
︱
︱
｢
𣵀
槃
の
時
に
は
ま
た
戒
を
制
し
て
い
な
か
っ
た

か
ら
で
す
﹂︒

〔武
�
は
︺
問
う
︱
︱
｢﹃︹
大
︺
𣵀
槃
經
﹄
に
︐
そ
も
そ
も
肉
を
食
す
る
こ

と
は
大
い
な
る
慈
し
み
を
育
む
種
子

(潛
在
力
)
を
斷
絕
す
る(
318
)
と
說
か
れ
︐

︹
カ
ー
シ
ャ
パ
よ
︺
私
は
今
日
よ
り
あ
ら
ゆ
る
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
と
弟
子

に
戒
を
制
定
す
る
こ
と
と
す
る
と
說
か
れ
︐︹
そ
し
て
︺
あ
ら
ゆ
る
す
べ
て

︹
の
肉
︺
を
禁
止
す
る
こ
と
は
自
然
死
し
た
肉
ま
で
a
ぶ
と
說
か
れ
て
い
る
が
︐

こ
の
よ
う
に
禁
制
す
る
こ
と
︐
こ
れ
は
戒
か
︐
戒
で
は
な
い
の
か(
319
)
﹂︒

�
恩
は
も
う
�
答
︹
で
き
︺
な
か
っ
た
︒

〔武
�
は
︺
ま
た
問
う
︱
︱
｢
諸
律
師
は
直
接
自
ら
﹃
律
﹄
を
-
義
し
︐
諸

大
法
師
は
皆
﹃
大
𣵀
槃
經
﹄
を
-
義
し
た
︒
時
に
素
食

(
¼
食
)
を
や
め
る
こ

と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か(
320
)
︒﹁
素
﹂
と
は
ど
ん
な
5
味
か
︒
素
食

(

=

¼
食
)
を
や
め
な
い
こ
と
が
﹁
素
﹂
で
あ
る
な
ら
︐
や
め
て
し
ま
え
ば
﹁
素
﹂

で
な
く
な
る
︒﹁
素
﹂
が
も
し
﹁
不
素
﹂
に
な
る
な
ら
︐
完
 
に
淨
な
る
戒
も

ま
た
そ
の
淨
を
不
淨
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
︒
諸
-
師

や
律
師
の
方
々
は
ご
自
分
で
こ
の
敎
え
に
背
い
て
い
る
︒
佛
典
で
は
な
い
書
物

に
﹁
低
い
垣
根
を
自
ら
越
え
る
﹂﹁
竹
鯵
を
盜
み
法
律
を
書
寫
す
る(
321
)

﹂
と
い
う

の
は
︐
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
で
あ
ろ
う
﹂︒

宣
武
寺
の
法
寵(
322
)
は
お
答
え
申
し
上
げ
る
︱
︱
｢穢
れ
の
門(
323
)
を
<
滅
さ
せ
る
こ

と
を
﹁
素
﹂
と
稱
し
ま
す
︒
穢
の
門
を
開
ら
く
こ
と
を
﹁
不
素
﹂
と
稱
し
ま

す
﹂︒問

う
︱
︱
｢も
し
そ
う
な
ら
ば
︐
多
く
の
僧
は
ど
う
し
て
穢
れ
の
門
を
開
く

の
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢實
に
自
ら
開
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
︒
し
か
し
貪
欲
の
�
が
深

い
�
爲
せ

い

で
そ
う
な
り
ま
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢懺
悔(
324
)
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢痛
切
に
悔
や
み
º
心
に
至
る
こ
と
を
懺
悔
と
い
い
ま
す(
325
)
︒
も

し
懺
悔
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
︐
そ
の
人
は
立
/
な
人(
326
)
で
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢
諸
學
人
は
直
ぐ
立
ち
ど
こ
ろ
に
懺
悔
し
た
で
は
な
い
か
︒
そ
れ

で
弟
子

わ
た
く
し

が
招
い
た
諸
法
師
は
千
を
數
え
る
;
ま
で
に
及
び
︐
Ý
師(
327
)
は
﹃
經
﹄
�

を
唱
え
て
Ý
き(
328
)
懺
悔
さ
せ
た
よ
う
な
わ
け
で
あ
る
が
︐
そ
の
時
に
諸
法
師
は
懺

悔
さ
れ
た
か
﹂
(以
下
暫
定
譯
)
︒

答
え
る
︱
︱
｢ど
う
し
て
懺
悔
し
な
い
こ
と
な
ど
あ
る
で
し
ょ
う
か
﹂︒

問
う
︱
︱
｢も
し
懺
悔
を
(
え
て
か
ら
寺
を
出
て(
329
)
︐︹
在
家
者
か
ら
布
施
さ

れ
た
ら
︺
や
は
り
肉
を
食
す
の
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢︹
拙
僧
は
︺
斷
じ
て(
330
)

食
し
ま
せ
ん
︒
し
か
し
無


の
多
い
者

も
い
る
の
で
︐
彼
ら
は
食
︹
肉
︺
し
續
け
る
こ
と
を
免
れ
ま
す
ま
い
﹂︒

問
う
︱
︱
｢寺
を
出
て
食
︹
肉
︺
し
續
け
る
な
ら
︐
初
め
て
肉
を
食
し
た
時

と
比
べ
て
︹
罪
の
︺
輕
さ
重
さ
の
度
合
い
は
ど
う
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢同
じ
で
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢ど
う
し
て
同
じ
な
の
か
︒
初
め
て
の
人
は
た
だ
食
し
た
だ
け
だ

が
︐
後
の
人
は
す
で
に
諸
佛
�
で
誓
っ
て
か
ら
ま
た
︹
肉
を
︺
食
す
る
︹
と
い
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う
L
い
が
あ
る
︒
そ
れ
な
の
に
︺
ど
う
し
て
同
じ
な
の
か
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢初
め
て
の
人
は
︹
食
肉
を
︺
恥
じ
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

が(
331
)
︐
後
の
人
は
︐
恥
じ
入
る
氣
持
ち
に
な
る
點
で
初
め
て
の
人
よ
り
優
れ
て
い

ま
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢も
し
そ
う
な
ら
︐
先
に
︹
食
肉
を
︺
恥
じ
入
っ
て
か
ら
眼
�
の

人
を
激
し
く
叩
く
と
言
う
こ
と
は
︐
我
は
あ
な
た
に
懺
悔
し
て
︹
か
ら
︺
私
は

あ
な
た
を
叩
き
ま
す
﹂
と
言
い
︐﹁
私
は
あ
な
た
に
懺
悔
し
た
︹
の
で
︐
こ
れ

か
ら
︺
私
は
あ
な
た
を
食
す
る(
332
)
﹂
と
言
う
こ
と
︹
と
同
じ
︺
で
あ
る
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢大
閒
L
い
の
考
え(
333
)
を
持
つ
人
は
︹
惡
い
行
い
を
︺
恥
じ
入
る

氣
持
ち
に
な
り
ま
せ
ん
︒︹
し
か
し
懺
悔
す
る
人
は
︺
慚
愧
を
知
り
盡
く
し
て

い
る
以
上
︐
懺
悔
し
な
い
人
と
の
L
い
が
分
か
り
ま
す
﹂︒

問
う
︱
︱
｢先
に
﹁
恥
じ
入
る
﹂
と
言
い
な
が
ら
そ
れ
で
も
な
お
︹
肉
を
︺

食
す
る
こ
と
︐
こ
れ
は
知
り
つ
つ
も
故
5
に
︹
�
ち
を
︺
犯
す
こ
と
で
あ
り
︐

そ
れ
で
は
恥
じ
入
る
と
は
言
え
な
い
︒
も
し
も
�
初
は
何
も
分
か
ら
ず
に
い
て
︐

�
ち
を
犯
し
た
後
で
初
め
て
恥
じ
入
る
氣
持
ち
が
µ
こ
る
な
ら
︐
そ
れ
こ
そ
が

恥
じ
入
る
と
い
う
こ
と
だ
︒
ど
う
し
て
知
り
つ
つ
も
故
5
に
犯
す
こ
と
の
罪
が
︐

︹
�
初
は
︺
何
も
分
か
ら
ず
に
い
た
︹
罪
︺
よ
り
も
大
き
く
な
い
で
あ
ろ
う
か
︒

?
に
ま
た
︐
恥
じ
入
る
氣
持
ち
に
な
っ
た
ら
二
度
と
同
じ
罪
を
重
ね
る
な
ど
で

き
ぬ
︒
も
し
︹
同
じ
罪
を
︺
重
ね
る
な
ら
︐︹
二
度
と
同
じ
�
ち
は
す
る
ま
い

と
︺
初
心
に
誓
っ
た
心
に
背
き
破
る
こ
と
に
な
る
︒
こ
れ
に
つ
い
て
論
ず
れ
ば

罪
を
犯
す
こ
と
の
理
由
は
ま
す
ま
す
大
き
い(
334
)
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢﹃
經
﹄
に
確
か
な
�
が
あ
り
ま
す
︒
耆
婆

ジ
ー
ヴ
ィ
カ

が
﹁
あ
な
た
は
恥

じ
る
心
が
あ
る
の
で
︐
罪
は
<
滅
し
う
る(
335
)
﹂
と
言
っ
て
い
ま
す
︒
恥
じ
る
心
は

淸
い
善
法
そ
の
も
の
で
す(
336
)
﹂︒

問
う
︱
︱
｢法
師
は
﹃
經
﹄
の
言
葉
は
ご
存
じ
で
も
︐
そ
の
眞
5
を
ご
存
じ

で
は
な
い(
337
)
よ
う
だ
︒
こ
れ
は
も
し
罪
を
犯
し
た
後
に
な
っ
た
ば
か
り
の
時
に
恥

じ
入
る
心
を
知
る
こ
と
が
善
法
で
あ
る
こ
と
を


ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
︐

�
初
に
恥
じ
入
る
心
が
あ
っ
た
の
に
故
5
に
罪
を
µ
こ
す
こ
と
を
白
法(
338
)
と
見
な

す
こ
と
を


ら
か
に
し
た
と
は
言
っ
て
お
ら
ぬ
﹂︒

答
え
る
︱
︱
｢﹃
經
﹄
は
﹁
恥
じ
入
る
氣
持
ち
こ
そ
�
高
の
禮
�
で
あ
る
﹂

と
も
言
い
ま
す
︒
そ
う
で
あ
る
な
ら
︐︹
恥
じ
入
る
氣
持
ち
を
持
っ
た
後
で
罪

を
µ
こ
す
こ
と
は
︺
�
高
の
禮
�
の
作
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂︒

問
う
︱
︱
｢そ
の
作
法
も
同
樣
で
あ
る
︒
も
し
い
つ
も
罪
を
µ
こ
し
な
が
ら

恥
じ
入
る
と
言
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
︐
�
後
ま
で
何
も
益
は
な
い
︒
も
し
罪
を

µ
こ
し
た
後
に
恥
じ
入
る
心
を
µ
こ
せ
れ
ば
︐
そ
の
時
は
じ
め
て
︹
恥
じ
入
る

氣
持
ち
は
︺
�
上
の
禮
�(
339
)
な
の
で
あ
る
﹂︒

法
寵
は
も
う
�
答
︹
で
き
︺
な
か
っ
た
︒

法
寵
の
︹
無
言
の
︺
�
答
が
(
わ
る
と
︐
三
人
の
律
師(
340
)
は
皆
︹
高
座
か
ら
︺

下
り
た
︒

【④
c

『ラ
ン
カ
ー
︹
ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
︺
經
﹄
と
﹃
ア
ン
グ
リ
マ
ー
リ
ー
ヤ

經
﹄
の
讀
誦
︼

?
に
始
興
寺
の
景
猷(
341
)
に
敕
を
下
し
て
高
座
に
昇
ら
せ
︐﹃
ラ
ン
カ
ー
︹
ア

ヴ
ァ
タ
ー
ラ
︺
經
﹄
と
﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
が


ら
か
に
す
る
肉
食
禁
止
の

﹃
經
﹄
�
を
讀
誦
さ
せ
た
︒
い
ま
揭
載
す
る
と
左
の
H
り
で
あ
る
︒

【④
c
0
︼

『大
般
𣵀
槃
經
﹄
四
相
品
上
第
七
︿
こ
の
品
に
つ
い
て
は
︐
今
�
二
十
三
日

の
法
會
に
て
す
で
に
こ
の
�
を
唱
え
︐
法
雲
法
師
が
解
說
し
た(
342
)
︒
今
︐
二
十
九

日
に
再
度
唱
え
る
こ
と
は
し
な
い
﹀︒

そ
の
時
カ
ー
シ
ャ
パ
菩
¡
は
佛
に
申
し
上
げ
た
︒﹁
世
に
�
き
御
方
よ
︐
食

肉
者
に
肉
を
施
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
︒
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
︒
私
は
肉
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を
食
べ
な
い
者
に
は
大
き
な
功
德
が
あ
る
こ
と
を
見
て
い
る
か
ら
で
す
﹂︒
佛

は
カ
ー
シ
ャ
パ
を
讚
え
た
︒﹁
よ
ろ
し
い
︐
よ
ろ
し
い
︒
そ
な
た
は
今
は
じ
め

て
私
の
考
え
を
よ
く
理
解
し
た
︒
佛
法
を
護
持
す
る
菩
¡
は
そ
う
で
あ
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
︒
善
男
子
よ
︐
今
日
か
ら
聲
聞
弟
子
が
肉
を
食
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
︒

も
し
檀
越
か
ら
︹
肉
の
︺
布
施
を
u
け
た
時
は
︐
わ
が
子
の
肉
で
あ
る
と
觀
想

す
べ
し
﹂︒

カ
ー
シ
ャ
パ
菩
¡
は
再
び
佛
に
申
し
上
げ
た
︒﹁
世
に
�
き
御
方
よ
︐
ど
う

し
て
如
來
は
肉
を
食
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
の
で
す
か
﹂︒﹁
善
男
子
よ
︐
食

肉
者
は
︐
大
い
な
る
慈
し
み
を
育
む
種
子

(潛
在
力
)
を
斷
つ
こ
と
に
な
る
か

ら
だ
﹂︒
カ
ー
シ
ャ
パ
は
?
に
申
し
上
げ
た
︒﹁
如
來
は
な
ぜ
以
�
に
比
丘
が
三

種
の
淨
肉(
343
)
を
食
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
で
す
か
﹂︒﹁
カ
ー
シ
ャ
パ
よ
︐
こ
の

三
種
の
淨
肉
は
そ
の
時
々
の
事
�
に
隨
っ
て
漸
J
に
制
定
し
た
も
の
で
あ
る(
344
)
﹂︒

カ
ー
シ
ャ
パ
菩
¡
は
ま
た
佛
に
申
し
上
げ
た
︒﹁
世
に
�
き
御
方
よ
︐
い
か
な

る
因
緣
で
十
種
の
不
淨
︐
?
に
は
九
種
の
淸
淨
を
︹
制
定
し
て
︺
ま
た
許
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
す
か
﹂︒
佛
は
カ
ー
シ
ャ
パ
に
言
っ
た
︒﹁
こ
れ
ら
も
ま
た
個
別

の
事
�
に
應
じ
て
漸
J
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
こ
れ
は
現
在
肉
食

を
禁
ず
る
と
い
う
5
味
と
知
る
べ
し
﹂︒
カ
ー
シ
ャ
パ
菩
¡
は
ま
た
佛
に
申
し

上
げ
た
︒﹁
ど
う
し
て
如
來
は
魚
と
肉
を
美
食
と
稱
贊
さ
れ
た
の
で
す
か(
345
)
﹂︒

﹁
善
男
子
よ
︐
私
も
ま
た
魚
と
肉
の
た
ぐ
い
を
美
食
で
あ
る
と
は
言
っ
て
い
な

い
︒
私
は
サ
ト
ウ
キ
ビ(
346
)
︑
粳
米(
347
)
︑
石
蜜

(冰
砂
糖(348
)

)
︑
あ
ら
ゆ
る
穀
物(
349
)
な
ら
び
に

黑
石
蜜

(
黑
冰
砂
糖(350
)

)
︑
É
︑
酪(
351
)
︑
蘇(
352
)
︑
油
を
美
食
と
言
っ
た
の
で
あ
る
︒
種
々

の
衣
�
を
�
D
す
べ
き
だ
と
は
言
っ
た
が(
353
)
︐
�
D
す
べ
き
衣
は
必
ず
濁
っ
た
色(
354
)

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
︒
況
ん
や
こ
の
魚
や
肉
の
味
に
强
く
執
着
す
る
な
ど
言

う
ま
で
も
な
い
﹂︒

カ
ー
シ
ャ
パ
は
ま
た
申
し
上
げ
た
︒﹁
如
來
が
も
し
肉
食
を
禁
じ
ら
れ
た
の

で
し
た
ら
︐
か
の
五
種
の
味(
355
)
︐
す
な
わ
ち
︐
É
︑
酪
︑
酪
漿(
356
)
︑
生
酥
︑
熟
酥
や

ゴ
マ
油
︐
な
ら
び
に
種
々
の
衣
�
︑
絹
の
衣
�(
357
)
︐
ほ
ら
貝(
358
)
・
皮
革
・
金
銀
の
食

器(
359
)
な
ど
︑
こ
れ
ら
の
も
の
も
u
け
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
﹂︒

｢善
男
子
よ
︐
か
の
裸
形
ジ
ャ
イ
ナ
敎
徒

ニ

ル

グ

ラ

ン

タ

た
ち(
360
)
の
見
解
と
同
樣
で
あ
っ
て
は

い
け
な
い
︒
如
來
が
制
定
し
た
す
べ
て
の
禁
戒
に
は
︐
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
別

の
考
え
が
あ
る
︒
別
の
考
え
が
あ
る
の
で
︐
三
種
の
淨
肉
を
食
す
る
こ
と
を
許

し
た
の
で
あ
る
︒
別
の
想
い
が
あ
る
の
で
︐
十
種
の
肉
を
禁
止
し
た
の
で
あ
る
︒

別
の
想
い
が
あ
る
の
で
︐
自
然
死
し
た
も
の
の
肉
も
含
め
て
す
べ
て
の
肉
食
を

禁
止
す
る
の
で
あ
る
︒
カ
ー
シ
ャ
パ
よ
︐
私
は
今
日
よ
り
弟
子
た
ち
が
す
べ
て

の
肉
を
食
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
︒
カ
ー
シ
ャ
パ
よ
︐
食
肉
者
は
步
い
て
も
止

ま
っ
て
も
坐
っ
て
も
橫
に
な
っ
て
も
︐
す
べ
て
の
命
あ
る
生
き
も
の
が
そ
の
者

か
ら
肉
の
臭
氣
を
か
い
で
︐
皆
恐
れ
怖
が
る
︒
例
え
ば
人
が
獅
子
に
�
づ
い
て

い
た
と
し
て
︑
皆
は
そ
の
人
に
會
う
と
︑
獅
子
の
に
お
い
が
す
る
の
で
︑
ま
た

恐
れ
怖
が
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒

善
男
子
よ
︐
あ
る
人
が
大
蒜

に
ん
に
く

を
食
べ
︐
�
惡
す
べ
き
臭
い
を
は
な
ち(
361
)
︐
他
の

人
が
そ
の
人
を
見
る
と
︐
臭
い
を
か
い
で
離
れ
去
っ
て
し
ま
い
︐
た
と
い
7
く

に
見
え
た
だ
け
で
す
ら
︐
な
お
そ
の
者
に
目
を
向
け
よ
う
と
は
し
な
い
し
︐
況

ん
や
�
づ
こ
う
と
は
し
な
い
の
は
v
?
で
あ
る
よ
う
に
︐
お
よ
そ
食
肉
者
も
こ

れ
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒
あ
ら
ゆ
る
命
あ
る
生
き
も
の
は
そ
の
者
が
D

す
る
肉
の
臭
氣
を
を
か
い
で
︐
皆
恐
れ
怖
が
り
︐
死
を
お
そ
れ
る
想
い
が
生
ま

れ
る
︒
水
中
に
�
む
も
の
︐
陸
上
に
�
む
も
の
︐
空
を
飛
ぶ
も
の
等
お
よ
そ
命

あ
る
生
き
物
は
︐
皆
彼
か
ら
離
れ
て
u
げ
去
り
︐
こ
の
人
は
わ
れ
ら
の
怨
敵
で

あ
る
と
皆
が
言
う
︒
こ
の
た
め
に
︐
菩
¡
は
肉
を
食
す
る
こ
と
を
|
慣
と
は
せ

ず
︐
命
あ
る
生
き
も
の
を
救
う
た
め
に
肉
を
食
す
る
v
を
現
す
の
で
あ
る
︒
食

す
る
v
を
現
す
と
は
い
っ
て
も
︐
實
際
は
食
べ
て
い
な
い
の
で
あ
る
︒
善
男
子

よ
︐
こ
の
よ
う
に
菩
¡
は
淸
淨
な
食
物
す
ら
な
お
食
べ
な
い
の
で
あ
り
︐
況
ん

や
︹
命
あ
る
生
き
も
の
を
殺
す
︺
肉
食
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
﹂︒
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善
男
子

(良
家
の
息
子
)
よ
︐
私
が
𣵀
槃
し
た
後
︐
量
り
知
れ
な
い
數
の
百

歲
が
︹
經
つ
と
︺
︐
四
段
階
の
悟
っ
た
¿
人
た
ち(
362
)
は
皆
︐
𣵀
槃
す
る
で
あ
ろ
う
︒

正
し
い
敎
え
の
時
代

(正
法(363
)

)
が
�
ん
だ
後
︐
似
た
敎
え
の
時
代

(
宴
法
)
に

︹
以
下
に
営
べ
る
よ
う
な
惡
い
︺
比
丘
た
ち(
364
)
が
現
れ
る
で
あ
ろ
う
︒︹
彼
ら
は
︺

﹃
律

(出
家
者
の
生
活
規
則
)
﹄
を
守
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら(
365
)
︐
讀
誦
す
る

﹃
經
﹄
は
ほ
ん
の
�
か
に
�
ぎ
ず(
366
)
︐
飮
食
を
貪
り
肉
體
を
養
育
す
る(
367
)
︒
彼
ら
の

着
て
い
る
�
は
︐
粗
末
で
醜
く
︐
容
v
は
や
つ
れ
︐
威
嚴
も
品
德
も
な
い
樣(
368
)
は
︐

︹
ま
る
で
︺
牛
や
羊
を
放
し
飼
い
す
る
牧
畜
人
や
︐
薪
や
草
を
背
�
う
木
樵
の

よ
う
で
あ
る(
369
)
︒
鬚
や
髮
や
爪
は
長
く
伸
び
た
ま
ま
で
あ
る(
370
)
︒
袈
裟
を
着
て
い
る

け
れ
ど
も
︐
ま
る
で
︹
動
物
を
殺
し
て
食
す
る
︺
獵
師
の
よ
う
で
あ
り(
371
)
︐
�
5

深
く
見
囘
し
な
が
ら
徐
に
步
く
樣
は
︐
ま
る
で
鼠
を
狙
う
猫
の
よ
う
で
あ
り(
372
)
︐

い
つ
も
﹁
我
は
阿
羅
漢
果
を
得
た
り
﹂
と
言
い
觸
ら
す
が
︐
多
く
の
病
に
苦
し

み
︐
糞
�
の
汚
�
で
眠
る(
373
)
︒
外
見
は
善
き
賢
者
の
よ
う
に
見
え
る
が
︐
心
の
內

に
は
貪
欲
と
嫉
妬
を
�
く
樣
は(
374
)
︐
ま
る
で
無
言
の
行(
375
)
を
行
う
婆
羅
門
等
の
よ
う

で
あ
り
︐
 
く
沙
門
と
か
け
離
れ
て
い
な
が
ら
︐
沙
門
の
v
を
し
︐
z
見
は
激

し
く
︐
正
し
い
敎
え
を
誹
謗
す
る
︒
こ
の
よ
う
な
人
は
︐
破
壞
如
來
が
定
め
た

戒
律
︹
に
則
っ
た
︺
正
し
い
行
い
と
立
ち
居
振
る
舞
い(
376
)
を
ぶ
ち
こ
わ
し
︐︹
一

方
で
は
︺
解
脫
の
成
果
を
說
き
示
し
︐
穢
れ
た
物
事
か
ら
離
れ
た
︹
ふ
り
を
す

る
︺︒
そ
し
て
ま
た
︐︹
如
來
の
︺
深
7
な
る
祕
密
の
敎
說
を
ぶ
ち
こ
わ
し
︐
そ

れ
ぞ
れ(
377
)
が
好
き
"
手
に
振
る
舞
い
︐﹃
經
﹄
や
﹃
律
﹄
と
反
對
の
こ
と
を
営
べ(
378
)
︐

そ
う
し
て
﹁
如
來
は
皆
︐
我
々
が
肉
を
食
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
る
﹂
と
言

い
︐
自
ら
﹁
そ
れ
が
ブ
ッ
ダ
の
敎
說
で
あ
る
﹂
と
論
じ
︐
互
い
に
論
爭
し
あ
い
︐

そ
れ
ぞ
れ
自
ら
﹁
沙
門
の
私
は
釋
£
の
弟
子
で
あ
る(
379
)
﹂
と
言
う
︒

善
男
子
よ
︐
そ
の
時
?
に
︹
別
の
︺
沙
門
た
ち
が
︹
現
れ
る
で
あ
ろ
う
︒
彼

ら
は
︺
穀
物
を
貯
め
A
み(
380
)
︐
肉
や
魚
︹
の
布
施
︺
を
u
け
取
り
︐
手
て
自
ら
食

を
作
り(
381
)
︐
油
の
瓶
を
持
ち(
382
)
︐︹﹃
律
﹄
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
︺
寶
玉
で
�
っ
た
天

蓋
や
革
製
の
屣

(サ
ン
ダ
ル(
383
)
)
︹
を
身
に
付
け
︺
︐
國
王
や
大
臣
︐
x
產
家
と

仲
良
く
な
り(
384
)
︐
手
相
や
人
相
を
占
っ
た
り
占
星
ó
を
し
た
り(
385
)
︐
醫
ó
に
勤
し
ん

だ
り(
386
)
︐
奴
婢
を
從
え
た
り
︐
金
や
銀
︐
瑛
璃

る

り

(ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
)
︐
硨
磲

し
ゃ
こ

(二
枚

貝
の
シ
ャ
コ
)
︐
碼
瑙

め
の
う

︐
頗
梨

は

り

(ス
パ
テ
ィ
カ

=

水
晶
)
︐
眞
珠
︑
珊
瑚

さ
ん
ご

︐
琥
珀

こ
は
く

︑

璧
玉

へ
き
ぎ
ょ
く

︑
珂
貝
︑
樣
々
な
果
實
︹
を
持
ち
︺
︐
諸
の
曳
藝
を
修
得
す
る
︒
畫
師
と

な
り
塑
宴
を
作
り
︐
書
物
を
作
り
人
を
敎
え
る
︒
ñ
物
の
種
子
を
ñ
え
た
り
根

を
ñ
え
た
り
︐
詠
藥
を
©
合
し
た
り
咒
ó
で
幻
惑
し
た
り(
387
)
︐
諸
藥
を
©
合
し
た

り(
388
)
︐
倡
曳
樂
を
し
た
り
︐
香
や
花
で
身
を
繕
っ
た
り
︐
賭
�
し
た
り

(
摴
蒲

ち
ょ
ぼ

)︑

碁
を
打
っ
た
り(
389
)
︐
諸
の
工
巧
を
學
ん
だ
り
す
る
︒
こ
れ
ら
の
惡
事
か
ら
離
れ
る

こ
と
が
で
き
る
比
丘
の
こ
と
を
︐﹁
こ
の
人
は
本
當
の
我
が
弟
子
で
あ
る
﹂
と

言
う
べ
し
︒

そ
の
時
︐
カ
ー
シ
ャ
パ
︹
菩
¡
︺
は
?
に
ブ
ッ
ダ
に
申
し
上
げ
た
︐﹁
世
に

�
き
御
方
よ
︐
他
者
に
依
存
し
て
生
活
す
る
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

や
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

︐
優
婆
塞

ウ
パ
ー
サ
カ

や

優
婆
夷

ウ
パ
ー
シ
カ
ー

が
乞
食
す
る
な
ら
︐
肉
の
混
じ
っ
た
食
物
を
得
る
で
あ
ろ
う
︒
い
っ
た

い
ど
の
よ
う
に
し
て
食
を
u
け
れ
ば
︐
淸
淨
な
作
法
に
ª
應
す
る
で
し
ょ
う

か
﹂︒ブ

ッ
ダ
は
カ
ー
シ
ャ
パ
に
言
っ
た
︐﹁
水
で
洗
滌
し
て
︹
攝
取
す
べ
き
も
の

を
︺
肉
と
分
け
︐
そ
う
し
て
か
ら
食
す
る
べ
し
︒
も
し
食
器
が
肉
で
汚
さ
れ
た

な
ら
ば
︐
單
に
︹
肉
の
︺
味
が
し
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
︐︹
施
食
を
︺
u
け
る

こ
と
が
許
さ
れ
︐
罪
と
は
な
ら
な
い
︒
も
し
食
物
の
中
に
肉
が
た
く
さ
ん
入
っ

て
い
た
ら
︐︹
そ
の
施
し
を
︺
u
け
取
る
べ
き
で
は
な
い
︒
一
切
の
實
際
に
肉

で
あ
る
も
の(
390
)
は
何
ら
食
す
る
べ
き
で
な
い
︒
食
ら
え
ば
罪
と
な
る
︒
私
は
今
提

唱
し
て
い
る
の
は
食
肉
を
す
べ
て
止
め
る
と
い
う
決
ま
り
で
あ
る
︒
そ
の
こ
と

を
詳
し
く
說


す
れ
ば
き
り
が
な
い
︒
我
が

𣵀

槃

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

の
時
刻
が
直
に
到
來
す
る

の
で
︐
そ
れ
故
︐︹
以
上
は
︺
あ
ら
ま
し
を
営
べ
た
に
�
ぎ
な
い(
391
)
︒
こ
れ
を
質

問
に
應
じ
て
答
え
る
敎
え
と
名
付
け
る(
392
)
﹂︒
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【④
c
1
︼

『ラ
ン
カ
ー
へ
の
入
︹
山(
393
)
︺
と
い
う
寶
の
經
典
﹄
卷
四
︱
︱
︐

そ
の
時
大

5

マ
ハ
ー
マ
テ
ィ

菩
¡
は
偈
頌
の
形
で
︹
ブ
ッ
ダ
に
︺
問
い
訊
ね
た
︐

｢か
の
諸
菩
¡
の
う
ち
で
ブ
ッ
ダ
の
悟
り
を
c
求
す
る(
394
)
者
が
︐
酒
や
肉
や(
395
)
葱(
396
)

を
攝
取
す
る
こ
と
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
︹
,
め
ら
れ
ま
す
か
)︒

こ
の
上
な
く
�
き
御
方
よ
︐
願
わ
く
は
哀
愍
を
か
け
て
私
に
說
い
て
く
だ
さ

い
︒
愚
か
な
者
た
ち
は
貪
著
に
¬
ら
れ
︐︹
彼
ら
の
食
す
る
︺
臭
く
穢
れ
た

︹
肉
︺
に
は
讚
え
る
べ
き
譽
れ
は
あ
り
ま
せ
ん(
397
)
︒

虎
や
狼
が
美
味
い
と
食
す
る
︹
動
物
の
肉
︺
を
︐
ど
の
よ
う
に
食
す
る
の
が

よ
い
で
し
ょ
う
か
︒
食
す
れ
ば
諸
の
�
è
を
生
じ
ま
す
︐
食
べ
な
け
れ
ば
福
德

あ
る
善
を
生
み
ま
す
︒

願
は
く
は
︐
食
す
る
罪
�
と
食
し
な
い
福
業(
398
)
と
を
私
に
說
い
て
く
だ
さ
い
﹂︒

大
5
菩
¡
は
︹
こ
の
よ
う
に
︺
偈
頌

(韻
�
の
詩
)
で
問
い
訊
ね
て
か
ら(
399
)
︐

?
に
再
び(
400
)
ブ
ッ
ダ
に
︹
散
�
で
︺
申
し
上
げ
た(
401
)
︐

｢世
に
貴
き
御
方
よ
︐
願
は
く
は
︐
私
た
ち
に
︹
酒
や
肉
や
蔥
を
︺
攝
取
す

る
功
德
と
罪
�
を(
402
)
お
說
き
く
だ
さ
い(
403
)
︒
私
や
︹
他
の
︺
菩
¡
た
ち
は
︐
現
在
と

未
來
に
樣
々
に
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
肉
し
︹
か
つ
そ
の
一
方
で
︺
敎
え
を
辨

別
し
て
說
示
し
た
い
と
切
¾
し(
404
)
︐
そ
の
命
あ
る
生
き
も
の
た
ち
を
慈
し
み
の
心

で
︹
互
い
に
︺
向
い
會
う
よ
う
に
さ
せ
ま
す(
405
)
︒
慈
し
み
の
心
を
得
て
か
ら
︐
そ

れ
ぞ
れ
が
︹
自
ら
︺
�
ま
う
地
で
淸
ら
か
で
あ
り
か
つ


瞭
で
あ
れ
ば
︐
直
に

こ
の
上
な
き
ボ
ー
デ
ィ

(悟
り
)
を
極
め
盡
く
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う(
406
)
︒

︹
そ
し
て
命
あ
る
生
き
も
の
は
？
︺
聲
聞
や
緣
覺
た
ち
の
自
ら
の
地
に
留
ま
っ

て(
407
)
か
ら
︐
同
樣
に
ま
た
︐
こ
の
上
な
き
ボ
ー
デ
ィ
を
完
成
す
る
こ
と
に
�
づ
く

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う(
408
)
︒

惡
し
く
z
し
く
敎
え
を

論
あ
げ
つ
ら

う
非
佛
敎
徒
た
ち
は
︐
z
見
と
斷
見
・
常
見
と

に
よ
っ
て
眞
�
に
è
解
し
ま
す
︹
が
︐
彼
ら
さ
え
ブ
ッ
ダ
の
︺
敎
え
を
妨
げ
る

こ
と
す
ら
し
て
も
︐
食
肉
な
ど
決
し
て
許
さ
な
い
の
で
す(
409
)
︒
況
ん
や
如
來
と
い

う
世
閒
の
救
護
者
の
正
し
い
敎
え
が
成
就
し
て
か
ら
︐︹
そ
の
御
方
が
︺
食
肉

す
る
な
ど
あ
り
得
ま
せ
ん(410
)
﹂︒

佛
は

大

5

マ
ハ
ー
マ
テ
ィ

に
吿
げ
た
︐﹁
よ
ろ
し
い
︐
よ
ろ
し
い
︐
心
し
て
聽
け(
411
)
︐
心
し

て
聽
け
︒
し
か
と
考
え
よ(
412
)
︐
汝
の
た
め
に
說
こ
う
﹂︒

大
5
は
佛
に
申
し
上
げ
た
︐﹁
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
︐
敎
え
を
お
u
け
し
ま

す(
413
)
﹂︒佛

は
大
5
に
吿
げ
た
︐﹁︹
我
々
に
は
︺
數
限
り
な
い
因
と
緣
が
あ
り
︹
そ
れ

を
介
し
肉
體
を
も
つ
生
き
も
の
と
結
ば
れ
て
お
り
︺
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ(
414
)
︒

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
私
は
今
ま
さ
に
︐
汝
の
た
め
に
大
略
を
営
べ
ね
ば
な
ら
な

い(
415
)
︒
す
な
わ
ち
︐
あ
ら
ゆ
る
生
き
も
の
は
世
界
の
始
ま
り
以
來(
416
)
︐
因
と
緣
の
作

用
で
︹
六
�
に
︺
轉
生
を
繰
り
�
し(
417
)
︐
つ
ね
に
六
種
の
親
族
と
な
っ
て
︐
相
互

の
關
係
を
保
っ
て
い
る
︒︹
命
あ
る
生
き
も
の
は
皆
︺
親
族
で
あ
る
こ
と
に
思

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら(
418
)
︐
そ
れ
故
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒

驢ろ
ば

や
騾ら
ば

・
駱
駝
・
狐
・
狗
・
牛
・
馬
・
人
や
︹
樣
々
な
︺
獸
の
肉(
419
)
を
︐
屠
殺

者(
420
)
は
一
緖
く
た
に
賣
り
捌
く(
421
)
か
ら
︐
そ
れ
故
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒
不
淨

な
氣(
422
)
が
生
じ
は
び
こ
る(
423
)
か
ら
︐
そ
れ
故
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒
命
あ
る
生

き
も
の
は
肉
の
氣
0
を
嗅
ぎ
取
る
と
皆
︐
恐
怖
心
を
�
く(
424
)
︒
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
族

(屠
殺
を
行
う
賤
民
階
à(425
)

)
や
ド
ン
バ

(
ḋ
o
m
b
a
︒
あ
る
種
の
貧
民
か(426
)

)
の
如
き
者
に

對
し
て
も
︐
狗
は
こ
れ
を
見
れ
ば
憎
み
︐
恐
れ
お
の
の
き
︐
群
れ
を
な
し
て
吠

え
る
か
ら
︐
そ
れ
故
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒
ま
た
脩
行
者
に
︐
慈
し
み
の

心
が
生
じ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
か
ら(
427
)
︐
そ
れ
故
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒
凡

庸
で
愚
鈍
な
生
き
も
の
が
︹
好
ん
で
︺
口
に
し
︐︹
肉
を
食
す
る
者
の
體
は
︺

臭
く
穢
れ
淸
淨
で
は
な
く(
428
)
︐
よ
い
�
á
は
得
ら
れ
な
い(
429
)
か
ら
︐
そ
れ
故
︐
肉
を

食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒
各
種
の
祈
禱
︹
や
ま
じ
な
い
︺
の
效
果
を
無
に
す
る(
430
)
か
ら
︐

そ
れ
故
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒
殺
生
す
る
者
を
し
て
︹
生
き
も
の
の
︺
v
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を
見
れ
ば
︹
殺
し
て
食
す
る
こ
と
に
向
か
わ
せ
る
︺
5
識
を
喚
µ
さ
せ(
431
)
︐
深
く

耽
溺
さ
せ
る(
432
)
か
ら
︐
そ
れ
故
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒
肉
を
食
す
る
者
は
︐

諸
の
天
人
た
ち
か
ら
見
E
て
ら
れ
る(
433
)
か
ら
︐
そ
れ
故
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒

口
か
ら
吐
く
息(
434
)
を
臭
く
す
る
か
ら
︐
そ
れ
故
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒
惡
夢

を
み
る
こ
と
が
多
い(
435
)
か
ら
︐
そ
れ
故
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒
廣
く
靜
ま
り

か
え
っ
た(
436
)
林
の
中
で
︐
虎
や
狼
が
匂
い
を
嗅
ぎ
つ
け
て
し
ま
う(
437
)
か
ら
︐
そ
れ
故
︐

肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒
飮
食
に
つ
い
て
︐
節
度
を
失
わ
せ
て
し
ま
う(
438
)
か
ら
︐

そ
れ
故
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒
穢
れ
た
現
世
を
�
惡
し
離
れ
る
考
え(
439
)
を
脩

行
者
に
µ
こ
さ
せ
な
く
す
る
か
ら
︐
そ
れ
故
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒

わ
た
く
し
釋
£
は
い
つ
も
說
い
て
い
る
︒
飮
食
す
る
た
び
︐
わ
が
一
子
の
肉

を
食
す
る
こ
と
に
思
い
を
致
し
︐
藥
を
�
用
す
る
こ
と(
440
)
に
思
い
を
致
す(
441
)
か
ら
︐

そ
れ
故
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒
肉
を
食
す
る
の
を
,
め
る
な
ど
あ
り
得
な

い
︒ま

た
J
に
︐
大
5
よ
︐
�
去
に
王
が
い
た(
442
)
︒
名
を
師
子
蘇
陀
娑(
443
)
と
い
っ
た
︒

樣
々
な
肉
を
食
し
︐
つ
い
に
は
人
を
食
す
る
に
至
っ
た
︒
家
臣
や
人
民
は
堪
え

る
こ
と
が
で
き
ず
︐
王
に
背
き(
444
)
扶
持(
445
)
を
斷
じ
︹
國
を
E
て
︺
て
し
ま
っ
た
︒
肉

を
食
す
る
者
に
は
こ
の
よ
う
な
罪
�
が
あ
る
︒
故
に
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒

?
に
ま
た
︐
大
5
よ
︐
殺
生
を
な
す
者
は
總
じ
て
財
產
や
利
益
の
た
め
に
命

あ
る
生
き
も
の
を
殺
し
て
賣
る(
446
)
︒
諸
の
愚
か
な
︐
食
肉
す
る
命
あ
る
生
き
も
の

は(
447
)
︐
金
錢
を
か
け
て
網
を
作
り(
448
)
︐
諸
の
肉
を
と
ら
え
る
︒
殺
生
す
る
者
は
あ
る

い
は
財
物
︐
あ
る
い
は
�
り
針(
449
)
や
網
を
用
い
て
︐
空
を
飛
ぶ
︹
も
し
く
は
︺
水

中
や
陸
上(
450
)
の
生
き
物
を
と
ら
え
︐
種
々
の
や
り
方
で
殺
し
て
賣
り
利
益
を
求
め

る(
451
)
︒
大
5
よ
︐
ま
た
殺
さ
ず
︐
求
め
ず
︐
思
わ
ず
し
て
魚
肉
が
あ
る
な
ど
な
い
︒

こ
の
�
理
あ
る
が
故
に
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︒
大
5
よ
︐
私
は
あ
る
時
は

五
種
︹
の
肉(
452
)
︺
を
斷
つ
よ
う
に
說
き
︐
ま
た
あ
る
時
は
︹
食
し
て
は
な
ら
ぬ
︺

十
種
︹
の
肉(
453
)
︺
を
定
め
た
︒
今
こ
の
經
典
に
お
い
て
は
︐
い
か
な
る
種
類
︐
い

か
な
る
狀
況
に
つ
い
て
も
︹
肉
食
を
,
め
ず
︺
︐
一
切
の
可
否
に
ま
つ
わ
る
方

�
︹
と
し
て
の
敎
え
︺
を
斷
ち
切
る
︒
大
5
よ
︐
眞
理
を
さ
と
り
︐
供
養
を
u

け
る
に
相
應
し
い
方

(如
來
應
供
等
正
覺(454
)

)
で
す
ら
︐
自
ら
一
切
口
に
し
な
い
の

だ
︒
況
ん
や
魚
や
肉
を
食
す
る
こ
と
を
人
に
敎
え
た
り
は
し
な
い
の
だ
︒
大
い

な
る
憐
れ
み
と
�
世
に
お
け
る
行
い(
455
)
を
も
っ
て
す
れ
ば
︐
あ
ら
ゆ
る
命
生
き
も

の
を
見
る
こ
と
は
︐
た
っ
た
一
人
の
我
が
息
子
を
見
る
の
と
同
じ(
456
)
︒
故
に
わ
が

子
の
肉
を
食
わ
せ
る
こ
と
︹
に
な
る
肉
食
︺
な
ど
許
さ
な
い
の
で
あ
る
︒

そ
の
時
︐
世
に
�
き
御
方
は
再
び
こ
の
5
味
を
営
べ
よ
う
と
思
い
︐
偈
に

よ
っ
て
說
か
れ
た
︒

�
去
に
は
あ
ら
ゆ
る
命
あ
る
生
き
物
は
親
族
で
あ
っ
た(
457
)
︒
卑
し
く
穢
れ
た
肉

は
汚
物
と
混
ざ
り
あ
っ
て
い
る
︒︹
そ
も
そ
も
肉
は
︺
汚
物
を
生
成
す
る
と
こ

ろ
︒︹
そ
の
う
え
肉
の
︺
臭
い
を
嗅
ぐ
と
あ
ら
ゆ
る
命
あ
る
生
き
物
は
恐
怖
を

�
く
︒

す
べ
て
の
肉
と
葱
と
︐
諸
の
韭に
ら

や
大
蒜

に
ん
に
く

等
と
︐︹
人
を
︺
墮
落
さ
せ
る
種
々

の
酒
を
︐
修
行
者
た
る
者
は
︐
い
か
な
る
時
で
も
7
ざ
け
な
さ
い
︒

?
に
い
か
な
る
時
も
︹
祭
り
に
b
う
︺
'
油
と
︹
病
人
が
排
泄
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た
︺
い
く
つ
も
の
穴
の
開
い
た
床
を
7
ざ
け
な
さ
い
︒
そ
こ
に
は

︹
病
人
が
そ
の
穴
か
ら
排
泄
す
る
こ
と
で
沸
く
︺
樣
々
の
小
さ
な
蟲
が
い
て
︐

︹
穴
の
︺
中
で
こ
の
上
な
く
恐
怖
を
�
く
の
だ
か
ら(
458
)
︒

〔酒
を
︺
飮
み
︹
肉
を
︺
食
す
る
こ
と
か
ら
怠
惰
が
生
ず
る
︒
怠
惰
は
諸
の

︹
惡
い
︺
思
念(
459
)
を
生
み
︐
思
念
は
貪
欲
を
生
む
︒
そ
れ
故
︐
肉
を
食
し
て
は
な

ら
な
い
︒

〔肉
を
︺
食
す
る
と
貪
欲
が
生
ず
る
︒
貪
欲
な
心
は
'
痺
す
る(
460
)
︒︹
心
が
︺
'

痺
す
る
と
愛
欲
が
わ
き
µ
こ
る
︒︹
そ
う
し
た
人
は
︺
生
死
を
繰
り
�
し
︐
解

脫
す
る
こ
と
が
な
い
︒

利
益
の
た
め
に
命
あ
る
生
き
物
を
殺
し
︐
金
錢
で
肉
を
一
網
打
盡
に
す
る
︒
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こ
の
兩
者
は
い
ず
れ
も
惡
業
︹
で
あ
る
か
ら
︐
L
反
者
は
︺
死
後
︹
殺
生
を
犯

し
た
者
が
墮
ち
る
︺
叫
喚
地
獄
に
墮
ち
る(
461
)
︒

も
し
︹
殺
す
こ
と
を
︺
敎
唆
す
る
こ
と
・
想
う
こ
と
・
求
め
る
こ
と
が
な
け

れ
ば
︐
三
種
類
の
淨
肉
は
︹
そ
も
そ
も
︺
存
在
し
な
い
︒

そ
れ
ら
︹
す
べ
て
の
肉
製
品
︺
は
︹
我
々
が

唆
そ
そ
の
か

す
こ
と
・
想
う
こ
と
・
求

め
る
こ
と
を
︺
原
因
と
し
て
存
在
す
る
︒
そ
れ
故
︐
肉
を
食
し
て
は
な
ら
な
い
︒

修
行
者
た
ち
は
︐
そ
れ
故
に
︐
あ
ら
ゆ
る
肉
を
7
ざ
け
る
︒
十
方
の
佛
世
�

た
ち
は
皆
︐︹
肉
食
を
︺
非
難
す
る
︒

J
々
と
食
い
合
う
︹
命
あ
る
生
き
も
の
は
︺
︐
死
し
て
虎
狼
の
類
い
に
落
ち

る
︒
臭
く
穢
れ
た
肉
は
忌
~
す
べ
し
︒︹
も
し
肉
食
す
れ
ば
︺
必
ず
愚
か
者
に

轉
生
す
る
︒

〔肉
食
し
た
者
は
︺
多
く
の
場
合
︐
旃
陀
羅
や
獵
師
や
ド
ン
バ
の
種
族
に
轉

生
す
る
︒
あ
る
い
は
ダ
ー
キ
ニ
ー(
462
)
や
︐
樣
々
の
肉
食
性
の
も
の
に
轉
生
す
る
︒

羅
刹
や
猫
や
狸
の
類
い
は(
463
)
す
べ
て
こ
の
︹
肉
食
の
罪
を
犯
し
た
者
が
囚
わ
れ

る
輪
迴
の
︺
中
に
生
ま
れ
る
︒

『
¬
象
﹄
と
﹃
大
雲
﹄
︐︹
そ
し
て
︺﹃
央
掘
利
+
羅(
464
)
﹄
︐
a
び
こ
こ
︹
に
說
く
︺

﹃
ラ
ン
カ
ー
︹
ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
︺
經
﹄︹
に
お
い
て
︺
︐
私
は
肉
食
を
す
べ
て
禁

じ
た
︒︹
肉
食
の
こ
と
は
︺
諸
の
佛
・
菩
¡
・
聲
聞
が
非
難
す
る
︒

肉
食
し
て
し
ま
っ
た
の
に
恥
じ
入
る
氣
持
ち
が
無
け
れ
ば
︐
輪
迴
に
囚
わ
れ

轉
生
す
る
先
は
必
ず
愚
者(
465
)
で
あ
る
︒
以
�
︹
私
は
方
�
と
し
て
自
分
の
た
め
に

用
5
さ
れ
た
肉
だ
と
︺
見
た
り
聞
い
た
り
︹
用
5
さ
せ
た
と
︺
疑
わ
れ
る
︹
肉

の
こ
と
︱
︱
三
種
の
不
淨
肉
の
こ
と
を
︺
說
い
た
︒︹
だ
が
︺
こ
れ
か
ら
は
ど

ん
な
肉
で
も
例
外
な
く
一
切
の
肉
食
を
斷
ち
な
さ
い
︒

妄
想
ば
か
り
�
か
ん
で
何
も
悟
る
こ
と
が
な
い(
466
)
︒
そ
れ
故
に
食
肉
す
る
�
境(
467
)

に
轉
生
す
る
︒
こ
の
よ
う
な
貪
欲
と
い
う
�
ち
は
︐
¿
人
の
解
脫
を
妨
げ
る
障

�(
468
)
と
な
ろ
う
︒
酒
・
肉
・
葱
・
韭
・
大
蒜

に
ん
に
く

は
す
べ
て
¿
人
�
の
妨
げ
で
あ
る
︒

未
來
の
命
あ
る
生
き
も
の
た
ち
は
︐
肉
に
つ
い
て
︐﹁
こ
れ
は
淨
肉
で
あ
っ

て
︐︹
食
し
て
も
︺
罪
に
な
ら
な
い
︒
ブ
ッ
ダ
は
我
々
が
︹
淨
肉
を
︺
食
す
る

こ
と
を
許
可
し
た
﹂
と
無
癡
蒙
昧
を
語
る
だ
ろ
う
︒
食
す
る
時
は
藥
を
�
用
す

る
が
如
く
に
思
い
︐
ま
た
子
供
の
肉
を
食
す
る
如
く
に
︹
思
う(
469
)
︺︒︹
貪
欲
を
離

れ
て
︺
閏
分
な
量
と
知
り
厭
離
の
念
を
生
じ
︐
修
行
︹
者
︺
は
乞
食
す
る
こ
と

を
行
う(
470
)
︒

慈
し
み
の
心
に
安
ら
か
に
�
ま
う
者
︹
に
對
し
て
︺
は
︐
我
は
常
に
︹
世
俗

か
ら
︺
厭
離
せ
よ
と
說
く
︒
虎
や
狼
ら
の
惡
獸
た
ち
と
恒
に
同
じ
と
こ
ろ
で
生

き
る
が
よ
い
︒

血
の
し
た
た
る
肉
を
食
す
れ
ば
︐
命
あ
る
生
き
も
の
は
皆
恐
れ
お
の
の
く
︒

そ
れ
故
︐
佛
�
修
行
者
は
︐
慈
し
み
の
心
か
ら
肉
を
食
さ
な
い
の
で
あ
る
︒

食
肉
に
は
何
ら
の
慈
し
み
も
智
5
も
な
く
︐
永
え
に
正
し
き
解
脫
に
背
き(
471
)
︐

¿
者
の
特
�
�
御
v
と
Lた
が

う(
472
)
︒
そ
れ
故
︐
食
︹
肉
︺
す
べ
き
で
は
な
い
︒

ブ
ラ
フ
マ
ン(
473
)
の
種
族(
474
)
や
︐
諸
の
佛
敎
修
行
の
境
´
︐
智
5
あ
る
者
︐
富
裕
の

家
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
︐
肉
を
食
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
︒

【④
c
2
．
1
︼

『ア
ン
グ
リ
マ
ー
リ
ー
ヤ
經
﹄
第
一
卷
︱
︱
︐

長
老
の
カ
ー
シ
ャ
パ(
475
)
は
樣
々
な
美
味
の(
476
)
食
べ
物
を
E
て
︐
肉
の
味
が
す
る
食

べ
物(
477
)
を
E
て
︐
食
肉
し
な
い
敎
え
を
u
け
守
っ
た(
478
)
︒

【④
c
2
．
2
︼

『ア
ン
グ
リ
マ
ー
リ
ー
ヤ
經
﹄
第
四
卷(
479
)

︱
︱
︐

マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
ー(
480
)
は
ブ
ッ
ダ
に
申
し
上
げ
た
︐﹁
世
に
�
き
御
方
よ
︐
如

來
藏
の
敎
え
の
故
に(
481
)
︐
ブ
ッ
ダ
た
ち
は
肉
を
食
さ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
﹂︒

ブ
ッ
ダ
は
言
っ
た
︐﹁
そ
う
で
あ
る
︒
一
切
の
命
あ
る
生
き
も
の
は
︐
始
め

梁武�「斷酒肉�」譯�

231



な
き
︹
太
古
よ
り
今
に
至
る
ま
で
︺
輪
迴
し
︐
生
ま
れ
る
度
に
樣
々
な
生
存
を

繰
り
�
す(
482
)
の
で
︐︹
今
は
怨
敵
で
あ
る
者
あ
れ
誰
し
も
が
無
限
囘
の
�
去
世
中

に
お
い
て
必
ず
一
度
は
自
ら
の
︺
父
や
母
と
な
り
︐
兄
や
弟
と
な
り
︐
姉
や
妹

と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る(
483
)
︒
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
舞
臺
の
踊
り
子
が
樣
々
に
役
柄
を

變
え
同
じ
で
な
い
よ
う
な
も
の(
484
)
︒
自
ら
の
肉
も
他
者
の
肉
も
︐
お
な
じ
一
つ
の

肉
で
あ
る(
485
)
︒
そ
れ
故
に
︐
ブ
ッ
ダ
た
ち
は
皆
︐
肉
を
食
さ
な
い
︒
?
に
ま
た
︐

マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
ー
よ
︐
一
切
の
命
あ
る
生
き
も
の
の
領
域
と
我
が
領
域
は
同

じ
一
つ
の
領
域
で
あ
る(
486
)
︒
宿
る
肉
體(
487
)
は
皆
同
じ
一
つ
の
肉
體
で
あ
る
︒
そ
れ
故

に
ブ
ッ
ダ
た
ち
は
皆
︐
肉
を
食
さ
な
い
﹂︒

マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
ー
は
ブ
ッ
ダ
に
申
し
上
げ
た
︐﹁
世
に
�
き
御
方
よ
︐
珂

貝
・
蠟
蜜
・
皮
革
・
繒
綿
は
自
ら
の
領
域
內
の
肉(
488
)
で
は
な
い
の
で
は
な
い
で
す

か
﹂︒ブ

ッ
ダ
は
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
ー
に
吿
げ
た
︐﹁
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
は
な
ら

な
い
︒
如
來
は
一
切
の
世
俗
の
物
事
か
ら
7
く
離
れ
る(
489
)
︒
如
來
は
食
さ
な
い

︹
の
は
︺
︐
世
閒
の
事
物
に
接
�
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
は(
490
)
あ
り
得
な
い(
491
)
︒

も
し
接
�
し
て
い
る
と
す
れ
ば(
492
)
︐
そ
れ
は
︹
他
者
を
救
濟
す
る
︺
手
立
て
で
あ

る
︒
物
事
が
人
か
ら
人
へ
と
J
々
に
傳
わ
っ
て
來
て
い
る
な
ら
ば
︹
そ
の
直
接

の
相
手
に
は
︺
接
�
し
て
も
よ
い
︒︹
だ
が
︺
そ
の
物
事
が
生
じ
た
大
本
に
は

接
�
し
て
は
な
ら
な
い
︒
も
し
J
か
ら
J
へ
と
傳
わ
っ
て
來
て
︐︹
大
本
で
あ

る
︺
殺
し
を
本
人
の
手
を
離
れ
て
い
る
な
ら
ば(
493
)
︐
接
�
し
て
も
よ
い
﹂︒

マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
ー
は
ブ
ッ
ダ
に
申
し
上
げ
た
︐﹁
今
︐
こ
の
街(
494
)
に
一
枚
の

皮
革
が
あ
り
ま
す
︒
職
人
は
革
の
履
き
物
を
作
れ
ま
す
︒
あ
る
人
が
そ
れ

(革
)
を
買
っ
て
︹
そ
の
職
人
に
︺
與
え
︐
そ
れ
が
J
々
の
人
の
手
を
介
し
て

や
っ
て
來
た
と
し
た
ら
︐
ブ
ッ
ダ
よ
︐
さ
て
あ
な
た
は
u
け
取
り
ま
す
か
︒
?

に
︐
世
に
�
き
御
方
よ
︐
も
し
も
自
然
死
し
た
牛
が
い
て
︐
そ
の
牛
の
�
D
者

が
︹
動
物
の
死
體
を
K
う
︺
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
族(
495
)
か
ら
︹
牛
︺
革
を
u
け
取
り
︐

そ
れ
を
革
職
人
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
ゆ
き
︐
そ
の
職
人
が
革
の
履
き
物
を
作
り
︐

そ
れ
を
戒
律
を
守
っ
て
い
る
人
に
與
え
︐
そ
れ
が
J
々
と
人
の
手
を
介
し
て

や
っ
て
來
た
と
し
た
ら
︐︹
あ
な
た
は
︺
そ
れ
に
接
�
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
﹂︒

ブ
ッ
ダ
は
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
ー
に
言
っ
た
︐﹁
も
し
自
然
死
し
た
牛
が
い
て
︐

そ
の
牛
の
�
D
者
が
皮
を
持
っ
て
行
き
︐︹
革
職
人
が
︺
革
草
履
を
作
る
こ
と

で
︐
戒
律
を
守
っ
て
い
る
人
に
與
え
た
と
し
た
ら
︐
さ
て
︐
そ
れ
を
u
け
取
る

べ
き
か
︒
も
し
u
け
取
ら
な
い
と
し
た
ら
︐
そ
れ
は
比
丘
の
あ
る
べ
き
v
で
あ

る
︒
も
し
u
け
取
る
な
ら
︹
牛
に
對
す
る
︺
慈
悲
が
な
い
こ
と
に
は
な
る
が
︐

し
か
し
戒
律
を
犯
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い(
496
)
﹂︒

【④
d

二
十
九
日
﹃
經
﹄
�
讀
誦
後
の
問
答
︼

經
典
の
讀
誦
が
(
了
し
︐︹
武
�
は
︺
詔
を
下
し
︐
?
に
諸
僧
に
吿
げ
た
︐

﹁
下
々
の
�
H
の
僧
た
ち(
497
)
は
﹃
經
﹄
を
隅
々
ま
で
讀
む
こ
と
を
せ
ず
に
︐
互
い

に
︹
律
中
に
︺
肉
食
を
禁
じ
る
言
葉
が
な
い
な
ど
と
言
う
︒
今
日
︐
此
の
經
典

の
言
葉
が
語
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
︒
こ
の
︹﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
の
︺
革
の
履

物(
498
)
の
�
を
︹
私
が
︺
讀
み
上
げ
さ
せ
た
理
由
は(
499
)
こ
の
︹
革
の
履
き
物
が
馱
目
と

い
う
︺
點
に
あ
る
の
で
は
な
い
︒
正
に
そ
れ
故
に
二
十
三
日
︐
法
雲
法
師
は

﹃︹
大
︺
𣵀
槃
經
﹄
の
﹁
肉
を
斷
じ
る
﹂
と
い
う
こ
と
を
解
說
し
た
の
だ(
500
)
︒

そ
の
時
︐
僧
正
の
5
超
と
︐
法
寵
法
師
は
︐︹
斷
肉
に
對
す
る
法
雲
法
師
の

解
說
を
︺
非
難
し
て
こ
う
言
っ
た
︱
︱
｢も
し
﹃
經
﹄
�
の
究
極
の
一
切
の
肉

を
斷
じ
る
こ
と
が
︐
た
だ
自
然
死
し
た
も
の
ま
で
食
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
こ

と
な
ら
︐
こ
れ
こ
そ
裸
形
ジ
ャ
イ
ナ
敎
徒

ニ

ル

グ

ラ

ン

タ

た
ち
が
︹
生
き
物
の
︺
皮
革
︹
の
b

用
︺
を
禁
じ
︐
革
製
の
履
き
物
を
履
い
て
は
な
ら
ぬ
の
と
同
じ
で
す(
501
)
︒
も
し

︹
我
々
が
︺
皮
革
b
用
を
解
禁
し
革
製
の
履
き
物
を
履
い
て
も
よ
い
な
ら
ば
︐

同
樣
に
︐
食
肉
も
解
禁
す
べ
き
で
す(
502
)
﹂︒

法
雲
法
師
に
筋
の
H
っ
た
-
釋
が
も
う
既
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︐
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︹
こ
の
よ
う
に
︺
二
法
師
の
非
難
の
氣
持
ち
は
(
わ
ら
な
か
っ
た
︒

そ
こ
で
︹
武
�
︺
は
︐
自
ら
︹
法
雲
法
師
の
︺
筋
の
H
っ
た
解
釋
に
依
據
し

て
こ
う
言
っ
た(
503
)

︱
︱
｢︹
法
雲
法
師
の
釋
義
を
b
衍
す
る
と
︺
｢も
し
あ
る
者
が

︹
行
い
が
上
à
で
あ
る
︺
¿
人
で
あ
る
か
ら
こ
そ
自
ら
こ
の
︹
革
製
の
履
き
︺

物
を
履
か
ず
︐︹
そ
し
て
︺
も
し
行
い
が
中
à
で
あ
る
者
も
ま
た
こ
の
︹
革
製

の
履
き
物
︺
を
履
か
な
い
な
ら
ば
︐︹
結
局
の
と
こ
ろ
︺
こ
の
︹
革
製
の
履
き

物
︺
を
履
く
者
は
︐
皆
︐
行
い
が
低
à
で
あ
る
者
︹
だ
け
︺
で
あ
る
｣︹
と
い

う
こ
と
で
あ
る
︺︒
そ
れ
故
︐
裸
形
ジ
ャ
イ
ナ
敎
徒

ニ

ル

グ

ラ

ン

タ

た
ち
と
は
同
じ
で
な
く
︐

言
葉
に
︹
そ
の
者
の
行
い
の
;
度
に
應
じ
た
︺
含
5
が
あ
る
︒
も
し
'
を
產
し

な
い
︹
か
ら
革
の
履
き
物
を
,
め
る
︺
の
で
あ
れ
ば
︐
皮
革
b
用
を
禁
じ
な
い

議
論
も
あ
り
得
る
︒︹
ñ
物
製
の
履
き
物
の
材
料
と
な
る
︺
'
を
產
す
る
場
�

な
ら
ば
︐
大
い
な
る
慈
し
み
を
も
つ
者
は
確
か
に
︹
革
製
の
履
き
物
を
︺
履
く

べ
き
で
は
な
い
︒
し
か
し
こ
の
︹
革
製
の
履
き
物
︺
と
食
肉
と
を
同
類
に
K
う

こ
と
は
で
き
ぬ
︒
お
よ
そ
革
製
の
履
き
物
を
一
足
着
用
す
れ
ば
︐
長
時
閒
經
っ

て
も
壞
れ
た
り
し
な
い
︒︹
と
こ
ろ
が
︺
も
し
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
し
た
な

ら
︐
一
度
の
食
事
だ
け
で
量
り
知
れ
な
い
數
の
生
命
體
を
殺
�
す
る(
504
)
︒
況
ん
や

每
日
食
す
る
な
ら
︹
殺
さ
れ
る
︺
數
は
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
の
數
ほ
ど
の
多
さ
に

d
す
る(
505
)
︒
そ
れ
も
ま
た
革
の
履
物
と
肉
を
斷
じ
る
こ
と
と
を
同
列
に
論
ず
る
こ

と
な
ど
で
き
ぬ
︒

そ
の
時
︑
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

た
ち
は
こ
れ
以
上
の
應
酬
を
~
け
て
答
え
な
か
っ
た
が(
506
)
︐
そ

の
理
由
は
]
小
比
丘
た
ち
が
疑
念
を
�
く
こ
と
で
?
に
大
き
な
�
�
を
招
く
の

を
恐
れ
た
の
だ
︒
此
の
革
製
の
履
き
物
を
u
け
取
ら
な
い
�
に
つ
い
て
営
べ
た

理
由
は
︐
一
日
の
疑
念
を
解
き
晴
ら
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
り
︐
以
�
の
法
制

と
は
直
接
關
係
し
な
い

(以
下
暫
定
譯
)
︒

い
っ
た
い
︐
肉
を
食
す
る
こ
と
は
大
い
な
る
罪
障
で
あ
る
︒﹃
經
﹄
に
も
︐

｢昔
か
ら
命
あ
る
生
き
も
の
と
す
で
に
父
母
親
屬
の
關
係
と
な
っ
て
き
た
｣
と
言

う(
507
)
︒
眾
僧
は
ど
う
し
て
こ
れ
が
殘
�
に
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
で
あ

り
︐
も
は
や
︹
ブ
ッ
ダ
が
王
子
だ
っ
た
時
に
︺
�
え
る
虎
の
た
め
に
身
を
投
げ

る(
508
)
こ
と
や
ご
自
身
の
肉
を
割
い
て
︹
鳩
の
代
わ
り
に
︺
鷹
に
與
え
る(
509
)
︹
と
い
う

よ
う
な
E
身
︺
を
考
え
ず
︐
ど
う
し
て
か
え
っ
て
?
に
他
の
︹
生
命
の
︺
身
の

部
分
を
食
す
る
で
あ
ろ
う
か
︒
諸
の
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

た
ち
竝
び
に
命
あ
る
生
き
も
の
を
Ý

く
法
師
︐
諸
の
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

竝
び
に
命
あ
る
生
き
も
の
を
Ý
く
方
々
よ
︐
各
々
�
屬

す
る
寺
に
戾
っ
て
諸
の
若
い
比
丘
・
比
丘
尼
に
敎
Ý
し
︐
こ
の
よ
う
な
5
味
を

知
ら
せ
る
よ
う
に
﹂︒

︹
武
�
が
︺
自
ら
直
々
に
こ
う
說
き
(
え
る
と
︐
比
丘

ビ
ク
シ
ュ

・
比
丘
尼

ビ
ク
シ
ュ
ニ
ー

た
ち
は

行
�
し(
510
)
︐︹
佛
宴
を
︺
禮
拜
し
︹
自
分
の
罪
を
︺
懺
悔
し
た
︒
こ
う
し
て
法
會

の
行
事
が
(
了
す
る
と
︐
 
員
Ú
出
し
た
︒

【⑤

二
十
九
日
晚
︐
周
E
へ
の
敕
︼

【⑤
a

周
E
へ
の
敕
︱
︱
法
寵
說
に
つ
い
て
︼

そ
の
夕
方
の
頃
︐︹
武
�
は
︺
?
に
︐
員
外
散
騎
常
侍
・
太
子
左
衞
�
の
周

E(
511
)
に
直
々
に
吿
げ
た
︱
︱
｢法
寵
の
言
っ
た
慚
愧
し
て
命
あ
る
生
き
も
の
︹
の

肉
︺
を
食
す
る
と
い
う
こ
と
は
︐
こ
れ
﹃
經
﹄
に
說
く

羅

刹

ラ
ー
ク
シ
ャ
サ

の
ý
女
が
﹁
わ

た
く
し
は
汝
を
念
い
︐
わ
た
く
し
は
汝
を
食
す
る
﹂
と
い
う
こ
と
だ(
512
)
︒
法
寵

︹
の
言
っ
た
︺
こ
の
心
は
︐
卽
ち
﹃
經
﹄
に
說
く
羅
刹
︹
ý
女
の
よ
う
な
心
︺

で
あ
る
﹂︒

【⑤
b

周
E
へ
の
敕
︱
︱
僧
辯
說
に
つ
い
て
︼

ま
た
︐︹
武
�
は
周
︺
E
に
直
々
に
吿
げ
た
︱
︱
｢
僧
辯(
513
)
の
言
っ
た
﹁
自
然

死
し
た
︹
命
あ
る
生
き
も
の
の
︺
肉
﹂
の
こ
と
だ
が
︐
も
し
そ
の
說
H
り
で
あ

る
な
ら
︐
鳶
・
烏
・

鳩
や
ま
ば
と

・

鴿
い
え
ば
と

の
類
は
あ
ち
こ
ち
︹
の
何
處
を
見
囘
し
て
も

死
ん
だ
v
な
ど
見
か
け
︺
な
い
︒
ど
う
し
て
一
羽
の
自
然
に
死
�
し
た
鳥
類
さ
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え
も
見
か
け
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
︒
麞の
ろ

・
鹿
・
雉
・
兔
は
野
原
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
澤
山
見
え
る
が
︐
か
つ
て
自
然
に
死
�
し
た
も
の
な
ど
一
�
も
見
か
け
な

い
︒
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
死
肉
を
求
め
て
は
屠
殺
し
た
肉
屋
に
行
き
︐
死
ん
だ

魚
を
求
め
て
は
き
っ
と
四
つ
手
網
を
持
つ
魚
師
の
と
こ
ろ
に
行
く
︒
も
し
殺
生

す
る
の
で
な
い
な
ら
︐
ど
う
し
て
︹
わ
れ
わ
れ
の
食
欲
を
滿
足
さ
せ
る
︺
死
肉

が
あ
ろ
う
か
︒﹃
經
﹄
に
︐
ù肉
を
�
入
す
る
こ
と
と
︐
自
ら
︹
の
手
で
命
あ
る

生
き
も
の
を
︺
殺
す
こ
と
の
罪
は
同
一
で
あ
る
ú
と
說
か
れ
て
い
る(
514
)
︒
わ
た
く

し
は
も
と
も
と
自
分
の
た
め
に
︹
斷
酒
肉
を
ô
行
︺
す
る
の
で
は
な
く
︐
ま
さ

に
諸
の
比
丘
や
比
丘
尼
の
た
め
苦
に
離
れ
る
因
緣
を
作
る
﹂︒

【⑤
c

周
E
へ
の
敕
︱
︱
八
萬
四
千
蟲
說
︼

ま
た
︐︹
武
�
は
周
︺
E
に
直
々
に
吿
げ
た
︱
︱
｢命
あ
る
生
き
も
の
が
殺

生
し
て
は
い
け
な
い
理
由
は
︹
J
の
H
り
で
あ
る
︺︒
だ
い
た
い
一
つ
の
命
あ

る
生
き
も
の
は
八
萬
の
蟲
を
持
っ
て
い
る(
515
)
︒﹃
經
﹄
に
も

ù八
十
億
萬
の
數
の

蟲
が
い
る
ú
と
說
い
て
い
る(
516
)
︒
若
し
一
つ
の
命
あ
る
生
き
も
の
の
生
命
を
斷
つ

と
︐︹
そ
の
體
內
の
︺
八
萬
蟲
の
命
も
斷
つ
こ
と
に
な
る
︒
自
然
死
し
た
命
あ

る
生
き
も
の
︹
の
肉
︺
さ
え
も
食
し
て
は
な
ら
ぬ
理
由
は
︐
も
と
も
と
付
着
し

て
い
た
蟲
が
い
な
く
な
っ
て
も
︐
後
か
ら
付
着
し
て
來
る
蟲
の
數
も
多
い
︒
そ

れ
を
煮
た
り
燒
い
た
り
す
れ
ば
︐
こ
れ
に
付
着
し
た
蟲
︹
の
命
︺
を
絕
滅
さ
せ
︐

も
は
や
生
き
�
ら
な
い
︒
舌
端
の
細
か
い
味
を
味
わ
う
︹
だ
け
の
身
"
手
な

な
︺
目
�
で
︐
無
量
の
命
あ
る
生
き
も
の
を
殺
す
の
だ
︒
そ
の
う
ち
小
さ
な
も

の
は
肉
眼
で
見
ら
れ
な
い
;
だ
が
︐
大
き
な
も
の
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
慈

悲
の
心
を
失
い
︐
惡
詠
を
增
長
さ
せ
る
こ
と
︐
そ
れ
は
眞
實
の
出
家
者
で
あ
る

佛
弟
子
の
す
べ
き
行
い
で
は
な
い
﹂︒

【⑤
d

周
E
へ
の
敕
︱
︱
食
肉
す
る
出
家
者
の
罪
�
は
在
家
者
よ
り
重
い
︼

ま
た
︐︹
武
�
は
周
︺
E
に
直
々
に
吿
げ
た
︱
︱
｢
僧
が
肉
を
食
す
る
罪
は

在
家
よ
り
罪
深
い
︒
在
家
は
肉
を
食
べ
た
ら
︐
乃
ち
地
獄
︹
に
墮
ち
る
こ
と
︺

を
免
れ
な
い
︒
け
れ
ど
も
こ
れ
は
た
だ
一
つ
の
罪
に
す
ぎ
な
い
︒
眾
僧
の
肉
食

こ
と
な
ら
ば
︐
既
に
性
罪(
517
)
を
犯
し
︐
な
ら
び
に
戒
律
を
や
ぶ
る
こ
と
︐
こ
れ
を

以
て
二
種
の
罪
が
あ
る
と
い
う
︒
若
し
學
問
を
す
る
眾
僧
が
肉
を
食
す
れ
ば
︐

こ
の
惡
業
は
�
H
の
僧
よ
り
?
に
增
え
る
︒︹
肉
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
︺
理

由
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
︒︹
學
問
の
僧
は
︺
既
に
親
し
く
﹃
經
﹄
の
敎
え
に
H

d
し
︐
人
の
た
め
に
︹
經
典
を
︺
-
說
し
︐
口
で
は
慈
悲
を
稱
え
な
が
ら
︐
心

に
は
詠
�
︹
の
5
︺
を
懷
い
て
い
る
︒
こ
れ
︹
出
家
者
の
肉
禁
止
を
︺
知
ら
な

い
の
で
は
な
く
︐
知
っ
て
い
て
わ
ざ
と
犯
し
︐
言
葉
と
行
動
は
既
に
相
L
す
る
︐

以
上
あ
ざ
む
き
い
つ
わ
る
こ
と
に
な
る
︒
學
問
の
人
が
肉
食
を
た
ず
ね
れ
ば
︐

則
ち
罪
は
︹
性
罪
と
戒
律
L
反
と
詭
妄
と
い
う
︺
三
重
と
な
る
︒
敎
義
を
理
解

す
る
の
が
す
ぐ
れ
る
理
由
は
︐
ま
さ
に
︹
經
典
が
︺
說
く
H
り
に
修
行
す
る
た

め
で
あ
る
︒︹
そ
れ
な
の
に
︺
�
に
繰
り
�
し
て
ま
た
魚
と
肉
を
食
い
︐︹
ほ
か

の
︺
生
き
物
を
þ
�
し
あ
わ
れ
な
心
が
な
い
ま
ま
︐
惡
知
識
と
な
り
︐
お
お
く

の
恨
み
を
�
い
て
い
る
敵
が
增
え
る
︒
地
獄
に
�
墮
す
る
の
は
投
げ
た
矛
よ
り

�
い
︒
善
惡
の
報
應
も
必
ず
な
く
な
ら
な
い
︒
そ
も
そ
も
出
家
者
は
こ
れ
を
眞

に
深
く
思
慮
す
べ
し
﹂︒

【⑤
e

周
E
へ
の
敕
︱
︱
小
乘
の
食
肉
と
大
乘
の
食
肉
︼

ま
た
︐︹
武
�
は
周
︺
E
に
直
々
に
吿
げ
た
︱
︱
｢聲
聞
が
u
け
る
律
儀
戒

り
つ
ぎ
か
い

は
︐
も
と
よ
り
身
業
や
口
業
の
七
荏(
518
)
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
一

旦
u
け
た
後
は
︐
や
っ
と
昏
睡
や
悶
絕
等(
519
)
の
律
儀
が
い
つ
も
生
じ
る(
520
)
に
至
っ
て
︐

一
瞬
一
瞬(
521
)
以
�
に
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
律
儀
を
手
に
入
れ
る
︒
そ
の
理
由
は
︐

睡
眠
等
は
惡
心
を
µ
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
そ
う
で
あ
る
の
で
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︹
戒
︺
を
損
な
う
こ
と
も
な
く
失
く
こ
と
も
な
く
︐
や
っ
と
い
つ
も
生
じ
る
に

至
る
の
で
あ
る
︒
も
し
殺
生
し
よ
う
と
す
る
心
を
µ
す
な
ら
ば
︐
聲
聞
法
に
お

い
て
身
戒

(身
體
�
行
爲
に
關
す
る
法
規
)
と
口
戒

(言
語
�
行
爲
に
關
す
る
法
規
)

を
失
わ
な
く
と
も
︐
戒
に
缺
損
が
生
じ
︐
た
だ
不
殺
戒
を
損
う
の
み
な
ら
ず
︐

他
の
戒
も
汚
す
こ
と
に
な
る
︒
手
で
は
さ
む
︐
齒
で
嚙
む
な
ど
し
て
身
業
や
口

業
を
は
た
ら
か
せ
る
と
︐
身
戒
と
口
戒
を
失
う
︒
そ
の
時
に
律
儀
は
無
作
む

さ

︹
と

い
う
物
質(
522
)
︺
と
し
て
す
ぐ
に
斷
絕
し
て
續
か
ず
︐
ま
も
な
く
不
殺
戒
を
失
い
︐

ま
た
ほ
か
の
戒
を
も
損
い
汚
染
さ
せ
る
︒
そ
の
理
由
は
︐
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ(
523
)
族
が

屠
肉
を
さ
ば
く
時
︐
ど
ん
な
人
の
た
め
に
殺
生
す
る
か
︒
た
だ
肉
を
食
す
る
人

の
た
め
で
あ
る
︒
肉
を
食
す
れ
ば
忽
ち
殺
生
の
分
を
持
つ
こ
と
に
な
り
︐
不
殺

戒
に
お
い
て
す
ぐ
に
缺
陷
あ
る
も
の
に
變
わ
る
︒
も
し
善
律
儀(
524
)
に
お
い
て
殺
生

分
を
u
け
︐
不
殺
戒
に
お
い
て
缺
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
な
ら
ば
︐
こ
れ

は
不
善
律
儀
人(
525
)
が
八
戒
齋(
526
)
を
持
つ
こ
と
に
な
り
︐
こ
れ
は
惡
律
儀(
527
)
が
や
は
り
た

だ
ち
に
し
だ
い
に
續
く(
528
)
︒

も
し
惡
律
儀
の
人
が
八
戒
齋
を
守
り
︐
惡
律
儀
が
も
は
や
續
か
な
く
な
る
な

ら
ば
︐
そ
の
こ
と
か
ら
︐
善
律
儀
の
人
が
諸
の
殺
分

(
殺
し
の
C
素
)
を
u
け

れ
ば
そ
の
人
の
不
殺
戒
は
卽
刻
<
え
て
し
ま
い
︐
別
解
脫
戒
に
よ
っ
て
解
脫
す

る
こ
と
は
な
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
惡
律
儀
の
人
が
八
戒
齋
を
守
る
こ
と

に
つ
い
て
は
改
め
て
論
ず
る
ま
で
も
な
く
︐
た
と
い
�
か
一
瞬
で
も
善
心
を
µ

こ
せ
ば
︐
そ
の
人
の
惡
律
儀
は
斷
滅
す
る
の
で
あ
る
︒
も
し
一
瞬
の
︹
善
心
で

惡
律
儀
が
︺
斷
滅
し
な
い
な
ら
︐
多
瞬
閒
の
長
い
時
閒
︹
に
善
心
を
µ
こ
︺
し

て
も
︹
惡
律
儀
は
︺
斷
滅
す
る
は
ず
が
な
い
︒
も
し
多
瞬
閒
の
長
い
時
閒
で

︹
惡
律
儀
を
︺
斷
滅
す
る
な
ら
ば
︐
一
瞬
で
も
斷
滅
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
知

ら
れ
る
︒
善
律
儀
の
人
に
つ
い
て
も
事
�
は
同
じ
で
あ
る
︒
諸
の
殺
分
を
u
け

る
場
合
は
改
め
て
論
ず
る
ま
で
も
な
く
︐
�
少
の
殺
分
で
も
︐
そ
の
人
の
不
殺

律
儀
は
卽
刻
斷
滅
す
る
︒
菩
¡
で
あ
る
人
は
心
︹
の
あ
り
方
に
基
づ
く
︺
戒
を

守
る
の
で
︐
そ
の
人
が
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
︒
も

し
聲
聞
乘
の
戒
が
缺
け
て
い
れ
ば
︐
地
獄
等
の
苦
し
み
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
決

し
て
な
い
︒

【
三
・
二
︑
語
�
︼

(1
)

｢
諸
寺
三
官
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂
の
後
営
箇
�
で
﹁
諸
寺
三
官
﹂
は
﹁
寺

官
﹂
と
言
い
奄
え
ら
れ
て
い
る
︒﹁
諸
寺
三
官
﹂
と
﹁
寺
官
﹂
は

同
義
で
あ
り
︐
寺
に
�
屬
す
る
僧
の
職
名
︒
一
地
方
や
都
の
 
域

を
瓜
括
す
る
職
で
は
な
い
︒
し
か
し
﹁
三
官
﹂
が
具
體
�
に
い
か

な
る
三
種
を
指
す
か
は
未
詳
︒
顏
尙
�

(一
九
九
九
：
二
四
七
頁
)

に
﹁
三
官
﹂
は
﹁
三
綱
﹂
と
同
義
で
あ
り
﹁
上
座
﹂﹁
寺
)
﹂﹁
維

c
﹂
の
こ
と
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
︐
閏
分
な
根
據
が
あ
る
推
測

と
は
言
い
難
い
︒
?
に
J
の
x
料
を
見
よ
︒﹁
天
保
寺
釋
�
盛
�

齊
武
皇
�
論
檢
試
僧
事
﹂
(﹃
弘


集
﹄
卷
一
二
)
﹁
伏
願
陛
下
︐
¿



深
恕
︐
此
理
弗
就
︒
凡
夫
求
¿
人
之
�
︐
昔
¨
子
產
稱
曰
大
賢
︐

尙
不
能
收
失
︐
爲
申
徒
嘉
�
譏
︒
況
今
末
法
比
丘
︐
寧
能
收
失
︒

若
不
收
失
︐
必
µ
惡
心
︒
寺﹅

之﹅

三﹅

官﹅

︐
何
以
堪
命
︒
國
D
典
𠛬
︐

願
敕
在
�
︐
依
罪
治
戮
︒
幸
可
不
亂
¿
聽
︒
盛
雖
老
病
︐
7
慕
榜

木
︒
敢
以
陳
聞
︒
伏
紙
液
汗
︒
謹
�
﹂
(
大
正
五
二
・
八
五
下
～
八
六

上
)
︒
こ
こ
か
ら
南
齊
武
�
6

(在
位
四
八
二
～
四
九
三
年
)
に
﹁
寺

之
三
官
﹂
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒

(2
)

｢
諸
大
德
僧
尼
︑
諸
義
學
僧
尼
︑
諸
寺
三
官
｣

天
保
寺
釋
�
盛
﹁
�
齊

武
皇
�
論
檢
試
僧
事
﹂
(﹃
弘


集
﹄
卷
一
二
)
﹁
伏
願
陛
下
︐
¿



深
恕
︐
此
理
弗
就
︒
凡
夫
求
¿
人
之
�
︐
昔
¨
子
產
稱
曰
︐
大
賢

尙
不
能
收
失
︐
爲
申
徒
嘉
�
譏
︒
況
今
末
法
比
丘
︐
寧
能
收
失
︒
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若
不
收
失
︐
必
µ
惡
心
︒
寺﹅

之﹅

三﹅

官﹅

︐
何
以
堪
命
︒
國
D
典
𠛬
︐

願
敕
在
�
依
罪
治
戮
﹂
(大
正
五
二
・
八
六
上
)
︒
｢斷
酒
肉
�
﹂﹁
今

日
大
德
僧
尼
︐
今
日
義
學
僧
尼
︐
今
日
寺
官
︐
宜
自
警
戒
嚴
淨
徒

眾
︒
若
其
懈
怠
︐
不
�
佛
敎
︐
v
是
梁
國
�
戶
一
民
﹂
(大
正
五

二
・
二
九
五
下
)
︒
同
﹁
弟
子
當
令
寺﹅

官﹅

集
僧
眾
︐
鳴
揵
槌
︐
E
戒

³
俗
︐
著
在
家
�
︒
依
﹃
𣵀
槃
經
﹄
³
俗
策
b
︒
唯
取
老
舊
者
︐

�
多
門
徒
者
︒
此
二
種
人
︐
�
宜
先
問
﹂
(大
正
五
二
・
二
九
七
下
)
︒

同
﹁
寺﹅

官﹅

三
百
六
十
八
人
︐
宿
德
二
十
五
人
︐
學﹅

五
百
七
十
四
人
︐

Ý
師
三
十
九
人
︒
右
牒
︐
眾
僧
︐
合
一
千
六
人
︒
寺﹅

官﹅

三
百
六
十

九
人
︐
義﹅

學﹅

六
十
八
人
︐
Ý
師
五
人
︒
右
牒
︐
合
尼
僧
︐
四
百
四

十
二
人
︒
幷
右
牒
僧
尼
︐
合
一
千
四
百
四
十
八
人
︒
竝
以
五
�
二

十
二
日
五
?
︐
一
唱
到
鳳
莊
門
﹂
(大
正
五
二
・
二
九
八
下
)
︒

(3
)

｢
經
敎
｣

[西
晉
﹈
竺
法
護
譯
﹃
諸
佛
C
集
經
﹄
卷
下
﹁
�
殊
師
利
白

天
王
佛
︐﹁
⁝
⁝
如
來
至
眞
︐
�
演
經﹅

敎﹅

︐
不
見
þ
枉
︐
心
非
不

u
︐
是
我
不
a
︐
彼
�
說
法
非
其
器
故
︐
以
故
相
移
�
於
此
耳
︐

獨
不
徙
女
﹂﹂
(大
正
一
七
・
七
六
四
下
)
︒
5
7
﹁
周
祖
_
齊
召
僧

敘
癈
立
抗
拒
事
﹂
(﹃
廣
弘


集
﹄
卷
一
〇
)
﹁
五
眾
釋
門
︐
減
三
百

萬
︐
皆
復
軍
民
︐
³
歸
�
戶
︒
融
刮
佛
宴
︐
焚
燒
經﹅

敎﹅

︐
三
寶
福

財
︐
�
錄
入
官
︒
登
卽
賞
賜
︐
分
散
蕩
盡
﹂
(大
正
五
二
・
一
五
三

下
)
︒

(4
)

｢
佛
法
寄
囑
人
王
｣

[南
�
宋
﹈
求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
雜
阿
含
經
﹄
卷
二

三
﹁
爾
時
︐
�
者
優
波
崛
白
王
言
︐
大
王
︐
當
以
正
法
治
æ
︐
哀

愍
眾
生
︐
三
寶
難
´
︐
於
三
寶
中
︐
常
以
供
養
恭
敬
︐
修
念
讚
歎
︐

廣
爲
人
說
︒
�
以
者
何
︒
如
來
︑
應
供
︑
等
正
覺
知
人
見
人
︐
常

爲
記
說
︐
我
之
正
法﹅

︐
寄﹅

在
國
王﹅

︐
a
我
比
丘
僧
等
︒
而
說
偈
曰
︐

世
雄
人
中
�
︐
正
"
妙
大
法﹅

︐
寄﹅

付
於
大
王﹅

︐
a
我
比
丘
僧
﹂

(大
正
二
・
一
六
六
上
)
︒

(5
)

｢
疑
閉
｣

『梁
書
﹄
侯
景
傳
﹁
陛
下
喪
其
精
魄
︐
無
復
守
氣
︐
�
信
貞

陽
謬
�
︐
復
»
H
和
︒
臣
頻
陳
執
︐
疑﹅

閉﹅

不
聽
︒
飜
}
若
此
︐
越

子
v
且
羞
之
︒
況
在
人
君
︐
二
三
其
德
︒
其
失
三
也
﹂︒

(6
)

｢
正
以
信
因
果
經
�
�
信
是
佛
說
經
言
｣

こ
の
部
分
︐
校
勘
の
H
り
︐

﹁
正
以
信
因
信
果
信
經
�


信
是
佛
說
經
言
﹂
と
作
る
本
も
あ
る
︒

こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
︐
句
讀
は
﹁
正
以
信
因
信
果
︐
信

﹃
經
﹄
�


︐
信
是
佛
說
︐﹃
經
﹄
言
﹂
云
々
と
な
り
︐﹁
ま
さ
に

因
果
を
信
じ
︐﹃
經
﹄
に


か
さ
れ
た
こ
と
を
信
じ
︑
佛
說
を
信

じ
て
い
る
の
で
す
︒﹃
經
﹄
に
言
う
﹂
云
々
と
解
せ
ら
れ
る
︒

(7
)

｢
行
十
惡
者
︐
�
於
惡
報
︒
行
十
善
者
︐
�
於
善
報
｣

[後
漢
﹈
康
孟

詳
譯
﹃
興
µ
行
經
﹄
卷
上
﹁
於
是
︐
世
�
卽
說
頌
曰
︐
世
人
�
爲

作
︐
各
自
見
其
行
︐
行﹅

善﹅

得
善﹅

報﹅

︐
行﹅

惡﹅

得
惡﹅

報﹅

﹂
(大
正
四
・
一

六
九
上
)
︒

瞿
曇
僧
伽
提
婆
譯
﹃
增
壹
阿
含
經
﹄
卷
四
七
﹁
如
人

自
�
行
︐
³
自
觀
察
本
︐
善
者
u
善
報
︐
惡
者
u
其
殃
︒
世
人
爲

惡
行
︐
死
u
地
獄
苦
︐
設
復
爲
善
行
︐
轉
身
u
天
祿
﹂
(大
正
二
・

八
〇
四
中
)
︒

(8
)

｢
魚
肉
｣

『春
秋
左
氏
傳
﹄
昭
公
二
年
﹁
和
如
羹
焉
︐
水
火
醯
醢
鹽
梅
︐

以
烹
魚﹅

肉﹅

︐
燀
之
以
薪
︒
宰
夫
和
之
︐
齊
之
以
味
︐
濟
其
不
a
︐

以
洩
其
�
︒
君
子
食
之
︐
以
_
其
心
﹂︒﹃
禮
記
﹄
曲
禮
上
�
﹁
毋

摶
飯
︐
毋
放
飯
︐
毋
液
歠
︐
毋
吒
食
︐
毋
嚙
骨
︐
毋
反
魚
肉
︐
毋

投
與
狗
骨
﹂︒

(9
)

｢
斷
常
見
｣

斷
見

(
も
の
が
斷
滅
す
る
と
い
う
見
方
)
と
常
見

(も
の
が
永

續
す
る
と
い
う
見
方
︒﹁
D
見
﹂
と
も
)
︒
求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
楞
伽
阿

跋
多
羅
寶
經
﹄
卷
一
﹁
云
何
爲
斷﹅

見﹅

a
常﹅

見﹅

不
生
︒
云
何
佛
外
�
︐

其
相
不
相
L
﹂
(
大
正
一
六
・
四
八
〇
下
)
︒
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[參
考
﹈
菩
提
液
荏
譯
﹃
金
剛
仙
論
﹄
卷
一
﹁
障
者
︐
一
者
︐
無

物
相
障
︒
如
﹃
般
若
﹄
中
說
︐﹁
D
爲
無
爲
一
切
諸
法
︐
乃
至
𣵀

槃
空
︒
眾
生
不
解
︐
µ
於
斷﹅

見﹅

︐
謂
一
切
法
無
︒
此
障
對
治
︐
佛

吿
須
菩
提
︐
D
菩
¡
e
訶
¡
︐
行
檀
波
羅
蜜
︐
乃
至
般
若
波
羅

蜜
﹂
如
是
等
︒
此
﹃
經
﹄
中
對
治
者
︐
謂
第
三
分
︐﹃
經
﹄
云
︐

﹁
菩
¡
不
�
於
事
行
於
布
施
﹂
等
︐
此
â
斷﹅

見﹅

也
︒
二
者
︐
D
物

相
障
︒
眾
生
聞
如
來
說
D
菩
¡
行
六
波
羅
蜜
︐
眾
生
計
著
µ
於
常﹅

見﹅

︐
�
謂
一
切
法
D
︒
此
障
對
治
︐
佛
吿
須
菩
提
︐﹁
菩
¡
不
見

我
爲
菩
¡
a
諸
波
羅
蜜
﹂
如
是
等
︒
此
經
中
對
治
者
︐
謂
修
行
分
︐

經
說
﹁
若
菩
¡
µ
眾
生
相
人
相
則
非
菩
¡
﹂
︐
此
â
常﹅

見﹅

也
﹂
(大

正
二
五
・
七
九
八
中
)
︒

﹃
大
智
度
論
﹄
卷
二
六
﹁
復
J
︐
D
二
種

斷
見
︐
一
者
︐
無
後
世
u
罪
福
苦
樂
者
︐
爲
說
D
我
︐
從
今
世
至

後
世
u
罪
福
果
報
︒
二
者
︐
一
切
法
皆
空
無
︐
著
是
z
見
︒
爲
是

眾
生
故
︐
說
D
一
切
法
︐
�
謂
D
爲
︑
無
爲
法
﹂
(大
正
二
五
・
二

五
四
上
)
︒

(10
)

『
𣵀
槃
經
﹄
言
﹁
Y
葉
︐
我
今
日
制
諸
弟
子
不
得
食
一
切
肉
｣

南
本

﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
四
﹁
善
男
子
︐
不
應
同
彼
尼
乾
�
見
︒
如
來

�
制
一
切
禁
戒
︐
各
D
衣
5
︐
衣
5
故
︐
聽
食
三
種
淨
肉
︒
衣
想

故
︒
斷
十
種
肉
︐
衣
想
故
︐
一
切
悉
斷
︐
a
自
死
者
︒
£﹅

葉﹅

︐
我﹅

從﹅

今﹅

日﹅

制﹅

諸﹅

弟﹅

子﹅

不﹅

得﹅

復﹅

食﹅

一﹅

切﹅

肉﹅

也
︒
£
葉
︐
其
食
肉
者
︐
若

行
︑
若
�
︑
若
坐
︑
若
臥
︐
一
切
眾
生
︐
聞
其
肉
氣
︐
悉
生
恐
怖
︒

譬
如
D
人
�
師
子
已
︐
眾
人
見
之
︐
聞
師
子
臭
︐
亦
生
恐
怖
︒
善

男
子
︐
如
人
噉
蒜
︐
臭
穢
可
惡
︐
餘
人
見
之
︐
聞
臭
E
去
︒
設
7

見
者
v
不
欲
視
︐
況
當
�
之
︒
諸
食
肉
者
︐
亦
復
如
是
︒
一
切
眾

生
︐
聞
其
肉
氣
︐
悉
皆
恐
怖
︐
生
畏
死
想
︐
水
︑
陸
︑
空
行
︑
D

命
之
類
︐
悉
E
之
走
︐
咸
言
︐
此
人
是
我
等
怨
︒
是
故
︐
菩
¡
不

|
食
肉
︐
爲
度
眾
生
︐
示
現
食
肉
︐
雖
現
食
之
︐
其
實
不
食
︒
善

男
子
︐
如
是
︐
菩
¡
淸
淨
之
食
︐
v
尙
不
食
︐
況
當
食
肉
﹂
(
大
正

一
二
・
六
二
六
上
)
︒

(11
)

｢
波

夜

提
｣

S
k
t.
p
ā
ta
y
a
n
tik
a
/
p
ā
y
a
n
tik
a
/
p
ā
y
a
ttik
a
/
p
ā
c
a
ttik
a

ほ
か
︑
P
ā
li
p
ā
c
ittiy
a

波
逸
提
と
も
︒﹁
墮
﹂
と
漢
譯
さ
れ
る
︒

漢
譯
と
原
語
な
ら
び
に
各
5
味
に
つ
い
て
は
_
川

(一
九
九
三
b
：

四
七
～
五
六
頁
)
と

(一
九
九
四
：
五
～
三
四
頁
)
の
詳
細
な
解
說
を

參
照
︒

[參
考
﹈
鳩
e
羅
什
譯
﹃
十
誦
比
丘
波
羅
提
木
叉
戒
本
﹄﹁
諸
大
德
︐

是
九
十
波
夜
提
法
︐
;
�
;
�
波
羅
提
木
叉
中
說
︒
若
比
丘
故
妄

語
︐
波
夜
提
︒
若
比
丘
衛
訾
語
︐
波
夜
提
︒
若
比
丘
兩
舌
¬
他
比

丘
者
︐
波
夜
提
﹂
(
大
正
二
三
・
四
七
六
上
)
︒

(12
)

｢﹃
戒
律
﹄
言
︐
�
飮
酒
︐
犯
波
夜
提
�
｣

[參
考
﹈
鳩
e
羅
什
譯
﹃
十
誦

比
丘
波
羅
提
木
叉
戒
本
﹄﹁
若
比
丘
輕
他
比
丘
︐
波
夜
提
︒
若
比

丘
飮﹅

酒﹅

︐
波﹅

夜﹅

提﹅

︒
若
比
丘
非
時
入
聚
落
︐
不
白
善
比
丘
︐
波
夜

提
︐
除
因
緣
︒
若
比
丘
»
食
︐
食
�
︑
食
後
行
至
餘
家
︐
波
夜

提
﹂
(大
正
二
三
・
四
七
六
上
)
︒

(13
)

｢
持
牛
狗
戒
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
五
﹁
u
持
牛﹅

戒﹅

︑
狗﹅

︑
雞
︑

雉
戒﹅

︐
以
灰
塗
身
︑
長
髮
爲
相
︒
以
羊
祠
時
︐
先
呪
後
殺
︒
四
�

事
火
︐
七
日
�
風
︒
百
千
億
花
供
養
諸
天
︐
諸
�
欲
願
因
此
成
就
︒

如
是
等
法
能
爲
無
上
解
脫
因
者
︐
無
D
是
處
﹂
(大
正
一
二
・
七
〇

四
中
)
︒﹇
參
考
﹈
佛
馱
跋
陀
羅
譯
﹃
大
方
廣
佛
華
嚴
經
﹄
卷
六

﹁
或
作
外
�
出
家
人
︐
或
復
示
現
事
火
法
︐
或
現
裸
形
無
衣
�
︐

能
爲
彼
人
作
師
長
︒
見
D
z
命
種
種
行
︐
|
行
非
法
以
爲
"
︐
一

切
泳
志
諸
苦
行
︐
能
於
其
中
而
æ
度
︒
五
熱
炙
身
隨
日
轉
︐
或
u

牛
鹿
畜
生
戒
︐
被
�
草
衣
奉
事
火
︐
爲
æ
是
等
作
Ý
師
﹂
(大
正

梁武�「斷酒肉�」譯�
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九
・
四
三
六
上
)
︒
鳩
e
羅
什
譯
﹃
大
智
度
論
﹄
卷
二
一
﹁
外
�
戒

者
︐
牛﹅

戒﹅

︑
鹿
戒
︑
狗﹅

戒﹅

︐
羅
刹
鬼
戒
︐
啞
戒
︑
聾
戒
︐
如
是
等

戒
︐
智
�
不
讚
︐
�
苦
無
善
報
﹂
(大
正
二
五
・
二
二
六
上
)
︒

(14
)

｢
五
熱
炙
身
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
大
莊
嚴
論
經
﹄
卷
二
﹁
我
昔
曾
聞
︐
D

比
丘
尼
至
賒
伽
羅
國
︐
於
彼
國
中
︐
D
婆
羅
門
︐
五﹅

熱﹅

炙﹅

身﹅

︐
額

上
液
水
︐
胸
腋
懷
中
︐
悉
皆
液
汗
︐
咽
喉
乾
燥
︐
脣
舌
燋
然
︐
無

D
涎
唾
︒
四
面
置
火
︐
v
如
融
金
︐
亦
如
黃
髮
︐
紅
赤
熾
然
︐
夏

日
盛
熱
︐
以
炙
其
上
︐
展
轉
反
側
︐
無
可
~
處
︐
身
體
燋
爛
︐
如

餠
在
𨫼
︒
此
婆
羅
門
常
著
縷
褐
︐
五
熱
炙
身
︐
時
人
因
名
號
縷
褐

炙
﹂
(大
正
四
・
二
六
六
上
)
︒

(15
)

｢
投
淵
赴
火
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
五
﹁
知
自
¡
法
︑
投﹅

淵﹅

赴﹅

火﹅

︑
自
�
高
巖
︑
常
翹
一
脚
︑
五﹅

熱﹅

炙﹅

身﹅

︒
常
臥
灰
土
︑
棘
刺
�

椽
︑
樹
葉
︑
惡
草
︑
牛
糞
之
上
︒
衣
麁
'
衣
︑
塚
閒
�
棄
︑
糞
°

氀
褐
︑
欽
婆
羅
衣
︑
麞
鹿
皮
革
︑
芻
草
衣
裳
︒
茹
¼
︑
噉
食
藕
根
︑

油
滓
︑
牛
糞
︑
根
果
︒
若
行
乞
食
限
從
一
家
︐
)
若
言
無
卽
�
E

去
︐
設
復
³
喚
(
不
迴


︒
不
食
鹽
肉
︑
五
種
牛
味
︐
常
�
飮
�

糠
汁
︑
沸
湯
︒
u
持
牛
戒
︑
狗
︑
雞
︑
雉
戒
︐
以
灰
塗
身
︑
長
髮

爲
相
︒
以
羊
祠
時
︐
先
呪
後
殺
︒
四
�
事
火
︐
七
日
�
風
︒
百
千

億
花
供
養
諸
天
︐
諸
�
欲
願
因
此
成
就
︒
如
是
等
法
能
爲
無
上
解

脫
因
者
︐
無
D
是
處
﹂
(大
正
一
二
・
七
〇
四
中
)
︒

(16
)

｢
眾
生
｣

佛
敎
語
﹁
眾
生
﹂
の
5
義
a
び
用
例
の
變
�
に
つ
い
て
は
$

山

(二
〇
一
九
)
と

(二
〇
二
二
：
3
.1﹁
眾
生
﹂﹁
D
�
﹂
一
三
四
～
一

四
六
)
に
詳
し
い
︒

[比
-
﹈﹃
禮
記
﹄
祭
義
�
﹁
子
曰
︐
氣
也
者
︐
神
之
盛
也
︒
魄
也

者
︐
鬼
之
盛
也
︒
合
鬼
與
神
︐
敎
之
至
也
︒
眾﹅

生﹅

必
死
︐
死
必
歸

土
︒
此
之
謂
鬼
﹂︒

(17
)

｢
和
光
｣

『老
子
﹄
第
四
違
﹁
�
沖
而
用
之
或
不
盈
︒
淵
兮
似
萬
物
之

宗
︒
挫
其
銳
︐
解
其
紛
︐
和﹅

其
光﹅

︐
同
其
塵
︒
湛
兮
似
或
存
︒
吾

不
知
誰
之
子
︐
象
�
之
先
﹂︒
王
弼
�
﹁
銳
挫
而
無
損
︐
紛
解
而

不
勞
︐
和﹅

光﹅

而
不
汙
其
體
︐
同
塵
而
不
渝
其
眞
︐
不
亦
湛
兮
似
或

存
乎
﹂︒
同
第
五
六
違
﹁
知
者
不
言
︐
言
者
不
知
︒
塞
其
兑
︐
閉

其
門
︐
挫
其
銳
︐
解
其
分
︐
和﹅

其
光﹅

︐
同
其
塵
︐
是
謂
玄
同
︒
故

不
可
得
而
親
︐
不
可
得
而
踈
︒
不
可
得
而
利
︐
不
可
得
而
�
︒
不

可
得
而
貴
︐
不
可
得
而
賤
︒
故
爲
天
下
貴
﹂︒

(18
)

｢
不
如
我
�
眞
｣

荏
¶
譯
﹃
太
子
瑞
應
本
µ
經
﹄
卷
下
﹁
£
葉
行
白
佛

言
︐
ù願
大
�
人
留
此
︐
不
須
復
7
行
︒
我
自
給
飯
食
ú︒
卽
³
敕

家
︐


日
作
好
飯
︒
施
床
座
已
︐
食
時
自
行
»
佛
︐
佛
言

ù
�
去
︒

今
隨
後
到
ú︒
£
葉
ª
去
︒
佛
如
人
屈
伸
臂
頃
︐
東
ª
弗
于
ò
界

上
數
千
億
里
︐
取
樹
果
名
閻
C
︐
盛
滿
鉢
³
︒
£
葉
未
至
︐
佛
已

坐
其
床
上
︒
£
葉
後
到
︐
問

ù大
�
人
從
何
�
來
ú︒
佛
言
︐
ù
卿

ª
去
︐
我
東
到
弗
于
ò
地
︐
取
閻
C
果
︒
香
美
可
食
︐
�
取
食

之
ú︒
佛
飯
已
去
︐
£
葉
續
念
︐
ù是
大
沙
門
雖
神
︐
不﹅

如﹅

我﹅

�﹅

眞﹅

也
ú︒


日
食
時
︐
£
葉
復
»
佛
︒
佛
言
︐
ù
�
去
︒
今
隨
後
到
ú︒

£
葉
ª
去
︒
佛
�
南
行
︐
極
閻
�
提
界
數
千
萬
里
︐
取
呵
梨
勒
果
︐

盛
滿
鉢
³
︒
£
葉
未
歸
︐
佛
已
坐
其
床
︒
£
葉
至
問
︐
ù何
緣
先

到
ú︒
佛
言
︐
ù
卿
ª
去
︐
我
卽
南
行
極
此
地
界
︐
取
呵
梨
勒
果
︒

亦
香
且
美
ú︒
�
取
食
之
︒
佛
飯
已
去
︐
£
葉
續
念
︐
ù是
大
沙
門

雖
神
︐
不﹅

如﹅

我﹅

�﹅

眞﹅

也
ú﹂
(
大
正
三
・
四
八
一
下
)
︒

(19
)

｢
物
宗
｣

『老
子
﹄
第
四
違
﹁
�
沖
而
用
之
或
不
盈
︒
淵
兮
似
萬
物﹅

之

宗﹅

﹂︒

(20
)

｢
崎
嶇
｣

『
�
記
﹄
燕
召
公
世
家
﹁
太
�
公
曰
︐
召
公
奭
可
謂
仁
矣
︒

甘
棠
且
思
之
︐
況
其
人
乎
︒
燕
外
¹
蠻
貉
︐
內
措
齊
︑
晉
︐
崎﹅

嶇﹅
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彊
國
之
閒
︐
�
爲
]
小
︐
N
滅
者
數
矣
﹂︒

(21
)

｢
�
藏
｣

[南
�
齊
﹈
求
c
毘
地
譯
﹃
百
喩
經
﹄
卷
三
﹁
印
問
︐﹁
縱
可

無
村
a
以
無
樹
︐
何
D
天
下
無
東
無
時
︒
知
爾
妄
語
都
不
可
信
︐

爾
偷
牛
食
不
﹂︒
對
言
︐﹁
實
食
﹂︒
破
戒
之
人
亦
復
如
是
︐
}﹅

藏﹅

罪﹅

�﹅

︐
不
肯
發
露
︐
死
入
地
獄
︐
諸
天
善
神
以
天
眼
觀
︐
不
得
}﹅

藏﹅

︐
如
彼
食
牛
不
得
欺
拒
﹂
(大
正
四
・
五
五
〇
中
)
︒

(22
)

｢
直
�
逕
行
｣

『禮
記
﹄
檀
弓
下
�
﹁
子
游
曰
︐
禮
︐
D
º
�
者
︐
D

以
故
興
物
者
︒
D
直﹅

�﹅

而
徑﹅

行﹅

者
︐
戎
狄
之
�
也
︒
禮
�
則
不

然
﹂︒

(23
)

｢
佛
敎
爲
法
︐
本
存
�
因
︒
在
於
卽
日
︐
未
皆
悉
斷
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀

槃
經
﹄
卷
四
﹁
善
男
子
︐
從
今
日
始
不
聽
聲
聞
弟
子
食
肉
︒
若
u

檀
越
信
施
之
時
︐
應
觀
是
食
如
子
肉
想
﹂︒
£
葉
菩
¡
復
白
佛
言
︐

ù世
�
︐
云
何
如
來
不
聽
食
肉
ú︒
ù善
男
子
︐
夫
食
肉
者
︐
斷
大

慈
種
ú︒
£
葉
印
言
︐
ù如
來
何
故
先
聽
比
丘
食
三
種
淨
肉
ú︒
ù£

葉
︐
是
三
種
淨
肉
︐
隨
事
漸
制
ú︒
£
葉
菩
¡
復
白
佛
言
︐
ù世
�
︐

何
因
緣
故
︐
十
種
不
淨
乃
至
九
種
淸
淨
而
復
不
聽
ú︒
佛
吿
£
葉
︐

ù亦
是
因﹅

事
︐
漸﹅

J﹅

而
制
︒
當
知
卽
是
現
斷
肉
義
ú︒
£
葉
菩
¡
復

白
佛
言
︐
ù云
何
如
來
稱
讚
魚
肉
爲
美
食
耶
ú︒
ù善
男
子
︐
我
亦

不
說
魚
肉
之
屬
爲
美
食
也
︒
我
說
甘
蔗
︑
粳
米
︑
石
蜜
︑
一
切
穀

麥
a
黑
石
蜜
︑
É
︑
酪
︑
蘇
︑
油
以
爲
美
食
ú︒
⁝
⁝
ù善
男
子
︐

不
應
同
彼
尼
乾
�
見
︒
如
來
�
制
一
切
禁
戒
各
D
衣
5
︒
衣
5
︐

故
聽
食
三
種
淨
肉
︒
衣
想
︐
故
斷
十
種
肉
︒
衣
想
︐
故
一
切
悉﹅

斷﹅

︐

a
自
死
者
︒
£
葉
︐
我
從
今
日
制
諸
弟
子
不
得
復
食
一
切
肉
也
︒

£
葉
︐
其
食
肉
者
︐
若
行
若
�
若
坐
若
臥
︐
一
切
眾
生
聞
其
肉
氣
︐

悉
生
恐
怖
︒
譬
如
D
人
�
師
子
已
︐
眾
人
見
之
︐
聞
師
子
臭
︐
亦

生
恐
怖
ú
(大
正
一
二
・
六
二
六
上
～
中
)
︒

求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
楞
伽

阿
跋
多
羅
寶
經
﹄
卷
四
﹁
大
5
︐
我
D
時
說
�
五
種
肉
︐
或
制
十

種
︐
今
於
此
經
一
切
種
一
切
時
︐
開
除
方
�
︐
一
切
悉﹅

斷﹅

﹂
(
大
正

一
六
・
五
一
四
上
)
︒

(24
)

｢
能
長
己
徒
眾
惡
｣

[參
考
﹈﹃
大
般
𣵀
槃
經
集
解
﹄
卷
四
七
﹁
ù復
J
︐

善
男
子
復
D
離
漏
ú
至

ù思
惟
其
義
是
名
爲
離
ú︒
寶
亮
曰
︐
此

下


惡
漏
︒
若
從
治
�
︐
名
爲
離
漏
︒
如
昔
敎


惡
生
惡
馬
惡
知

識
等
︐
若
能﹅

長﹅

人﹅

惡﹅

法﹅

︐
敎
令
~
也
︒
就
今
經
爲
論
︐
直
覩
之
爲

生
死
無
我
︐
卽
得
7
離
﹂
(
大
正
三
七
・
五
二
四
下
)
︒

(25
)

｢
眞
實
語
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
十
�
毘
婆
沙
論
﹄
卷
八
﹁
我
今
一
日
一
夜
︐

除
斷
婬
泆
︐
7
離
世
樂
︐
淨
修
泳
行
︒
以
如
是
法
︐
隨
學
¿
人
︒

如
諸
¿
人
︐
常
離
妄
語
︒
眞﹅

實﹅

語﹅

︑
正
直
語
︒
我
今
一
日
一
夜
︐

7
離
妄
語
︒
眞﹅

實﹅

語﹅

︑
正
直
語
︒
以
如
是
法
︐
隨
學
¿
人
︒
如
諸

¿
人
︐
常
7
離
酒
︒
酒
是
放
逸
處
︒
我
今
一
日
一
夜
︐
7
離
於
酒
︒

以
如
是
法
︐
隨
學
¿
人
﹂
(大
正
二
六
・
六
〇
上
)
︒

求
c
跋
陀
羅

譯
﹃
雜
阿
含
經
﹄
卷
九
﹁
常
�
蛇
頭
巖
︐
眾
惡
不
來
集
︐
凶
�
惡

詠
蛇
︐
能
�
眾
生
命
︐
如
此
眞
諦
言
︐
無
上
大
師
說
︐
我
今
誦
|

此
︐
大
師
眞﹅

實﹅

語﹅

︐
一
切
諸
惡
詠
︐
無
能
�
我
身
﹂
(大
正
二
・
六

一
中
)
︒

(26
)

｢
非
法
說
法
︐
法
說
非
法
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
三
〇
﹁
七
者
不

宿
死
尸
︒
死
尸
者
︐
謂
一
闡
提
︐
犯
四
重
禁
︐
五
無
閒
罪
︐
誹
謗

方
等
︐
非﹅

法﹅

說﹅

法﹅

︐
法﹅

說﹅

非﹅

法﹅

︐
u
畜
八
種
不
爲
之
物
︐
佛
物
︐

僧
物
隨
5
而
用
︐
或
於
比
丘
︐
比
丘
尼
�
作
非
法
事
︐
是
名
死
尸
︒

是
𣵀
槃
經
離
如
是
等
︐
是
故
名
爲
不
宿
死
尸
﹂
(大
正
一
二
・
五
五

九
中
)
︐﹁
復
D
五
事
沒
三
惡
�
︒
何
等
爲
五
︒
一
者
常
說
無
善
惡

果
故
︐
二
者
殺
發
菩
提
心
眾
生
故
︐
三
者
憙
說
法
師
�
失
故
︐
四

者
︐
法﹅

說﹅

非﹅

法﹅

︐
非﹅

法﹅

說﹅

法﹅

故
︐
五
者
爲
求
法
�
而
聽
u
故
﹂
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(大
正
一
二
・
八
〇
〇
中
)
︒

(27
)

｢
一
切
悉
斷
︐
�
自
死
者
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
四
﹁
善
男
子
︐

不
應
同
彼
尼
乾
�
見
︒
如
來
�
制
一
切
禁
戒
各
D
衣
5
︐
衣
5
故
︐

聽
食
三
種
爲
肉
︒
衣
想
故
︐
斷
十
種
肉
︒
衣
想
故
︐
一﹅

切﹅

悉﹅

斷﹅

︐

a﹅

自﹅

死﹅

者﹅

﹂
(大
正
一
二
・
六
二
六
上
)
︒

(28
)

｢
自
死
者
｣

[參
考
﹈
眞
諦
譯
﹃
立
世
阿
毘
曇
論
﹄
卷
一
〇
﹁
復
D
陸

行
眾
生
︒
師
子
︑
虎
︑
狼
︑
豺
︑
8
︑
猫
︑
狸
之
屬
︐
竝
生
慈
心
︐

不
相
食
噉
︒
�
食
嫰
草
︐
渴
飮
淸
泉
︒
D
自﹅

死﹅

者﹅

方
食
其
肉
︐
寧

可
¡
死
不
欲
殺
他
自
濟
﹂
(大
正
三
二
・
二
二
二
中
)
︒

(29
)

｢﹃
楞
伽
經
﹄
云
︐
�
爲
利
殺
眾
生
︐
以
財
網
諸
肉
︐
二
業
俱
不
善
︐
死

墮
叫
呼
獄
�
｣

[南
�
宋
﹈
求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶

經
﹄
卷
四
﹁
爲
利
殺
眾
生

以
財
網
諸
肉

二
俱
是
惡
業

死
墮

叫
呼
獄
﹂
(大
正
一
六
・
五
一
四
上
)
︒

[參
考
﹈﹇
北
魏
﹈
菩
提
液
荏
譯
﹃
入
楞
伽
經
﹄
卷
八

(大
正
一
六
・

五
六
四
中
)
︒
�
世
﹃
法
苑
珠
林
﹄
卷
九
三
﹁
是
故
﹃
𣵀
槃
經
﹄
云
︐

﹁
一
切
肉
者
悉
斷
︐
a
自
死
者
﹂︒
自
死
v
斷
︐
何
況
不
自
死
者
︒

印
﹃
楞
伽
經
﹄
云
︐﹁
爲
利
殺
眾
生
︒
以
財
網
諸
肉
︒
二
業
俱
不

善
︒
死
墮
叫
呼
獄
﹂︒
何
謂
以
財
網
肉
︒
陸
設
罝
罘
︐
水
設
網
罟
︐

此
是
以
網
網
肉
︒
若
於
屠
殺
人
閒
以
錢
買
肉
︐
此
是
以
財
網
肉
︒

若
令
此
人
不
以
財
網
肉
者
︐
|
惡
律
儀
︐
捕
�
眾
生
︒
此
人
爲
當

專
自
供
口
︐
亦
復
別
D
�
擬
︒
若
別
D
�
擬
︐
向
食
肉
者
豈
無
殺

分
︐
何
得
云
我
不
殺
生
︒
此
是
灼
然
L
背
﹃
經
﹄
�
﹂
(大
正
五

三
・
九
七
〇
下
)
︒

(30
)

｢
和
合
｣

失
譯
﹃
分
別
功
德
論
﹄
卷
二
﹁
念
眾
者
︐
謂
賢
¿
眾
也
︒
凡

眾
D
若
干
種
︒
外
�
九
十
五
種
︐
亦
各
各
D
眾
︐
或
D
和﹅

合﹅

者
︐

或
D
不
同
者
︐
亦
以
戒
律
自
防
︒
或
行
禪
定
︐
或
以
無
想
爲
盡
妙
︐

各
信
�
事
自
以
爲
眞
︒
但
不
得
實
¿
八
品
�
︒
是
以
不
能
至
𣵀
槃

耳
﹂
(大
正
二
五
・
三
八
上
)
︒

(31
)

｢
苦
治
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
七
﹁
若
不
守
護
︐
?
以
何
法
名
爲

禁
戒
︒
我
於
﹃
經
﹄
中
亦
說
D
犯
四
波
羅
夷
乃
至
º
細
突
吉
羅
等
︐

應
當
苦﹅

治﹅

︒
眾
生
若
不
護
持
禁
戒
︐
云
何
當
得
見
於
佛
性
︒
一
切

眾
生
︐
雖
D
佛
性
︐
C
因
持
戒
︐
然
後
乃
見
﹂
(大
正
一
二
・
六
四

五
下
)
︒

(32
)

｢
寺
官
｣

[梁
﹈
寶
唱
﹃
比
丘
尼
傳
﹄
卷
二
︑
僧
果
尼
傳
﹁
時
宴
坐
經

日
︐
維
c
故
觸
︐
謂
言
已
死
︒
驚
吿
寺﹅

官﹅

︐
寺﹅

官﹅

共
視
︐
見
果
身

冷
肉
强
︒
唯
氣
息
º
轉
︒
始
欲
溺
徙
︒
�
自
開
眼
語
笑
i
常
︒
於

是
愚
者
駭
�
︒
不
知
�
(
也
﹂
(
大
正
五
〇
・
九
四
〇
上
)
︒

(33
)

｢
敎
戒
｣

曇
無
讖
譯
﹃
大
方
等
大
集
經
﹄
卷
四
﹁
世
�
︐
菩
¡
e
訶
¡

修
何
三
昧
︒
�
得
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
︐
得
大
念
心
︑
大

智
︑
大
5
︐
慚
愧
勇
永
︐
修
施
敎﹅

戒﹅

︐
被
忍
辱
鎧
︐
円
精
�
幢
︐

ö
戲
神
H
︐
莊
嚴
慈
悲
︒
(
大
正
一
三
・
四
一
上
)
︒

(34
)

｢
身
既
�
瑕
︐
不
能
伏
物
｣

[參
考
﹈﹇
�
﹈
湛
然
﹃
止
觀
輔
行
傳
弘

決
﹄
卷
五
之
一
﹁
故
大
師
與
吉
藏
書
云
︐﹁
若
D
解
無
行
︐
不﹅

能﹅

伏﹅

物﹅

︒
D
行
無
解
︐
外
闕
æ
他
﹂﹂
(
大
正
四
六
・
二
七
九
上
)
︒

(35
)

｢
�
何
｣

竺
法
護
譯
﹃
正
法
華
經
﹄
卷
一
﹁
比
丘
︑
比
丘
尼
︑
淸
信
士
︑

淸
信
女
五
千
人
等
︐
⁝
⁝
︐
收
屛
蓋
藏
衣
�
臥
具
︐
e﹅

何﹅

而
去
︒

世
�
默
然
︐
亦
不
制
止
﹂
(
大
正
九
・
六
九
下
)
︒

(36
)

｢
烏
戒
人
�
烏
戒
施
︐
鹿
戒
人
�
鹿
戒
施
｣

烏
戒
と
は
烏
の
眞
似
を
し

て
烏
と
同
樣
に
生
き
る
規
則
︒
鹿
戒
も
同
樣
で
あ
り
︐
他
に
も
牛

や
狗
な
ど
の
動
物
が
戒
の
對
象
と
さ
れ
た
︒
竺
佛
念
譯
﹃
出
�

經
﹄
卷
二
四
﹁
觀
諸
持
戒
者
︐
或
D
泳
志
奉
持
禁
戒
︒
或
持
烏﹅

戒﹅

︐

舉﹅

聲﹅

似﹅

烏﹅

︒
或
持
禿
梟
戒
︐
隨
時
跪
拜
︐
效
禿
梟
鳴
︒
或
持
鹿﹅

戒﹅

︐
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聲﹅

C﹅

似﹅

鹿﹅

﹂
(大
正
四
・
七
三
七
下
)
︒
提
婆
�
︑
婆
藪
開
士
釋
︑
鳩

e
羅
什
譯
﹃
百
論
﹄
卷
一
﹁
外
曰
︐
諸
餘
Ý
師
亦
能


了
諸
法
相
︐

亦
能
說
深
淨
法
︒
如
£
毘
羅

(
S
k
t.
K
a
p
ila
)
弟
子
誦
僧
佉
經

(
S
ā
ṁ
k
h
y
a
k
ā
rik
ā
)
︐
說

諸

善
法
總
相
︑
別
相
︐
於
二
十
五
諦

(
*ta
ttv
ā
n
i)
中
︐
淨
覺
分
是
名
善
法
︒
優
樓
£

(
U
lū
k
a
)
弟
子
誦

衞
世
師
經

(
V
a
iśeṡik
a
sū
tra
)
︐
言
於
六
諦

(
ṡa
d
p
a
d
ā
rth
a
)
︐
求

c
諦

(
g
u
ṅ
a
-
p
a
d
ā
rth
a
)
中
日
三
洗
再
供
養
︐
火
等
和
合
生
神
分

善

法
︒
勒

沙

婆

(
Ṙ
ṡa
b
h
a
)
弟

子

誦

尼

乾

子

經

(
*N
irg
ra
n
t-

h
a
sū
tra
?)
︐
言
五
熱
炙
身
︑
拔
髮
等
u
苦
法
︐
是
名
善
法
︒
印
D

諸
師
︐
行
自
¡
法
︑
投
淵
赴
火
︑
自
�
高
巖
︑
寂
默
常
立
︑
持
牛﹅

戒﹅

等
︐
是
名
善
法
︒
如
是
等
皆
是
深
淨
法
︐
何
以
言
獨
佛
能
說

耶
﹂︒
內
曰
︐
是
皆
z
見

(
*m
ith
y
ā
d
ṙṡṫi)
︐
}
正
見
故
︐
不
能
說

深
淨
法
︒
是
事
後
當
廣
說
﹂
(大
正
三
〇
・
一
六
八
中
)
︒
訶
梨
跋
e

�
︑
鳩
e
羅
什
譯
﹃
成
實
論
﹄
卷
一
〇
﹁
如
持
牛
戒
︐
成
則
爲
牛
︐

不
成
則
入
地
獄
﹂
(大
正
三
二
・
三
二
〇
下
)
︒
こ
れ
に
よ
る
と
︐
牛

戒
を
守
り
續
け
て
m
去
す
る
と
牛
に
轉
生
し
︐
牛
戒
を
守
れ
な
い

と
地
獄
に
墮
ち
る
と
さ
れ
る
︒

(37
)

｢
開
眾
惡
門
｣

[後
秦
﹈
鳩
e
羅
什
譯
﹃
成
實
論
﹄
卷
八
﹁
八
戒
齋
名

優
婆
娑
︒
優
婆
娑
︐
秦
言
善
宿
︒
是
人
善
心
離
破
戒
宿
︐
故
名
善

宿
︒
問
曰
︐
何
故
正
說
離
八
事
耶
︒
答
曰
︐
此
八
是
門
︒
由
此
八

法
︐
離
一
切
惡
︒
是
中
四
是
實
惡
︒
飮
酒
是
眾﹅

惡﹅

門﹅

︒
餘
三
是
放

逸
因
緣
﹂
(大
正
三
二
・
三
〇
三
下
)
︒﹇
梁
﹈
僧
伽
婆
羅
譯
﹃
阿
育

王
經
﹄
卷
四
﹁
鳩
c
羅
聞
其
言
︐
以
手
掩
耳
而
說
偈
言
︐﹁
汝
今

於
我
�
︐
不
應
說
此
言
︐
汝
今
爲
我
母
︐
我
則
爲
汝
子
︒
今
此
非

法
愛
︐
應
當
E
離
之
︒
何
故
爲
此
事
︐
開﹅

諸
惡﹅

�
門﹅

﹂﹂
(大
正
五

〇
・
一
四
四
中
)
︒

[參
考
﹈
失
譯
﹃
¡
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
﹄
卷
三
﹁
佛
�
以
結
此
e

捉
女
人
戒
︒
一
︑
以
出
家
之
人
飄
然
無
�
依
止
︐
今
結
此
戒
與
之

作
Ö
︐
令
D
�
依
怙
︒
二
︑
欲
止
¬
諍
故
︒
此
是
諍
競
根
本
︐
若

捉
女
人
︐
則
生
諍
亂
︒
三
︑
息
�
疑
故
︒
若
比
丘
設
捉
女
人
︐
人

見
不
謂
直
捉
而
已
︐
謂
作
大
惡
︐
是
故
止
之
︒
四
︑
爲
斷
大
惡
之

源
︐
欲
是
眾
禍
之
先
︒
若
e
捉
女
人
︐
則
開﹅

眾﹅

惡﹅

門﹅

︐
禁
º
防
著
︒

五
︑
爲
護
正
念
故
︒
若
親
�
女
人
︐
則
失
正
念
︒
六
︑
爲
增
上
法

故
︒
比
丘
出
家
迹
絕
欲
穢
︐
栖
心
事
外
爲
世
揩
軌
︒
若
e
捉
女
人
︐

與
惡
人
無
別
︐
則
喪
世
人
宗
敬
之
心
﹂
(
大
正
二
三
・
五
二
〇
上
)
︒

(38
)

｢
五
戒
｣

佛
陀
耶
舍
︑
竺
佛
念
共
譯
﹃
長
阿
含
經
﹄
卷
一
〇
﹁
復
D
五

法
向
惡
趣
︐
五
法
向
善
趣
︐
五
法
向
𣵀
槃
︒
云
何
五
法
向
惡
趣
︒

謂
破
五﹅

戒﹅

︐
殺
︑
盜
︑
婬
逸
︑
妄
語
︑
飮
酒
︒
云
何
五
法
向
善
趣
︒

謂
持
五﹅

戒﹅

︐
不
殺
︑
不
盜
︑
不
婬
︑
不
欺
︑
不
飮
酒
﹂
(大
正
一
・

五
九
下
)
︒

(39
)

｢
七
眾
戒
｣

『大
智
度
論
﹄
卷
一
〇
﹁
佛
弟
子
七
衆
︒
比
丘

(
S
k
t.
b
h
ik
-

ṡu
)
︑
比
丘
尼

(
b
h
ik
ṡu
ṅ
ī)
︑
學
戒
尼

(
śik
ṡa
m
ā
ṅ
ā
)
︑
沙
彌

(
śrā
-

m
a
ṅ
e
ra
)
︑
沙
彌
尼

(
śrā
m
a
ṅ
e
rī)
︑
優
婆
塞

(
u
p
ā
sa
k
a
)
︑
優
婆

夷

(
u
p
ā
sik
ā
)
︒
優
婆
塞
︑
優
婆
夷
是
居
家
︒
餘
五
衆
是
出
家
﹂

(大
正
二
五
・
一
三
〇
中
)
︒

(40
)

｢
八
戒
齋
｣

八
齋
戒
と
も
一
日
戒
と
も
︒
六
齋
日

(各
�
の
八
日
・
十
四

日
・
十
五
日
・
二
十
三
日
・
二
十
九
日
・
三
十
日
)
お
よ
び
三
長
齋
�

(正
�
・
五
�
・
九
�
の
朔
日
か
ら
十
五
日
ま
で
)
に
︐
在
家
が
常
日

頃
守
る
五
戒
を
八
戒
に
强
æ
し
︐
阿
羅
漢
と
同
じ
よ
う
に
一
日
を

�
ご
す
︒
す
な
わ
ち
五
戒
中
の
不
z
婬
戒
を
不
婬
戒
に
改
め
︐
?

に
︐
香
油
塗
身
戒
・
歌
舞
觀
聽
戒
︑
高
廣
大
床
戒
︑
非
時
食
戒
を

加
え
る
︒﹇
吳
﹈
荏
¶
譯
﹃
菩
¡
本
緣
經
﹄
卷
下
﹁
諸
龍
各
言
︐

梁武�「斷酒肉�」譯�
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云
何
名
爲
八
戒
齋
法
︒
龍
王
答
言
︒
八﹅

戒﹅

齋﹅

者
︐
一
者
不
殺
︐
二

者
不
盜
︐
三
者
不
婬
︐
四
者
不
妄
語
︐
五
者
不
飮
酒
︐
六
者
不
坐

臥
高
廣
床
上
︐
七
者
不
著
香
華
︐
瓔
珞
以
香
塗
身
︐
八
者
不
作
倡

曳
樂
不
½
觀
聽
︒
如
是
八
事
莊
嚴
不
�
中
食
︐
是
則
名
爲
八
戒
齋

法
﹂
(大
正
三
・
六
九
中
)
︒﹇
東
晉
﹈
郗
超

ち
ち
ょ
う

﹁
奉
法
C
﹂
(﹃
弘


集
﹄

卷
一
三
)
﹁
已
行
五
戒
︐
�
修
歲
三
︑
�
六
齋
︒
歲
三
齋
者
︐
正
�

一
日
至
十
五
日
︑
五
�
一
日
至
十
五
日
︑
九
�
一
日
至
十
五
日
︒

�
六
齋
者
︐
�
八
日
︑
十
四
日
︑
十
五
日
︑
二
十
三
日
︑
二
十
九

日
︑
三
十
日
︒
凡
齋
日
皆
當
魚
肉
不
御
︐
Ú
中
而
食
︒
旣
中
之
後
︐

甘
香
美
味
一
不
得
嘗
︒
洗
心
念
�
︐
歸
命
三
�
︒
悔
�
自
責
︐
行

四
等
心
︒
7
離
Ä
室
︐
不
著
六
欲
︒
不
得
鞭
撻
︑
罵
詈
︑
乘
駕
牛

馬
︑
帶
持
兵
仗
︒
ý
人
則
ß
去
香
花
︑
脂
粉
之
�
︒
端
心
正
5
︐

務
存
柔
順
︒
齋
者
�
爲
先
�
見
在
知
識
︑
親
屬
幷
a
一
切
衆
生
︒

皆
當
因
此
至
º
︐
各
相
發
心
︒
心
旣
感
發
︐
則
(
免
罪
苦
﹂
(大
正

五
二
・
八
六
中
)
︒

(41
)

｢
五
 
七
聚
｣

佛
敎
徒
が
守
る
べ
き
五
�

ご
ひ
ん

(戒
)
と
七
聚

し
ち
じ
ゅ

(戒
)
︒
小
乘

の
律
で
︐
例
え
ば
二
百
五
十
戒
と
H
稱
さ
れ
る
比
丘
の
具
足
戒

(缺
落
な
く
す
べ
て
揃
っ
た
戒
)
を
罪
の
輕
重
に
應
じ
て
五
種
の
五
�

戒
と
七
種
の
七
聚
戒
に
類
別
し
た
も
の
︒
五
�
は
⑴
波
羅
夷

は

ら

い

(
S
k
t.
p
ā
rā
jik
a=

棄
︐
敎
團
c
放
罪
四
條
)
︐
⑵
僧
伽
婆
尸
沙

そ
う
ぎ
ゃ
ば
し
し
ゃ

(
sa
ṁ
-

g
h
ā
v
a
śe
ṡa
/
sa
ṁ
g
h
ā
tiśe
ṡa
︐
十
三
條
)
︐
⑶
波
逸
提

は
い
つ
だ
い

=

波
夜
提

は

や

だ

い

(
p
ā
-

ta
y
a
n
tik
a
︐
墮
と
E

墮
)
︐
⑷

波
羅
提

は

ら

だ

い

提
舍
尼

だ
い
し
ゃ
に

(
p
ra
tid
e
śa
n
īy
a

=

悔
�

け

か

︐
四
條
)
︐
⑸

突
吉
羅

と

き

ら

(
d
u
ṡk
ṙta=

惡
作

お

さ

)
の
五
種
で
あ
る
︒

七
聚
は
︐
五
�
の
ほ
か
︐
?
に
偸
蘭
�

(波
羅
夷
と
僧
殘
と
の
二
つ

の
未
ô
罪
)
を
加
え
︐
五
�
中
の
⑸
突
吉
羅
を
︐
突
吉
羅

(身
に
行

う
輕
罪
︒
惡
作
)
と
惡
說

(口
に
行
う
輕
罪
)
と
の
二
種
に
分
け
て

七
種
と
す
る
︒
五
�
戒
と
七
聚
罪
に
つ
い
て
の
詳
細
は
_
川

(一

九
九
三
a
：
一
一
五
～
一
一
九
頁
)
參
照
︒

[參
考
﹈﹇
北
宋
﹈
�
º
﹃
釋
氏
C
覽
﹄
卷
上
﹁
五
�
名
︒
一
︑
波

羅
夷
︿
比
丘
四
︐
尼
八
﹀︒
二
︑
僧
伽
婆
尸
沙
︿
比
丘
十
三
︐
尼

十
七
﹀︒
三
︑
波
逸
提
︿
比
丘
一
百
二
十
︐
尼
二
百
八
﹀︒
四
︑
提

舍
尼
︿
比
丘
四
︐
尼
八
﹀︒
五
︑
突
吉
羅
︿
比
丘
幷
尼
各
一
百
﹀︒

六
︑
不
定
︒
七
滅
諍
︒
七
聚
︐
加
上
五
�
第
六
偸
蘭
�
︑
第
七
惡

說
﹂
(大
正
五
四
・
二
七
二
中
)
︒

(42
)

｢
長
短
律
儀
｣

[梁
﹈
ペ
リ
オ
將
來
敦
煌
寫
本
二
一
九
六
號

(
P
e
llio
t

c
h
io
is
n
o
.
2
1
9
6
梁
天
監
十
八
年

=

五
一
九
︐
武
�
敕
寫
)
﹃
出
家
人
u

菩
¡
戒
法
卷
第
一
﹄﹁
u
攝
大
威
儀
戒
法
﹂
五
﹁
出
家
人
欲
u
菩

¡
戒
︐
先
應
u
攝
大
威
儀
戒
︒
攝
大
威
儀
卽
是
©
御
戒
︒
作
心
D

廣
狹
︐
C
6
D
短
長
以
此
爲
衣
﹂
(攝
大
威
儀
戒
は
菩
¡
戒
の
三
大
荏

é
の
一
で
あ
る
律
儀
戒
と
同
義
︒
梁
代
の
語
彙
︒
$
山
二
〇
二
一
：
三
六

九
～
三
六
八
頁
を
參
照
)
︒

[參
考
﹈﹇
隋
﹈
淨
影
寺
5
7
﹃
大
乘
義
違
﹄
卷
一
〇
﹁
小
乘
律
儀

但
防
身
口
︐
不
�
心
�
︐
名
之
爲
狹
︒
大
乘
律
儀
H
防
三
業
︐
目

之
爲
ê
﹂
(大
正
四
四
・
六
六
一
下
)
︒
以
上
の
用
例
よ
り
︐
短
律
儀

と
は
八
關
齋

(=

一
日
戒
)
や
現
世
の
み
で
守
る
べ
き
小
乘
の
律

儀
戒
を
指
し
︐
長
律
儀
と
は
輪
迴
轉
生
す
る
長
大
な
6
閒
に
守
り

續
け
る
べ
き
大
乘
の
律
儀
戒
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
︒

(43
)

｢
故
復
可
可
｣

僞
經
﹃
淨
度
三
昧
經
﹄﹁
佛
吿
恐
畏
長
者
︐
汝
乃
能
自

憂
度
世
�
︐
能
減
我
憂
︐
何
甚
快
︒
汝
今
´
大
福
德
︐
¥
値
佛
世
︐

尙
復﹅

可﹅

可﹅

耳
︒
乃
得
復
聞
淨
度
三
昧
︐
其
福
功
德
無
以
爲
喩
﹂

(方
廣
錩
)
�
﹃
藏
外
佛
敎
�
獻
﹄
第
七
輯
︐
宗
敎
�
æ
出
版
社
︐
二
〇

〇
〇
︐
三
一
四
～
三
一
五
頁
)
︒
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(44
)

｢
尼
羅
!
陀
地
獄
｣

『大
智
度
論
﹄
卷
一
六
﹁
八
¦
冰
地
獄
者
︐
一
名

頞
�
陀
︿
少
多
D
孔
﹀︒
二
名
尼﹅

羅﹅

�﹅

陀﹅

︿
無
孔
﹀︒
三
名
阿
羅
羅

︿
¦
戰
聲
也
﹀︒
四
名
阿
婆
婆
︿
亦
患
¦
聲
﹀︒
五
名
睺
睺
︿
亦
是

患
¦
聲
﹀︒
六
名
漚
波
羅
︿
此
地
獄
外
壁
似
靑
蓮
花
也
﹀︒
七
名
波

頭
e
︿
紅
蓮
花
罪
人
生
中
u
苦
也
﹀︒
八
名
e
訶
波
頭
e
︐
是
爲

八
﹂
(大
正
二
五
・
一
七
六
下
～
一
七
七
上
)
︒

同
卷
﹁
若
人
墮
頞
�

陀
地
獄
中
︐
其
處
積
冰
︐
詠
風
來
吹
︐
令
諸
罪
人
皮
毛
裂
落
︐
筋

肉
斷
絕
︐
骨
破
髓
出
︒
卽
復
完
堅
︐
u
罪
如
初
︒
⁝
⁝
尼﹅

羅﹅

�﹅

陀﹅

亦
如
是
︒
頞
�
陀
少
多
D
孔
︐
時
得
出
入
︒
尼
羅
波
絕
無
孔
罅
︐

無
出
入
處
﹂
(一
七
七
中
)
︒

飮
酒
と
尼
羅
�
陀
地
獄
を
關
連
付
け

る
根
據
は
不


︒
�
世
 
﹃
法
苑
珠
林
﹄
卷
九
三
﹁
印
﹃
尼
羅
�

陀
地
獄
經
﹄
云
︐
身﹅

如﹅

段﹅

肉﹅

︐
無﹅

D﹅

識﹅

知﹅

︐
此
是
何
人
︒
皆
由
飮

酒
︐
出
家
僧
尼
豈
不
深
信
經
敎
心
生
重
愧
︐
自
棄
正
法
同
於
外

�
﹂
(大
正
五
三
・
九
七
六
中
︒

≒

『
諸
經
C
集
﹄
卷
一
七
︒
大
正
五
四
・

一
六
一
中
)
︒
こ
れ
に
よ
れ
ば
﹃
尼
羅
�
陀
地
獄
經
﹄
な
る
經
典
が

存
在
し
た
︒

(45
)

｢
身
如
段
肉
︐
無
�
識
知
｣

直
�
�
﹁
身﹅

如﹅

段﹅

肉﹅

︐
無﹅

D﹅

識﹅

知﹅

﹂︒

『大
智
度
論
﹄
卷
二
三
﹁
如
人
初
入
胎
中
得
二
根
︐
身
根
命
根
︒

爾
時
︐
如
段﹅

肉﹅

未﹅

具﹅

諸﹅

根﹅

︐
不﹅

能﹅

D﹅

�﹅

別﹅

知﹅

︒
五
根
成
就
︐
能
知

五
塵
︒
(大
正
二
五
・
二
三
四
下
)
︒

(46
)

｢
丘
窟
｣

[參
考
﹈﹃
釋
門
自
鏡
錄
﹄
卷
二
﹁
在
家
人
雖
復
飮
酒
噉
肉
︒

各
D
屋
宅
丘﹅

窟﹅

︒
(
不
以
此
仰
觸
�
宴
︒
此
二
不
a
在
家
﹂
(大
正

五
一
・
八
一
六
下
)
︒

(47
)

｢
門
行
井
竈
｣

原
�
﹁
門
行﹅

井
竈
﹂
を
﹁
門
戶﹅

井
竈
﹂
の
5
に
解
す
る

(﹃
釋
門
自
鏡
錄
﹄
卷
下
�
行
句
作
﹁
門
戶﹅

井
竈
﹂
)
︒﹃
禮
記
﹄
祭
法
�

﹁
王
爲
群
姓
立
七
祀
︒
曰
司
命
︐
曰
中
溜
︐
曰
國
門
︐
曰
國
行
︐

曰
泰
厲
︐
曰
戶
︐
曰
灶
︒
王
自
爲
立
七
祀
︒
諸
侯
爲
國
立
五
祀
︐

曰
司
命
︐
曰
中
溜
︐
曰
國
門
︐
曰
國
行
︐
曰
公
厲
︒
諸
侯
自
爲
立

五
祀
︒
大
夫
立
三
祀
︒
曰
族
厲
︐
曰
門
︐
曰
行
︒
ª
士
立
二
祀
︒

曰
門
︐
曰
行
︒
庶
士
︐
庶
人
立
一
祀
︐
或
立
戶
︐
或
立
灶
﹂︒

﹁
灶
﹂
は
竈
︒

班
固
﹃
白
虎
H
德
論
﹄
卷
二
﹁
五
祀
者
︐
何
謂
也
︒

謂
門﹅

︑
戶﹅

︑
井﹅

︑
灶﹅

︑
中
霤
也
︒
�
以
祭
何
︒
人
之
�
處
出
入
︐

�
飮
食
︐
故
爲
神
而
祭
之
︒
何
以
知
五
祀
謂
門﹅

︑
戶﹅

︑
井﹅

︑
灶﹅

︑

中
霤
也
︒﹃
�
令
﹄
曰

ù其
祀
戶﹅

ú︒
印
曰
︐
ù其
祀
灶﹅

︑
其
祀
中

霤
︑
其
祀
門
︑
其
祀
井
ú﹂︒

(48
)

｢
自
破
財
產
｣

[參
考
﹈﹃
大
智
度
論
﹄
卷
一
三
﹁
酒
D
三
十
五
失
︒
何

等
三
十
五
︒
一
者
︐
現
世
財﹅

物
虛
竭
︐
何
以
故
︒
人
飮
酒
醉
︐
心

無
節
限
︐
用
費
無
度
故
︒
二
者
︐
眾
病
之
門
︒
三
者
︐
¬
諍
之
本
︒

四
者
︐
裸
露
無
恥
︒
五
者
︐
醜
名
惡
聲
︐
人
�
不
敬
︒
六
者
︐
}

沒
智
5
︒
七
者
︐
應
�
得
物
而
不
得
︐
已
�
得
物
而
散
失
︒
八
者
︐

伏
>
之
事
︐
盡
向
人
說
︒
九
者
︐
種
種
事
業
︐
廢
不
成
辦
︒
十
者
︐

醉
爲
愁
本
︒
⁝
⁝
﹂
(
大
正
二
五
・
一
五
八
中
)
︒

(49
)

｢
破
他
福
田
｣

[西
晉
﹈
法
立
法
炬
共
譯
﹃
諸
福
田
經
﹄﹁
佛
吿
天
�
︐

眾﹅

僧﹅

之﹅

中﹅

D﹅

五﹅

爲﹅

德﹅

︐
名﹅

曰﹅

福﹅

田﹅

︒
供﹅

之﹅

得﹅

福﹅

︐
�﹅

可﹅

成﹅

佛﹅

︒
何

謂
爲
五
︒
一
者
︐
發
心
離
俗
︐
懷
佩
�
故
︒
二
者
︐
衛
其
形
好
︐

應
法
�
故
︒
三
者
︐
永
割
親
愛
︐
無
ª
莫
故
︒
四
者
︐
委
棄
軀
命
︐

�
眾
善
故
︒
五
者
︐
志
求
大
乘
︐
欲
度
人
故
︒
以
此
五
德
︐
名
曰

福
田
︒
爲
良
爲
美
︐
爲
無
早
喪
︒
供
之
得
福
︐
難
爲
喩
矣
︒
⁝
⁝

復﹅

D﹅

七﹅

法﹅

廣﹅

施﹅

︐
名﹅

曰﹅

福﹅

田﹅

︒
行﹅

者﹅

得﹅

福﹅

︐
卽﹅

生﹅

泳﹅

天﹅

︒
何
謂
爲

七
︒
一
者
︐
興
立
佛
圖
︑
僧
Ä
︑
堂
閣
︒
二
者
︐
園
果
︑
浴
池
︑

樹
木
淸
涼
︒
三
者
︐
常
施
醫
藥
︐
療
救
眾
病
︒
四
者
︐
作
牢
堅
$
︐

濟
度
人
民
︒
五
者
︐
安
設
橋
梁
︐
�
度
羸
]
︒
六
者
︐
�
�
作
井
︐
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渴
乏
得
飮
︒
七
者
︐
�
作
圊
廁
︐
施
�
利
處
︒
是
爲
七
事
得
泳
天

福
﹂
(大
正
一
六
・
七
七
七
上
～
中
)
︒

(50
)

｢
衣
事
｣

『禮
記
﹄
曲
禮
下
�
﹁
輟
�
而


︐
不
D
衣﹅

事﹅

︐
必
D
衣
慮
﹂︒

(51
)

｢
眾
$
外
�
｣

僞
經

(傳
曇
e
伽
陀
耶
舍
譯
)
﹃
無
量
義
經
﹄﹁
善
男
子
︐

是
故
我
說
﹃
º
妙
甚
深
無
上
大
乘
無
量
義
經
﹄︒
�
理
眞
正
�
無

�
上
︐
三
世
諸
佛
�
共
守
護
︐
無
D
眾﹅

+﹅

外﹅

�﹅

得
入
︐
不
爲
一
切

z
見
生
死
之
�
壞
敗
︒
菩
¡
e
訶
¡
若
欲
疾
成
無
上
菩
提
︐
應
當

修
學
如
是
﹃
甚
深
無
上
大
乘
無
量
義
經
﹄﹂
(大
正
九
・
三
八
六
下
)
︒

(52
)

｢
世
業
｣

『
漢
書
﹄
敘
傳
上
﹁
方
今
雄
桀
帶
州
城
者
︐
皆
無
七
國
世﹅

業﹅

之
x
﹂︒

(53
)

｢
斷
佛
種
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
妙
法
蓮
華
經
﹄
卷
二
﹁
若
人
不
信
︐
衛
謗

此
經
︐
則
斷﹅

一
切
︐
世
閒
佛﹅

種﹅

﹂
(大
正
九
・
一
五
中
)
︒

(54
)

｢
京
師
頃
年
%
﹃
大
𣵀
槃
經
﹄
︐
法
輪
相
續
&
是
不
斷
︐
至
於
聽
�
動
�

千
計
︒
今
日
重
令
法
雲
法
師
爲
諸
僧
尼
%
﹁
四
相
品
﹂
四
中
少
分
︐

諸
僧
尼
常
聽
﹃
𣵀
槃
經
﹄
爲
當
︿
曾
聞
︒
此
說
︐
爲
當
不
聞
︒
若

已
曾
聞
︐
不
應
'
背
︒
若
未
曾
聞
︐
今
宜
憶
持
﹀
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂

﹁
弟
子
蕭
衍
向
來
�
白
︐
寺
官
三
百
六
十
八
人
︐
宿
德
二
十
五
人
︐

義
學
五
百
七
十
四
人
︐
Ý
師
三
十
九
人
︐
右
牒
眾
僧
合
一
千
六
人
︒

寺
官
三
百
六
十
九
人
︐
義
學
六
十
八
人
︐
Ý
師
五
人
︐
右
牒
合
尼

僧
四
百
四
十
二
人
︒
幷
右
牒
僧
尼
合
一
千
四
百
四
十
八
人
︒
竝
以

五
�
二
十
二
日
五
?
︒
一
唱
到
鳳
莊
門
二
十
三
日
旦
︒
光
宅
寺
法

雲
︐
於
華
林
殿
�
登
東
向
高
座
爲
法
師
︒
瓦
官
寺
5


︐
登
西
向

高
座
爲
都
-
︒
唱
﹃
大
𣵀
槃
經
﹄﹁
四
相
品
﹂
四
分
之
一
︒
陳
食

肉
者
斷
大
慈
種
義
︒
法
雲
解
釋
︐
輿
駕
親
御
︒
地
鋪
席
位
於
高
座

之
北
︒
僧
尼
二
眾
各
以
J
列
坐
︒
-
畢
︒
耆
闍
寺
�
澄
︒
印
登
西

向
高
座
︒
唱
此
斷
肉
之
�
︒
J
唱
�
傳
之
語
︒
唱
悦
印
禮
拜
懺
悔
︒

�
設
中
食
悦
出
︒
⁝
⁝
正
爲
此
二
十
三
日
法
雲
法
師
-
﹃
𣵀
槃
﹄

斷
肉
事
﹂
(大
正
五
二
・
二
九
八
下
～
三
〇
二
下
)
︒

(55
)

｢
究
悦
｣

『大
智
度
論
﹄
卷
七
一
﹁
究﹅

悦﹅

�
者
︐
�
謂
諸
法
實
相
畢
悦

空
﹂
(大
正
一
五
〇
九
・
五
五
九
中
)
︒

(56
)

｢﹃
佛
經
﹄
中
究
悦
說
︐
斷
一
切
肉
迺
至
自
死
者
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂﹁﹃
𣵀

槃
經
﹄
云
︐
一
切
肉
悉
斷
︐
a
自
死
者
︐
自
死
者
v
斷
﹂
(大
正
五

二
・
二
九
五
上
)
︒

(57
)

｢﹃
經
﹄
言
︐
食
肉
者
斷
大
慈
種
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
四
﹁
£

葉
菩
¡
復
白
佛
言
︐﹁
世
�
︐
云
何
如
來
不
聽
食
肉
﹂︒﹁
善
男
子
︐

夫
食﹅

肉﹅

者﹅

斷﹅

大﹅

慈﹅

種﹅

︒
⁝
⁝
﹂
(
大
正
一
二
・
六
二
六
上
)
︒

(58
)

｢
聲
聞
法
﹂
﹁
辟
荏
佛
法
﹂
﹁
菩
ã
法
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
e
訶
般
若
波
羅

蜜
經

(大
品
般
若
經
)
﹄
卷
七
﹁
一
切
�
D
善
法
助
�
法
︒
若
聲﹅

聞﹅

法﹅

︑
若
辟﹅

荏﹅

佛﹅

法﹅

︑
若
菩﹅

¡﹅

法﹅

︑
若
佛
法
︐
是
一
切
法
︐
皆
攝
入

般
若
波
羅
蜜
中
﹂
(
大
正
八
・
二
六
六
下
)
︒

(60
)

｢
生
六
欲
天
﹂
﹁
四
禪
法
﹂
﹁
四
空
法
｣

『大
智
度
論
﹄
卷
一
三
﹁
破
此

戒
者
墮
三
惡
�
中
︒
若
下
持
戒
生
人
中
︐
中
持
戒
生
六
欲
天
中
︐

上
持
戒
印
行
四﹅

禪﹅

︑
四﹅

空﹅

定
﹂
(
大
正
二
五
・
一
五
三
中
)
︒

(61
)

｢
信
根
﹂
﹁
(
根
﹂
﹁
念
根
﹂
﹁
定
根
﹂
﹁
ì
根
｣

『大
智
度
論
﹄
卷
四
八

﹁
�
謂
五
根
︐
何
等
五
︒
信
根
︑
精
�
根
︑
念
根
︑
定
根
︑
5
根
﹂

(大
正
二
五
・
四
〇
六
中
)
︒﹁
根

(イ
ン
ド
リ
ヤ

S
k
t.
in
d
riy
a
)
﹂
は
能

力
・
力
を
表
す
︒

(62
)

｢
三
十
七
�
品
｣

法
顯
譯
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
上
﹁
三
十
七
�
品
法
︐

�
謂
四
念
處
︑
四
正
勤
︑
四
如
5
足
︑
五
根
︑
五
力
︑
七
覺
荏
︑

八
¿
�
分
﹂
(
大
正
一
・
一
九
三
上
)
︒

(63
)

｢
四
無
量
心
﹂
﹁
四
無
礙
智
﹂
﹁
三
三
昧
﹂
﹁
八
解
脫
﹂
﹁
六
神
+
﹂
﹁
首
楞

嚴
三
昧
﹂
﹁
金
剛
三
昧
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
三
六
﹁
善
男
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子
︐
若
D
比
丘
欲
得
四
禪
︑
四
無
量
心
︑
六
神
H
︑
八
背
E
︑
八

"
處
︑
無
諍
智
︑
頂
智
︑
畢
悦
智
︑
四
無
礙
智
︑
金
剛
三
昧
盡
智
︑

無
生
智
︐
亦
當
修
|
如
是
二
法
︒
善
男
子
︐
若
欲
得
十
�
地
︑
無

生
法
忍
︑
無
相
法
忍
︑
不
可
思
議
法
忍
︑
¿
行
︑
泳
行
︑
天
行
︑

菩
¡
行
︑
虛
空
三
昧
︑
智
印
三
昧
︑
空
︑
無
相
︑
無
作
三
昧
︑
地

三
昧
︑
不
Ú
三
昧
︑
首
楞
嚴
三
昧
︑
金
剛
三
昧
︑
阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
佛
行
︐
亦
當
修
|
如
是
二
法
﹂
(大
正
一
二
・
八
四
六
中
)
︒

(64
)

｢
三
三
昧
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
二
三
﹁
復
以
何
義
名
繫
念
思
惟
︒

�
謂
三
三
昧
︒
空
三
昧
︑
無
相
三
昧
︑
無
作
三
昧
﹂
(大
正
一
二
・

七
五
五
上
)
︒

(65
)

｢
海
印
三
昧
｣

佛
馱
跋
陀
羅
譯
﹃
大
方
廣
佛
華
嚴
經
﹄
卷
二
七
︑
十
地

品
﹁
印
入
法
界
差
別
三
昧
︑
莊
嚴
�
場
三
昧
︑
雨
一
切
世
閒
華
光

三
昧
︑
海
藏
三
昧
︑
海﹅

印﹅

三﹅

昧﹅

︑
虛
空
廣
三
昧
︑
觀
察
一
切
法
性

三
昧
︑
隨
一
切
眾
生
心
行
三
昧
︑
如
實
知
一
切
法
三
昧
︑
得
如
來

智
信
三
昧
﹂
(大
正
九
・
五
七
一
下
)
︒

(66
)

｢
十
力
﹂
﹁
四
無
�
畏
﹂
﹁
十
八
不
共
法
﹂
﹁
一
切
種
智
｣

『大
智
度
論
﹄

卷
三
﹁
諸
佛
無
量
三
昧
︑
十
力
︑
四
無
�
畏
︑
十
八
不
共
法
︑
一

切
智
等
︐
種
種
諸
5
﹂
(大
正
二
五
・
七
六
上
)
︒

(67
)

｢
初
地
﹂
﹁
二
地
﹂
﹁
十
地
｣

佛
馱
跋
陀
羅
譯
﹃
大
方
廣
佛
華
嚴
經
﹄
卷

二
三
︑
十
地
品
﹁
菩
¡
e
訶
¡
智
地
D
十
︒
�
去
︑
未
來
︑
現
在

諸
佛
已
說
︑
今
說
︑
當
說
︒
爲
是
地
故
︐
我
如
是
說
︒
何
等
爲
十
︒

一
曰
歡
喜
︒
二
曰
離
垢
︒
三
曰


︒
四
曰
焰
︒
五
曰
難
"
︒
六
曰

現
�
︒
七
曰
7
行
︒
八
曰
不
動
︒
九
曰
善
5
︒
十
曰
法
雲
︒
是
十

地
者
﹂
(大
正
九
・
五
四
二
下
～
五
四
三
上
)
︒

(68
)

｢
鴟
-
嗜
鼠
︐
蝍
蛆
甘
螮
｣

『莊
子
﹄
齊
物
論
�
﹁
齧
缺
問
乎
王
倪
曰
︐

子
知
物
之
�
同
是
乎
︒
曰
︐
吾
惡
乎
知
之
︒
子
知
子
之
�
不
知
z
︒

曰
︐
吾
惡
乎
知
之
︒
然
則
物
無
知
z
︒
曰
︐
吾
惡
乎
知
之
︒
雖
然
︐

嘗
試
言
之
︒
庸
詎
知
吾
�
謂
知
之
非
不
知
z
︒
庸
詎
知
吾
�
謂
不

知
之
非
知
z
︒
且
吾
嘗
試
問
乎
女
︒
民
濕
寢
則
腰
疾
.
死
︐
鰍
然

乎
哉
︒
木
處
則
惴
慄
恂
懼
︐
猿
猴
然
乎
哉
︐
三
者
孰
知
正
處
︒
民

食
芻
豢
︐
麋
鹿
食
薦
︐
蝍﹅

蛆﹅

甘
帶
︐
鴟﹅

�﹅

耆
鼠
︐
四
者
孰
知
正
味
︒

猿
猵
狙
以
爲
雌
︐
麋
與
鹿
Ù
︐
鰍
與
魚
游
︒
毛
嬙
︑
麗
姬
︐
人
之

�
美
也
︒
魚
見
之
深
入
︐
鳥
見
之
高
飛
︐
麋
鹿
見
之
決
驟
︒
四
者

孰
知
天
下
之
正
色
哉
︒
自
我
觀
之
︐
仁
義
之
端
︐
是
非
之
塗
︐
樊

然
殽
亂
︐
吾
惡
能
知
其
辯
︒

(69
)

｢
慇
懃
｣

『論
衡
﹄


雩
﹁
夫
災
變
大
抵
D
二
︒
D
政
治
之
災
︐
D
無

妄
之
變
︒
政
治
之
災
︐
⁝
⁝
印
知
病
之
必
不
可
治
︐
治
之
無
益
︐

然
(
不
肯
安
坐
待
絕
︐
v
卜
筮
求
祟
︐
召
毉
和
藥
者
︐
惻
痛
慇﹅

懃﹅

︐

冀
D
驗
也
﹂︒

(70
)

｢
愚
癡
｣

王
閏
﹃
論
衡
﹄
論
死
﹁
五
藏
不
傷
則
人
智
5
︐
五
藏
D
病
則

人
荒
忽
︐
荒
忽
則
愚﹅

癡﹅

矣
﹂︒
鳩
e
羅
什
譯
﹃
妙
法
蓮
華
經
﹄
卷

二
﹁
爲
度
眾
生
生
老
病
死
憂
悲
苦
惱
愚﹅

癡﹅

闇﹅

�﹅

三﹅

詠﹅

之﹅

火﹅

︒
敎
æ

令
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
︒
見
諸
眾
生
爲
生
老
病
死
憂
悲
苦
惱

之
�
燒
煮
﹂
(
大
正
九
・
一
三
上
)
︒

(71
)

｢
不
殊
水
陸
｣

法
顯
譯
﹃
大
般
泥
洹
經
﹄
卷
三
﹁
佛
吿
£
葉
︐﹁
善
哉

善
哉
︒
善
男
子
︐
⁝
⁝
諸
佛
�
說
其
食
肉
者
斷
大
慈
種
﹂︒
£
葉

菩
¡
白
佛
言
︐﹁
云
何
︐
世
�
︐
聽
食
三
種
淨
肉
﹂︒
佛
吿
£
葉
︐

﹁
此
三
種
肉
︐
隨
事
漸
制
︐
故
作
是
說
﹂︒
£
葉
復
問
︐﹁
何
因
﹂︒

佛
言
︐﹁
D
九
種
u
離
十
種
肉
﹂︒
佛
吿
£
葉
︐﹁
此
亦
漸
制
︒
當

知
則
現
不
食
肉
也
﹂︒
£
葉
菩
¡
印
白
佛
言
︐﹁
云
何
︐
世
�
︐
稱

歎
魚
肉
以
爲
美
食
﹂︒
佛
吿
£
葉
︐﹁
我﹅

不﹅

說﹅

魚﹅

肉﹅

以﹅

爲﹅

美﹅

食﹅

﹂︒

我
說
甘
蔗
︑
粳
米
︑
石
蜜
a
諸
甘
果
以
爲
美
食
﹂
(大
正
一
二
・
八

梁武�「斷酒肉�」譯�
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六
八
下
～
八
六
九
上
)
︒

(72
)

｢
.
切
｣

『論
語
﹄
子
張
�
﹁
子
夏
曰
︐
�
學
而
篤
志
︒
切﹅

問﹅

而﹅

�﹅

思﹅

︒

仁
在
其
中
矣
﹂︒
僧
õ
 
﹃
Ä
維
e
詰
經
﹄
卷
五
﹁﹃
說
悔
先
罪
而

不
說
入
於
�
去
﹄︒︹
鳩
e
羅
︺
什
曰
︐
利
根
者
聞
上
四
句
︐
則
能

處
疾
不
亂
︒
自
此
已
下
�
爲
鈍
根
者
也
︒
說
�﹅

切﹅

之
言
諭
其
心
也
︒

今
日
之
病
︐
必
由
先
罪
故
︐
敎
令
悔
先
罪
也
︒
既
言
D
先
罪
︐
則

似
罪
D
常
性
入
於
�
去
︒
故
爲
說
不
入
�
去
去
其
常
想
也
︒

(73
)

｢
$
行
｣

法
顯
譯
﹃
大
般
泥
洹
經
﹄
卷
三
﹁
東
行
七
步
現
爲
一
切
眾
生

�
Ý
︒
向
於
四
維
行
七
步
者
︐
現
斷
眾
z
煩
惱
+﹅

行﹅

︒
自
在
天
子

皆
悉
影
伏
︐
當
成
應
供
等
正
覺
�
﹂
(大
正
一
二
・
八
七
一
上
)
︒
荏

¶
譯
﹃
維
e
詰
經
﹄
卷
上
﹁
印
仁
�
問
何
無
供
養
︒
一
切
眾
+
皆

是
吾
養
︒
彼
諸
轉
者
亦
吾
養
也
︒
�
以
者
何
︒
+﹅

行﹅

者﹅

u﹅

生﹅

死﹅

︒

生
死
者
則
菩
¡
養
︒
彼
轉
者
u
諸
見
︒
菩
¡
於
諸
見
不
傾
動
﹂

(大
正
一
四
・
五
一
五
下
)
︒
僧
õ
 
﹃
Ä
維
e
詰
經
﹄
卷
五
﹁﹃
雖

�
+﹅

行﹅

而
現
影
伏
眾
+
是
菩
¡
行
﹄︒︹
僧
︺
õ
曰
︐
不
可
得
而
D
︒

不
可
得
而
無
者
︐
其
唯
大
乘
行
乎
︒
何
則
欲
言
其
D
無
相
無
名
︒

欲
言
其
無
萬
德
斯
行
︒
萬
德
斯
行
故
雖
無
而
D
︒
無
相
無
名
故
︒

雖
D
而
無
︒
然
則
言
D
不
乖
無
︒
言
無
不
乖
D
︒
是
以
此
違
或
說

D
行
或
說
無
行
︒
D
無
雖
殊
其
致
不
衣
也
︒
+﹅

行﹅

四﹅

+﹅

行﹅

也﹅

︒
久

已
超
度
而
現
影
+
者
示
D
�
�
耳
﹂
(大
正
三
八
・
三
八
〇
上
)
︒
鳩

e
羅
什
譯
﹃
大
智
度
論
﹄
卷
六
三
﹁
復
J
︐
+﹅

D
四
種
︒
五
眾
+﹅

︑

煩
惱
+﹅

︑
死
+﹅

︑
自
在
天
子
+﹅

︒
四
+
中
多
煩
惱
+
︑
自
在
天
子

+
故
︐
令
不
信
般
若
︒
自
貪
著
法
︐
憎
嫉
他
法
︐
愚
癡
顚
倒
︐
故

能
破
般
若
波
羅
蜜
﹂
(大
正
二
五
・
五
〇
三
下
)
︒

(74
)

｢
地
獄
種
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
大
智
度
論
﹄
卷
八
五
﹁
世
�
︐
當
知
︐
是

菩
¡
爲
如
佛
︒
何
以
故
︒
是
菩
¡
因
緣
故
︒
斷
一
切
地﹅

獄﹅

種﹅

︐
一

切
畜
生
種
︐
一
切
¡
鬼
種
︐
斷
一
切
諸
難
︐
斷
一
切
貧
窮
下
賤
�
︐

斷
一
切
欲
界
色
界
無
色
界
﹂
(
大
正
二
五
・
六
五
二
上
)
︒

(75
)

｢
斷
命
因
｣

曇
無
讖
譯
﹃
悲
華
經
﹄
卷
九
﹁
善
男
子
︐
我
於
恒
河
沙
等

大
劫
︐
如
恒
河
沙
等
無
佛
國
土
五
濁
之
世
︐
以
麤
惡
言
斷﹅

命﹅

因﹅

緣﹅

恐
怖
眾
生
︒
然
後
勸
令
安
�
善
法
a
三
乘
中
︒
是
餘
業
故
︐
令
得

如
是
�
惡
世
界
︒
以
不
善
c
唱
滿
世
界
︒
是
故
︐
今
得
不
善
眾
生

閏
滿
世
界
︒
說
三
乘
法
如
我
本
願
取
佛
世
界
©
伏
眾
生
︒
其
事
如

是
﹂
(大
正
三
・
二
二
四
下
)
︒

(76
)

｢
自
燒
︑
自
煑
︑
自
炙
︑
自
剝
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
〇
﹁
爾

時
︐
世
�
心
無
疑
慮
如
師
子
王
︒
以
三
十
二
大
人
之
相
八
十
種
好

莊
嚴
其
身
︐
於
其
身
上
一
切
毛
孔
︐
一
一
毛
孔
出
一
蓮
花
︒
其
花

º
妙
︐
各
具
千
葉
︐
純
眞
金
色
︐
瑛
璃
爲
莖
︐
金
剛
爲
鬚
︐
玫
瑰

爲
臺
︒
形
大
團
圓
︐
v
如
車
輪
︒
是
諸
蓮
花
各
出
種
種
雜
色
光


︒

靑
黃
赤
白
紫
頗
梨
色
︒
是
諸
光


︐
皆
悉
±
至
阿
 
地
獄
︑
想
地

獄
︑
黑
繩
地
獄
︑
眾
合
地
獄
︑
叫
喚
地
獄
︑
大
叫
喚
地
獄
︑
焦
熱

地
獄
︑
大
焦
熱
地
獄
︒
是
八
地
獄
其
中
眾
生
︐
常
爲
諸
苦
之
�
C

切
︒
�
謂
燒﹅

煮﹅

火﹅

炙﹅

︑
斫﹅

刺﹅

㓟﹅

剝﹅

︒
´
斯
光
已
︐
如
是
眾
苦
︐
悉

滅
無
餘
︐
安
隱
淸
涼
︐
快
樂
無
極
﹂
(
大
正
一
二
・
六
七
一
上
～
中
)
︒

(77
)

｢
自
炙
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
七
﹁
此
師
眞
是
世
之
良
醫
︐
若

行
若
立
若
坐
若
臥
︐
常
在
三
昧
︐
心
無
分
散
︐
吿
諸
弟
子
作
如
是

言
︐﹁
若
自
作
若
敎
他
作
︐
若
自
斫
若
敎
他
斫
︐
若
自﹅

炙﹅

若
敎
他

炙
︐
若
自
�
若
敎
他
�
︐
若
自
偸
若
敎
他
偸
︐
若
自
淫
若
敎
他
婬
︐

若
自
妄
語
若
敎
他
妄
語
︐
若
自
飮
酒
若
敎
他
飮
酒
︐
若
殺
一
村
一

城
一
國
︐
若
以
刀
輪
殺
一
切
眾
生
︐
若
恒
河
已
南
布
施
眾
生
恒
河

已
北
殺
�
眾
生
︐
悉
無
罪
福
︐
無
施
戒
定
﹂︒
今
者
︐
�
在
王
舍

城
�
︒
願
王
�
½
︒
王
若
見
者
︐
眾
罪
除
滅
︒
王
言
︐﹁
大
臣
︐
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審
能
如
是
除
滅
我
罪
︐
我
當
歸
依
﹂
(大
正
一
二
・
七
一
八
下
)
︒

(78
)

｢
自
割
｣

『莊
子
﹄
盜
跖
﹁
介
子
推
至
忠
也
︐
自﹅

割﹅

其
股
︐
以
食
�
公
︒

(79
)

｢
自
剝
｣

失
譯
﹃
菩
¡
本
行
經
﹄
卷
下
﹁
泳
天
王
時
︐
爲
一
偈
故
︐
自﹅

剝﹅

身
皮
︐
而
用
寫
經
﹂
(大
正
三
・
一
一
九
中
)
︒

(80
)

｢
斷
頭
︑
斷
手
︑
斷
足
｣

(僞
經
)
﹃
大
方
�
佛
報
恩
經
﹄
卷
二
﹁
大
王
︐

當
知
殺
人
之
法
︐
斷﹅

頭﹅

截
頸
︐
割
斷﹅

手﹅

足﹅

︐
抽
筋
拔
肋
︐
苦
痛
如

是
︒
大
王
今
者
能
堪
是
不
︒
王
聞
是
語
心
懷
歡
喜
﹂
(大
正
三
・
一

三
四
中
)
︒

(81
)

｢
貧
窮
﹂
﹁
下
賤
﹂
﹁
醜
陋
｣

[後
漢
﹈
荏
婁
£
讖
譯
﹃
_
等
覺
經
﹄
卷

四
﹁
佛
言
︐
其
一
惡
者
︐
諸
天
人
民
下
至
禽
獸
蜎
飛
蠕
動
之
類
︐

欲
爲
眾
惡
︒
强
者
伏
]
︐
轉
相
剋
«
︐
自
相
殺
傷
︐
?
相
食
噉
︒

不
知
爲
善
︒
惡
�
不
�
︐
u
其
殃
罰
︒
�
之
自
然
︐
當
½
趣
向
︐

神


記
識
︐
犯
之
不
貰
︐
轉
相
承
續
︒
故
D
貪﹅

窮﹅

︑
下﹅

賤﹅

︑
乞

丐
・
孤
獨
人
︒
D
聾﹅

︑
¢﹅

︑
瘖﹅

︑
瘂﹅

︑
愚
癡
︑
�
惡
︒
下
D
尫
狂

不
a
ò
之
屬
︒
其
D
�
貴
豪
富
︒
高
才


d
智
5
勇
猛
︒
皆
其
�

世
宿
命
︐
爲
善
慈
孝
︐
布
恩
施
德
︐
⁝
⁝
﹂
(大
正
一
二
・
二
九
五

下
)
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
六
﹁
若
D
不
信
是
經
典
者
︐
現

身
當
爲
無
量
病
苦
之
�
惱
�
︐
多
爲
眾
人
�
見
罵
辱
︒
命
(
之
後
︐

人
�
輕
賤
︒
顏
貌
醜﹅

陋﹅

︐
x
生
艱
難
︐
常
不
供
足
︒
雖
復
少
得
︐

麁
澁
�
惡
︐
生
生
常
處
︐
貧﹅

窮﹅

下﹅

賤﹅

︐
誹
謗
正
法
︐
z
見
之
家
︒

若
臨
(
時
︐
或
値
荒
亂
刀
兵
競
µ
�
王
暴
ú
怨
家
讎
隙
之
�
þ

C
﹂
(大
正
一
二
・
六
三
九
下
)
︒

(82
)

｢
聾
﹂
﹁
0
﹂
﹁
瘖
﹂
﹁
瘂
﹂
﹁
跛
｣

竺
法
護
譯
﹃
û
胎
經
﹄﹁
佛
吿
阿
難
︐

如
其
本
宿
�
種
諸
惡
︐
自
然
得
之
︒
或
復
爲
¢﹅

聾
︑
瘖﹅

︑
瘂﹅

︑
患
︑

癡
︒
身
生
瘢
瘡
︐
生
無
眼
目
︐
口
不
能
言
︒
諸
門
�
閉
︐
跛﹅

蹇
禿

瘻
︒
本
自
�
作
︐
自
然
得
之
︒
父
母
�
憎
L
失
法
義
︒
�
以
者
何
︒

如
是
︐
阿
難
︐
宿
命
�
種
非
法
之
行
﹂
(
大
正
一
一
・
八
八
九
下
～
八

九
〇
上
)
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
八
﹁
雖
u
人
身
︐
聾﹅

¢﹅

瘖﹅

瘂﹅

︑

拘
躄
癃
跛
︒
於
二
十
五
D
u
諸
果
報
﹂
(大
正
一
二
・
六
四
九
上
～

中
)
︒
同
卷
二
二
﹁
復
J
︐
善
男
子
︐
若
D
修
|
愚
癡
之
人
︐
是

報
熟
時
︐
墮
於
地
獄
︒
從
地
獄
出
︐
u
畜
生
身
︒
�
謂
︐
象
︑
猪
︑

牛
︑
羊
︑
水
牛
︑
蚤
︑
虱
︑
蚊
︑
虻
︑
蟻
子
等
形
︒
若
得
人
身
︐

聾﹅

︑
¢﹅

︑
瘖﹅

︑
啞﹅

︑
癃
︑
殘
︑
背
︑
僂
︐
諸

根
不
具
︐
不
能
u

法
﹂
(大
正
一
二
・
七
五
一
下
)
︒

(83
)

｢
蚤
﹂
﹁
虱
﹂
﹁
蚊
﹂
﹁
虻
﹂
﹁
四
百
四
病
﹂
﹁
鞭
﹂
﹁
杖
﹂
﹁
笞
｣

竺
法
護

譯
﹃
û
胎
經
﹄﹁
如
是
︐
阿
難
︐
勤
苦
厄
惱
︐
誰
當
樂
處
母
胚
胎
︒

如
是
眾
患
︐
怱
怱
未
曾
得
安
︒
眾
緣
�
¬
︒
或
眼
痛
病
︐
或
耳
 

口
舌
齒
痛
︐
臏
脚
咽
喉
︐
短
氣
腰
脊
︐
臂
肘
è
腕
︒
諸
百
節
病
痛

諸
患
︒
風
¦
諸
熱
︐
疥
癩
虛
痔
︐
惡
瘡
癰
疽
︐
黃
疸
咳
�
︐
顚
狂

¢﹅

聾﹅

︐
瘖﹅

瘂﹅

癡
惷
︐
疣
癃
瘚
︐
百
節
煩
疼
︐
臚
脹
㿃
下
身
體
�
腫
︒

如
是
阿
難
︒
地
水
火
風
︐
一
增
則
生
百
病
︒
風
ª
多
則
百
病
生
︒

熱
多
則
生
百
病
︒
¦
多
則
生
百
病
︒
食
多
則
增
百
病
︒
三
事
合
會
︐

風
¦
熱
聚
︒
四﹅

百﹅

四﹅

病﹅

同
時
俱
µ
︒
何
況
其
餘
不
可
計
患
︒
或
截

手
或
截
脚
耳
 
︐
或
斬
頭
︐
或
þ
繫
鞭﹅

杖﹅

搒
笞﹅

︐
閉
在
牢
獄
︐
拷

掠
加
𠛬
︐
或
畏
於
人
︐
或
畏
非
人
地
獄
・
¡
鬼
畜
生
之
難
︒
勤
苦

曠
野
︒
蚊﹅

虻﹅

虱
蚤
︐
蜂
螫
之
難
︒
虎
狼
師
子
︐
蛇
虺
之
懼
︒
如
是

計
之
︐
苦
不
可
言
︒
D
多
�
求
種
勤
苦
根
︐
不
得
則
憂
︒
D
�
志

樂
不
如
5
︒
既
�
得
當
復
守
護
︒
生
業
勤
苦
︐
D
�
獲
得
︒
志
願

無
厭
︐
塵
勞
之
惱
︐
多
�
妨
礙
﹂
(
大
正
一
一
・
八
九
〇
上
)
︒

(84
)

｢
惡
獸
﹂

佛
陀
跋
陀
羅
譯
﹃
觀
佛
三
昧

(
海
)
經
﹄
卷
三
﹁
一
一
樹

葉
︐
±
}
三
界
︐
其
諸
葉
閒
︐
復
D
龍
象
虎
狼
師
子
詠
蟲
惡﹅

獸﹅

猫

狸
鼷
鼠
︐
無
事
不
D
其
餘
境
界
﹂
(
大
正
一
五
・
六
五
七
中
)
︒

梁武�「斷酒肉�」譯�

247



(85
)

｢
頭
痛
｣

｢背
痛
﹂﹁
鞭
杖
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
五
﹁
云
何

是
業
能
得
現
報
︒
懺
悔
發
露
�
D
諸
惡
︒
既
悔
之
後
︐
?
不
敢
作
︒

慚
愧
成
就
故
︒
供
養
三
寶
故
︒
常
自
呵
責
故
︒
是
人
以
是
善
業
因

緣
︐
不
墮
地
獄
︐
現
世
u
報
︒
�
謂
︐
頭﹅

痛﹅

・
目
痛
・
腹
痛
・
背﹅

痛﹅

︐
橫
羅
死
殃
︐
呵
責
・
罵
辱
・
鞭﹅

杖﹅

・
閉
繫
・
�
¡
・
困
苦
︒

u
如
是
等
現
世
輕
報
︐
是
名
爲
知
﹂
(大
正
一
二
・
七
〇
四
下
～
七
〇

五
上
)
︒

(86
)

｢
胃
反
｣

『金
匱
C
略
﹄
嘔
吐
噦
下
利
病
§
證
治
﹁
脾
傷
則
不
�
︐
�

食
暮
吐
︐
暮
食
�
吐
︐
宿
穀
不
æ
︐
名
曰
胃﹅

反﹅

﹂︒

[參
考
﹈﹃
太
_
御
覽
﹄
藥
部
二
︑
丹
﹁﹃
本
草
﹄
曰
︐
丹
砂
︐
味

甘
º
¦
︐
生
山
谷
︐
養
精
神
︐
益
氣


目
︒
潛
預
︐
味
辛
︐
º
¦
︐

生
_
澤
︐
治
吐﹅

�﹅

胃﹅

反﹅

︐
久
�
成
仙
︒
生
蜀
都
﹂︒

(87
)

｢
咽
塞
｣

『後
漢
書
﹄
方
ó
傳
下
︑
華
佗
﹁
佗
嘗
行
�
︐
見
D
病
咽﹅

塞﹅

者
︒
嗜
食
而
不
得
下
︐
家
人
車
載
欲
½
就
醫
︒
佗
聞
其
呻
吟
︐
�

車
½
視
︐
語
之
曰
︐
向
來
�
邊
D
賣
餠
家
蒜
韲
大
酢
︐
從
取
三
升

飮
之
︐
病
自
當
去
︒
卽
如
佗
言
︐
立
吐
虵
一
枚
﹂︒

(88
)

｢
風
病
﹂
﹁
水
病
｣

[參
考
﹈﹇
隋
﹈
智
顗
說
﹃
e
訶
止
觀
﹄
卷
八
上

﹁
二
︑


病
µ
因
緣
D
六
︒
一
︑
四
大
不
順
故
病
︒
二
︑
飮
食
不

節
故
病
︒
三
︑
坐
禪
不
©
故
病
︒
四
︑
鬼
神
得
�
︒
五
︑
+
�
爲
︒

六
︑
業
µ
故
病
︒
四
大
不
順
者
︐
行
役
無
時
︐
强
永
擔
�
︐
棠
觸

¦
熱
︒
外
熱
助
火
︐
火
强
破
水
︐
是
增
火
病
︒
外
¦
助
水
︐
水
增

�
火
︐
是
爲
水﹅

病﹅

︒
外
風
助
氣
︐
氣
吹
火
︐
火
動
水
︐
是
爲
風﹅

病﹅

︒

或
三
大
增
�
於
地
︐
名
等
分
病
︒
或
身
分
增
�
三
大
︒
亦
是
等
分
︒

屬
地
病
︒
此
四
既
動
眾
惱
競
生
﹂
(大
正
四
六
・
一
〇
六
下
～
一
〇
七

上
)
︒

(89
)

｢
四
大
不
2
｣

曇
無
讖
譯
﹃
悲
華
經
﹄
卷
八
﹁
如
一
佛
刹
º
塵
數
等
諸

佛
世
界
︒
其
中
眾
生
︐
或
D
四﹅

大﹅

不﹅

©﹅

ª
者
︐
疾
病
困
篤
︐
諸
根

羸
損
︐
顚
狂
放
逸
︐
狂
癡
睡
眠
︐
心
亂
失
念
︐
見
華
光


a
聞
其

香
︐
一
切
�
患
各
各
除
�
皆
得
一
心
﹂
(大
正
三
・
二
一
七
中
)
︒
求

c
跋
e
譯
﹃
菩
¡
善
戒
經
﹄
卷
五
﹁
二
者
︐
若
入
三
昧
能
治
眾
生

身
中
四﹅

大﹅

不﹅

©﹅

ª
苦
︐
是
名
爲
禪
﹂
(
大
正
三
〇
・
九
八
八
中
)
︒

[參
考
﹈
義
淨
 
﹃
南
海
寄
歸
內
法
傳
﹄
卷
三
﹁﹃
經
﹄
曰
︐﹁
四﹅

大﹅

不﹅

©﹅

者
︐
一
窶
嚕
︐
二
爕
跛
︐
三
畢
哆
︐
四
婆
哆
﹂︒
初
則
地

大
增
令
身
沈
重
︒
二
則
水
大
積
涕
唾
乖
常
︒
三
則
火
大
盛
頭
胸
壯

熱
︒
四
則
風
大
動
氣
息
擊
衝
︒
卽
當
神
州
沈
重
痰
癊
熱
黃
氣
發
之

衣
名
也
﹂
(大
正
五
四
・
二
二
四
上
)
︒

(90
)

｢
五
藏
不
2
﹂
﹁
四
百
四
病
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
大
智
度
論
﹄
卷
八
﹁
病

D
二
種
︒
先
世
行
業
報
故
︐
得
種
種
病
︒
今
世
冷
熱
風
發
故
︐
亦

得
種
種
病
︒
今
世
病
D
二
種
︒
一
者
內
病
︒
五﹅

藏﹅

不﹅

©﹅

︐
結
堅
宿

疹
︒
二
者
外
病
︒
奔
車
逸
馬
︐
堆
壓
�
落
︐
兵
�
刀
杖
︐
種
種
諸

病
︒
問
曰
︐﹁
以
何
因
緣
得
病
﹂︒
答
曰
︐﹁
先
世
好
行
鞭
杖
拷
掠

閉
繫
種
種
惱
故
︐
今
世
得
病
︒
現
世
病
不
知
將
身
︒
飮
食
不
節
︐

臥
µ
無
常
︒
以
是
事
故
︐
得
種
種
諸
病
﹂︒
如
是
D
四﹅

百﹅

四﹅

病﹅

︒

以
佛
神
力
故
︐
令
病
者
得
�
﹂
(
大
正
二
五
・
一
一
九
下
)
︒

(91
)

｢
五
藏
六
腑
｣

『後
漢
書
﹄
卷
六
〇
︑
馬
融
列
傳
李
賢
等
�
﹁﹃
韓
詩
外

傳
﹄
曰
︐﹁
人
D
五﹅

藏﹅

六﹅

府﹅

︒
何
謂
五﹅

藏﹅

︒
精
藏
于
腎
︐
神
藏
于

心
︐
魂
藏
于
肝
︐
魄
藏
于
肺
︐
志
藏
于
脾
︐
此
之
謂
五﹅

藏﹅

也
︒
何

謂
六﹅

府﹅

︒
喉
咽
者
︐
量
腸
之
府
也
︒
胃
者
︐
五
穀
之
府
也
︒
大
腸

者
︐
轉
輸
之
府
也
︒
小
腸
者
︐
u
成
之
府
也
︒
膽
者
︐
積
精
之
府

也
︒
旁
光
者
︐
湊
液
之
府
也
﹂︒

(92
)

｢
五
�
陰
苦
｣

法
顯
譯
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
上
﹁
比
丘
︐
苦
諦
者
︐
�

謂
八
苦
︒
一
生
苦
︐
二
老
苦
︐
三
病
苦
︐
四
死
苦
︐
五
�
求
不
得
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苦
︐
六
怨
憎
會
苦
︐
七
愛
別
離
苦
︐
八
五
u
陰
苦
﹂
(大
正
一
・
一

九
五
中
)
︒
求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
雜
阿
含
經
﹄
卷
一
四
﹁
云
何
苦
如
實

知
︒
謂
生
苦
︑
老
苦
︑
病
苦
︑
死
苦
︑
恩
愛
別
苦
︑
怨
憎
會
苦
︑

�
欲
不
得
苦
︒
如
是
略
說
五
u
陰
苦
︒
是
名
爲
苦
﹂
(大
正
二
・
九

五
上
)
︒
求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
雜
阿
含
經
﹄
卷
一
八
︒﹁
苦
者
︐
謂
生

苦
︑
老
苦
︑
病
苦
︑
死
苦
︑
恩
愛
別
離
苦
︑
怨
憎
會
苦
︑
�
求
不

得
苦
︒
略
說
五
u
陰
苦
︒
是
名
爲
苦
﹂
(大
正
二
・
一
二
六
下
)
︒

(93
)

｢
想
地
獄
︑
黑
繩
地
獄
︑
眾
合
地
獄
︑
叫
喚
地
獄
︑
大
叫
喚
地
獄
︑
熱

地
獄
︑
大
熱
地
獄
︑
阿
4
地
獄
︑
八
5
地
獄
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀

槃
經
﹄
卷
一
〇
﹁
是
諸
蓮
花
各
出
種
種
雜
色
光


︒
靑
黃
赤
白
紫

頗
梨
色
︒
是
諸
光


︐
皆
悉
±
至
阿﹅

 ﹅

地﹅

獄﹅

︑
想﹅

地﹅

獄﹅

︑
黑﹅

繩﹅

地﹅

獄﹅

︑﹅

眾﹅

合﹅

地﹅

獄﹅

︑﹅

叫﹅

喚﹅

地﹅

獄﹅

︑﹅

大﹅

叫﹅

喚﹅

地﹅

獄﹅

︑﹅

焦﹅

熱﹅

地﹅

獄﹅

︑﹅

大﹅

焦﹅

熱﹅

地﹅

獄﹅

︒
是
八
地
獄
其
中
眾
生
︐
常
爲
諸
苦
之
�
C
切
︒
�
謂
︐

燒
煮
火
炙
斫
刺
㓟
剝
︒
´
斯
光
已
︐
如
是
眾
苦
︐
悉
滅
無
餘
︐
安

隱
淸
涼
︐
快
樂
無
極
︒
是
光


中
︐
宣
說
如
來
祕
密
之
藏
︐
言
諸

眾
生
︐
皆
D
佛
性
︒
眾
生
聞
已
︐
卽
�
命
(
︐
生
人
天
中
︒
乃
至

八﹅

種﹅

¦﹅

冰﹅

地﹅

獄﹅

︒
�
謂
︐
阿
波
波
地
獄
︑
阿
吒
吒
地
獄
︑
阿
羅
羅

地
獄
︑
阿
娑
娑
地
獄
︑
�
鉢
羅
地
獄
︑
波
頭
e
地
獄
︑
拘
物
頭
地

獄
︑
分
陀
利
地
獄
︒
是
中
眾
生
常
爲
¦
苦
之
�
C
惱
︒
�
謂
︐
擘

裂
身
體
碎
壞
︐
互
相
殘
�
︒
´
斯
光
已
︐
如
是
等
苦
︐
亦
滅
無
餘
︐

卽
得
©
和
︐
溫


ª
身
︒
是
光


中
︐
亦
說
如
來
祕
密
之
藏
﹂

(大
正
一
二
・
六
七
一
上
～
中
)
︒

(94
)

｢
八
5
地
獄
や
八
熱
地
獄
｣

原
�
﹁
八
¦
︑
八
熱
地
獄
﹂︒
鳩
e
羅
什

譯
﹃
十
�
毘
婆
沙
論
﹄
卷
五
﹁
地
獄
者
︐
八﹅

種
熱﹅

地﹅

獄﹅

︐
十
種
¦﹅

冰
地﹅

獄﹅

﹂
(大
正
二
六
・
四
五
中
)
︒
同
譯
﹃
大
智
度
論
﹄
卷
一
六

﹁
八﹅

炎
火
地﹅

獄﹅

者
︐
一
名
炭
坑
︐
二
名
沸
屎
︐
三
名
燒
林
︐
四
名

劍
林
︐
五
名
刀
�
︐
六
名
鐵
刺
林
︐
七
名
鹹
河
︐
八
名
銅
橛
︐
是

爲
八
︒
八﹅

¦﹅

冰
地﹅

獄﹅

者
︐
一
名
頞
�
陀
︿
少
多
D
孔
﹀
︐
二
名
尼

羅
�
陀
︿
無
孔
﹀
︐
三
名
阿
羅
羅
︿
¦
戰
聲
也
﹀
︐
四
名
阿
婆
婆

︿
亦
患
¦
聲
﹀
︐
五
名
睺
睺
︿
亦
是
患
¦
聲
﹀
︐
六
名
漚
波
羅
︿
此

地
獄
外
壁
︐
似
靑
蓮
花
也
﹀
︐
七
名
波
頭
e
︿
紅
蓮
花
︐
罪
人
生

中
u
苦
也
﹀
︐
八
名
e
訶
波
頭
e
︐
是
爲
八
﹂
(大
正
二
五
・
一
七
六

下
～
一
七
七
上
)
︒﹁
懺
悔
﹂
の
語
義
・
問
題
・
衣
說
の
詳
細
に
つ

い
て
は
$
山

(
二
〇
二
二
：
7
.3﹁
懺
悔
﹂
二
七
五
～
二
九
一
頁
)
參
照
︒

(95
)

｢
八
萬
四
千
鬲
子
地
獄
｣

[參
考
﹈﹃
佛
名
經
﹄
卷
二
六
﹁
如
是
八
¦
八

熱
一
切
諸
地
獄
︐
一
一
獄
中
復
D
八﹅

萬﹅

四﹅

千﹅

�﹅

子﹅

地﹅

獄﹅

︐
以
爲
眷

屬
︒
此
中
罪
苦
炮
煮
楚
痛
︐
剝
皮
咼
肉
︐
�
骨
打
髓
︐
抽
腸
拔
肺
︐

無
量
諸
苦
︐
不
可
聞
不
可
說
﹂
(
大
正
一
四
・
二
八
八
上
)
︒

『
慈
悲
�
場
懺
法
﹄
卷
一
﹁
印
復
無
始
以
來
至
于
今
日
︒
以
三
不

善
根
︐
µ
四
顚
倒
︐
�
作
五
�
︐
行
於
十
惡
︐
熾
然
三
詠
︐
長
養

八
苦
︒
�
八
¦
八
熱
諸
地
獄
因
︐
�
八﹅

萬﹅

四﹅

千﹅

鬲﹅

子﹅

地﹅

獄﹅

因
︐
�

一
切
畜
生
因
︐
�
一
切
¡
鬼
因
︐
�
人
天
生
老
病
死
種
種
苦
因
︐

u
於
六
�
無
量
苦
果
︒
難
可
堪
忍
︒
不
可
聞
見
︒
如
是
罪
惡
無
量

無
邊
︒
今
日
懺
悔
願
乞
除
滅
﹂
(
大
正
四
五
・
九
二
七
中
)
︒

『
慈
悲
水
懺
法
﹄
卷
下
﹁
如
是
八
¦
八
熱
一
切
諸
地
獄
中
︐
復
D

八﹅

萬﹅

四﹅

千﹅

鬲﹅

子﹅

地﹅

獄﹅

以
爲
眷
屬
︒
此
中
罪
苦
炮
煮
楚
痛
︐
剝
皮
刷

肉
�
骨
打
︐
髓
抽
腸
拔
肺
無
量
諸
苦
︒
不
可
聞
不
可
說
﹂
(大
正
四

五
・
九
七
七
中
)
︒

(96
)

｢
大
地
草
木
｣

佛
馱
跋
陀
羅
譯
﹃
大
方
廣
佛
華
嚴
經
﹄
卷
三
五
﹁
復
J
︐

佛
子
︐
譬
如
火
劫
µ
時
︐
三
千
大
千
世
界
一
切
�
D
大﹅

地﹅

草﹅

木﹅

金

剛
圍
山
︐
皆
悉
熾
然
燒
盡
無
餘
︒
設
D
一
人
︐
若
以
乾
草
投
彼
火

中
︐
寧
得
不
然
︒
答
言
不
也
︒
無
不
燒
盡
︒
佛
子
︐
彼
�
投
草
︐
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v
可
不
盡
︒
如
來
智
5
︐
於
一
切
眾
生
︐
一
切
佛
刹
︐
一
切
劫
數
︐

一
切
諸
法
︐
無
不
悉
知
﹂
(大
正
九
・
六
二
三
下
)
︒

(97
)

｢
若
噉
食
衆
生
母
︐
衆
生
亦
報
︐
噉
食
其
母
︒
若
噉
食
衆
生
子
︐
衆
生

亦
報
︐
噉
食
其
子
｣

[
�
﹈
�
世
﹃
法
苑
珠
林
﹄
卷
九
三
﹁
印

﹃
尼
羅
�
陀
地
獄
經
﹄
云
︐
身
如
段
肉
︐
無
D
識
知
︐
此
是
何
人
︐

皆
由
飮
酒
︒
出
家
僧
尼
︐
豈
不
深
信
經
敎
︐
心
生
重
愧
︒
自
棄
正

法
︐
同
於
外
�
︒
若
噉
衆
生
父
肉
︐
亦
噉
父
肉
︒
若
噉
衆
生
母
肉
︐

亦
噉
母
肉
︒
如
是
姉
兄
弟
妹
男
女
六
親
︐
竝
D
相
對
︐
怨
怨
相
酬
︐

未
可
得
脫
﹂
(大
正
五
三
・
九
七
六
中
)=

�
世
﹃
諸
經
C
集
﹄
卷
一

七
﹁
印
﹃
尼
羅
�
陀
地
獄
經
﹄
云
︐
身
如
段
肉
︐
無
D
識
知
︐
此

是
何
人
︐
皆
由
飮
酒
︒
出
家
僧
尼
︐
豈
不
深
信
經
敎
︐
心
生
重
愧
︒

自
棄
正
法
︐
同
於
外
�
︒
若
噉
衆
生
父
肉
︐
衆
生
亦
噉
父
肉
︒
若

噉
衆
生
母
肉
︐
衆
生
亦
噉
母
肉
︒
如
是
姉
兄
弟
妹
男
女
六
親
︐
竝

D
相
對
︐
怨
怨
相
讐
︐
未
可
得
脫
﹂
(大
正
五
四
・
一
六
一
中
～
下
)
︒

﹁
尼
羅
�
陀
﹂
は
ニ
ル
ア
ル
ブ
ダ

n
ira
rb
u
d
a
の
漢
字
c
寫
︒
尼

羅
�
陀
地
獄
は
﹁
八
¦

冰
地
獄
﹂
の
一
つ

(﹃
大
智
度
論
﹄
卷
一
六
︒

大
正
二
五
・
一
七
六
下
～
一
七
七
上
)
︒
し
か
し
上
記
の
引
用
は
︐
¦

さ
と
無
關
係
︒﹃
尼
羅
�
陀
地
獄
經
﹄
の
存
在
や
譯
出
を
記
錄
す

る
經
錄
は
存
在
し
な
い
︒
引
用
も
こ
の
一
種
の
み
︒
僞
經
か
︒
梁

武
�
と
の
先
後
關
係
も
不


︒

(98
)

｢
無
�
窮
已
｣

『後
漢
書
﹄
卷
八
︐
董
祀
妻
傳
﹁
感
時
念
父
母
︐
哀
歎

無﹅

窮﹅

已﹅

︒
D
客
從
外
來
︐
聞
之
常
歡
喜
﹂︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄

卷
九
﹁
彼
一
闡
提

(
S
k
t.
ic
c
h
a
n
tik
a
)
雖
D
佛
性
︐
而
爲
無
量
罪

垢
�
纏
︐
不
能
得
出
︐
如
蠶
處
繭
︒
以
是
業
緣
︐
不
能
得
生
菩
提

妙
因
︐
液
轉
生
死
︐
無﹅

D﹅

窮﹅

已﹅

﹂
(大
正
一
二
・
六
六
〇
中
)
︒

(99
)

如
﹃
經
﹄
說
︐
﹁
�
一
女
人
︐
五
百
世
7
狼
兒
︐
狼
兒
亦
五
百
世
7
其

子
︒
印
�
女
人
︐
五
百
世
斷
鬼
命
根
︐
鬼
亦
五
百
世
斷
其
命
根
｣

[北
涼
﹈
�
陀
跋
e
共
�
泰
等
譯
﹃
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
﹄
卷
七

﹁
曾
聞
︐
D﹅

一﹅

女﹅

人﹅

置
其
嬰
兒
︐
在
於
一
處
︒
D
因
緣
故
︐
餘
行

不
在
︒
時
D
一
狼
檐
其
兒
去
︒
時
人
捕
搊
而
語
之
言
︐﹁
汝
今
何

故
檐
他
兒
去
﹂︒
狼
答
之
言
︐﹁
此
小
兒
母
是
我
等
怨
家
﹂︒
時
人

問
言
︐﹁
D
何
怨
耶
﹂︒
狼
卽
答
言
︐﹁
此
小
兒
母
︐
五﹅

百﹅

世﹅

中
︐

常
食
我
兒
︒
我
亦﹅

五﹅

百﹅

世﹅

中
︐
常
殺
其﹅

子﹅

︒
若
彼
能
E
舊
怨
之
心
︐

我
亦
能
E
﹂︒
時
人
語
其
兒
母
︐﹁
可
E
怨
心
﹂︒
兒
母
答
言
︐﹁
我

今
已
E
﹂︒
時
狼
觀
兒
母
心
︐
雖
口
言
E
︐
而
心
不
放
︐
卽
�
�

其
兒
命
而
去
︒
如
此
者
︐
能
知
他
心
︐
亦
識
宿
命
﹂
(大
正
二
八
・

四
五
中
)
︒
同
卷
五
〇
﹁
曾
聞
︐
D
一
女
人
以
兒
置
一
處
︐
D
緣
餘

行
︒
時
D
一
狼
取
其
兒
去
︒
時
人
語
言
︐﹁
何
故
取
他
兒
耶
﹂︒
狼

作
是
言
︐﹁
此
兒
母
常
食
我
子
︐
我
今
³
食
其
子
︒
若
彼
能
E
怨

心
︐
我
亦
E
之
﹂︒
時
人
語
是
女
人
︐﹁
可
E
怨
心
﹂︒
女
人
答
言
︐

﹁
我
今
已
E
﹂︒
時
狼
觀
女
人
心
︐
不
E
其
怨
︐
而
口
言
E
︐
卽
殺

其
兒
︐
E
之
而
去
﹂
(
大
正
二
八
・
三
七
六
上
～
中
)
︒
こ
れ
ら
に
よ

れ
ば
︐
武
�
は
﹃
經
﹄
の
言
葉
と
し
て
引
く
け
れ
ど
も
︐﹃
經
﹄

で
な
く
﹃
論
﹄
の
一
節
か
︒

(
100
)

｢
信
�
｣

『
漢
書
﹄
�
學
傳
下
︐
任
孝
恭
傳
﹁
孝
恭
少
從
蕭
寺
雲
法
師

讀
經
論
︐


佛
理
︐
至
是
蔬
食
持
戒
︐
信﹅

u﹅

甚
篤
﹂︒
南
本
﹃
大

般
𣵀
槃
經
﹄
卷
六
﹁
若
D
聞
者
︐
聞
已
信﹅

u﹅

︐
能
信
如
來
是
常
�

法
︒
如
是
之
人
︐
甚
爲
希
D
︐
如
優
曇
花
﹂
(大
正
一
二
・
六
三
八

中
)
︒

(
101
)

｢
直
｣

『孟
子
﹄
梁
惠
王
下
﹁
寡
人
非
能
好
先
王
之
樂
也
︐
直﹅

好
世
俗

之
樂
耳
﹂︒

(
102
)

｢
經
生
歷
死
｣

[參
考
﹈﹃
大
般
𣵀
槃
經
集
解
﹄
卷
二
二
﹁
寶
亮

(四
四
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四
～
五
〇
九
)
曰
︐
若
經﹅

生﹅

歷﹅

死﹅

︐
發
心
之
者
︐
名
發
心
菩
¡
﹂

(大
正
三
七
・
四
六
六
下
)
︒

(
103
)

｢
神
�
9
障
｣

『荀
子
﹄
解
�
﹁
心
者
︐
形
之
君
也
︐
而
神﹅


﹅

之
)
也
﹂︒

宗
炳
﹁


佛
論
﹂
(﹃
弘


集
﹄
卷
二
)
﹁
今
以
悟
空
息
心
︐
心
用
止
︐

而
�
識
歇
︐
則
神﹅


﹅

 
矣
︒﹂
(大
正
五
二
・
一
一
上
)
︒﹁
大
梁
皇
�

立
神


成
佛
義
記
﹂
(﹃
弘


集
﹄
卷
九
)
﹁
源
神﹅


﹅

以
不
斷
爲
精
︐

精
神
必
歸
妙
果
﹂
(大
正
五
二
・
五
四
中
)
︒﹃
說
�
解
字
﹄﹁
�﹅

︐
障﹅

也
︒
从
三
︐
鬲
聲
︒
古
覈
切
﹂︒

(
104
)

｢
從
無
始
以
來
︐
至
于
此
生
︐
經
歷
六
�
︐
備
諸
果
報
︐
一
切
親
緣
︐

;
一
切
處
｣

[後
秦
﹈
鳩
e
羅
什
譯
﹃
大
智
度
論
﹄
卷
一
四
﹁
衆

生
無
始
世
界
無
際
︐
½
來
五
�
︐
輪
轉
無
量
︒
我
亦
曾
爲
衆
生
父

母
︑
兄
弟
︒
衆
生
亦
皆
曾
爲
我
父
母
︑
兄
弟
︒
當
來
亦
爾
︒
以
是

推
之
︐
不
應
惡
心
而
懷
瞋
�
﹂
(大
正
二
五
・
一
六
七
上
)
︒
[南
�

宋
﹈
求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
卷
四
﹁
一
切
衆
生
D
如
來

藏
︒
一
切
男
子
皆
爲
兄
弟
︒
一
切
女
人
皆
爲
姉
妹
︒
⁝
⁝
一
切
衆

生
︐
無
始
生
死
︐
生
生
輪
轉
︐
無
非
父
母
︑
兄
弟
︑
姉
妹
︐
v
如

曳
兒
變
易
無
常
︒
自
肉
他
肉
︐
則
是
一
肉
︒
是
故
諸
佛
悉
不
食

肉
﹂
(大
正
二
・
五
四
〇
上
～
下
)
︒
僞
經
﹃
泳
網
經
﹄
卷
下

(第
二

十
經
戒
)
﹁
若
佛
子
︐
以
慈
心
故
︐
行
放
生
業
︒
一
切
男
子
是
我
父
︐

一
切
女
人
是
我
母
︒
我
生
生
無
不
從
之
u
生
︐
故
六
�
衆
生
皆
是

我
父
母
︒
而
殺
而
食
者
︐
卽
殺
我
父
母
︐
亦
殺
我
故
身
﹂
(大
正
二

四
・
一
〇
〇
六
中
)
︒

(
105
)

｢
或
經
是
父
母
︐
或
經
是
師
長
︐
或
經
是
兄
弟
︐
或
經
是
姉
妹
︐
或
經

是
兒
孫
︐
或
經
是
<
友
｣

[南
�
宋
﹈
求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
央
掘
+

羅
經
﹄
卷
四
﹁
�
殊
師
利
白
佛
言
︐
世
�
︐
因
如
來
藏
故
︐
諸
佛

不
食
肉
耶
︒
佛
言
︐
如
是
︒
一
切
衆
生
︐
無
始
生
死
︐
生
生
輪
轉
︐

無
非
父
母
︑
兄
弟
︑
姉
妹
︐
v
如
曳
兒
︐
變
易
無
常
︒
自
肉
他
肉
︐

則
是
一
肉
︒
是
故
諸
佛
悉
不
食
肉
﹂
(大
正
二
・
五

四
〇
下
)
︒

｢
曳
兒

*n
a
rta
k
a﹂
は
︐
演
目
に
合
わ
せ
J
々
と
役
柄
を
變
え
る

踊
り
手
の
こ
と
︒

(
106
)

｢
�
眼
｣

失
譯
﹃
般
泥
洹
經
﹄
卷
上
﹁
u
�
之
諦
︐
得
眼
見
證
︒
爲
盡

是
生
︐
後
不
復
D
︒
已
見
眞
諦
︐
得
�﹅

眼﹅

者
︐
無
復
生
死
︐
長
塗

永
絕
﹂
(大
正
一
・
一
七
七
中
)
︒

(
107
)

｢
=
相
｣

『三
國
志
﹄
卷
四
四
︑
蜀
書
︑
蔣
琬

傳
﹁
�
熙
元
年

(二
三

八
)
︐
詔
琬
曰
︐﹁
寇
難
未
弭
︐
曹
叡
驕
凶
︐
遼
東
三
郡
苦
其
暴
ú
︐

ô
相
糾
結
︐
與
之
離
�
︒
叡
大
興
衆
役
︐
³﹅

相﹅

攻
伐
︒
⁝
⁝
﹂﹂︒

(
108
)

｢
不
自
覺
知
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
二
﹁
世
�
︐
譬
如
醉
人
不﹅

自﹅

覺﹅

知﹅

︐
不
識
親
踈
母
女
姉
妹
︐
õ
荒
婬
亂
︐
言
語
放
逸
︐
臥
不
淨

中
︒
時
D
良
師
與
藥
令
�
︐
�
已
卽
吐
︐
³
自
憶
識
︐
心
懷
慚
愧
︐

深
自
剋
責
︒
酒
爲
不
善
諸
惡
根
本
︒
若
能
除
斷
︐
則
7
衆
罪
︒
世

�
︐
我
亦
如
是
︐
½
昔
已
來
︐
輪
轉
生
死
︐
�
色
�
醉
︐
貪

嗜

五
欲
︐
非
母
母
想
︐
非
姉
姉
想
︐
非
女
女
想
︐
於
非
衆
生
生
衆
生

想
︒
是
故
輪
轉
︐
u
生
死
苦
︐
如
彼
醉
人
臥

不
淨
中
︒
如
來
今

當
施
我
法
藥
︐
令
我
³
吐
煩
惱
惡
酒
︐
而
我
未
得
醒
寤
之
心
︒
云

何
如
來
︐
�
欲
放
E
︐
入
於

𣵀
槃
﹂
(大
正
一
二
・
六
一
六
下
)
︒

(
109
)

｢
至
親
﹂
⁝
⁝
﹁
至
怨
｣

[參
考
﹈﹇
北
宋
﹈
子
璿
﹃
首
楞
嚴
義
駅
�

經
﹄
卷
七
﹁
由
因
世
界
怨
�
輪
迴
︐
殺

顛
倒
故
︐
和
合
怪
成
八

萬
四
千
食
父
母
想
︒
如
是
故
D
非
無
想
︑
相
無
想
羯
南

(
*g
h
a
n
a
)

†
液
轉
國
土
︐
如
土
梟
等

附
塊
爲
兒
︐
a
破
鏡
鳥
︐
以
詠
樹
果
︐

�
爲
其
子
︐
子
成
父
母
︐
皆
¥
其
食
︒
其
類
閏
塞
︐
冤﹅

對﹅

相
讐
︐

連
�
不

止
︒
託
至﹅

親﹅

之
父
子
︐
發
至﹅

怨﹅

之
殺
�
︐
豈
不
怪
哉
﹂

(大
正
三
九
・
九
二
四
下
)
︒
同
卷
七
﹁﹁
羯﹅

南﹅

﹂
云
硬
肉
﹂
(大
正
三
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九
・
九
二
四
上
)
︒
[南
宋
﹈
法
雲
﹃
�
譯
名
義
集
﹄
卷
六
﹁
永
男
︐

或
羯﹅

南﹅

︐
此
云

凝
厚
︐
漸
堅
硬
故
︒
亦
云
硬
肉
︒
胎
四
七
日
︐

雖
D
身
5
︐
缺
眼
四
根
︐
六
處
未
 
︐
但
號
名
色
﹂
(大
正
五
四
・

一
一
六
〇
中
)
︒

(
110
)

｢
>
�
｣

5
皎
﹃
高
僧
傳
﹄
卷
七
︑
5
嚴
傳
﹁
5
7
法
師
嘗
云
︐
釋
氏

之
æ
無
�
不
可
︐
ª﹅

�﹅

固
自
敎
源
︐
濟
俗
亦
爲
C
務
︒
⁝
⁝
﹂

(大
正
五
〇
・
三
六
七
下
)
︒﹇
比
-
﹈﹃
論
語
﹄
子
罕
�
﹁
子
曰
︐
可

與
共
學
︐
未
可
與
ª
�
︒
可
與
ª﹅

�﹅

︐
未
可
與
立
︒
可
與
立
︐
未

可
與
權
﹂︒

(
111
)

｢
一
理
中
障
難
︒
二
事
中
障
難
｣

｢理
﹂﹁
事
﹂
を
對
比
�
に
用
い
る
梁

武
�
以
�
の
)
な
用
例
を
以
下
に
揭
げ
る
︒

廬
山
5
7
﹁
沙
門
不
敬
王
者
論
﹂
體
極
不
ß
應
第
四

(﹃
弘


集
﹄

卷
五
)
﹁
夫
幽
宗
曠
邈
︐
神
�
精
º
︐
可
以﹅

理﹅

i
︐
難
以﹅

事﹅

詰
﹂

(大
正
五
二
・
三
一
上
)
︒
廬
山
5
7
﹁
沙
門
不
敬
王
者
論
﹂
形
盡
神

不
滅
第
五

(﹃
弘


集
﹄
卷
五
)
﹁
固
知
冥
緣
之
搆
著
於
在
昔
︐


闇

之
分
定
於
形
初
︒
雖
靈
鈞
善
�
︐
v
不
能
變
性
之
自
然
︒
況
影
茲

已
³
乎
︒
驗
之
以﹅

理﹅

︐
則
º
言
而
D
�
︒
效
之
以﹅

事﹅

︐
可
無
惑
於

大
H
﹂
(大
正
五
二
・
三
二
上
)
︒

『
�
維
e
詰
經
﹄
卷
四
﹁﹃
伏
心
是
�
場
︐
正
觀
諸
法
故
﹄︒︹
鳩
e

羅
︺
什
曰
︐﹁
或﹅

以﹅

事﹅

﹁
伏
心
﹂︒
或﹅

以﹅

理﹅

﹁
伏
心
﹂︒
今
﹁
正
觀
﹂
︐

則
以
無
常
等
﹁
觀
﹂
制
﹁
伏
﹂
其
﹁
心
﹂
也
﹂︒
õ

曰
︐﹁﹁
心
﹂

之
性
也
︐
强
梁
則
﹁
觀
﹂
z
︐
©
﹁
伏
﹂
則
﹁
觀
﹂
正
也
﹂
(大
正

三
八
・
三
六
四
中
～
下
)
︒
同
卷
六
﹁﹃
見
諸
大
人
聞
�
說
法
︐
�
現

其
身
︐
卽
以
天
華
散
諸
菩
¡
大
弟
子
上
﹄︒︹
鳩
e
羅
︺
什
曰
︐

﹁
諸
菩
¡
上
�
其
室
空
︐
今
�
以
供
養
︒
將
以
宅
)
處
疾
故
︐
其

神
承
旨
︐
而
致
供
也
﹂︒︹
僧
︺
õ
曰
︐﹁
天
女
卽
法
身
大
士
也
︒

常
與
淨
名
共
弘
大
乘
不
思
議
�
︒
故
現
爲
宅
神
︐
同
處
一
室
︐
見

大
士
集
聞
�
說
法
︒
故
﹁
現
﹂﹁
身
﹂﹁
散
華
﹂
︐
欲
以
生
論
也
﹂︒

︹
竺
�
︺
生
曰
︐﹁
現
女
神
散
華
者
︐
示
卑
而
重
法
︐
以
敦
仰
法
之

懷
︒
密
欲
因
事﹅

暢
理﹅

︐
以


不
畏
生
死
故
︐
雖
入
而
不
染
也
︒
若

畏
而
~
之
︐
�
致
著
也
﹂
(
大
正
三
八
・
三
八
七
上
)
︒

�
恒
﹁
釋
駁
論
﹂
(﹃
弘


集
﹄
卷
六
)
﹁
是
以
�
濟
彌
淪
︐
而
理﹅

與﹅

之﹅

乖
︒
德
苞
無
際
︐
而
事﹅

與﹅

之﹅

�
︒
子
執
õ
自
畢
︐
沒
齒
不
悟
︐

蓋
D
以
也
﹂
(
大
正
五
二
・
三
七
上
)
︒


僧
紹
﹁
正
二
敎
﹂
(﹃
弘



集
﹄
卷
六
)
﹁
印
曰
︐
 
形
守
祀
︐
繼
善
之
敎
也
︒
衛
貎
易
姓
︐
絕

惡
之
學
也
︒
理﹅

之﹅

可﹅

貴
者﹅

�
︒
事﹅

之﹅

可﹅

賤
者﹅

俗
﹂
(大
正
五
二
・
三

八
上
)
︒

[參
考
﹈﹃
大
般
𣵀
槃
經
集
解
﹄
卷
二
〇
﹁﹃
如
因
É
生
酪
因
酪
得

生
蘇
﹄
至
﹃
因
熟
蘇
得
醍
醐
﹄︒
案
︐
�
生
曰
︐﹁
擧
�﹅

事﹅

︐
以
譬

7﹅

理﹅

也
﹂﹂
(
大
正
三
七
・
四
六
一
上
)
︒
同
卷
三
﹁﹃
爾
時
︐
閻
�
提

中
比
丘
比
丘
尼
﹄
至
﹃
其
林
變
白
v
如
白
L
﹄︒
案
︐
僧
亮
曰
︐

﹁
貪
生
愛
壽
者
︐
以
佛
滅
爲
苦
︒
今


滅
非
作
法
︐
乃
息
僞
反
眞

也
︒
五
色
之
中
︐
白
是
眞
實
自
然
之
色
︐
不
可
染
成
︐
借﹅

事﹅

表﹅

理﹅

也
﹂︒
僧
宗
曰
︐﹁
向
三
種
瑞
︐
人
中
悉
集
︒
今
現
此
相
︐
以
摧
諸

天
�
集
也
﹂
(大
正
三
七
・
三
八
八
上
～
中
)
︒
同
卷
五
六
﹁﹃
善
男
子

如
汝
�
言
É
D
酪
者
﹄
至
﹃
未
食
之
時
食
應
是
命
﹄︒
案
︐
僧
亮

曰
︐﹁
廣
擧
證
也
﹂︒
寶
亮
曰
︐﹁
擧
�﹅

事﹅

︐
以
況
7﹅

理﹅

︐
驗
É
中

先
無
酪
﹂
(大
正
三
七
・
五
五
五
下
)
︒﹁
斷
酒
肉
�
﹂
中
の
用
例
は

後
�

(
287
)
a
び
�

(
298
)
參
照
︒

(
112
)

｢
不
知
出
@
︐
無
�
方
&
｣

｢出
C
﹂
は
出
離
の
C
點
︒﹇
後
秦
﹈
佛
陀

耶
舍
共
竺
佛
念
譯
﹃
長
阿
含
經
﹄
卷
八
﹁
佛
吿
泳
志
︐
彼
苦
行
者
︐

常
自
計
念
︐
我
行
如
此
︐
當
得
供
養
︐
恭
敬
禮
事
︐
是
卽
垢
穢
︒
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彼
苦
行
者
︐
得
供
養
已
︐
樂
著
堅
固
︐
愛
染
不
E
︐
不
曉
7
離
︐

不﹅

知﹅

出﹅

C﹅

︐
是
爲
垢
穢
︒
⁝
⁝
若
D
淨
食
︐
貪
著
自
食
︐
不
見
己

�
︐
不﹅

知﹅

出﹅

C﹅

︐
是
爲
垢
穢
︒
彼
苦
行
者
︐
自
稱
己
善
︐
衛
訾
他

人
︐
是
爲
垢
穢
︒
⁝
⁝
﹂
(大
正
一
・
四
八
上
)
︒
[後
秦
﹈
竺
佛
念

譯
﹃
出
�
經
﹄
卷
七
﹁﹁
善
求
出﹅

C﹅

︐
順
從
佛
法
︐
當
滅
死
衆
︐

象
出
華
室
﹂︒﹁
善
求
出﹅

C﹅

﹂
者
︐
疾
求
方﹅

�﹅

︐
善
求
Ö
侶
︐
厭
患

生
死
貪
欲
7
離
︒
復
求
思
惟
惡
露
之
觀
︒
雖
處
生
死
心
︐
不
染
著

於
生
死
︒
出﹅

C﹅

者
出﹅

生
死
也
︐
亦
出﹅

三
D
︐
?
不
u
生
︒
出﹅

C﹅

者
︐

�
謂
出﹅

家
學
�
︐
修
無
上
�
︐
離
於
家
業
︒
出﹅

C﹅

者
︐
露
精
自
暴
︐

不
求
}
蓋
︒
是
故
說
曰
﹁
善
求
出﹅

C﹅

﹂
也
﹂
(大
正
四
・
六
四
八
下
)
︒

﹃
續
高
僧
傳
﹄
卷
二
一
︑
法
超
傳
﹁︹
梁
︺
武
�
印
以
律
部
繁
廣
︐

臨
事
難
究
︐
聽
覽
餘
隙
︐
±
i
戒
檢
︐
附
世
結
�
︐
 
爲
一
十
四

卷
︐
號
曰
﹃
出﹅

C﹅

律
儀
﹄﹂
(大
正
五
〇
・
六
〇
七
上
)
︒

(
113
)

｢
信
�
﹂
﹁
A
行
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
妙
法
蓮
華
經
﹄
卷
二
﹁
若
D
衆
生
︐

從
佛
世
�
︐
聞
法
信﹅

u﹅

︐
慇
懃
精
�
︐
求
自
然
5
︐
樂
獨
善
寂
︐

深
知
諸
法
因
緣
︐
是
名
辟
荏
佛
乘
﹂
(大
正
九
・
一
三
中
)
︒﹁
瓜
略

淨
�
子
淨
行
法
門
﹂
出
家
順
善
門
第
九

(﹃
廣
弘


集
﹄
卷
二
七
)

﹁
印
行
�
坐
臥
如
是
法
︐
禮
拜
圍
繞
如
是
法
︐
讀
誦
-
說
如
是
法
︐

食
飮
�
利
如
是
法
︐
u
供
行
施
如
是
法
︐
修
�
|﹅

行﹅

如
是
法
︒
略

說
如
上
無
非
D
法
︐
數
則
三
千
威
儀
︐
廣
則
說
不
可
盡
︐
餘
如

﹃
出
家
功
德
經
﹄
†

說
﹂
(大
正
五
二
・
一
〇
下
)
︒
†

﹃
出
家
功
德

經
﹄
︐
未
詳
︒

(
114
)

｢
大
力
神
﹂
﹁
大
力
龍
｣

[參
考
﹈﹇
後
秦
﹈
鳩
e
羅
什
譯
﹃
十
�
經
﹄

卷
四
﹁
諸
佛
子
︐
菩
¡
e
訶
¡
亦
如
是
︐
�
現
�
地
中
︐
集
深
因

緣
法
︐
說
聲
聞
果
︐
不
可
窮
盡
︒
諸
佛
子
︐
如
尼
民
陀
羅
山
王
︐

但
以
寶
成
︐
集
諸
一
切
大﹅

力﹅

龍﹅

神﹅

︐
不
可
窮
盡
﹂
(大
正
一
〇
・
五

三
二
上
)
︒

(
115
)

｢
或
在
$
中
｣

｢
+
﹂
は
﹁
+
羅
﹂
(マ
ー
ラ

S
k
t.
m
ā
ra
)
と
い
う
漢
字

c
寫
の
略
︒﹁
+
﹂
の
用
例
に
つ
い
て
は
後
�

(
135
)
參
照
︒

﹁
+
﹂
字
は
佛
典
漢
譯
に
よ
り
作
ら
れ
た
怨
し
い
漢
字
︒
そ
れ
に

つ
い
て
は
梁
武
�
が
そ
れ
ま
で
用
い
て
い
た
﹁
�

(羅
)
﹂
を

﹁
+

(羅
)
﹂
に
變
?
し
た
と
い
う
傳
承
が
あ
る

(初
出
は
�
の
湛
然

︹
七
一
一
～
七
八
二
︺
か
)
︒
し
か
し
そ
れ
は
正
し
く
な
い
︒
實
際
は

梁
武
�
以
�
か
ら
﹁
+
﹂
を
用
い
る
寫
本
の
存
在
が
確
か
め
ら
れ

る
︒
詳
細
は
$
山

(
二
〇
一
三
：
一
八
五
～
一
八
七
)
a
び
$
山

(二
〇
二
二
：
2
.2﹁
+
﹂
一
〇
三
～
一
〇
九
頁
)
參
照
︒

(
116
)

｢
來
作
留
難
｣

[北
涼
﹈
曇
無
讖
譯
﹃
大
方
等
大
集
經
﹄
卷
四
七
﹁
爾

時
︐
+
王
說
偈
答
言
︐﹁
我
從
昔
來﹅

於
彼
人
︐
曾
作﹅

無
量
惡
留﹅

難﹅

︐

汝
亦
應
見
菩
提
樹
︐
瞿
曇

(
S
k
t.
G
a
u
ta
m
a
,
P
ā
li
G
o
ta
m
a
)
"
我

a
軍
衆
︒
如
是
我
等
數
惱
亂
︐
瞿
曇
常
"
於
我
等
︐
不
見
天
龍
阿

修
羅
︐
能
動
彼
人
一
毛
端
﹂﹂
(
大
正
一
三
・
三
〇
四
中
)
︒

(
117
)

｢
>
欲
A
行
｣

『呂
氏
春
秋
﹄
重
己
﹁
凡
生
之
長
也
︐
順
之
也
︒
b
生

不
順
者
欲
也
︐
故
¿
人
必
先
ª﹅

欲﹅

﹂︒
高
誘
�
﹁
ª﹅

︐
v
節
也
﹂︒

﹁
|
行
﹂
︐
上
�

(
113
)
參
照
︒

(
118
)

｢
引
入
B
�
｣

『
�
維
e
詰
經
﹄
卷
三
﹁︹
鳩
e
羅
︺
什
曰
︐
⁝
⁝
︐
三

寶
中
作
功
德
︐
亦
復
如
是
︒
初
作
功
德
時
︐
其
事
雖
º
︐
冥
益
已

深
︐
然
然
方
�
引﹅

入﹅

佛
�﹅

︐
究
悦
𣵀
槃
︐
其
福
乃
盡
﹂
(大
正
三

八
・
三
五

九
下
)
︒

[參
考
﹈
失
譯
﹃
 
尼
母
經
﹄
卷
六
﹁
外
�
自
言
﹁
我
法
眞
正
﹂︒

佛
若
不
說
法
︐
世
人
不
識
正
法
︐
皆
入﹅

z﹅

�﹅

︒
如
來
以
是
因
緣
︐

卽
集
諸
比
丘
︒
比
丘
集
已
︐
默
然
而
坐
︒
諸
檀
越
皆
來
集
已
︐
5

欲
聽
法
﹂
(大
正
二
四
・
八
三
三
上
)
︒
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(
119
)

｢
惱
令
心
亂
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
e
訶
般
若
波
羅
蜜
經
﹄
卷
四
﹁
復
J
︐

舍
利
弗
︐
菩
¡
e
訶
¡
行
禪
c
波
羅
蜜

(
S
k
t.
d
h
y
ā
n
a
p
ā
ra
m
itā
)

時
︐
應
¡
婆
若

(
sa
rv
a
jñ
a
)
心
定
心
布
施
︐
不
令﹅

心﹅

亂﹅

︒
是
名

菩
¡
e
訶
¡
行
禪
c
波
羅
蜜
時
檀
c
波
羅
蜜

(
d
ā
n
a
p
ā
ra
m
itā
)
﹂

(大
正
八
・
二
四
五
下
～
二
四
六
上
)
︒﹃
禪
祕
C
法
經
﹄

卷
上
﹁
爾

時
︐
佛
吿
£
絺
羅
難
陀
︐﹁
諦
聽
諦
聽
︐
善
思
念
之
︒
汝
於
今
日

快
問
如
來
滅
亂﹅

心﹅

«
︐
甘
露
正
法
︐
三
世
諸
佛
治
煩
惱
藥
︐
關
閉

一
切
諸
放
逸
門
︐
�
爲
人
︑
天
開
八
正
�
︒
汝
好
諦
觀
︐
莫
令﹅

心﹅

亂﹅

﹂﹂
(大
正
一
五
・
二
四
三
中
)
︒

(
120
)

｢
亂
修
戒
︑
修
定
︑
修
ì
︐
修
諸
功
德
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
大
智
度
論
﹄

卷
九
八
﹁
善
男
子
︐
我
等
於
無
�
念
法
中
�
︐
得
是
金
色
身
︐
丈

六
︑
光


︑
三
十
二
相
八
十
隨
形
好
︑
不
可
思
議
智
5
︑
無
上
戒
︑

無
上
三
昧
︑
無
上
智﹅

5﹅

︑
一
切
功﹅

德﹅

皆
悉
具
足
﹂
(大
正
二
五
・
七

三
八
上
)
︒

(
121
)

｢
舊

怨
﹂
﹁
(
諸
)

對

障
｣

[後
秦
﹈
竺
佛
念
譯
﹃
出
�

經
﹄
卷
一
〇

﹁
佛
在
舍
衞
國
Ø
樹
給
孤
獨
園
︒
爾
時
︐
世
�
無
數
大
衆
�
後
圍

繞
︐
而
爲
說
法
︒
時
D
栴
e
c
Ø
︐
在
舍
衞
城
裏
︒
時
e
c
Ø
宿﹅

舊﹅

怨﹅

深
︐
罪
識
不
除
︐
身
帶
木
杅
︐
以
衣
}
之
︐
出
舍
衞
城
︐
至

Ø
桓
精
舍
︐
遙
見
世
�
與
無
數
大
衆
而
爲
說
法
︐
歡
喜
踊
5
︐
不

能
自
"
︒
⁝
⁝
﹂
(大
正
四
・
六
六
三
下
)
︒﹇
梁
﹈
法
雲
﹃
法
華
義

記
﹄
卷
三
﹁
善
根
旣
]
︐
五
濁
僻
病
︐
則
障
一
乘
機
︒
但
障
D
三

種
︒
一
是
對﹅

障﹅

︒
二
者
旣﹅

伏﹅

障﹅

︒
三
者
隨﹅

時﹅

障﹅

︒
今
言
﹁
五
濁
障

一
乘
﹂
者
︐
詺
爲
隨
時
障
︒
只
是
隨
時
得
�
︐
而
能
爲
障
也
﹂

(大
正
三
三
・
六
〇
五
上
)
︒

(
122
)

｢但
以
一
噉
食
衆
生
因
緣
︐
能
7
離
一
切
佛
法
﹂
と
句
切
っ
た
︒
あ
る

い
は
﹁
但
以
一
噉
食
衆
生
︐
因
緣
能
7
離
一
切
佛
法
﹂
と
句
切
る

な
ら
︐
現
代
語
譯
は
﹁
た
っ
た
一
度
で
も
衆
生
を
食
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
︐
そ
の
因
緣

え
に
し

は
佛
の
正
し
い
敎
え
を
す
べ
て
7
ざ
け
﹂
と

い
う
現
代
語
譯
に
な
る
か
︒

(
123
)

｢
E
患
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
成
實
論
﹄
卷
九
﹁
問
曰
︐
不
善
業
D
何
�﹅

患﹅

︒

答
曰
︐
以
不
善
業
故
︐
u
地
獄
等
苦
︐
如
﹃
經
﹄
中
說
︐
殺
生
因

緣
︐
故
墮
地
獄
︒
若
生
人
中
︐
則
u
短
命
︐
如
是
乃
至
z
見
︒
印

以
不

善
業
因
緣
故
︐
久
u
苦
惱
︐
如
阿
 
地
獄
︐
�
無
量
歲
︐

壽
命
不
盡
︒
⁝
⁝
﹂
(
大
正
三
二
・
三
〇
六
中
～
下
)
︒
南
本
﹃
大
般

𣵀
槃
經
﹄
卷
二
﹁
此
身
多
D
無
量
�﹅

患﹅

︐
v
如
水
泡
﹂
(大
正
一

二
・
六
一
四
下
)
︒

(
124
)

｢
三
詠
等
分
｣

曇
無
讖
譯
﹃
悲
華
經
﹄
卷
五
﹁
若
D
衆
生
三﹅

詠﹅

等﹅

分﹅

︐

不
能
專
心
�
於
善
法
﹂
(大
正
三
・
一
九
九
下
)
︒
[
�
﹈
�
宣
﹁
瓜

略
淨
�
子
淨
行
法
門
﹂
(
原
本
﹇
南
齊
﹈
蕭
子
良
﹁
淨
�
子
﹂
二
十
卷
)

發
願
莊
嚴
門
第
三
十
一

(﹃
廣
弘


集
﹄
卷
二
七
)
﹁
衆
惡
�
趣
︐
皆

緣
5
地
貪﹅

︑
瞋﹅

︑
癡﹅

也
︒
自
�
�
他
︐
勿
�
於
此
︒
故
﹃
經
﹄

號
爲
根﹅

本﹅

三﹅

詠﹅

︐
能
煩
能
惱
︐
勞
擾
身
心
﹂
(大
正
五
二
・
三
二
一

上
)
︒

(
125
)

｢
相
與
｣

比
丘
・
比
丘
尼
や
出
家
者
・
在
家
者
の
區
別
な
く
︐
大
乘
佛

敎
徒
た
る
も
の
は
皆
一
緖
に
と
い
う
5
味
に
解
し
た
︒﹃
孟
子
﹄

公
孫
丑
上
�
﹁
印
D
º
子
︑
º
仲
︑
王
子
比
干
︑
箕
子
︑
膠
鬲
︐

皆
賢
人
也
︒
相﹅

與﹅

輔
相
之
︐
故
久
而
後
失
之
也
﹂︒﹇
比
-
﹈﹃
易
﹄

咸
﹁
彖
曰
︐
咸
感
也
︒
柔
上
而
剛
下
︐
二
氣
感
應
以
相﹅

與﹅

︒
止
而

說
﹂︒
�
端

(
一
九
七
九
：
二
九
二
～
三
〇
九
)
︒

(
126
)

｢
自
覺
察
﹂
﹁
善
思
方
&
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
六
﹁
云
何
爲

佛
︒
佛﹅

者
名
覺﹅

︒
旣
自﹅

覺﹅

悟﹅

︐
復
能
覺
他
︒
善
男
子
︐
譬
如
D
人

覺
知
D
«
︐
«
無
能
爲
︒
菩
¡
e
訶
¡
能
覺
一
切
無
量
煩
惱
︒
旣
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覺
了
已
︐
令
諸
煩
惱
無
�
能
爲
︐
是
故
名
佛
︒
以
是
覺
故
︐
不
生

不
老
︐
不
病
不
死
︐
是
故
名
佛﹅

﹂
(大
正
一
二
・
七
一
二
中
)
︒
[南

�
宋
﹈
求
c
跋
e
譯
﹃
菩
¡
善
戒
經
﹄
卷
八
﹁
觀
佛
功
德
a
以
智

5
無
量
福
行
︐
至
心
念
佛
�
D
功
德
︐
得
大
信
心
︒
爲
破
衆
生
苦

惱
事
故
︒
修
集
悲
心
︐
善﹅

思﹅

方﹅

�﹅

︒
爲
令
衆
生

得
解
脫
故
︐
爲

解
脫
故
︐
觀
於
對
治
︒
得
對
治
故
︒
觀
善
三
昧
﹂
(大
正
三
〇
・
一

〇
〇
四
下
)
︒

[參
考
﹈﹇
梁
﹈
未
詳
 
者
﹃
大
般
𣵀
槃
經
集
解
﹄
卷
九

(大
正
三

七
・
四
二
〇
中
)
︒﹇
隋
﹈
淨
影
寺
5
7
﹃
大
乘
義
違
﹄
卷
二
〇
末

(大
正
四
四
・
八
六
四
下
)
︒

(
127
)

｢弟
子
蕭
衍
印
復
敬
白
諸
大
德
僧
尼
︑
諸
義
學
僧
尼
︑
諸
寺
三
官
︒﹂
と

句
切
っ
た
︒﹁
諸
大
德
僧
尼
︑
諸
義
學
僧
尼
︑
諸
寺
三
官
﹂
は

﹁
敬
白
﹂
に
掛
か
る
と
解
し
た
︒

(
128
)

｢
北
山
蔣
F
︐
G
且
去
殺
｣

蔣
�
と
不
殺
生
供
物
と
の
關
係
は
未
詳
︒

[參
考
1
﹈﹇
東
晉
﹈
干
寶
﹃
搜
神
記
﹄
卷
五
﹁
蔣﹅

子﹅

�﹅

者
︐
廣
陵

人
也
︒
嗜
酒
︐
好
色
︐
挑
撻
無
度
︒
常
自
謂
︐﹁
己
骨
淸
︐
死
當

爲
神
﹂︒
漢
末
︐
爲
秣
陵
尉
︐
`
«
至
鍾
山
下
︐
«
擊
傷
額
︐
因

解
綬
¬
之
︐
D
頃
ô
死
︒
a
吳
先
)
之
初
︐
其
故
�
見
�
于
�
︐

乘
白
馬
︐
執
白
羽
︐
侍
從
如
_
生
︒
見
者
驚
走
︒
�
c
之
︐
謂
曰
︐

﹁
我
當
爲
此
土
地
神
︐
以
福
爾
下
民
︒
爾
可
宣
吿
百
姓
︐
爲
我
立

祠
︒
不
爾
︐
將
D
大
咎
﹂︒
是
歲
夏
︐
大
疫
︐
百
姓
竊
相
恐
動
︐

頗
D
竊
祠
之
者
矣
︒
�
印
下
巫
祝
︐﹁
吾
將
大
�
祐
孫
氏
︐
宜
爲

我
立
祠﹅

︒
不
爾
︐
將
b
蟲
入
人
耳
爲
災
﹂︒
俄
而
小
蟲
如
塵
虻
︐

入
耳
︐
皆
死
︐
醫
不
能
治
︒
百
姓
�
恐
︒
孫
)
未
之
信
也
︒
印
下

巫
祝
︐﹁
吾
不
祀
我
︐
將
印
以
大
火
爲
災
﹂︒
是
歲
︐
火
災
大
發
︐

一
日
數
十
處
︒
火
a
公
宮
︒
議
者
以
爲
鬼
D
�
歸
︐
乃
不
爲
厲
︐

宜
D
以
撫
之
︒
於
是
b
b
者
封
子﹅

�﹅

爲
中
都
侯
︐
J
弟
子
緖
爲
長

水
校
尉
︐
皆
加
印
綬
︒
爲
立
4
堂
︒
轉
號
鍾﹅

山﹅

爲
蔣﹅

山﹅

︐
今
円
康

東
北
蔣﹅

山﹅

是
也
︒
自
是
災
厲
止
息
︐
百
姓
ô
大
事
之
﹂︒

[參
考
2
﹈﹇
南
齊
﹈
沈
�
﹃
宋
書
﹄
禮
志
﹁
宋
武
�
永
初
二
年

(四
二
一
)
︐
�﹅

禁﹅

淫﹅

祀﹅

︒
由
是
蔣﹅

子﹅

�﹅

祠﹅

以
下
︐
�
皆
衛
絕
︒
孝

武
孝
円

(四
五
四
～
四
五
六
)
初
︐
?
修
µ
蔣﹅

山﹅

祠﹅

︐
�
在
山
川
︐

漸
皆
修
復
︒


�
立
九
州
4
於
雞
籠
山
︐
大
聚
羣
神
︒
蔣
侯
宋
代

稍
加
�
︐
位
至
相
國
︑
大
都
督
︑
中
外
諸
軍
事
︐
加
殊
禮
︐
鍾
山

王
︒
蘇
侯
驃
騎
大
將
軍
︒
四
方
諸
神
︐
咸
加
�
秩
﹂︒

[參
考
3
﹈﹇
梁
﹈
蕭
子
顯
﹃
南
齊
書
﹄
東
昏
侯
紀
︐
永
元
三
年

(五
〇
一
)
﹁
a
義
師
µ
︐
江
︑
郢
二
鎭
已
影
︐
�
ö
騁
如
舊
︐
謂

茹
法
珍
曰
︐﹁
須
來
至
白
門
�
︐
當
一
決
﹂︒
義
師
至
�
郊
︐
乃
聚

兵
爲
固
守
之
計
︒
召
王
侯
�
貴
分
置
尙
書
都
座
a
殿
省
︒
印
信﹅

鬼﹅

神﹅

︐
崔
5
景
事
時
︐
拜
蔣
子
�
神
爲
假
黃
鉞
︑
b
持
節
︑
相
國
︑

太
宰
︑
大
將
軍
︑
錄
尙
書
︑
揚
州
牧
︑
鍾
山
王
︒
至
是
印
�
爲
皇

�
︒
Ú
神
宴
a
諸﹅

4﹅

雜﹅

神﹅

皆
入
後
堂
︐
b
�
親
巫
朱
光
尙
禱﹅

祀﹅

祈

福
︒
以
冠
軍
將
軍
王
珍
國
領
三
萬
人
據
大
桁
︐
莫
D
¬
志
︐
â
左

右
直
長
閹
竪
王
寶
孫
督
戰
︐
呼
爲
﹁
王
長
子
﹂︒
寶
孫
切
罵
諸
將

帥
︐
直
閤
將
軍
席
豪
發
延
突
陣
死
︐
豪
︐
驍
將
︐
既
獘
︐
眾
軍
於

是
土
�
︐
軍
人
從
朱
雀
觀
上
自
投
a
赴
淮
死
者
無
數
︒
於
是
閉
城

自
守
︐
城
內
軍
事
委
王
珍
國
︒
兖
州
刺
�
張
稷
入
衞
京
師
︐
以
稷

爲
副
︐
實
甲
v
七
萬
人
︒

[參
考
4
﹈﹇
�
﹈
�
世
﹃
法
苑
珠
林
﹄
卷
六
二
﹁
漢
蔣
子
�
者
︐

廣
陵
人
︒
嗜
酒
︐
好
色
︐
跳
踉
︐
常
自
謂
﹁
靑
骨
︐
死
當
爲
神
﹂︒

漢
末
爲
秣
陵
尉
︐
`
«
至
鍾
山
下
︒
«
擊
傷
額
︐
曰
解
綬
¬
之
︐

D
頃
ô
死
︒
a
吳
先
生
之
初
︐
其
故
�
見
�
於
�
頭
︐
乘
白
馬
︐
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執
白
羽
︐
侍
從
如
_
生
︒
見
者
驚
走
︐
�
c
之
謂
曰
︐﹁
我
當
爲

此
土
神
︒
以
福
爾
下
民
耳
︒
宣
吿
百
姓
︐
爲
我
立
祠
︒
不
爾
︐
將

D
大
咎
﹂︒
是
歲
夏
大
疫
︐
百
姓
輒
恐
動
︒
頗
D
竊
伺
之
者
矣
︒

�﹅

印﹅

�﹅

孫﹅

氏﹅

︐﹁
官
宜
爲
吾
立
祠
︒
不
爾
︐
將
b
蟲
入
耳
爲
災
﹂︒

俄
D
小
蟲
如
麁
虻
入
耳
︐
皆
死
︒
醫
不
能
治
︐
百
姓
逾
恐
︒
孫
)

未
之
信
也
︒
印
下
巫
呪
︐﹁
若
不
祀
我
︐
將
印
以
火
�
爲
災
﹂︒
是

歲
火
災
大
發
︐
一
日
數
十
處
︒
火
a
公
宮
︐
縣﹅

)﹅

患﹅

之﹅

︒
議
者
以

爲
︐
鬼
D
�
歸
︐
乃
不
爲
沴﹅

︒
宜
D
以
禁
之
︒
於
是
b
者
封
子
�

爲
中
都
侯
︐
J
弟
子
緖
爲
長
水
校
尉
︐
皆
加
印
綬
︐
爲
立
4
堂
︒

轉
號
鍾
山
︐
以
表
其
靈
︒
今
円
康
東
北
蔣
山
是
也
︒
自
是
災
沴
止

息
︐
百
姓
ô
大
事
之
︿
右
此
一
驗
出
﹃
搜
神
記
﹄﹀﹂
(大
正
五
三
・

七
五
六
上
)
︒

(
129
)

｢
不
得
敎
想
｣

[南
�
宋
﹈
求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
經
﹄

卷
四
﹁
飮
食
生
放
逸
︐
放
逸
生
諸
覺
︐
從
覺
生
貪
欲
︐
是
故
不
應

食
︒
由
食
生
貪
欲
︐
貪
令
心
õ
醉
︐
õ
醉
長
愛
欲
︐
生
死
不
解
脫
︒

爲
利
殺
衆
生
︐
以
財
網
諸
肉
︐
二
俱
是
惡
業
︐
死
墮
叫
呼
獄
︒
若

無
敎﹅

想﹅

求
︐
則
無
三
淨
肉
︐
彼
非
無
因
D
︐
是
故
不
應
食
﹂
(大
正

一
六
・
五
一
四
上
)
︒

(
130
)

｢
d
祝
｣

[
�
﹈
�
世
﹃
法
苑
珠
林
﹄
卷
六
七
﹁
魏
劉
赤
斧
者
︐
夢
蔣

侯
召
爲
)
�
日
促
︐
乃
½
4
陳
»
︒
母
老
子
]
︐
�
事
果
切
︐
乞

夢
放
恕
︒
會
稽
魏
邊
多
才
藝
善
事
神
︐
»
與
邊
自
代
︐
因
叩
頭
液

血
︐
4﹅

祝﹅

曰
︐
特
願
相
屈
︒
魏
邊
何
人
而
擬
斯
擧
︒
赤
斧
因
»
(

不
許
︒
i
而
赤
斧
死
︿
右
此
一
驗
︐
出
﹃
志
怪
傳
﹄﹀﹂
(大
正
五

三
・
七
九
八
中
)
︒

(
132
)

｢
祈
報
｣

『禮
記
﹄
郊
特
牲
﹁
祭
D
祈﹅

焉
︐
D
報﹅

焉
﹂︒
¨
玄
�
﹁
祈﹅

︐

v
求
也
︒
謂
祈
福
祥
︑
求
永
貞
也
︐
謂
若
穫
禾
報
社
﹂︒

(
133
)

｢
薦
生
類
｣

『南
�
﹄
梁
武
�
本
紀
上
﹁︹
天
監
十
六
年

=

五
一
七
︺
三

�
丙
子
︐
敕
太
醫
不
得
以
生﹅

類﹅

爲
藥
︒
公
家
織
官
 
錦
�
︐
竝
斷

仙
人
鳥
獸
之
形
︐
以
爲
褻
衣
︐
裁
翦
D
乖
仁
恕
︒
於
是
祈
吿
天
地

宗
4
︐
以
去﹅

殺﹅

之
理
︐
欲
被
之
含
識
︒
郊﹅

4﹅

牲﹅

牷﹅

︐
皆﹅

代﹅

以﹅

麪﹅

︐

其
山
川
諸
祀
則
否
︒
時
以
宗
4
去
牲
︐
則
爲
不
復
血﹅

食﹅

︐
雖
公
卿

衣
議
︐
�
野
喧
囂
︐
悦
不
從
︒
冬
十
�
︐
宗﹅

4﹅

薦﹅

羞﹅

︐
始﹅

用﹅

蔬﹅

果﹅

﹂︒﹃
梁
書
﹄
武
�
本
紀
﹁︹
天
監
十
六
年
︺
夏
四
�
甲
子
︐
初

去﹅

宗﹅

﹅

4﹅

﹅

牲﹅

︒
⁝
⁝
︒
冬
十
�
︐
去﹅

宗﹅

﹅

4﹅

薦﹅

﹅

脩﹅

︐
始﹅

用﹅

蔬﹅

果﹅

﹂︒

(
134
)

｢
蔬
供
｣

直
�
�
﹁
蔬
果
﹂
參
照
︒

(
135
)

｢
$
行
｣

｢
+
﹂
字
に
つ
い
て
は
�
�

(
115
)
參
照
︒

(
136
)

｢
K
食
僧
｣

[梁
﹈
5
皎
﹃
高
僧
傳
﹄
卷
一
三
︑
法
願
傳
﹁
時
沙
門
僧

Ý
獨
步
江
西
︐
謂
願
濫
匡
其
士
︐
頗
D
不
_
之
色
︒
ô
致
聞
孝
武
︐

卽
敕
願
³
都
︒
�
問
願
︐﹁
何
詐
¼﹅

食﹅

﹂︒
願
答
︐﹁
¼
食
已
來
︐

十
餘
年
﹂︒
�
敕
直
閤
沈
攸
之
︐
强
C
以
肉
︒
ô
折
�
兩
齒
︐
不

迴
其
操
︒
�
大
怒
︐
敕
罷
�
︐
作
廣
武
將
軍
︐
直
華
林
佛
殿
︒
願

雖
形
同
俗
人
︐
而
栖
心
禪
戒
︐
未
嘗
虧
節
﹂
(大
正
五
〇
・
四
一
七

上
)
︒

(
137
)

｢
正
以
幽
靈
悉
能
鑒
見
｣

[南
�
宋
﹈
謝
惠
連
﹃
祭
古
冢
�
﹄﹁
酒
以
兩

壺
︐
牲
以
特
豚
︐
幽﹅

靈﹅

髣
彿
︐
歆
我
犧
樽
﹂︒

(
138
)

｢
鮫
賤
佛
法
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂﹁
在
家
人
雖
復
飮
酒
噉
肉
︐
無
D
譏
�
︒

出
家
人
若
飮
酒
噉
肉
︐
b
人
輕
賤﹅

佛﹅

法﹅

︒
此
是
四
不
a
居
家
人
﹂

(大
正
五
二
・
二
九
五
中
)
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
﹁
是
諸
王

等
安﹅

�﹅

正﹅

法﹅

︐
惡﹅

賤﹅

z﹅

法﹅

︒
敬
重
大
乘
深
樂
大
乘
︒
憐
愍
衆
生
︐

等
如
一
子
﹂
(
大
正
一
二
・
六
〇
七
中
)
︒

(
139
)

｢
怪
L
弟
子
｣

｢
周
天
元
立
D
上
事
者
對
衞
元
嵩
�
僧
王


廣
﹂
(﹃
廣
弘



集
﹄
卷
一
〇
)
﹁
大
象
元
年

(五
七
九
)
二
�
二
十
七
日
︐
王
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廣
答
衞
元
嵩
上
﹃
破
佛
法
事
﹄︒
鄴
城
故
趙
武
�
白
馬
寺
佛
圖
澄

孫
弟
子
王


廣
︐
º
惶
º
恐
死
罪
︐
上
書
廣
言
︒
爲
益
州
野
安
寺

僞
�
人
衞
元
嵩
︐
旣
峯
辯
天
逸
︐
抑
是
�
非
︐
»
廢
佛
圖
︐
滅
壞

僧
法
︒
此
乃
.
辭
惑
上
︐
先
至
難


︐
大
國
信
之
︐
諫
言
不
#
︒

�
天
私
論
︐
兆
庶
怪﹅

¾﹅

︐
º
哉
︐
不
�
莫
�
斯
甚
︒
⁝
⁝
﹂
(大
正

五
二
・
一
五
七
上
)
︒

(
140
)

｢
假
名
僧
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
卷
﹄
第
六
﹁
復
J
︐
善
男
子
︐
譬
如

城
市
D
賣
藥
人
︐
D
妙
甘
藥
出
於
$
山
︒
亦
復
多
賣
其
餘
雜
藥
︐

味
甘
相
似
︒
時
D
諸
人
咸
皆
欲
買
︐
而
不
識
別
︒
至
賣
藥
�
問

言
︐﹁
汝
D
$
山
藥
不
﹂︒
其
賣
藥
人
卽
答
言
︐﹁
D
﹂︒
是
人
欺
詐

以
餘
雜
藥
︐
語
買
者
言
︐﹁
此
是
$
山
甘
好
妙
藥
﹂︒
時
買
藥
者
以

肉
眼
故
︐
不
能
善
別
︒
卽
買
持
歸
︐
�
作
是
念
︐﹁
我
今
已
得
$

山
甘
藥
﹂︒
£
葉
︐
若
聲
聞
僧
中
︐
D
假﹅

名﹅

僧﹅

︐
D
眞
實
僧
︐
D

和
合
僧
︐
若
持
戒
︐
若
破
戒
︐
於
是
眾
中
等
應
供
養
︐
恭
敬
︐
禮

拜
︒
是
優
婆
塞
以
肉
眼
故
不
能
分
別
︒
譬
如
彼
人
︐
不
能
分
別
$

山
甘
藥
︒
誰
是
持
戒
︐
誰
是
破
戒
︒
誰
是
眞
僧
︐
誰
是
假﹅

僧﹅

︒
D

天
眼
者
乃
能
分
別
︒
£
葉
︐
若
優
婆
塞
知
是
比
丘
是
破
戒
人
︐
不

應
給
施
禮
拜
供
養
︒
若
知
是
人
u
畜
八
法
︒
亦
復
不
應
給
施
�
須

禮
拜
供
養
︒
若
於
僧
中
D
破
戒
者
︐
不
應
以
被
袈
裟
因
緣
恭
敬
禮

拜
﹂
(大
正
一
二
・
六
四
二
下
)
︒

(
141
)

｢
治
問
｣

[參
考
﹈
智
顗
說
︑
灌
頂
記
﹃
菩
¡
戒
義
駅
﹄
卷
下
﹁
第
四

十
八
破
法
戒
︒
內
眾
D
�
︐
依
內
法
治﹅

問﹅

︐
乃
向
白
衣
外
人
說
罪
︐

令
彼﹅

王﹅

法﹅

治﹅

罰﹅

鄙
辱
淸
æ
︐
故
名
破
法
︒
乖
護
法
之
心
故
制
︒
出

家
五
眾
同
犯
大
小
乘
俱
制
﹂
(大
正
四
〇
・
五
七
九
下
)
︒

(
142
)

｢
外
司
｣

｢爲
寺
家
自
相
糺
擧
﹂
と
の
對
句
か
ら
︐
世
俗
の
役
人
と
解

し
た
︒
求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
�
去
現
在
因
果
經
﹄
卷
二
﹁
諸
臣
答
言
︐

�
u
王
敕
︐
嚴
命
外﹅

司﹅

︐
勿
b
D
諸
臭
穢
老
病
在
於
�
側
︒
互
相

檢
}
︐
無
敢
懈
怠
︒
不
知
何
緣
忽
D
病
人
︒
非
是
我
等
之
罪
咎

也
﹂
(大
正
三
・
六
三
〇
中
)
︒

(
143
)

｢
聽
察
�
得
｣

『長
阿
含
經
﹄
卷
六
﹁
時
國
人
民
轉
至
貧
困
︐
ô
相
þ

奪
盜
«
滋
甚
︐
伺﹅

察﹅

�﹅

得﹅

︐
將
詣
王
�
白
言
︐﹁
此
人
爲
«
︒
願

王
治
之
﹂︒
王
卽
問
言
︐﹁
汝
實
爲
«
耶
﹂︒
答
曰
︐﹁
實
爾
︒
我
貧

窮
�
¡
︐
不
能
自
存
︒
故
爲
«
耳
﹂︒
時
王
︐
卽
出
庫
物
以
供
給

之
︐
而
吿
之
曰
︐﹁
汝
以
此
物
供
養
父
母
幷
恤
親
族
︐
自
今
已
後

勿
復
爲
«
﹂︒
餘
人
轉
聞
D
作
«
者
︐
王
給
財
寶
︒
於
是
復
行
劫

盜
他
物
︐
復
爲
伺﹅

察﹅

�﹅

得﹅

︐
將
詣
王
�
白
言
︐﹁
此
人
爲
«
︒
願

王
治
之
﹂︒
王
復
問
言
︒﹁
汝
實
爲
«
耶
﹂︒
答
曰
︐﹁
實
爾
︒
我
貧

窮
�
¡
不
能
自
存
故
爲
«
耳
﹂﹂
(
大
正
一
・
四
〇
中
)
︒

(
144
)

｢
糺
擧
｣

『別
譯
雜
阿
含
經
﹄
卷
八
﹁
D
罪
人
言
︐﹁
汝
於
今
者
︐
犯
如

是
罪
︐
時
D
罪
人
﹂︒
復
語
彼
言
︐﹁
汝
今
自
犯
如
是
之
罪
︒
若
懺

悔
者
︐
然
後
乃
可
糺﹅

擧﹅

我
罪
﹂﹂
(
大
正
二
・
四
三
〇
上
)
︒

(
145
)

｢
依
﹃
𣵀
槃
經
﹄
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
﹁
善
修
戒
行
威
儀
具

足
︐
摧
伏
衣
學
壞
正
法
者
︒
常
相
謂
言
︐
ù我
等
當
以
金
銀
倉
庫
︐

爲
令
甘
露
無
盡
正
法
深
奧
之
藏
久
�
於
世
︒
願
令
我
等
常
得
修
學
︒

若
D
誹
謗
佛
正
法
者
︐
當
斷
其
舌
ú︒
復
作
是
願
︐
ù若﹅

D﹅

出﹅

家﹅

衛﹅

禁﹅

戒﹅

者﹅

︐
我﹅

當﹅

罷﹅

令﹅

³﹅

俗﹅

策﹅

b﹅

︒
D
能
深
樂
護
持
正
法
︐
我
當
敬

重
如
事
父
母
︒
若
D
眾
僧
能
修
正
法
︐
我
當
隨
喜
令
得
勢
力
ú︒

常
欲
樂
聞
大
乘
經
典
︐
聞
已
亦
能
爲
人
廣
說
︒
皆
悉
成
就
如
是
功

德
︒
其
名
曰
淨
無
垢
藏
離
車
子
︐
淨
不
放
逸
離
車
子
︐
恒
水
無
垢

淨
德
離
車
子
﹂
(
大
正
一
二
・
六
〇
七
上
)
︒
同
卷
七
﹁
若
D
說
言
佛

在
舍
衞
Ø
陀
精
舍
c
梨
樓
鬼
�
�
之
處
︒
爾
時
︐
如
來
因
婆
羅
門

字
羖
羝
德
a
波
斯
>
王
︐
說
言
︐
ù比
丘
不
應
u
畜
金
︐
銀
︐
瑛
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璃
︐
頗
梨
︐
眞
珠
︐
車
皿
︐
馬
瑙
︐
珊
瑚
︐
虎
珀
︐
珂
貝
︐
璧
玉
︐

奴
婢
︐
僕
b
︐
越
男
︐
越
女
︐
牛
︐
羊
︐
象
︐
馬
︐
驢
︐
騾
︐
鷄
︐

猪
︐
猫
︐
狗
等
獸
︐
銅
︐
鐵
︐
釜
︐
鍑
︐
大
小
銅
盤
︐
種
種
雜
色

床
b
臥
具
︒
x
生
�
須
︐
�
謂
屋
宅
︐
%
田
種
ñ
︐
販
賣
市
易
︐

自
手
作
食
︐
自
�
︐
自
舂
︒
治
身
呪
ó
︐
©
鷹
方
法
︐
仰
觀
星
宿
︐

推
步
盈
虛
︐
占
相
男
女
︐
解
夢
吉
凶
︒
是
男
是
女
非
男
非
女
︐
六

十
四
能
︐
復
D
十
八
惑
人
呪
ó
︐
種
種
工
巧
︒
或
說
世
閒
無
量
俗

事
︐
散
香
︐
末
香
︐
塗
香
︐
薰
香
︐
種
種
花
鬘
︐
治
髮
方
ó
︒
姦

僞
諂
曲
︐
貪
利
無
厭
︐
愛
樂
憒
閙
︐
戲
笑
談
說
︒
貪
嗜
魚
肉
︐
和

合
詠
藥
︐
治
壓
香
油
︐
捉
持
寶
蓋
a
以
革
屣
︐
�
&
︐
箱
篋
︐
種

種
畫
宴
︒
積
聚
穀
︐
米
︐
大
小
麥
︐
豆
a
諸
菓
蓏
︒
親
�
國
王
︐

王
子
︐
大
臣
a
諸
女
人
︐
高
聲
大
笑
︐
或
復
默
然
︒
於
諸
法
中
多

生
疑
惑
︐
多
語
妄
說
長
︐
短
︐
好
︐
醜
︐
或
善
︐
不
善
︒
好
著
好

衣
︐
如
是
種
種
不
淨
之
物
︐
於
施
)
�
躬
自
讚
歎
︒
出
入
ö
行
不

淨
之
處
︐
�
謂
沽
酒
︐
婬
女
︐
�
奕
︒
如
是
之
人
我
今
不
聽
在
比

丘
中
︐
應
當
休
�
³
俗
役
b
︐
譬
如
莠
稗
悉
滅
無
餘
ú︒
當
知
是

等
經
律
�
制
︐
悉
是
如
來
之
�
說
也
︒
若
D
隨
順
+
�
說
者
︐
是

+
眷
屬
︒
若
D
隨
順
佛
�
說
者
︐
卽
是
菩
¡
﹂
(大
正
一
二
・
六
四

四
中
)
︒

(
146
)

｢
策
M
｣

『百
喩
經
﹄
卷
四
﹁
昔
D
國
王
設
於
敎
法
︐﹁
諸
D
婆
羅
門
等
︐

在
我
國
內
︐
制
抑
︐
洗
淨
不
洗
淨
者
﹂︒
驅
令
策﹅

b﹅

種
種
苦
役
︒

D
婆
羅
門
︐
空
捉
澡
灌
︐
詐
言
︐﹁
洗
淨
人
︐
爲
其
著
水
︐
卽
�

瀉
棄
﹂︒
�
作
是
言
︐﹁
我
︐
不
洗
淨
︐
王
自
洗
之
︒
爲
王
5
故
︐

用
~
王
役
﹂︒
妄
言
洗
淨
︐
實
不
洗
之
︒
出
家
凡
夫
︐
亦
復
如
是
︒

剃
頭
染
衣
︐
內
實
衛
禁
︒
詐
現
持
戒
︐
¾
求
利
養
︒
復
~
王
役
︐

外
似
沙
門
︐
內
實
虛
欺
︒
如
捉
空
瓶
︐
但
D
外
相
﹂
(大
正
四
・
五

五
四
下
)
︒

(
147
)

｢
其
餘
小
僧
故
自
妄
言
｣

未
詳
︒

(
148
)

｢
金
剛
密
迹
⁝
如
是
一
切
菩
ã
龍
王
｣

列
記
さ
れ
る
諸
善
神
の
う
ち
孔

雀
王
・
封
頭
王
・
一
切
持
咒
神
王
・
六
方
大
護
都
b
安
國
・
五
方

龍
王
・
伊
c
滿
龍
王
を
除
け
ば
︐
他
は
曇
無
讖
譯
﹃
金
光


經
﹄

鬼
神
品
に
名
が
見
え
る
︒

(
149
)

｢
孔
雀
王
｣

『藥
師
如
來
觀
行
儀
軌
法
﹄﹁
大
慈
菩
¡
五
部


王
︐
金
輪

如
5
王
二
十
八
部
︐
密
跡
金
剛
藏
王
︐
不
E
慈
悲
證


弟
子
︐
聲

聞
獨
覺
四
果
羅
漢
︐
四
天
大
王
︐
三
十
六
國
持
呪
大
師
子
王
︐
e

尼
孔﹅

雀﹅

王﹅

︐
£
毘
羅
︐
金
毘
羅
王
︐
持﹅

呪﹅

安﹅

國﹅

王﹅

︐
�
心
王
︐
e

醯
首
羅
王
︐
天
布
單
c
王
︐
二
十
八
部
鬼
神
大
將
︐
阿
吒
婆
俱
護

法
神
王
︐
須
彌
峰
頂
大
將
軍
︐
管
領
五
嶽
神
將
飛
輪
走
釼
︒
影
此

�
場
︐
u
弟
子
香
'
供
養
»
﹂
(
大
正
一
九
・
二
八
下
)
︒

(
150
)

｢
封
頭
王
｣

未
詳
︒

(
151
)

｢
五
方
龍
王
｣

『
慈
悲
�
場
懺
法
﹄
卷
八
﹁
今
日
�
場
同
業
大
眾
︐
重

復
至
º
五
體
投
地
︐
奉
爲
十
方
盡
虛
空
界
一
切
不
可
思
議
龍
王
︐

妙
æ
龍
王
︐
頭
æ
提
龍
王
︐
五﹅

方﹅

龍﹅

王﹅

︐
天
龍
王
︐
地
龍
王
︐
山

龍
王
︐
海
龍
王
︐
日
宮
龍
王
︐
�
宮
龍
王
︐
星
宮
龍
王
︐
歲
時
龍

王
︐
靑
海
龍
王
︐
護
形
命
龍
王
︐
護
眾
生
龍
王
︐
乃
至
十
方
若
內

若
外
︐
若
�
若
7
︐
東
西
南
北
四
維
上
下
︐
±
空
法
界
︐
D
大
神

足
力
︐
D
大
威
德
力
︐
如
是
一
切
龍
王
一
切
龍
神
︐
各
a
眷
屬
︐

歸
命
敬
禮
一
切
世
閒
大
慈
悲
父
﹂
(
大
正
四
五
・
九
五
四
下
)
︒

(
152
)

｢
伊
}
滿
龍
王
｣

未
詳
︒
伊
c
滿
は
伊
c
鉢
c
と
同
じ
く
エ
ー
ラ
ー
パ

タ

E
rā
p
a
th
a
と
い
う
龍
王
の
こ
と
か
︒

(
153
)

｢
八
部
神
王
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
妙
法
蓮
華
經
﹄
卷
二
﹁
爾
時
︐
四
部
眾
︒

比
丘
︐
比
丘
尼
︐
優
婆
塞
︐
優
婆
夷
︒
天
︐
龍
︐
夜
叉
︐
乾
闥
婆
︐
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阿
修
羅
︐
£
樓
羅
︐
緊
c
羅
︐
e
睺
羅
伽
等
大
眾
︒
見
舍
利
弗
於

佛
�
︐
u
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
記
︐
心
大
歡
喜
踊
5
無
量
﹂

(大
正
九
・
一
二
上
)
︒

(
154
)

｢
昌
言
｣

江
南
系
版
本
は
﹁
唱
言
﹂
に
作
る
︒
こ
こ
で
は
梁
武
�
が

﹁
無
瑕
者
﹂
︐﹁
自
淨
者
﹂
で
は
な
い
自
分
の
發
言
に
對
し
て
僧
尼

か
ら
の
不
滿
を
豫
測
し
た
と
い
う
�
§
か
ら
︐﹁
唱
え
る
﹂
で
は

な
く
﹁
立
/
な
こ
と
を
言
う
﹂
と
解
し
た
︒﹃
續
高
僧
傳
﹄
卷
二

〇
﹁
屢
)
禎
瑞
具
敍
行
圖
︒
著
淨
土
論
兩
卷
︒
瓜
談
龍
樹
天
親
︐

邇
a
僧
鸞
5
7
︐
竝
�
崇
淨
土


示
昌﹅

言﹅

︒
�
旨
該
C
詳
諸
æ

範
﹂
(大
正
五
〇
・
五
九
四
上
)
︒

(
155
)

｢
刳
心
擲
地
︐
以
示
僧
尼
︐
正
數
片
肉
｣

｢正
﹂
字
を
高
麗
初
彫
本
と

再
雕
本
は
﹁
與
﹂
に
作
り
︐
江
南
諸
版
本
は
﹁
丐
﹂
に
作
り
︐
金

藏
は
缺
字
︒
梁
武
�
が
素
材
に
し
た
と
思
わ
れ
る
﹃
杜
氏
怨
書
﹄

で
は
﹁
b
人
刳
心
著
地
︐
正
與
數
斤
肉
相
似
﹂
で
あ
り
︐﹁
正
﹂

﹁
與
﹂
の
兩
字
が
あ
る
︒﹁
人
を
し
て
心
を
刳
り
地
に
著
せ
し
め
る

こ
と
︐
正
に
數
斤
の
肉
と
相
ひ
似
る
﹂
と
讀
む
か
︒

｢斷
酒
肉
�
﹂
で
は
﹁
相
似
﹂
が
記
さ
れ
な
い
こ
と
で
﹁
與
﹂
字

が
係
る
先
も
な
く
な
る
も
の
と
解
し
た
︒
こ
こ
で
の
�
5
は
﹁
以

て
僧
尼
に
正
に
數
片
の
肉
︹
と
な
っ
た
狀
態
︺
を
示
す
﹂
こ
と
で
︐

自
ら
の
本
心
を


か
す
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
︐﹁
與
﹂
は
省

略
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
し
︐
諸
版
に
な
い
﹁
正
﹂
字
を
G
用
し

た
︒『魏

志
﹄
卷
一
六
︑
杜
畿
傳
︑
裴
松
之
�
﹁﹃
杜
氏
怨
書
﹄
曰
︐

喜
欲
恕
折
節
謝
己
︐
諷
司
馬
宋
權
示
之
以
º
5
︒
恕
答
權
書
曰
︐

﹁
況
示
委
曲
︒
夫
法
天
下
事
︐
以
善
5
相
待
︐
無
不
致
快
也
︒
以

不
善
5
相
待
︐
無
不
致
�
隙
也
︒
而
議
者
言
︐
凡
人
天
性
皆
不
善
︐

不
當
待
以
善
5
︐
?
墮
其
©
中
︒
僕
得
此
輩
︐
�
欲
歸
蹈
滄
海
乘

桴
耳
︐
不
能
自
諧
在
其
閒
也
︒
然
以
年
五
十
二
︐
不
見
廢
棄
︐
頗

亦
¥


d
君
子
亮
其
本
心
︒
若
不
見
亮
︐
b
人
刳﹅

心﹅

著﹅

地﹅

︐
正﹅

與﹅

數﹅

斤﹅

肉﹅

相
似
︐
何
足
D
�


︐
故
(
不
自
解
說
︒
;
征
北
功
名
宿

著
︐
在
僕
�
甚
多
︐
D
人
出
征
北
乎
︒
若
令
下
官
事
無
大
小
︐
咨

而
後
行
︐
則
非
上
司
彈
繩
之
5
︒
若
咨
而
不
從
︐
印
非
上
下
相
順

之
宜
︒
故
推
一
心
︐
任
一
5
︐
直
而
行
之
耳
︒
殺
胡
之
事
︐
天
下

謂
之
是
z
︐
是
僕
諧
也
︒
呼
爲
非
z
︐
僕
自
u
之
︐
無
�
怨
咎
︒

;
征
北


之
亦
善
︐
不


之
亦
善
︐
諸
君
子
自
共
爲
其
心
耳
︐
不

在
僕
言
也
﹂︒
喜
於
是
ô
深
�
云
恕
﹂︒
梁
武
�
﹁
淨
業
賦
︿
幷

序
﹀﹂
(﹃
廣
弘


集
﹄
卷
二
九
)
﹁
,
布
衣
之
時
︐
唯
知
禮
義
︐
不
知

信
向
︒
烹
宰
眾
生
︐
以
接
賓
客
︒
隨
物
肉
食
︐
不
識
¼
味
︒
a
至

南
面
︐
富
D
天
下
︒
7
方
珍
羞
︐
貢
獻
相
繼
︒
海
內
衣
食
︐
莫
不

必
至
︒
方
丈
滿
�
︐
百
味
盈
俎
︒
乃
方
食
輟
︐
筯
對
案
液
泣
︒
恨

不
得
以
a
溫
淸
︐
�
夕
供
養
︒
何
心
獨
︐
甘
此
膳
︒
因
爾
︐
蔬
食

不
噉
魚
肉
︒
雖
自
內
行
︐
不
b
外
知
︒
至
於
禮
宴
群
臣
︐
肴
膳
按

常
︒
¼
食
未
|
體
�
黃
羸
︒
�
中
斑
斑
始
D
知
者
︒
謝
朏
︐
孔
彥

穎
等
︐
屢
勸
解
素
︒
乃
是
忠
至
︐
未
逹
,
心
︒
,
印
自
念
︐
D
天

下
本
非
宿
志
︒
杜﹅

恕﹅

D
云
︐﹁
刳﹅

心﹅

擲﹅

地﹅

︐
數﹅

片﹅

肉﹅

耳﹅

﹂︒
�
賴



逹
︒
君
子
︐
亮
其
本
心
︒
誰
知
我
不
貪
天
下
︒
唯
當
行
人
�
不
能

行
者
︐
令
天
下
D
以
知
我
心
﹂
(
大
正
五
二
・
三
三
六
上
)
︒

(
156
)

｢
古
人
�
言
︐
﹁
非
知
之
難
︐
其
在
行
之
﹂
｣

『
尙
書
﹄
說
命
中
﹁
王
曰

﹁
旨
哉
說
︒
乃
言
惟
�
︒
乃
不
良
于
言
︐
豫
罔
聞
于
行
﹂︒
說
拜
稽

首
曰
﹁
非﹅

知﹅

之﹅

艱﹅

︐
行﹅

之﹅

惟﹅

艱﹅

︒
王
忱
不
艱
︐
允
協
于
先
王
成
德
︐

惟
說
不
言
D
厥
咎
﹂﹂︒

『
�
朴
子
﹄
極
言
�
﹁
�
朴
子
曰
﹁
俗
民
既
不
能
生
生
︐
而
務
�

梁武�「斷酒肉�」譯�
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以
殺
生
︒
夫
D
盡
之
物
︐
不
能
給
無
已
之
/
︒
江
河
之
液
︐
不
能

盈
無
底
之
器
也
︒
凡
人
利
入
少
而
費
用
多
者
︐
v
不
供
也
︐
況
無

錙
銖
之
來
︐
而
D
千
百
之
½
乎
︒
人
無
少
長
︐
莫
不
D
疾
︐
但
輕

重
言
之
耳
︒
而
u
氣
各
D
多
少
︐
多
者
其
盡
遲
︐
少
者
其
竭
�
︒

其
知
�
者
補
而
救
之
︐
必
先
復
故
︐
然
後
方
求
量
表
之
益
︒
若
令

�
食
(
日
︐
則
肉
飛
骨
︐
Ý
引
改
朔
︐
則
羽
翮
參
差
︐
則
世
閒
無

不
信
�
之
民
也
︒
患
乎
升
勺
之
利
未
堅
︐
而
鍾
石
之
費
相
i
︐
根

柢
之
據
未
極
︐
而
冰
霜
之
詠
Ù
攻
︒
不
知
�
之
在
己
︐
而
反
云
�

之
無
益
︐
故
捐
丸
散
而
罷
吐
#
矣
︒
故
曰
非
長
生
難
也
︐
聞
�
難

也
︒
非﹅

聞﹅

�﹅

難﹅

也﹅

︐
行﹅

之﹅

難﹅

也﹅

︒
非
行
之
難
也
︐
(
之
難
也
︒
良

匠
能
與
人
規
矩
︐
不
能
b
人
必
巧
也
︒


師
能
�
人
方
書
︐
不
能

b
人
必
爲
也
︒
夫
修
�
v
如
播
穀
也
︐
成
之
v
收
積
也
︒
厥
田
雖

沃
︐
水
澤
雖
美
︐
而
爲
之
失
天
時
︐
%
鋤
印
不
至
︐
登
稼
被
壟
︐

不
穫
不
刈
︐
頃
畝
雖
多
︐
v
無
獲
也
︒
凡
夫
不
徒
不
知
益
之
爲
益

也
︐
印
不
知
損
之
爲
損
也
︐
夫
損
易
知
而
�
焉
︐
益
難
知
而
遲
焉
︐

人
尙
不
悟
其
易
︐
安
能
識
其
難
哉
︒
夫
損
之
者
如
燈
火
之
<
脂
︐

莫
之
見
也
︐
而
忽
盡
矣
︒
益
之
者
如
苗
禾
之
播
殖
︐
莫
之
覺
也
︐

而
忽
茂
矣
︒
故
治
身
養
性
︐
務
謹
其
細
︐
不
可
以
小
益
爲
不
_
而

不
修
︐
不
可
以
小
損
爲
無
傷
而
不
防
︒
凡
聚
小
�
以
就
大
︐
積
一

�
以
至
億
也
︒
若
能
愛
之
於
º
︐
成
之
於
著
︐
則
N
乎
知
�
矣
﹂﹂︒

(
157
)

｢
本
心
｣

阮
瑀
﹁
爲
曹
公
作
書
與
孫
權
﹂
(﹃
�
F
﹄
卷
四
二
)
﹁
加
劉
備

相
&
揚
︐
事
結
舋
連
︐
推
而
行
之
︐
想
暢
本﹅

心﹅

︐
不
願
於
此
也
﹂
︐

張
銑
�
﹁
暢
︐
H
也
︒
言
我
想
H
孫
權
本
心
不
願
此
事
︐
劉
備
&

揚
而
成
﹂︒

(
158
)

｢
�
場
｣

無
羅
叉

(無
叉
羅
)
譯
﹃
放
光
般
若
經
﹄
卷
一
五
﹁
菩
¡
精

�
︐
從
初
發
5
︐
至
于
�﹅

場﹅

︐
於
其
中
閒
身
口
5
行
︐
無
D
須
臾

食
息
懈
廢
︒
持
是
不
懈
之
5
︐
我
當
成
阿
耨
多
羅
三
耶
三
菩
︐
不

得
不
成
﹂
(大
正
八
・
一
〇
七
中
)
︒

(
159
)

｢
飮
酒
放
逸
｣

曇
e
耶
舍
︑
曇
e
崛
多
共
譯
﹃
舍
利
弗
阿
毘
曇
論
﹄
卷

六
﹁
云
何
飮﹅

酒﹅

放﹅

逸﹅

處
︒
若
D
飮﹅

酒﹅

放﹅

逸﹅

處
︐
若
酒
︑
醪
酒
︑
甘

蔗
酒
︑
蒲
桃
酒
︑
蜜
酒
︐
a
餘
物
酒
︐
若
飮
酒
若
愛
樂
酒
灑
身
乃

至
草
葉
一
渧
︐
彼
業
是
飮﹅

酒﹅

放﹅

逸﹅

處
︒
若
行
彼
業
者
︐
是
名
飮﹅

酒﹅

放﹅

逸﹅

人
︒
云
何
不
飮
酒
不
放
逸
是
優
婆
塞
戒
︒
若
於
彼
業
不
樂
︑

7
離
︑
不
作
︑
護
戒
不
犯
︑
斷
根
︑
E
不
善
根
︑
堪
忍
行
善
︐
名

不
飮
酒
不
放
逸
處
是
優
婆
塞
戒
﹂
(
大
正
二
八
・
五
七
四
下
)
︒

(
160
)

｢
婬
欲
｣

僞
經

(傳
竺
大
力
︑
康
孟
詳
共
譯
)
﹃
修
行
本
µ
經
﹄
卷
下

﹁
於
是
三
女
︐
嚴
莊
天
�
︐
從
五
百
玉
女
︐
到
菩
¡
�
︐
彈
琴
歌

頌
︐
婬﹅

欲﹅

之
辭
欲
亂
�
5
﹂
(
大
正
三
・
四
七
〇
下
)
︒

(
161
)

｢
欺
誑
妄
語
｣

『
�
朴
子
﹄
勤
求
﹁
每
見
此
曹
欺﹅

誑﹅

天
下
以
規
世
利
者
︐

遲
�
皆
u
殃
罰
﹂︒
僧
伽
提
婆
譯
﹃
中
阿
含
經
﹄
大
品
瞻
波
經

﹁
共
會
集
當
知
︐
惡
欲
憎
嫉
恚
︐
不
語
結
恨
慳
︐
嫉
妬
諂
欺
誑
︒

在
眾
詐
言
息
︐
屛
處
稱
沙
門
︐
陰
作
諸
惡
行
︐
惡
見
不
守
護
︒
欺﹅

誑﹅

妄﹅

語﹅

言
︐
如
是
當
知
彼
︐
½
集
不
與
會
︐
擯
棄
不
共
止
﹂
(
大
正

一
・
六
一
一
下
)
︒

(
162
)

｢
O
蜜
｣

É
・
蜜
・
蘇
・
酪
等
は
美
食
と
さ
れ
︑
律
で
は
︑
病
氣
で
は

な
い
の
に
自
ら
求
め
て
食
す
る
と
波
逸
提
に
な
る
︒
鳩
e
羅
什
譯

﹃
十
誦
比
丘
波
羅
提
木
叉
戒
本
﹄﹁
若
比
丘
︐
諸
家
中
如
是
美
食
︐

É
︑
酪
︑
生
酥
︑
熟
酥
︑
油
︑
魚
︑
肉
脯
︐
若
比
丘
無
病
︐
如
是

美
食
爲
身
索
︐
波
夜
提
﹂
(
大
正
二
三
・
四
七
五
上
)
︒

[參
考
﹈
鳩
e
羅
什
等
譯
﹃
十
誦
律
﹄
卷
三
八
﹁
佛
在
舍
衞
國
︒

諸
比
丘
入
舍
衞
城
乞
食
︐
時
檀
越
施
種
種
好
食
︐
É
︑
酪
︑
生
酥
︑

熟
酥
︑
油
︑
蜜
︑
魚
︑
肉
脯
︐
諸
比
丘
不
取
︐
將
無
是
乞
美
食
耶
︒
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是
事
白
佛
︐
佛
言
︐﹁
不
乞
而
得
應
u
﹂﹂
(大
正
二
三
・
二
七
六
中
)
︒

大
乘
の
𣵀
槃
經
で
は
︑
É
・
蜜
等
を
一
切
食
べ
て
は
い
け
な
い
と

言
う
の
は
+
說
と
さ
れ
る
︒
法
顯
譯
﹃
大
般
泥
洹
經
﹄
卷
四
﹁
É
︑

蜜
︑
綿
︑
繒
︑
珂
貝
︑
皮
革
︑
諸
穀
米
等
悉
不
�
食
︐
於
諸
草
木

作
壽
命
想
︐
慈
悲
心
故
︐
泥
洹
長
滅
︐
如
是
相
貌
︐
當
知
是
爲
+

說
經
律
﹂
(大
正
一
二
・
八
八
二
中
)
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
七

﹁
佛
先
聽
食
五
種
牛
味
a
以
油
︑
蜜
︐
憍
奢
耶
衣
︑
革
屣
等
物
︒

除
是
之
外
︐
若
D
說
言
︐﹁
聽
著
e
訶
楞
伽
︐
一
切
種
子
悉
聽
貯

畜
︐
草
木
之
屬
皆
D
壽
命
︒
佛
說
是
已
�
入
𣵀
槃
﹂︒
若
D
經
律

作
是
說
者
︐
當
知
卽
是
+
之
�
說
﹂
(大
正
一
二
・
六
四
七
上
)
︒

｢五
種
の
牛
味
﹂
と
は
É
︑
酪
︑
生
酥
︑
熟
酥
︑
醍
醐

(塚
本
�

祥
・
磯
田
熙
�
﹃
大
般
𣵀
槃
經

(南
本
)
Ⅰ
﹄
︐
大
藏
出
版
︑
二
〇
〇
八
︑

二
八
八
頁
頭
Ä
)
︒
梁
武
�
﹃
東
都
發
願
�
﹄
(敦
煌
出
土
�

獻

P
e
llio
t
c
h
io
is
二
一
八
九
號
︐
黃
・
吳
一
九
九
五
：
二
八
三
～
二
八
八
頁
)

﹁
印
願
從
今
以
去
︐
至
乎
�
場
︐
生
生
世
世
︐
不
復
瞰
食
眾
生
︐

乃
至
夢
中
不
飮
É
︑
蜜
︐
無
論
現
�
︒
若
}
若
興
︐
畢
悦
淸
淨
﹂

(
)︒

(
163
)

｢
蘇
酪
｣

酥
酪
︒﹃
華
陽
國
志
﹄
卷
四
﹁
興
古
郡
︒
円
興
三
年
置
︒
屬

縣
十
一
︐
戶
四
萬
︐
去
洛
五
千
八
百
九
十
里
︒
多
鳩
獠
濮
︐
特
D

瘴
氣
︒
自
梁
水
︑
興
古
︑
西
_
三
郡
少
穀
︒
D
桄
榔
木
︐
可
以
作

麵
︐
以
牛
酥
酪
食
之
︒
人
民
x
以
爲
糧
︐
欲
取
其
木
︐
先
當
祠

祀
﹂︒
佛
陀
耶
舍
︑
竺
佛
念
共
譯
﹃
長
阿
含
經
﹄
卷
一
七
﹁
象
首
︒

譬
如
牛
É
︐
É
變
爲
酪
︐
酪
爲
生
酥
︐
生
酥
爲
熟
酥
︐
熟
酥
爲
醍

醐
︐
醍
醐
爲
第
一
︒
象
首
︒
當
D
É
時
︐
唯
名
爲
É
︐
不
名
爲
酪
︑

酥
︑
醍
醐
︐
如
是
展
轉
︐
至
醍
醐
時
︐
唯
名
醍
醐
︐
不
名
爲
É
︐

不
名
酪
︑
酥
﹂
(大
正
一
・
一
一
二
中
)
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷

七
﹁
善
男
子
︐
É
時
無
酪
︐
亦
無
生
酥
︑
熟
酥
︑
醍
醐
︐
一
切
眾

生
亦
謂
是
É
︒
是
故
︐
我
言
É
中
無
酪
︒
如
其
D
者
︐
何
故
不
得

二
種
名
字
︐
如
人
二
能
︐
言
金
鐵
師
︒
酪
時
無
É
︑
生
酥
︑
熟
酥

a
以
醍
醐
︐
眾
生
亦
謂
是
酪
非
É
︐
非
生
︑
熟
酥
a
以
醍
醐
︒
乃

至
醍
醐
亦
復
如
是
︒
善
男
子
︐
因
D
二
種
︒
一
者
︐
正
因
︐
二
者
︐

緣
因
︒
正
因
者
︐
如
É
生
酪
︒
緣
因
者
︐
如
酵
︑
煖
等
︒
從
É
生

故
︐
故
言
É
中
而
D
酪
性
﹂
(
大
正
一
二
・
七
七
五
中
)
︒

(
164
)

｢
大
力
鬼
神
｣

佛
陀
耶
舍
︑
竺
佛
念
共
譯
﹃
長
阿
含
經
﹄
卷
二
二
﹁
正

b
此
閒
鬼
神
不
放
逸
婬
亂
︐
他
方
世
界
D
大﹅

力﹅

鬼﹅

神﹅

來
︐
此
閒
鬼

神
畏
怖
~
去
︐
彼
大
鬼
神
þ
嬈
此
人
︐
撾
打
捶
杖
︐
接
其
精
氣
︐

殺
之
而
去
︒
譬
如
國
王
︑
若
王
大
臣
︐
â
諸
將
帥
守
衞
人
民
︐
將

帥
淸
愼
︐
無
D
放
逸
︒
他
方
D
强
猛
將
帥
︐
人
兵
眾
多
來
破
村
城
︐

掠
奪
人
物
︒
彼
亦
如
是
︐
正
b
此
閒
鬼
神
不
敢
放
逸
︐
他
方
世
界

D
大﹅

力﹅

鬼﹅

神﹅

來
︐
此
閒
鬼
神
恐
怖
~
去
︐
彼
大
鬼
神
þ
嬈
此
人
︐

撾
打
捶
杖
︐
接
其
精
氣
︐
殺
之
而
去
﹂
(
大
正
一
・
一
四
四
下
)
︒

(
165
)

｢
苦
治
｣

既
出
︒﹁
斷
酒
肉
�
﹂﹁
印
復
外
�
同
其
法
者
和
合
︐
衣
其
法

者
苦﹅

治﹅

︐
令
行
禁
止
︐
莫
不
�
從
﹂
(
大
正
五
二
・
二
九
五
上
)
︒

(
166
)

｢
悔
E
｣

『孟
子
﹄
萬
違
上
�
﹁
太
甲
悔﹅

�﹅

︐
自
怨
自
艾
﹂︒﹃
長
阿
含

經
﹄
卷
一
七
﹁
爾
時
︐
阿
闍
世
王
卽
從
坐
µ
︐
頭
面
禮
佛
足
︐
白

佛
言
︐
唯
願
世
�
u
我
悔﹅

�﹅

︐
我
爲
狂
愚
癡
冥
無
識
︐
我
父
e
竭

甁
沙
王
以
法
治
æ
︐
無
D
.
枉
︐
而
我
õ
惑
五
欲
︐
實
�
父
王
︐

唯
願
世
�
加
哀
慈
愍
︐
u
我
悔﹅

�﹅

﹂
(
大
正
一
・
一
〇
九
中
)
︒

(
167
)

｢
善
眾
｣

求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
雜
阿
含
經
﹄
卷
三
一
﹁
比
丘
持
淨
戒
︐
比

丘
尼
多
聞
︐
優
婆
塞
淨
信
︐
優
婆
夷
亦
然
︐
是
名
爲
善﹅

眾﹅

﹂
(
大
正

二
・
二
二
〇
下
)
︒

(
168
)

｢
淸
淨
佛
�
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
大
智
度
論
﹄
卷
一
一
﹁
復
J
︐
略
說
法

梁武�「斷酒肉�」譯�
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D
二
種
︒
一
者
︐
不
惱
眾
生
︐
善
心
慈
愍
︐
是
爲
佛
�
因
緣
︒
二

者
︐
觀
知
諸
法
眞
空
︐
是
爲
𣵀
槃
�
因
緣
︒
在
大
眾
中
興
愍
哀
心
︐

說
此
二
法
︐
不
爲
名
聞
利
養
恭
敬
︐
是
爲
淸﹅

淨﹅

佛﹅

�﹅

法
施
﹂
(大
正

二
五
・
一
四
四
上
)
︒

(
169
)

｢
幽
司
｣

5
7
﹁


報
應
論
︐
答
桓
南
郡
﹂
(﹃
弘


集
﹄
卷
五
)
﹁
問
曰
︐

佛
經
以
殺
生
罪
重
︐
地
獄
斯
罰
︒
冥
科
幽﹅

司﹅

︐
應
若
影
響
︒
餘
D

疑
焉
﹂
(大
正
五
二
・
三
三
中
)
︒

(
170
)

｢
隨
時
｣

『易
﹄
隨
﹁
大
亨
貞
︐
無
咎
︐
而
天
下
隨﹅

時﹅

︐
隨﹅

時﹅

之
義
大

矣
哉
﹂
︐
王
弼
�
﹁
得
時
︐
則
天
下
隨
之
矣
︒
隨
之
�
施
︐
唯
在

于
時
也
︒
時
衣
而
不
隨
︐
否
之
�
也
﹂︒﹃
國
語
﹄
越
語
下
�
﹁
夫

¿
人
隨
時
以
行
︐
是
爲
守
時
﹂
︐
韋
昭
�
﹁
隨
時
︐
時
行
則
行
︐

時
止
則
止
﹂︒

(
171
)

｢
役
M
｣

『管
子
﹄
輕
重
丁
�
﹁
不
待
擧
兵
而
�
者
八
諸
侯
︐
此
乘
天

威
而
動
天
下
之
�
也
︒
故
智
者
役﹅

b﹅

鬼
神
︐
而
愚
者
信
之
﹂︒﹃
�

記
﹄
�
�
列
傳
︑
寧
成
傳
﹁
乃
貰
貸
買
陂
田
千
餘
頃
︐
假
貧
民
︐

役﹅

b﹅

數
千
家
﹂︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
七
﹁
出
入
ö
行
不
淨

之
處
︐
�
謂
沽
酒
︑
婬
女
︑
�
奕
︒
如
是
之
人
我
今
不
聽
在
比
丘

中
︐
應
當
休
�
︐
³
俗
役﹅

b﹅

︐
譬
如
莠
稗
悉
滅
無
餘
﹂
(大
正
一

二
・
六
四
四
中
)
︒

(
172
)

｢
二
部
｣

僧
伽
提
婆
譯
﹃
中
阿
含
經
﹄
卷
四
七
﹁
信
族
姓
男
︑
族
姓
女
︐

世
�
般
𣵀
槃
後
不
久
施
二﹅

部﹅

眾
︐
施
比
丘
眾
︐
施
比
丘
尼
眾
︐
入

比
丘
僧
園
而
白
眾
曰
︐﹁
眾
中
爾
�
比
丘
來
︐
布
施
彼
也
﹂︒
入
比

丘
尼
僧
Ä
而
白
眾
曰
︐﹁
眾
中
爾
�
比
丘
尼
來
︐
布
施
彼
也
﹂﹂

(大
正
一
・
七
二
二
上
)
︒

(
173
)

｢
匡
正
佛
法
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂
既
出
﹁
弟
子
蕭
衍
敬
白
諸
大
德
僧
尼
諸

義
學
僧
尼
諸
寺
三
官
︒
夫
匡﹅

正﹅

佛﹅

法﹅

是
黑
衣
人
事
︐
迺
非
弟
子
白

衣
�
t
﹂
(大
正
五
二
・
二
九
四
中
)
︒

(
174
)

｢
斷
大
慈
悲
種
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂﹁
若
食
肉
者
障
菩
提
心
︐
無
D
菩
¡
法
︒

⁝
⁝
以
無
菩
¡
法
故
︐
無
四
無
量
心
︒
無
四
無
量
心
故
︐
無
D
大

慈
大
悲
︒
以
是
因
緣
︐
佛﹅

子﹅

不﹅

續﹅

︒
�
以
﹃
經
﹄
言
︐﹁
食
肉
者

斷﹅

大﹅

慈﹅

種﹅

﹂﹂
(
大
正
五
二
・
二
九
六
上
)
︒

(
175
)

｢
佛
子
不
續
｣

直
�
�
︒

(
176
)

｢
容
�
｣

『
漢
書
﹄
成
�
紀
︐
贊
﹁
�
覽
古
今
︐
容
u
直
辭
︐
公
卿
稱

職
︐
奏
議
可
営
﹂︒

(
177
)

｢
任
罪
｣

『陳
書
﹄
宣
�
紀
︑
太
円
二
年
八
�
甲
申
詔
﹁
在
職
治
事
之

身
︐
須
遞
相
檢
示
︐
D
失
不
推
︐
當
局
任﹅

罪﹅

︒
令
長
代
奄
︐
具
條

解
舍
戶
數
︐
付
度
後
人
﹂︒

(
178
)

｢
四
天
王
｣

東
方
提
�
賴
吒

(
S
k
t.
D
h
ṙta
rā
ṡṫra
持
國
天
)
南
方
毘
樓

勒
天

(
V
irū
ḋ
h
a
k
a
增
長
天
)
︑
西
方
毘
樓
�
叉
天

(
V
irū
p
ā
k
ṡa
廣

目
天
)
︑
北
方
毘
沙
門
天

(
V
a
iśra
v
a
ṅ
a
多
聞
天
)
︒﹃
長
阿
含
經
﹄

卷
五
﹁
一
時
︐
忉
利
諸
天
集
法
-
堂
︐
D
�
-
論
︒
時
四﹅

天﹅

王﹅

隨

其
方
面
︐
各
當
位
坐
︐
提
�
賴
吒
天
王
在
東
方
坐
︐
其
面
西
向
︐

�
釋
在
�
︒
毘
樓
勒
天
王
在
南
方
坐
︐
其
面
北
向
︐
�
釋
在
�
︒

毘
樓
�
叉
天
王
在
西
方
坐
︐
其
面
東
向
︐
�
釋
在
�
︒
毘
沙
門
天

王
在
北
方
坐
︐
其
面
南
向
︐
�
釋
在
�
﹂
(
大
正
一
・
三
〇
中
)
︒

[參
考
﹈
吉
藏
﹃
仁
王
般
若
經
駅
﹄
卷
一
﹁
四﹅

天﹅

王﹅

︒
東
方
提
頭

賴
吒
︐
此
云
持
國
)
︒
南
方
毘
留
勒
叉
︐
此
云
增
長
)
︒
西
方
毘

留
�
叉
︐
此
云
雜
語
)
︒
北
方
毘
沙
門
︐
此
云
多
聞
)
﹂
(大
正
三

三
・
三
二
〇
中
)
︒

(
179
)

｢
Y
毘
羅
神
｣

S
k
t.K
a
p
ila
か
︒﹃
出
三
藏
記
集
﹄
卷
一
四
︑
曇
e
蜜

多
傳
﹁
初
禪
師
之
發
罽
賓
也
︐
D
£﹅

毘﹅

羅﹅

神﹅

王﹅

衞
[
禪
師
︐
ô
至

龜
茲
︐
於
中
路
欲
反
︒
乃
現
形
吿
辭
禪
師
曰
︐﹁
汝
神
力
H
變
自
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在
ö
處
︐
將
不
相
隨
共
½
南
方
﹂︒
語
畢
卽
收
影
不
見
︒
ô
7
從

至
都
︐
故
仍
於
上
寺
圖
宴
著
壁
︒
:
至
于
今
︐
v
D
聲
影
之
驗
︒

;
º
祈
福
︐
莫
不
享
願
﹂
(大
正
五
五
・
一
〇
五
中
)
︒
曇
景
譯
﹃
e

訶
e
耶
經
﹄
卷
上
﹁
持
此
呪
者
亦
應
稱
喚
東
方
天
王
提
頭
賴
吒
︑

南
方
天
王
毘
樓
�
叉
︑
西
方
天
王
毘
樓
勒
叉
︑
北
方
天
王
毘
沙
門
︒

(中
略
)
北
方
天
王
第
一
輔
臣
£﹅

毘﹅

羅﹅

夜﹅

叉﹅

︑
金
髮
大
神
︑
母
指
大

神
︑
散
脂
修
e
羅
神
︐
D
如
是
等
諸
大
鬼
神
瓜
四
天
下
︒
若
D
讀

誦
e
訶
e
耶
�
可
演
說
a
此
神
呪
︐
是
諸
善
神
印
聞
喚
名
︐
皆
來

親
�
︑
擁
護
︑
隨
侍
︐
一
切
諸
患
皆
悉
除
滅
﹂
(大
正
一
二
・
一
〇

〇
九
上
～
中
)
︒

(
180
)

｢
寺
官
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂
既
出
﹁
今
日
大
德
僧
尼
︑
今
日
義
學
僧
尼
︑

今
日
寺﹅

官﹅

︐
宜
自
警
戒
嚴
淨
徒
眾
﹂
(大
正
五
二
・
二
九
五
下
)
︒

(
181
)

｢
障
纍
｣

[參
考
﹈﹃
大
般
𣵀
槃
經
集
解
﹄
卷
一
︐
寶
亮
說
﹁
今
𣵀
槃
之

c
︐
就
用
而
得
稱
︒
是
出
世
法
之
總
名
︐
貫
眾
德
之
H
號
︐
代
生

死
之
C
目
︐
美
無
餘
之
極
說
︒
障﹅

纍﹅

既
盡
︐
萬
行
歸
眞
︐
無
德
不

滿
︐
眾
用
皆
足
︐
轉
因
字
果
︐
名
大
𣵀
槃
﹂
(大
正
三
七
・
三
七
八

下
)
︒

(
182
)

｢
招
致
苦
果
｣

『後
漢
書
﹄
陳
龜
傳
﹁
呼
嗟
之
聲
︐
招﹅

致﹅

災
�
﹂︒
[後

秦
﹈
竺
佛
念
譯
﹃
出
�
經
﹄
卷
二
〇
﹁
舌
爲
劍
戟
︐
招﹅

致﹅

殃
禍
︒

由
舌
蚩
言
︐
喪
滅
門
族
﹂
(大
正
四
・
七
一
五
中
)
︒
求
c
跋
陀
羅
譯

﹃
雜
阿
含
經
﹄
卷
四
八
﹁
愚
癡
人
�
行
︐
不
合
於
黠
5
︒
自
�
行

惡﹅

行﹅

︐
爲
自
惡
知
識
︒
�
�
眾
惡﹅

行﹅

︐
(
獲
苦﹅

果﹅

報
﹂
(大
正
二
・

三
五
一
上
)
︒
鳩
e
羅
什
譯
﹃
成
實
論
﹄
卷
六
﹁
如
﹃
法
句
﹄
中
說
︐

惡
心
�
作
�
說
︐
皆
u
苦﹅

果﹅

︒
善
心
亦
爾
﹂
(大
正
三
二
・
二
八
六

下
)
︒
善
業

(善
因
)
↓
樂
果
︐
惡
業

(惡
因
)
↓
苦
果
︒

(
183
)

｢
今
重
復
欲
+
白
一
言
｣

『春
秋
穀
梁
傳
﹄
僖
公
二
十
八
年
﹁
曹
伯
襄

復
歸
於
曹
︒
復
者
︐
復
中
國
也
︒
天
子
免
之
︐
因
與
之
會
︒
其
曰

復
︐
H
王
命
也
﹂︒
覺
5
等
譯
﹃
賢
愚
經
﹄
卷
六
﹁
時
王
覩
見
︐

深
用
歡
喜
︐
到
比
丘
�
︐
而
語
之
言
︐
我
欲
見
佛
︐
願
爲
H
白
﹂

(大
正
四
︑
三
九
七
下
)
︒﹃
書
﹄
立
政
﹁
時
則
勿
D
閒
之
︐
自
一
話

一
言
︒
我
則
末
惟
成
德
之
彥
︐
以
乂
我
u
民
﹂︒﹃
春
秋
左
氏
傳
﹄

僖
公
二
十
八
年
﹁
楚
一﹅

言﹅

而
定
三
國
︒
我
一
言
而
�
之
﹂︒

(
184
)

｢
閻
!
提
壽
云
百
二
十
｣

閻
�
提
は
ジ
ャ
ン
ブ

(ー
)
ド
ゥ
ヴ
ィ
ー
パ

Ja
m
b
u
(
/
b
ū
)
d
v
īp
a
の
漢
字
c
寫
︒
[
�
﹈
�
世
﹃
法
苑
珠
林
﹄

卷
二
﹁
如
﹃
毘
曇
﹄
說
︐
閻﹅

�﹅

提﹅

人
︐
壽
命
不
定
︐
D
其
三
品
︒

上
壽
一
百
二
十
五
歲
︒
中
壽
一
百
歲
︒
下
壽
六
十
歲
︒
其
閒
中
夭

者
︐
不
可
"
數
︒
且
依
劫
減
時
︐
說
D
此
品
︒
若
據
劫
初
︐
壽
命

無
量
︐
或
至
八
萬
四
千
︒
依
﹃
長﹅

阿﹅

含﹅

經﹅

﹄
︐
閻﹅

�﹅

提﹅

人﹅

︐
人﹅

壽﹅

百﹅

二﹅

十﹅

歲﹅

︐
中﹅

夭﹅

者﹅

多﹅

︒
東
弗
于
ò
人
︐
人
壽
二
百
歲
︿﹃
樓
炭

經
﹄
云
︐
人
壽
三
百
歲
﹀︒
西
俱
耶
尼
人
︐
人
壽
三
百
歲
︒
北
欝

單
越
人
︐
人
壽
千
歲
︿
餘
三
方
人
竝
D
中
夭
者
︐
唯
北
洲
人
定
壽

千
年
也
﹀﹂
(大
正
五
三
・
二
八
一
中
～
下
︒
﹃
長
阿
含
經
﹄
現
存
本
に
對

應
�
な
し
)
︒
[北
涼
﹈
曇
無
讖
譯
﹃
悲
華
經
﹄
卷
八
﹁
娑
婆
世
界

賢
劫
中
︐
人
壽﹅

百﹅

二﹅

十﹅

歲
︐
爲
老
病
死
之
�
纏
¬
﹂
(大
正
三
・
二

一
八
中
)
︒
嵇
康
﹃
養
生
論
﹄﹁
或
云
︐
上
壽﹅

百﹅

二﹅

十﹅

︐
古
今
�
同
︐

�
此
以
½
︐
莫
非
妖
妄
者
﹂︒

[參
考
1
﹈﹃
法
句
經
﹄
卷
上
﹁
若
人﹅

壽﹅

百﹅

歲﹅

︐
z
學
志
不
善
︐
不

如
生
一
日
︐
精
�
u
正
法
︒
若
人﹅

壽﹅

百﹅

歲﹅

︐
奉
火
修
衣
ó
︐
不
如

須
臾
頃
︐
事
戒
者
福
稱
﹂
(大
正
四
・
五
五
九
下
)
︒
同
卷
上
﹁
若
人﹅

壽﹅

百﹅

歲﹅

︐
7
正
不
持
戒
︐
不
如
生
一
日
︐
守
戒
正
5
禪
︒
若
人﹅

壽﹅

百﹅

歲﹅

︐
z
僞
無
D
智
︐
不
如
生
一
日
︐
一
心
學
正
智
︒
若
人﹅

壽﹅

百﹅

歲﹅

︐
懈
怠
不
精
�
︐
不
如
生
一
日
︐
勉
力
行
精
�
︒
若
人﹅

壽﹅

百﹅

歲﹅

︐
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不
知
成
敗
事
︐
不
如
生
一
日
︐
見
º
知
�
忌
︒
若
人﹅

壽﹅

百﹅

歲﹅

︐
不

見
甘
露
�
︐
不
如
生
一
日
︐
�
行
甘
露
味
︒
若
人﹅

壽﹅

百﹅

歲﹅

︐
不
知

大
�
義
︐
不
如
生
一
日
︐
學
推
佛
法
C
﹂
(大
正
四
・
五
六
四
下
)
︒

[參
考
2
﹈﹃
莊
子
﹄
盜
跖
�
﹁
人
上﹅

壽﹅

百﹅

歲﹅

︐
中
壽
八
十
︐
下
壽

六
十
﹂︒

(
185
)

｢
至
於
世
閒
︐
罕
聞
其
人
｣

未
詳
︒

(
186
)

｢
�
變
零
落
︐
亦
無
宿
少
｣

(﹃
釋
門
自
鏡
錄
﹄
作
﹁
�﹅

變﹅

零﹅

落﹅

︐
無﹅

閒﹅

宿﹅

少﹅

﹂
)

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
五
﹁
老
者
︐
名
爲
�﹅

變﹅

︒
髮
白

面
皺
︒
死
者
︐
身
壞
命
(
﹂
(大
正
一
二
・
六
三
二
中
)
︒﹃
楚
辭
﹄

離
騷
﹁
惟
草
木
之
零﹅

落﹅

兮
︐
恐
美
人
之
遲
暮
﹂︒
王
逸
�
﹁
零﹅

︑

落﹅

︐
皆﹅

墮﹅

也﹅

︒
草
曰
零
︐
木
曰
落
﹂︒
[後
秦
﹈
竺
佛
念
譯
﹃
出
�

經
﹄
卷
二
三
﹁
世
多
D
人
宿﹅

少﹅

疹
患
︐
皆
由
�
世
報
應
之
果
﹂

(大
正
四
・
七
三
二
上
)
︒﹃
釋
門
自
鏡
錄
﹄
卷
上
﹁
�
契
姓
陳
氏
︐

穎
川
人
也
︒
容
貌
�
陋
︐
言
�
鄙
僻
︒
雖
�
淨
居
︐
志
嬰
羈
紲
︒

然
Õ
閑
醫
診
︐
不
好


法
︐
爲
淺
識
�
知
由
斯
︐
矜
?
輕
陵
宿﹅

少﹅

﹂
(大
正
五
一
・
八
〇
六
下
)
︒
同
卷
上
﹁
時
一
堂
�
俗
百
餘
人
︒

零
陵
太
守
羊
闡
亦
預
法
集
︒
自
︹
�
︺
猛
與
︹
僧
︺
妙
-
論
½
反
︐

眾
但
聞
猛
獨
言
︒
�
以
咸
知
驗
實
者
︒︹
�
︺
猛
與
︹
僧
︺
妙
不

相
識
︐
說
其
形
色
擧
動
︐
年
臘
宿﹅

少﹅

︒
莫
不
符
同
﹂
(八
一
一
中
)
︒

(
187
)

｢﹃
經
﹄
言
︐
﹁
以
一
念
頃
︐
�
六
十
刹
}
﹂
｣

刹
c
は
ク
シ
ャ
ナ

S
k
t.

k
ṡa
ṅ
a
(瞬
閒
・
一
瞬
)
の
漢
字
c
寫
︒
そ
の
時
閒
�
長
さ
を
ど
う

定
義
す
る
か
に
つ
い
て
は
諸
說
あ
る
︒﹇
隋
�
﹈
吉
藏
﹃
百
論
駅
﹄

卷
下
﹁
成
實
師
實
法
三
相
︐
一﹅

念﹅

六﹅

十﹅

刹﹅

c﹅

︒
�
二
十
爲
生
︐
J

二
十
爲
�
︐
後
二
十
爲
滅
﹂
(大
正
四
二
・
二
九
〇
上
)
︒﹇
日
本
_

安
﹈
安
澄
﹃
中
論
駅
記
﹄
卷
二
本
﹁
一﹅

念﹅

實
D
六﹅

十﹅

刹﹅

c﹅

︒
初
二

十
刹
c
爲
生
相
︐
是
本
無
今
D
︒
後
二
十
刹
c
爲
滅
相
︐
是
已
D

³
無
︒
中
二
十
刹
c
爲
�
相
﹂
(大
正
六
五
・
三
四
下
)
︒
[比
-
﹈

鳩
e
羅
什
譯
﹃
大
智
度
論
﹄
卷
三
〇
﹁
如
﹃
經
﹄
說
︐
一﹅

彈
指
頃﹅

︐

D
六﹅

十﹅

念﹅

﹂
(大
正
二
五
・
二
八
三
下
)
︒
同
卷
八
三
﹁
彈
指
頃﹅

︐
六﹅

十﹅

念﹅

︐
念
念
生
滅
﹂
(
大
正
二
五
・
六
四
三
中
)
︒
同
譯
﹃
禪
法
C

解
﹄
卷
下
﹁
彈
指
之
頃﹅

︐
D
六﹅

十﹅

念﹅

﹂
(大
正
一
五
・
二
九
五
下
)
︒

﹃
�
維
e
詰
經
﹄
卷
三
﹁︹
僧
︺
õ
曰
︐
成
�
無
相
常
淨
義
也
︒
諸

法
如
電
怨
怨
不
停
︒
一
µ
一
滅
不
相
待
也
︒
彈
指
頃﹅

D
六﹅

十﹅

念﹅

�
︐

諸
法
乃
無
一
念
頃
�
︒
況
欲
久
停
︒
無
�
則
如
幻
︐
如
幻
則
不
實
︐

不
實
則
爲
空
︐
空
則
常
淨
︒
然
則
物
物
斯
淨
︐
何
D
罪
纍
於
我

哉
﹂
(大
正
三
八
・
三
五
六
中
)
︒

[參
考
1
﹈﹇
�
﹈
法
藏
﹃
華
嚴
經
探
玄
記
﹄
卷
一
八
﹁
刹﹅

c﹅

者
︐

此
云
﹁
念
頃
﹂︒
於
一﹅

彈
指
頃﹅

︐
D
六﹅

十﹅

刹﹅

c﹅

︒
一
百
二
十
刹
c

名
一
呾
刹
c

(
S
k
t.
ta
tk
ṡa
ṅ
a
)
︐
同
此
閒
﹃
瞬
息
頃
﹄︒
六
十
呾
刹

c
名
一
羅
婆

(
la
v
a
)
︒
三
十
羅
婆
名
一
e
睺
妒
路

(
m
u
h
ū
rta
)
︐

此
云
﹁
須
臾
﹂︒
三
十
e
睺
妒
路
名
一
日
一
夜
﹂
(大
正
三
五
・
四
五

八
中
)
︒

[參
考
2
﹈﹇
南
�
宋
﹈
僧
伽
跋
e
譯
﹃
雜
阿
毘
曇
心
論
﹄
卷
二

﹁
刹
c
量
者
︐
D
說
︐﹁
如
壯
夫
疾
迴
歷
觀
眾
星
︐
隨
其
�
歷
一
星
︐

一
刹
c
︒
如
是
一
切
﹂︒
印
說
︐﹁
如
壯
夫
彈
指
頃﹅

︐
經
六﹅

十﹅

四
刹﹅

c﹅

﹂︒
印
說
︐﹁
如
壯
夫
以
極
利
刀
斷
£
尸
細
縷
︐
斷
一
縷
︐
一
刹

c
﹂﹂
(大
正
二
八
・
八
八
六
下
)
︒

[參
考
3
﹈
僞
經

(
傳
鳩
e
羅
什
譯
)
﹃
仁
王
護
國
般
若
波
羅
蜜
經
﹄

卷
上
﹁
一﹅

念﹅

中﹅

D﹅

九﹅

十﹅

刹﹅

c﹅

︒
一﹅

刹﹅

c﹅

經﹅

九﹅

百﹅

生﹅

滅﹅

︒
諸
D
爲
法

悉
皆
空
故
︒
以
甚
深
般
若
波
羅
蜜
多
︒
照
見
諸
法
一
切
皆
空
﹂

(大
正
八
・
八
三
五
下
)
︒

[參
考
4
﹈
玄
奘
譯
﹃
阿
毘
d
�
俱
舍
論
﹄
卷
一
二
﹁﹃
對
法
﹄
諸
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師
說
︐
如
壯
士
一﹅

疾
彈
指
頃﹅

︐
六﹅

十﹅

五
刹﹅

c﹅

︒
如
是
名
爲
一
刹
c

量
﹂
(大
正
二
九
・
六
二
上
)
︒

(
188
)

｢
生
老
無
常
︐
謝
不
移
時
｣

梁
武
�
﹁
立
神


成
佛
義
記
﹂
(﹃
弘


集
﹄

卷
九
)
﹁
無﹅

常﹅

者
︐
�
滅
後
生
︐
刹
c
不
�
者
也
︿
臣
︹
沈
︺
績
曰
︐

刹
c
是
天
竺
國
c
︐
@
�
之
極
名
也
︒
生
而
卽
滅
︐
寧
D
�
乎
︒

故
﹃
淨
名
﹄
歎
曰
︐﹁
比
丘
卽
時
生﹅

老﹅

滅
矣
﹂﹀︒
⁝
⁝
生
滅
�
變
︐

酬
於
½
因
︒
善
惡
Ù
謝﹅

︐
生
乎
現
境
﹂
(大
正
五
二
・
五
四
中
～
下
)
︒

求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
�
去
現
在
因
果
經
﹄
卷
二

(四
門
出
ö
)
﹁
爾
時
︐

太
子
與
諸
官
屬
︐
�
後
Ý
從
︐
出
城
東
門
︒
國
中
人
民
︐
聞
太
子

出
︐
男
女
盈
路
︐
觀
者
如
雲
︒
時
淨
居
天
æ
作
老
人
︐
頭
白
背
傴
︐

拄
杖
羸
步
︒
太
子
卽
�
問
從
者
言
︐﹁
此
爲
何
人
﹂︒
從
者
答
曰
︐

﹁
此
老
人
也
﹂︒
太
子
印
問
︐﹁
何
謂
爲
老﹅

﹂︒
答
曰
︐﹁
此
人
昔
日

曾
經
嬰
兒
︑
越
子
︑
少
年
︐
�﹅

謝﹅

不﹅

�
︐
ô
至
根
熟
︐
形
變
色
衰
︒

飮
食
不
<
︐
氣
力
虛
º
︒
坐
µ
苦
極
︐
餘
命
無
N
︒
故
謂
爲
老﹅

﹂﹂

(大
正
三
・
六
二
九
下
)
︒

(
189
)

｢
蹔
�
諸
根
︐
俄
然
衰
滅
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
大
智
度
論
﹄
卷
一
九
﹁
復

J
︐
眼
等
五
�
爲
內
身
︐
色
等
五
塵
爲
外
身
︒
四
大
爲
內
身
︐
四

大
�
色
爲
外
身
︒
覺
苦
樂
處
爲
內
身
︐
不
覺
苦
樂
處
爲
外
身
︒
自

身
a
眼
等
諸﹅

根﹅

是
爲
內
身
︐
妻
子
財
寶
田
宅
�
用
之
物
︒
是
爲
外

身
﹂
(大
正
二
五
・
二
〇
二
上
)
︒﹃
莊
子
﹄
齊
物
論
�
﹁
昔
者
莊
周

夢
爲
蝴
蝶
︐
栩
栩
然
胡
蝶
也
︒
⁝
⁝
︒
俄﹅

然﹅

覺
︐
則
蘧
蘧
然
周

也
﹂︒
鳩
e
羅
什
譯
﹃
大
莊
嚴
論
經
﹄
卷
五
﹁
富
貴
雖
熾
盛
︐
會

必
D
衰﹅

滅﹅

︐
富
貴
人
希
樂
︐
衰﹅

滅﹅

世
憎
惡
﹂
(大
正
四
・
二
八
三

中
)
︒

[梁
﹈
僧
伽
婆
羅
譯
﹃
�
殊
師
利
問
經
﹄
卷
上
﹁
老﹅

者
︐

身
體
<
減
︐
é
杖
羸
步
︐
諸﹅

根﹅

衰﹅

/
︐
此
謂
老﹅

︒
死
者
︐
諸﹅

根﹅

敗

壞
︒
何
故
名
死
︒
?
覓
u
生
處
︐
彼
行
業
熟
︐
此
謂
爲
死
︒
云
何

老
死
差
別
︒
諸﹅

根﹅

熟
名
老﹅

︐
諸
根
壞
名
死
﹂
(大
正
一
四
・
四
九
九

下
)
︒

(
190
)

｢
三
T
等
苦
｣

｢三
¯
﹂
は
﹁
三
塗
﹂﹁
三
惡
�
﹂
と
も
︒﹁
¯
﹂
は
ガ

テ
ィ

S
k
t.
g
a
ti
(行
き
先
︐
到
着
地
)
の
譯
︒
[東
晉
﹈
郗
超
﹁
奉

法
C
﹂
(
僧
祐
﹃
弘


集
﹄
卷
一
三
)
﹁
反
十
善
者
︐
謂
之
十
惡
︒
十

惡
畢
犯
︐
則
入
地﹅

獄﹅

︒
抵
揬
强
梁
︐
不
u
忠
諫
︒
a
詠
心
內
盛
︐

殉
私
欺
殆
︐
則
或
墮
畜﹅

生﹅

︐
或
生
蛇
虺
︒
慳
貪
專
利
︐
常
苦
不
足
︐

則
墮
¡﹅

鬼﹅

︒
其
罪
若
轉
︐
少
而
多
陰
︒
私
�
不
公
亮
︐
皆
墮
鬼
神
︒

雖
u
º
福
︐
不
免
苦
痛
︒
此
謂
三﹅

塗﹅

︐
亦
謂
三﹅

惡﹅

�﹅

﹂
(大
正
五

二
・
八
六
下
)
︒
[北
涼
﹈
曇
無
讖
譯
﹃
金
光


經
﹄
卷
二
﹁
世
�
︐

是
﹃
金
光


º
妙
經
典
﹄
︐
眾
﹃
經
﹄
之
王
︐
諸
佛
世
�
之
�
護

念
︐
莊
嚴
菩
¡
深
妙
功
德
︐
常
爲
諸
天
之
�
恭
敬
︐
能
令
天
王
心

生
歡
喜
︐
亦
爲
護
世
之
�
讚
歎
︒
此
﹃
經
﹄
能
照
諸
天
宮
殿
︒
是

﹃
經
﹄
能
與
眾
生
快
樂
︒
是
﹃
經
﹄
能
令
地﹅

獄﹅

︑
¡﹅

鬼﹅

︑
畜﹅

生﹅

諸

河
焦
乾
枯
竭
︒
是
﹃
經
﹄
能
除
一
切
怖
畏
︒
是
﹃
經
﹄
能
却
他
方

怨
«
︒
是
﹃
經
﹄
能
除
穀
貴
饑
饉
︒
是
﹃
經
﹄
能
�
一
切
疫
病
︒

是
﹃
經
﹄
能
滅
惡
星
變
衣
︒
是
﹃
經
﹄
能
除
一
切
憂
惱
︒
擧
C
言

之
︐
是
﹃
經
﹄
能
滅
一
切
眾
生
無
量
無
邊
百
千
苦
惱
﹂
(大
正
一

六
・
三
四
〇
下
)
︒

[參
考
﹈﹃
慈
悲
�
場
懺
法
﹄
卷
一
﹁
而
諸
眾
生
︐
無


}
5
︐
煩

惱
}
心
︐
於
佛
菩
¡
不
知
歸
向
︐
說
法
敎
æ
︐
亦
不
信
u
︐
乃
至

麁
言
µ
於
誹
謗
︐
未
曾
發
心
念
諸
佛
恩
︒
以
不
信
故
︐
墮
在
地﹅

獄﹅

︑

¡﹅

鬼﹅

︑
畜﹅

生﹅

諸
惡
�
中
︐
±
歷
三﹅

¯﹅

︐
u
無
量
苦﹅

﹂
(大
正
四
五
・

九
二
三
下
)
︒

(
191
)

｢
倏
忽
&
�
｣

『戰
國
策
﹄
楚
策
四
﹁︹
黃
雀
︺
晝
游
乎
茂
樹
︐
夕
©
乎

酸
鹹
︐
倏﹅

忽﹅

之
閒
︐
�
於
公
子
之
手
﹂︒﹃
淮
南
子
﹄
脩
務
訓
﹁
且
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夫
精
神
滑
淖
纖
º
︐
倏﹅

忽﹅

變
æ
︐
與
物
推
移
﹂︒
失
譯
﹃
別
譯
雜

阿
含
經
﹄
卷
一
四
﹁
爾
時
︐
世
�
以
偈
答
曰
︐﹁
可
瞋
而
不
瞋
︐

淸
淨
無
結
b
︐
若
欲
惡
加
彼
︐
惡
�﹅

a﹅

己
身
︒
如
�
風
揚
土
︐
塵

來
自
坌
身
︒
欲
以
瞋
加
彼
︐
彼
u
必
³
報
︒
是
二
竝
名
惡
︐
兩
俱

不
脫
患
︒
若
瞋
不
加
報
︐
能
伏
於
大
怨
﹂﹂
(大
正
二
・
四
六
九
中
)
︒

(
192
)

｢
雖
復
｣

嵇
康
﹃
家
誡
﹄﹁
雖﹅

復﹅

守
辱
不
已
︐
v
當
絕
之
﹂︒

(
193
)

｢
不
勤
方
&
｣

僧
伽
跋
e
譯
﹃
雜
阿
毘
曇
心
論
﹄
卷
二
﹁
不
斷
µ
未
µ

惡
︐
不
生
µ
未
µ
善
︐
不﹅

勤﹅

方﹅

�﹅

名
懈
怠
﹂
(大
正
二
八
・
八
八
一

中
)
︒

(
194
)

｢
亦
無
是
處
｣

｢是こ

ノ

處
こ
と
わ
り

D
ル
無
シ
﹂
(あ
り
得
な
い
・
不
可
能
で
あ
る
)

は

S
k
t.
n
a
...
a
v
a
sth
ā
n
a
m

(︹
そ
の
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
︺

餘
地
は
な
い
)
を
5
味
す
る
定
譯
︒﹃
妙
法
蓮
華
經
﹄
卷
五
﹁
若
善

男
子
︑
善
女
人
D
如
是
功
德
︐
於
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
Ú
者
︐

無﹅

D﹅

是﹅

處﹅

﹂
(大
正
九
・
四
四
下
)
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
二
九

﹁
若
人
7
離
修
|
¿
�
︐
得
解
脫
者
︐
無﹅

D﹅

是﹅

處﹅

︒
不
得
解
脫
︐

得
𣵀
槃
者
︐
亦﹅

無﹅

是﹅

處﹅

﹂
(大
正
一
二
・
七
九
五
下
)
︒

(
195
)

｢
後
報
業
强
｣

廬
山
5
7
﹁
三
報
論
﹂
(﹃
弘


集
﹄
卷
五
)
﹁﹃
經
﹄
說
業

D
三
報
︒
一
曰
現
報
︒
二
曰
生
報
︒
三
曰
後﹅

報﹅

︒
現
報
者
︐
善
惡

始
於
此
身
︐
卽
此
身
u
︒
生
報
者
︐
來
生
�
u
︒
後﹅

報﹅

者﹅

︐
或
經

二﹅

生﹅

︑
三﹅

生﹅

︑
百﹅

生﹅

︑
千﹅

生﹅

︐
然﹅

後﹅

乃﹅

u﹅

︒
u
之
無
)
︐
必
由
於

心
︐
心
無
定
司
︐
感
事
而
應
︒
應
D
遲
�
︐
故
報﹅

D﹅

先﹅

後﹅

︒
先
後

雖
衣
︐
咸
隨
�
´
而
爲
對
︒
對
D
强
]
︐
故
輕
重
不
同
︒
斯
乃
自

然
之
賞
罰
︐
三
報
之
大
略
也
︒
非
夫
H
才
d
識
入
C
之


︐
罕
得

其
門
﹂
(大
正
五
二
・
三
四
中
)
︒
鳩
e
羅
什
譯
﹃
成
實
論
﹄
卷
七

﹁
問
曰
︐
何
故
名
無
記
︒
答
曰
︐
此
是
業
名
字
︒
若
業
非
善
非
不

善
者
︐
名
曰
無
記
︒
印
善
不
善
業﹅

皆
能
得
報﹅

︐
此
業
不
能
生
報
︐

故
名
無
記
︒
�
以
者
何
︒
善
不
善
業﹅

堅
强
︐
是
業
力
劣
]
︒
譬
如

敗
種
不
能
生
牙
﹂
(
大
正
三
二
・
二
九
五
中
)
︒

(
196
)

｢
信
佛
語
｣

僧
伽
跋
e
譯
﹃
雜
阿
毘
曇
心
論
﹄
卷
二
﹁
於
三
寶
︑
四
諦

不
淨
心
︐
名
不﹅

信﹅

﹂
(大
正
二
八
・
八
八
一
中
)
︒﹃
中
阿
含
經
﹄
卷

九
﹁
�
者
︐
或
D
不﹅

信﹅

世﹅

�﹅

語﹅

者
︐
彼
當
長
夜
不
義
不
忍
︐
生
極

惡
處
︐
u
苦
無
量
︒
若
D
信﹅

佛﹅

語﹅

者
︐
彼
因
此
事
故
︐
�
能
�
重

恭
︐
敬
禮
事
我
﹂
(
大
正
一
・
四
八
四
中
)
︒

(
197
)

｢
力
勵
｣

『大
智
度
論
﹄
卷
一
五
﹁
既
得
知
此
福
利
之
味
︐
今
欲
增
�
︐

?
得
妙
"
禪
定
︑
智
5
︒
譬
如
穿
井
︐
已
見
濕
泥
︐
轉
加
增
�
︐

必
¾
得
水
︒
印
如
鑚
火
︐
已
得
見
'
︐
倍
復
力﹅

勵﹅

︐
必
¾
得
火
﹂

(大
正
二
五
・
一
七
二
中
)
︒

(
198
)

｢
信
心
W
少
｣

竺
佛
念
譯
﹃
四
分
律
﹄
卷
一
三
﹁
大
臣
語
比
丘
僧
言
︐

﹁
我
故
爲
比
丘
僧
︐
辦
具
肥
美
飮
食
︐
人
別
一
器
肉
︒
莫
以
我
信﹅

心﹅

Õ﹅

少﹅

故
︐
而
不
D
食
︒
諸
大
德
︐
但
食
我
D
信﹅

心﹅

耳
﹂﹂
(大
正

二
二
・
六
五
六
上
)
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
二
〇
﹁
凡
夫
之
人
︐

善
心
羸
劣
︐
不
善
熾
盛
︒
善
心
羸
故
︐
5
心
Õ﹅

少﹅

︒
5
心
Õ
故
︐

增
長
諸
漏
﹂
(
大
正
一
二
・
七
四
一
下
)
︒

(
199
)

｢
自
强
｣

『楚
辭
﹄
九
違
︐
懷
沙
﹁
Y
連
改
忿
兮
︐
抑
心
而
自﹅

强﹅

﹂︒

(
200
)

｢
�
決
定
心
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
十
�
毘
婆
沙
論
﹄
卷
一
﹁
若
人
決﹅

定﹅

心﹅

︐

獨
u
諸
勤
苦
︐
獲
安
隱
果
︐
而
與
一
切
共
﹂
(大
正
二
六
・
二
〇
下
)
︒

同
卷
一
三
﹁
若
人
決﹅

定﹅

心﹅

︐
�
八
大
人
覺
︐
爲
求
佛
�
故
︐
除
諸

惡
覺
觀
︒
如
是
則
不
久
︐
疾
得
無
上
�
︐
如
人
行
善
者
︐
必
當
得

妙
果
﹂
(大
正
二
六
・
九
二
下
)
︒

(
201
)

｢
K
蔬
︑
魚
肉
︐
俱
是
一
惑
｣

未
詳
︒

(
202
)

｢
甘
露
上
味
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
妙
法
蓮
華
經
﹄
卷
六
﹁
若
善
男
子
︑
善

女
人
u
持
是
經
︐
若
讀
若
誦
︐
若
解
說
若
書
寫
︐
得
千
二
百
舌
功
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德
︒
若
好
若
醜
︐
若
美
不
美
︐
a
諸
苦
澁
物
︐
在
其
舌
根
︐
皆
變

成
上﹅

味﹅

︐
如﹅

天
甘﹅

露﹅

無
不
美
者
︒
若
以
舌
根
於
大
眾
中
D
�
演
說
︐

出
深
妙
聲
能
入
其
心
︐
皆
令
歡
喜
快
樂
﹂
(大
正
九
・
四
九
中
)
︒

(
203
)

｢
臭
穢
下
食
｣

未
詳
︒

(
204
)

｢
�
食
之
時
︐
令
作
子
肉
想
｣

法
顯
譯
﹃
大
般
泥
洹
經

(六
卷
泥
洹
)
﹄

卷
三
﹁
善
男
子
︐
我
從
今
日
︐
制
諸
弟
子
不
聽
食
肉
︒
設
得
餘
食
︐

常
當
應
作
食﹅

子﹅

肉﹅

想﹅

︒
云
何
弟
子
而
聽
食
肉
︒
諸
佛
�
說
︐
其
食

肉
者
斷
大
慈
種
﹂
(大
正
一
二
・
八
六
八
下
)
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃

經
﹄
卷
四
﹁
佛
讚
£
葉
︐﹁
善
哉
善
哉
︐
汝
今
乃
能
善
知
我
5
︒

護
法
菩
¡
應
當
如
是
︒
善
男
子
︐
從
今
日
始
︐
不
聽
聲
聞
弟
子
食

肉
︒
若
u﹅

檀
越
信
施
之
時﹅

︐
應
觀
是
食﹅

如
子﹅

肉﹅

想﹅

﹂︒
£
葉
菩
¡

復
白
佛
言
︐﹁
世
�
︐
云
何
如
來
不
聽
食
肉
﹂︒﹁
善
男
子
︐
夫
食

肉
者
斷
大
慈
種
﹂﹂
(大
正
一
二
・
六
二
六
上
)
︒
求
c
跋
陀
羅
譯

﹃
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
經
﹄
卷
四
﹁
我
常
說
言
︐﹁
凡
�
飮
食
︐
作﹅

食﹅

子﹅

肉﹅

想﹅

︐
作
�
藥
想
︒
故
不
應
食
肉
︒
聽
食
肉
者
︐
無
D
是
處
﹂﹂

(大
正
一
六
・
五
一
三
下
)
︒

[參
考
﹈
法
顯
譯
﹃
大
般
泥
洹
經

(六
卷
泥
洹
)
﹄
卷
四
﹁
設
D
酒

香
︐
亦
隨
7
離
︐
是
沙
門
法
︒
正
b
夢
中
v
不
妄
語
︐
是
沙
門
法
︒

夢
中
不
與
女
人
同
處
︐
是
沙
門
法
︒
若
於
夢
中
與
共
同
處
︐
雖
不

犯
戒
︐
如
香
華
等
令
人
ê
縱
︐
心
µ
放
逸
︒
皆
由
晝
見
心
隨
生
故
︐

則
D
夢
想
︒
彼
夢
覺
已
︐
亦
增
亂
念
︒
以﹅

食﹅

子﹅

想﹅

而﹅

行﹅

乞﹅

食﹅

︒
云

何
而
令
恣
心
得
生
︒
夢
中
生
心
︐
應
�
除
滅
﹂
(大
正
一
二
・
八
八

二
中
)
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
三
四
﹁
善
男
子
︐
智
者
復
觀
︐

一
切
眾
生
︐
爲
飮
食
故
︐
身
心
u
苦
︒
若
從
眾
苦
而
得
食
者
︐
我

當
云
何
於
是
食﹅

中
而
生
貪
著
︒
是
故
於
食﹅

不
生
貪
心
︒
復
J
︐
智

者
當
觀
︐
因
於
飮
食
︐
身
得
增
長
︒
我
今
出
家
︐
u
戒
修
�
︐
爲

欲
E
身
︒
今
貪
此
食
︐
云
何
當
得
E
此
身
耶
︒
如
是
觀
已
︐
雖
復

u﹅

食﹅

︐
v﹅

如﹅

曠﹅

野﹅

食﹅

其﹅

子﹅

肉﹅

︐
其
心
厭
惡
︐
都
不
甘
樂
﹂
(大
正
一

二
・
八
三
六
下
)
︒

(
205
)

｢
且
置
�
事
︐
止
借
.
喩
｣

[參
考
﹈
僧
õ
﹃
õ
論
﹄
九
折
十
演
︐
辯

差
第
九
﹁
»
以
�﹅

喩﹅

︐
以
況
7﹅

旨
﹂
(
大
正
四
四
五
・
一
六
〇
上
)
︒

吉
藏
﹃
法
華
玄
論
﹄
卷
四
﹁
»
設
假
�﹅

喩﹅

︐
以
況
7﹅

旨
﹂
(大
正
三

四
・
三
八
九
上
)
︒
吉
藏
﹃
中
觀
論
駅
﹄
卷
四
本
﹁
»
陳
�﹅

喩﹅

︐
以

況
7﹅

理
﹂
(大
正
四
二
・
五
四
中
)
︒

(
206
)

｢
血
腥
｣

梁
武
�
﹁
斷
殺
絕
宗
4
犧
牲
詔
︿
幷
表
»
﹀﹂
(
�
宣
﹃
廣
弘



集
﹄
卷
二
六
)
﹁
夫
神
�
茫
昧
︐
求
諸
不
一
︐
或
尙
血﹅

腥﹅

之
祀
︐

或
歆
蘊
藻
之
º
︒
設
敎
隨
時
︐
貴
其
爲
善
︒
其
º
無
忒
︐
何
½
不

H
﹂
(大
正
五
二
・
二
九
四
上
)
︒

(
207
)

｢
K
茹
｣

『
漢
書
﹄
食
貨
志
上
﹁
³
廬
樹
桑
︐
¼﹅

茹﹅

D
畦
﹂︒
顏
師
古
�

﹁
茹﹅

︐
�
食
之
¼
也
﹂︒﹃
後
漢
書
﹄
孔
奮
傳
﹁
躬
�
妻
子
︐
同
甘

¼﹅

茹﹅

﹂︒

(
208
)

｢
善
惑
﹂
﹁
不
善
惑
｣

{暫
定
案
と
し
て
﹁
善
惑
﹂
を
善
ナ
ル
惑
イ
︐

﹁
不
善
惑
﹂
を
不
善
ナ
ル
惑
イ
と
解
し
︐
善
惑
は
¼
食
を
︐
不
善

惑
は
肉
食
を
指
す
と
考
え
て
み
た
︒
¼
食
も
﹁
惑
﹂
と
見
な
す
理

由
は
︐
食
欲
と
い
う
欲
¾
で
あ
る
か
ら
︒﹁
食
欲
﹂
は
J
を
參
照
︒

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
二
五
﹁
復
J
︐
善
男
子
︐
出
家
之
人
D

四
種
病
︒
是
故
不
得
四
沙
門
果
︒
何
等
四
病
︒
謂
四
惡
欲
︒
一
爲

衣
欲
︒
二
爲
食﹅

欲﹅

︒
三
爲
臥
具
欲
︒
四
爲
D
欲
︒
是
名
四
惡
欲
︒

是
出
家
病
︒
D
四
良
藥
能
療
是
病
︒
謂
⑴
糞
°
衣
能
治
比
丘
爲
衣

惡
欲
︒
⑵
乞﹅

食﹅

能﹅

破﹅

爲﹅

食﹅

惡﹅

欲﹅

︒
⑶
樹
下
能
破
臥
具
惡
欲
︒
⑷
身

心
寂
靜
能
破
比
丘
爲
D
惡
欲
︒
以
是
四
藥
除
是
四
病
︐
是
名
¿

行
﹂
(大
正
一
二
・
七
七
一
下
)
︒
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(
209
)

｢
就
善
惑
中
重
爲
方
&
｣

未
詳
︒

(
210
)

｢
K
蔬
冷
︐
令
人
虛
乏
︒
魚
肉
溫
︐
於
人
補
益
｣

梁
武
�
﹁
淨
業
賦
﹂

(﹃
廣
弘


集
﹄
卷
二
九
)
﹁
因
爾
蔬
食
︐
不
噉
魚
肉
︒
⁝
⁝
¼﹅

食﹅

未﹅

|﹅

︐
體﹅

�﹅

黃﹅

羸﹅

﹂︒
(大
正
五
二
・
三
三
六
上
)
︒﹇
隋
﹈
巢
元
方
﹃
諸

病
源
候
論
﹄
卷
四
三
﹁
產
後
風
冷﹅

虛
勞
︒
產
則
血
氣
勞
傷
︐
腑
臟

虛
]
︐
而
風
冷﹅

客
之
︒
風
冷﹅

摶
血
氣
︐
血
氣
則
不﹅

能﹅

自﹅

溫﹅

於
肌
膚
︒

b﹅

人﹅

虛﹅

乏﹅

疲
頓
︒
致
羸
損
不
_
復
︐
謂
之
風
冷﹅

虛﹅

勞
﹂︒

(
211
)

｢
倒
見
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
小
品
般
若
波
羅
蜜
經
﹄
卷
﹁
無
常
謂
常
︐
苦

謂
樂
︐
不
淨
謂
淨
︐
無
我
謂
我
︐
生
想﹅

顚﹅

倒﹅

︑
見﹅

顚﹅

倒﹅

︑
心﹅

顚﹅

倒﹅

﹂
(大
正
八
・
五
四
八
上
)
︒
鳩
e
羅
什
譯
﹃
成
實
論
﹄
卷
三
﹁
印

若
¿
人
見
實
無
我
︐
而
隨
俗
故
︐
說
D
我
者
︐
則
是
倒﹅

見﹅

﹂
(大
正

三
二
・
二
六
〇
上
)
︒

(
212
)

｢
粗
言
｣

¸
洪
﹃
�
朴
子
﹄
內
�
序
﹁
今
爲
此
書
︐
粗
舉
長
生
之
理
︐

其
至
妙
者
︐
不
得
宣
之
於
P
墨
︐
蓋
麤﹅

言﹅

-
略
︐
以
示
一
隅
﹂︒

梁
武
�
﹁
�
解
大
品
序
﹂
(
僧
祐
﹃
出
三
藏
記
集
﹄
卷
八
)
﹁
-
略
四

5
︑
粗
言
�
懷
﹂
(大
正
五
五
・
五
三
下
)
︒

(
213
)

｢
榮
衞
液
+
｣

『
黃
�
內
經
﹄
熱
論
�
第
三
十
一
﹁
�
曰
︐
五
藏
已
傷
︐

六
府
不
H
︐
榮
衞
不
行
︐
如
是
之
後
︐
三
日
乃
死
︐
何
也
﹂︒

(
214
)

｢
患
熱
｣

『梁
書
﹄
滕
曇
恭
傳
﹁
滕
曇
恭
︐
豫
違
南
昌
人
也
︒
年
五
歲
︐

母
楊
氏
患﹅

熱﹅

︐
思
食
¦
瓜
﹂

(
215
)

｢
能
飮
食
｣

『傷
¦
論
﹄
辨
痓
濕
暍
§
證
﹁
發
熱
面
黃
而
喘
︐
頭
痛
 

塞
而
煩
︐
其
§
大
︐
自
能﹅

飮﹅

食﹅

︐
腹
中
和
無
病
︐
病
在
頭
中
¦
濕
︐

故
 
塞
︐
內
藥
 
中
則
�
﹂︒

(
216
)

｢
補
益
｣

[參
考
﹈
既
出
﹁
¼
蔬
冷
︐
令
人
虛
乏
︒
魚
肉
溫
︐
於
人
補﹅

益﹅

﹂
(大
正
五
二
・
二
九
八
中
)
︒

(
217
)

｢
類
皆
｣

『潛
夫
論
﹄
�
侈
﹁
天
下
百
郡
千
縣
︐
市
邑
萬
數
︐
類﹅

皆﹅

如

此
﹂︒

(
218
)

｢
神
�
｣

『
黃
�
內
經
素
問
﹄
靈
蘭
祕
典
論
﹁
心
者
︐
君
)
之
官
也
︐

神﹅


﹅

出
焉
﹂︒
王
冰
�
﹁
淸
靜
棲
靈
︐
故
曰
神﹅


﹅

出
焉
﹂︒

(
219
)

｢
爲
法
｣

『國
語
﹄
越
語
﹁
天
�
皇
皇
︐
日
�
以
爲
常
︐


者
以
爲﹅

法﹅

︐

º
者
則
是
行
﹂︒

(
220
)

｢
百
疾
｣

『呂
氏
春
秋
﹄
季
夏
紀
﹁
夫
亂
世
之
民
︐
長
短
頡
︐
百﹅

疾﹅

︐

民
多
疾
癘
︐
�
多
褓
繦
︐
¢
禿
傴
尪
︐
萬
怪
皆
生
﹂

(
221
)

｢
昬
濁
｣

『太
淸
經
天
師
口
訣
興
十
﹄﹁
若
一
�
L

科
傳
非
其
人
L
�

漏
泄
天
�
𢷤
仙
永
謝
玄
路

泰
玄
仙
都
b
心
õ
5
亂
萬
向
傾
敗
九

老
仙
君

b
精
神
昏﹅

濁﹅

�
學
無
成
太
一
司
錄
不
上
生
錄
﹂

(
222
)

｢
四
體
｣

『荀
子
﹄
勸
學
�
﹁
君
子
之
學
也
︐
入
乎
耳
︐
箸
乎
心
︐
布

乎
四﹅

體﹅

︐
形
乎
動
靜
﹂︒

(
223
)

｢
後
報
｣

5
7
﹁
三
報
論
﹂
(﹃
弘


集
﹄
卷
五
)
﹁
業
D
三
報
︒
一
曰
現

報
︒
二
曰
生
報
︒
三
曰
後﹅

報﹅

︒
現
報
者
︐
善
惡
始
於
此
身
︐
卽
此

身
u
︒
生
報
者
︐
來
生
�
u
︒
後﹅

報﹅

者
︐
或
經
二
生
三
生
百
生
千

生
︐
然
後
乃
u
︒
(大
正
五
二
・
三
四
中
)
︒

﹁
斷
酒
肉
�
﹂
既
出

﹁
後﹅

報﹅

業
强
︐
現
無
方
�
︐
三
¯
等
苦
︐
不
能
�
止
﹂
(大
正
五
二
・

二
九
八
中
)

(
224
)

｢
卽
時
｣

『
漢
書
﹄
龔
ô
傳
﹁
渤
海
印
多
劫
略
相
隨
︐
聞
ô
敎
令
︐
卽﹅

時﹅

解
散
︐
棄
其
兵
弩
而
持
鉤
鉏
﹂︒

(
225
)

｢
四
大
｣

｢
7
法
師


報
應
論
答
桓
南
郡
﹂
(﹃
弘


集
﹄
卷
五
)
﹁
問
曰
︐

佛
經
以
殺
生
罪
重
︐
地
獄
斯
罰
︒
冥
科
幽
司
應
若
影
C
︒
餘
D
疑

焉
︒
何
者
︐
夫
四﹅

大﹅

之
體
︐
卽
地﹅

水﹅

火﹅

風﹅

耳
︒
結
而
成
身
以
爲
神

宅
︐
寄
生
栖
照
︐
津
暢


識
︒
雖
託
之
以
存
︐
而
其
理
天
絕
︒
豈

唯
精
麁
之
閒
︐
固
亦
無
u
傷
之
地
︒
滅
之
既
無
�
於
神
︐
亦
由
滅

天
地
閒
水
火
耳
﹂
(
大
正
五
二
・
三
三
下
)
︒

東 方 學 報
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(
226
)

｢
�
一
種
人
｣

曇
無
讖
譯
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
一
﹁
D﹅

一﹅

種﹅

人﹅

亦
復

如
是
︐
或
値
聲
聞
︑
不
値
聲
聞
︐
或
値
緣
覺
︑
不
値
緣
覺
︐
或
値

菩
¡
︑
不
値
菩
¡
︐
或
値
如
來
︑
不
値
如
來
︐
或
得
聞
法
︑
或
不

聞
法
︐
自
然
得
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
﹂
(大
正
一
二
・
四
三
一

下
)
︒

(
227
)

｢
&
復
｣

求
c
毘
地
譯
﹃
百
喩
經
﹄
卷
二
﹁
然
此
五
欲
相
續
不
斷
︐
既

見
之
已
�﹅

復﹅

瞋
恚
︐
語
汝
�
滅
莫
復
?
生
︐
何
以
故
來
b
我
見

之
﹂
(大
正
四
・
四
八
下
)
︒

(
228
)

｢
解
素
｣

梁
武
�
﹁
凈
業
賦
﹂
序

(﹃
廣
弘


集
﹄
卷
二
九
)
﹁
謝
朏
︑
孔

彥
穎
等
屢
勸
解﹅

素﹅

︐
乃
是
忠
至
︐
未
d
,
心
﹂
(大
正
五
二
・
三
三

六
上
)
︒

(
229
)

｢
腥
臊
｣

『韓
非
子
﹄
五
蠹
﹁
腥﹅

臊﹅

惡
臭
而
傷
�
腹
胃
︐
民
多
疾
病
︒

D
¿
人
作
︐
鑽
燧
取
火
以
æ
腥
臊
︐
而
民
說
之
︐
b
王
天
下
︐
號

之
曰
燧
人
民
﹂︒

(
230
)

｢
堪
能
｣

『出
�
經
﹄
卷
七
﹁
u
人
信
施
不
�
其
功
︐
堪﹅

能﹅

爲
人
福
田
﹂

(大
正
四
・
六
四
九
中
)

(
231
)

｢
$
境
界
｣

『大
智
度
論
﹄
卷
十
二
﹁
菩
¡
法
中
亦
如
是
︐
若
施
D
三

礙
︒
我
與
︑
彼
u
︑
�
施
者
財
︐
是
爲
墮
+
境
界
︐
未
離
眾
難
︒

如
菩
¡
布
施
︐
三
種
淸
淨
︐
無
此
三
礙
︐
得
到
彼
岸
︐
爲
諸
佛
�

讚
︐
是
名
檀
波
羅
蜜
﹂
(大
正
二
五
・
一
四
五
中
)
︒

(
232
)

｢
留
難
｣

『放
光
般
若
經
﹄
卷
一
〇
﹁
佛
言
︐
D
是
D
留﹅

難﹅

︒
善
男
子
︑

善
女
人
欲
書
是
般
若
波
羅
蜜
者
當
疾
疾
書
之
︐
若
欲
u
持
︑
若
欲

諷
誦
︑
若
欲
守
行
者
亦
當
疾
疾
爲
之
︒
�
以
者
何
︒
或
未
u
書
行

之
頃
能
D
留﹅

難﹅

︒
善
男
子
︑
善
女
人
若
能
一
�
書
成
者
︐
若
二
若

三
若
四
若
五
若
一
歲
成
者
︐
C
當
書
持
u
之
諷
誦
學
|
︐
若
一
�

書
成
持
學
u
者
亦
當
悦
之
︐
若
至
一
歲
亦
當
悦
之
︒
�
以
者
何
︒

多
於
珍
寶
中
µ
諸
因
緣
D
留﹅

難﹅

故
﹂
(
大
正
八
・
七
一
中
)
︒

(
233
)

｢
不
待
言
｣

僧
順
﹁
三
破
論
﹂
(﹃
弘


集
﹄
卷
八
)
﹁
釋
¿
得
�
之
宗
︐

彭
聃
居
�
之
未
︒
得
�
宗
者
︐
不﹅

待﹅

言﹅

�
而
�
自
顯
︒
居
�
之
末

者
︐
常
稱
�
而
�
不
足
﹂
(
大
正
五
二
・
五
三
下
)

(
234
)

｢
正
氣
｣

『
黃
�
內
經
﹄
刺
法
論
�
﹁
不
相
染
者
︐
正﹅

氣﹅

存
內
︐
z
不

可
干
︐
~
其
詠
氣
︐
天
牝
從
來
︐
復
得
其
½
︐
氣
出
於
腦
︐
卽
不

z
干
﹂︒

(
235
)

｢
似
熟
｣

『大
智
度
論
﹄
卷
二
二
﹁
印
D
四
種
人
如
菴
羅
果
︒
生
而
似﹅

熟﹅

︐
熟
而
似
生
︐
生
而
似
生
︐
熟
而
似﹅

熟﹅

︒
佛
弟
子
亦
如
是
︒
D

¿
功
德
成
就
︐
而
威
儀
︑
語
言
不
似
善
人
︒
D
威
儀
︑
語
言
似
善

人
︐
而
¿
功
德
不
成
就
︒
D
威
儀
︑
語
言
不
似
善
人
︐
¿
功
德
未

成
就
︒
D
威
儀
︑
語
言
似
善
人
︐
而
¿
功
德
成
就
﹂
(大
正
二
五
・

二
二
四
下
)
︒

(
236
)

｢
麁
惡
｣

『荀
子
﹄
禮
論
�
﹁
禮
者
︑
斷
長
續
短
︐
損
D
餘
︐
益
不
足
︐

d
愛
敬
之
�
︐
而
滋
成
行
義
之
美
者
也
︒
故
�
�
︑
麤﹅

惡﹅

︐
聲
樂
︑

哭
泣
︐
恬
J
︑
憂
戚
︐
是
反
也
﹂︒

(
237
)

｢
]
己
｣

『孟
子
﹄
公
孫
丑
上
�
﹁
仁
者
如
射
︒
射
者
正
己
而
後
發
︒

發
而
不
中
︐
不
怨
"﹅

己﹅

者
︐
反
求
諸
己
而
已
矣
﹂︒

(
238
)

｢
常
懷
｣

『書
﹄
太
甲
﹁
民
罔
常﹅

懷﹅

︐
懷
于
D
仁
﹄︒
孔
傳
﹁
民
�
歸
無

常
︐
以
仁
政
爲
常
﹂︒

(
239
)

｢
忿
嫉
｣

『陳
書
﹄
華
皎
傳
﹁
�
天
反
地
︐
人
神
忿﹅

嫉﹅

﹂︒

(
240
)

｢
�
相
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂
既
出
：﹁
今
出
家
人
云
︑
我
能
精
�
︑
我
能
苦

行
︑
一
時
}﹅

相﹅

︑
誑
諸
白
衣
﹂
(
大
正
五
二
・
二
九
五
上
)
︒

(
241
)

｢
心
力
｣

『孟
子
﹄
梁
惠
王
上
�
﹁
以
若
�
爲
求
若
�
欲
︐
盡
心﹅

力﹅

而

爲
之
︐
後
必
D
災
﹂︒

(
242
)

｢
決
正
｣

荏
¶
譯
﹃
阿
彌
陀
經
﹄
卷
下
﹁
今
我
於
苦
世
作
佛
︐
�
出
經

梁武�「斷酒肉�」譯�
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�
︐
敎
�
洞
d
︐
截
斷
狐
疑
︒
端
心
正
行
︐
拔
諸
愛
欲
︐
絕
眾
惡
根

本
︒
ö
步
無
拘
︐
典
總
智
5
︒
眾
�
表
裏
︐
攬
持
維
綱
︒
照
然
分



︐
開
視
五
�
︐
決﹅

正﹅

生
死
泥
洹
之
�
﹂
(大
正
一
二
・
三
一
二
下
)
︒

[參
考
﹈﹃
釋
門
自
鏡
錄
﹄
卷
下
の
對
應
箇
�

(大
正
五
一
・
八
一
八

上
)
は
﹁
決
正
﹂
を
﹁
決
定
﹂
に
作
る
︒

(
243
)

｢
不
直
｣

『孟
子
﹄
滕
�
公
上
�
﹁
吾
今
則
可
以
見
矣
︒
不﹅

直﹅

則
�
不

見
﹂︒

(
244
)

｢
決
定
心
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
二
二
﹁
云
何
於
身
作
決
定
想
︒

於
自
身
�
生
決﹅

定﹅

心﹅

︐﹁
我
今
此
身
於
未
來
世
︐
定
當
爲
阿
耨
多

羅
三
藐
三
菩
提
器
︒
心
亦
如
是
︐
不
作
狹
小
︐
不
作
變
易
︐
不
作

聲
聞
︑
辟
荏
佛
心
︐
不
作
+
心
a
自
樂
心
︑
樂
生
死
心
︐
常
爲
眾

生
求
慈
悲
心
﹂︒
是
名
菩
¡
於
自
身
中
生
決﹅

定﹅

心﹅

︐
我
於
來
世
當

爲
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
器
︐
以
是
義
故
︐
菩
¡
e
訶
¡
修
大
𣵀

槃
︐
於
自
身
中
生
決﹅

定﹅

想
﹂
(大
正
十
二
・
七
百
五
十
中
)
︒

(
245
)

｢
行
業
｣

『顏
氏
家
訓
﹄
歸
心
�
﹁
以
僧
尼
行﹅

業﹅

多
不
精
純
爲
姦
慝
也
﹂

(
246
)

｢
善
相
｣

『春
秋
左
氏
傳
﹄
襄
公
傳
三
十
年
﹁
虎
帥
以
聽
︐
誰
敢
犯
子
︒

子
善﹅

相﹅

之
︐
國
無
小
︐
小
能
事
大
︐
國
乃
寬
﹂︒

(
247
)

｢
五
^
二
十
二
日
｣

こ
れ
よ
り
以
下
に
︐
五
�
二
十
三
日
早
�
の
直
�

(二
十
二
日
五
?
の
頃
)
に
列
席
者
が
待
機
し
︐
二
三
日
と
二
十
九

日
に
﹁
斷
酒
肉
�
﹂
の
基
と
な
る
武
�
の
-
說
と
出
家
者
と
の
問

答
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
︒
こ
こ
で
そ
れ
が
何
年
の
五
�
か

が
問
題
と
な
る

(﹁
斷
酒
肉
�
﹂
中
に
は
年
J
が


記
さ
れ
て
い
な
い
)
︒

7
8

(二
〇
二
一
：
一
七
～
一
八
頁
)
は
︐
年
J
の
上
限
は
�
H
元

年

(五
二
〇
)
︑
下
限
は
�
H
四
年

(五
二
三
)
で
︑
周
E
が
太
子

左
衞
�
に
在
職
し
て
い
た
�
H
三
年

(五
二
二
)
頃
の
成
立
で
あ

る
と
推
定
す
る
︒
一
方
︐
陳
思
7

(二
〇
一
三
・
九
五
頁
)
は
︐

﹁
斷
酒
肉
�
﹂
は
天
監
十
七
年

(五
一
八
)
の
�
で
あ
る
と
推
定
す

る
︒
よ
り
具
體
�
に
言
え
ば
︐﹁
斷
酒
肉
�
﹂
は
武
�
が
天
監
十

六
年

(五
一
七
)
に
宗
4
の
祭
祀
で
犧
牲
を
供
え
る
の
を
止
め
る

詔
を
出
し
て
よ
り
以
後
︐
天
監
十
八
年

(五
一
九
)
五
�
に
菩
¡

戒
を
u
け
る
よ
り
以
�
で
あ
る
と
考
え
る
︒﹁
斷
酒
肉
�
﹂
の
中

に
武
�
は
﹁
北
山
蔣
�
v
且
去
殺
︒
若
以
不
殺
祈
願
︐
輒
得
上
敎
︒

若
以
殺
祈
願
︐
輒
不
得
敎
想
︒
今
日
大
眾
已
應
聞
知
︒
弟
子
已
勒

諸
4
祀
a
以
百
姓
凡
諸
群
祀
︒
若
D
祈
報
者
︐
皆
不
得
薦
生
類
︐

各
盡
º
心
︐
止
修
蔬
供
﹂
と
営
べ
る
︒
こ
れ
は
武
�
が
︐
こ
れ
よ

り
�
に
︐
宗
4
改
革
と
民
閒
祭
祀
改
革
を
旣
に
し
て
い
る
こ
と
を

5
味
す
る
︒
以
上
は
陳
思
7

(二
〇
一
三
)
說
で
あ
る
︒
い
ず
れ

の
說
に
從
う
べ
き
か
に
つ
い
て
は
︐﹁
斷
酒
肉
�
﹂
後
揭
⑤
に
周

E
の
職
位
を
﹁
左
衞
�
﹂
と
記
す
こ
と
が
決
め
手
と
な
ろ
う
︒
上

記
7
8
氏
は
﹁
周
E
が
太
子
左
衞
�
に
在
職
し
た
6
閒
の
上
限
に

つ
い
て
は
︑
天
監
十
八
年
の
う
ち
に
太
子
右
衞
�
を
Ú
任
し
て
母

親
の
�
喪
を
し
︑


威
將
軍
︑
右
驍
騎
將
軍
︑
侍
中
・
領
步
兵
校

尉
を
經
て
員
外
散
騎
常
侍
・
太
子
左
衞
�
に
任
官
し
た
と
は
考
え

難
い
の
で
︑
假
に
�
H
元
年
以
影
と
し
て
お
き
た
い
﹂
と
営
べ
る
︒

柏
俊
才

(二
〇
〇
八
・
一
八
一
頁
)
も
同
樣
に
︐
周
E
の
﹁
員
外
散

騎
常
侍
︑
太
子
左
衞
�
﹂
と
い
う
職
位
は
﹁
大
�
在
�
H
三
年

(五
二
二
)
﹂
で
あ
る
と
推
測
す
る
︒
し
か
し
J
の
記
事
と
の
關
係

を
ど
う
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
︒
す
な
わ
ち
﹃
梁
書
﹄
周
興
嗣
傳

﹁
周
興
嗣
字
思
纂
︐
陳
郡
項
人
︐
漢
太
子
太
傅
堪
後
也
︒
高
祖
凝
︐

晉
征
西
府
參
軍
︑
宜
都
太
守
︒
⁝
⁝
︒︹
天
監
︺
十
四
年

(五
一

五
)
︐
除
臨
川
郡
丞
︒
十
七
年

(五
一
八
)
︐
復
爲
給
事
中
︐
直
西

省
︒
左﹅

衞﹅

�﹅

周﹅

E﹅

奉
敕
�
高
祖
�
製
歷
代
賦
︐
�
興
嗣
助
焉
︒
�
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H
二
年

(五
二
一
)
︐
卒
﹂︒
こ
れ
は
天
監
十
七
年

(五
一
八
)
か
そ

れ
以
影
と
︐
�
H
二
年

(五
二
一
)
と
の
閒
に
周
E
が
﹁
左
衞
�
﹂

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
︒
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
︐
�
H
三
年
に

周
E
は
﹁
左
�
﹂
(左
衞
�
)
で
あ
っ
た
こ
と
は
︐
こ
の
職
位
を
得

た
の
は
�
H
三
年
か
?
に
そ
れ
以
�
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
り
︐

柏
俊
才

(上
記
)
の
言
う
よ
う
に
�
H
三
年
に
限
る
理
由
は
な
い
︒

こ
の
點
は
陳
思
7

(二
〇
一
三
)
の
說
と
矛
盾
し
な
い
︒
し
た

が
っ
て
今
は
︐
陳
氏
に
從
っ
て
︐﹁
斷
酒
肉
�
﹂
の
成
立
年
J
は

天
監
十
七
年

(五
一
八
)
で
あ
ろ
う
と
假
定
し
た
い
︒

(
248
)

｢
寺
官
｣

『比
丘
尼
傳
﹄
卷
二
︑
僧
果
尼
傳
﹁
驚
吿
寺
官
寺
官
共
視
﹂

(大
正
五
〇
・
九
三
九
下
)
︒

(
249
)

｢
_
師
｣

[參
考
﹈﹃
大
宋
僧
�
略
﹄
卷
中
﹁
Ý﹅

師﹅

之
名
而
含
二
義
︒
若

﹃
法
華
經
﹄
中
︐
商
人
白
Ý
師
言
︐
此
卽
引
路
指
営
也
︒
若
唱
Ý

之
師
︐
此
卽
表
白
也
﹂
(大
正
五
四
・
二
四
四
下
)︒

(
250
)

｢
鳳
莊
門
｣

『南
�
﹄
卷
七
梁
本
紀
﹁︹
太
淸
元

=

五
四
七
︺
夏
四
�
庚

午
︐
羣
臣
以
錢
一
億
萬
奉
贖
皇
�
菩
¡
︐
僧
眾
默
許
︒
戊
寅
︐
百

辟
詣
鳳﹅

莊﹅

門﹅

奉
表
︐
三
»
三
答
︐
頓
首
︐
竝
如
中
大
H
元
年

(五

二
九
)
故
事
︒
丁
亥
︐
�
袞
冕
︒
御
輦
³
宮
︒
幸
太
極
殿
︐
如
卽

位
禮
︐
大
赦
︐
改
元
︒
是
�
︐
神
馬
出
︐
皇
太
子
獻
寶
馬
頌
﹂︒

(
251
)

｢
光
宅
寺
法
雲
｣

光
宅
寺
は
︐
武
�
の
古
宅
に
円
立
さ
れ
た
︒
天
監
六

年

(五
〇
七
)
頃
完
成
︒﹇
淸
﹈
劉
世
珩
﹃
南
�
寺
考
﹄
光
宅
寺
條
︒

法
雲

(四
六
七
～
五
二
九
)
は
︐
南
齊
代
に
は
既
に
名
を
知
ら
れ
︐

梁
の
天
監
二
年

(五
〇
三
)
に
招
か
れ
武
�
の
家
僧
と
な
り
︐
天

監
七
年

(五
〇
八
)
を
さ
ほ
ど
下
ら
な
い
頃
に
光
宅
寺
の
寺
)
に

Ú
え
ら
れ
た

(﹃
續
高
僧
傳
﹄
卷
五
︑
法
雲
傳
)
︒

(
252
)

｢
華
林
園
｣

『景
定
円
康
志
﹄
卷
二
二
﹁
古
華
林
園
︐
在
臺
城
內
本
吳

舊
宮
苑
也
﹂︒
梁
代
の
華
林
園
に
は
華
光
殿
や
︐
經
藏

(佛
敎
圖
書

館
)
を
置
い
た
寶
雲
殿

(ま
た
華
林
佛
殿
と
も
言
う
)
︐
重
雲
殿
︐
等

覺
殿

(ま
た
無
礙
殿
と
も
)
な
ど
が
あ
っ
た
︒
C
h
e
n
JH
(
2
0
0
7
)
︐

陳
思
7

(二
〇
二
〇
：
一
六
八
頁
)
等
參
照
︒
?
に
J
も
見
よ
︒

﹃
円
康
實
錄
﹄
卷
一
二
太
祖
�
皇
�
元
嘉
二
十
三
年
夾
�
﹁
按

﹃
地
輿
志
』☆
︐
吳
時
舊
宮
苑
也
︒
晉
孝
武
?
築
立
宮
室
︐
宋
元
嘉

二
十
二
年

(四
四
五
)
重
脩
廣
之
︒
印
築
景
陽
︑
武
壯
諸
山
︐
鑿

池
名
天
淵
︐
�
景
陽
樓
以
H
天
觀
︐
至
孝
武
大


中
︐
紫
雲
出
景

陽
樓
︐
因
改
爲
景
雲
樓
︒
印
�
琴
堂
︐
東
D
雙
樹
連
理
︐
印
改
爲

連
玉
堂
︒
印
�
靈
�
�
後
殿
︐
印
芳
香
堂
︑
日
觀
臺
︒
元
嘉
中
︐

築
蔬
圃
︐
印
築
景
陽
東
嶺
︐
印
�
光
華
殿
︐
設
射
�
︒
印
立
鳳
光

殿
︑
醴
泉
堂
︑
花
蕚
池
︐
印
�
一
é
臺
︑
層
城
觀
︑
興
光
殿
︒
梁

武
印
�
重
閣
︐
上
名
重
雲
殿
︐
下
名
興
光
殿
︐
a
�
日
︑
夕
�
之

樓
︐
登
之
而
階
�
︐
遶
樓
九
轉
︒
自
吳
晉
宋
齊
梁
陳
六
代
︐
互
D

搆
�
︐
盡
古
今
之
妙
︒
陳
永
初
中

(↓
陳
永
定
中
=
五
五
七
～
五
五

九
？
)
︐
?
�
聽
訟
殿
︒
天
嘉
三
年

(
五
六
二
)
︐
印
作
臨
政
殿
︒

其
山
川
制
置
︐
多
是
宋
將
作
大
匠
張
永
�
作
︒
其
宮
殿
數
多
舊
來

不
用
︐
乃
取
華
林
園
以
爲
號
︐
陳
�
悉
廢
矣
﹂︒
☆

﹃
地
輿
志
﹄

は
﹃
輿
地
志
﹄
の
è
寫
︒﹃
輿
地
志
﹄
の
 
者
は
︐﹃
玉
�
﹄
の
 

者
で
も
あ
る
南
�
梁
陳
の


野
王

(
五
一
九
～
五
八
一
)
︒

(
253
)

｢
華
林
園
の
殿
`
｣

原
�
﹁
華
林
殿
�
﹂︒
本
�
は
こ
こ
で
五
�
二
十

三
日
の
樣
子
を
営
べ
︐
そ
の
場
�
を
華
林
園
と
の
み
記
す
が
︐
そ

の
後
︐
同
�
二
十
九
日
に
再
び
法
會
を
開
い
た
場
�
は
﹁
華
林
華

光
殿
﹂
す
な
わ
ち
華
林
園
の
華
光
殿
で
あ
る
︒
そ
れ
故
︐
二
十
三

日
の
場
�
も
同
じ
華
光
殿
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
︒﹇
參
考
﹈

C
h
e
n
JH
(
2
0
0
7
:
2
3
-
2
4
)
︒
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(
254
)

｢
法
師
﹂
﹁
都
%
｣

南
北
�
義
疎
學
に
お
け
る
都
-
の
制
と
は
︐
漢
代

儒
學
の
都
-
を
基
礎
に
︐
東
晉
以
影
佛
敎
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た

も
の
︒
基
本
�
に
經
の
誦
讀
と
質
問
を
擔
當
し
た
︒
古
"

(二
〇

〇
六
)
參
照
︒

(
255
)

｢
瓦
官
寺
の
ì
�
｣

[宋
﹈
靈
味
寺
の
曇
宗
 
﹃
塔
寺
記
﹄
に
よ
れ
ば
︐

瓦
官
寺
は
︐
東
晉
哀
�
の
時
に
5
力
が
丹
陽
に
円
立
さ
れ
た

(﹃
高
僧
傳
﹄
卷
一
︑
安
淸
傳
﹁
曇
宗
﹃
塔
寺
記
﹄
云
︐
丹
陽
瓦
官
寺
︐
晉

哀
�
時
︐
沙
門
5
力
�
立
﹂︒
大
正
五
〇
・
三
二
四
上
)
︒
本
寺
円
立
�

に
こ
こ
で
陶
器
を
燒
成
し
て
い
た
た
め
︐
瓦
官
寺
と
い
う
名
が
付

け
ら
れ
た

(﹃
高
僧
傳
﹄
卷
五
︑
竺
法
汰
傳
﹁
瓦
官
寺
︐
本
是
河
內
山
玩

公
墓
︐
爲
陶
處
︒
晉
興
寧
中
︐
沙
門
5
力
︐
�
乞
爲
寺
︐
止
D
堂
塔
而

已
﹂︒
大
正
五
〇
・
三
五
四
下
)
︒
5


は
︐
�
照
と
同
じ
く
︐
唱
Ý

僧

(佛
法
を
宣
唱
し
人
々
を
Ý
く
僧
)
と
し
て
円
康
で
名
を
馳
せ
た

(﹃
高
僧
傳
﹄
卷
一
三
︑
�
照
傳
﹁︹
�
︺
照
弟
子
5


︐
姓
焦
︐
魏
郡
人
︒

神
�
俊
邁
︐
祖
|
師
風
︐
亦
D
名
當
世
﹂︒
大
正
五
〇
・
四
一
五
下
)
︒
天

監
十
八
年

(五
一
九
年
)
五
�
敕
寫
ペ
リ
オ
將
來
敦
煌
寫
本
二
一

九
六
號
﹃
出
家
人
u
菩
¡
戒
法
卷
第
一
﹄
に
﹁
瓦
官
寺
5


﹂
の

名
が
見
え
る
の
で
︐
五
一
九
年
以
�
か
ら
武
�
と
�
い
立
場
に

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒

(
256
)

｢
夫
食
肉
者
斷
大
慈
種
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
四
﹁
爾
時
︐
£
葉

菩
¡
白
佛
言
︐﹁
世
�
︐
食
肉
之
人
︐
不
應
施
肉
︒
何
以
故
︒
我

見
不
食
肉
者
D
大
功
德
﹂︒
佛
讚
£
葉
︐﹁
善
哉
善
哉
︒
汝
今
乃
能

善
知
我
5
︒
護
法
菩
¡
︐
應
當
如
是
︒
善
男
子
︐
從
今
日
始
︐
不

聽
聲
聞
弟
子
食
肉
︒
若
u
檀
越
信
施
之
時
︐
應
觀
是
食
如
子
肉

想
﹂︒
£
葉
菩
¡
復
白
佛
言
︐﹁
世
�
︐
云
何
如
來
不
聽
食
肉
﹂︒

﹁
善
男
子
︐
夫
食﹅

肉﹅

者﹅

斷﹅

大﹅

慈﹅

種﹅

﹂︒
£
葉
印
言
︐﹁
如
來
何
故
先

聽
比
丘
食
三
種
淨
肉
﹂︒﹁
£
葉
︐
是
三
種
淨
肉
︐
隨
事
漸
制
﹂︒

£
葉
菩
¡
復
白
佛
言
︐﹁
世
�
︐
何
因
緣
故
︐
十
種
不
淨
︐
乃
至

九
種
淸
淨
︐
而
復
不
聽
﹂︒
佛
吿
£
葉
︐﹁
亦
是
因
事
︐
漸
J
而
制
︒

當
知
卽
是
現
斷
肉
義
﹂﹂
(
大
正
一
二
・
六
二
六
上
)
︒

(
257
)

｢
耆
闍
寺
�
澄
｣

時
代
と
寺
院
か
ら
推
測
す
れ
ば
︐﹁
�
澄﹅

﹂
は
J
の

法
鏡
傳
に
見
え
る
﹁
�
登﹅

﹂
と
同
人
か
︒﹃
高
僧
傳
﹄
卷
一
三
︑

法
鏡
傳
﹁
釋
法
鏡
︐
姓
張
︐
吳
興
烏
;
人
︒
幼
而
樂
�
︐
事
未
獲

從
︐
値
5
益
燒
身
︐
�
�
度
二
十
人
︐
鏡
卽
預
其
一
也
︒
事
法
願

爲
師
︒
既
得
入
�
︐
履
操
冰
霜
︐
仁
施
爲
懷
︐
曠
拔
成
務
︒
於
是

硏
|
唱
Ý
︐
D
邁
(
古
︒
⁝
⁝
︒
齊
永
元
二
年

(五
〇
〇
)
卒
︐

年
六
十
四
︒
其
後
瓦
官
�
親
︑
彭
城
寶
興
︑
耆﹅

闍﹅

�﹅

登﹅

︐
竝
皆
祖

営
宣
唱
﹂
(大
正
五
〇
・
四
一
七
中
～
下
)
︒

(
258
)

法
會
が
開
か
れ
た
二
三
日
と
二
九
日
は
在
家
者
の
六
齊
日
に
當
た
る
︒

こ
れ
は
偶
然
で
な
く
︐
在
家
者
の
武
�
が
出
家
者
と
同
じ
場
に
居

る
の
に
好
ま
し
い
日
を
F
擇
し
た
た
め
で
あ
る
︒

(
259
)

｢
莊
嚴
寺
の
法
超
｣

法
超

(
四
五
六
～
五
二
六
)
は
律
に
�
詣
が
深
く
︑

�
H
六
年

(五
二
五
)
に
宮
城
の
_
等
殿
で
武
�
に
律
を
-
じ
た
︒

﹃
續
高
僧
傳
﹄
卷
二
﹁
釋
法﹅

超﹅

︐
姓
孟
氏
︐
晉
陵
無
錫
人
也
︒
十

一
出
家
︐
�
靈
根
寺
︒
幼
而
聰
穎
︐
篤
學
無
倦
︐
從
同
寺
僧
護
︐

修
|
經
論
︒
而
�
D
深
思
︐
幽
求
討
擊
︐
學
論
歸
仰
︐
貧
無
衣
食
︐

乞
匃
自
x
︒
心
性
柔
軟
︐
勞
苦
非
慮
︒
晚
從
安
樂
寺
智
稱
︐
專
攻

﹃
十
誦
﹄︒
⁝
⁝
︒
武
�
印
︐
以
律
部
繁
廣
︐
臨
事
難
究
︐
聽
覽
餘

隙
︐
±
i
戒
檢
︐
附
世
結
�
︐
 ﹅

爲﹅

一﹅

十﹅

四﹅

卷﹅

︐
號
曰
﹃
出﹅

C﹅

律﹅

儀﹅

﹄︒
以
少
許
之
詞
︐
網
羅
眾
部
︒
H
下
梁
境
︐
竝
依
詳
用
︒
�﹅

H﹅

六﹅

年﹅

(五
二
五
)
︐
±
集
知
事
a
於
名
解
︐
於
_
等
殿
敕
超
-

﹃
律
﹄
︐
�
親
臨
座
︐
聽
u
成
規
︐
⁝
⁝
︒
至
七
年

(五
二
六
)
冬
︐
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卒
於
天
竺
�
寺
︐
春
秋
七
十
D
一
︒
天
子
下
敕
液
慰
︐
幷
令
D
司

葬
鍾
山
開
善
寺
墓
﹂
(大
正
五
〇
・
六
〇
七
上
)
︒
本
�
で
法
超
の
�

屬
寺
を
莊
嚴
寺
と
す
る
が
︐
金
陵
に
は
大
小
の
二
つ
の
が
莊
嚴
寺

あ
っ
た
︒
宋
孝
武
�
の
大


三
年

(四
五
九
)
に
路
太
后
が
円
立

し
た
寺
は
大
莊
嚴
寺
と
呼
ば
れ

(﹇
淸
﹈
陳
作
霖
﹃
南
�
佛
寺
志
﹄
卷

上
︑﹇
淸
﹈
劉
世
珩
﹃
南
�
寺
考
﹄
)
︐
天
監
六
年

(五
〇
七
)
に
�
度

の
円
立
し
た
寺
は
小
莊
嚴
寺
と
呼
ば
れ
た

(﹃
法
苑
珠
林
﹄
卷
六
四
︒

大
正
五
三
・
七
七
二
中
～
下
)
︒
大
小
二
莊
嚴
寺
の
う
ち
︐
法
超
の
參

加
し
た
﹃
出
C
律
儀
﹄
 
営
が
大
莊
嚴
寺
寶
唱
に
)
Ý
さ
れ
た
こ

と
か
ら
á
斷
す
れ
ば
︐
法
會
時
に
法
超
が
居
�
し
て
い
た
の
は
大

莊
嚴
寺
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
右
揭
﹃
續
高
僧
傳
﹄
卷
二
法
超

傳
に
言
a
す
る
﹃
出
C
律
儀
﹄
(散
佚
)
と
關
連
す
る
諸
x
料
に
つ

い
て
は
︐
$
山

(二
〇
二
〇
：
特
に
 
者
問
題
は
五
二
〇
～
五
一
九
頁
)

參
照
︒

(
260
)

｢
奉
b
寺
の
僧
辯
｣

奉
º
寺
は
︐
景
_
元
年

(四
二
三
)
に
円
立
さ
れ

た
_
陸
寺
を
︐
5
觀
に
招
か
れ
た
僧
伽
跋
e
が
︐
5
觀
と
共
に
三

重
塔
を
�
營
す
る
な
ど
し
て
伽
藍
を
整
え
た
の
が
奉
º
寺
で
あ
る
︒

﹃
高
僧
傳
﹄
卷
三
︑
僧
伽
跋
e
傳
﹁
僧
伽
跋
e
︐
此
云
眾
鎧
︐
天

竺
人
也
︒
少
而
棄
俗
︐
淸
峻
D
戒
德
︒
善
解
三
藏
︐
尤
精
雜
心
︒

以
宋
元
嘉
十
年

(四
三
三
)
︐
出
自
液
沙
至
于
京
邑
︒
器
宇
宏
肅
︐

�
俗
敬
衣
︐
咸
宗
事
之
︐
號
曰
三
藏
法
師
︒
初
景
_
元
年
︐
_
陸

令
許
桑
︐
E
宅
円
刹
︐
因
名
_
陸
寺
︒
後
�
場
5
觀
︐
以
跋
e
�

行
純
備
︐
»
�
此
寺
︐
崇
其
供
養
︐
以
表
厥
德
︒
跋
e
共
觀
︐
加

塔
三
層
︒
今
之
奉﹅

º﹅

是
也
︒
大
正
五
〇
・
三
四
二
中
)︒
僧
辯
の

傳
は
殘
ら
な
い
が
︑
弟
子
の
釋
僧
詢
の
傳
に
よ
れ
ば
﹃
十
誦
律
﹄

に
詳
し
か
っ
た
︒﹃
續
高
僧
傳
﹄
卷
六
︑
僧
詢
傳
﹁
年
十
二
敕
令

出
家
︒
爲
奉﹅

º﹅

寺﹅

僧﹅

辯﹅

律﹅

師﹅

弟
子
︒
辯
性
廉
直
︐
戒
品
冰
嚴
︐
好

仁
履
信
︐
精
�
勇
勵
︐
常
-
﹃
十
誦
﹄﹂
(
大
正
五
〇
・
四
七
五
上
)
︒

(
261
)

｢
寶
度
｣

律
師
と
し
て
後
に
も
名
が
見
え
る
が
︐﹃
廣
弘


集
﹄
以
外

に
は
名
が
見
出
せ
な
い
︒
こ
の
5
味
で
も
﹁
斷
酒
肉
�
﹂
の
x
料

價
値
は
高
い
︒

(
262
)

｢
制
旨
｣

皇
�
の
敕
命
︒﹃
梁
書
﹄
卷
四
〇
︑
許
懋
傳
﹁
高
祖
嘉
#
之
︐

因
推
演
懋
議
︐
稱
制﹅

旨﹅

以
答
︐
»
者
由
是
ô
停
﹂︒

(
263
)

｢
沸
い
た
湯
を
止
め
よ
う
と
思
え
ば
︐
薪
を
取
り
去
る
の
が
一
番
で
あ

る
︒
E
失
を
行
う
ま
い
と
す
れ
ば
︐
何
も
言
わ
な
い
の
が
一
番
で

あ
る
｣

原
語
﹁
止
沸
莫
若
去
薪
︐
息
E
莫
若
無
語
﹂︒
�
;
は

﹃
後
漢
書
﹄
に
用
例
が
あ
る
︒﹃
後
漢
書
﹄
董
卓
傳
﹁
a
�
�
︐
大

將
軍
何
�
︑
司
隸
校
尉
袁
紹
︐
謀
誅
閹
宦
︐
而
太
后
不
許
︐
乃
私

呼
卓
將
兵
入
�
︐
以
脅
太
后
︒
卓
得
召
︐
卽
時
就
�
︒
竝
上
書
曰
︐

﹁
中
常
侍
張
讓
等
︐
竊
倖
承
寵
︐
濁
亂
海
內
︒
臣
聞
︐
揚﹅

湯﹅

止﹅

沸﹅

︐

莫﹅

若﹅

去﹅

薪﹅

︒
潰
癕
雖
痛
︐
"
於
內
食
︒
昔
趙
鞅
興
晉
陽
之
甲
︐
以

`
君
側
之
惡
人
︒
今
臣
輒
鳴
鍾
鼓
如
洛
陽
︐
»
收
讓
等
︐
以
淸
姦

穢
﹂﹂︒
し
か
し
後
;
に
つ
い
て
は
︐
先
行
す
る
時
代
に
類
似
表
現

を
見
出
せ
な
い
︒
趙
宋
�
壽
﹃
萬
善
同
歸
集
﹄
に
﹁
印
云
﹂
と
本

�
と
ほ
ぼ
同
一
の
句
が
引
用
さ
れ
る

(﹇
趙
宋
﹈
�
壽
﹃
萬
善
同

歸
集
﹄﹁
書
云
︐﹁
古
人
當
言
而
懼
︒
發
言
而
憂
﹂︒
印
云
︐﹁
止﹅

沸﹅

莫﹅

若﹅

去﹅

薪﹅

︐
息﹅

�﹅

莫﹅

若﹅

無﹅

語﹅

﹂
(
大
正
四
八
・
九
八
四
下
)
︒

(
264
)

｢
成
人
之
美
｣

『論
語
﹄
顏
淵
�
﹁
子
曰
︐
君
子
成﹅

人﹅

之﹅

美﹅

︐
不
成
人

之
惡
︐
小
人
反
是
﹂︒

(
265
)

｢
令
佛
種
相
續
｣

佛
種
と
は
成
佛
の
原
因
と
な
る
種
子

(潛
在
力
)
︒
武

�
の
﹁
�
解
大
品
序
﹂
(
僧
祐
﹃
出
三
藏
記
集
﹄
卷
八
)
に
同
樣
の
句

が
あ
る

(大
正
五
五
・
五
四
下
)
︒

梁武�「斷酒肉�」譯�

273



(
266
)

｢
默
已
｣

『藝
�
類
聚
﹄
卷
二
五
﹁
梁
邵
陵
王
蕭
綸
與
元
�
書
曰
︐﹁
先

�
¿
德
治
天
下
︐
九
親
維
睦
︐
四
表
無
怨
︐
º
爲
國
政
︐
實
亦
家

風
︐
弟
弘
識
7
鑒
︐
無
俟
傍
說
︐
事
重
�
切
︐
不
能
默﹅

已﹅

︐
勞
兵

損
義
︐
虧
失
多
矣
︐
⁝
⁝
﹂﹂︒

(
267
)

｢
聞
諸
僧
�
｣

譯
﹁
諸
僧
が
～
と
言
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
﹂︒﹁
言

う
﹂
を
表
す
原
語
﹁
�
﹂
を
口
語
�
表
現
と
言
っ
て
よ
い
か
ど
う

か
は
定
か
で
な
い
け
れ
ど
も
︐
こ
れ
よ
り
以
下
④
の
�
中
に
﹁
言

う
・
営
べ
る
﹂
を
﹁
�
﹂
字
で
示
す
例
が
散
見
さ
れ
る
︒
因
み
に

上
揭
①
の
�
中
で
﹁
言
う
・
営
べ
る
﹂
は
﹁
云
﹂
字
か
﹁
言
﹂
字

で
示
さ
れ
て
い
た
︒
①
と
④
と
で
は
同
じ
5
味
を
示
す
原
語
に
傾

向
の
衣
な
り
が
あ
る
の
で
あ
る
︒
例
え
ば
J
表
の
H
り
︒

以
上
と
關
連
す
る
�
と
し
て
後
�

(
272
)
a
び
後
�

(
316
)
も
�

せ
て
參
照
︒

(
268
)

｢
若
爲
｣

こ
こ
で
は
﹁
ど
の
よ
う
な
﹂
の
5
に
解
し
た
︒﹇
語
例
﹈﹃
南

�
﹄
卷
五
〇
︑


僧
紹
傳
﹁
高
�
欲
出
寺
見
之
︐
僧
7
問
僧
紹
曰
︐

﹁
天
子
若
來
︐
居
士
若﹅

爲﹅

相
對
﹂﹂︒﹃
高
僧
傳
﹄
卷
一
〇
﹁
印
於
江

津
路
値
一
人
︐
忽
以
杖
打
之
︒
語
云
︐﹁
可
駛
歸
去
看
汝
家
若﹅

爲﹅

﹂︒

此
人
至
家
︐
果
爲
�
火
�
a
︐
舍
物
蕩
盡
﹂
(大
正
五
〇
・
九
四
上
)
︒

(
269
)

｢
十
種
﹂
﹁
九
種
｣

食
肉
が
禁
斷
さ
れ
た
十
種
は
人
・
蛇
・
象
・
馬
・

驢
・
狗
・
師
子
・
猪
・
狐
・
獼
猴
︒

[參
考
﹈
淨
影
寺
5
7
﹃
大
般
𣵀
槃
經
義
記
﹄
卷
二
﹁
二
問
︐
如

來
已
聽
比
丘
食
三
淨
肉
︐
何
緣
於
中
十﹅

種﹅

不﹅

淨﹅

︑
九﹅

種﹅

淸﹅

淨﹅

而
復

不
聽
︒
十
種
不
淨
︐
下
�
自
數
︐
人
︑
蛇
︑
象
︑
馬
︑
驢
︑
狗
︑

師
子
︑
猪
︑
狐
︑
獼
猴
︒
是
其
十
也
︒
於
此
十
中
︐
不
見
聞
疑
他

爲
己
殺
︐
是
故
攝
入
三
種
淨
中
︐
生
世
機
�
︐
故
名
不
淨
︒
九
種

淸
淨
︐
自
未
見
�
︐
人
傳
釋
之
︐
�
十
種
外
︐
餘
眾
生
中
︐
不
見

他
殺
︐
亦
無
聞
疑
︐
a
不
爲
已
︐
卽
以
爲
四
︒
先
乾
自
死
︐
a
與

鳥
殘
︐
H
�
爲
七
︒
不
6
偶
得
︐
a
他
自
殺
︐
»
已
而
食
︐
H
�

爲
九
﹂
(大
正
三
七
・
六
六
五
上
)
︒
九
種
淸
淨
肉
は
︐
右
で
淨
影
寺

5
7
が
﹁
未
だ
�
を
見
ず
﹂
と
い
う
よ
う
に
︐
六
世
紀
當
時
か
ら

經
典
中
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
︒
5

7
は
︐
⑴
殺
す
と
こ
ろ
を
見
て
い
な
い
肉
︑
⑵
自
分
の
た
め
に
殺

し
た
と
聞
い
て
い
な
い
肉
︑
⑶
自
分
の
た
め
に
殺
し
た
と
い
う
疑

い
の
な
い
肉

(
三
種
淨
肉
)
︑
⑷
殺
し
た
の
で
は
な
い
肉
︑
⑸
乾
肉
︑

⑹
自
死
し
た
も
の
の
肉
︑
⑺
鳥
が
食
べ
殘
し
た
肉
︑
⑻
偶
然
に
手

に
入
れ
た
肉
︑
⑼
他
者
が
自
殺
し
食
す
る
よ
う
»
わ
れ
た
肉
の
九

種
と
す
る
︒

(
270
)

｢
漸
制
｣

順
を
c
っ
て
J
第
に
定
め
た
制
限
︒
肉
食
が
段
階
�
に
禁
止

東 方 學 報
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①

a

但
﹃
經﹅

﹄
敎

亦

云﹅

︐﹁
佛

法
寄
囑
人
王
﹂︒

①
a

『
𣵀
槃
經﹅

﹄
言﹅

︐﹁
£
葉
我

今
日
制
諸
弟
子
︐
不
得
食

一
切
肉
﹂︒

①
a

『戒
律
﹄
言﹅

︐﹁
飮
酒
︐
犯

波
夜
提
﹂︒

五
�
二
十
三
日

④
a

聞
諸
僧
�﹅

︐﹁﹃
律
﹄
中
無
D
斷
肉
法
︒
印
無

懺
悔
食
肉
法
﹂︒

④
b

問
︐﹁
若
爾
︐
但
先
�﹅

﹁
慚
愧
痛
打
�
人
﹂
︐

而
�﹅

﹁
我
慚
愧
汝
我
打
汝
︒
我
慚
愧
汝
我

食
汝
﹂﹂︒

④
b

問
︐﹁
先
�﹅

﹁
慚
愧
而
v
噉
食
﹂
︐
此
是
知
而

故
犯
︐
非
謂
慚
愧
︒
若
b
先
時
不
知
︐
或
是

�
è
︐
後
方
µ
愧
︐
乃
是
慚
愧
︒
豈
非
知
而

故
犯
︒
⁝
⁝
問
︐
⁝
︒
答
︐﹁﹃
經﹅

﹄
印

�﹅

︐

慚
愧
爲
上
�
︒
若
爾
︐
�
D
非
上
�
義
﹂︒

④
d
1
唱
﹃
經
﹄
悦
︐
制
印
語
諸
僧
�﹅﹅

︐﹁
諸
小
僧

輩
看
﹃
經
﹄
未
±
︒
互
言
無
斷
肉
語
﹂︒
今

日
此
﹃
經
﹄
言
何
�﹅

�﹅

︒

五
�
二
十
九
日



さ
れ
た
こ
と
を
指
す
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
四
﹁
爾
時
︐
£

葉
菩
¡
白
佛
言
︐﹁
世
�
︐
食
肉
之
人
不
應
施
肉
︐
何
以
故
︒
我

見
不
食
肉
者
D
大
功
德
﹂︒
佛
讚
£
葉
︐﹁
善
哉
善
哉
︒
汝
今
乃
能

善
知
我
5
︒
護
法
菩
¡
應
當
如
是
︒
善
男
子
︐
從
今
日
始
不
聽
聲

聞
弟
子
食
肉
︒
若
u
檀
越
信
施
之
時
︐
應
觀
是
食
如
子
肉
想
﹂︒

£
葉
菩
¡
復
白
佛
言
︐﹁
世
�
︐
云
何
如
來
不
聽
食
肉
﹂︒﹁
善
男

子
︐
夫
食
肉
者
斷
大
慈
種
﹂︒
£
葉
印
言
︐﹁
如
來
何
故
︐
先
聽
比

丘
食
三
種
淨
肉
﹂︒﹁
£
葉
︐
是
三
種
淨
肉
︐
隨﹅

事﹅

漸﹅

制﹅

﹂︒
£
葉

菩
¡
復
白
佛
言
︐﹃
世
�
︐
何
因
緣
故
︐
十
種
不
淨
︐
乃
至
九
種

淸
淨
而
復
不
聽
﹄︒
佛
吿
£
葉
︐﹃
亦
是
因
事
漸
J
而
制
︒
當
知
︐

卽
是
現
斷
肉
義
﹂
(大
正
一
二
・
六
二
五
下
～
六
二
六
上
)
︒

(
271
)

｢
引
物
｣

命
あ
る
生
き
も
の

(物

=

眾
生

S
k
t.
sa
ttv
a
)
を
Ý
く
︒﹃
大

般
𣵀
槃
經
集
解
﹄
卷
一
九
﹁
法
瑤
曰
︐﹃
此
下
三
偈
;
︐


因
時
︒

亦
D
三
歸
之
義
︒
若
知
身
中
D
三
歸
之
義
︒
歸
而
修
善
者
︐
卽
果

地
三
歸
者
也
︒
以
此
引
物
︐
修
善
勸
發
︐
a
作
善
業
之
義
︒
義
在

於
此
耶
﹄﹂
(大
正
三
七
・
四
五
七
上
～
中
)
︒

(
272
)

｢
た
だ
｣

原
�
﹁
只
﹂︒
上
記
�

(
267
)
で
指
摘
し
た
こ
と
と
共
H
す

る
が
︐
①
と
④
と
の
閒
に
は
﹁
た
だ
・
～
の
み
﹂
を
表
す
原
語
を

こ
れ
よ
り
以
下
④
で
は
﹁
只
﹂
字
と
す
る
場
合
が
複
數
あ
る
︒
そ

れ
は
①
で
﹁
唯
﹂
字
を
用
い
る
の
と
對
蹠
�
で
あ
る
︒
例
え
ば
J

表
の
H
り
︒

(
273
)

｢
漸
敎
｣

吉
藏
に
よ
れ
ば
︑
𣵀
槃
經
が
初
め
て
江
南
に
傳
わ
っ
た
時
︑

�
場
寺
5
觀
が
經
序
を
書
き
︑
そ
こ
で
釋
�
の
敎
え
を
頓
敎
と
漸

敎
の
二
種
に
分
け
た
と
い
う
︒
漸
敎
は
五
時
に
分
け
ら
れ
︑
�
後

に
說
か
れ
た
�
も
深
い
敎
え
が
𣵀
槃
經
と
な
る
︒
吉
藏
﹃
三
論
玄

義
﹄﹁
言
五
時
者
︐
昔
𣵀
槃
初
度
江
左
︐
宋
�
場
寺
沙
門
5
觀
︐

仍
製
經
序
︒
略
á
佛
敎
︐
凡
D
二
科
︒
一
者
頓
敎
︐
卽
華
嚴
之
液
︐

但
爲
菩
¡
︐
具
足
顯
理
︒
二
者
︐
始
從
鹿
苑
︐
(
悦
L
林
︐
自
淺

至
深
︐
謂
之
漸﹅

敎﹅

︒
於
漸
敎
內
︐
開
爲
五
時
︒
一﹅

者﹅

︐
三
乘
別
敎
︒

爲
聲
聞
人
︐
說
於
四
諦
︐
爲
辟
荏
佛
︐
演
說
十
二
因
緣
︐
爲
大
乘

人
︐


於
六
度
︒
行
因
各
別
︐
得
果
不
同
︒
謂
三
乘
別
敎
︒
二﹅

者﹅

︐

般
若
H
æ
三
機
︐
謂
三
乘
H
敎
︒
三﹅

者﹅

︐
淨
名
思
益
︐
讚
揚
菩
¡
︐

抑
挫
聲
聞
︐
謂
抑
揚
敎
︒
四﹅

者﹅

︐
法
華
會
彼
三
乘
同
歸
一
極
︐
謂

同
歸
敎
︒
五﹅

者﹅

︐
𣵀
槃
名
常
�
敎
﹂
(
大
正
四
五
・
五
中
)
︒

(
274
)

｢
利
根
﹂
﹁
鈍
根
｣

利
發
者
と
愚
鈍
者
︒
對
で
b
用
さ
れ
る
事
例
と
し

て
は
以
下
を
擧
げ
て
お
く
︒

[參
考
﹈﹃
大
般
𣵀
槃
經
集
解
﹄
卷
四
九
﹁
寶
亮
曰
︐
下
去
J


他

心
H
︐
知
須
陀
洹
初
心
︐
J
第
至
十
六
心
者
︒
聲
聞
人
欲
知
初
心

梁武�「斷酒肉�」譯�
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①
d

唯﹅

取
老
舊
者
︐
�
多
門
徒

者
︐
此
二
種
人
︐
�
宜
先

問
︒

①
d

唯﹅

無
瑕
者
︐
可
以
戮
人
︒

唯﹅

自
淨
者
︐
可
以
淨
人
︒

④
a

寶
度
奉
答
︐﹁
愚
短
�
解
︐
只﹅

是
漸
敎
︒
⁝
﹂

④
a

奉
答
︐﹁
常
日
解
義
只﹅

作
向
者
�
說
﹂︒

④
a

答
︐﹁
此
旨
是
理
中
言
︒
�
敎
辯
︐
只﹅

得﹅

如﹅

此﹅

﹂︒

④
a

問
︐﹁
法
師
旣
爲
人
-
說
︐

爲
人


Ý
︐

爲

人
法
城
︐
云
何
言
只﹅

得﹅

如﹅

此﹅

︒
但
問
作
5
b

人
買
時
作
若
爲
5
﹂︒

④
a

問
︐
⁝
︒
只﹅

問
︐
此
是
﹃
優
波
離
律
﹄
不
﹂︒

④
a

答
︐
﹁
只﹅

言
﹃
經
﹄
中
D


戒
處
︒
愚
謂
應

相
關
涉
﹂︒

④
a

問
︐
﹁﹃
律
﹄
旣
是
具
敎
︐
優
波
離
旣
不
開

肉
︐﹃
律
﹄
何
得
無
�
︒
法
師
此
解
殊
爲
�

Ú
︒
只﹅

可
爲
寺
中
沙
彌
︑
式
叉
e
尼
說
︐

不
得
以
此
答
弟
子
﹂︒



捉
法
不
能
得
︒
若
利﹅

根﹅

者
︐
C
至
第
七
心
方
知
︒
若
鈍﹅

根﹅

者
︐
至

第
十
六
心
方
知
︒
菩
¡
不
爾
︒
十
六
心
一
一
J
第
差
別
盡
知
也
﹂

(大
正
三
七
・
五
二
八
上
)
︒

(
275
)

｢
(
肉
｣

『世
說
怨
語
﹄
任
?
�
﹁
劉
伶
病
酒
︐
渴
甚
︐
從
ý
求
酒
︒

ý
捐
酒
衛
器
︐
涕
泣
諫
曰
︐﹁
君
飮
太
�
︐
非
攝
生
之
�
︐
必
宜

斷
之
﹂︒
伶
曰
︐﹁
甚
善
︒
我
不
能
自
禁
︐
唯
當
祝
鬼
神
︐
自
誓
斷

之
耳
︒
�
可
具
酒
肉
﹂︒
ý
曰
︐﹁
敬
聞
命
﹂︒
供
酒
肉
於
神
�
︐

»
伶
祝
誓
︒
伶
跪
而
祝
曰
︐﹁
天
生
劉
伶
︐
以
酒
爲
名
︐
一
飮
一

斛
︐
五
斗
解
酲
︒
ý
人
之
言
︐
愼
不
可
聽
﹂︒
�
引
酒
�﹅

肉﹅

︐
隗

然
已
醉
矣
﹂︒

(
276
)

｢
中
年
｣

四
〇
歲
を
�
ぎ
る
こ
と
︒﹃
列
子
﹄
周
穆
王
�
﹁
宋
陽
里
華

子
︐
中﹅

年﹅

病
忘
︐
�
取
而
夕
忘
︐
夕
與
而
�
忘
︒
在
塗
則
忘
行
︐

在
室
則
忘
坐
︐
今
不
識
先
︐
後
不
識
今
﹂︒

(
277
)

疾
病
時
は
出
家
者
の
食
肉
を
,
め
る
︒

[參
考
﹈﹃
十
誦
律
﹄
二
六
﹁
佛
從
波
婆
國
隨
�
�
悦
︐
持
衣
鉢
ö

行
到
舍
衞
國
︒
諸
比
丘
乞
食
︐
得
甘
美
餚
饍
É
酪
酥
油
魚
肉
脯
︐

諸
比
丘
不
u
︒
思
惟
︐
乞
美
飮
食
或
墮
罪
︐
以
是
事
白
佛
︒
佛
言
︐

｢若
不
自
乞
︐
檀
越
施
應
u
︒
從
今
日
聽
僧
�
四
種
藥
︒
何
等
四

種
藥
︐
一
時
藥
︑
二
時
分
藥
︑
三
七
日
藥
︑
四
盡
形
藥
︒
時
藥
者
︐

五
種
佉
陀
尼
︑
五
種
蒲
闍
尼
︑
五
似
食
︒
(中
略
)
何
等
五
種
蒲
闍

尼

(
S
k
t.
b
h
o
ja
n
īy
a
)
食
︐
一
飯
︑
二
麨
︑
三
糒
︑
四
魚
︑
五
肉﹅

︒

⁝
⁝
｣﹂
(大
正
二
三
・
一
九
三
下
～
一
九
四
上
)
︒

(
278
)

｢
駈
e
｣

[參
考
﹈
佛
陀
耶
舍
︑
竺
佛
念
共
譯
﹃
四
分
律
﹄﹁
D
五
法
驅

â
弟
子
︐
若
和
尙
語
弟
子
言
︐
今
驅
汝
去
︐
汝
不
應
入
我
Ä
︐
汝

不
應
復
營
勞
我
︐
莫
復
至
我
�
︐
不
共
語
︒
是
爲
和
尙
五
法
驅
â

弟
子
﹂
(大
正
二
二
・
一
〇
〇
四
上
)
︒

(
279
)

｢
f
敎
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
二
五
﹁
復
J
︐
善
男
子
︐
�
D
三

種
︒
謂
下
上
中
︒
下
者
︐
泳
天
無
常
︐
謬
見
是
常
︒
上
者
︐
生
死

無
常
︐
謬
見
是
常
︐
三
寶
是
常
︐
橫
計
無
常
︒
何
故
名
上
︒
能
得

�
上
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
故
︒
中
者
︐
名
第
一
義
空
︒
無
常
見

無
常
︐
常
見
於
常
︒
第
一
義
空
︐
不
名
爲
下
︒
何
以
故
︒
一
切
凡

夫
�
不
得
故
︒
不
名
爲
上
︒
何
以
故
︒
卽
是
下
故
︒
諸
佛
菩
¡
�

修
之
�
︐
不
上
不
下
︐
以
是
義
故
︒
名
爲
中
�
﹂
(大
正
一
二
・
七

六
八
上
)
︒﹃
大
般
𣵀
槃
經
集
解
﹄
卷
五
四
﹁
上
者
生
死
無
常
︐
至

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
故
︒
案
︒
�
生
曰
︐
與
眞
反
也
︒
苟
是
實

者
︐
生
死
爲
無
上
︐
是
以
義
稱
爲
上
矣
︒
僧
亮
曰
︐
二
乘
不
見
佛

果
常
故
︒
於
生
死
無
常
︐
不
可
爲
謬
也
︒
了
非
爲
是
︐
謂
之
計
生

死
爲
常
也
︒
僧
宗
曰
︐
此
釋
二
乘
人
也
︒
謬
見
常
者
︐
其
傾
正
b

已
盡
︐
唯
餘
|
氣
︒
�
敎
而
言
︐
二
乘
v
D
八
倒
之
|
︐
如
三
脩

�


也
︒
今
不
取
|
義
爲
緣
因
︐
正
取
無
漏
善
爲
緣
因
︒
上
者
︐

凡
¿
二
位
︐
彼
凡
既
下
︐
此
¿
宜
言
上
也
﹂
(大
正
三
七
・
五
四
六

上
)
︒

(
280
)

｢
不
g
言
｣

『水
經
�
﹄
卷
二
〇
︑
漾
水
﹁
然
川
液
隱
伏
︐
卒
難
詳
照
︐

地
理
潛
閟
︐
變
H
無
方
︐
復
不﹅

可
 ﹅

言﹅

闞
氏
之
非
也
﹂︒

(
281
)

｢
引
其
向
理
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂﹁
僧
辯
奉
答
︐
僧
辯
從
來
�
解
大
5
︐
亦

不
衣
法
超
︒
但
敎
D
深
淺
︐
階
à
引
物
︒
若
論
噉
三
種
淨
肉
︐
理

當
是
�
︐
但
敎
既
未
極
︐
�
以
許
其
如
此
﹂
(大
正
五
二
・
二
九
九

上
中
)
︒

(
282
)

｢
見
﹂
﹁
聞
﹂
﹁
疑
｣

[參
考
﹈
鳩
e
羅
什
等
譯
﹃
十
誦
律
﹄
卷
二
六

﹁
三
種
不
淨
肉
︐
不
應
噉
︒
何
等
三
︒
若
見
︑
若
聞
︑
若
疑
︒
云

何
見
︒
自
見
是
生
爲
我
奪
命
︐
如
是
見
︒
云
何
聞
︒
可
信
人
邊
︐

聞
是
生
故
爲
汝
殺
︐
如
是
聞
︒
云
何
疑
︒
D
因
緣
故
生
疑
︐
是
處
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無
屠
兒
︑
無
自
死
︐
是
)
人
惡
︐
能
故
爲
我
奪
命
︐
如
是
疑
︒
是

三
種
不
淨
肉
︐
不
應
噉
︒
三
種
淨
肉
︐
聽
噉
︒
何
等
三
︒
若
眼
不

見
︑
耳
不
聞
︑
心
不
疑
︒
云
何
不
見
︒
自
眼
不
見
是
生
故
爲
我
奪

命
︐
如
是
不
見
︒
云
何
不
聞
︒
可
信
優
婆
塞
人
邊
︐
不
聞
是
生
故

爲
我
奪
命
︐
如
是
不
聞
︒
云
何
不
疑
︒
心
中
無
D
緣
生
疑
︐
是
中

D
屠
兒
家
︑
D
自
死
者
︐
是
)
人
善
︐
不
故
爲
我
奪
命
︐
如
是
不

疑
︒
是
三
種
淨
肉
聽
噉
﹂
(大
正
二
三
・
一
九
〇
中
)
︒

(
283
)

｢
不
假
｣

『宋
書
﹄
殷
琰
傳
﹁
囘
等
欲
乘
"
擊
之
︐
安
國
曰
︐
彼
將
自

走
︐
不﹅

假﹅

復
擊
﹂︒

(
284
)

｢
理
中
｣

上
揭
�

(
111
)
參
照
︒

(
285
)

｢
�

理
の
h

元
で
﹂
﹁
現
實
の
h

元
で
｣

原
�
﹁
理
中
﹂﹁
事
中
﹂︒

﹁
理
﹂﹁
事
﹂
を
對
比
�
に
用
い
る
早
6
の
用
例
に
つ
い
て
は
上
揭

�

(
113
)
參
照
︒

(
286
)

｢
買
肉
｣

佛
陀
什
譯

竺
�
生
譯
﹃
彌
沙
塞
部
和
醯
五
分
律
﹄
卷
五

﹁
佛
種
種
呵
責
已
吿
諸
比
丘
以
十
利
故
爲
諸
比
丘
結
戒
︐
從
今
是

戒
應
如
是
說
︐
若
比
丘
自
捉
金
銀
a
錢
︐
若
b
人
捉
若
發
u
︐
尼

¡
耆
波
逸
提
﹂
(大
正
二
二
・
三
七
中
)
︒
同
卷
一
二
﹁
若
比
丘
自
捉

金
銀
a
錢
︐
若
b
人
捉
若
發
心
u
︐
尼
¡
耆
波
逸
提
﹂
(大
正
二

二
・
八
三
上
)
︒
佛
陀
耶
舍
譯

竺
佛
念
譯
﹃
四
分
律
﹄
卷
八
﹁
若
比

丘
自
手
捉
錢
若
金
銀
︐
若
敎
人
捉
若
置
地
u
者
︐
尼
¡
耆
波
逸

提
﹂
(大
正
二
二
・
六
一
九
中
)
︒
佛
陀
跋
陀
羅
︑
法
顯
共
譯
﹃
e
訶

僧
Ø
律
﹄
卷
二
九
﹁
佛
言
︐
從
今
日
後
︐
不
聽
沙
彌
持
金
銀
錢
︐

若
比
丘
b
沙
彌
�
初
捉
金
銀
錢
者
︐
得
越
毘
尼
罪
︒
若
見
沙
彌
先

已
捉
︐
後
b
捉
者
無
罪
﹂
(大
正
二
二
・
四
六
一
上
)
︒
傳
安
世
高
譯

﹃
大
比
丘
三
千
威
儀
﹄
卷
下
﹁
買﹅

肉﹅

D
五
事
︒
一
者
︐
設
見
肉
完

未
斷
︐
不
應
�
買
︒
二
者
︐
人
已
斷
︐
餘
乃
應
買
︒
三
者
︐
設
見

肉
少
︐
不
得
盡
買
︒
四
者
︐
若
肉
少
︐
不
得
妄
增
錢
取
︒
五
者
︐

設
肉
已
盡
︐
不
得
言
當
多
買
﹂
(
大
正
二
四
・
九
二
二
下
)
︒

(
287
)

｢
惛
亂
｣

『
�
記
﹄
卷
九
﹁
呂
太
后
本
紀
﹂﹁
今
皇
�
病
久
不
已
︐
迺
失

惑
惛﹅

亂﹅

︐
不
能
繼
嗣
奉
宗
4
祭
祀
︐
不
可
屬
天
下
︐
其
代
之
﹂︒

[參
考
﹈
衣
�
﹁
昬
亂
﹂
︐﹃
老
子
﹄
第
一
八
違
﹁
大
�
廢
︐
D
仁

義
︒
智
惠
出
︐
D
大
僞
︐
六
親
不
和
︐
D
孝
慈
︐
國
家
昬
亂
︐
D

忠
臣
﹂︒

(
288
)

｢
詺
作
｣

參
考
﹁
詺
爲
﹂
︐
劉
勰
﹁
滅
惑
論
﹂
(﹃
弘


集
﹄
卷
八
)
﹁
三
破

論
云
︐
佛
舊
經
本
云
︐
�
屠
︐
羅
什
改
爲
佛
徒
︐
知
其
源
惡
故
也
︒

�
以
詺
爲
�
屠
︐
胡
人
凶
惡
故
︐
老
子
云
︐
æ
其
始
不
欲
傷
其
形
︐

故
髡
其
頭
名
爲
�
屠
﹂
(大
正
五
二
・
五
〇
下
)
︒
參
考
﹁
詺
﹂
︐
5

皎
﹃
高
僧
傳
﹄
卷
三
︑
求
c
跋
e
傳
﹁
咸
見
一
物
狀
若
龍
蛇
︐
可

長
一
�
許
︐
µ
於
屍
側
直
上
衝
天
︐
莫
能
詺
者
﹂
(大
正
五
〇
・
三

四
一
中
)
︒

(
289
)

『大
般
𣵀
槃
經
集
解
﹄
で
は
︑﹁
見
﹂﹁
聞
﹂﹁
疑
﹂
を
詳
說
す
る
が
︑
そ

こ
で
は
市
場
で
賣
っ
て
い
る
肉
を
見
た
場
合
に
疑
い
が
生
じ
る
か

否
か
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
︒﹃
大
般
𣵀
槃
經
集
解
﹄
卷
一
一

﹁
向
者
三
事

(見
︑
聞
︑
疑
)
︐
各
D
�
後
方
�
︐
一
事
D
三
︐
合

成
九
也
︒
見
中
三
者
︐
謂
見
斷
命
時
︑
見
牽
去
時
︑
見
殺
後
屠
割

時
︒
聞
中
三
者
︐
聞
殺
時
︑
聞
牽
去
時
︑
聞
屠
割
時
︒
疑
三
者
︐

亦
不
離
見
︑
聞
也
︒
疑
此
︐
爲
是
爲
我
殺
耶
︐
爲
他
殺
耶
︐
乃
至

�
後
方
�
亦
疑
也
︒
印
釋
疑
者
︐
如
向
在
彼
家
︐
今
於
此
家
得
內
︐

�
中
生
疑
︐
爲
是
向
肉
︐
爲
非
向
肉
︐
亦
不
得
噉
︒
如
�
後
方
�

生
疑
︐
悉
不
得
噉
︒
聞
中
生
疑
︐
類
如
�
也
﹂
(大
正
三
七
・
四
二

八
上
中
)
︒

(
290
)

｢
�
_
｣

佛
陀
耶
舍
譯

竺
佛
念
譯
﹃
長
阿
含
經
﹄﹁
佛
爲
如
來
至
眞
等

梁武�「斷酒肉�」譯�
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正
覺
故
能
開
示
︐
爲
世


Ý
﹂
(大
正
一
・
七
二
下
)
︒

(
291
)

原
�
﹁
法
城
｣

求
c
跋
陀
羅
﹃
雜
阿
含
經
﹄
卷
二
五
﹁
然
煩
惱
火
︐

壞
正
法
鼓
︐
衛
正
法
輪
︐
<
正
法
海
︒
壞
正
法
山
︒
破
正
法﹅

城﹅

︒

拔
正
法
樹
﹂
(大
正
二
・
一
七
八
中
)
︒

(
292
)

｢
買
自
死
者
k
｣

市
場
で
﹁
自
死
し
た
動
物
の
肉
﹂
を
買
お
う
と
す
る

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
︒
こ
こ
で
い
う
﹁
自
死
﹂
は
自
然
死
し
た

肉
だ
け
で
は
な
く
︑
自
分
の
た
め
に
屠
殺
さ
れ
て
い
な
い
肉
を
も

含
む
か
も
し
れ
な
い
︒

(
293
)

｢
寺
中
亦
應
�
自
死
者
｣

寺
の
中
に
動
物
が
õ
い
A
ん
で
き
て
自
然
死

す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
あ
り
得
た
︒
佛
陀
跋
陀
羅
︑
法
顯
共
譯

﹃
e
訶
僧
Ø
律
﹄
卷
一
四
﹁
若
比
丘
瞋
恚
蛇
鼠
驅
出
︐
越
毘
尼
罪
︒

若
作
是
言
︐
此
是
無
益
之
物
驅
出
︐
無
罪
︒
若
駱
駝
牛
馬
在
塔
寺

中
︐
畏
汚
壞
塔
寺
驅
出
者
︐
無
罪
﹂
(大
正
二
二
・
三
四
三
中
)

(
294
)

｢
何
假
｣

『魏
書
﹄
傅
永
傳
﹁
叔
業
�
Ú
失
圖
︐
於
是
奔
走
︒
左
右
欲

c
之
︐
永
曰
︐
]
卒
不
滿
三
千
︐
彼
精
甲
v
盛
︐
非
力
屈
而
敗
︐

自
墮
吾
計
中
耳
︒
既
不
測
我
之
虛
實
︐
足
喪
其
膽
︒
俘
此
足
矣
︐

何﹅

假﹅

`
之
﹂︒

(
295
)

[參
考
﹈﹃
釋
門
自
鏡
錄
﹄
卷
下
﹁
印
問
僧
辯
︒
答
︐
但
敎
D
淺
深
︐
階

à
引
物
︒
理
當
是
�
︐
但
敎
未
極
︒
印
問
︐
其
食
肉
者
爲
是
慈
悲

心
︐
無
慈
悲
心
︒
答
︐
此
非
慈
悲
︒
印
問
︐
律
敎
欲
b
人
出
離
不
︒

答
︐
令
人
出
離
︒
印
問
︐
食
肉
得
出
離
否
︒
答
︐
不
得
﹂
(大
正
五

一
・
八
一
八
上
)
︒

(
296
)

｢
f
事
｣

天
親
�
︑
眞
諦
譯
﹃
攝
大
乘
論
釋
﹄
卷
四
﹁
釋
差
別
品
第
四

言
說
違
第
一
﹂﹁
論
曰
︐
此
阿
梨
耶
識
︐
差
別
云
何
︒
釋
曰
︐
此

問
本
識
︐
爲
性
D
差
別
︐
爲
事
D
差
別
︒
論
曰
︐
若
略
說
︐
或
三

種
︑
或
四
種
差
別
︒
釋
曰
︐
今
就
事


差
別
︐
唯
一
本
識
︐
其
性

不
衣
︐
�
事
或
三
種
︑
或
四
種
︑
或
七
種
差
別
︒
論
曰
︐
三
種
者
︐

由
三
種
熏
|
衣
故
︒
謂
言
說
︑
我
見
︑
D
分
熏
|
差
別
︒
釋
曰
︐

論
本
�
以
不
釋
此
三
者
︐
後
解
應
知
"
相
︒
初
自
分
別
此
三
義
︐

故
今
不
釋
︒
由
言
說
熏
|
差
別
者
︒
唯
一
本
識
︐
由
熏
|
差
別
故
︐

D
三
種
︒
言
說
以
名
爲
體
︐
名
D
二
種
︒
謂
言
說
名
︐
思
惟
名
︒

此
二
種
名
︐
以
c
聲
爲
本
︒
�
能
見
色
根
︐
D
聲
說
謂
眼
︒
數
|

此
言
說
︐
於
中
µ
愛
︐
熏
|
本
識
︒
此
熏
|
是
眼
根
生
因
︒
若
果

報
眼
根
應
生
︐
從
此
本
識
中
︐
言
說
愛
熏
|
生
︒
是
故
立
言
說
熏

|
爲
眼
根
因
︒
如
眼
根
於
耳
等
根
︐
一
切
言
說
熏
|
生
︐
應
作
如

此
知
︒
是
本
識
第
一
差
別
｣
(大
正
三
一
・
一
七
八
中
)
︒
｢理
﹂

﹁
事
﹂
を
對
比
�
に
用
い
る
早
6
の
用
例
に
つ
い
て
は
上
揭
�

(
113
)
參
照
︒

(
297
)

｢
出
離
｣

求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
卷
二
﹁
譬
如
日
�
︐
密
雲

�
}
光


不
現
︐
雲
翳
既
除
光


顯
照
︐
如
來
之
藏
亦
復
如
是
︐

煩
惱
�
}
性
不


顯
︐
出﹅

離﹅

煩
惱
大


�
照
︐
佛
性


淨
v
如
日

�
﹂
(大
正
二
・
五
二
六
下
)
︒
曇
無
讖
譯
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
一

﹁
或
復
D
說
出﹅

離﹅

生
死
無
量
因
緣
﹂
(
大
正
一
二
・
四
三
〇
中
)
︒
求

c
跋
陀
羅
﹃
雜
阿
含
經
﹄
卷
一
七
﹁
若
我
於
諸
u
︐
不
如
實
知
︐

u
集
u
滅
︐
u
集
�
跡
u
滅
�
跡
︐
u
味
u
患
u
離
︐
不
如
實
知
︐

我
於
諸
天
世
閒
+
泳
沙
門
婆
羅
門
天
人
眾
中
︐
不
得
解
脫
出﹅

離﹅

脫

諸
顚
倒
︐
亦
非
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
︒
以
我
於
諸
u
︐
u
集
u

滅
︐
u
集
�
跡
u
滅
�
跡
︐
u
味
u
患
u
離
︐
如
實
知
故
︐
於
諸

天
世
閒
+
泳
沙
門
婆
羅
門
天
人
眾
中
︐
爲
脫
爲
出
爲
脫
諸
顚
倒
︐

得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
﹂
(大
正
二
・
一
二
二
上
)
︒
同
卷
二
二

﹁
時
彼
天
子
說
偈
問
佛
︐
伊
尼
耶
鹿
晒
︐
仙
人
中
之
�
︐
少
食
不

嗜
味
︐
禪
思
樂
山
林
︐
我
今
敬
稽
首
︐
而
問
於
瞿
曇
︐
云
何
出﹅

離﹅
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苦
︐
云
何
苦
解
脫
︐
我
今
問
解
脫
︐
於
何
而
滅
盡
︒
爾
時
︐
世
�

說
偈
答
言
︐
世
閒
五
欲
德
︐
心
法
說
第
六
︐
於
彼
欲
無
欲
︐
解
脫

一
切
苦
︐
如
是
於
苦
出
︐
如
是
苦
解
脫
︐
汝
�
問
解
脫
︐
於
彼
而

滅
盡
﹂
(大
正
二
・
一
六
一
上
)
︒

(
298
)

｢
淺
行
｣

僧
õ
 
﹃
�
維
e
詰
經
﹄
卷
八
﹁
深
行
菩
¡
非
�
疑
也
︒
今

淺﹅

行﹅

者
︐
處
不
淨
國
︐
恐
其
行
淺
功
º
︐
未
能
自
拔
﹂
(大
正
三

八
・
四
〇
二
中
)
︒

(
299
)

｢
極
敎
｣

[比
-
﹈﹁
斷
酒
肉
�
﹂﹁
僧
辯
奉
答
︐
僧
辯
從
來
�
解
大
5
︐

亦
不
衣
法
超
︒
但
敎
D
深
淺
︐
階
à
引
物
︒
若
論
噉
三
種
淨
肉
︐

理
當
是
�
︐
但
敎﹅

既
未
極﹅

︐
�
以
許
其
如
此
﹂
(大
正
五
二
・
二
九

九
上
中
)
︒

(
300
)

｢
八
年
已
後
｣

佛
初
得
�
の
後
︑
八
年
の
時
に
具
足
戒
を
u
け
る
︒

[參
考
﹈
失
譯
﹃
¡
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
﹄
卷
二
﹁
問
曰
︐
佛
在
世

N
年
�
聽
白
四
羯
�
u
戒
︒
答
曰
︐
D
言
︒
佛
初
得
�
一
年
後
聽

白
四
羯
�
u
具
足
戒
︒
D
言
︒
四
年
後
︒
D
言
︐
八﹅

年﹅

後﹅

︒
以
義

而
推
︐
八﹅

年﹅

者﹅

是﹅

正﹅

義﹅

也﹅

﹂
(大
正
二
三
・
五
一
〇
中
)
︒
同
卷
二

﹁
三﹅

語﹅

得﹅

戒﹅

三﹅

歸﹅

得﹅

戒﹅

︐
佛﹅

成﹅

�﹅

已﹅

八﹅

年﹅

中﹅

得﹅

︒
八﹅

年﹅

後﹅

?﹅

無﹅

得﹅

者﹅

︐
白﹅

四﹅

羯﹅

�﹅

戒﹅

︒
若
佛
在
世
若
佛
滅
後
一
切
時
得
︒
佛
法
始
(
︒

以
白
四
羯
�
戒
爲
宗
本
︒
能
繼
續
三
寶
作
無
邊
利
益
︒
莫
上
於
白

四
羯
�
戒
︒
是
故
於
七
種
戒
中
︒
�
"
�
妙
�
爲
�
重
﹂
(大
正
二

三
・
五
一
二
中
)
︒

(
301
)

｢﹃
楞
伽
經
﹄
�
斷
肉
｣

求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
經
﹄
卷

四
﹁
大
5
︒
我
D
時
說
�
五
種
肉
︒
或
制
十
種
︒
今
於
此
經
一
切

種
一
切
時
︒
開
除
方
�
一
切
悉
斷
︒
大
5
︒
如
來
應
供
等
正
覺
尙

無
�
食
︒
況
食
魚
肉
︒
亦
不
敎
人
︒
以
大
悲
�
行
故
︒
視
一
切
眾

生
︒
v
如
一
子
︒
是
故
不
聽
令
食
子
肉
︒
爾
時
︐
世
�
欲
重
宣
此

義
︒
而
說
偈
言
︒
⁝
⁝
﹃
¬
象
﹄
與
﹃
大
雲
﹄︑﹃
央
掘
利
+
羅
﹄︑

a
此
﹃
楞
伽
經
﹄
︐
我
悉
制
斷
肉
︐
諸
佛
a
菩
¡
︐
聲
聞
�
呵
責
﹂

(大
正
一
六
・
五
一
四
上
～
中
)
︒

(
302
)

｢
ア
ン
グ
リ
マ
ー
リ
ー
ヤ
｣

S
k
t.
A
ṅ
g
u
lim
ā
rīy
a
人
名
ア
ン
グ
リ

マ
ー
ラ

A
ṅ
g
u
lim
ā
ra
の
形
容
詞
﹁
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
に
關
す

る
・
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
に
つ
い
て
の
﹂
の
5
︒
漢
字
c
寫
﹁
央
掘

e
羅
經
﹂
は
︐
ア
ン
グ
リ
マ
ー
リ
ー
ヤ
を
原
形
﹁
ア
ン
グ
リ
マ
ー

ラ
﹂
に
³
元
し
︐
そ
れ
を
漢
字
c
寫
し
︐
?
に
﹁
經
﹂
(ス
ー
ト
ラ

S
k
t.
sū
tra
に
相
當
)
を
付
し
た
語
︒
單
純
æ
し
て
言
え
ば
︐﹃
ア
ン

グ
リ
マ
ー
リ
ー
ヤ
・
ス
ー
ト
ラ
﹄
を
﹃
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
・
ス
ー

ト
ラ
﹄
に
變
奄
し
た
漢
字
表
記
︒
こ
の
よ
う
に
�
法
�
觀
點
か
ら

語
の
原
形
に
5
圖
�
に
戾
す
漢
字
c
寫
語
は
多
く
︐
特
に
隋
�
以

�
の
六
�
�
獻
に
夥
し
い
︒
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
$
山

(
二
〇

二
〇
：
四
一
三
～
四
〇
九
頁
︻
6
.1
c
素
³
元
)
義
︼
)
を
見
よ
︒

(
303
)

｢﹃
央
掘
$
羅
經
﹄
亦
斷
肉
｣

求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
卷
四

﹁
�
殊
師
利
白
佛
言
︒
世
�
︐
因
如
來
藏
故
︒
諸
佛
不
食
肉
耶
︒

佛
言
如
是
︒
一
切
眾
生
無
始
生
死
生
生
輪
轉
︒
無
非
父
母
兄
弟
姉

妹
︒
v
如
曳
兒
變
易
無
常
︒
自
肉
他
肉
則
是
一
肉
︒
是
故
諸
佛
悉

不
食
肉
︒
復
J
︐
�
殊
師
利
︐
一
切
眾﹅

生﹅

界﹅

我﹅

界﹅

卽
是
一
界
︒
�

宅
之
肉
卽
是
一
肉
︒
是
故
諸
佛
悉
不
食
肉
﹂
(大
正
二
・
五
四
〇
下
)
︒

(
304
)

｢﹃
大
雲
經
﹄
｣

S
k
t.
M
a
h
a
m
eg
h
a
[sū
tra
]

費
長
Ä
﹃
歷
代
三
寶
紀
﹄

卷
八
﹁﹃
大
方
等
無
相
經
﹄
五
卷
︿
或
四
卷
︒
亦
名
﹃
大﹅

雲﹅

經﹅

﹄﹀﹂

(大
正
四
九
・
七
七
上
)
︒

[參
考
﹈
曇
無
讖
譯
﹃
大
方
等
無
想
經
﹄
卷
一
﹁
云
何
能
得
不
壞

眷
屬
︒
不
Ú
不
失
︐
不
貪
飮
食
︐
常
修
知
足
︐
(
不
食
肉
︒
於
諸

眾
生
常
生
愛
心
︐
常
爲
世
閒
之
�
恭
敬
︒
得
名
一
切
大
施
之
)
︐
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得
名
大
力
︐
得
名
永
行
︐
大
慈
大
悲
︐
大
E
大
喜
︐
大
5
總
持
︐

隨
順
世
閒
︐
爲
安
世
閒
︐
爲
樂
世
閒
﹂
(大
正
一
二
・
一
〇
八
一

下
)
︒

曼
陀
羅
仙
譯
﹃
寶
雲
經
﹄
卷
五
﹁
塚
閒
坐
者
常
修
慈
心
︐

生
利
益
想
︐
憐
愍
眾
生
︐
淨
持
禁
戒
︐
威
儀
不
闕
︐
(
不
食
肉
︒

何
以
故
︒
不
7
塚
閒
D
諸
非
人
a
惡
鬼
神
︒
以
食
肉
故
心
皆
厭
賤
︐

無
喜
見
者
常
作
惱
�
﹂
(大
正
一
六
・
二
三
二
中
～
下
)
︒

(
305
)

｢﹃
大
雲
經
﹄
︑
﹃
l
象
經
﹄
竝
斷
肉
｣

[比
-
﹈
僧
伽
婆
羅
譯
﹃
�
殊
師

利
問
經
﹄
卷
上
﹁
爾
時
︐
�
殊
師
利
復
白
佛
言
︒
世
�
︑
若
得
食

肉
者
︑﹃
象
龜
經
﹄﹃
大
雲
經
﹄﹃
指
鬘
經
﹄﹃
楞
伽
經
﹄
等
諸
經
︑

何
故
悉
斷
﹂
(大
正
一
四
・
四
九
三
上
)
︒

(
306
)

｢
制
敎
｣

[參
考
﹈
失
譯
﹃
¡
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
﹄
卷
五
﹁
問
曰
︐

﹃
經
﹄
中
說
但
自
觀
身
行
︒
諦
視
善
不
善
︐
而
云
展
轉
相
敎
不
相

L
耶
︒
答
曰
︐
佛
因
時
制﹅

敎﹅

︐
言
乖
趣
合
不
相
L
背
也
︒
佛
以
�

人
心
D
愛
憎
︐
發
言
D
損
︒
是
以
云
但
自
觀
身
行
︒
若
爲
慈
心
D

利
益
者
︐
是
故
應
共
語
相
敎
也
﹂
(大
正
二
三
・
五
二
五
上
)
︒
同
卷

五
﹁
眾
生
根
性
︐
好
樂
不
同
︒
是
故
大
¿
因
而
制﹅

敎﹅

︒
或
D
眾
生

因
動
亂
ö
行
而
生
善
根
︒
是
故
如
來
讚
歎
ö
行
︐
隨
時
一
移
︐
無

�
繫
戀
︒
若
D
眾
生
但
因
靜
默
︐
而
增
善
根
︐
是
故
如
來
讚
歎
閑

居
︐
靜
默
自
守
﹂
(大
正
二
三
・
五
三
二
中
)
︒

(
307
)

｢
不
得
m
｣

『中
阿
含
經
﹄﹁
我
知
彼
如
是
︐
然
不
語
彼
︐
此
是
我
爲
能

覺
︑
能
語
︑
作
敎
︑
作
µ
︑
敎
µ
︐
謂
彼
彼
處
u
善
惡
業
報
︒
於

中
或
D
作
是
念
︑
此
不
相
應
︐
此
不﹅

得﹅

�﹅

︐
其
行
如
法
︐
因
此
生

彼
︐
若
無
此
因
�
不
生
彼
︐
因
此
D
彼
︐
若
此
滅
者
︐
彼
�
滅

也
﹂
(大
正
二
六
・
四
九
八
中
)
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
二
三

﹁
世
�
︐
如
鑽
濕
木
︑
火
不
可
得
︒
心
亦
如
是
︑
雖
復
鑽
求
︑
貪

不
可
得
︒
云
何
貪
結
能
繫
於
心
︒
世
�
︑
譬
如
壓
沙
︐
油
不
可
得
︒

心
亦
如
是
︐
雖
復
壓
之
︐
貪
不
可
得
︒
當
知
︐
貪
︑
心
︐
二
理
各

衣
︐
設
復
D
之
︐
何
能
污
心
︒
世
�
︑
譬
如
D
人
安
橛
於
空
︑
(

不﹅

得﹅

�﹅

︒
安
貪
於
心
︑
亦
復
如
是
︒
種
種
因
緣
不
能
令
貪
繫
¬
於

心
﹂
(大
正
一
二
・
七
五
九
下
)
︒

(
308
)

｢
般
泥
洹
｣

パ
リ
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

S
k
t.
p
a
rin
irv
ā
ṅ
a
の
漢
字
c
寫
︒

泥
洹

(ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

n
irv
ā
ṅ
a
)
は
﹁
泥
曰
﹂
や
﹁
𣵀
槃
﹂
と
も

c
寫
す
る
︒

[參
考
﹈
未
詳
 
者
﹃
大
般
𣵀
槃
經
集
解
﹄
卷
一
﹁
案
︐
�
生
曰
︐

⁝
⁝
︒
復
曰
﹁
般
泥
洹
﹂
也
︒﹁
般﹅

泥﹅

洹﹅

﹂
者
︐
正
名
云
滅
︑
取

其
義
訓
︒
自
復
多
方
﹂
(大
正
三
七
・
三
七
七
中
)
︒
接
頭
辭
﹁
パ

リ
﹂
は
﹁
完
 
な
﹂﹁
究
極
の
﹂︒

(
309
)

求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
卷
一
﹁
如
來
長
子
上
座
£
葉
︐
D
e

尼
等
八
萬
寶
庫
a
餘
寶
藏
︐
其
數
無
量
︒
幷
餘
種
種
無
價
寶
衣
︐

棄
之
如
唾
︒
出
家
學
�
︐
行
沙
門
法
︐
u
行
十
二
頭
陀
苦
行
︒
何

故
不
|
無
價
之
衣
爲
放
逸
耶
︒
上
座
£
葉
︐
棄
E
種
種
甘
饍
之
食
︐

E
肉
味
食
︐
u
持
修
行
不
食
肉
法
︐
家
家
乞
食
︐
不
惡
惡
想
︐
始

(
常
一
︐
苦
樂
無
變
﹂
(
大
正
二
・
五
二
一
中
)
︒

(
310
)

｢
僧
辯
は
ま
た
も
お
答
え
申
し
上
げ
な
か
っ
た
｣

原
�
﹁
僧
辯
不
復
奉

答
﹂︒
こ
れ
は
上
揭
問
答
中
の
﹁
問
︐﹁
若
理
中
居
然
是
疑
者
︐
云

何
得
不
疑
肉
食
﹂︒
僧
辯
無
復
對
﹂
を
承
け
る
︒

(
311
)

｢
脩
多
羅
｣

『大
般
𣵀
槃
經
集
解
﹄
卷
一
﹁﹁
經
﹂
者
︐
胡
言
脩﹅

多﹅

羅﹅

︒

含
D
五
義
︒
一
︑
能
生
︒
二
︑
º
發
︒
三
︑
湧
泉
︒
四
︑
繩
墨
︒

五
︑
華
鬘
︒
或
以
�
爲
﹁
經
﹂
︐
或
以
理
爲
﹁
經
﹂︒
或
四
十
卷
�

字
盡
爲
﹁
經
﹂
體
︒
�
以
言
能
生
者
︒
此
�
行
者
i
求
︐
能
生
善

根
也
︒
�
以
言
﹁
º
發
﹂
者
︐
善
根
漸
增
︐
如
初
以
﹁
三
歸
﹂
︐

J
以
﹁
五
戒
﹂
︐
如
是
乃
至
﹁
得
�
﹂︒
故
D
º
發
之
義
也
︒
�
以
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言
﹁
湧
泉
﹂
者
︐
譬
�
表
理
︐
不
可
窮
盡
︐
故
如
﹁
泉
﹂
也
︒
�

以
言
﹁
繩
墨
﹂
者
︐
繩
本
辨
木
曲
直
︐


此
﹃
經
﹄
辨
耶
正
之
理
︐

依
�
可
知
︐
故
知
﹁
繩
墨
﹂
也
︒
�
以
言
﹁
結
鬘
﹂
者
︐
華
散
在

地
︐
不
爲
人
用
︐
以
綖
貫
穿
以
成
人
首
�
︒
若
不
以
﹁
綖
貫
﹂
︐

不
爲
人
用
︐


若
不
以
�
辨
理
︐
於
人
無
用
︐
以
�
辨
理
︐
於
人

D
用
︐
故
如
﹁
綖
﹂
也
︒
雖
D
此
義
︐
今
言
﹁
經
﹂
︐
五
義
之
中

一
也
︐
得
﹁
結
鬘
﹂
義
也
﹂
(大
正
三
七
・
三
七
八
上
～
中
)
︒

(
312
)

｢
(
n
｣

�
と
Ú
の
兩
方
︑
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
狀
態
︒
求
c
跋

陀
羅
譯
﹃
雜
阿
含
經
﹄
卷
七
﹁
½
來
經
歷
︐
究
悦
苦
邊
︒
彼
無
沙

門
婆
羅
門
作
如
是
說
︐
我
常
持
戒
︐
u
諸
苦
行
︐
修
諸
泳
行
︒
不

熟
業
者
令
熟
︒
已
熟
業
者
︐
棄
E
�﹅

Ú﹅

不
可
知
︒
此
苦
樂
常
�
︐

生
死
定
量
︐
譬
如
縷
丸
擲
著
空
中
︐
漸
漸
來
下
至
地
自
�
﹂
(大
正

二
・
四
四
四
下
)
︒

(
313
)

｢
沙
彌
｣

S
k
t.
śrā
m
a
ṅ
e
ra
の
c
寫
︒
俗
�
を
や
す
め
て
慈
悲
の
心
を

µ
こ
す
5
で
息
慈
と
譯
し
︑
ま
た
︑
正
式
の
比
丘
に
な
ろ
う
と
努

め
る
者
の
5
で
勤
策
男
と
譯
す
る
︒
七
眾
の
一
つ
︒
男
子
が
七
歲

で
十
戒
を
u
け
て
か
ら
︑
二
百
五
十
戒
の
具
足
戒
を
u
け
る
ま
で

の
見
|
僧
︒
具
足
戒
を
u
け
れ
ば
一
人
�
の
比
丘
と
な
る
︒
年
齡

に
よ
っ
て
三
種
に
分
け
ら
れ
︑
七
歲
か
ら
十
三
歲
ま
で
を
驅
烏
沙

彌
︑
十
四
歲
か
ら
十
九
歲
ま
で
を
應
法
沙
彌
︑
二
十
歲
を
越
え
て

具
足
戒
を
u
け
な
い
も
の
を
名
字
沙
彌
と
呼
び
︑
こ
れ
を
三
沙
彌

と
い
う
︒

(
314
)

｢
式
叉
�
尼
｣

式
叉
e
c
と
も
い
う
︒
S
k
t.
śik
ṡa
m
ā
ṅ
ā
の
c
寫
︒
七

眾
の
一
つ
︒
比
丘
尼
に
な
る
�
の
二
年
閒
の
沙
彌
尼
︒
六
法
戒
を

�
け
ら
れ
︑
こ
れ
を
學
ぶ
︒
ふ
つ
う
一
八
歲
か
ら
二
〇
歲
ま
で
︒

學
法
女
︐
正
學
女
と
も
︒

(
315
)

｢
龍
光
寺
の
�
恩
｣

未
詳
︒

(
316
)

｢
い
っ
た
い
ど
う
し
て
｣

原
�
﹁
}
﹂︒
こ
れ
よ
り
以
下
の
④
に
は

﹁
一
體
ど
う
し
て
・
な
ぜ
﹂
を
﹁
c
﹂
字
で
表
す
例
が
三
つ
現
れ

る
︒
J
表
の
H
り
︒

本
�
に
示
し
た
④
に
お
け
る
﹁
c
﹂
字
を
上
揭
�

(
267
)﹁
�
﹂

字
a
び
�

(
272
)﹁
只
﹂
字
と
�
せ
て
檢
討
す
る
と
︐
④
を
書
寫

し
た
人
物

(筆
記
者
・
記
錄
者
)
は
①
を
書
寫
し
た
人
物
と
別
人
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
?
に
推

測
を
重
ね
て
よ
い
な
ら
ば
︐
五
�
二
十
三
日
午
�
に
行
わ
れ
た
こ

と
は
︐
①
に
示
す
武
�
に
よ
る
-
說
と
③
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
の
解

說

(法
雲
と
5


に
よ
る
)
で
あ
り
︐
こ
の
日
は
問
答
が
な
か
っ
た

の
に
對
し
て
︐
他
方
︐
五
�
二
十
九
日
に
は
武
�
と
出
家
者
の
閒

で
問
答
が
行
わ
れ
︐
そ
こ
に
は
會
話
�
語
法
も
一
部
混
在
す
る
と

解
釋
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
待
考
︒

(
317
)

僧
伽
婆
羅
譯
﹃
阿
育
王
經
﹄
卷
六
﹁
時
阿
闍
世
王
禮
£
葉
足
合
掌
說
言
︐

﹁
大
德
︐
世
�
𣵀
槃
︐
我
ô
不
見
︒
若
大
德
作
5
欲
入
𣵀
槃
︐
當

來
看
我
﹂︒
£
葉
答
言
︐﹁
如
是
﹂︒
復
語
大
王
︐﹁
我
等
欲
於
此
城
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①
a

何﹅

得﹅

云
﹁
我
不
殺
生
﹂
︒

①
b

云﹅

何﹅

出
家
僧
尼
v
生
耽

嗜
︒

④
b

問
︐﹁
若
爾
︐
£
葉
}﹅

得﹅

語
阿
難
�﹅

︐
佛
從

何
處
說

法
︒
至
﹃
𣵀

槃
﹄
時
︐
集
﹃
修
多

羅
藏
﹄
︐
語
優
波
離
�
︐
佛
從
何
處
說
法
︒

至
﹃
𣵀
槃
﹄
時
︐
集
﹃
毘
尼
藏
﹄︒
云
何
得

言
﹁
唯
取
�
四
時
︐
不
取
﹃
𣵀
槃
﹄﹂﹂︒

④
b

答
︐﹁
}﹅

得﹅

不
懺
悔
﹂︒

④
d
4
『經
﹄
�
�﹅

︐
昔
與
眾
生
經
爲
父
母
親
屬
︒

眾
僧
}﹅

不﹅

思
︐
此
v
忍
食
噉
眾
生
︒



結
集
佛
法
﹂︒
時
王
答
言
︐﹁
我
從
今
去
︐
至
未
(
滅
︐
當
以
衣
�
︑

飮
食
︑
醫
藥
︑
臥
具
供
養
眾
僧
︒
願
諸
眾
僧
在
竹
林
中
﹂︒
是
時

£
葉
思
惟
︐﹁
此
寺
廣
大
︒
諸
比
丘
等
妨
亂
我
事
﹂
︐
當
作
是
言
︐

如
是
可
說
︐
如
是
不
可
說
︒
D
石
窟
處
名
畢
波
羅
�
樹
名
︒
我
等

當
於
彼
處
結
集
法
藏
﹂︒
乃
至
£
葉
共
五
百
羅
漢
︐
½
畢
波
羅
�

石
窟
︒
至
已
︐
莊
嚴
�
處
語
︐﹁
諸
比
丘
︐
於
未
來
世
諸
比
丘
等

當
失
正
心
︒
我
等
未
中
之
�
︐
當
共
集
優
陀
c
伽
陀
︒
中
後
集
一

切
法
︐
乃
至
五
百
阿
羅
漢
J
第
坐
︐
於
其
坐
處
鋪
尼
師
檀
︒
一
切

眾
僧
心
念
︐
於
三
藏
中
先
集
何
藏
︒
大
德
£
葉
言
︐
當
先
集
修
多

羅
︒
諸
眾
僧
復
言
︐
誰
能
誦
修
多
羅
︒
£
葉
答
言
︐
長
老
阿
難
多

聞
中
第
一
︒
一
切
修
多
羅
︐
皆
是
阿
難
u
持
︒
我
等
當
問
阿
難
集

修
多
羅
︒
是
時
£
葉
語
阿
難
言
︐
汝
今
當
說
修
多
羅
︒
我
等
大
眾

當
共
結
集
︒
⁝
⁝
︒
是
時
£
葉
語
諸
比
丘
︐
阿
難
�
說
是
何
修
多

羅
︐
乃
至
五
百
阿
羅
漢
入
三
e
提
︐
從
三
e
提
µ
而
說
言
︐
如
是

修
多
羅
︐
如
是
修
多
羅
︐
乃
至
廣
說
四
種
修
多
羅
︒
結
集
已
悦
︐

眾
僧
復
言
︐
我
今
欲
集﹅

毘﹅

尼﹅

藏﹅

︐
應
當
問
誰
︒
大
德
£
葉
答
言
︐

長
老
優
波
離
持
一
切
律
�
爲
第
一
︒
我
當
問
其
欲
結
毘
尼
︒
是
時

£
葉
語
優
波
離
︐
長
老
︐
汝
當
說
毘
尼
︐
我
欲
結
集
︒
答
言
︐
如

是
︒
佛
於
何
處
說
波
羅
夷
︒
優
波
離
答
言
︐
於
毘
時
國
︒
爲
何
人

說
︒
爲
須
提
c
£
蘭
陀
子
︒
如
是
廣
說
︐
乃
至
第
二
法
藏
已
悦
﹂

(大
正
五
〇
・
一
五
二
上
)
︒

(
318
)

｢﹃
𣵀
槃
﹄
云
︐
｢
夫
食
肉
者
斷
大
慈
種
｣
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄﹁
善

哉
善
哉
︐
汝
今
乃
能
善
知
我
5
︒
護
法
菩
¡
應
當
如
是
︒
善
男
子
︐

從
今
日
始
不
聽
聲
聞
弟
子
食
肉
︒
若
u
檀
越
信
施
之
時
︐
應
觀
是

食
如
子
肉
想
︒
£
葉
菩
¡
復
白
佛
言
︐
世
�
︐
云
何
如
來
不
聽
食

肉
︒
善
男
子
︐
夫﹅

食﹅

肉﹅

者﹅

斷﹅

大﹅

慈﹅

種﹅

﹂
(大
正
一
二
・
六
二
六
上
)
︒

｢斷
酒
肉
�
﹂﹁
願
今
日
二
部
僧
尼
︐
各
³
本
寺
︐
匡
正
佛
法
︐
和

合
時
眾
︐
皆
令
聽
經
法
者
如
說
修
行
︐
不
可
復
令
斷
大
慈
種
︐
b

佛
子
不
續
﹂
(大
正
五
二
・
二
九
八
上
)
︒
同
﹁
二
十
三
日
旦
︐
光
宅

寺
法
雲
︐
於
華
林
殿
�
登
東
向
高
座
爲
法
師
︐
瓦
官
寺
5


登
西

向
高
座
爲
都
-
︐
唱
﹃
大
𣵀
槃
經
﹄
四
相
品
四
分
之
一
︐
陳
食
肉

者
斷
大
慈
種
義
︐
法
雲
解
釋
﹂
(大
正
五
二
・
二
九
九
上
)
︒
同
﹁
£

葉
菩
¡
復
白
佛
言
︐
世
�
︐
云
何
如
來
不
聽
食
肉
︒
善
男
子
︐
夫

食
肉
者
斷
大
慈
種
﹂︒

(
319
)

｢
我
從
今
日
制
諸
弟
子
不
得
復
食
一
切
肉
︐
一
切
悉
斷
︐
�
自
死
者
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
四
﹁
善
男
子
︐
不
應
同
彼
尼
乾
�
見
︒

如
來
�
制
一
切
禁
戒
各
D
衣
5
︐
衣
5
故
︐
聽
食
三
種
淨
肉
︒
衣

想
故
︐
斷
十
種
肉
︒
衣
想
故
︐
一﹅

切﹅

悉﹅

斷﹅

︐
a﹅

自﹅

死﹅

者﹅

︒
£
葉
︐

我﹅

從﹅

今﹅

日﹅

制﹅

諸﹅

弟﹅

子﹅

不﹅

得﹅

復﹅

食﹅

一﹅

切﹅

肉﹅

也
︒
£
葉
︐
其
食
肉
者

︱
︱
若
行
︐
若
�
︐
若
坐
︐
若
臥
︱
︱
︐
一
切
眾
生
聞
其
肉
氣
︐

悉
生
恐
怖
︐
譬
如
D
人
�
師
子
已
︐
眾
人
見
之
︐
聞
師
子
臭
亦
生

恐
怖
﹂
(大
正
一
二
・
六
二
六
上
～
中
)
︒
｢斷
酒
肉
�
﹂﹁﹃
𣵀
槃
經
﹄

言
︐
£
葉
︐
我
今
日
制
諸
弟
子
不
得
食
一
切
肉
﹂
(大
正
五
二
・
二

九
四
下
)
︒

(
320
)

｢
解
素
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂﹁
食
¼
以
爲
冷
�
復
解
素
︒
此
是
行
者
未
得
¼

5
︒
¼
與
魚
肉
如
水
與
火
︒
食
¼
裁
欲
得
力
︒
復
噉
魚
肉
︒
魚
肉

腥
臊
能
滅
¼
力
︒
�
以
惑
者
云
︐
¼
爲
性
冷
︒
凡
數
解﹅

素﹅

人
︒
�

不
得
¼
蔬
之
力
︒
Ú
不
得
魚
肉
z
益
﹂
(
大
正
五
二
・
二
九
八
下
)
︒

梁
武
�
﹁
凈
業
賦
﹂
序

(﹃
廣
弘


集
﹄
卷
二
九
)
﹁
謝
朏
︐
孔
彥
穎

等
屢
勸
解
素
︐
乃
是
忠
至
︐
未
d
,
心
﹂
(大
正
五
二
・
三
三
六
上
)
︒

(
321
)

｢
外
書
�
云
﹁
自
踰
短
垣
﹂
︑
﹁
竊
鯵
書
法
﹂
｣

『國
語
﹄
吳
語
﹁
晉
乃
命

董
褐
復
命
曰
︐
⁝
今
君
掩
王
東
海
︐
以
淫
名
聞
于
天
子
︐
君
D
短﹅
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垣﹅

︐
而
自﹅

踰﹅

︐
況
蠻
︐
荊
則
何
D
于
周
室
︒
夫
命
圭
D
命
︐
固
曰

吳
伯
︐
不
曰
吳
王
︒
諸
侯
是
以
敢
辭
﹂︒﹃
淮
南
子
﹄
說
山
訓
﹁
以

非
義
爲
義
︐
以
非
禮
爲
禮
︐
譬
v
倮
走
而
c
狂
人
︐
盜
財
而
豫
乞

者
︐
竊﹅

鯵﹅

而
寫﹅

法﹅

律
︐
蹲
踞
而
誦
﹃
詩
﹄︑﹃
書
﹄﹂︒

(
322
)

｢
宣
武
寺
の
法
寵
｣

生
卒
年
四
五
一
～
五
二
六
︒﹃
續
高
僧
傳
﹄
卷
五
︑

梁
楊
都
宣﹅

武﹅

寺﹅

沙
門
釋
法﹅

寵﹅

傳
﹁
釋
法
寵
︐
姓
馮
氏
︐
南
陽
冠
軍

人
︒
後
¥
世
難
寓
居
海
鹽
︒
少
D
絕
俗
之
志
︐
二
親
愛
而
弗
許
︐

執
志
固
»
︒
乃
曰
︐
須
待
爲
汝
婚
悦
隨
5
�
欲
︒
十
八
#
妻
︒
經

始
;
年
︐
E
家
�
�
�
光
興
寺
︐
成
辦
法
式
|
學
威
儀
︒
其
後
出

都
�
興
皇
寺
︒
印
從
�
猛
曇
濟
學
﹃
成
實
論
﹄︒
二
公
�
相
歎
賞
︒

日
夜
辛
勤
不
以
¦
暑
動
5
︒
吳
郡
張
融
與
周
顒
書
曰
︐﹁
古
人
d

放
故
留
兒
女
︐
法
寵
法
師
絕
塵
如
棄
唾
︐
若
斯
之
志
︐
大
矣
7

矣
﹂︒
印
從
長
樂
寺
僧
周
學
︒
⁝
⁝
︒
印
鼓
棹
西
歸
�
�
林
寺
︐

開
宇
臨
磵
敞
軒
映
水
︐
解
帙
i
﹃
經
﹄
︐
每
自
惆
悵
而
不
能
已
︒

a
東
昏
在
位
︐
多
»
ö
於
北
山
︐
因
而
移
寓
天
保
寺
︒
天
監
七
年

(五
〇
八
)
齊
隆
寺
法
鏡
徂
歿
︐
僧﹅

正﹅

惠﹅

超﹅

啟
寵
鎭
之
︐
敕
曰
︐

﹁
法
寵
法
師
�
J
舉
動
︐
不
逾
律
儀
︐
不
俠
性
欲
︐
不
事
形
勢
︐

慈
仁
愷
悌
︐
�
D
君
子
之
風
︒
匡
政
寺
4
︐
信
得
其
人
矣
﹂︒
上

每
義
集
以
禮
致
之
︐
略
其
年
臘
敕
常
居
坐
首
︐
不
呼
其
名
號
爲
上

座
法
師
︐
»
爲
家
僧
︐
敕
施
車
牛
人
力
衣
�
飮
食
︐
四
時
不
絕
︒

寺
本
陝
小
︐
�
爲
宣
武
王
修
福
︐
下
敕
王
人
繕
改
張
�
以
待
寵
焉
︒

因
立
名
爲
宣﹅

武﹅

寺﹅

也
︒
門
徒
敦
厚
常
百
許
人
︒
⁝
⁝
︒
以
�
H
五

年

(五
二
四
)
三
�
十
六
日
卒
︐
春
秋
七
十
四
﹂
(大
正
五
〇
・
四
六

一
上
～
中
)
︒

(
323
)

｢
穢
門
｣

竺
法
護
譯
﹃
度
世
品
經
﹄
卷
四
﹁
菩
¡
杖
D
十
事
︒
何
謂
爲

十
︒
以
布
施
杖
�
諸
慳
貪
︐
修
禁
戒
業
壞
除
一
切
犯
眾
惡
事
︐
等

勸
法
杖
<
去
妄
想
︐
則
以
智
5
斷
截
眾
生
塵
勞
愛
欲
︐
以
正
業
杖

7
離
一
切
不
曉
活
業
︐
以
善
權
杖
�
自
現
身
婬
怒
癡
亂
︐
菩
¡
皆

以
法
杖
<
æ
眾
生
一
切
愛
欲
眾
瑕
穢﹅

門﹅

︐
其
在
生
死
則
以
5
力
斷

爲
穢
行
而
開
æ
之
︐
-
一
法
杖
破
壞
一
切
諸
�
依
倚
︐
一
切
智
門

能
爲
<
去
諸
反
�
戶
︐
是
爲
菩
¡
�
執
十
杖
﹂
(大
正
一
〇
・
六
四

二
中
)
︒

[參
考
﹈
�
世
﹃
法
苑
珠
林
﹄
卷
六
七
﹁
復
J
︐
修
行
者
內
身
循

身
觀
︒
彼
以
聞
5
︐
或
以
天
眼
︐
見
十
種
蟲
行
於
溺
中
︒
何
等
爲

十
︒
一
名
生
蟲
︒
二
名
鍼
口
蟲
︒
三
名
節
蟲
︒
四
名
無
足
蟲
︒
五

名
散
汁
蟲
︒
六
名
三
焦
蟲
︒
七
名
破
腸
蟲
︒
八
名
閉
塞
蟲
︒
九
名

善
色
蟲
︒
十
名
穢﹅

門﹅

創
蟲
︒
出
其
色
可
惡
�
糞
穢
中
︒
此
十
種
蟲
︒

若
L
性
瞋
故
亦
損
人
身
︒
備
在
﹃
經
﹄
�
︒
不
可
具
営
﹂
(大
正
五

三
・
七
九
六
上
)
︒

(
324
)

｢
懺
悔
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
七
﹁
王
若
懺﹅

悔﹅

懷
慚
愧
者
︐
罪

卽
除
滅
︐
淸
淨
如
本
﹂
(大
正
一
二
・
七
二
〇
下
)
︒
�
宣
﹁
瓜
略
淨

�
子
淨
行
法
門
﹂
(原
本
﹇
南
齊
﹈
蕭
子
良
﹁
淨
�
子
﹂
二
十
卷
︐﹃
廣

弘


集
﹄
卷
二
七
)
﹁
滅
苦
之
C
︐
莫
�
懺﹅

悔﹅

︒
懺﹅

悔﹅

之
法
︐
先
當

;
其
心
︐
靜
其
慮
︐
端
其
形
︐
整
其
貎
︐
恭
其
身
︐
肅
其
容
︐
內

懷
慚
愧
︐
鄙
恥
外
發
﹂
(
大
正
五
二
・
三
〇
七
中
)
︒
直
後
�
も
�
せ

て
參
照
︒

(
325
)

｢
問
︐
云
何
懺
悔
︒
答
︐
懇
惻
至
心
是
爲
懺
悔
｣

[南
�
宋
﹈
曇
e
蜜

多
譯
﹃
五
門
禪
經
C
用
法
﹄﹁
以
敎
行
者
︐
初
敎
慈
心
觀
法
︒
先

敎
懺﹅

悔﹅

︐
淨
身
口
5
︐
至﹅

心﹅

懇﹅

惻﹅

︐
發
弘
誓
願
︐
然
後
敎
坐
︐
�

心
目
自
觀
己
身
︒
若
言
我
見
自
身
︐
�
觀
他
身
﹂
(大
正
一
五
・
三

三
〇
上
)
︒
直
�
�
も
�
せ
て
參
照
︒

(
326
)

｢
大
丈
夫
｣

『孟
子
﹄
滕
�
公
下
�
﹁
富
貴
不
能
淫
︐
貧
賤
不
能
移
︐

梁武�「斷酒肉�」譯�
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威
武
不
能
屈
︐
此
之
謂
大﹅

丈﹅

夫﹅

﹂︒

『雜
阿
含
經
﹄
卷
二
四
﹁
世

�
︐
如
�
說
大
丈
夫
︐
云
何
名
大
丈
夫
︐
非
大
丈
夫
︒
佛
吿
比
丘
︐

善
哉
善
哉
︐
比
丘
能
問
如
來
大
丈
夫
義
︒
諦
聽
善
思
︐
當
爲
汝
說
︒

若
比
丘
身
身
觀
念
�
︐
彼
身
身
觀
念
�
已
︐
心
不
離
欲
︐
不
得
解

脫
盡
諸
D
漏
︐
我
說
彼
非
爲
大
丈
夫
︒
�
以
者
何
︒
心
不
解
脫
故
︒

若
比
丘
u
心
法
法
觀
念
�
︐
心
不
離
欲
︐
不
得
解
脫
︐
盡
諸
D
漏
︐

我
不
說
彼
爲
大
丈
夫
︒
�
以
者
何
︒
心
不
解
脫
故
︒
若
比
丘
身
身

觀
念
�
︐
心
得
離
欲
︐
心
得
解
脫
︐
盡
諸
D
漏
︐
我
說
彼
爲
大
丈

夫
也
︒
�
以
者
何
︒
心
解
脫
故
︒
若
u
心
法
法
觀
念
�
︐
u
心
法

法
觀
念
�
已
︐
心
離
貪
欲
︐
心
得
解
脫
︐
盡
諸
D
漏
︐
我
說
彼
爲

大
丈
夫
也
︒
�
以
者
何
︒
心
解
脫
故
︒
是
名
比
丘
大
丈
夫
a
非
大

丈
夫
﹂
(大
正
二
・
一
七
二
上
)
︒

(
327
)

｢
_
師
｣

『妙
法
蓮
華
經
﹄
卷
一
﹁
�
後
天
中
天
︐
號
曰
燃
燈
佛
︐
諸

仙
之
Ý
師
︐
度
脫
無
量
眾
﹂
(大
正
九
・
五
中
)
︒

(
328
)

｢
唱
_
｣

5
皎
﹃
高
僧
傳
﹄
卷
一
三
﹁
唱
Ý
�
﹂
論
﹁
唱﹅

Ý﹅

者
︐
蓋
以

宣
唱﹅

法
理
︐
開
Ý﹅

眾
心
也
﹂
(大
正
五
〇
・
四
一
七
下
)
︒

(
329
)

｢
出
寺
｣

『續
高
僧
傳
﹄
卷
二
二
・
5
旻
傳
﹁
結
徒
厲
業
一
十
七
年
︐

不
出
寺
門
︐
無
窮
別
»
︒
元
始
C
(
︐
布
衣
蔬
食
﹂
(大
正
五
〇
・

六
一
九
下
)
︒

(
330
)

｢
居
然
｣

確
か
に
・
確
實
に
の
意
︒﹃
三
國
志
﹄
魏
志
︑
何
夔
傳
﹁
顯

忠
直
之
賞
︐


公
實
之
報
︐
則
賢
不
f
之
分
︐
居﹅

然﹅

別
矣
﹂︒

『世
說
怨
語
﹄
言
語
﹁
袁
彥
伯

(宏
)
爲
謝
安
南

(奉
)
司
馬
︐
都

下
諸
人
[
瀨
鄉
將
别
︐
旣
自
悽
惘
︐
歎
曰
︐
江
山
遼
落
︐
居﹅

然﹅

D

萬
里
之
勢
﹂︒

(
331
)

｢
無
慚
愧
｣

『國
語
﹄
齊
語
﹁
是
故
大
國
慙
愧
︐
小
國
附
協
﹂︒
南
本

﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
八
・
泳
行
品
之
五
﹁
大
王
︒
譬
如
𣵀
槃
︐

非
D
︐
非
無
︐
而
亦
是
D
︒
殺
亦
如
是
︐
雖
非
D
︐
無
︐
而
亦
是

D
︒
慚
愧
之
人
則
爲
非
D
︐
無
慚
愧
者
則
爲
非
無
﹂
(大
正
一
二
・

七
二
七
中
～
下
)
︒

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
三
四
・
£
葉
菩
¡

品
之
四
﹁
善
男
子
︐
是
經
能
爲
無
慚
愧
者
而
作
衣
�
︐
如
世
衣
裳

障
�
形
體
﹂
(
大
正
一
二
・
八
三
四
中
)
︒

｢斷
酒
肉
�
﹂
既
出
﹁
今

出
家
人
噉
食
魚
肉
︐
或
爲
白
衣
弟
子
之
�
聞
見
︐
內
無
慚
愧
︐
方

�
z
說
云
︐﹁
佛
敎
爲
法
︐
本
存
7
因
︒
在
於
卽
日
︐
未
皆
悉
斷
︒

以
錢
買
肉
︐
非
己
自
殺
︒
此
亦
非
�
﹂
(
大
正
五
二
・
二
九
四
下
)
︒

(
332
)

｢
我
慚
愧
汝
我
食
汝
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂﹁
法
寵
�
言
慚
愧
而
食
眾
生
︒
此

是
經
中
�


羅
刹
ý
女
云
︐
我
念
汝
我
食
汝
︒
法
寵
此
心
卽
是
經

之
羅
刹
﹂
(大
正
五
二
・
三
〇
三
上
)
︒﹃
釋
門
自
鏡
錄
﹄
卷
下
﹁
法

寵
�
言
慚
愧
而
食
眾
生
︒
此
是
經
中
�


羅
刹
女
ý
云
︐
我
念
汝

我
食
汝
︒
法
寵
此
心
卽
是
經
之
羅
刹
﹂
(
大
正
五
一
・
八
一
八
中
)
︒

(
333
)

｢
B
見
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
成
實
論
﹄
卷
一
〇
﹁
若
實
D
法
而
生
無
心
︐

是
名
z
見
︒
言
無
四
諦
︑
三
寶
等
︒﹃
經
﹄
中
說
︐
z
見
謂
無
施
︑

無
祠
︑
無
燒
︑
無
善
︑
無
惡
︑
無
善
惡
業
報
︑
無
今
世
︑
無
後
世
︑

無
父
母
︑
無
眾
生
u
生
世
閒
︑
無
阿
羅
漢
正
行
正
至
﹂
(大
正
三

二
・
三
一
七
中
～
下
)
︒

(
334
)

『釋
門
自
鏡
錄
﹄
卷
下
﹁
印
問
︐
先
�
懺
悔
而
v
噉
食
︒
此
是
知
而
故

犯
︐
非
謂
慚
愧
︒
若
b
先
時
不
知
或
是
�
è
︐
後
方
µ
愧
︐
乃
是

慚
愧
︒
印
復
慚
愧
不
得
重
犯
︒
如
其
重
犯
︐
罪
?
彌
大
﹂
(大
正
五

一
・
八
一
八
上
～
中
)
︒

(
335
)

｢
耆
婆
云
︐
汝
�
慚
愧
︐
故
罪
可
滅
︒
⁝
淸
白
法
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃

經
﹄
卷
一
七
﹁
耆
婆
答
言
︐﹁
善
哉
善
哉
︐
王
雖
作
罪
︐
心
生
重

悔
︐
而
懷
慚
愧
︒
大
王
︐
諸
佛
世
�
常
說
是
言
︐
D
二
白
法
能
救

眾
生
︒
一
慚﹅

︐
二
愧﹅

︒
慚﹅

者
︐
自
不
作
罪
︒
愧
者
︐
不
敎
他
作
︒
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慚﹅

者
︐
內
自
羞
恥
︒
愧﹅

者
︐
發
露
向
人
︒
慚﹅

者
羞
人
︒
愧﹅

者
羞
天
︒

是
名
慚﹅

愧﹅

︒
無
慚
愧
者
︐
不
名
爲
人
︐
名
爲
畜
生
︒
D﹅

慚﹅

愧﹅

故
︐

則
能
恭
敬
父
母
師
長
︒
D﹅

慚﹅

愧﹅

故
︐
說
D
父
母
兄
弟
姉
妹
﹂︒

⁝
⁝
︒
王
若
懺
悔
︐
懷
慚
愧
者
︐
罪
卽
除
滅
︐
淸
淨
如
本
︒
⁝
⁝
︒

大
王
︐
如
佛
�
說
︐
}
藏
者
漏
︐
不
}
藏
者
則
無
D
漏
︒
發
露
悔

�
︐
是
故
不
漏
︒
若
作
眾
罪
不
}
不
藏
︐
以
不
}
故
︐
罪
則
º
Õ
︒

若
懷
慚
愧
︐
罪
則
<
滅
︒
大
王
︐
如
水
渧
雖
º
︐
漸
盈
大
器
︐
善

心
亦
爾
︒
一
一
善
心
能
破
大
惡
︒
若
}
罪
者
︐
罪
則
增
長
︒
發
露

慚
愧
︐
罪
則
<
滅
︒
是
故
諸
佛
說
D
智
者
不
}
藏
罪
﹂
(大
正
一

二
・
七
二
〇
中
～
下
)
︒
�
宣

(蕭
子
良
)
﹁
瓜
略
淨
�
子
淨
行
法
門
﹂

十
種
慚
愧
門

(﹃
廣
弘


集
﹄
卷
二
七
)
﹁﹃
𣵀
槃
﹄
云
︐﹁
D
二
白
法

能
救
眾
生
︒
一
慚
︐
二
愧
︒
慚
者
︐
自
不
作
惡
︒
愧
者
︐
不
敎
他

作
︒
慚
者
︐
內
自
羞
恥
︒
愧
者
︐
發
露
向
人
︒
D
慚
愧
故
︐
則
能

恭
敬
父
母
師
長
︒
懷
慚
愧
故
︐
罪
則
除
滅
﹂︒
顯
相
如
此
︐
各
須

慚
愧
︒
順
淸
白
法
︐
事
乃
無
量
﹂
(大
正
五
二
・
三
一
四
上
～
中
)
︒

(
336
)

｢
慚
愧
卽
是
淸
白
法
｣

安
世
高
譯
﹃
七
處
三
觀
經
﹄﹁
聞
如
是
︐
一
時
︐

佛
在
舍
衞
國
︐
行
在
Ø
樹
給
孤
獨
園
︒
是
時
︐
佛
吿
比
丘
︐﹁
二﹅

淸﹅

白﹅

法﹅

能
得
觀
世
閒
︒
何
等
二
︒
一
者
媿﹅

︐
二
者
慚﹅

︒
設
是
世
閒

無
D
是
二
法
︐
爲
不
得
分
別
若
父
若
母
︐
若
兄
若
弟
︐
若
男
女
︐

若
從
學
若
師
︐
若
君
若
大
人
︒
設
D
是
世
閒
不
正
︐
譬
如
牛
馬
象

鷄
猪
狗
亦
畜
生
︐
但
觀
是
淸﹅

白﹅

二﹅

法﹅

故
︐
媿﹅

亦
慚﹅

故
︐
爲
得
分



爲
父
爲
母
︐
爲
兄
爲
弟
︐
爲
男
女
︐
爲
從
學
爲
師
︐
爲
君
爲
大
人
︒

設
D
是
世
閒
不
正
︐
譬
如
牛
︑
馬
︑
象
︑
鷄
︑
猪
︑
狗
亦
畜
生
︐

但
觀
是
法﹅

淸﹅

白﹅

故
︐
爲
得
分
別
︒
佛
說
如
是
﹂
(大
正
二
・
九
八
八

一
中
)
︒

(
337
)

｢
法
師
是
得
經
言
︐
不
得
其
k
｣

『易
﹄
繫
辭
上
傳
﹁
子
曰
︐﹁
書
不
盡

言
︐
言
不
盡
k
﹂︒
然
則
¿
人
之
5
︐
其
不
可
見
乎
︒
子
曰
︐﹁
¿

人
立
象
以
盡
k
︐
設
卦
以
盡
�
僞
︐
繫
辭
焉
以
盡
其
言
︐
變
而
H

之
以
盡
利
︐
鼓
之
舞
之
以
盡
神
﹂﹂︒

(
338
)

｢
白
法
｣

『法
苑
珠
林
﹄
卷
八
六
﹁
悔
罪
C
方
︐
慚
愧
爲
本
︒
我
慚
此

罪
︐
不
預
人
液
︐
愧
我
此
罪
︐
不
蒙
天
罸
︐
是
爲
白﹅

法﹅

﹂︒

(
339
)

｢﹃
經
﹄
印
�
慚
愧
爲
上
o
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
維
e
詰
�
說
經
﹄
卷
中

﹁
e
詰
以
偈
答
曰
︐
⁝
⁝
相
具
以
嚴
容
︐
眾
好
�
其
v
︐
慚﹅

愧﹅

之﹅

上﹅

�﹅

︐
深
心
爲
華
鬘
﹂
(
大
正
一
四
・
五
四
九
下
～
五
四
九
下
)
︒

(
340
)

｢
三
律
師
｣

既
出

(大
正
五
二
・
二
九
九
頁
上
一
二
行
～
一
三
行
)
︒
莊
嚴

寺
法
超
・
奉
º
寺
僧
辯
・
光
宅
寺
寶
度
を
指
す
︒

(
341
)

｢
始
興
寺
景
猷
｣

景
猷
は
僧
傳
に
見
え
な
い
︒
始
興
寺
に
關
し
て
は

﹃
高
僧
傳
﹄
卷
三
・
智
嚴
傳
に
﹁
時
始
興
公
王
恢
從
駕
ö
觀
山
川
︐

至
嚴
精
舍
︐
見
其
同
止
三
僧
︐
各
坐
繩
床
︐
禪
思
湛
然
︐
恢
至
︐

良
久
不
覺
︐
於
是
彈
指
︐
三
人
開
眼
︐
俄
而
³
閉
︐
問
不
與
言
︒

恢
心
敬
其
奇
︐
訪
諸
耆
老
︐
皆
云
︐﹃
此
三
僧
隱
居
求
志
︐
高
;

法
師
也
﹄︒
恢
卽
�
宋
武
�
︐
�
»
³
都
︐
莫
肯
行
者
︒
既
屢
»

懇
至
︐
二
人
推
嚴
隨
行
︒
恢
懷
�
素
篤
︐
禮
事
甚
殷
︐
³
都
︐
卽

�
始
興
寺
﹂
(大
正
五
〇
・
三
三
九
中
)
と
あ
る
︒﹇
淸
﹈
劉
世
珩

﹃
南
�
寺
考
﹄
に
引
く
陳
作
霖
の
考
證
に
よ
れ
ば
︑﹁﹃
高
僧
傳
﹄

�
謂
�
始
興
寺
︐
蓋
卽
�
獻
公
4
也
︒
�
獻
爲
始
興
公
︐
謂
4
爲

寺
︒
六
�
½
½
D
之
﹂
と
あ
り
︑
始
興
寺
は
東
晉
円
國
の
功
勞
者

�
獻
公
王
Ý
の
4
を
寺
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
︒

(
342
)

[參
考
﹈﹁
斷
酒
肉
�
﹂﹁
二
十
三
日
旦
︐
光
宅
寺
法
雲
︐
於
華
林
殿
�
︐

登
東
向
高
座
爲
法
師
︐
瓦
官
寺
5


︐
登
西
向
高
座
爲
都
-
︐
唱

﹃
大
𣵀
槃
經
﹄﹁
四
相
品
﹂
四
分
之
一
︐
陳
﹁
食
肉
者
斷
大
慈
種
﹂

義
︒
法
雲
解
釋
︐
輿
駕
親
御
︐
地
鋪
席
位
於
高
座
之
北
︒
僧
︑
尼

梁武�「斷酒肉�」譯�

285



二
眾
各
以
J
列
坐
﹂
(大
正
五
二
・
二
九
九
上
)
︒

(
343
)

｢
三
種
淨
肉
｣

既
出

(大
正
五
二
・
二
九
九
上
)
︒﹁
三
種
不
淨
肉
﹂
の
對

義
語
︒﹁
三
種
不
淨
肉
﹂
は
︐
自
ら
に
布
施
す
る
た
め
に
わ
ざ
わ

ざ
殺
し
た
場
面
を
見
た
肉
︑
同
樣
の
こ
と
を
聞
い
た
肉
︑
こ
れ
ら

二
つ
の
疑
い
の
あ
る
肉
︒
こ
の
三
種
に
抵
觸
し
な
い
肉
を
﹁
三
種

淨
肉
﹂
と
言
う
︒
例
え
ば
自
然
死
し
た
動
物
の
肉
や
市
場
で
不
特

定
多
數
の
人
々
に
向
け
て
販
賣
す
る
肉
は
﹁
三
種
淨
肉
﹂
に
屬
す

る
︒

[參
考
﹈
鳩
e
羅
什
等
譯
﹃
十
誦
律
﹄
卷
二
六
﹁
三
種
淨
肉
聽
噉
︒

何
等
三
︒
若
眼
不
見
︑
耳
不
聞
︑
心
不
疑
︒
云
何
不
見
︒
自
眼
不

見
是
生
故
爲
我
奪
命
︐
如
是
不
見
︒
云
何
不
聞
︒
可
信
優
婆
塞
人

邊
︐
不
聞
是
生
故
爲
我
奪
命
︐
如
是
不
聞
︒
云
何
不
疑
︒
心
中
無

D
緣
生
疑
︐
是
中
D
屠
兒
家
D
自
死
者
︐
是
)
人
善
︐
不
故
爲
我

奪
命
︐
如
是
不
疑
︒
是
三
種
淨
肉
聽
噉
﹂
(大
正
二
三
・
一
九
〇
中
)
︒

(
344
)

｢
隨
事
漸
制
｣

[參
考
﹈
失
譯
﹃
¡
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
﹄
卷
二
﹁
佛
雖

先
結
婬
戒
不
得
與
女
人
行
婬
︐
未
制
畜
生
︒
佛
必
因﹅

事﹅

漸﹅

制﹅

︐
是

以
因
此
比
丘
與
畜
生
共
作
惡
法
︐
隨﹅

事﹅

?﹅

制﹅

︒
畜
生
於
六
�
�
是

邊
鄙
︐
是
故
乃
至
畜
生
︒
既
下
至
畜
生
︐
凡
可
婬
處
一
切
盡
結
﹂

(大
正
二
三
・
五
一
四
上
)
︒

(
345
)

｢
如
來
稱
讚
魚
肉
爲
美
食
｣

[參
考
﹈﹃
十
誦
律
﹄
卷
一
三
﹁
若
比
丘
不

病
︐
白
衣
家
中
D
如
是
美
食
︐
É
︑
酪
︑
生
酥
︑
熟
酥
︑
油
︑
魚

肉
脯
︐
自
爲
索
如
是
食
者
︐
波
逸
提
﹂
(大
正
二
三
・
九
七
上
)
︒

﹃
善
見
律
毘
婆
沙
﹄
卷
一
八
﹁
D
九
波
夜
提
者
︐
乞
九
種
美
食
︒

一
É
︐
二
酪
︐
三
生
酥
︐
四
熟
酥
︐
五
油
︐
六
蜜
︐
七
石
蜜
︐
八

肉
︐
九
魚
︐
是
名
九
種
︒
其
類
非
一
︐
種
各
衣
也
﹂
(大
正
二
四
・

七
九
九
下
)
︒

(
346
)

｢
甘
蔗
｣

『齊
民
C
ó
﹄
卷
一
〇
引
﹃
衣
物
志
﹄﹁
甘﹅

蔗﹅

︐
7
�
皆
D
︒

Ù
趾
�
產
甘﹅

蔗﹅

特
醇
好
︒
本
末
無
Õ
厚
︐
其
味
至
均
︒
圍
數
寸
︐

長
丈
餘
︐
頗
似
竹
︒
斬
而
食
之
︐
既
甘
︐
迮
取
汁
如
ô
餳
︐
名
之

曰
﹁
糖
﹂
︐
益
復
珍
也
︒
印
煎
而
曝
之
︐
旣
凝
︐
如
冰
︐
破
如
�

棊
︐
食
之
︐
入
口
<
釋
︐
時
人
謂
之
﹁
石﹅

蜜﹅

﹂
者
也
﹂︒

(
347
)

｢
粳
米
｣

『爾
�
﹄
釋
草
﹁
稌
︐
稻
﹂
邢
昺
駅
﹁﹃
字
林
﹄﹁
糯
︐
黏
稻

也
﹂
︐﹁
秔
︐
稻
不
黏
者
﹂︒﹃
本
草
﹄
以
粳﹅

米﹅

︑
稻
米
爲
二
物
︒
秔

與
粳
古
今
字
︒
然
秔
糯
甚
相
類
︐
黏
不
黏
爲
衣
耳
﹂︒

(
348
)

｢
石
蜜
｣

[參
考
﹈
瞿
曇
般
若
液
荏
譯
﹃
正
法
念
處
經
﹄
卷
三
﹁
彼
比

丘
如
是
如
是
諦
求
此
u
︐
如
是
如
是
生
白
淨
法
︐
如
甘
蔗
汁
︐
器

中
火
煎
︐
彼
初
離
垢
︐
名
頗
尼
多
︒
J
第
二
煎
則
漸
º
重
︐
名
曰

巨
呂
︒
?
第
三
煎
︐
其
色
則
白
︐
名
白
石﹅

蜜﹅

︒
此
甘
蔗
汁
︐
如
是

如
是
煎
復
?
煎
︐
離
垢
漸
重
︐
乃
至
色
白
﹂
(大
正
一
七
・
一
七
上

中
)
︒﹃
太
_
御
覽
﹄
卷
九
五
八
�
引
司
馬
彪
﹃
續
漢
書
﹄﹁
天
竺

國
出
石﹅

蜜﹅

︑
胡
椒
︑
黑
鹽
﹂︒
ま
た
︑
�

(19
)
參
照
︒

(
349
)

｢
穀
麥
｣

『三
國
志
﹄
辛
毗
傳
﹁
�
方
脩
殿
舍
︐
百
姓
勞
役
︐
毗
上
駅

曰
︐﹁
竊
聞
諸
¸
亮
-
武
治
兵
︐
而
孫
權
巿
馬
遼
東
︐
量
其
5
指
︐

似
欲
相
左
右
︒
備
豫
不
k
︐
古
之
善
政
︐
而
今
者
宮
室
大
興
︐
加

連
年
穀﹅

麥﹅

不
收
︒
⁝
⁝
﹂︒
曇
e
蜜
多
譯
﹃
諸
法
勇
王
經
﹄﹁
舍
利

弗
言
︐
世
�
︐
�
此
河
邊
D
諸
稻
︑
麥
︑
粟
︑
豆
諸
田
亦
得
潤
漬
︐

如
是
諸
田
多
獲
穀﹅

麥﹅

︐
復
能
利
益
無
量
眾
生
︐
�
謂
飛
鳥
走
獸
︑

人
非
人
等
﹂
(
大
正
一
七
・
八
四
八
上
)
︒

(
350
)

｢
黑
石
蜜
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
成
實
論
﹄
卷
三
﹁
印
如
嘗
白
石
蜜
味
︐
以

黑﹅

石﹅

蜜﹅

爲
苦
︒
嘗
呵
梨
勒
味
︐
以
黑﹅

石﹅

蜜﹅

爲
甘
﹂
(大
正
三
二
・
二

六
四
上
)
︒﹇
參
考
﹈
僧
伽
跋
陀
羅
譯
﹃
善
見
律
毘
婆
沙
﹄
卷
一
七

﹁
黑﹅

石﹅

蜜﹅

者
︐
是
甘
蔗
糖
︐
堅
强
如
石
︐
是
名
石
蜜
﹂
(大
正
二
四
・
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七
九
五
中
)
︒
元
照
﹃
四
分
律
行
事
鈔
x
持
記
﹄
卷
二
﹁
三
︑
黑﹅

石﹅

蜜﹅

者
︐﹃
古
記
﹄
云
︐﹁
用
蔗
糖
和
糯
米
煎
成
︒
其
堅
如
石
﹂﹂
(大

正
四
〇
・
三
一
八
下
)
︒

(
351
)

｢
酪
｣

『釋
名
﹄﹁
酪﹅

︐
澤
也
︒
É
汁
�
作
︐
b
人
肥
澤
也
﹂︒
南
本

﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
二
四
﹁
善
男
子
︐
如
其
É
中
D
酪
性
者
︐
不

應
復
假
眾
緣
力
也
︒
善
男
子
︐
如
水
É
雜
臥
至
一
�
︐
(
不
成
酪
︐

若
以
一
渧
頗
求
樹
汁
投
之
於
中
︐
卽
�
成
酪﹅

﹂
(大
正
一
二
・
七
六

三
下
)
︒

(
352
)

｢
蘇
﹂
(=

酥
)
︒
蘇
に
は
︐
生
蘇

(
n
a
v
a
n
īta
)
と
熟
蘇

(
g
h
ṙta
)
が
あ

る
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
三
﹁
譬
如
從
牛
出
É
︐
從
É
出

酪
︐
從
酪
出
生﹅

酥﹅

︐
從
生﹅

酥﹅

出
熟﹅

酥﹅

︐
從
熟﹅

酥﹅

出
醍
醐
﹂
(大
正
一

二
・
六
九
〇
下
～
六
九
一
上
)
︒﹃
齊
民
C
ó
﹄
卷
六
﹁
抨
酥﹅

法
︒

⁝
⁝
︒
酪
多
用
大
甕
︐
酪
少
用
小
甕
︐
置
甕
於
日
中
︒
旦
µ
︐
瀉

酪
著
甕
中
炙
︐
直
至
日
西
南
角
︐
µ
手
抨
之
︐
令
杷
子
常
至
甕
底
︒

一
食
頃
︐
作
熱
湯
︐
水
解
︐
令
得
下
手
︐
瀉
著
甕
中
︒
湯
多
少
︐

令
常
;
酪
︒
乃
抨
之
︒
良
久
︐
酥﹅

出
︐
復
下
冷
水
︒
冷
水
多
少
︐

亦
與
湯
等
︒
?
t
抨
之
︒
於
此
時
︐
杷
子
不
須
復
d
甕
底
︐
酥﹅

已

�
出
故
也
︒
酥
既
徧
}
酪
上
︐
?
下
冷
水
︐
多
少
如
�
︒
酥﹅

凝
︐

抨
止
﹂︒

(
353
)

｢
應
畜
種
種
衣
o
｣

[參
考
﹈﹃
十
誦
律
﹄
卷
五
六
﹁
衣
法
者
︐
七
種
衣

不
須
作
淨
得
自
畜
︒
僧
伽
梨
︑
欝
多
羅
僧
︑
安
陀
會
︑
雨
浴
衣
︑

}
瘡
衣
︑
尼
師
壇
︐
a
餘
如
法
�
用
衣
物
︐
是
名
衣
法
﹂
(大
正
二

三
・
四
一
六
上
)
︒

(
354
)

｢
壞
色
｣

[參
考
﹈﹃
十
誦
律
﹄
卷
一
五
﹁
若
比
丘
不
以
三
種
壞
衣
色
︐

著
怨
衣
者
︐
波
逸
提
︒
怨
衣
者
︐
若
比
丘
得
他
故
衣
︐
初
得
故
︐

亦
名
怨
衣
︒
三
種
壞﹅

色﹅

者
︐
若
靑
︑
若
泥
︑
若
茜
﹂
(大
正
二
三
・

一
〇
九
中
)
︒

(
355
)

｢
五
種
味
｣

一
般
に
は
É
・
酪
・
生
酥
・
熟
酥
・
醍
醐
の
五
を
指
す
が
︐

こ
こ
で
は
醍
醐
の
か
わ
り
に
酪
漿
で
あ
る
︒

(
356
)

｢
酪
漿
｣

脫
脂
し
た
É
の
殘
り
も
の

(田
中
靜
一
・
小
島
麗
逸
・
太
田
泰

弘
﹃
齊
民
C
ó
︱
︱
現
存
す
る
�
古
の
料
理
書
﹄
雄
山
閣
︑
一
九
九
七
年
︑

五
六
頁
)
︒﹃
十
誦
律
﹄
卷
一
三
﹁
若
索
酪
汁
︑
酪﹅

漿﹅

︑
酪
滓
︐
得

者
︐
突
吉
羅
︒
不
得
者
亦
突
吉
羅
﹂
(大
正
二
三
・
九
七
上
)
︒﹃
齊

民
C
ó
﹄
卷
六
﹁
大
盆
盛
冷
水
著
甕
邊
︐
以
手
接
酥
︐
沈
手
盆
水

中
︐
酥
自
�
出
︒
?
掠
如
初
︐
酥
盡
乃
止
︒
抨
酥
酪﹅

漿﹅

︐
中
和
飧

粥
﹂︒

(
357
)

｢
憍
奢
耶
衣
｣

k
a
u
śe
y
a︒
[參
考
﹈
失
譯
﹃
¡
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
﹄
卷

五
﹁
憍
奢
耶
者
︐
是
綿
名
也
︒
此
國
養
蠶
︐
如
秦
地
人
法
︐
蠶
熟

得
綿
︐
名
憍
奢
耶
﹂
(
大
正
二
・
五
三
三
上
)
︒

(
358
)

｢
珂
貝
｣

śa
ṅ
k
h
a

『一
切
經
c
義
﹄
卷
二
五
﹁﹃
廣
�
﹄﹁
美
石
J
玉

也
﹂︒﹃
埤
蒼
﹄﹁
瑪
瑙
也
﹂︒﹃
玉
�
﹄
云
︐﹁
貝
螺
屬
也
﹂︒
出
海

中
色
白
如
$
︐
�
以
纓
馬
膺
︒﹃
說
�
﹄﹁
海
介
蟲
也
﹂︒
(中
略
)

﹃
玉
�
﹄
云
︐﹁
古
者
貨
貝
而
寶
龜
﹂︒﹃
傳
﹄
曰
﹁
貝
錦
�
﹂︒
古

者
無
錢
︐
唯
傳
貝
齒
︐
且
如
x
財
貨
賄
之
字
︐
皆
從
於
貝
︒
中
天

五
印
度
見
今
行
用
︐
此
方
殷
周
廢
貝
行
錢
︐
于
今
不
絕
﹂
(大
正
五

四
・
四
六
七
下
)
︒

(
359
)

｢
盂
器
｣

『
漢
書
﹄
卷
六
五
︐
東
方
朔
傳
﹁
置
守
宮
盂
下
﹂
︐
顏
師
古
�

﹁
盂﹅

︐
食
器
也
︒
若
盋
而
大
︐
今
之
�
謂
盋
盂
也
﹂︒

(
360
)

｢
尼
揵
｣

n
irg
ra
n
th
a︒﹃
長
阿
含
經
﹄
卷
一
一
﹁
時
D
尼﹅

乾﹅

子
︐
字

伽
羅
樓
︐
在
彼
處
止
︐
人
�
宗
敬
︐
名
稱
7
聞
︐
多
D
知
識
︐
利

養
備
具
︒
(中
略
)
彼
D
七
苦
行
︐
長
夜
執
持
︒
何
謂
七
︒
一
盡
形

壽
不
著
衣
裳
︒
二
盡
形
壽
不
飮
酒
食
肉
︐
而
不
食
飯
a
與
麨
麵
︒
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三
盡
形
壽
不
犯
泳
行
︒
四
盡
形
壽
毗
舍
離
D
四
石
塔
︱
︱
東
名

憂
園
塔
︑
南
名
象
塔
︑
西
名
多
子
塔
︑
北
名
七
聚
塔
︒
盡
形
不
離

四
塔
︐
爲
四
苦
行
﹂
(大
正
一
・
六
六
下
)
︒

(
361
)

｢
噉
蒜
臭
穢
可
惡
｣

[參
考
﹈﹃
十
誦
律
﹄
卷
三
八
﹁
D
比
丘
噉﹅

蒜﹅

7
大

眾
行
︐
是
比
丘
作
是
念
︐﹁
莫
b
佛
a
王
聞
臭
﹂︒
佛
遙
見
是
比
丘
︐

⁝
⁝
︒
佛
知
故
問
阿
難
︐﹁
此
比
丘
何
以
7
大
眾
行
﹂︒
答
言
︐

﹁
此
比
丘
噉
蒜
︐
恐
佛
a
王
聞
臭
︐
不
敢
�
佛
﹂︒
⁝
⁝
佛
吿
諸
比

丘
︐﹁
比
丘
不
得
噉
蒜
︒
若
噉
者
︐
突
吉
羅
﹂﹂
(大
正
二
三
・
二
七

五
中
)
︒

(
362
)

｢
四
�
t
人
｣

荏
¶
譯
﹃
佛
開
解
泳
志
阿
颰
經
﹄﹁
若
能
至
心
淸
淨
︐

卽
得
沙
門
四
�
︒
一
曰


m
︒
二
曰
頻
來
︒
三
曰
不
³
︒
四
曰
應

眞
﹂
(大
正
一
・
二
六
〇
下
)
︒
す
な
わ
ち
四
�
と
は
聲
聞
乘
に
お
け

る
四
種
の
悟
り

(
�
高
位
は
阿
羅
漢
)
を
指
す
︒
①
｢

m
｣=

｢預

液
｣=

｢須
陀
洹

S
k
t.
sro
ta
ā
p
a
n
n
a﹂︒
②
｢頻
來
｣=

｢一
來
｣=

｢斯
陀
含

S
k
t.
sa
k
ṙd
ā
g
ā
m
in
﹂︒
③
｢不
³
｣=

｢阿
c
含

S
k
t.

a
n
ā
g
ā
m
in
﹂︒
④
｢應
眞
｣=

｢阿
羅
漢

S
k
t.
a
rh
a
t/
a
rh
a
n
﹂︒

(
363
)

｢
正
法
｣

『大
般
𣵀
槃
經
集
解
﹄
卷
一
五
﹁
僧
宗
曰
︐
佛
滅
度
後
正
法

D
五
百
年
︐
宴
法
亦
五
百
年
﹂
(大
正
三
七
・
四
三
八
下
)
︒
曇
無
讖

譯
﹃
悲
華
經
﹄
卷
﹁
般
𣵀
槃
後
�
D
正
法
�
世
千
歲
︐
宴
法
�
世

滿
五
百
歲
﹂
(大
正
三
・
二
一
一
中
)
︐
同
卷
八
﹁
般
𣵀
槃
後
正
法
�

世
滿
一
千
歲
︒
正
法
滅
已
︐
汝
諸
舍
利
︒
如
汝
�
願
作
於
佛
事
︒

久
久
在
世
利
益
眾
生
如
上
�
說
﹂
(大
正
三
・
二
一
八
下
)
︒
失
譯

﹃
大
乘
悲
分
陀
利
經
﹄
卷
五
﹁
然
後
當
入
𣵀
槃
︐
令
我
𣵀
槃
後
正

法
�
世
千
歲
宴
︐
法
�
世
復
五
百
﹂
(大
正
三
・
二
七
〇
上
)
︒

[比
-
﹈
5
思

(五
一
五
～
五
七
七
)
﹃
立
誓
願
�
﹄﹁
我
聞
如
是
︐

釋
£
牟
尼
佛
﹃
悲
門
三
昧
觀
眾
生
品
本
µ
經
﹄
中
說
︐﹁
佛
從
癸

丑
年
七
�
七
日
入
胎
︒
至
甲
寅
年
四
�
八
日
生
︒
至
壬
申
年
︐
年

十
九
︐
二
�
八
日
出
家
︒
至
癸
未
年
年
三
十
︐
是
臘
�
�
八
日
︐

得
成
�
︒
至
癸
酉
年
︐
年
八
十
︐
二
�
十
五
日
︐
方
�
入
𣵀
槃
︒

正
法
︐
從
甲
戌
年
︐
至
癸
巳
年
︐
足
滿
五
百
歲
止
�
︒
宴
法
︐
從

甲
午
年
︐
至
癸
酉
年
︐
足
滿
一
千
歲
止
�
︒
末
法
︐
從
甲
戌
年
︐

至
癸
丑
年
︐
足
滿
一
萬
歲
止
�
︒
入
末
法
︐
�
九
千
八
百
年
後
︐

�
光
菩
¡
出
眞
丹
國
︐
說
法
︐
大
度
眾
生
︐
滿
五
十
二
年
︐
入
𣵀

槃
後
︒﹃
首
楞
嚴
經
﹄︑﹃
般
舟
三
昧
﹄
先
滅
不
現
︒
餘
經
J
第
滅
︒

﹃
無
量
壽
經
﹄
在
後
得
百
年
�
︐
大
度
眾
生
︐
然
後
滅
去
︐
至
大

惡
世
︒
我
今
誓
願
︐
持
令
不
滅
︐
敎
æ
眾
生
︐
至
彌
勒
佛
出
︒
佛

從
癸
酉
年
︐
入
𣵀
槃
後
︐
至
未
來
賢
劫
初
︐
彌
勒
成
佛
時
︐
D
五

十
六
億
萬
歲
︐
我
從
末
法
初
︐
始
立
大
誓
願
︐
修
|
苦
行
︒
如
是

�
五
十
六
億
萬
歲
︐
必
願
具
足
佛
�
功
德
︐
見
彌
勒
佛
︒
如
願
中

說
入
�
之
由
︐
莫
不
行
願
︒
早
修
禪
業
︐
少
|
弘
經
︒
中
閒
障
難
︐

事
緣
非
一
︒
略
記
本
源
︐
ß
發
誓
願
a
�
金
字
二
部
經
典
﹂
(
大
正

四
六
・
七
八
六
中
～
下
)
︒
5
思
﹃
立
誓
願
�
﹄﹁
釋
£
牟
尼
說
法
�

世
︐
八
十
餘
年
︐
Ý
利
眾
生
︐
æ
緣
既
訖
︐
�
取
滅
度
︒
滅
度
之

後
︐
正
法
�
世
逕
五
百
歲
︒
正
法
滅
已
︐
宴
法
�
世
逕
一
千
歲
︒

宴
法
滅
已
︐
末
法
�
世
逕
一
萬
年
︒
我﹅

5﹅

思﹅

︐
卽﹅

是﹅

末﹅

法﹅

八﹅

十﹅

二﹅

年﹅

︐
太﹅

歲﹅

在﹅

乙﹅

未﹅

(五
一
五
)
十﹅

一﹅

�﹅

十﹅

一﹅

日﹅

︐
於﹅

大﹅

魏﹅

國﹅

南﹅

豫﹅

州﹅

汝﹅

陽﹅

郡﹅

武﹅

津﹅

縣﹅

生﹅

︒
至
年
十
五

(五
二
九
)
︐
出
家
修
�
︐
誦

﹃
法
華
經
﹄
a
諸
大
乘
︐
精
�
苦
行
︐
至
年
二
十

(
五
三
四
)
︐
見

世
無
常
︐
眾
生
多
死
︐
輒
自
思
惟
﹃
此
身
無
常
︑
苦
︑
空
﹄﹂
(大

正
四
六
・
七
八
七
上
)
︒

(
364
)

原
�
は
單
數
・
複
數
の
別
を


記
し
な
い
が
︐
こ
こ
は
複
數
の
5
と
解

し
た
︒

東 方 學 報
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(
365
)

｢
似﹅

宴
持
律
｣

北
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄﹁
似﹅

宴
持
律
﹂
︐
南
本
﹃
大
般
𣵀

槃
經
﹄﹁
貌﹅

宴
持
律
﹂︒
鳩
e
羅
什
譯
﹃
小
品
般
若
波
羅
蜜
經
﹄
卷

七
﹁
輕
餘
菩
¡
淸
淨
行
者
︐
須
菩
提
︐
當
知
︐
是
人
是
菩
¡
旃
陀

羅
︒
當
知
是
人
汚
餘
菩
¡
︐
臭
穢
不
淨
︒
當
知
是
人
是
似﹅

宴﹅

菩
¡
︒

當
知
是
人
一
切
世
閒
天
人
之
大
«
︐
沙
門
形
«
﹂
(大
正
八
・
五
七

一
中
)
︒

(
366
)

[參
考
﹈
失
譯
﹃
別
譯
雜
阿
含
經
﹄
卷
三
﹁
爾
時
︐
王
舍
城
中
D
一
貧

人
︐
極
爲
窮
困
︐
甚
可
憐
愍
︒
於
佛
法
中
⑴
生
淸
淨
信
︐
⑵
能
淨

持
戒
︐
⑶
少
讀
誦
﹃
經
﹄
︐
⑷
亦
能
小
施
︒
D
此
四
事
因
緣
果
報
︐

身
壞
命
(
︐
生
忉
利
天
"
妙
善
處
﹂
(大
正
二
・
三
九
〇
中
)
︒﹇
元
﹈

念
常
﹃
佛
祖
歷
代
H
載
﹄
卷
八
﹁
�
以
問
侍
中
何
尙
之
︑
�
部
羊

玄
保
曰
︐﹃
,
少﹅

讀﹅

經﹅

不﹅

多﹅

︐
比
日
彌
復
無
暇
︒
⁝
⁝
﹄﹂
(大
正
四

九
・
五
三
六
中
)
︒

(
367
)

｢
長
養
其
身
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
三
﹁
唯
D
如
來
︐
乃
知
是
相
︐

非
諸
聲
聞
緣
覺
�
知
︒
£
葉
︐
如
是
功
德
成
如
來
身
︐
非
是
雜
食

�
長﹅

養﹅

身﹅

﹂
(大
正
一
二
・
六
二
三
上
)
︒

(
368
)

｢
形
容
憔
悴
︐
無
�
威
德
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
妙
法
蓮
華
經
﹄
卷
二
﹁
信

解
品
﹂
第
四
﹁
爾
時
︐
長
者
將
欲
誘
引
其
子
︐
而
設
方
�
︐
密
â

二
人
形
色
憔
悴
︐
無
威
德
者
﹂
(大
正
九
・
一
七
上
)
︒﹃
管
子
﹄
兵

法
�
﹁
定
宗
4
︐
ô
男
女
︐
官
四
分
︐
則
可
以
定
威
德
︐
制
法
儀
︐

出
號
令
﹂︒

(
369
)

｢
放
畜
牛
羊
︐
擔
u
薪
草
｣

法
顯
譯
﹁
形
狀
憔
悴
︐
如
放
牧
者
﹂
に
基

づ
き
﹁
如
﹂
を
補
っ
て
解
し
た
︒
J
の
語
例
か
ら
﹁
放
畜
牛
羊
﹂

と
﹁
擔
�
薪
草
﹂
を
別
人
と
解
し
た
︒﹃
增
壹
阿
含
經
﹄
卷
四
五

﹁
時
諸
牧﹅

牛﹅

人
︑
牧﹅

羊﹅

人
︑
取
薪﹅

草﹅

人
見
此
比
丘
坐
禪
︐
各
各
自

相
謂
言
︐﹁
此
沙
門
今
日
以
取
無
常
﹂︒
是
時
牧﹅

牛﹅

人
a
取
薪﹅

人
集

諸
草﹅

木﹅

︐
𧂐
比
丘
身
上
︐
以
火
燒
已
︐
而
E
之
去
︒
是
時
等
壽
比

丘
︐
卽
從
三
昧
µ
︐
正
衣
�
︐
�
Ú
而
去
︒
是
時
比
丘
︐
卽
以
其

日
著
衣
持
鉢
︐
入
村
乞
食
︒
時
諸
取
薪
草
人
見
此
比
丘
村
中
乞
食
︐

各
各
自
相
謂
言
︐﹁
此
比
丘
︐
昨
日
以
取
命
(
︒
我
等
以
火
焚
燒
︒

今
日
復
³
活
︒
今
當
立
字
︐
字
曰
³
活
﹂﹂
(
大
正
二
・
七
九
三
中
～

下
)
︒

(
370
)

｢
頭
鬚
髮
爪
悉
皆
長
利
｣

荏
¶
譯
﹃
義
足
經
﹄
卷
上
﹁
D
一
比
丘
長﹅

鬚﹅

髮﹅

爪﹅

︐
衣
�
裂
敗
︐
狀
類
如
鬼
﹂
(
大
正
四
・
一
七
六
上
)
︒﹇
梁
﹈

僧
伽
婆
羅
譯
﹃
阿
育
王
經
﹄
卷
三
毘
多
輸
柯
因
緣
﹁
毘
多
輸
柯
病

來
多
日
頭﹅

鬚﹅

髮﹅

爪﹅

悉﹅

皆﹅

長﹅

利﹅

︐
衣
�﹅

�
惡﹅

無
D
光
色
﹂
(大
正
五

〇
・
一
四
三
下
)
︒

(
371
)

｢
G
如
獵
師
｣

[南
齊
﹈
曇
景
譯
﹃
e
訶
e
耶
經
﹄
卷
下
﹁︹
佛
𣵀
槃

後
︺
千
一
百
歲
已
︐
諸
比
丘
等
︐
如
世
俗
人
嫁
娶
行
媒
︐
於
大
眾

中
衛
謗
毘
尼
︒
千
二
百
歲
已
︐
是
諸
比
丘
a
比
丘
尼
作
非
泳
行
︐

若
D
子
息
︐
男
爲
比
丘
︐
女
爲
比
丘
尼
︒
千
三
百
歲
已
︐
袈
裟
變

白
︐
不
u
染
色
︒
千
四
百
歲
已
︐
時
諸
四
眾
v﹅

如﹅

獵﹅

師﹅

︐
好﹅

樂﹅

殺﹅

生﹅

︐
賣
三
寶
物
﹂
(
大
正
一
二
・
一
〇
一
三
下
)
︒
[北
涼
﹈
�
墮
跋

e
・
�
泰
等
譯
﹃
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
﹄
二
〇
﹁
若
好
惡
事
︐
彼
眠

夢
時
亦
行
是
事
︒
如﹅

獵﹅

師﹅

︑
屠
兒
夢﹅

作﹅

殺﹅

事﹅

︐
«
取
他
財
︐
婬
人

犯
他
女
色
﹂
(
大
正
二
八
・
一
四
四
下
)
︒

(
372
)

｢
如
猫
伺
鼠
｣

[
�
﹈
5
琳
﹃
一
切
經
c
義
﹄
卷
二
五
﹁
如
猫
伺
鼠

︿
伺
思
�
反
︒﹃
字
林
﹄
云
候
也
︐
察
也
﹀﹂
(大
正
五
四
・
四
六
七

下
)
︒
鳩
e
羅
什
譯
﹃
禪
祕
C
法
經
﹄
卷
下
﹁
若
比
丘
尼
妖
冶
z

媚
︐
欲
求
利
養
如﹅

猫﹅

伺﹅

鼠﹅

︐
貪
求
無
厭
︐
實
不
坐
禪
︐
自
言
坐
禪
︐

身
口
放
逸
︐
行
放
逸
行
︐
貪
利
養
故
︐
自
言
坐
禪
︐
如
此
比
丘
尼

犯
偸
蘭
�
﹂
(
大
正
一
五
・
二
六
八
上
)
︒

梁武�「斷酒肉�」譯�
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(
373
)

｢
眠
臥
糞
穢
｣

曇
e
耶
舍
・
曇
e
崛
多
共
譯
﹃
舍
利
弗
阿
毘
曇
論
﹄
卷

一
五
﹁
復
J
︐
比
丘
若
見
嬰
兒
︐
心
愚
癡
無
識
︐
眠﹅

臥﹅

穢﹅

處﹅

︐
如

是
思
惟
︐﹃
我
亦
如
是
法
︐
如
是
相
︐
未
離
是
法
︒
我
身
亦
是
D

生
法
︐
D
生
�
患
﹄
︐
如
實
人
念
憶
念
︐
是
名
身
念
處
︒
⁝
⁝
︒

復
J
︐
比
丘
若
見
男
子
女
人
︐
身
患
苦
D
︐
眠﹅

臥﹅

穢﹅

處﹅

︐
羸
劣
無

力
︐
動
止
須
人
︐
如
是
思
惟
︐﹃
我
身
亦
如
是
法
︐
如
是
相
︐
未

離
是
法
︒
我
身
亦
D
病
︐
D
病
�
患
﹄
︐
如
實
人
念
憶
念
︐
是
名

身
念
處
﹂
(大
正
二
八
・
六
二
九
上
)

(
374
)

｢
外
⁝
⁝
︐
內
⁝
⁝
｣

[參
考
﹈﹇
南
�
宋
﹈
求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
雜
阿
含

經
﹄
卷
四
二
﹁
爾
時
︐
世
�
而
說
偈
言
︐﹁
不
以
見
形
相
︐
知
人

之
善
惡
︐
不
應
暫
相
見
︐
而
與
同
心
志
︒
D
現
身
口
密
︐
俗
心
不

斂
攝
︐
v
如
鍮
石
銅
︐
塗
以
眞
金
色
︒
內﹅

懷﹅

鄙
雜
心
︐
外﹅

現﹅

¿
威

儀
︐
ö
行
諸
國
土
︐
欺
誑
於
世
人
﹂﹂
(大
正
二
・
三
〇
六
上
)
︒

(
375
)

｢
瘂
法
｣

[參
考
﹈
中
村
元
﹃
廣
說
佛
敎
語
大
辭
典
﹄﹁
あ
ほ
う
︻
啞

法
｣

無
言
の
行
を
い
う
︒
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
敎
で
は
今
日
な
お
行
わ

れ
て
い
る
﹂︒

(
376
)

｢
正
行
威
儀
｣

こ
の
語
を
﹁
正
行
﹂
と
﹁
威
儀
﹂
の
二
に
分
け
て
解
し

た
︒﹇
西
晉
﹈
竺
法
護
譯
﹃
度
世
品
經
﹄﹁
菩
¡
円
立
D
十
事
︒
何

謂
爲
十
︒
⑴
常
志
於
佛
︒
⑵
恒
思
經
法
︒
⑶
勸
æ
眾
生
︐
b
�
佛

�
︒
⑷
勸
安
事
業
︒
⑸
修
立
正﹅

行﹅

︒
⑹
順
樂
誓
願
︒
⑺
常
念
威﹅

儀﹅

︒

⑻
�
ö
隨
時
︒
⑼
班
宣
善
本
︒
⑽
円
立
5
義
︒
是
爲
十
事
︐
円
立

其
心
﹂
(大
正
一
〇
・
六
二
三
下
～
六
二
四
上
)
︒

(
377
)

原
�
﹁
各
﹂
は
︐
こ
こ
に
営
べ
る
惡
沙
門
は
一
人
で
な
く
︐
複
數
で
あ

る
こ
と
を
示
唆
す
る
︒

(
378
)

｢
反
說
｣

佛
馱
跋
陀
羅
譯
﹃
大
方
廣
佛
華
嚴
經
﹄
卷
四
二
﹁
µ
計
我
心
︐

見
D
功
德
智
5
者
︐
不
讚
其
美
︒
見
無
德
者
︐
反﹅

說﹅

其
善
︒
若
聞

讚
他
︐
於
彼
人
�
µ
妒
嫉
心
︒
是
爲
慢
業
﹂
(大
正
九
・
六
六
四
上
)
︒

(
379
)

｢
各
自
稱
﹁
是
沙
門
釋
子
﹂
｣

法
顯
譯
﹁
皆
稱
﹁
沙
門
釋
£
弟﹅

子﹅

﹂﹂
に

基
づ
き
︐﹁
釋
子
﹂
を
釋
£
の
息
子
で
な
く
︐
釋
£
の
弟
子
の
5

に
解
す
︒﹁
沙
門
﹂
は
自
ら
を
指
す
)
語
︒

(
380
)

｢
貯
聚
生
穀
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
三
〇
﹁
潮
不
�
限
︒
如
是

﹃
經
﹄
中
制
諸
比
丘
︐
不
得
u
畜
八
不
淨
物
﹂
(大
正
一
二
・
八
〇
五

中
)
︒

[參
考
1
﹈﹇
隋
﹈
淨
影
寺
5
7
﹃
大
般
𣵀
槃
經
義
記
﹄
卷
三
﹁



得
畜
八
不
淨
物
︒
何
等
爲
八
︒
如
彼
﹃
善
生
優
婆
塞
﹄
經
具
列
其

名
︒
一
︑
畜
田
宅
︒
二
︑
種﹅

殖﹅

根﹅

栽﹅

︒
三
︑
貯﹅

聚﹅

稻
粟
︐
居
監
求

利
︒
四
︑
畜﹅

奴﹅

婢﹅

人
民
︒
五
︑
畜
養
群
畜
︒
六
︑
畜
金
銀
錢
寶
︒

七
︑
畜
象
牙
︑
金
銀
刻
鏤
︑
諸
寶
大
床
︑
綿
褥
氍
氀
︒
八
︑
畜
一

切
銅
錢
︑
釜
鑊
︒
畜
此
八
種
能
汚
淨
戒
︐
故
名
不
淨
﹂
(大
正
三

七
・
六
八
二
下
～
六
八
三
上
)
︒

[參
考
2
﹈
(六
世
紀
後
;
地
論
宗
�
獻
)
﹃
毘
尼
心
﹄﹁
不
得
畜
八
不

淨
︿
一
︑
畜
底
店
︒
二
︑
田
宅
︒
三
︑
人
民
︒
四
︑
奴
婢
︒
五
︑

畜
生
︒
六
︑
珍
寶
︒
七
︑
貯﹅

聚﹅

生﹅

穀﹅

︒
八
︑
生
熟
食
具
︒
除
眾
僧

得
畜
也
﹀﹂
(大
正
八
五
・
六
七
〇
上
)
︒

(
381
)

｢
手
自
作
食
｣

失
譯
﹃
毘
尼
母
經
﹄
卷
三
﹁
願
世
�
︐
聽
諸
比
丘
食
殘

宿
食
︐
手﹅

自﹅

作﹅

食﹅

︐
自
得
取
菓
﹂
(
大
正
二
四
・
八
一
五
上
)
︒

(
382
)

｢
執
持
油
瓶
｣

法
顯
譯
該
當
部
﹁
|
押
油
業
﹂︒
油
は
ñ
物
の
種
子
を

壓
搾
し
て
作
る
︒
そ
の
場
合
︐
ñ
物
に
蟲
が
付
い
て
い
た
ら
蟲
を

一
緖
に
潰
し
殺
す
こ
と
に
な
る
︒
そ
れ
故
︐
油
は
殺
生
と
繫
が
る
︒

[參
考
﹈
失
譯
﹃
¡
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
﹄
卷
一
﹁
問
曰
︐
五
戒
優

婆
塞
得
販
賣
不
︒
答
曰
︐
得
聽
販
賣
︒
但
不
得
作
五
業
︒
一
︑
不

販
賣
畜
生
以
此
爲
業
︒
若
自
D
畜
生
直
賣
者
聽
︐
但
不
得
賣
與
屠

東 方 學 報

290



兒
︒
二
者
︐
不
得
販
賣
弓
箭
︑
刀
杖
以
此
爲
業
︒
若
自
D
者
︐
直

聽
賣
︒
三
者
︐
不
得
沽
酒
爲
業
︒
若
自
D
者
︐
亦
聽
直
賣
︒
四
者
︐

不
得
壓
油
爲
業
︐
以
油
多
殺
蟲
故
︒
天
竺
法
爾
︐
自
罽
賓
已
來
︐

'
中
一
切
無
蟲
︒
若
無
蟲
處
︐
壓
油
無
�
也
︒
五
者
︐
不
得
作
五

大
色
染
爲
業
︐
以
多
殺
蟲
故
︒
洛
沙

(
S
k
t.
*lā
k
ṡā
)
等
外
國
染
法
︐

多
殺
諸
蟲
︐
是
故
不
聽
︒
謂
秦
地
染
靑
法
︐
亦
多
殺
蟲
︐
墮
五
大

染
數
﹂
(大
正
二
三
・
五
〇
八
下
)
︒

=

僞
經
﹃
大
方
�
佛
報
恩
經
﹄

卷
六
﹁
優
波
離
復
白
佛
言
︐
五
戒
優
婆
塞
得
販
賣
不
︒
答
曰
︐
得

聽
販
賣
︐
但
不
得
作
五
業
︒
一
︑
不
得
販
賣
畜
生
以
此
爲
業
︒
若

自
D
畜
生
︐
直
賣
者
聽
︐
但
莫
賣
與
屠
兒
︒
二
者
︐
不
得
販
賣
弓

箭
︑
刀
杖
以
此
爲
業
︒
若
自
D
者
︐
直
賣
者
聽
︒
三
者
︐
不
得
沽

酒
爲
業
︒
若
自
D
者
︐
亦
聽
直
賣
︒
四
者
︐
不
得
壓
油
︐
多
殺
蟲

故
︒
天
竺
法
爾
︒
罽
賓
以
來
︐
'
中
一
切
若
無
蟲
處
︐
壓
油
無
�
︒

五
者
︐
不
得
作
五
大
色
染
業
︐
以
多
殺
蟲
故
︒
洛
沙

(
S
k
t.
*lā
k
-

ṡā
)
等
外
國
染
法
︐
多
殺
諸
蟲
︐
是
故
不
聽
︒
謂
秦
地
染
靑
法
亦

多
殺
蟲
︐
墮
五
大
染
數
﹂︒
(大
正
三
・
一
五
九
下
)

(
383
)

｢
寶
蓋
革
屣
｣

失
譯
﹃
毘
尼
母
經
﹄
卷
五
﹁
爾
時
︐
六
群
比
丘
捉
傘﹅

蓋﹅

︐

著
革﹅

屣﹅

︐
隨
路
而
行
︒
諸
檀
越
�
之
︐﹁
云
何
比
丘
自
恣
捉
傘﹅

蓋﹅

︐

著
革﹅

屣﹅

︐
隨
路
而
行
﹂︒
佛
因
而
制
曰
︐﹁
從
今
已
去
︐
不
聽
捉
傘﹅

蓋﹅

︐
著
革﹅

屣﹅

而
行
︒
若
在
寺
中
︐
聽
著
革
屣
︒
木
皮
或
草
︐
作
蓋

聽
之
︒
入
聚
落
︐
除
老
病
︐
餘
者
一
皆
不
聽
﹂﹂
(大
正
二
四
・
八
二

七
下
～
八
二
八
上
)
︒

(
384
)

｢
親
.
國
王
︑
大
臣
︑
長
者
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
妙
法
蓮
華
經
﹄
卷
五

﹁
菩
¡
e
訶
¡
不﹅

親﹅

�﹅

國﹅

王﹅

︑
王
子
︑
大﹅

臣﹅

︑
官
長
﹂
(大
正
九
・

三
七
上
)
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
三
﹁
£
葉
︐
夫
護
法
者
︐
謂

具
正
見
︐
能
廣
宣
說
大
乘
經
典
︒
(
不
捉
持
王
者
寶
蓋
︑
油
瓶
︑

穀
米
︑
種﹅

種﹅

果﹅

蓏﹅

︒
不﹅

爲
利
養
親﹅

�﹅

國﹅

王﹅

︑
大﹅

臣﹅

︑
長﹅

者﹅

﹂
(
大
正

一
二
・
六
二
四
中
)
︒

(
385
)

｢
占
相
星
宿
｣

下
揭
﹃
泳
網
經
﹄
卷
下
第
二
十
九
輕
戒
﹁
占
相
男
女
﹂︒

(
386
)

｢
懃
修
醫
�
｣

[參
考
﹈
佛
陀
跋
陀
羅
︑
法
顯
共
譯
﹃
e
訶
僧
Ø
律
﹄

卷
三
八
﹁
從
今
日
後
︐
不
聽
�
俗
人
外
�
醫﹅

方﹅

︒
佛
吿
大
愛
�
瞿

曇
彌
︐
依
止
拘
睒
彌
比
丘
尼
皆
悉
令
集
︐
乃
至
已
聞
者
︐
當
重
聞
︒

若
比
丘
尼
�
俗
人
外
�
醫﹅

方﹅

者
︐
波
夜
提
︒
比
丘
尼
者
︐
如
上
說
︒

俗
人
者
︐
在
家
人
︒
外
�
者
︐
出
家
外
�
︒
�
醫﹅

方﹅

者
︐
呪
蛇
呪

詠
︐
乃
至
呪
火
呪
星
宿
日
�
︐
波
夜
提
︒
波
夜
提
者
︐
如
上
說
︒

比
丘
尼
不
得
�
俗
人
外
�
醫
方
︐
不
得
敎
語
︒
若
比
丘
�
俗
人
外

�
醫﹅

方﹅

者
︐
越
比
尼
罪
﹂
(
大
正
二
二
・
五
三
一
上
～
中
)
︒

(
387
)

｢
蠱
�
咒
幻
｣

[
�
﹈
5
琳
﹃
一
切
經
c
義
﹄
卷
二
﹁
蠱
�
︿
姑
五
反
︒

﹃
韻
英
﹄
云
︐
蠱
詠
媚
惑
人
也
︒﹃
韻
詮
﹄
云
︐
蠱
蠱
物
病
�
人
︒

亦
蠱
詠
也
︒﹃
字
書
﹄
云
︐
蠧
神
也
︒﹃
說
�
﹄
云
︐
腹
中
蟲
也
︒

從
蟲
從
皿
︐
或
作
蛄
︐
或
D
c
野
︒
�
者
︐
方
言
不
同
耳
︒
蟲
c
︐

`
融
反
︒
蠧
c
︐
都
固
反
︒
皿
c
︐


秉
反
﹀﹂
(大
正
五
四
・
三
二

一
上
)
︒
同
卷
七
五
﹁
蠱
�
︿
上
c
古
︒﹃
¨
�
周
禮
﹄
︐
蠱
詠
也
︒

﹃
說
�
﹄
︐
從
蟲
皿
也
﹀﹂
(
大
正
五
四
︒
七
九
三
下
)
︒

(
388
)

｢
和
合
諸
藥
｣

[參
考
﹈﹃
泳
網
經
﹄
下
卷
二
九
輕
戒
﹁
若
佛
子
︐
以
惡

心
故
︐
爲
利
養
︐
販
賣
男
女
色
︐
自
手
作
食
︐
自
�
自
舂
︐
占﹅

相﹅

男
女
︐
解
夢
吉
凶
︐
是
男
是
女
︐
呪
ó
︑
工
巧
︑
©
鷹
方
法
︐
和

合
百
種
詠
藥
︑
千
種
詠
藥
︑
蛇
詠
︐
生
金
銀
蠱
詠
︐
都
無
慈
心
︐

犯
輕
垢
罪
﹂
(
$
山
二
〇
一
七
・
一
七
六
︒
大
正
二
四
・
一
〇
〇
七
上
)
︒

(
389
)

｢
摴

蒲
︑
圍
碁
｣

[參
考
﹈
僞
經
﹃
泳

網
經
﹄
下
卷

(第
三
三
輕
戒
)

﹁
若
佛
子
︐
⁝
⁝
︐
不
得
摴﹅

蒲﹅

︑
圍﹅

碁﹅

︑
波
羅
賽
戲
︑
彈
碁
︑
六

�
︑
擲
石
︑
投
壺
︑
八
�
行
成
︑
抓
鏡
︑
芝
草
︑
楊
映
︑
鉢
盂
︑
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髑
髏
︐
而
作
卜
筮
︐
不
得
作
盜
«
b
命
︐
一
一
不
得
作
﹂
(
$
山
二

〇
二
三
・
一
八
四
︒﹇
比
-
﹈
大
正
二
四
・
一
〇
〇
七
中
)
︒
[
�
﹈
5
琳

﹃
一
切
經
c
義
﹄
卷
二
五
﹁
摴
蒲
︿
上
敕
於
反
︒﹃
�
物
志
﹄
云
︐

老
子
作
之
用
卜
︒
今
人
擲
之
爲
戲
﹀﹂
(大
正
五
四
・
四
六
七
下
)
︒

(
390
)

｢
現
肉
｣

『大
般
𣵀
槃
經
﹄
で
﹁
現
肉
﹂
は
こ
こ
に
一
囘
現
れ
る
の
み
︒

﹇
參
考
﹈﹇
隋
﹈
智
顗
說
・
灌
頂
記
﹃
菩
¡
戒
義
駅
﹄
卷
下
﹁
第
三

食
肉
戒
︒
斷
大
慈
心
︒
大
士
懷
慈
爲
本
︐
一
切
悉
斷
︒
聲
聞
漸
敎
︐

初
開
三
種
淨
肉
等
︐
後
亦
皆
斷
︒
�
云
﹁
當
知
斷﹅

現﹅

肉﹅

義﹅

﹂︒﹃
大

經

(=

大
般
𣵀
槃
經
)
﹄
四
相
品
︐
廣


三
種
︑
九
種
︑
十
種
也
﹂

(大
正
四
〇
・
五
七
五
上
)
︒
食
し
て
よ
い
肉
と
よ
く
な
い
肉
を
區
別

せ
ず
︐
解
釋
を
加
え
て
肉
を
分
類
し
た
り
せ
ず
︐
と
に
か
く
肉
で

あ
る
も
の
は
す
べ
て
禁
ず
る
と
い
う
こ
と
を
﹁
現
肉
﹂
(現
に
肉
で

あ
る
も
の
)
と
い
う
言
葉
で
言
い
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
︒

(
391
)

｢
𣵀
槃
時
到
︐
是
故
略
說
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
﹁
序
品
﹂
第

一
﹁
如
是
我
聞
︐
一
時
︐
佛
在
拘
尸
城
力
士
生
地
阿
夷
羅
跋
提
河

邊
娑
羅
雙
樹
閒
︒
爾
時
︐
世
�
與
大
比
丘
八
十
億
百
千
人
俱
︐
�

後
圍
遶
︒
二
�
十
五
日
臨
𣵀
槃
時
︐
以
佛
神
力
出
大
c
聲
︒
其
聲

±
滿
︐
乃
至
D
頂
︒
隨
其
類
c
︐
�
吿
眾
生
︐﹃
今
日
如
來
應
供

正
±
知
︐
憐
愍
眾
生
︐
}
護
眾
生
︐
等
視
眾
生
如
羅
睺
羅
︐
爲
作

歸
依
︐
爲
世
閒
舍
︒
大
覺
世
�
將
欲
𣵀
槃
︒
一
切
眾
生
若
D
�
疑
︐

今
悉
可
問
︐
爲
�
後
問
﹂
(大
正
一
二
・
六
〇
五
上
)
︒

(
392
)

｢
能
隨
問
答
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
四
﹁
四
相
品
﹂
第
七
﹁
善
男

子
︐
菩
¡
e
訶
¡
分
別
開
示
大
般
𣵀
槃
︐
D
四
相
義
︒
何
等
爲
四
︒

一
者
自
正
︒
二
者
正
他
︒
三
者
能﹅

隨﹅

問﹅

答﹅

︒
四
者
善
解
因
緣
義
︒

⁝
⁝
︒
£
葉
︐
云
何
能﹅

隨﹅

問﹅

答﹅

者
︒
若
D
人
來
問
佛
世
�
︐
我
當

云
何
不
E
錢
財
︐
而
得
名
爲
大
施
檀
越
︒
佛
言
︐
若
D
沙
門
︑
婆

羅
門
等
少
欲
知
足
︐
不
u
不
畜
不
淨
物
者
︐
當
施
其
人
奴
婢
︑
僕

b
︒
修
泳
行
者
︐
施
與
女
色
︒
斷
酒
肉
者
︐
施
以
酒
肉
︒
不
�
中

食
︐
施
�
中
食
︒
不
著
花
香
︐
施
以
花
香
︒
如
是
施
者
︐
施
名
液

布
聲
聞
天
下
︐
未
曾
損
已
一
毫
之
費
︐
是
則
名
爲
能﹅

隨﹅

問﹅

答﹅

﹂

(大
正
一
二
・
六
二
五
中
︐
六
二
五
下
～
六
二
六
上
)
︒

(
393
)

｢
楞
伽
｣

求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
經
﹄
卷
一
﹁
如
是
我
聞
︐

一
時
︐
佛
�
南
海
濱
楞﹅

伽﹅

山﹅

頂
︐
種
種
寶
華
以
爲
莊
嚴
︐
與
大
比

丘
僧
a
大
菩
¡
眾
俱
﹂
(大
正
一
六
・
四
八
〇
上
)
︒
同
卷
一
﹁
世
�
︐

�
說
心
︑
5
︑
5
識
五
法
自
性
相
︐
一
切
諸
佛
菩
¡
�
行
︒
自
心

見
等
�
緣
境
界
不
和
合
︐
顯
示
一
切
說
成
眞
實
相
一
切
佛
語
心
︒

爲
楞﹅

伽﹅

國﹅

e﹅

羅﹅

耶﹅

山﹅

海
中
�
處
諸
大
菩
¡
︐
說
如
來
�
歎
海
浪
藏

識
境
界
法
身
﹂
(
大
正
一
六
・
四
八
四
上
)
︒

(
394
)

｢
志
求
佛
�
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
妙
法
蓮
華
經
﹄
卷
一
﹁
舍
利
弗
︐
當
知
︐

我
見
佛
子
等
︐
志﹅

求﹅

佛﹅

�﹅

者
︐
無
量
千
萬
億
︒
咸
以
恭
敬
心
︐
皆

來
至
佛
�
︐
曾
從
諸
佛
聞
︐
方
�
�
說
法
﹂
(大
正
九
・
一
〇
上
)
︒

僧
õ
﹃
�
維
e
詰
經
﹄
卷
九
﹁﹃
深
發
一
切
智
心
而
不
忽
忘
﹄︒

︹
鳩
e
羅
︺
什
曰
︐
志﹅

求﹅

佛﹅

�﹅

︐
其
心
深
固
︐
譬
如
種
樹
根
深
難

拔
︐
故
歷
劫
�


︐
不
暫
失
也
﹂
(
大
正
三
八
・
四
〇
六
中
)
︒

(
395
)

こ
れ
以
下
に
﹁
酒
﹂﹁
肉
﹁
葱
﹂
は
數
囘
現
れ
︐
そ
れ
ぞ
れ
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
現
存
本
の
表
記
を
比
定
で
き
る
︒﹁
酒
﹂
は

S
k
t.
m
a
-

d
y
a
︐﹁
肉
﹂
は

S
k
t.
m
ā
ṁ
sa
︐﹁
葱
﹂
は

S
k
t.
m
a
lā
ṅ
ḋ
u
︒

(
396
)

｢
�
與
｣

｢
a
以
﹂
と
同
義

(佛
典
で
は
?
に
﹁
以
a
﹂
と
い
う
�
の
表
現

も
あ
る
)
︒
大
正
藏
が
當
該
箇
�
に
﹁
酒
肉
a
與
レ

葱
﹂
と
�
り
點

を
付
し
︐﹁
酒
肉
a
び
葱
と
﹂
と
訓
ず
る
の
は
不
ª
︒

(
397
)

｢︹
彼
ら
の
食
す
る
︺
臭
く
穢
れ
た
も
の
に
讚
え
る
べ
き
譽
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
﹂
︐
原
�
﹁
臭
穢
無
名
稱
﹂︒
こ
れ
に
そ
の
ま
ま
對
應
す
る
詩
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節

(偈
頌
)
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
現
存
本
に
な
い
︒
し
か
し
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
の
別
の
箇
�
か
ら
︐
求
c
跋
陀
羅
譯
﹁
愚
夫
�

貪
著
︐
臭
穢
無
名
稱
﹂
に
一
致
す
る

S
k
t.
a
n
ā
ry
a
-
ju
ṡṫa
d
u
r-

g
a
n
d
h
a
m

a
k
īrti-
k
a
ra
m

e
v
a
c
a
....
(直
譯
﹁
¿
者
で
な
い
者
に

よ
っ
て
好
ま
れ
る
も
の
は
︐
惡
い
臭
い
の
︐
不
名
譽
を
な
す
も
の
に
他
な

ら
な
い
︹
肉
︺
を
⁝
⁝
)
﹂
と
い
う
;
詩
節
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る

(
N
a
n
jio
2
5
6
,
9
)
︒﹁
名
稱
﹂
は
名
�
の
5
で
は
な
く
︐
稱
贊

(讚
え
る
べ
き
譽
れ
)
を
5
味
す
る
︒

(
398
)

｢
食
不
食
罪
福
｣

後
揭
�

(
402
)﹁
食
不
食
功
德
E
惡
﹂︒
功
德
は

S
k
t.

g
u
ṅ
a
(直
譯
：
功
德
・
德
質
)
︐
�
惡
は

S
k
t.
d
o
ṡa
(直
譯
：
è

り
・
�
è
・
罪
�
)
︒

(
399
)

｢
偈
頌
で
問
い
訊
ね
て
か
ら
｣

原
�
﹁
說
偈
問
已
﹂
︐
S
k
t.
g
ā
th
ā
b
h
iḣ

p
a
rip
ṙc
c
h
y
a
(直
譯
：
諸
の
ガ
ー
タ
ー
︹
偈
頌

=

詩
節

=

韻
�
︺
に

よ
っ
て
質
問
し
て
か
ら
)
︒

(
400
)

｢
x
に
再
び
｣

原
�
﹁
復
﹂
︐
S
k
t.
p
u
n
a
r
a
p
i
(直
譯
：
も
う
一
度
)
︒

(
401
)

｢
申
し
上
げ
た
｣

原
�
﹁
白
佛
言
﹂︒﹇
比
-
﹈
S
k
t.
a
d
h
y
e
ṡa
te
sm
a

(直
譯
：
願
っ
た
・
欲
し
た
)
︒

(
402
)

｢︹
酒
や
肉
や
蔥
を
︺
攝
取
す
る
功
德
と
罪
E
を
｣

原
�
﹁
食
不
食
肉

功
德
E
惡
﹂
︐
S
k
t.
m
ā
ṁ
sa
-
b
h
a
k
ṡa
ṅ
e
g
u
ṅ
a
-
d
o
ṡa
ṁ

(直
譯
：

肉
を
食
す
る
こ
と
に
お
け
る
德
目
と
�
失
を
)
︒
酒
肉
を
攝
取
す
る
の

は
罪
�
で
あ
り
︐
酒
肉
を
攝
取
し
な
い
の
は
功
德
で
あ
る
が
︐
こ

こ
で
は
表
現
が
�
に
な
り
︐
ね
じ
れ
て
い
る
︒

(
403
)

｢
願
わ
く
は
⁝
⁝
お
說
き
く
だ
さ
い
｣

原
�
﹁
願
⁝
⁝
說
﹂︒
S
k
t.
d
e
-

śa
y
a
tu
(直
譯
：
示
せ
)
︒

(
404
)

｢
E
去
と
未
來
に
樣
々
に
命
あ
る
生
き
も
の
を
食
肉
し
︹
か
つ
そ
の
一

方
で
︺
敎
え
を
辨
別
し
て
說
示
し
た
い
と
切
L
し
｣

原
�
﹁
當

爲
種
種
悕
L
肉
食
眾
生
分
別
說
法
﹂︒
J
�
を
見
よ
︒

(
405
)

｢
か
の
命
あ
る
生
き
も
の
た
ち
を
慈
し
み
の
心
に
︹
互
い
に
︺
向
か
い

う
よ
う
に
さ
せ
る
｣

原
�
﹁
令
彼
眾
生
慈
心
相
向
﹂︒

[比
-
1
﹈
S
k
t.
y
e
n
ā
h
a
ṁ

c
ā
n
y
e
c
a
b
o
d
h
isa
ttv
ā
m
a
h
ā
sa
tt-

v
ā
a
n
ā
g
a
ta
-
p
ra
ty
u
tp
a
n
n
a
k
ā
le
sa
ttv
ā
n
ā
ṁ

k
ra
v
y
ā
d
a
-
sa
tt-

v
a
-
g
a
ti-
v
ā
sa
n
ā
v
ā
sitā
n
ā
ṁ

m
ā
ṁ
sa
-
b
h
o
ja
-
g
ṙd
h
rā
ṅ
ā
ṁ

ra
-

sa
tṙṡṅ
ā
p
ra
h
ā
ṅ
ā
y
a
d
h
a
rm
a
ṁ
d
e
śa
y
ā
m
a
(直
譯
：
そ
れ
に
よ
り

(／
そ
う
す
れ
ば
)
私
も
他
の
菩
¡
e
訶
¡
た
ち
は
︐
食
肉
す
る
命
あ
る

生
き
も
の
の
轉
生
先
へ
の
熏
|
に
熏
|
さ
れ
た
︐
肉
の
享
u
を
欲
求
し
た

命
あ
る
生
き
も
の
た
ち
が
︹
肉
︺
味
に
對
す
る
渴
¾
か
ら
離
れ
る
た
め
に
︐

敎
え
を
示
せ
る
で
し
ょ
う
)
︒

[比
-
2
﹈
實
叉
難
陀
譯
﹁
爲
未
來
︑
現
在
報
|
�
熏
食
肉
眾
生
︐

而
演
說
之
︐
令
E
肉
味
︐
求
於
法
味
︐
於
一
切
眾
生
µ
大
慈
心
﹂︒

語
例
﹇
北
涼
﹈
曇
無
讖
譯
﹃
大
方
等
大
集
經
﹄
卷
五
七
﹁
印
菩
¡

復
作
是
願
︱
︱
︐
隨
我
�
定
時
節
已
來
︐
欲
滅
地
獄
種
種
諸
苦
︐

畜
生
之
中
互
相
殘
食
等
苦
︐
閻
+
羅
界
�
渴
等
苦
︐
a
¦
熱
苦
︑

怨
憎
會
苦
︑
愛
別
離
苦
︑
求
不
得
苦
︐
隨
願
分
齊
︐
令
諸
眾
生
離

一
切
苦
惱
a
不
善
法
︐
成
就
一
切
善
法
︐
令﹅

諸﹅

眾﹅

生﹅

慈﹅

心﹅

相﹅

向﹅

︐

生
利
益
心
︑
不
動
心
︑
無
怨
心
︑
無
諍
心
︑
無
¬
訟
心
︑
哀
愍
心
︐

乃
至
禪
正
u
善
�
心
︑
不
õ
惑
心
︐
a
滅
眾
生
愚
惑
之
心
﹂
(
大
正

一
三
・
三
八
四
上
～
中
)
︒

(
406
)

｢
慈
し
み
の
心
を
得
て
か
ら
︐
そ
れ
ぞ
れ
が
︹
自
ら
︺
m
ま
う
地
で
淸

ら
か
で
あ
り
か
つ
�
瞭
で
あ
れ
ば
︐
直
に
こ
の
上
な
き
ボ
ー
デ
ィ

(
悟
り
)

を
極
め
盡
く
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
｣

原
�
﹁
得

慈
心
已
︐
各
於
m
地
淸
淨
�
了
︐
疾
得
究
悦
無
上
菩
提
︒
聲
聞
︑

緣
覺
自
地
止
息
已
︐
亦
得
y
成
無
上
菩
提
﹂︒
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[比

-

1
﹈
S
k
t.
y
a
th
ā
c
a
te
k
ra
v
y
ā
d
a
-
b
h
o
jin
a
ḣ
sa
ttv
ā

v
irā
g
y
a

ra
sa
-
tṙṡṅ
ā
ṁ

d
h
a
rm
a
-
ra
sā
h
ā
ra
-
k
ā
ṅ
k
ṡa
y
ā

sa
r-

v
a
-
sa
ttv
a
ik
a
p
u
tra
k
a
-
p
re
m
ā
n
u
g
a
tā
ḣ

p
a
ra
sp
a
ra
ṁ

k
ṙta
-

y
o
g
y
ā
ḣ
k
ṡip
ra
m

a
n
u
tta
rā
ṁ

sa
m
y
a
k
sa
ṁ
b
o
d
h
im

a
b
h
isa
ṁ
-

b
u
d
h
y
e
ra
n
.
(直
譯
：
ち
ょ
う
ど
動
物
を
食
す
る
こ
と
を
喜
ぶ
命
あ
る

生
き
も
の
た
ち
が
︐︹
肉
の
︺
味
へ
の
貪
欲
を
離
れ
て
︐︹
ブ
ッ
ダ
の
︺
敎

え
の
妙
味
を
享
u
し
た
い
と
欲
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
切
の
命
あ
る
生

き
も
の
を
唯
だ
一
人
の
息
子
の
よ
う
に
愛
お
し
む
思
い
に
隨
順
し
︐
互
い

に
結
び
付
つ
く
︹
な
ら
ば
︐
そ
の
命
あ
る
生
き
も
の
た
ち
は
︺
︐
こ
の
上

な
く
正
し
い
完
 
な
悟
り

(ボ
ー
デ
ィ
)
を
@
�
に
體
得
す
る
に
L
い
な

い
)
︒

[比
-
2
﹈
實
叉
難
陀
譯
﹁
?
相
親
愛
如
一
子
想
︒
�
菩
¡
地
︐

得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
﹂︒
實
叉
難
陀
譯
の
﹁
?
相
親
愛
如
一

子
想
﹂
は
求
c
跋
陀
羅
譯
に
も
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
現
存
本
に
も
對

應
し
な
い
︒

(
407
)

｢
聲
聞
緣
覺
自
地
止
息
已
︐
亦
得
y
成
無
上
菩
提
｣

[比
-
﹈
菩
提
留

荏
譯
﹃
入
楞
伽
經
﹄
卷
八
﹁
復
令
眾
生
入
於
聲
聞
辟
荏
佛
地
止
息

之
處
︐
息
已
︐
令
入
如
來
之
地
﹂
(大
正
一
六
・
五
六
一
中
)
︐
實
叉

難
陀
譯
﹁
或
二
乘
地
︐
暫
時
止
息
︐
究
悦
當
成
無
上
正
覺
﹂︒
こ

の
漢
譯
二
種
に
合
わ
せ
て
︐﹁
止
息
﹂
す
る
)
體
を
聲
聞
・
緣
覺

で
な
く
︐
眾
生
で
あ
る
と
解
し
た
︒

(
408
)

｢
聲
聞
や
緣
覺
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
地
に
留
ま
っ
て
か
ら
︐
同
樣

に
ま
た

(
亦
)
︐
こ
の
上
な
き
ボ
ー
デ
ィ
に
完
成
す
る
こ
と
に
.

づ
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
｣

原
�
﹁
聲
聞
︑
緣
覺
自
地
止

息
已
︐
亦
得
y
成
無
上
菩
提
﹂︒

[比
-
1
﹈
S
k
t.
śrā
v
a
k
a
-
p
ra
ty
e
k
a
b
u
d
d
h
a
-
b
h
ū
m
y
ā
v
ā
v
iś-

ra
m
y
ā
n
u
tta
rā
ṁ

tā
th
ā
g
a
tīṁ

b
h
ū
m
im

u
p
a
sa
rp
a
y
e
y
u
ḣ
(直

譯
：
あ
る
い
は

v
ā
聲
聞
と
緣
覺
︹

=

獨
覺
︺
の
地
／
段
階
に
安
ら
い
で

か
ら
︐
如
來
の
こ
の
上
な
き
地
／
段
階
に
�
づ
く
に
L
い
な
い
)
︒

[比
-
2
﹈
實
叉
難
陀
譯
﹁
或
二
乘
地
︐
暫
時
止
息
︐
究
悦
當
成

無
上
正
覺
﹂︒

(
409
)

｢
惡
く
B
に
敎
え
を
論

(
あ
げ
つ
ら
)

う
非
佛
敎
徒
た
ち
は
︐
B
見
と
斷

見
・
常
見
と
に
よ
っ
て
眞
z
に
{
解
し
ま
す
︹
が
︐
彼
ら
さ
え

ブ
ッ
ダ
の
︺
敎
え
を
妨
げ
る
こ
と
す
ら
し
て
も
︐
食
肉
な
ど
決
し

て
許
さ
な
い
の
で
す
｣

原
�
﹁
惡
B
論
法
諸
外
�
輩
B
見
︑
斷
︑

常
︑
顚
倒
計
著
︐
尙
�
­
法
︐
不
聽
食
肉
﹂︒

[比
-

1
﹈
S
k
t.
d
u
rā
k
h
y
ā
ta
-
d
h
a
rm
a
ir
a
p
i
tā
v
a
d
b
h
a
g
a
-

v
a
n
n
a
n
y
a
-
tīrth
ik
a
ir
lo
k
ā
y
a
ta
-
d
ṙṡṫy
-
a
b
h
in
iv
iṡṫa
iḣ
sa
d
-

a
sa
t-
p
a
k
ṡo
c
c
h
e
d
a
-
śā
śv
a
ta
-
v
ā
d
ib
h
ir
m
ā
ṁ
sa
ṁ

n
iv
ā
ry
a
te

b
h
a
k
ṡy
a
m
ā
ṅ
a
ṁ
,
sv
a
y
a
ṁ

c
a
n
a
b
h
a
k
ṡa
te
(直
譯
：
他
は
さ
て

お
き
︐
世
に
�
き
御
方
よ
︐︹
ブ
ッ
ダ
の
︺
敎
え
を
惡
く
言
い
︐
順
世

︹
外
�
︺
の
見
解
に
執
着
す
る
︐
存
在
と
非
存
在
の
兩
側
を
否
定
す
る
常

見
論
者
で
あ
る
非
佛
敎
徒
た
ち
に
す
ら
も
食
肉
を
禁
じ
︐
自
分
で
も
食
さ

な
い
)
︒

[比
-
2
﹈﹇
�
﹈
實
叉
難
陀
譯
﹃
大
乘
入
楞
伽
經
﹄
卷
六
﹁
世
�
︐

路
£
耶
等
諸
外
�
輩
µ
D
無
見
︐
執
著
斷
常
︐
尙
D
�
禁
︐
不
聽

食
肉
﹂
(大
正
一
六
・
六
二
三
上
)
︒

(
410
)

｢
況
ん
や
如
來
と
い
う
世
閒
の
救
護
者
の
正
し
い
敎
え
が
成
就
し
て
か

ら
︐
︹
そ
の
御
方
が
︺
食
肉
す
る
な
ど
あ
り
得
ま
せ
ん
｣

原
�

﹁
況
復
如
來
世
閒
救
護
︐
正
法
成
就
而
食
肉
耶
﹂︒

[比
-
1
﹈
S
k
t.
p
rā
g
e
v
a
k
ṙp
a
ik
a
-
ra
se
sa
m
y
a
k
sa
ṁ
b
u
d
d
h
e

p
ra
ṅ
īte
lo
k
a
-
n
ā
th
a
ta
v
a
śā
sa
n
e
m
ā
ṁ
sa
ṁ

sv
a
y
a
ṁ

c
a
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b
h
a
k
ṡa
n
te
b
h
a
k
ṡy
a
m
ā
ṅ
a
ṁ

c
a
n
a
n
iv
ā
ry
a
te︒

[比
-
2
﹈
實
叉
難
陀
譯
﹃
同
﹄
卷
六
﹁
何
況
如
來
應
正
等
覺
大

悲
含
育
世
�
依
怙
︐
而
許
自
他
俱
食
肉
耶
﹂
(大
正
一
六
・
六
二
三

上
)
︒

(
411
)

｢
佛
吿
大
ì
︐
﹁
善
哉
善
哉
︐
諦
聽
諦
聽
︒
善
思
念
之
︐
當
爲
汝
說
﹂
︒

大
ì
白
佛
︐
﹁
唯
然
�
敎
﹂
｣

『雜
阿
含
經
﹄
卷
一
﹁
佛﹅

吿﹅

羅
睺
羅
︐

諦
聽
諦
聽
︐
善
思
念
之
︐
當
爲
汝
說
︒
羅
睺
羅
白
佛
︐
唯﹅

然﹅

u﹅

敎﹅

﹂
(大
正
二
・
五
中
)
︒﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
卷
三
﹁
爾
時
︐
�
殊
師

利
與
央
掘
+
羅
俱
白
佛
言
︐
世
�
︐
善
哉
善
哉
︐
唯﹅

然﹅

u﹅

敎﹅

﹂

(大
正
二
・
五
三
五
中
)
︒﹃
"
鬘
師
子
吼
一
乘
大
方
�
方
廣
經
﹄﹁
"

鬘
白
佛
︐
善
哉
世
�
︐
唯﹅

然﹅

u﹅

敎﹅

﹂
(大
正
一
二
・
二
一
九
中
)
︒

﹃
禪
祕
C
法
經
﹄
卷
上
﹁
阿
難
白
佛
︐
唯﹅

然﹅

u﹅

敎﹅

︒
佛
吿
阿
難
︒

諦
聽
諦
聽
︒
善
思
念
之
﹂
(大
正
一
五
・
二
四
四
中
)
︒

原
�
﹁
當
爲
汝
說
﹂
の
﹁
當
﹂
は
未
來
形
を
表
す
︒
佛
敎
�
獻
に

用
例
は
多
い
︒

(
412
)

｢
思
念
｣

『國
語
﹄
楚
語
下
﹁
吾
聞
君
子
唯
獨
居
思
念
�
世
之
崇
替
者
︐

與
哀
殯
喪
︐
於
是
D
嘆
︐
其
餘
則
否
﹂︒
荀
悅
﹃
漢
紀
﹄
武
�
紀

五
﹁
上
思
念
︐
李
夫
人
不
已
﹂︒

(
413
)

｢
�
敎
｣

『戰
國
策
﹄
魏
策
四
﹁
信
陵
君
曰
︐﹃
無
忌
謹
u
敎
﹄﹂︒
任
昉

﹁
到
大
司
馬
記
室
牋
﹂
(﹃
�
F
﹄
卷
四
〇
)
﹁
況
昉
u﹅

敎﹅

君
子
︐
將
二

十
年
﹂︒

(
414
)

｢
�
無
量
因
緣
︐
不
應
食
肉
｣

法
顯
譯
﹃
大
般
泥
洹
經
﹄
卷
三
﹁
佛
吿

£
葉
︐
善
男
子
︐
若
常
食
肉
國
一
切
食
皆
D
肉
現
︒
我
聽
却
肉
去

汁
壞
其
本
味
然
後
可
食
︒
若
魚
鹿
肉
等
自
分
可
知
︒
食
者
得
罪
︒

我
今
日
說
D
因
緣
者
制
不
食
肉
︒
無
因
緣
者
因
說
大
般
泥
洹
︒
亦

復
制
令
不
應
食
肉
︒
是
名
能
隨
問
答
︒
善
解
因
緣
者
﹂
(大
正
一

二
・
八
六
九
中
)
︒
鳩
e
羅
什
譯
﹃
妙
法
蓮
華
經
﹄
卷
三
﹁
佛
知
越

子
心
︐
宿
世
之
�
行
︐
以
無
量
因
緣
︑
種
種
諸
譬
喩
︐
說
六
波
羅

蜜
︐
a
諸
神
H
事
﹂
(大
正
九
・
二
六
下
)
︒
佛
馱
跋
陀
羅
譯
﹃
大
方

廣
佛
華
嚴
經
﹄
卷
三
三
﹁
佛
子
︐
譬
如
三
千
大
千
世
界
︐
非
少
因

緣
成
︐
以
無
量
因
緣
乃
能
得
成
﹂
(
大
正
九
・
六
一
二
下
)
︒

(
415
)

｢
今
當
爲
汝
略
說
｣

『雜
阿
含
經
﹄
卷
三
四
﹁
佛
吿
婆
蹉
︒
我
今
當
爲

汝
略
說
善
不
善
法
︒
諦
聽
善
思
﹂
(
大
正
二
・
二
四
六
中
)
︒
[
�
﹈

5
琳
﹃
一
切
經
c
義
﹄
卷
二
﹁
唯
然
︿
惟
癸
反
︒﹃
周
禮
﹄
云

﹁
唯
者
應
辭
也
﹂︒﹃
蒼
頡
�
﹄
云
﹁
唯
恭
於
諾
﹂︒
案
﹁
唯
﹂
︐
卽

今
之
﹁
諾
﹂
也
﹀﹂
(
大
正
五
四
・
三
二
〇
下
)
︒
す
な
わ
ち
5
琳
は

﹁
唯
﹂
を
﹁
諾
﹂
と
解
す
る
︒

(
416
)

｢
從
本
已
來
｣

『雜
阿
含
經
﹄
卷
四
四
﹁
爾
時
︐
世
�
吿
泳
天
曰
︐
汝

今
復
µ
是
見
︒﹃
從
本
已
來
︐
未
曾
見
D
�
我
上
者
﹄
不
﹂
(大
正

二
・
三
二
五
上
)
︒﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
八
﹁
佛
言
︐
善
男
子
︐
我

者
︐
卽
是
如
來
藏
義
︒
一
切
眾
生
悉
D
佛
性
︐
卽
是
我
義
︒
如
是

我
義
︐
從
本
已
來
常
爲
無
量
煩
惱
�
}
︐
是
故
眾
生
不
能
得
見
﹂

(大
正
一
二
・
六
四
八
中
)
︒

(
417
)

｢
展
轉
｣

『戰
國
策
﹄
趙
策
一
﹁
韓
與
秦
接
境
壤
界
︐
其
地
不
能
千
里
︐

展
轉
不
可
�
﹂︒
佛
典
漢
譯
に
お
け
る
﹁
展
轉
﹂
は

S
k
t.
a
n
y
o
-

n
y
a
m
の
譯
︒﹁
J
々
と
﹂
ま
た
は
﹁
相
互
に
・
互
い
に
﹂
の
い
ず

れ
か
の
5
︒

(
418
)

｢
親
想
｣

[南
�
宋
﹈
求
c
跋
e
譯
﹃
菩
¡
善
戒
經
﹄
卷
六
﹁
常
作
是

念
︐﹁
願
我
莫
與
一
切
眾
生
作
惡
因
緣
﹂︒
於
諸
眾
生
不
作
怨
想
︐

常
生
親
想
無
瞋
恚
心
﹂
(大
正
三
〇
・
九
九
四
中
)
︒﹃
大


度
經
﹄

卷
一
﹁
善
業
曰
︐
吾
不
樂
菩
¡
艱
難
行
︒
而
大
士
者
無
艱
難
想
︐

以
行
�
也
︒
�
以
者
何
︒
行
艱
難
苦
想
者
︐
不
能
爲
無
量
人
民
円

梁武�「斷酒肉�」譯�
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大
利
也
︿
師
云
﹃
此
弟
子
行
疲
︐
厭
生
死
︐
莫
能
Ý
利
一
切
人
︐

b
得
泥
洹
也
﹄﹀
︐
是
以
當
爲
安
隱
易
行
之
想
︿
當
爲
安
隱
︐
不
當

爲
苦
勞
艱
難
想
也
﹀
︐
爲
眾
生
円
若
母
想
︑
父
想
︑
昆
弟
想
︑
姉

妹
想
︑
子
想
︑
女
想
︐
當
生
是
想
行
菩
¡
�
︐
於
一
切
人
爲
己
親﹅

想﹅

︐
以
是
想
將
Ý
之
︿
行
菩
¡
�
者
︐
一
切
如
視
五
親
也
︒
但
欲

安
隱
Ý
利
︒
非
D
癡
貪
戀
之
想
﹀︒
見
眾
生
爲
若
己
︿
當
念
一
切

若
己
身
﹀
︐
都
一
切
於
身
︐
不


是
外
內
︿
菩
¡
都
一
切
持
心
︐

於
一
切
天
下
不
分
別
︐
親
者
爲
內
︐
疎
者
爲
外
矣
也
﹀
︐
爲
生
法

想
︐
斯
一
切
爲
吾
子
︒
菩
¡
當
度
此
無
量
苦
性
︐
不
D
怒
5
︿
法

想
者
︐
善
權
大
悲
也
﹀︒
若
被
形
截
︐
心
無
欝
詠
︐
(
不
爲
苦
想

也
︒
如
賢
者
言
︐
菩
¡
無
µ
︒
以
其
無
µ
︐
故
爲
菩
¡
﹂
(大
正

八
・
四
八
一
中
)
︒

(
419
)

｢
驢
騾
︑
駱
駝
︑
狐
狗
︑
牛
︑
馬
︑
人
︑
獸
等
肉
｣

『
增
壹
阿
含
經
﹄

卷
四
七
﹁
我
自
念
生
死
無
數
︒
或
作
驢
騾
︑
駱
駝
︑
象
︑
馬
︑
猪
︑

羊
︒
以
草
養
此
四
大
形
﹂
(大
正
二
・
八
〇
一
中
)
︒﹃
未
曾
D
因
緣

經
﹄
卷
下
﹁
如
是
展
轉
︐
經
八
千
劫
︐
¡
鬼
罪
畢
︐
u
六
畜
身
︐

償
其
)
人
︐
先
世
供
養
︒
業
報
因
緣
︐
或
作
駱
駝
︑
驢
騾
︑
牛
︑

馬
︐
隨
其
)
人
�
u
福
處
︐
常
以
筋
力
︐
報
償
)
人
︒
如
是
展
轉
︐

復
八
千
世
︐
畜
生
罪
畢
﹂
(大
正
一
七
・
五
八
三
中
)
︒
劉
向
﹁
九

嘆
﹂
愍
命

(﹃
楚
辭
﹄
卷
一
六
)
﹁
卻
騏
驥
以
轉
�
兮
︐
t
驢
騾
以
馳

`
﹂︒
漢
・
陸
賈
﹃
怨

語
﹄
�

基
﹁
夫
驢
騾
︑
駱
駝
︑
犀
︑
象
︑

玳
瑁
︑
琥
珀
︑
珊
瑚
︑
G
羽
︑
珠
玉
︐
山
生
水
藏
︐
擇
地
而
居
﹂︒

(
420
)

｢
屠
者
｣

『賢
愚
經
﹄
卷
四
﹁
時
優
婆
夷
聞
是
事
已
︐
心
憂
惱
言
︐
｢汝

持
金
錢
︐
等
重
買
索
｣︒
爾
時
︐
b
人
雖
持
金
錢
︐
如
敕
推
求
︐

而
諸
屠﹅

者﹅

雖
貪
其
利
︐
王
法
嚴
重
︐
懼
失
命
根
︐
無
敢
與
者
︒
如

是
½
�
︐
了
不
能
得
﹂
(大
正
四
・
三
七
五
上
)
︒﹃
莊
子
﹄
徐
無
鬼

﹁
不
知
屠﹅

者﹅

之
一
旦
鼓
臂
布
草
操
'
火
︐
而
己
與
豕
俱
焦
也
﹂︒

﹃
戰
國
策
﹄
韓
策
二
﹁
軹
深
井
里
聶
政
︐
勇
敢
士
也
︐
~
仇
隱
於

屠﹅

者﹅

之
閒
﹂︒﹃
�
記
﹄
魏
公
子
列
傳
﹁
臣
迺
市
井
鼓
刀
屠﹅

者﹅

﹂︒

(
421
)

｢
雜
賣
｣

法
顯
譯
﹃
大
般
泥
洹
經
﹄
卷
六
﹁
復
J
︐
善
男
子
︐
如
D
國

土
城
邑
聚
落
D
賣
É
者
︒
或
持
水
雜
︐
欺
誑
他
人
︐
而
求
財
物
︒

其
販
É
者
亦
復
如
是
︒
以
水
雜﹅

賣﹅

︐﹅

展
轉
相
欺
︒
人
買
食
之
︐
無

D
É
味
﹂
(大
正
一
二
・
八
九
四
下
)
︒

(
422
)

｢
氣
分
｣

『孔
子
家
語
﹄
執
轡
﹁
子
夏
問
於
孔
子
曰
︐
商
聞
﹃
易
﹄
之

生
人
a
萬
物
鳥
獸
昆
蟲
︐
各
D
奇
耦
︐
氣﹅

分﹅

不
同
﹂︒
嵇
康
﹃



膽
論
﹄﹁
i
�
u
之
(
始
︐
推
氣﹅

分﹅

之
�
由
﹂︒

(
423
)

｢
生
長
｣

『管
子
﹄
形
勢
解
﹁
故
春
夏
生﹅

長﹅

︐
秋
冬
收
藏
︐
四
時
之
節

也
﹂︒﹃
晏
子
春
秋
﹄
內
�
・
雜
下
﹁
今
民
生﹅

長﹅

于
齊
不
盜
︐
入
楚

則
盜
︐
得
無
楚
之
水
土
︐
b
民
善
盜
耶
﹂︒

(
424
)

｢
眾
生
聞
氣
悉
生
恐
怖
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂
引
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄﹁
£
葉
︐

其
食
肉
者
︐
若
行
若
�
若
坐
若
臥
︐
一
切
眾﹅

生﹅

聞﹅

其
肉
氣﹅

悉﹅

生﹅

恐﹅

怖﹅

︐
譬
如
D
人
�
師
子
已
︐
眾
人
見
之
聞
師
子
臭
亦
生
恐
怖
﹂

(大
正
五
二
・
三
〇
一
中
)
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
(大
正
一
二
・
六

二
六
中
)
︒

(
425
)

｢
栴
陀
羅

(
旃
陀
羅
)
｣

『一
切
經
c
義
﹄
卷
一
﹁
旃
荼
羅
︿
泳
語
也
︐

上
之
然
反
︐
J
宅
加
反
︐
正
泳
c
云
奴
�
反
︐﹃
經
﹄
�
作
荼
c

不
切
也
︐
古
云
旃
陀
羅
︐
皆
訛
略
也
︐﹃
西
域
記
﹄
云
屠
膾
)
殺

守
獄
之
人
也
︐
彼
國
常
法
制
勒
此
類
行
︐
則
闢
於
路
左
執
持
破
竹
︐

或
復
搖
鈴
打
擊
爲
聲
︐
標
顯
自
身
︐
恐
悞
觸
突
淨
行
之
人
︐
若
不

如
此
國
D
嚴
𠛬
王
︐
則
治
罰
此
人
︐
頴
淨
穢
D
衣
﹀﹂
(大
正
五
四
・

三
一
五
中
)
︒
同
卷
九
﹁
(
放
光
般
若
經
卷
二
一
)
旃
陀
羅
︿
或
云
旃

荼
羅
︒
此
云
嚴
熾
︐
謂
屠
殺
者
︐
種
類
之
名
也
︒
一
云
)
殺
人
獄
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卒
也
︒
案
﹃
西
域
記
﹄
云
︐
其
人
若
行
︐
則
搖
鈴
自
摽
︐
或
é
破

頭
之
竹
︐
若
不
然
王
卽
與
其
罪
也
﹀﹂
(同
三
五
八
上
)
︒
同
卷
二
六

﹁
(大
般
𣵀
盤
經
卷
一
九
)
旃
陀
羅
︿
此
云
治
狗
人
︒
亦
名
爲
獄
卒
﹀﹂

(同
四
七
五
下
)
︒
同
二
五
﹁
(大
般
𣵀
槃
經
c
義
卷
上
)
旃
陀
羅
︿
此

云
險
惡
人
也
︒
卽
屠
兒
膾
子
等
是
也
﹀﹂
(同
四
六
九
上
)
︒
同
卷
二

七
﹁
(妙
法
蓮
華
經
安
樂
行
品
)
旃
陀
羅
︿
旃
茶
羅
云
嚴
熾
惡
業
自

持
標
幟
其
人
若
行
搖
鈴
自
標
或
杖
破
頭
之
竹
若
不
然
者
王
與
之
罪

或
云
殺
人
謂
屠
殺
者
種
類
之
總
名
也
﹀﹂
(同
四
九
〇
下
)
︒﹃
大
智

度
論
﹄
卷
一
二
﹁
卽
命
旃
陀
羅
︐
令
除
身
肉
︐
破
骨
出
髓
以
塗
病

人
︐
以
血
飮
之
﹂︒
同
卷
六
九
﹁
復
J
︐
須
菩
提
︐
說
法
者
欲
�

曠
野
︐
«
怖
︑
旃
陀
羅
怖
︑
獵
師
怖
︑
惡
獸
詠
蛇
怖
︒
聽
法
者
欲

隨
`
去
︒
說
法
者
言
︐
善
男
子
︐
汝
何
用
到
彼
︒
彼
中
多
D
諸
怖
︒

«
怖
乃
至
詠
蛇
怖
︒
聽
法
者
聞
之
︐
知
其
不
欲
與
般
若
波
羅
蜜
書
︑

持
乃
至
正
憶
念
︐
心
厭
︐
不
欲
c
隨
︒
以
是
少
因
緣
故
︐
兩
不
和

合
︐
當
知
是
爲
+
事
﹂
(大
正
二
五
・
五
三
九
下
)
︒﹃
放
光
般
若
經
﹄

卷
一
四
﹁
須
菩
提
︐
當
知
是
貢
高
菩
¡
輩
如
旃
陀
羅
︿
旃
陀
羅
者
︐

晉
言
)
殺
人
獄
卒
﹀﹂
(大
正
八
・
九
七
上
)
︒﹃
法
顯
傳
﹄
e
頭
羅

(
S
k
t.
M
a
th
u
rā
)
國
﹁
舉
國
人
民
悉
不
殺
生
︐
不
飮
酒
︐
不
食
葱

蒜
︐
唯
除
旃
荼
羅
︒
旃
荼
羅
名
爲
惡
人
︐
與
人
別
居
︐
若
入
城
市

則
擊
木
以
自
衣
︐
人
則
識
而
~
之
︐
不
相
搪
揬
︒
國
中
不
養
猪
︑

雞
︐
不
賣
生
口
︐
市
無
屠
︑
沽
a
估
酒
者
︒
貨
易
則
用
貝
齒
︐
唯

旃
荼
羅
︑
漁
獵
師
賣
肉
耳
﹂
(大
正
五
一
・
八
五
九
中
)
︒

(
426
)

｢譚
婆
﹂﹇
�
﹈
5
琳
﹃
一
切
經
c
義
﹄
卷
三
一
﹁
譚
婆
︿
徒
南
反
︒
今

借
爲
談
紺
反
︒
謂
西
國
食
狗
肉
人
也
﹀﹂
(大
正
五
四
・
五
一
一
中
)
︒

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
�
﹁
ḋ
o
m
b
a﹂

P
rin
.
V
a
m
a
n

S
h
iv
a
ra
m

A
p
te

(
e
d
.)
,
T
h
e

P
ra
ctica
l

S
a
n
sk
rit-
E
n
g
lish

D
ictio
n
a
ry
(
P
o
o
n
a
:
P
ra
sa
d

P
ra
k
a
sh
a
n
,

1
9
5
7
)
,
q
.v
.
“
ḋ
o
m
a
ḣ
”
:
A

m
a
n
o
f
a
v
e
ry
lo
w

c
a
ste
;
a
lso

ḋ
o
m
b
a
ḣ
­
.”

榊
亮
三
郞
﹃
M
a
h
ā
v
y
u
tp
a
tti
泳
藏
漢
和
四
譯
對
校

�
譯
名
義

大

集
﹄
(一

九

一

六
)
﹁
3
8
7
3
(
1
7
)
ḋ
o
m
b
a
ḣ
︹
藏
︺
g
y
u
ṅ
p
o

︹
漢
︺
屠
家
﹂︒

上
記
大
正
五
四
卷
x
料
は
後
者
に
�
い
か
︒

(
427
)

｢
印
令
脩
行
者
慈
心
不
生
故
不
應
食
肉
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂﹁
問
爲
是
慈
心

故
食
肉
︒
無
慈
心
故
食
肉
︒
答
此
非
慈
心
︒
問
若
非
慈
心
︒
豈
得

非
殺
耶
︒
答
理
中
常
應
不
得
︒
�
事
故
如
此
﹂
(大
正
五
二
・
二
九

九
下
)
︒
同
﹁﹃
經
﹄
言
︐
食
肉
者
斷
大
慈
種
︒
何
謂
斷
大
慈
種
︒

凡
大
慈
者
皆
令
一
切
眾
生
同
得
安
樂
︒
若
食
肉
者
一
切
眾
生
皆
爲

怨
對
同
不
安
樂
﹂
(
大
正
五
二
・
二
九
五
下
)
︒

(
428
)

｢
臭
穢
不
淨
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂
引
﹃
楞
伽
經
﹄﹁
愚
夫
�
貪
著
︒
臭﹅

穢﹅

無

名
稱
︒
虎
狼
�
甘
嗜
﹂
(
大
正
五
二
・
三
〇
一
下
)
︒﹃
長
阿
含
經
﹄

卷
七
﹁
£
葉
言
︒﹁
諸
天
亦
爾
︒
此
閻
�
利
地
︐
臭﹅

穢﹅

不﹅

淨﹅

︐
諸

天
在
上
︐
去
此
百
由
旬
︐
遙
聞
人
臭
︐
甚
於
廁
溷
﹂
(大
正
一
・
四

三
下
)

(
429
)

｢
無
善
名
稱
｣

『雜
阿
含
經
﹄
卷
四
五
﹁
如
來
亦
如
是
︐
5
光
照
世
閒
︒

功
德
善﹅

名﹅

稱﹅

︐
周
±
滿
十
方
﹂
(大
正
二
・
三
二
九
中
)
︒﹃
央
掘
+

羅
經
﹄﹁
無
邊
善﹅

名﹅

稱﹅

︐
無
邊


力
士
︒
如
來
無
邊
身
︐
密
迹
無

D
邊
﹂
(大
正
二
・
五
四
四
上
)
︒
孫
盛
﹁
老
子
疑
問
反
訊
﹂
(﹃
廣
弘



集
﹄
卷
五
)
﹁
盛
以
爲
︒
夫
美
惡
之
名
︐
生
乎
美
惡
之
實
︒
�
德

淳
美
︐
則
D
善
名
︒
頑
嚚
聾
昧
︐
則
D
惡
聲
︒
故
﹃
易
﹄
曰
︐

ù惡
不
積
︐
不
足
以
滅
身
ú︒
印
曰
︐
ù美
在
其
中
︐
暢
於
四
荏
︐

而
發
於
事
業
ú︒
印
曰
︐
ù韶
盡
美
矣
︐
未
盡
善
也
ú﹂
(大
正
五
二
・
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一
二
〇
上
︒﹃
集
古
今
佛
�
論
衡
﹄
卷
甲
︐
大
正
五
二
・
三
六
六
下
)
︒

(
430
)

｢
令
諸
呪
�
不
成
就
｣

曇
無
讖
譯
﹃
大
方
等
大
集
經
﹄

卷
一
八
﹁
佛

言
︐
賢
士
︐
諦
聽
諦
聽
︐
善
思
念
之
︒
吾
當
爲
護
此
﹃
經
﹄
故
︐

當
說
違
句
召
護
世
四
天
王
天
︑
�
釋
︑
泳
天
王
等
諸
神
︒
以
此
違

句
召
故
︐
護
世
四
天
王
天
︑
�
釋
︑
泳
天
王
︐
皆
當
擁
護
諸
說
法

師
持
此
﹃
經
﹄
者
︐
說
此
世
�
難
信
甚
深
經
典
時
︐
b
無
能
作
留

難
︒
�
謂
若
王
大
臣
駈
â
出
國
︐
若
得
重
病
︐
若
¬
諍
時
µ
︐
若

國
土
疾
疫
︐
如
是
等
事
µ
時
︐
以
呪﹅

ó﹅

力
故
︐
卽
令﹅

<
滅
不
得
成﹅

就﹅

︒
何
等
爲
呪
ó
違
句
﹂
(大
正
一
三
・
一
二
六
中
)
︒

(
431
)

｢
見
形
�
識
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
六
﹁
復
J
︐
善
男
子
︐
譬
如

D
龍
︐
性
甚
憋
惡
︐
欲
�
人
時
︐
或
以
眼
視
︑
或
以
氣
噓
︒
是
故
︐

一
切
師
子
︑
虎
︑
8
︑
豺
︑
狼
︑
狗
犬
皆
生
怖
畏
︒
是
等
惡
獸
聞

聲
見
形
︑
或
觸
其
身
︐
無
不
喪
命
︒
D
善
呪
者
︐
以
呪
力
故
︐
能

令
如
是
諸
惡
詠
龍
︑
金
翅
鳥
等
︑
惡
象
︑
師
子
︑
虎
︑
8
︑
豺
︑

狼
柔
善
©
順
︐
悉
任
乘
御
﹂
(大
正
一
二
・
六
三
八
上
)
︒﹃
增
壹
阿

含
經
﹄
卷
三
五
﹁
若
眼
見
色
而
µ
識
想
︐
三
事
相
因
�
D
?
樂
︐

以
D
?
樂
�
D
痛
︐
以
D
痛
�
D
�
覺
︐
以
D
覺
�
D
想
︐
以
D

想
�
稱
量
之
︐
µ
若
干
種
想
著
之
念
︒
耳
聞
聲
︑
 
嗅
香
︑
舌
甞

味
︑
身
?
細
滑
︑
5
知
法
︐
而
µ
識
想
︐
三
事
相
因
�
D
?
樂
︐

以
D
?
樂
�
D
痛
︐
以
D
痛
�
D
覺
︐
以
D
覺
�
D
想
︐
以
D
想

�
稱
量
之
︐
於
中
µ
若
干
種
想
著
之
念
﹂
(大
正
二
・
七
四
三
中
)
︒

(
432
)

｢
味
著
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
﹁
自
觀
己
身
如
四
詠
蛇
︒
是
身

常
爲
無
量
諸
蟲
之
�
唼
食
︒
是
身
臭
穢
︐
貪
欲
獄
¬
︒
是
身
可
惡
︐

v
如
死
狗
︒
是
身
不
淨
︐
九
孔
常
液
︒
是
身
如
城
︐
血
︑
肉
︑
筋
︑

骨
︑
皮
裹
其
上
︐
手
︑
足
以
爲
却
敵
樓
櫓
︐
目
爲
竅
孔
︐
頭
爲
殿

堂
︐
心
王
處
中
︒
如
是
身
城
︐
諸
佛
世
�
之
�
棄
E
︐
凡
夫
愚
人

常
�
味
著
︐
貪
︑
婬
︑
瞋
恚
︑
愚
癡
羅
刹
止
�
其
中
﹂
(大
正
一

二
・
六
〇
六
下
)
︒
梁
鯵
�
�
﹁
四
�
八
日
度
人
出
家
願
�
﹂
(﹃
廣

弘


集
﹄
卷
二
八
)
﹁
竊
聞
﹃
𣵀
槃
經
﹄
言
︐
身
如
畫
水
隨
畫
隨
合
︒

是
身
不
淨
九
孔
常
液
︒
凡
夫
愚
人
常
行
味
著
︒
愚
癡
羅
刹
止
�
其

中
﹂
(大
正
五
二
・
三
二
四
中
)
︒
[梁
﹈
寶
唱
 
﹃
經
律
衣
相
﹄
卷

二
四
︑
轉
輪
¿
王
諸
國
王
部
第
一
︑
劫
初
人
王
始
原
一
﹁
劫
欲
成

時
︒
水
災
既
µ
壞
第
二
禪
︒
風
災
吹
結
世
界
得
成
︒
光
c
諸
天
福

命
既
盡
︒
æ
生
爲
人
歡
喜
爲
食
︒
身
光
自
照
神
足
飛
行
︒
無
D
男

女
�
卑
�
衣
︒
故
曰
眾
生
D
自
然
地
味
︒
v
如
醍
醐
︒
色
如
生
酥
︒

味
甜
於
蜜
︒
以
手
取
甞
︒
ô
生
味
著
︒
食
之
多
者
顏
色
麁
悴
︒
食

之
少
者
膚
貌
光
澤
﹂
(
大
正
五
三
・
一
二
九
上
)
︒

(
433
)

｢
諸
天
�
棄
｣

佛
馱
跋
陀
羅
譯
﹃
大
方
廣
佛
華
嚴
經
﹄
卷
一
二
﹁
菩
¡

e
訶
¡
內
自
觀
察
︒
從
初
入
胎
︐
不
淨
º
形
︐
û
段
諸
根
︐
生
老

病
死
︒
印
具
觀
此
身
︒
無
D
眞
實
︐
無
�
D
相
︐
無
慚
愧
物
︐
賢

¿
�
棄
︐
惡
露
臭
處
︐
v
如
死
屍
︐
骨
節
相
持
︐
血
肉
泥
塗
︐
九

竅
之
門
︐
常
液
不
淨
﹂
(
大
正
九
・
四
七
七
中
)
︒

(
434
)

｢
令
口
氣
臭
｣

『後
漢
書
﹄
卷
八
五
︑
東
夷
傳
︑
夫
餘
傳
﹁
王
令
置
於

豕
牢
︐
豕
以
口
氣
噓
之
︐
不
死
﹂︒﹃
大
智
度
論
﹄
卷
一
三
﹁
妄
語

D
十
罪
︒
何
等
爲
十
︒
一
者
︐
口
氣
臭
︒
二
者
︐
善
神
7
之
非
人

得
�
︒
三
者
︐
雖
D
實
語
人
不
信
u
︒
四
者
︐
智
人
語
議
常
不
參

豫
︒
五
者
︐
常
被
誹
謗
︐
醜
惡
之
聲
周
聞
天
下
︒
六
者
︐
人
�
不

敬
︐
雖
D
敎
敕
人
不
承
用
︒
七
者
︐
常
多
憂
愁
︒
八
者
︐
種
誹
謗

業
因
緣
︒
九
者
︐
身
壞
命
(
當
墮
地
獄
︒
十
者
︐
若
出
爲
人
常
被

誹
謗
︒
如
是
種
種
不
作
︐
是
爲
不
妄
語
︐
名
口
善
律
儀
﹂
(大
正
二

五
・
一
五
八
上
)
︒

(
435
)

｢
多
惡
夢
｣

[參
考
﹈﹇
北
魏
﹈
瞿
曇
般
若
液
荏
譯
﹃
正
法
念
處
經
﹄
卷
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六
六
﹁
復
J
︐
脩
行
者
內
身
循
身
觀
︒
D
何
等
風
�
於
身
中
︐
或

安
不
安
︐
作
何
等
業
︒
彼
以
聞
5
或
以
天
眼
見
︒
D
亂
風
�
在
身

中
︐
若
不
©
順
︐
多
見
惡
夢
︐
睡
眠
驚
悟
︐
雖
�
溫
煖
而
常
覺
冷
︒

若
見
城
邑
村
落
人
民
︐
見
爲
空
聚
︐
或
見
黃
色
︐
少
於
言
語
︐
不

樂
臥
處
︒
本
曾
聞
法
︐
皆
悉
忘
失
︒
四
大
惱
亂
︐
其
�
食
味
�
於

心
中
︐
無
緣
生
厭
︐
妄
見
丘
聚
︒
若
風
©
順
︐
則
無
如
上
�
說
諸

病
︒
觀
亂
風
已
︐
如
實
知
身
﹂
(大
正
一
七
・
三
九
二
上
)
︒

(
436
)

｢
空
閑
林
中
｣

『妙
法
蓮
華
經
﹄
卷
五
﹁
若
在
聚
落
︑
城
邑
︑
空
閑
林

中
︐
D
人
來
欲
難
問
者
︐
諸
天
晝
夜
常
爲
法
故
而
衞
護
之
︐
能
令

聽
者
皆
得
歡
喜
﹂
(大
正
九
・
三
八
下
)
︒﹃
雜
阿
含
經
﹄
卷
二
六

﹁
謂
¿
弟
子
空
閑
林
中
樹
下
︐
作
如
是
思
惟
﹂
(大
正
二
・
一
八
四

中
)
︒

(
437
)

｢
虎
狼
聞
香
｣

失
譯
﹃
c
先
比
丘
經
﹄
卷
下
﹁
今
眼
視
色
︐
耳
聽
聲
︐

 
聞
香
臭
︐
口
知
味
︐
身
知
軟
麁
﹂
(大
正
三
二
・
七
〇
二
下
)
︒

(
438
)

｢
飮
食
無
節
｣

『雜
阿
含
經
﹄
卷
一
一
﹁
飮
食
知
節
量
︐
覺
知
諸
心
相
﹂

(大
正
二
・
七
三
下
)
︒
鳩
e
羅
什
譯
﹃
成
實
論
﹄
卷
九
﹁
印
於
飮
食

不
知
節
量
︐
則
貪
欲
生
﹂
(大
正
三
二
・
三
〇
九
下
)
︒

(
439
)

｢
不
生
厭
離
｣

『
成
實
論
﹄
卷
一
三
﹁
印
人
雖
見
無
常
亦
不
生
厭
離
︐

如
屠
獵
等
﹂
(大
正
三
二
・
三
四
七
下
)
︒

(
440
)

｢
作
食
子
肉
想
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
四
﹁
善
男
子
︐
從
今
日
始

不
聽
聲
聞
弟
子
食
肉
︒
若
u
檀
越
信
施
之
時
︐
應
觀
是
食
︐
如
子

肉
想
︒
£
葉
菩
¡
復
白
佛
言
︐
ù世
�
︐
云
何
如
來
不
聽
食
肉
ú︒

善
男
子
︐
夫
食
肉
者
斷
大
慈
種
﹂
(大
正
一
二
・
六
二
六
上
)
︒﹃
禪

祕
C
法
經
﹄
卷
上
﹁
佛
吿
阿
難
︐
若
D
比
丘
︑
比
丘
尼
︑
優
婆
塞
︑

優
婆
夷
三
昧
正
u
者
︐
汝
當
敎
是
易
觀
法
︐
愼
勿
忘
失
此
四
大
觀
︒

若
D
得
者
︐
佛
聽
�
食
酥
肉
等
藥
︒
其
食
肉
時
︐
洗
令
無
味
︒
當

如
�
世
食
子
肉
想
︐
我
今
此
身
︒
若
不
食
肉
發
狂
而
死
︒
是
故
佛

於
舍
衞
國
︐
敕
諸
比
丘
︐
爲
脩
禪
故
︐
得
食
三
種
淸
淨
之
肉
﹂

(大
正
一
五
・
二
四
九
中
～
下
)
︒

(
441
)

｢
作
o
藥
想
｣

肉
を
攝
取
す
る
時
は
︐
そ
れ
は
享
樂
の
た
め
で
な
く
︐

體
を
囘
復
す
る
た
め
の
藥
を
�
用
す
る
と
い
う
想
念
を
�
け
と
い

う
5
味
か
︒
律
に
お
い
て
︐
體
力
が
衰
]
し
た
者
は
藥
と
し
て
肉

食
が
,
め
ら
れ
て
い
る
︒﹇
南
�
宋
﹈
僧
伽
跋
e
譯
﹃
¡
婆
多
部

毘
尼
e
得
勒
伽
﹄
卷
六
﹁
云
何
蒲
闍
尼

(ボ
ー
ジ
ャ
ニ
ー
ヤ

b
h
o
ja
-

n
iy
a=

食
物
)
︒
D
五
種
︒
世
�
聽
諸
比
丘
噉
烏
陀
c
貴
e
沙
曼
陀
︒

若
魚
肉
等
︐
是
名
蒲
闍
尼
︒
食
蒲
闍
尼
時
︐
治
病
想
︑
�
藥
想
︑

糞
屎
想
﹂
(大
正
二
三
・
五
九
九
中
)
︒
鳩
e
羅
什
譯
﹃
法
華
經
﹄
卷

一
︑
方
�
品
﹁
印
舍
利
弗
︐
是
諸
比
丘
︑
比
丘
尼
自
謂
既
得
阿
羅

漢
︐
是
�
後
身
︐
究
悦
𣵀
槃
︐
�
不
復
志
求
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
︐
當
知
此
輩
皆
是
增
上
慢
人
︒
�
以
者
何
︒
若
D
比
丘
實
得
阿

羅
漢
︐
若
不
信
此
法
︐
無
D
是
處
︐
除
佛
滅
度
後
現
�
無
佛
﹂

(大
正
九
・
七
下
)
︒

[參
考
﹈
玄
奘
譯
﹃
阿
毘
d
�
俱
舍
論
﹄
卷
三
﹁
如
﹃
契
經
﹄
言
︒

無
處
無
容
女
身
爲
泳
︒
D
處
D
容
男
身
爲
泳
︒
(大
正
二
九
・
一
六

下
)
︒
眞
諦
譯
﹃
阿
毘
d
�
俱
舍
釋
論
﹄
卷
二
﹁
如
經
言
︒
無
處

無
理
女
人
作
泳
︒
D
處
D
理
丈
夫
作
泳
﹂
(大
正
二
九
・
一
七
五
下
)
︒

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
�
：
a
s
th
ā
n
a
m

a
n
a
v
a
k
ā
śo
y
a
t
strī

b
ra
h
m
a
tv
a
ṁ

k
a
ra
y
iṡy
a
ti.
n
e
d
a
ṁ

sth
ā
n
a
ṁ

v
id
y
a
te
.
sth
ā
-

n
a
m
e
ta
d
v
id
y
a
te
y
a
t
p
u
ru
ṡa
iti.
(
A
b
h
id
h
a
rm
a
k
o
śa
b
h
ā
ṡy
a
a
d

A
b
h
id
h
a
rm
a
k
o
śa
II
1
2
b
c
,
P
ra
d
h
a
n
2
d
e
d
.,
4
6
,
2
5
f.)
女
性
が
泳
と

な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
場
�

(
�
理
)
が
な
く
︑
空
閒

(可
能
性
の

餘
地
)
が
な
い
︒
こ
の
�
理
は
な
い
︒
男
が

(
泳
と
な
る
で
あ
ろ
う
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こ
と
)
は
場
�

(
�
理
)
が
存
す
る

(出
典
は

B
a
h
u
d
h
ā
tu
k
a
sū
tra

=

『多
界
經
﹄
)
︒

(
442
)

｢
E
去
�
王
⁝
⁝
斷
其
俸
祿
｣

『賢
愚
經
﹄
卷
一
一
﹁
無
惱
指
鬘
品
﹂

(大
正
四
・
四
二
三
中
～
四
二
七
下
)
に
對
應
︒
同
卷
四
﹁
e
訶
斯
c

優
婆
夷
品
﹂
第
二
一
﹁
時
婆
羅
門
卽
召
彼
婢
︐
於
隱
屛
處
問
言
︐

我
ý
何
由
D
疾
︒
婢
以
實
答
︐
大
家
當
知
︒
爲
病
比
丘
故
︐
割
肉

ô
之
︒
夫
聞
是
已
︐
於
佛
法
僧
︐
生
恚
�
心
︐
�
於
街
巷
︐
高
聲

唱
言
︐
沙
門
釋
子
︐
食
噉
人
肉
︐
如
駮
足
王
︒
爾
時
︐
篤
信
優
婆

塞
聞
婆
羅
門
罵
佛
法
僧
︐
憂
愁
不
樂
︐
½
世
�
�
︐
頭
面
禮
足
︒

世
�
吿
曰
︐
汝
等
何
故
︐
愁
慘
不
樂
︒
白
言
︐
世
�
︐
D
一
婆
羅

門
︐
於
多
人
處
︐
高
聲
唱
言
︐
罵
佛
法
僧
︐
昔
駮
足
王
︐
食
噉
人

肉
︐
今
沙
門
釋
子
︐
食
噉
人
肉
︐
亦
復
如
是
︒
願
佛
世
�
︑
敕
諸

比
丘
︐
莫
食
人
肉
﹂
(大
正
四
・
三
七
五
中
)
︒
�
・
智
嚴
譯
﹃
師
子

素
駄
娑
王
斷
肉
經
﹄
も
同
內
容
︒

(
443
)

｢
師

子

蘇

陀

娑
｣

未

詳
︒
駮

足

王

(班

足

王
︑
斑

足

王

P
ā
li

K
a
m
m
ā
sa
p
ā
d
a
)
と
同
じ
か
︒

[參
考
﹈﹃
法
苑
珠
林
﹄
卷
八
八
﹁
故
此
�
去
D
王
名
師
子
蘇
陀
婆﹅

︐

食
種
種
肉
︐
ô
至
人
肉
︒
臣
民
不
忍
︐
卽
�
謀
反
︒
如
﹃
班
足
王

經
﹄
說
﹂
(大
正
五
三
・
九
二
八
上
)
︒﹃
四
分
律
盈
繁
補
闕
行
事
鈔
﹄

卷
下
二
﹁
由
食
種
種
肉
ô
噉
人
肉
故
︐
如
﹃
班
足
王
經
﹄
說
﹂

(大
正
四
〇
・
一
一
八
上
)
︒
駮
足
王
・
班
足
王
等
の
c
寫
に
つ
い
て

は
赤
沼

(一
九
六
七
：
二
七
一
)
參
照
︒

(
444
)

｢
謀
反
｣

『
墨
子
﹄
號
令
﹁
諸
�
卒
民
︐
D
謀
殺
傷
其
將
長
者
︐
與
謀

反
同
罪
﹂︒﹃
三
國
志
﹄
吳
志
・
吳
)
傳
﹁
權
弟
丹
楊
太
守
翊
爲
左

右
�
�
﹂
︐
裴
松
之
�
引
晉
張
勃
﹃
吳
錄
﹄﹁
爲
庸
臣
�
譖
︐
誣
以

謀
反
﹂︒

(
445
)

｢
俸
祿
｣

『韓
詩
外
傳
﹄
卷
九
﹁
田
子
爲
相
︐
三
年
歸
休
︐
得
金
百
鎰

奉
其
母
︒
母
曰
︐
子
安
得
此
金
︒
對
曰
︐
�
u
俸
祿
也
﹂︒﹃
三
國

志
﹄
吳
志
・
朱
桓
傳
﹁
愛
養
�
士
︐
贍
護
六
親
︐
俸
祿
產
業
︐
皆

與
共
分
﹂︒

(
446
)

｢
諸
殺
者
爲
財
利
故
殺
生
屠
販
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
妙
法
蓮
華
經
﹄
卷
五

﹁
亦
莫
親
�
︐
屠
兒
魁
膾
︐
畋
獵
漁
捕
︐
爲
利
殺
�
︐
販
肉
自
活
︐

衒
賣
女
色
︐
如
是
之
人
︐
皆
勿
親
�
﹂
(
大
正
九
・
三
七
下
)
︒﹃
成

實
論
﹄
卷
八
﹁
若
人
爲
財
利
故
µ
不
善
業
︐
如
爲
金
錢
殘
殺
眾
生
︒

或
以
瞋
故
︐
如
殺
怨
«
︒
或
D
不
爲
財
利
亦
不
瞋
恚
︐
但
以
癡
力

不
識
好
醜
故
殺
眾
生
﹂
(大
正
三
二
・
三
〇
五
下
)
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀

槃
經
﹄
卷
一
﹁
世
�
︐
若
D
善
男
子
善
女
人
︐
爲
供
養
故
︐
爲
怖

畏
故
︐
爲
誑
他
故
︐
爲
財
利
故
︐
爲
隨
他
故
︐
u
是
大
乘
︐
或
眞

或
僞
﹂
(大
正
一
二
・
六
〇
九
下
)
︒

(
447
)

｢
愚
癡
食
肉
眾
生
｣

佛
馱
跋
陀
羅
譯
﹃
大
方
廣
佛
華
嚴
經
﹄
卷
三
三

﹁
爾
時
︐
�
賢
菩
¡
e
訶
¡
︐
吿
諸
菩
¡
言
︐﹁
佛
子
︐
如
向
�
說

是
º
少
說
︐
何
以
故
︒
一
切
如
來
︑
應
供
︑
等
正
覺
爲
u
æ
者
隨

應
說
法
︐
愚
癡
眾
生
諸
纏
�
纏
︐
計
我
︑
我
�
︐
著
吾
我
見
︐
常

隨
顚
倒
︐
生
z
見
惑
︐
µ
z
虛
妄
︐
爲
¬
�
¬
︐
液
轉
生
死
︐
7

如
來
�
︐
爲
如
是
等
諸
眾
生
故
︐
如
來
︑
應
供
︑
等
正
覺
︐
出
興

于
世
﹂
(大
正
九
・
六
〇
七
上
)
︒

(
448
)

｢
以
錢
爲
網
｣

[參
考
﹈
¿
賢
譯
﹃
羅
e
伽
經
﹄
卷
上
﹁
連
錢﹅

;
�
校

�
羅
網﹅

﹂
(大
正
一
〇
・
八
五
七
下
)
︒

(
449
)

｢
鉤
網
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
大
智
度
論
﹄
卷
八
十
﹁
爾
時
︐
諸
+
極
大
愁

詠
︒
何
以
故
︒
以
是
菩
¡
深
入
十
二
因
緣
畢
悦
空
中
︐
不
著
D
︑

無
︑
非
D
非
無
等
六
十
二
諸
z
見
+
網
︐
我
今
無
D
法
可
得
菩
¡

�
︒
譬
如
捕
魚
人
見
一
魚
深
入
大
水
︐
鉤﹅

網﹅

�
不
a
︐
則
絕
¾
憂
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愁
︒
亦
如
怨
喪
父
母
﹂
(大
正
二
五
・
六
二
三
上
)
︒

[參
考
﹈
鳩
e
羅
什
等
譯
﹃
十
誦
律
﹄
卷
九

(大
正
二
三
・
六
五
中
)
︒

(
450
)

｢
空
行
水
陸
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂
引
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄﹁
四
相
品
﹂﹁
水
陸

空
行
D
命
之
類
悉
E
之
走
﹂
(大
正
五
二
・
三
〇
一
中
︒﹃
大
般
𣵀
槃

經
﹄
原
�
大
正
一
二
・
六
二
六
中
)
︒

(
451
)

｢
種
種
殺
7
屠
販
求
利
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
妙
法
蓮
華
經
﹄
卷
五
﹁
亦
莫

親
�
︐
屠
兒
魁
膾
︐
畋
獵
漁
捕
︐
爲
利
殺﹅

�﹅

︐
販﹅

肉
自
活
︐
衒
賣

女
色
︐
如
是
之
人
︐
皆
勿
親
�
﹂
(大
正
九
・
三
七
下
)
︒

[參
考
﹈﹇
北
魏
﹈
楊
衒
之
﹃
洛
陽
伽
藍
記
﹄
卷
四
﹁
市
東
D
H
商

d
貨
二
里
︒
里
內
之
人
︐
盡
皆
工
巧
屠﹅

販﹅

爲
生
︐
x
財
巨
萬
﹂︒

(
452
)

｢
五
種
肉
｣

[參
考
﹈﹃
四
分
律
﹄
卷
五
十
九
﹁
D
五
種
肉
不
應
食
︒
象

肉
︑
馬
肉
︑
人
肉
︑
狗
肉
︑
詠
蟲
獸
肉
是
爲
五
︒
復
D
五
︒
師
子

肉
︑
虎
肉
︑
8
肉
︑
熊
肉
︑
羆
肉
是
爲
五
﹂
(大
正
二
二
・
一
〇
〇

六
上
)
︒

(
453
)

｢
十
種
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂﹁
何
以
知
之
︒
先


斷
十
種
不
淨
肉
︒
J
令
食

三
種
淨
肉
︒
未
令
食
九
種
淨
肉
︒
如
此
漸
制
︒
�
是
5
欲
永
斷
︒

法
超
常
日
-
︒
恒
作
如
此
說
﹂
(大
正
五
二
・
二
九
九
上
)
︒
同
引

﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄﹁
四
相
品
﹂﹁
復
白
佛
言
︒
世
�
︐
何
因
緣
故
十

種
不
淨
乃
至
九
種
淸
淨
而
復
不
聽
﹂
(大
正
五
二
・
三
〇
一
上
)
︒
同

﹁
£
葉
復
言
︐﹁
如
來
若
制
不
食
肉
者
︐
彼
五
種
味
︐
É
︑
酪
︑
酪

漿
︑
生
蘇
︑
熟
蘇
︐
胡
'
油
等
︐
a
諸
衣
�
︑
憍
奢
耶
衣
︑
珂
貝
︑

皮
革
︑
金
銀
︑
盂
器
︒
如
是
等
物
亦
不
應
u
﹂︒
善
男
子
︐
不
應

同
彼
尼
揵
�
見
︒
如
來
�
制
一
切
禁
戒
︐
各
D
衣
5
︒
故
聽
食
三

種
淨
肉
衣
想
︐
故
斷
十
種
肉
﹂
(大
正
五
二
・
三
〇
一
上
～
中
)
︒
南

本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
四
﹁
禁
戒
各
D
衣
5
︒
衣
5
故
︐
聽
食
三

種
淨
肉
︒
衣
想
故
︐
斷
十
種
肉
︒
衣
想
故
︐
一
切
悉
斷
︐
a
自
死

者
︒
£
葉
︐
我
從
今
日
制
諸
弟
子
不
得
復
食
一
切
肉
也
﹂
(大
正
一

二
・
六
二
六
上
)
︒
同
卷
十
六
﹁
或
言
如
來
不
聽
比
丘
食
十
種
肉
︒

何
等
爲
十
︒
人
︑
蛇
︑
象
︑
馬
︑
驢
︑
狗
︑
師
子
︑
猪
︑
狐
︑
獼

猴
﹂
(大
正
一
二
・
七
一
六
中
)
︒

(
454
)

｢
如
來
應
供
等
正
覺
｣

[南
�
宋
﹈
求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
雜
阿
含
經
﹄
卷

十
五
﹁
若
如
來
︑
應
供
︑
等
正
覺
不
出
世
閒
時
︐
不
說
苦
¿
諦
︑

苦
集
¿
諦
︑
苦
滅
¿
諦
︑
苦
滅
�
跡
¿
諦
現
於
世
閒
︐
世
閒
¢
冥
︐

無
D


照
﹂
(大
正
二
・
一
〇
六
下
)
︒
同
譯
﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
卷
三

﹁
佛
吿
央
掘
+
羅
︐
汝
今
當
與
�
殊
師
利
俱
︐
至
北
方
�
一
恒
河

沙
刹
︐
D
國
名
無
量
樂
︐
佛
名
無
量
5
功
德
積
聚
地
自
在
王
如
來
︑

應
供
︑
等
正
覺
︐
在
世
敎
æ
︐
汝
等
俱
½
︒
問
彼
佛
言
︐
釋
£
牟

尼
如
來
︐
云
何
�
無
生
際
︐
而
復
�
於
娑
婆
世
界
﹂
(大
正
二
・
五

五
三
上
)
︒

(
455
)

｢
大
悲
`
行
｣

『荀
子
﹄
議
兵
﹁
武
王
之
誅
紂
也
︐
非
以
甲
子
之
�
而

後
"
之
也
︐
皆
�
行
素
脩
也
︒
此
�
謂
仁
義
之
兵
也
﹂︒﹃
孔
叢

子
﹄
論
書
﹁︹
定
︺
公
曰
︐
先
君
僖
公
功
德
�
行
︐
可
以
與
於
報

乎
﹂︒

(
456
)

｢
視
一
切
眾
生
︐
G
如
一
子
｣

求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
卷
四

﹁
復
J
︐
菩
¡
e
訶
¡
成
就
八
相
非
爲
怨
學
︒
何
等
爲
八
︒
一
者
︐

說
e
訶
衍
︒
二
者
︐
分


演
說
如
來
之
藏
︐
而
不
厭
E
︒
三
者
︐

不
貪
財
物
︒
四
者
︐
慈
悲
喜
E
忍
︒
五
者
︐
視
一
切
眾
生
︐
v
如

一
子
︒
六
者
︐
�
善
知
識
︒
七
者
︐
離
惡
知
識
︒
八
者
︐
世
利
知

足
︒
菩
¡
成
就
如
是
八
相
︐
非
爲
怨
學
﹂
(
大
正
二
・
五
三
八
下
)
︒

(
457
)

｢
曾
悉
爲
親
屬
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂﹁
謂
一
切
眾
生
從
本
已
來
展
轉
因
緣
常

爲
六
親
︒
以
親
想
故
︐
不
應
食
肉
﹂
(
大
正
五
二
・
三
〇
二
上
)
︒

(僞
經
)
﹃
大
方
�
佛
報
恩
經
﹄
卷
一
﹁
如
來
本
於
生
死
中
時
︐
於
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如
是
等
º
塵
數
不
思
議
形
類
一
切
眾
生
中
︐
具
足
u
身
︒
以
u
身

故
︐
一
切
眾
生
亦
曾
爲
如
來
父
母
︐
如
來
亦
曾
爲
一
切
眾
生
而
作

父
母
︒
爲
一
切
父
母
故
︐
常
修
難
行
苦
行
︐
難
E
能
E
︐
頭
目
髓

腦
︐
國
城
妻
子
︐
象
馬
七
寶
︐
輦
輿
車
乘
︐
衣
�
飮
食
︐
臥
具
醫

藥
︐
一
切
給
與
︐
勤
修
精
�
︐
戒
施
多
聞
︐
禪
定
智
5
︐
乃
至
具

足
一
切
萬
行
︐
不
休
不
息
︐
心
無
疲
倦
︐
爲
孝
養
父
母
知
恩
報
恩

故
︐
今
得
�
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
﹂
(大
正
三
・
一
二
七
下
)
︒

(
458
)

｢
�
諸
穿
孔
床
︐
以
彼
諸
細
蟲
︐
於
中
極
恐
怖
｣

[參
考
﹈
義
淨
﹃
根

本
說
一
切
D
部
毘
奈
耶
雜
事
﹄
卷
一
五
﹁
時
D
苾
芻
忽
患
腹
痛
︐

數
去
迴
轉
致
D
疲
困
︒
苾
芻
白
佛
︒
佛
言
﹁
於
床
穿
孔
隨
時
轉

易
﹂︒
卽
於
好
床
穿
破
作
孔
︒
佛
言
﹁
應
取
故
床
︐
若
8
織
者
應

割
爲
孔
︐
若
絛
�
者
擘
開
爲
穴
︐
若
病
差
後
隨
事
料
理
﹂︒
由
數

迴
轉
下
部
瘡
痛
︐
佛
言
﹁
於
床
孔
邊
可
安
軟
物
︐
不
淨
墮
地
以
瓦

盆
承
︐
勿
令
高
舉
﹂︒
糞
臭
外
棄
?
覓
餘
盆
︐
如
是
展
轉
無
器
可

得
︒
佛
言
﹁
不
應
總
棄
︐
可
畜
一
一
盆
洗
而
曬
乾
︒
無
第
二
盆
應

安
樹
葉
︒
其
盆
雖
洗
臭
氣
不
除
應
用
油
塗
﹂︒
如
佛
�
敎
應
看
病

人
︐
時
D
老
少
苾
芻
咸
來
問
疾
︐
少
至
�
禮
病
人
︐
老
來
病
人
致

敬
︐
緣
此
祗
接
病
苦
轉
增
︐
佛
言
﹁
彼
身
不
淨
不
應
敬
禮
︐
自
身

污
染
不
合
禮
他
︐
設
他
禮
時
亦
不
應
u
︒
若
D
L
者
俱
得
越
法

罪
﹂﹂
(大
正
二
四
・
二
七
二
下
～
二
七
三
上
)
︒

(
459
)

｢
覺
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
成
實
論
﹄
卷
一
四
﹁
具
足
善
覺
者
辭
若
人
雖
不

睡
眠
而
µ
不
善
覺
︒
�
謂
欲
覺
︑
瞋
覺
︑
惱
覺
辭
若
親
里
覺
・
國

土
覺
・
不
死
覺
・
利
他
覺
・
輕
他
覺
等
︒
寧
當
睡
眠
勿
µ
此
等
諸

不
善
覺
﹂
(大
正
三
二
・
三
五
二
中
)
︒
求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
雜
阿
含

經
﹄
卷
一
六
﹁
吿
諸
比
丘
︒
汝
等
莫
µ
貪
覺
覺
︒
莫
µ
恚
覺
覺
︒

莫
µ
�
覺
覺
﹂
(大
正
二
・
一
〇
九
中
)
︒

(
460
)

｢
貪
令
心
�
醉
｣

[參
考
﹈
菩
提
液
荏
譯
﹃
入
楞
伽
經
﹄
對
應
箇
�

﹁
貪
心
致
õ
醉
﹂
(
大
正
一
六
・
五
六
四
中
)
︒

(
461
)

｢
死
墮
叫
呼
獄
｣

佛
陀
耶
舍
︑
竺
佛
念
譯
﹃
長
阿
含
經
﹄
卷
一
九
﹁
瞋

恚
懷
詠
�
︒
殺
生
血
汚
手
︒
�
諸
雜
惡
行
︒
墮
叫
喚
地
獄
﹂
(
大
正

一
・
一
二
五
中
)
︒
鳩
e
羅
什
譯
﹃
成
實
論
﹄
卷
九
﹁
如
﹃
經
﹄
中

說
︐
殺
生
因
緣
︐
故
墮
地
獄
︒
若
生
人
中
︐
則
u
短
命
︒
如
是
乃

至
z
見
︒
印
以
不
善
業
因
緣
故
︐
久
u
苦
惱
︐
如
阿
 
地
獄
︐
�

無
量
歲
︐
壽
命
不
盡
﹂
(
大
正
一
二
・
六
一
四
下
)
︒

(
462
)

｢
ダ
ー
キ
ニ
ー
｣

原
�
は
﹁
陀
夷
尼
﹂︒
こ
れ
に
對
應
す
る
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
は
︐﹃
楞
伽
經
﹄
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
�

(
T
h
e

L
a
ṅ
k
ā
v
a
tā
ra
S
ū
tra
e
d
ite
d
b
y
B
u
n
y
iu
N
a
n
jio
[南
條
�
雄
]
,
O
ta
n
i

U
n
iv
e
rsity
P
re
ss,
1
9
2
3
)
に
よ
れ
ば

ḋ
ā
k
in
ī

で
あ
る
︒﹁
荼
枳

尼
﹂﹁
吒
枳
尼
﹂﹁
拏
吉
尼
﹂
も
同
義
︒
人
肉
を
食
す
鬼
神
女
︒

[參
考
﹈﹇
�
﹈
5
琳
﹃
一
切
經
c
義
﹄
卷
四
二
﹁
拏
吉
尼
︿
上
儜

遐
反
︒
泳
語
也
︒
亦
諸
女
天
名
︒
此
女
天
D
大
神
力
︐
能
成
世
閒

種
種
諸
願
﹀
(
大
正
五
四
・
五
八
四
中
)
︒

(
463
)

｢
羅
刹
猫
狸
｣

菩
提
液
荏
譯
﹃
入
楞
伽
經
﹄
に
よ
る
と
羅
刹
は
�
去
に

虎
狼
や
猫
狸
だ
っ
た
も
の
と
す
る
︒
菩
提
液
荏
譯
﹃
入
楞
伽
經
﹄

卷
八
﹁
�
去
曾
作
羅
刹
眷
屬
︒
虎
狼
師
子
猫
狸
中
生
﹂
(大
正
一

六
・
五
六
二
中
)
︒

(
464
)

｢﹃
l
象
﹄
與
﹃
大
雲
﹄
︑
﹃
央
掘
利
$
羅
﹄
｣

『
¬
象
﹄
は
﹃
無
希
¾
經
﹄

と
﹃
象
腋
經
﹄
に
︐﹃
大
雲
﹄
は
曇
無
讖
譯
﹃
大
方
等
無
想
大
雲

經
﹄
に
比
定
さ
れ
る
︒
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
﹃
楞
伽
經
﹄
に
先
行

し
て
肉
食
禁
止
を
說
く
︒

(
465
)

｢
生
生
常
癡
冥
｣

生
生
に
常
に
癡
冥
︒
癡
冥
は
愚
冥

(
お
ろ
か
)
に
H

ず
︒
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｢生
生
﹂
は
﹁
生
生
世
世
﹂
(輪
迴
)
を
指
す
と
解
し
た
︒

(
466
)

｢
妄
想
不
覺
知
｣

[比
-
﹈
實
叉
難
陀
﹃
大
乘
入
楞
伽
經
﹄
卷
六
﹁
愚

者
妄
分
別
﹂
(大
正
一
六
・
六
二
四
下
)
︒

(
467
)

｢
故
生
食
肉
處
｣

[比
-
﹈
菩
提
液
荏
譯
﹃
入
楞
伽
經
﹄﹁
故
生
食
肉

想
﹂
(大
正
一
六
・
五
六
四
中
)
︒

[參
考
﹈
�
宣
﹃
釋
£
方
志
﹄
卷
上

(大
正
五
一
・
九
五
六
下
)
︒

(
468
)

｢
障
閡
t
解
脫
｣

曇
無
讖
譯
﹃
大
方
等
大
集
經
﹄
卷
七
﹁
�
一
切
諸
法

眞
實
性
者
︐
名
¿
解
脫
︒
¿
解
脫
者
︐
名
無
�
�
︒
無
�
之
�
︐

�
一
切
法
︒
一
切
諸
法
︐
不
�
煩
惱
︐
不
�
解
脫
﹂
(大
正
一
三
・

四
三
中
)
︒

(
469
)

｢
食
如
o
藥
想
︐
亦
如
食
子
肉
｣

求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶

經
﹄
卷
四
﹁
我
常
說
言
︐
凡
�
飮
食
︐
作
食﹅

子﹅

肉﹅

想
︐
作
�﹅

藥﹅

想﹅

︐

故
不
應
食
肉
︒
聽
食
肉
者
︐
無
D
是
處
﹂
(大
正
一
六
・
五
一
三
下
)
︒

(
470
)

｢
修
行
行
乞
食
｣

S
k
t.
v
.
2
2
d
:
y
o
g
ī
p
iṅ
ḋ
a
ṁ

sa
m
ā
c
a
re
t
(ヨ
ー
ガ
修

行
者
は
乞
食
を
行
う
べ
し
)
︒

(
471
)

｢
永
背
正
解
脫
｣

S
k
t.
v
.
2
4
c
:
m
o
k
ṡa
d
h
a
rm
a
v
iru
d
d
h
a
tv
ā
d
(解
脫

と
い
う
眞
實
と
矛
盾
す
る
か
ら
)
︒

(
472
)

｢
t
表
相
｣

S
k
t.
v
.
2
4
d
:ā
ry
ā
ṅ
ā
m
v
a
i
d
h
v
a
ja
ḣ
(實
に
¿
人
た
ち
に
は

�
表
が
あ
る
)
︒
失
譯
﹃
分
別
功
德
論
﹄
卷
五
﹁
形
容
端
嚴
︐
於
外

表
裏
相
應
︐
�
ª
皆
悅
︒
難
陀
三
十
相
︒
阿
難
二
十
相
︒
表﹅

相﹅

雖

多
︐
於
沙
門
威
儀
不
能
悉
備
﹂
(大
正
二
五
・
四
九
上
)
︒

(
473
)

｢
泳
志
｣

婆
羅
門

(ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ

b
rā
h
m
a
ṅ
a
)
︒

(
474
)

｢
種
｣

種
族
︒﹃
�
維
e
詰
經
﹄
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目
連
︐
弟
子
中

神
足
第
一
︐
出
婆
羅
門
種
︒
姓
目
揵
連
︐
字
拘
律
陀
也
﹂
(大
正
三

八
・
三
四
五
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﹈
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玄
義
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五
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駅
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樓
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︑
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︑

£
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四
︑
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力

£
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ā
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五
︑
菩
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£
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六
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座
£
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云
︐
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︐
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¡
£
葉
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謂
︐
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座
£
葉
︐
爲
如
來

付
屬
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律
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序
云
︐
£
葉
是
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四
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座
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今
正
付
屬
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五
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下
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︒
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｢
甘
膳
｣
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�
﹈
5
琳
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一
切
經
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義
﹄
卷
二
五
﹁
甘﹅
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c
善
︒
謂

美
食
也
︒
人
中
美
物
︐
皆
名
珍
膳
也
﹀﹂
(
大
正
五
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・
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六
四
下
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(
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｢
肉
味
食
｣

[參
考
﹈
實
叉
難
陀
譯
﹃
大
乘
入
楞
伽
經
﹄
卷
六
﹁
大
5
︐

�
去
D
王
名
師
子
生
︐
耽
著
肉﹅

味﹅

︐
食﹅

種
種
肉
︐
如
是
不
已
︐
ô

至
食
人
﹂
(大
正
一
六
・
六
二
三
下
)
︒
同
﹁
奇
哉
世
閒
︐
貪
著
肉﹅

味﹅

︐

於
人
身
肉
尙
取
食
之
︒
況
於
鳥
獸
D
不
食
者
︒
以
貪
味﹅

故
︐
廣
設

方
�
︐
罝
羅
網
罟
︐
處
處
安
施
︒
水
陸
飛
行
皆
被
殺
�
︒
設
自
不

食
︐
爲
貪
價
直
︐
而
作
是
事
﹂
(
六
二
四
上
)
︒

(
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｢
上
座
Y
葉
�
種
種
甘
膳
之
食
︐
�
肉
味
食
︐
�
持
修
行
不
食
肉
法
｣

求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
卷
一
﹁
上﹅

座﹅

£﹅

葉﹅
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種﹅
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饍﹅

之﹅

食﹅

︐
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肉﹅

味﹅

食﹅

︐
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持﹅

修﹅

行﹅
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食﹅

肉﹅

法﹅

︐
家
家
乞
食
︐
不
惡

惡
想
︒
始
(
常
一
︐
苦
樂
無
變
﹂
(
大
正
二
・
五
二
一
中
)
︒

(
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)

『
央
掘
$
羅
經
﹄
第
四
卷

原
�
は
第
二
卷
と
す
る
が
︐
引
用
は
卷
四

に
あ
る
の
で
︐
5
を
も
っ
て
﹁
二
﹂
を
﹁
四
﹂
に
改
め
る
︒

僧
祐
﹃
出
三
藏
記
集
﹄
卷
二
﹁﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
四
卷
︿
�
場
寺

譯
出
﹀︒
⁝
⁝
︒
右
十
三
部
︐
凡
七
十
三
卷
︐
宋
�
�
時
︐
天
竺

e
訶
乘
法
師
求
c
跋
陀
羅

(
G
u
ṅ
a
b
h
a
d
ra
)
︐
以
元
嘉
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二
四

～
四
五
三
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a
孝
武
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五
三
～
四
六
四
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時
︐
宣
出
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經
︒
沙
門
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寶
雲
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弟
子
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︑
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﹂
(
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正
五
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︒
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｢
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
ー
｣

M
a
ñ
ju
śrī
(
�
殊
師
利
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大
乘
の
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に
現

れ
︐
小
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に
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現
れ
な
い
菩
¡
︒

(
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｢
因
如
來
藏
故
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
八
﹁
佛
言
︐
善
男
子
︐

﹁
我
﹂
者
︐
卽
是
如
來
藏
義
︒
一
切
眾
生
悉
�
佛
性
︐
卽
是
﹁
我
﹂

義
︒
如
是
﹁
我
﹂
義
︐
從
本
已
來
︐
常
爲
無
量
煩
惱
�
}
︒
是
故

眾
生
不
能
得
見
﹂
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正
一
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六
四
八
中
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︒
求
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跋
陀
羅
﹃
央
掘

+
羅
經
﹄
卷
四
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爾
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︐
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殊
師
利
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央
掘
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羅
言
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者

D
何
義
︒
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一
切
眾
生
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D
如
來
藏
者
︐
一
切
眾
生
皆
當
作
佛
︒

⁝
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︒
佛
吿
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殊
師
利
︐
一﹅

切﹅

眾﹅

生﹅

D﹅

如﹅

來﹅

藏﹅

︐
爲﹅

無﹅
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煩﹅

惱﹅
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︐
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正
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五
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九
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︒﹁
如
來
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(
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ā
g
a
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a
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︐
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來
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ッ
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︒
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一
切
眾
生
︐
無
始
生
死
︐
生
生
輪
轉
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鳩
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羅
什
譯
﹃
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波
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經
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﹁
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從
無﹅
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︐
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︐
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刀
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︐
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︒
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雜
阿
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經
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︐
世
�
吿
諸
比
丘
︐
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生﹅
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長
夜
輪
轉
︐
不
知
苦
之
本
際
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⁝
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諸
比
丘
︐

如
是
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︐
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轉﹅
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不
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際
︒
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眾﹅
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︐
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︐
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︒
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﹂
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︒﹁
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︒
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︑
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︐
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︒
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︐
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︑
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友
︑
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︒
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︐
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︐
亦
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︒
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︒
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五
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鳩
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什
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卷
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四
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眾
生
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際
︐
½
來
五
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亦
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玄
譯
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法
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經
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眾
生
先
世
亦
曾
爲
我
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︒
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亦
曾
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眾
生
界
︑
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界
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經
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殊
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︐
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︐
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︐
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佛
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︒
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︒
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﹁
復
J
︐
善

男
子
︐
菩
¡
e
訶
¡
聞
是
經
已
︐
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︐
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︒
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︐
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心
︐
是
名
知
足
︒
既
知
足

已
︐
�
空
閑
處
︐
7
離
憒
閙
︐
是
名
寂
靜
︒
不
知
足
者
︐
不
樂
空

閑
︒
夫
知
足
者
︐
常
樂
空
寂
﹂︒
(大
正
一
二
・
七
七
二
上
)=

曇
無

讖
譯
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
二
七

(
大
正
一
二
・
五
二
七
中
)
︒

(
490
)

｢
A
.
世
閒
物
｣

直
�
�
﹁
如
來
�
離
一
切
世
閒
﹂﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄

﹁
親
�﹅

修
|﹅

﹂︒
求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
相
續
解
脫
地
波
羅
蜜
了
義
經
﹄

﹁
觀
世
c
白
佛
言
︐
世
�
︐
何
等
爲
L
波
羅
蜜
事
︒
佛
吿
觀
世
c
︐

當
知
D
六
事
︒
一
者
︐
欲
樂
錢
財
︐
自
在
增
上
)
︐
自
見
安
樂
功

德
福
利
︒
二
者
︐
隨
其
�
欲
︐
縱
身
口
5
︒
三
者
︐
於
他
輕
慢
心

不
堪
忍
︒
四
者
︐
於
諸
善
法
不
勤
方
�
︒
五
者
︐
A
.
世
閒
雜
亂

眾
事
︐
見
聞
覺
識
︒
六
者
︐
世
閒
戲
論
︐
作
福
利
見
﹂
(大
正
一

六
・
七
一
六
中
)
︒

(
491
)

｢
無
�
是
處
｣

後
秦
・
鳩
e
羅
什
譯
﹃
法
華
經
﹄
卷
一
︑
方
�
品
﹁
印

舍
利
弗
︐
是
諸
比
丘
比
丘
尼
︐
自
謂
既
得
阿
羅
漢
是
�
後
身
︐
究

悦
𣵀
槃
︐
�
不
復
志
求
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
︒
當
知
此
輩
皆
是

增
上
慢
人
︒
�
以
者
何
︒
若
D
比
丘
實
得
阿
羅
漢
︐
若
不
信
此
法
︐

無
�
是
處
︐
除
佛
滅
度
後
現
�
無
佛
﹂
(
大
正
九
・
七
下
)
︒

[東
晉
﹈
僧
伽
提
婆
譯
﹃
中
阿
含
經
﹄
卷
四
七
﹃
多
界
經
﹄﹁
阿
難
︐

若
世
中
D
二
轉
輪
王
竝
治
者
︐
�
無
是
處
︒
若
世
中
D
一
轉
輪
王

治
者
︐
必
D
是
處
︒
阿
難
︐
若
世
中
D
二
如
來
者
︐
(
無
是
處
︒

若
世
中
D
一
如
來
者
︐
必
D
是
處
﹂
(
大
正
一
・
七
二
三
下
～
七
二
四

上
)
︒

B
a
h
u
d
h
ā
tu
k
a
su
tta
(多
界
經
;
P
T
S
M
a
jjh
im
a
N
ik
ā
y
a
III,
p
.6
5
;

B
JT

p
.2
0
0
)
:
A
ṫṫh
ā
n
a
m

e
ta
ṁ

a
n
a
v
a
k
ā
s
o

y
a
ṁ

e
k
issā

lo
k
a
d
h
ā
tu
y
ā
d
v
e
rā
jā
n
o
c
a
k
k
a
v
a
ttin
o
a
p
u
b
b
a
ṁ
a
c
a
rim
a
ṁ

u
p
p
a
jje
y
y
u
ṁ
,n
e
ta
ṁ
ṫh
ā
n
a
ṁ
v
ijja
tī̓ti
p
a
jā
n
ā
ti.Ṫ
h
ā
n
a
ṁ
c
a

k
h
o

e
ta
ṁ

v
ijja
ti:
y
a
ṁ

e
k
issā

lo
k
a
d
h
ā
tu
y
ā

e
k
o

rā
jā

c
a
k
k
a
v
a
ttī
u
p
p
a
jje
y
y
a
,
ṫh
ā
n
a
m

e
ta
ṁ

v
ijja
tī̓ti
p
a
jā
n
ā
ti.

玄
奘
譯
﹃
阿
毘
d
�
法
蘊
足
論
﹄
卷
一
〇
﹁
復
如
實
知
見
無
處
無

梁武�「斷酒肉�」譯�
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容
非
�
非
後
D
二
輪
王
生
一
世
界
︐
D
處
D
容
非
�
非
後
D
一
輪

王
生
一
世
界
︒
無
處
無
容
非
�
非
後
D
二
如
來
生
一
世
界
︐
D
處

D
容
非
�
非
後
D
一
如
來
生
一
世
界
﹂
(大
正
二
六
・
五
〇
二
中
)

玄
奘
譯
﹃
阿
毘
d
�
法
蘊
足
論
﹄
卷
一
〇
﹁
復
如
實
知
見
無
處
無

容
非
�
非
後
D
二
輪
王
生
一
世
界
︐
D
處
D
容
非
�
非
後
D
一
輪

王
生
一
世
界
︒
無
處
無
容
非
�
非
後
D
二
如
來
生
一
世
界
︐
D
處

D
容
非
�
非
後
D
一
如
來
生
一
世
界
﹂
(大
正
二
六
・
五
〇
二
中
)
︒

A
b
h
id
h
a
rm
a
k
o
śa
b
h
ā
ṡy
a
1
8
4
,
1
7
-
1
8
:
sū
tra
u
k
ta
m
,
“
a
s
th
ā
-

n
a
m

a
n
a
v
a
k
ā
ś
o
y
a
d
a
p
ū
r
v
ā
c
a
r
a
m
a
u
d
v
a
u
ta
th
ā
g
a
tā
v

a
r
h
a
n
ta
u
s
a
m
y
a
k
s
a
ṁ
b
u
d
d
h
a
u
lo
k
a
(
1
8
4
,
1
4
:
ta
th
ā
g
a
tā
v

e
k
a
tr
a

lo
k
a
)

u
tp
a
d
y
e
y
ā
tā
ṁ

n
e
d
a
ṁ

s
th
ā
n
a
ṁ

v
id
y
a
te

s
th
ā
n
a
m

e
ta
d

v
id
h
y
a
te

y
a
d

e
k
a
s
ta
th
ā
g
a
ta
ḣ
,
y
a
th
ā

ta
th
ā
g
a
ta
e
v
a
ṁ

c
a
k
r
a
v
a
r
tin
ā
v
”
iti.
C
f.
S
ig
lin
d
e
D
ie
z
,

F
ra
g
m
en
te
d
es
D
h
a
rm
a
sk
a
n
d
h
a
:
E
in
A
b
h
id
h
a
rm
a
-T
ext

in

S
a
n
sk
rit
a
u
s
G
ilg
it,
V
a
n
d
e
n
h
o
e
c
k

&

R
u
p
re
c
h
t
in

G
ö
ttin
g
e
n
,
1
9
8
4
:
2
3
.

(
492
)

｢
若
A
.
者
｣

求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
經
﹄
卷
三
﹁
世
閒

諸
論
種
種
辯
說
︐
愼
勿
|
�
︒
若
|
�
者
︐
攝
u
貪
欲
︐
不
攝
u

法
﹂
(大
正
一
六
・
五
〇
三
中
)
︒

(
493
)

｢
若
展
轉
來
離
殺
者
手
｣

[引
用
﹈﹃
四
分
律
行
事
鈔
﹄
卷
中
二
﹁﹃
央

掘
經
﹄
︐
繒
綿
︑
皮
物
︐
若
展
轉
來
︐
離
殺
者
手
︐
施
持
戒
人
︐

不
應
u
者
︐
是
比
丘
法
﹂
(大
正
四
〇
・
六
九
上
)
︒

(
494
)

｢
今
此
城
中
�
一
皮
｣

｢
城
﹂
︐
衣
�
﹁
域
﹂︒
大
正
藏
に
﹁
今
此
城
中
﹂

六
囘
︐﹁
今
此
域
中
﹂
零
囘
︒

(
495
)

チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ

S
k
t.
c
a
ṅ
ḋ
ā
la

｢古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
そ
の
存
在

が
穢
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
賤
民
︒
漢
譯
佛
典
で
は

栴
陀
羅

せ

ん

だ

ら

と
す
る
︒
⁝
⁝
︒
彼
ら

(
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
)
は
社
會
の
一
般

�
民
に
穢
れ
を
與
え
る
者
と
み
ら
れ
︐
町
や
村
の
中
に
�
む
こ
と

が
で
き
ず
︐
狩
獵
︐
屠
殺
︐
𠛬
殺
︐
淸
°
な
ど
︿
不
淨
﹀
と
み
な

さ
れ
る
各
種
の
職
業
に
從
事
す
る
こ
と
を
强
い
ら
れ
た
︒
⁝
⁝

(山
崎
元
一
)
﹂
(﹃
南
ア
ジ
ア
を
知
る
事
典
﹄
︐
_
凡
社
︐
一
九
九
二
︐
四

五
八
頁
左
)
︒

(
496
)

｢
佛
吿
�
殊
師
利
︐
若
自
死
牛
︐
牛
�
持
皮
︐
用
作
革
屣
︐
施
持
戒
人

爲
應
�
不
︒
若
不
�
者
是
比
丘
法
︐
若
�
者
非
慈
悲
︐
然
不
破

戒
｣

求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
卷
四
﹁
佛
吿
�
殊
師
利
︐

若
自
死
牛
︐
牛
)
持
皮
︐
用
作
革
屣
︐
施
持
戒
人
爲
應
u
不
︒
若

不
u
者
是
比
丘
法
︒
若
u
者
非
悲
︐
然
不
破
戒
﹂
(大
正
二
・
五
四

一
上
)
︒

(
497
)

｢
諸
小
僧
輩
看
經
未
;
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂﹁
依
﹃
𣵀
槃
經
﹄
³
俗
策
b
︒

唯
取
老
舊
者
︑
�
多
門
徒
者
︒
此
二
種
人
︐
�
宜
先
問
︒
何
以
故
︒

治
一
無
行
小
僧
︐
不
足
以
改
革
物
心
︒
治
如
是
一
大
僧
︐
足
以
驚

動
視
聽
︒
推
計
名
德
大
僧
︐
不
應
D
此
︒
設
令
D
此
︐
當
依
法
治

問
︒
其
餘
小﹅

僧﹅

故
自
妄
言
︐
今
日
集
會
︐
此
是
大
事
因
緣
︐
非
直

一
切
諸
佛
在
此
︐
非
直
一
切
�
法
在
此
︐
非
直
一
切
¿
僧
在
此
︒

⁝
⁝
﹂
(大
正
五
二
・
二
九
七
下
～
二
九
八
上
)
︒

(
498
)

｢
革
の
履
物
｣

原
�
﹁
革
屣

か
く
し

﹂︒
革
製
の
履
き
物

(革
の
サ
ン
ダ
ル
)
の

原
語
は
パ
ー
ド
ゥ
カ
ー

S
k
t.
p
ā
d
u
k
ā
の
場
合
が
多
い
︒
_
川

(一
九
九
五
：
五
七
七
～
五
七
九
頁
)
參
照
︒
こ
こ
で
武
�
が
言
わ
ん

と
し
て
い
る
の
は
︐
履
き
物
の
種
類
の
善
し
惡
し
で
は
な
い
︒
革

を
素
材
と
す
る
な
ら
ば
殺
生
戒
に
抵
觸
す
る
と
い
う
こ
と
を
論
じ

よ
う
と
し
て
い
る
︒

(
499
)

｢
�
以
唱
此
革
屣
�
者
｣

『央
掘
+
羅
經
﹄
卷
二
﹁
⁝
⁝
︐
我
出
於
世
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閒
︐
u
持
具
足
戒
︐
得
成
阿
羅
漢
︒
我
u
諸
飮
食
︐
円
立
他
施
事
︒

或
½
來
經
行
︐
九
�
液
諸
漏
︒
我
u
用
革
屣
︐
楊
映
a
�
藥
︒
�

渴
或
睡
眠
︐
剪
爪
剃
鬚
髮
︒
身
中
種
種
患
︐
隨
病
�
諸
藥
︒
我
當

般
𣵀
槃
︐
如
薪
盡
火
滅
︒
如
是
等
一
切
︐
諸
餘
虛
僞
法
︒
乃
至
我

方
�
︐
周
行
於
世
閒
︒
常
於
爾
�
時
︐
不
淨
此
妄
語
︒
今
說
實
a

諦
︐
目
連
宜
善
聽
︒
若
實
若
諦
者
︐
�
謂
如
來
藏
︒
(大
正
二
・
五

三
〇
中
～
五
三
〇
下
)

(
500
)

｢
正
爲
此
二
十
三
日
法
雲
法
師
%
﹃
𣵀
槃
﹄
斷
肉
事
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂

﹁
今
日
重
令
法
雲
法
師
︐
爲
諸
僧
尼
︐
-
﹁
四
相
品
﹂
四
中
少
分
︒

諸
僧
尼
常
聽
𣵀
槃
經
︒
⁝
⁝
佛
經
中
究
悦
說
︐
斷
一
切
肉
︐
迺
至

自
死
者
︐
亦
不
許
食
﹂
(大
正
五
二
・
二
九
五
下
)
︒

同
﹁﹃
大
般
𣵀

槃
經
﹄﹁
四
相
品
﹂
上
第
七
︿
此
品
今
�
二
十
三
日
會
已
唱
此
�
︐

法
雲
法
師
解
說
︒
今
二
十
九
日
︐
不
復
重
唱
﹀﹂
(大
正
五
二
・
三
〇

一
上
)
︒

同
﹁︹
五
�
︺
二
十
三
日
旦
︐
光
宅
寺
法
雲
︐
於
華
林
殿

�
登
東
向
高
座
爲
法
師
︐
瓦
官
寺
5


登
西
向
高
座
爲
都
-
︐
唱

﹃
大
𣵀
槃
經
﹄﹁
四
相
品
﹂
四
分
之
一
︐
陳
﹁
食
肉
者
斷
大
慈
種
﹂

義
︐
法
雲
解
釋
︒
輿
駕
親
御
︐
地
鋪
席
位
於
高
座
之
北
︐
僧
尼
二

眾
各
以
J
列
坐
﹂
(大
正
五
二
・
二
九
九
上
)
︒

(
501
)

｢
尼
揵
｣

尼
揵

(乾
)
S
k
t.
n
irg
ra
n
th
a
は
尼
乾
子
︒
5
味
は
﹁
裸
の
﹂

﹁
着
衣
し
な
い
﹂︒
裸
形

ら
ぎ
ょ
う

ジ
ャ
イ
ナ
敎
徒
を
指
す
︒
ジ
ャ
イ
ナ
敎

空
衣

く
う
え

/
と
も
言
う
︒
因
み
に
後
の
時
代
に
な
る
と
ジ
ャ
イ
ナ
敎
に

は
︐
ジ

ャ

イ

ナ

敎

白
衣

び
ゃ
く
え

/

(シ

ュ

ヴ

ェ

ー

タ
・
ア

ン

バ

ラ

Ś
v
e
tā
m
b
a
ra
)
と
い
う
別
/
も
生
ま
れ
た
︒

(
502
)

｢
于
時
僧
正
ì
超
︑
法
寵
法
師
難
云
︐
若
﹃
經
﹄
�
究
悦
斷
一
切
肉
︐

乃
至
自
死
不
得
食
者
︐
此
則
同
尼
揵
斷
皮
革
︐
不
得
着
革
屣
︒
若

開
皮
革
得
着
革
屣
者
︐
亦
應
開
食
肉
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂﹁
二
十
三

日
︐
會
其
後
諸
僧
尼
或
v
云
︐
律
中
無
斷
肉
事
a
懺
悔
食
肉
法
﹂

(大
正
五
二
・
二
九
九
上
)
︒﹃
續
高
僧
傳
﹄
卷
六
︑
梁
大﹅

僧﹅

正﹅

南
澗

寺
沙
門
釋
5﹅

超﹅

傳
﹁
釋
5﹅

超﹅

︐
姓
廉
氏
︐
趙
郡
陽
_
人
︒
中
原
喪

亂
︐
~
難
於
鍾
離
之
�
哥
縣
焉
︒
⁝
⁝
︒
八
歲
出
家
︐
從
臨
番
縣

円
安
寺
沙
門
5
H
︒
⁝
⁝
︒
�
部
謝
籥
每
稱
之
曰
︐
君
子
哉
若
人

也
︒
印
善
用
俳
諧
︐
尤
能
草
隸
ß
|
朱
許
︐
印
工
占
相
︒
齊
曆
吿

(
︐
梁
祚
伊
始
︐
超
現
疾
怨
林
︐
�
存
拯
溺
︒
信
J
之
閒
聲
馳
日

下
︐
i
D
別
敕
︐
乃
�
僧﹅

正﹅

︒
戒
德
內
修
︐
威
儀
外
;
︒
凡
在
緇

侶
︐
咸
稟
成
訓
︒
⁝
⁝
︒
以
�
H
七
年

(
五
二
六
)
五
�
十
六
日
︐

�
神
於
寺
Ä
︒
行
路
殞
涕
︐
學
徒
奔
赴
︒
凡
厥
喪
事
出
皆
天
府
︒

門
人
c
思
德
澤
︐
乃
爲
立
碑
︒
湘
東
王
繹
︑
陳
郡
謝
N
卿
︐
各
爲

製
�
︐
俱
鐫
墓
�
﹂
(大
正
五
〇
・
四
六
八
上
～
中
)
︒
｢斷
酒
肉
�
﹂

﹁
宣
武
寺
法
寵
奉
答
﹂
(
大
正
五
二
・
三
〇
〇
下
)
︒

(
503
)

｢
自
仍
+
云
｣

こ
こ
に
言
う
﹁
H
﹂
は
︐
直
�
﹁
法
雲
法
師
乃
已
D
H﹅

釋﹅

﹂
の
﹁
H
釋
﹂
を
承
け
た
言
葉
︒
具
體
�
に
は
︻
④
c
0
︼
に

含
ま
れ
る
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
四
相
品
の
一
¤
︐
す
な
わ
ち
﹁﹁
善

男
子
︐
不
應
同
彼
尼
揵
�
見
︒
如
來
�
制
一
切
禁
戒
︐
各
D
衣
5

故
︐
聽
﹁
食
三
種
淨
肉
﹂︒
衣
想
故
︐﹁
斷
十
種
肉
﹂︒
衣
想
故
︐

﹁
一
切
悉
斷
︐
a
自
死
者
﹂﹂
に
對
す
る
法
雲
釋
を
指
す
に
L
い
な

い
︒
し
か
し
殘
念
な
こ
と
に
︐
法
雲
釋
は
﹁
斷
酒
肉
�
﹂
に
載
錄

さ
れ
て
い
な
い
た
め
︐
法
雲
自
身
の
行
論
を
詳
し
く
知
る
こ
と
は

で
き
な
い
︒

(
504
)

｢
就
一
食
中
︐
&
7
無
量
身
命
｣

求
c
跋
陀
羅
譯
﹃
央
掘
+
羅
經
﹄
卷

四
﹁
譬
如
士
夫
常
日
再
食
︒
愛
樂
法
故
︐
日
唯
一﹅

食﹅

︐
則
殺﹅

八﹅

萬﹅

戶﹅

蟲﹅

︒
如
是
者
應
名
殺﹅

生﹅

﹂
(
大
正
二
・
五
四
〇
下
)
︒

(
505
)

｢
數
若
恒
沙
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
﹄﹁
須
菩
提
︐
如

梁武�「斷酒肉�」譯�
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恒
河
中
�
�
沙
數
︒
如
是
沙
等
恒
河
︒
於
5
云
何
︒
是
諸
恒
河
沙

寧
爲
多
不
︒
須
菩
提
言
︒
甚
多
世
�
︐
但
諸
恒
河
尙
多
無
數
︒
何

況
其
沙
︒
須
菩
提
︐
我
今
實
言
吿
汝
︒
若
D
善
男
子
善
女
人
︒
以

七
寶
滿
爾
�
恒
河
沙
數
三
千
大
千
世
界
﹂
(大
正
八
・
七
四
九
下
～

七
五
〇
上
)
︒
菩
提
液
荏
譯
﹃
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
﹄﹁
佛
言
須
菩

提
︐
如
恒
河
中
�
D
沙
數
︒
如
是
沙
等
恒
河
︒
於
5
云
何
︒
是
諸

恒
河
沙
寧
爲
多
不
︒
須
菩
提
言
︒
甚
多
世
�
︐
但
諸
恒
河
尙
多
無

數
︒
何
況
其
沙
︒
佛
言
須
菩
提
︐
我
今
實
言
吿
汝
︒
若
D
善
男
子

善
女
人
︒
以
七
寶
滿
爾
數
恒
沙
數
世
界
﹂
(大
正
八
・
七
五
四
上
)

(
506
)

｢
于
時
諸
僧
乃
無
復
�
復
｣

｢斷
酒
肉
�
﹂﹁
其
�
二
十
九
日
︐
印
敕
»

義
學
僧
一
百
四
十
一
人
︑
義
學
尼
五
十
七
人
於
華
林
華
光
殿
︐
b

莊
嚴
寺
法
超
︑
奉
º
寺
僧
辯
︑
光
宅
寺
寶
度
等
三
律
師
昇
高
座
︐

御
席
地
施
座
︐
餘
僧
尼
亦
爾
︒
制
旨
問
法
超
等
三
律
師
曰
︐

⁝
⁝
﹂
(大
正
五
二
・
二
九
九
上
)
︒
同
﹁
問
︐
ù若
言
接
�
敎
︐
�

敎
亦
不


食
肉
︒
且
𣵀
槃
�
︐
£
葉
已
持
修
行
不
食
肉
︒
法
律
若

衣
此
︐
則
非
優
波
離
律
︐
是
衣
部
家
律
︒
云
何
用
此
-
說
︐
以
æ

群
僧
ú︒
僧
辯
不
復
奉
答
﹂
(大
正
五
二
・
三
〇
〇
上
)
︒

同
﹁
問
︐

﹃
𣵀
槃
﹄
云
︐
ù夫
食
肉
者
斷
大
慈
種
ú
︐
ù我
從
今
日
制
諸
弟
子
不

得
復
食
一
切
肉
﹂
︐﹁
一
切
悉
斷
︐
a
自
死
者
﹂︒
如
此
制
斷
︐
是

戒
非
戒
︒
�
恩
不
復
奉
答
ú
(大
正
五
二
・
三
〇
〇
中
)
︒

同
﹁
問
︐

ù義
亦
如
此
︒
若
正
作
罪
︐
雖
云
慚
愧
︐
(
無
�
益
︒
若
作
罪
後

能
生
慚
愧
者
︐
乃
是
上
�
ú︒
法
寵
無
復
答
﹂
(大
正
五
二
・
三
〇
一

上
)
︒

(
507
)

｢﹃
經
﹄
�
�
︐
﹁
昔
與
眾
生
經
爲
父
母
親
屬
｣

『央
掘
+
羅
經
﹄
卷
四

﹁
�
殊
師
利
︒
如
來
一
切
智
知
一
切
︒
觀
察
世
閒
一
切
眾
生
︒
無﹅

始﹅

已﹅

來﹅

︐
無﹅

非﹅

父﹅

母﹅

︑
兄﹅

弟﹅

︑
姉﹅

妹﹅

﹂
(大
正
二
・
五
四
〇
中
)
︒

(
508
)

｢
投
身
�
虎
｣

『賢
愚
經
﹄
卷
一

(
大
正
四
・
三
五
二
中
～
三
五
四
上
)
︒

(
509
)

｢
割
肉
貿
鷹
｣

『賢
愚
經
﹄
卷
一

(
大
正
四
・
三
五
一
下
～
三
五
二
上
)
︒

(
510
)

｢
行
�
｣

行
�
に
は
佛
敎
修
行
を
す
る
と
い
う
廣
い
5
味
も
一
方
に
あ

る
が
︐
こ
こ
で
は
︐
狹
義
の
行
�
す
な
わ
ち
僧
が
行
列
し
て
經
を

讀
誦
し
な
が
ら
佛
宴
や
佛
殿
を
儀
禮
�
に
1
り
步
く
こ
と
を
5
味

す
る
と
假
に
解
し
た
︒

[參
考
﹈﹇
梁
﹈
僧
伽
婆
羅
譯
﹃
菩
¡
藏
經
﹄﹁
下
方
大
名
世
界
︒

於
彼
D
佛
名
光


吉
︒
一
日
一
夜
六
時
行﹅

�﹅

禮﹅

拜﹅

︒
.
袒
右
¥
右

膝
著
地
︒
合
掌
向
佛
而
說
此
言
︒
我
禮

一
切
諸
佛
如
來
﹂
(大
正

二
四
・
一
〇
八
七
上
)
︒

(
511
)

｢
周
�
｣

『梁
書
﹄﹁
周
E
字
昇
逸
︐
汝
南
安
成
人
︐
晉
左
光
祿
大
夫
顗

之
八
世
孫
也
︒
父
顒
︐
齊
中
書
侍
郞
︐
D
名
於
時
︒
E
幼
聰
時
︐

顒
衣
之
︐
臨
卒
謂
曰
︐﹁
汝
不
患
不
富
貴
︐
但
當
持
之
以
�
德
﹂︒

既
長
︐
�
學
多
H
︐
尤
精
義
理
︐
善
誦
書
︐
背
�
諷
說
︐
c
韻
淸

辯
︒
⁝
⁝
︒
爲
右
衞
︐
母
憂
去
職
︐
µ
爲


威
將
軍
︑
右
驍
騎
將

軍
︒
�
闋
︐
除
侍
中
︐
領
步
兵
校
尉
︐
未
拜
︐
仍
�
員
外
散
騎
常

侍
︑
太
子
左
衞
�
︒
頃
之
︐
加
散
騎
常
侍
︑
本
州
大
中
正
︐
�
太

子
詹
事
﹂︒

(
512
)

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
二
﹁
愛
亦
如
是
︒
隨
�
愛
處
業
結
亦
�
︒

復
J
︐
善
男
子
︐
譬
如
濕
地
則
能
生
牙
︒
愛
亦
如
是
︒
能
生
一
切

業
煩
惱
牙
︒
善
男
子
︐
菩
¡
e
訶
¡
�
是
大
乘
大
般
𣵀
槃
深
觀
此

愛
︒
凡
D
九
種
︒
一
如
債
D
餘
︒
二
如
羅
刹
女
ý
︒
⁝
⁝
︒
云
何

如
羅
刹
女
ý
︒
善
男
子
︐
譬
如
D
人
得
羅
刹
女
#
以
爲
ý
︒
是
羅

刹
女
隨
�
生
子
︒
生
已
�
食
︒
食
子
既
盡
︒
復
食
其
夫
︒
善
男
子
︐

愛
羅
刹
女
亦
復
如
是
︒
隨
諸
眾
生
生
善
根
子
隨
生
隨
食
︒
善
子
既

盡
復
食
眾
生
︒
令
墮
地
獄
畜
生
¡
鬼
︒
唯
除
菩
¡
是
名
如
羅
刹
女
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ý
﹂
(大
正
一
二
・
六
八
二
上
)
︒

(
513
)

｢
奉
b
寺
僧
辯
｣

『續
高
僧
傳
﹄
卷
六
︑
僧
詢
傳
﹁
僧
詢
傳
︐
姓


︐

太
子
中
庶
山
賓
之
兄
子
也
︒
⁝
⁝
︒
父
奉
伯
篤
信
大
法
︐
知
其
聰

俊
︐
可
6
神
幽
冥
︐
長
濟
愛
海
︒
年
十
二
︐
敕
令
出
家
︐
爲
奉
º

寺﹅

僧
辯
律﹅

師﹅

弟
子
︒︹
僧
︺
辯
性
廉
直
︐
戒
品
冰
嚴
︐
好
仁
履
信
︐

精
�
勇
勵
︐
常
-
﹃
十
誦
﹄︒︹
僧
︺
詢
後
�
治
城
寺
︐
持
操
高
尙
︐

勤
辛
好
學
︐
從
光﹅

宅﹅

寺﹅

法﹅

雲﹅

諮
稟
﹃
經
﹄﹃
論
﹄︒
⁝
⁝
以
天
監
十

六
年

(五
一
七
)
卒
︐
春
秋
三
十
D
五
﹂
(大
正
五
〇
・
四
七
五
上
)
︒

(
514
)

[參
考
﹈
菩
提
液
荏
譯
﹃
入
楞
伽
經
﹄﹁
食
肉
之
人
D
如
是
等
無
量
諸
�
︐

不
食
肉
者
卽
是
無
量
功
德
之
聚
︒
大
5
︑
而
諸
凡
夫
不
知
如
是
食

肉
之
�
不
食
功
德
︐
我
今
略
說
不
聽
食
肉
︒
大
5
︑
若
一
切
人
不

食
肉
者
︐
亦
無
D
人
殺
�
眾
生
︐
由
人
食
肉
若
無
可
食
處
處
求
買
︐

爲
財
利
者
殺
以
販
賣
︐
爲
買
者
殺
︐
是
故
買
者
與
殺
無
衣
︐
是
故

食
肉
能
障
¿
�
﹂
(大
正
一
六
・
五
六
三
中
)
︒

(
515
)

﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
上
﹁
比
丘
當
觀
此
身
︐
D
諸
不
淨
︐
肝
膽
腸
胃
心

肺
脾
腎
︐
屎
尿
膿
血
︐
閏
滿
其
中
︐
八
萬
戶
蟲
居
在
其
內
︒
⁝
⁝

印
其
死
時
︒
膖
脹
腐
爛
︒
節
節
荏
解
︒
身
中
D
蟲
︒
而
³
食
之
︒

印
爲
虎
狼
鵄
梟
鵰
鷲
之
�
呑
噬
︒
世
人
愚
癡
︒
不
能
正
觀
﹂
(大
正

一
・
一
九
四
下
)
︒
鳩
e
羅
什
譯
﹃
e
訶
般
若
波
羅
蜜
經
﹄
卷
一
六

﹁
復
J
︐
須
菩
提
︐
常
人
身
中
D
八
萬
戶
蟲
þ
食
其
身
︐
是
阿
惟

越
致
菩
¡
e
訶
¡
身
無
是
蟲
︒
何
以
故
︒
是
菩
¡
功
德
出
�
世
閒
︒

以
是
故
是
菩
¡
無
是
戶
蟲
︒
是
菩
¡
功
德
增
益
︐
隨
其
功
德
得
身

淸
淨
︐
得
心
淸
淨
︒
須
菩
提
︐
以
是
行
︑
類
︑
相
貌
︐
當
知
是
名

阿
惟
越
致
菩
¡
e
訶
¡
﹂
(大
正
八
・
三
三
九
下
～
三
四
〇
上
)
︒

(
516
)

鳩
e
羅
什
譯
﹃
禪
祕
C
法
經
﹄﹁
復
當
諦
觀
︒
今
我
此
身
︒
�
時
不
淨
︒

九
孔
膿
液
︒
筋
纏
血
塗
︒
生
藏
熟
藏
︒
大
小
�
利
︒
八﹅

萬﹅

戶﹅

蟲﹅

︒

一﹅

一﹅

蟲﹅

復﹅

D﹅

八﹅

十﹅

億﹅

小﹅

蟲﹅

︒
以
爲
眷
屬
︒
如
此
之
身
︒
當
D
何
淨
︒

作
是
思
惟
時
︒
自
見
己
身
﹂
(
大
正
一
五
・
二
五
三
中
)
︒

(
517
)

｢
性
罪
｣

在
家
︑
出
家
の
別
な
く
︑
行
爲
そ
の
も
の
が
罪
惡
で
あ
る
罪
︒

性
戒
を
犯
す
罪
︒
對
と
し
て
は
�
罪
︑
犯
し
て
は
い
け
な
い
と
決

め
ら
れ
た
罪
︒
(﹃
佛
敎
語
大
辭
典
﹄
)
︒

[參
考
﹈﹇
南
�
齊
﹈
僧
伽
婆
陀
羅
譯
﹃
善
見
律
毘
婆
娑
﹄
卷
一
一

(大
正
二
四
・
七
二
五
中
)
(同
・
七
七
九
中
)
︒

(
518
)

｢
身
口
七
荏
｣

[參
考
﹈﹃
大
般
𣵀
槃
經
集
解
﹄
卷
六
五
﹁
僧
亮
曰
︐
無﹅

作﹅

是
戒
體
︒
此
說
十
善
戒
︒
身﹅

口﹅

七﹅

荏﹅

︐
從
作
色
生
無
作
色
︐
無

作
爲
色
︒
餘
三
不
從
作
生
︐
不
名
色
也
﹂
(大
正
三
七
・
五
八
〇
中
)
︒

曇
無
讖
譯
﹃
優
婆
塞
戒
經
﹄
卷
六
﹁
身
三
�
者
︐
謂
殺
︑
盜
︑
婬
︒

口
四
�
者
︐
惡
口
︑
妄
語
︑
兩
舌
︑
無
義
語
︒
心
三
�
者
︐
妬
︑

瞋
︑
z
見
︒
是
十
惡
業
︐
悉
是
一
切
眾
罪
根
本
﹂
(大
正
二
四
・
一

〇
六
七
上
)
︒

(
519
)

｢
睡
眠
悶
等
｣

鳩
e
羅
什
譯
﹃
成
實
論
﹄
卷
七
﹁
問
曰
︐
何
法
名
無﹅

作﹅

︒

答
曰
︐
因
心
生
罪
福
︐
睡
眠
︑
悶
等
︐
是
時
常﹅

生﹅

︐
是
名
無﹅

作﹅

︒

如
﹃
經
﹄
中
說
︐﹁
若
種
樹
園
林
�
井
橋
梁
等
︐
是
人
�
爲
福
︐

晝
夜
常
增
長
﹂﹂
(
大
正
三
二
・
二
九
〇
上
)
︒

(
520
)

｢
常
生
｣

上
�

(
519
)
參
照
︒

(
521
)

｢
念
念
｣

極
短
�
時
閒
︒
刹
c
︒﹃
顏
氏
家
訓
﹄
歸
心
﹁
若
D
天
眼
︐

鑒
其
念
念
隨
滅
︐
生
生
不
斷
︐
豈
可
不
怖
畏
z
﹂︒
佛
敎
語
︒
謂

極
短
�
時
閒
︐
v
言
刹
c
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
﹁
是
身

無
常
念﹅

念﹅

不
�
︒
v
如
電
光
暴
水
幻
炎
﹂
(大
正
一
二
・
六
〇
六
下
)
︒

(
522
)

｢
無
作
｣

上
�

(
518
)
參
照
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
三
一
﹁
戒
D

七
種
︐
從
於
身
口
D
無
作
色
︒
以
是
無
作
色
因
緣
故
︐
其
心
雖
在

惡
︑
無
記
中
︐
不
名
失
戒
︐
v
名
持
戒
︒
以
何
因
緣
︐
名
無
作
色
︒
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非
衣
色
因
︐
不
作
衣
色
果
﹂
(大
正
一
二
・
八
一
四
下
)
︒

[參
考
﹈
未
詳
 
者
﹃
大
般
𣵀
槃
經
集
解
﹄
卷
六
五
﹁
僧
亮

(=

�

亮
︐
�
四
〇
〇
～
四
六
八
頃
)
曰
︐
無
作
是
戒
體
︒
此
說
十
善
戒
︐

身
口
七
荏
︐
從
作
色
生
無
作
色
︒
無
作
爲
色
︐
餘
三
不
從
作
生
︐

不
名
色
也
︒
⁝
⁝
︒
寶
亮

(四
四
四
～
五
〇
九
)
曰
︐
爲
菩
提
王
子

說
無
作
是
色
者
︒
若
直
言
心
是
戒
︐
王
子
�
謂
µ
惡
心
時
︐
�
u

之
戒
皆
失
︐
則
無
戒
可
持
︒
故
於
身
口
七
荏
說
得
無
作
戒
也
﹂

(大
正
三
七
・
五
八
〇
中
)
︒

(
523
)

｢
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
｣

漢
字
c
寫
﹁
旃
陀
羅

せ

ん

だ

ら

﹂
(
S
k
t.
c
a
ṅ
ḋ
ā
la
)
は
︐
屠

殺
・
漁
獵
・
獄
守
等
の
職
に
攜
わ
る
賤


階
à
︒
不
可
觸
民
︒

﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
二
一
﹁
云
何
菩
¡
觀
於
五
陰
︐
如
旃﹅

陀﹅

羅﹅

︒

旃﹅

陀﹅

羅﹅

者
︐
常
能
令
人
恩
愛
別
離
︐
怨
憎
集
會
︒
五
陰
亦
爾
︒
令

人
貪
�
不
善
之
法
︐
7
離
一
切
純
善
之
法
︒
復
J
︐
善
男
子
︐
如

旃
陀
羅
種
種
器
仗
以
自
莊
嚴
︐
若
刀
︐
若
楯
︐
若
弓
︐
若
箭
︐
若

鎧
︐
若
矟
︐
能
�
於
人
︒
五
陰
亦
爾
︒
以
諸
煩
惱
牢
自
莊
嚴
︐
�

諸
癡
人
︐
令
墮
諸
D
︒
善
男
子
︐
如
旃
陀
羅
D
�
之
人
得
�
�
之
︐

五
陰
亦
爾
︒
D
諸
結
�
︐
常
能
�
人
︒
是
故
菩
¡
深
觀
五
陰
︐
如

旃
陀
羅
︒
復
J
︐
菩
¡
觀
察
五
陰
︐
如
旃
陀
羅
︒
旃
陀
羅
人
無
慈

愍
心
︐
怨
親
俱
�
︒
五
陰
亦
爾
︒
無
慈
愍
心
︐
善
惡
俱
�
︐
如
旃

陀
羅
惱
一
切
人
︒
五
陰
亦
爾
︒
以
諸
煩
惱
常
惱
一
切
生
死
眾
生
︒

是
故
菩
¡
觀
於
五
陰
︐
如
旃
陀
羅
︒
復
J
︐
菩
¡
觀
察
五
陰
︐
如

旃
陀
羅
︒
旃
陀
羅
人
常
懷
�
心
︒
五
陰
亦
爾
︒
常
懷
諸
結
惱
�
之

心
︐
如
人
無
足
︑
刀
杖
︑
侍
從
︐
當
知
必
爲
旃
陀
羅
人
之
�
殺
�
︒

眾
生
亦
爾
︒
無
足
︐
無
刀
︐
無
D
侍
從
︐
則
爲
五
陰
之
�
«
�
︒

足
名
爲
戒
︒
刀
名
爲
5
︒
侍
從
名
爲
善
知
識
也
﹂
(大
正
一
二
・
七

四
三
中
～
下
)
︒﹃
大
智
度
論
﹄
卷
七
六
﹁
是
名
菩
¡
旃
陀
羅
︐
汚

染
諸
菩
¡
︐
是
人
似
宴
菩
¡
︐
實
是
天
上
人
中
之
大
«
︐
亦
是
沙

門
被
�
中
«
︒
如
是
人
諸
求
佛
�
者
︐
�
不
應
親
�
︐
不
應
供
養

恭
敬
﹂
(大
正
二
五
・
五
九
六
下
)
︒

(
524
)

｢
善
律
儀
｣

『
成
實
論
﹄
卷
八
﹁
七﹅

善﹅

律﹅

儀﹅

︐
不
殺
乃
至
不
綺
語
﹂
(大

正
三
二
・
三
〇
二
下
)
︒

(
525
)

｢
不
善
律
儀
人
｣

『
成
實
論
﹄
卷
八
﹁
七
不﹅

善﹅

律﹅

儀﹅

︐
謂
殺
︑
盜
︑
z

婬
︑
兩
舌
︑
惡
口
︑
妄
言
︑
綺
語
︒
若
人
於
此
七
事
︐
若
具
足
若

不
具
足
︐
皆
名
不﹅

善﹅

律﹅

儀﹅

人﹅

﹂
(
大
正
三
二
・
三
〇
二
中
)
︒

(
526
)

｢
八
戒
齋
｣

八
關
齋
と
も
︒
南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
一
九
﹁
爾
時
︐

世
�
卽
說
偈
言
︐
⁝
⁝
︐
u
持
八﹅

戒﹅

齋﹅

︐
則
生
不
動
國
﹂
(大
正
一

二
・
七
三
四
中
)
︒

(
527
)

｢
惡
律
儀
｣

南
本
﹃
大
般
𣵀
槃
經
﹄
卷
二
七
﹁
云
何
復
名
修
|
於
戒
︒

若
能
破
壞
一
切
眾
生
十
六
惡﹅

律﹅

儀﹅

︒
何
等
十
六
︒
一
者
︐
爲
利
養

食
羔
羊
肥
已
轉
賣
︒
二
者
︐
爲
利
買
已
屠
殺
︒
三
者
︐
爲
利
養
食

猪
豚
肥
已
轉
賣
︒
四
者
︐
爲
利
買
已
屠
殺
︒
五
者
︐
爲
利
養
食
牛

犢
肥
已
轉
賣
︒
六
者
︐
爲
利
買
已
屠
殺
︒
七
者
︐
爲
利
養
雞
令
肥

肥
已
轉
賣
︒
八
者
︐
爲
利
買
已
屠
殺
︒
九
者
︐
�
魚
︒
十
者
︐
獵

師
︒
十
一
︑
劫
奪
︒
十
二
︑
魁
膾
︒
十
三
︑
網
捕
飛
鳥
︒
十
四
︑

兩
舌
︒
十
五
︑
獄
卒
︒
十
六
︑
呪
龍
︒
能
爲
眾
生
永
斷
如
是
十
六

惡
業
︐
是
名
修
戒
﹂
(大
正
一
二
・
七
八
三
中
)
︒
曇
無
讖
譯
﹃
優
婆

塞
戒
經
﹄
卷
七

(
大
正
二
三
・
五
一
〇
上
)
︒

(
528
)

｢
相
續
｣

法
救
�
︑
僧
伽
跋
e
譯
﹃
雜
阿
毘
曇
心
論
﹄
卷
三
﹁
u
戒
︐

於
一
切
眾
生
一
切
時
︐
戒
不
斷
﹂
(大
正
二
八
・
八
九
〇
中
)
︐﹁
�

不
律
儀
︐
於
一
切
眾
生
一
切
時
︐
惡
戒
不
斷
﹂
(大
正
二
八
・
八
九

〇
中
)
︒

(
529
)

｢
是
知
善
律
儀
人
�
諸
殺
分
︒
是
不
殺
戒
︐
卽
時
&
缺
別
解
脫
戒
｣
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『雜
阿
毘
曇
心
論
﹄
卷
三

(大
正
二
八
・
八
八
九
下
)
︒

[參
考
﹈
失
譯
﹃
¡
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
﹄
卷
一
﹁
初
一
念
戒
︐
亦

名
爲
戒
︐
亦
名
善
行
︐
亦
名
律
儀
﹂
(大
正
二
三
・
五
九
七
下
)
︒

(
530
)

｢
精
神
�
行
い
の
決
ま
り
｣

原
�
﹁
心
戒
﹂︒
廣
く
一
般
に
︐
佛
敎
で

﹁
心

(チ
ッ
タ

c
itta
)
﹂﹁
5

(マ
ナ
ス

m
a
n
a
s)
﹂﹁
識

(ヴ
ィ
ジ
ュ

ニ
ャ
ー
ナ

v
ijñ
ā
n
a
)
﹂
を
同
義
語
と
す
る
の
で
︐
今
の
場
合
も
︐

﹁
心
戒
﹂
は
﹁
5
戒
﹂
と
も
言
い
奄
え
可
能
で
あ
る
と
解
し
た
︒

そ
し
て
﹁
心
戒

=

5
戒
﹂
を
︐
十
種
の
行
い
を
身
體
�
行
い

(身

業
︐
三
種
)
・
言
語
�
行
い

(口
業
︐
四
種
)
・
精
神
�
行
い

(
5
業
︐

三
種
)
に
分
類
す
る
際
の
三
種
の
精
神
�
行
い
と
考
え
て
假
の
譯

�
を
作
っ
た
︒

[參
考
﹈﹇
北
涼
﹈
曇
無
讖
譯
﹃
大
方
等
大
集
經
﹄
卷
九
﹁
身﹅

口﹅

5﹅

戒﹅

得
淸
淨
︐
具
大
神
H
ö
諸
國
︐
不
Ú
菩
提
具
六
度
︐
是
人
皆
由

護﹅

正﹅

法﹅

﹂
(大
正
一
三
・
五
八
下
)
︒﹇
陳
﹈
�
婆
首
c
譯
﹃
"
天
王

般
若
波
羅
蜜
經
﹄
卷
五
﹁
菩﹅

¡﹅

e﹅

訶﹅

¡﹅

行
般
若
波
羅
蜜
︐
應
淨
身﹅

口﹅

5﹅

戒﹅

︒
何
以
故
︒
爲
聞﹅

思﹅

修﹅

故
︒
以
方
�
力
敎
æ
衆
生
︐
以
般

若
力
影
伏
諸
+
︒
願
力
成
就
︐
行
不
L
言
﹂
(大
正
八
・
七
一
五
中
)
︒

待
考
︒

【
四
︑
先
行
硏
究
︼

赤
沼

(一
九
六
七
)

赤
沼
智
善
﹃
印
度
佛
敎
固
D
名
詞
辭
典
﹄
︐
法
藏

館
︒

7
8

(二
〇
二
一
)

7
8
祐
介
﹁
梁
武
�
に
お
け
る
理
想
�
皇
�
宴
：

菩
¡
金
輪
王
と
し
て
の
皇
�
﹂
︐﹃
武
藏
野
大
學
佛

敎
�
æ
硏
究
�
紀
C
﹄
三
七
︐
一
～
三
二
頁
︒

7
8

(二
〇
二
三
)

7
8
祐
介
﹁
宗
4
祭
祀
改
革
と
﹃
斷
酒
肉
�
﹄
法

會
：
梁
武
�
の
思
想
�
連
續
性
﹂
︐﹃
武
藏
野
大
學

佛
敎
�
æ
硏
究
�
紀
C
﹄
三
九
︐
三
～
三
二
頁
︒

宮
內
省

(一
九
三
〇
)

宮
內
省
圖
書
寮
﹃
圖
書
寮
漢
籍
善
本
書
目
﹄
附
錄

︿
大
藏
經
細
目
﹀︒

古
"

(二
〇
〇
六
)

古
"
隆
一
﹁
都
-
の
再
檢
討
﹂
︐
同
﹃
中
國
中
古

の
學
ó
﹄
︐
硏
�
出
版
︒

諏
訪

(一
九
八
八
)

諏
訪
義
純
﹃
中
國
中
世
佛
敎
�
硏
究
﹄
︐
大
東
出

版
社
︒

諏
訪

(一
九
九
七
)

諏
訪
義
純
﹃
中
國
南
�
佛
敎
�
の
硏
究
﹄
︐
法
藏

館
︒

淨
秀
行
狀

(二
〇
二
〇
)

｢中
國
在
家
の
敎
理
と
經
典
﹂
硏
究
班
�
﹁
沈
�

﹁
南
齊
禪
林
寺
尼
淨
秀
行
狀
﹂
譯
�
﹂
︐﹃
東
方
學

報
﹄
京
都
九
五
︐
一
八
九
～
二
二
六
頁
︒

竺
沙

(二
〇
〇
一
)

竺
沙
�
違
﹁
佛
敎
傳
來
：
大
藏
經
�
纂
﹂
︐
大
谷

大
學
廣
報
委
員
會
�
﹃
佛
敎
傳
來
﹄
︐
大
谷
大
學
︐

二
〇
〇
一
︐
二
七
一
～
二
八
八
頁

(初
出
﹃
大
谷

大
學
H
信
﹄
五
〇
︐
二
〇
〇
〇
)
︒

中
村

(二
〇
〇
一
)

中
村
元
﹃
廣
說
佛
敎
語
大
辭
典
﹄
︐
東
京
書
籍
︒

西
山

(一
九
九
五
)

西
山
�
﹁
說
話
よ
り
み
た
�
代
佛
敎
：﹃
釋
門
自

鏡
錄
﹄
を
中
心
と
し
て
﹂
︐﹃
佛
敎
�
學
硏
究
﹄
三

八
／
一
︐
二
一
～
三
七
頁
︒

_
川

(一
九
九
三
a
)

_
川
頴
﹃
二
百
五
十
戒
の
硏
究
Ⅰ
﹄
︐
_
川
頴
著

作
集
第
一
四
卷
︐
春
秋
社
︒

_
川

(一
九
九
三
b
)

_
川
頴
﹃
二
百
五
十
戒
の
硏
究
Ⅱ
﹄
︐
_
川
頴
著
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作
集
第
一
五
卷
︐
春
秋
社
︒

_
川

(一
九
九
四
)

_
川
頴
﹃
二
百
五
十
戒
の
硏
究
Ⅲ
﹄
︐
_
川
頴
著

作
集
第
一
六
卷
︐
春
秋
社
︒

_
川

(一
九
九
五
)

_
川
頴
﹃
二
百
五
十
戒
の
硏
究
Ⅳ
﹄
︐
_
川
頴
著

作
集
第
一
七
卷
︐
春
秋
社
︒

$
山

(二
〇
一
三
)

$
山
園
﹃
佛
典
は
ど
う
漢
譯
さ
れ
た
の
か
：
ス
ー

ト
ラ
が
經
典
に
な
る
と
き
﹄
︐
岩
波
書
店
︒

$
山

(二
〇
一
九
)

$
山
園
﹁
眾
生
か
ら
D
�
へ
︐
そ
し
て
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